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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「なあ」

　女の声が、夜の庭にこぼれ落ちた。

「この地、ネルトリンゲンに落ちた星は、どう歴史再さい現げんしたか、知っているか」

　広い庭だった。池を持ち、庭てい園えんと言えるだけの造りを備えた場所となっている。

　青あお暗ぐらく、ただ影と、月明かりのみが全てを形作るような庭。

　そんな庭に向いた屋や敷しきの軒のき先さき、縁えん台だいに、背の高い女が座っていた。

　先さき程ほどの問い掛けを作った女性だ。

　紫むらさきのM. H. R. R.神聖ローマ帝国女子夏なつ服ふく。目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶったのは、

「──ええ、知っております、巴ともえ御ご前ぜん。知っておりますとも、ええ」

　彼女、巴御前の横に、白のM. H. R. R. 女子制せい服ふくを極東合わせにした姿がやってきた。

　廊下を歩き、足音もなく縁えん台だいに身を移したのは、一人の女性だ。左前にした襟元の上、茶ちや色いろの髪かみを結った彼女は表示枠レルネンフイグーアを一つ開いて言う。

「ネルトリンゲンの星は、外がい界かいに本ほん物ものが有り、地ちみ脈やく経けい由ゆの加か護ごも得ておりますが、一いち応おう歴史再現しておこうかという事で、術じゆつ者しや達が隕いん石せきの精製と高空召しよう喚かんを行ったのです。ええ」

　しかし、

「当時既すでに街が出来ておりましたので、落らつ下か座ざ標ひようは郊こう外がいとなっておりましたが──」

「郊外に落とすのは当然、と現実派の市し長ちよう達が考えていたが、本ほん格かく派の術者達は、歴史再現だから本来の座標に落とすのが当然、と考えていて、街が一回爆ばく発はつ消しよう滅めつしたな」

「ええ、人類は二分で町から避ひ難なん出来ると証しよう明めいされた上で、人は何をするにも確かく認にんし合った上でしなければならない、と、そんな教きよう訓くんが語られるエピソードで御ご座ざいますね」

　じゃあ、と巴御前は相手に振り返って言った。

「君も、理解の余よ裕ゆうを持ってみたらどうだ。瑞典スウエーデン総そう長ちよう、クリスティーナ」

　大体、と巴御前は、相手の格かつ好こうを見て言う。

「何だ君、それは。──腹とか頭に爆ばく薬やく巻いてる女が何ど処こにいる」
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「あら、似に合あっておりません？　気を遣つかってデコしたのですけど」

　というクリスティーナに、巴御前は嘆たん息そくする。

　こいつは思い込みが凄すごいからなあ、と巴御前は、身分を隠かくすために被って来た帽子の鍔つばを上げた。正直、角つのが隠れてないので意味が無いが、建たて前まえは大だい事じだ。何しろ改派プロテスタントの代表が、ガチ旧派カトリツクの総長に面会に来ているのだから。とはいえ、

「付き合いある身だから言っておくがな？　君、現状を解わかっているか？」

「解わかっておりますから、この格かつ好こうですとも。花はな柄がらとかも用意したのですよ」

　そうか、と二人で見上げる夜の南。空の中には、幾いくつもの艦かん影えいが並んでいる。それもまだまだ数を増やして整せい列れつ中ちゆうだ。

「君を巡っての戦せん闘とうが始まるが、君、……本当に死ぬ気か？　何だったら──」

「貴女あなたのように霊れい体たいになると、またそれはそれで混乱ですとも」

　それに、とクリスティーナが呟つぶやいた。

「いろいろと、縁えんを切ってきております。今いま更さら、このようなオバさんを──」

「……おい、お前がオバさんだったら私は何だ？　ああ？」

　つい声を荒げてしまったが、譲ゆずれないものはある。そういう事だ。ただ、

「どうだろうな。知っているか？　君を救いに、武蔵むさしが来るそうだぞ？」

「武蔵が？　あ、いえ、一応、こちらでも情報は得ておりますけど……」

「……武蔵より、噂うわさにあった、あの少年が気になるか？」

「違いますよ。ええ、違いますとも」

「即そく答とうだな」

　告げた言葉に、クリスティーナが口を噤つぐんだ。ただ沈ちん黙もくする彼女に、巴ともえ御ご前ぜんは言う。

「……どうだろうな？　ともあれ、待ってみてはどうだ？　武蔵が来るまでは、な」

　と、奥の方から、侍じ女じよが一人走ってきた。マリア、とクリスティーナが声を掛けると、赤あか毛げの侍じ女じよは眼鏡めがねを掛け直し、
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「お、奥おく様さま！　今、関かん東とう関連の情報が、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ経けい由ゆで来ました！

　──武蔵むさしの主力が、こっち来ないで、里さと見み解放のために輸ゆ送そう艦かんで突とつ撃げき掛けたそうです！」

「武蔵が……、何ですか？　巴ともえ御ご前ぜん」

　クリスティーナの眇すがめに、巴御前は帽ぼう子しを握り潰つぶした。

「あいつら、余よ裕ゆうブチかまして何してる……!?」
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　関東西側。直列状態の武蔵から射しや出しゆつされた輸送艦七艦がある。

　現在、降こう下かから着ちやく地ち、そのまま主しゆ街かい道どうの疾しつ走そうを始めた艦かん群ぐんは、その先せん頭とう艦かんに武蔵の主力を乗せていた。しかし、着地からの衝しよう撃げきを消しつつも、戦せん闘とう準備で慌あわただしい艦かん上じようでは、通つう神しん担当の浅あさ間まが首を傾かしげていた。

・あさま：『あの、正まさ純ずみ？　何かネルトリンゲンの巴御前から抗こう議ぎが来てます。〝まだ来ないのか張り倒すぞ〟って！』

・副会長：『え!?　作さく戦せんのプランを向こうに送ってなかったっけ？』

・●　画：『通神傍ぼう受じゆされると面めん倒どうだから、後に回してたんじゃないの？』

・俺　　：『あーあ。しーかられるぅーしかられるぅー。セージュン君厳げん罰ばつですう』

・副会長：『唄うたうな馬ば鹿か！　というか浅間！　〝今出ました！〟って言っておいてくれ！』

・約全員：『蕎そ麦ば屋やか何かか！』

・義　　：『……里見解放、何か、隠かくれてコソコソやってる気がしてきたんだが……』

・貧従士：『だ、大だい丈じよう夫ぶ、隠れてませんよ！　既すでにもう、こっち衆しゆう目もく浴あびてますんで！』

　それもそれで危険じゃないでしょうか、と浅間は思うが、仕方ない事でもあろう。

　確かに南や東の方、敵の艦群が動き出している。こちらへの観察や対応の動きだが、

「つまり、……私達も戦せん場じように参加したという事ですね」

　そうだな、と艦かん首しゆ側に立つ正純が右手を挙げ、皆に指し示じを飛ばした。

「巴御前への言いい訳わけはこっちでしておく。──皆は、周囲状況と、戦場の確かく認にんを急げ！」
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　関東解放の現場では、戦闘が幾いくつもの箇か所しよで続行し、また始まりつつあった。

　江え戸ど湾わんの南では、空において九く鬼き・嘉よし隆たかの鉄てつ甲こう船せん艦かん隊たいと村むら上かみ・元もと吉よしの毛もう利り艦隊がぶつかり、地上においては鍋なべ島しま・直なお茂しげの機き竜りゆうとMouri-01の武ぶ神しん隊たいが激げき突とつした。

　その中、武蔵勢の乗る艦群は、江戸の東に向けて疾走中ちゆうであった。

　艦かん下かに接続した車しや輪りんで街道を行く艦群。七艦の動きを、南の方から見る者達がいる。

　それは戦せん闘とうを続ぞつ行こうする者達のほぼ全てだ。

　東へ向かう輸ゆ送そう艦かん七つの影は、地上にて速度を上げたように見えた。実際は、地ち表ひようが対たい比ひ物ぶつとして近くなったために感じる錯さつ覚かくだが、

「勢いありますね」

　鈴すず木き・孫まご一いちは、ヤタガラスのクーリングを進めつつ、そう呟つぶやいた。クーリング完了後ごからの射しや撃げきスケジュールを今の内に組み、ヤタガラスに表示枠インシヤ・コトブで教えながら、北の方角を見る。

「止めがたいですよ、あれは」

　彼女の評ひよう価かに対し、頷うなずくように言うのは艦かん隊たい指し揮きを執とる九く鬼きだった。彼は義ぎ腕わんになっている左腕うでを撫なでながら、

「止めねばなるまい。まあ、北側の皆の担当となるから、任せるしかないが。

　しかし武蔵むさし勢ぜい、戦せん場じように跳び込む元気が良いのは、武蔵の戦せん士し団だんの意い思しそのものか、それとも武蔵という巨きよ大だい艦かん群ぐんが後ろ盾だてにあるからか。未いまだ明確な接せつ敵てきが無いのが惜しい」

『それ、惜しいままの方がいいですよ。──武蔵、内部には相当な戦せん力りよくを置いてますから』

「君はかつて、武蔵側と共同で伏ふし見み城じようの戦いを行った事があったのだったな」

『Ｔｅｓテスタメント．、昔なじみに挨あい拶さつ、という方が正解のような内容でしたが。

　──まあでも、現状として、こっちと向こう、どっちが囮おとりだと思いますか』

「南北に戦せん場じようが分かれた以上、どちらも本ほん命めいだとも、鈴木君。──後はどう凌しのいで勝つか、または羽は柴しば君の到とう着ちやくまで堪たえるか、という事になる」

　さて、と彼は言った。

「こちらはこちらで、大だい本命との勝負だ」

　その言葉が投げかけられる先、対する毛もう利り艦隊側では、村むら上かみ・元もと吉よしが眼鏡めがねを上げ直していた。彼は焼けた鉄の匂においが風に乗って運ばれてくるのを嗅かぎながら、敵から視線を外さない。

　通つう神しんでは、味み方かたからの観かん測そく情報が届いてくる。

『元吉様！　──武蔵の突とつ入にゆう部ぶ隊たい、着ちやく地ちからの再さい加か速そくに入ったそうです』

「そうして貰もらわねばな。こっちが随ずい分ぶんと時間を使って敵を引き寄せたんだ。里さと見み勢ぜいがいる訳わけだし、前に出て貰わねば」

　そうとも。

「戦場が分かれた以上、こっちの囮にならないのが残念だ」

　という元吉の言葉に、首を横に振る声があった。

　地上側、三み浦うら半はん島とうの東側傾けい斜しやで鍋なべ島しまの機き竜りゆうと戦せん闘とうしているMouri-01達だ。戦闘中という事もあって、彼女の部ぶ下かである侍じ女じよ達が共通記き憶おくで賑にぎやかに意見を交わす。

『戦場が分かれただなんて、……Mouri-01様！　元吉様があんな事言ってますよ！』

『ですよね！　私達が戦せん力りよくとして認められたので、敵を引き寄せる事が出来たんですから。私達が敗れる事があったら、また元の状態に戻られます！　そうなったら──』

　Ｔｅｓテスタメント．、とMouri-01が応じた。彼女は機き竜りゆうの前足踏ふみ込みからの突とつ撃げきを避けながら、武神ルール・デ・マリオネツタの広こう範はん囲い視し覚かくで北の空を確かく認にんして言う。

『私達が、ここで戦せん力りよくとしての自分を誇こ示じし、この三み浦うら半はん島とうを奪だつ還かんすればいいのです。それは、私達の生存と全体の勝利をも叶かなえる兼けん用よう行為ですから、何の問題もありません』

　だから、

『まだ、誰だれも欠けてませんね？　これを最後まで保持して勝利しますよ、皆さん』

『……Ｔｅｓ．！』

　皆の応じに頷うなずき、Mouri-01は前に出た。そして問う。

『さあ、北側、里さと見み生徒会長のいる戦せん場じようは、どうなるんでしょうね……？』
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　義よし康やすは、走る輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上じようで懐なつかしい空気を感じた。

　自分が率ひきいる里見解かい放ほう戦力は、副ふく会長達についている者達も含めて約四千人。

　多いように感じるが、実際は輸送艦二艦もあれば乗員出来る人数だ。

　内容は、武蔵むさし側と、一部毛もう利りや最も上がみ勢の混こん成せい戦せん士し団だん。強きよう襲しゆうからの里見制せい圧あつで〝解放〟の勝利条件は満たせるため、事務方かたや補ほ給きゆうは最さい低てい限げんとしている。

　そんな彼らを率いる義康が、今感じているもの。それは疾しつ走そうの震しん動どうと風だ。

　風に時折匂におうのは、戦場という環かん境きようが作る鉄てつ火かの大たい気きではない。

　……故こ郷きようか。

　里見に近い海の匂いがする。

　錯さつ覚かくだ、と意い思しは警けい告こくする。望ぼう郷きようが、戦争という現実から目を背そむけさせようとしている、と。

　……つまりこの望郷は、現実逃とう避ひか。

　義康は、現実を確認するために、周囲にある表示枠サインフレームを見た。すると、

『おい！　セージュン！　ちょっとP. A. Odaに長なが太ぶとが風ふ呂ろ入ったかどうか聞いてくんね!?　ヤツをチョバった後の対応があるからよ！』

『そんな事が出来るか馬ば鹿か……！　黒く塗ったお前、責任取れよ!?』

『ミトツダイラ！　じゃあ口くち紅べにつけてI love youって描いたのはアンタも共きよう同どう責任!?』

『喜き美みが試作を勝かつ手てに持ち出したんじゃありませんの──!?』

　義康は思った。

　……これが現実か……。

　表示枠の中でぎゃあぎゃあ言っているのが、逃避ではなく、いつも通りだから恐きよう怖ふだ。Is　this　現実？　アーハー。このペースに巻き込まれると、里見の奪還という里見家け最大のイベントも、チンコへの着ちやく彩さい作業と同じレベルになってしまう。だが、

『ふうむ、しかし拙せつ僧そう思うに、今回はトーリが黒くろ墨ずみしか持っていなかったせいもあるが、だとすれば……、何色だといいのだろうな』

『キヨナリはどう思うの？』

『メッキシルバーなど、見た瞬しゆん間かんに〝意い外がい……！〟と驚くのではなかろうか。ゲーム的に言うとチンコ特とく異い種しゆといったところだな』

『は、ハイストーップ！　女の子はここから先、何も思し考こうしてはいけませんよーう？　心を冷静に、真まっ白しろにしましょう！』

『愚ぐ弟てい？　浅あさ間まは白しろ塗ぬりが良いって』

『下を赤で巫み女こカラーか……』

『喜き美み──！　というか、あー、ええと』

　何だろうか、と疑問した瞬間。浅間神じん社じや代表が声を作った。

『長なが岡おか少年の位置が大体ですけど解わかりました！』
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　本当か！　と正まさ純ずみは浅間に振り向いた。

「この時点で解るとは、どういう仕掛けだ!?」

「ええ、言葉を選んで言うと、喜美とトーリ君が長岡少年のトラウマ事業をした時、ほら、唇くちびるとかアイラブユーとか描いたじゃないですか。あれ、ミトの工こう房ぼうで作製した加か護ご付つき化け粧しよう品ひんなんで、それによって描かれた〝シンボル〟や〝祈き願がん〟は、ある程度捕ほ捉そく出来るんです。

　神様、そういうの見み逃のがすと奏そう者しやからスカン食らうんで、こういうのも一応、拾わざるを得ないんですね。──で、ほら、神様から追つい跡せき報告が」


《通つう神しん：「かなり　いやです」：Ｂｙ神》



「神に迷めい惑わく掛けてるのはお前らか！」

　指を差すと、馬ば鹿かと姉あねがハイタッチの上でこちらに両の人ひと差さし指ゆびを向けてきた。

「でも俺おれ達たちのおかげで長なが太ぶと捕捉だもーん！」

「そうよ！　あと浅間！　アイラブユーって、そうじゃないのよ！」

　馬鹿姉が、自分の身体からだを抱き、顎あごを前に出すような唇の動かし方で、

「I ──love you。……こうよ！　どう!?」

　浅間が握った拳こぶしを掲かかげると、馬鹿二人がわあいと逃げ出す。

　ともあれ、こちらとしてはこう言うしかない。

「里さと見み解放の援えん護ごとは別で、やるべき事が明確になったという訳わけだな……！」

　とりあえず、語ご尾びを〝……！〟で重く言ってみた。
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　こいつらは……、と義よし康やすは静かに確かに思った。

　このままでは、里さと見みを解放しても、国の規き律りつが乱れかねない。根こん本ぽん的な解決としては里見を解放したら極きよく東とうと国こつ交こう断だん絶ぜつする事だが、流石さすがにそれは恩おん知しらずだろうか。否いな、武蔵むさしを知っていて、その不規則言動の危険性を理解する他た国こくなら、こちらに理解を示してくれる筈はずだ。

　武蔵を知り、不規則言動の恐きよう怖ふを知る他国とは何ど処こか。義康は数秒考え、

　……P. A. Odaと羽は柴しばだ……！

　意味が無い……！　否いな、今、私は精神の味み方かたを潰つぶしに行く状況ではないのだろうか、と、義康は心の中でまた頭を抱えた。

『……私、何となく思ったんだがな？』

『ん？　何だよペタ子』

『今、世界における、極度の馬鹿と、比ひ較かく的まともな脳のうが、勢せい力りよく争いしてるだろ』

『里見生徒会長』

　武蔵副ふく会長の言葉に、義康は首を傾かしげた。

『何だ？』

『Ｊｕｄジヤツジ．。──私はまともだ。安心しろ』

『ああ、うん、……お前でまともな方か……。うん……』

　言っている間に、風が変わった。

　郊こう外がいの街や、遺い跡せきの間を抜け、大だい遺跡の手て前まえにある開けた空間に出たのだ。

　風は湿しめり、地ち表ひようの匂においが強く来た。

　……ああ、やはりそうか。

　先さき程ほどの空気の匂いは、錯さつ覚かくだった。

　地表の空気。大遺跡を持つ関かん東とうは、緑みどりや土、水の匂いに豊ほう潤じゆんだ。

　しかしそれは、海を持つ里見の空気ではない。そして、今いま思うべきは、

「これが、故こ郷きように至る空気だ」

・武蔵野：『──失礼いたします。武蔵からですが、輸ゆ送そう艦かんの経けい路ろ、操そう艦かんなどサポートいたします〝武蔵むさし野の〟です。──以上』

　おお、と義康は頷うなずいた。

・義　　：『暇ひまなのか。助かる』

・武蔵野：『いえ、別に暇という訳わけでは……。──あ。──以上』

・義　　：『どうした？』

・武蔵野：『Ｊｕｄ．、そろそろ大遺跡の見える調ちよう布ふで、その付近からは、街かい道どうが遺跡基き準じゆんの高こう架か作りになるので一度バウンド──、あ、しますね。どうぞ。──以上』

　その通りになって、義康は皆と慌あわてて対ショック体勢をとった。
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　……うわ、ちょっとやっちゃった……。

　鈴すずは、武蔵むさし野の艦かん橋きようで、輸ゆ送そう艦かんを操そう艦かんするための情報処しよ理りと整理を急いでいた。

　関かん東とう、江え戸どの大だい遺い跡せきについては、かねてより武蔵むさし側がわでも精せい細さい情報を取しゆ得とくしている。後の松まつ平だいらの居い場所となる事もあり、沿えん岸がん部ぶと中心部については地ち形けい情報を獲かく得とくしているのだ。

　今回難しいのは、武蔵が直ちよく列れつだという事だろう。

　江戸方面の知ち覚かく情報は、一番後ろの高たか尾おに頼るしかなくなっている。

　感覚からすると、這はって前に身を伸ばしたような、と言うべきか。更さらには、丸めた紙をメガホンにして耳に当てているような、とも言うべきか。

　どちらにしろ、少々、知覚を得るのが難しい。だから、

「ええと、ちょっと、手伝って、ね、皆」

　鈴は、艦橋内で作る模も造ぞうに手を翳かざした。ベースは武蔵が用意していたもので、それに対してレタッチを入れて行く。但ただし、それは手て作業の重ねではなく、

「ここから……、ここまでの、高い建物？　それと、歩ほ道どうとか……」

　ディテールの一いつ括かつ追加だ。指定した範はん囲いの歩道に段だん差さを、建物に窓まど枠わくやドアを。そして木々には葉は群むれを種しゆ別べつと日につ照しようを計算して、自じ動どう人形達がディテールを自動で当てて行く。

　ディテール参考は、今までの作業ライブラリだ。そうやって浮いた作業時間に、自分は移動物ぶつ体たいや風、河か川せんの流れを捕ほ捉そくし、戦せん場じように対するアナログな変へん動どう要素として加えていく。

　それらは、次からのライブラリになり、ディテールは無限に追加されていくのだ。

　こちらの作業に顔を向けていた〝武蔵野〟が、ふと呟つぶやいた。

「ベースがあったとは言え、ある程度の精細な形状を一気に作れるようになりましたね、鈴様。──以上」
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「お、横おう着ちやく、してない、かな？」

　という鈴の声に、〝武蔵野〟は首を横に振った。

「必要があるところや、気が向いたところは精細にすればいいのだと判はん断だん出来ます。それ以外を全て精細にするのは、情報の取しゆ捨しや選択が出来ていないという事で、それは私共どもが鈴様をオペレータに採用した理由に反します。──〝作りたいところ〟を作っていきましょう、鈴様。それによって作られるライブラリを、私達が〝全体〟に適用します。──以上」

　ん、と鈴が頷うなずくのが有あり難がたい。しかし、

　……この方式が、ようやく出来上がりましたか。

　契けい機きは、三み方かたヶ原はらの戦いだ。

　アルマダの海かい戦せんなどで成果を得ていた鈴すずの模も造ぞう確かく認にんは、高速で移動する三み方かたヶ原はらの戦いにおいては周囲把は握あくを可能とはしたものの、流石さすがに受動的な恩おん恵けいを得るに留とどまった。

　あの頃ころに比べ、鈴の描びよう写しや速度は上がっている。が、それを更さらに補ほ助じよする事が出来ないかという思し案あんから生まれたのが、鈴の描写をライブラリとして、彼女が手を掛けるまでもない範はん囲いを自じ動どう人形側がわで担当するという分ぶん業ぎようシステムだった。

　これにより、鈴には「ひょっとしてここが必要になるかも」という迷いが無くなる。

　……その結果、随ずい分ぶんと速くなりましたね。

　立体模造の描写が、歩みと共に行われる。静せい止し物体や環かん境きように対し、描写解かい像ぞう度ど一メートル単たん位いなら、ほぼ瞬しゆん間かんと言っていい。高速の描びよう画がだ。

　そして描画する時、鈴は色をつける。彼女には色の概がい念ねんが無いので、指し運うんの圧あつを色として計測しているのだが、風の強さや建物の強度など、的てき確かくに圧力を掛けて描写している。おかげで、こちらもライブラリを適用する際、彼女の〝圧〟を読み取って範囲指し定ていすれば良いので、随ずい分ぶんと楽だ。

　今回、〝線〟に近い経けい路ろを行く事でこのやり方を試し験けん運用したが、これならばもっと〝面〟の展開もいけるだろう、と〝武蔵むさし野の〟は判はん断だんした。そして、

「今後は、高速で移動し、変化していく戦せん場じようでの能のう動どう的な情報取しゆ得とくが可能です。──以上」

　アルマダ海戦のように、敵てき戦せん力りよくが見えているような状況ではなく、もしもこちらが追われていたとしても、負けぬ速度で何もかもを知ち覚かく出来る。

　これが、どれだけの安心感を乗員に与える事か。そして何よりも、

「鈴様を、こちらが補助出来るようになり、幸いと判断出来ます。──以上」

「ん、……ありが、と」

　と言っている鈴の手て元もとで、輸ゆ送そう艦かんが動かされていく。

　着ちやく地ちした七艦。それは下部に接せつ続ぞくされた車しや輪りんで、関かん東とう大だい遺い跡せきへの街かい道どうを突っ走っていく。

　遙かな昔、幹かん線せん道路として使用されたという道。

「中ちゆう央おう自動車道どう、と言いましたか。どの辺りが〝中央〟なのか、些いささか判断がつきにくいのですが、しかし、そろそろ、迎げい撃げきが出るようですね、鈴様」

　ん、と鈴の応おう答とうが聞こえる。そして彼女が、輸送艦の進路に手を伸ばした。

　高こう架か道路の街道の先、地上側から無む数すうにそびえ立つ遺跡建けん築ちく物ぶつの上空に、敵がいる。

　それは、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国とP. A. Odaの迎げい撃げき艦かん隊たい……！」
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　江え戸ど湾わんの北側に展開していたのは、戦せん艦かん六艦かんと、軽けい戦艦十八艦。そして随ずい伴はん艦となる防ぼう御ぎよ艦や、輸送艦の艦隊だった。遠くの背後、毛もう利りから譲じよう渡とされた輸送艦の群を置いた迎撃艦隊は、武蔵むさしの滑かつ走そう輸ゆ送そう艦かんとの距離が二十キロを切った段階で砲ほう撃げきを開始した。

　撃うつのは長ちよう射しや程ていの主しゆ砲ほうを持つ戦せん艦かん。追つい尾びと威い力りよく強化を重ねた流りゆう体たい砲ほうだ。

　江え戸どの北。空を東から西に十数の光が走る。

　一度ではない。最初に使用された砲撃は、全砲ほう門もんからではなかった。並ぶ砲を一つ置おきごとに撃ち、次じ弾だんを装そう塡てんしている間に、他の砲門からの砲撃を行う。

　交こう互ごの釣つる瓶べ打うち。これを繰り返せば、

『遠えん距離からの弾だん幕まくを形けい成せいしろ！　とにかく敵てき艦かんの高度が低過すぎる！　気を付けろ！』

　警けい告こくが飛んだ瞬しゆん間かん。西の大だい地ちで光が炸さく裂れつした。

　先に放った半はん斉せい射しやが、滑かつ走そうする輸送艦に届いたのだ。それは炸裂し、街かい道どうを走る輸送艦を打だ撃げきする。

　光が砕くだけ、快かい音おんが散った。

『命めい中ちゆう八発!!　至し近きん三！』

　風に打たれて散る光は流体の残ざん滓し。

　弾はじけ飛んだ。

　直ちよく撃げきの範はん囲いから生まれた破は砕さいの欠片かけらが、一いつ瞬しゆんで数百メートルに渡る光の風となった。風は基き本ほんの数を七とし、そこから幾いくつも爆ばく砕さいして果てた。

　だが、砲撃は終わらない。何な故ぜなら、

「防ぼう護ご障しよう壁へきです！　敵、知ち覚かく不能ですが、破は片へん類るいの判はん別べつは無し！　──無む傷きずです！」

「だったら撃ち続けろ！」

　砲撃が連続した。

　関かん東とう大だい遺い跡せきの西。平へい野やを行く街道の上から、光の連続爆ばく発はつと轟ごう音おんが響ひびき出す。

　しかし敵の防護の堅さに危険を感じたのは、その位置を確かく定ていする測そつ距きよ士し達だった。

　現状、流体が散るために流体式しきの索さく敵てき装そう置ちは使用出来ない。ゆえに彼らは光こう学がく式しきの視し認にん術じゆつ式しきを重ね、敵位置を見み据すえていたのだが、

「──軽戦艦隊に超ちよう高度弾だん道どう砲撃の発はつ砲ぽうを申しん請せいして下さい！」

　はっ、とした他の皆が声を作る。

「そうだよな！　今、俺おれもそれを言おうと思ってた！　ホントだぞ！」

「俺も俺も！　……なあんだお前、俺の考えをパクったかあ」

「いいから早く理由を言え！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　敵輸送艦群ぐんの速度が落ちていません！　──敵が大遺跡に跳び込むまで百十二秒！　遺跡を遮しや蔽へいとされる前に、真ま上うえからの超高度弾道砲撃を！」

　声を生じさせている間に、彼らは手て元もとの表示枠レルネンフイグーアを拡かく大だいした。

　リアルタイムで起きる着ちやく弾だんと爆砕の現げん場ば。その画が像ぞうの中央。確かに見える影がある。

　武蔵の輸送艦だ。その姿すがたに、砲撃管かん制せい長ちようが眉まゆを立てた。

「防ぼう護ご障しよう壁へきの傾けい斜しや装そう甲こう化かか……！」
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「──実は、防護障壁の傾斜化だけではなく、他にいろいろ行っています。──以上」

『え!?　どういう事!?　魔ま法ほうか!?　魔法なんだな〝武蔵むさし野の〟！』

　戦せん場じようからのボケ通つう神しんに、〝武蔵野〟がマジ応おう答とうするのを鈴すずは聞いた。

「魔法ではなく技術です。元々、輸ゆ送そう艦かんの水平滑かつ走そうも、傾斜装甲を活いかす目的です。敵に水平以下の高度をとらせてはいけませんからね。他は機き密みつです。──以上」

　ん。と頷うなずく鈴は、自じ動どう人形達たちの〝機密〟によるアシストを体たい感かんした。

　自分が目の前に置いて進ませる七艦の模も造ぞう。それに対し、今、二十キロの先から砲ほう撃げきの連れん射しやが来ている。

　莫ばく大だいな量の連射と言っていい。

　だが、模造上に自分が造ぞう形けいする砲ほう弾だんや爆ばく圧あつに対し、自動人形達はある事を行うのだ。

　早回しだ。

　砲撃を自分が知ち覚かくし、指し示じした瞬しゆん間かん。自動人形はその軌き道どうと威い力りよくを全て計算する。

　その着ちやく弾だん軌き道どうが、数秒後の位置に予測造ぞう形けいとして描かれ直されるまで、あっという間だ。

　早い。あとはそれを先行して造形してしまえば、

　……数秒先さきの現実が、早回しで知ち覚かく出来る、よ。

　艦の操そう作さと、傾斜装甲の角度やタイミング。それらの決定に、数すう秒びよう先の把は握あくは充分な役に立つ。今も、自分が数秒先における輸送艦の安全ルートから解法を造形し、導き出すと、

「クリアです。鈴様。──以上」

〝武蔵野〟が言うなり、彼女達は数秒後の輸送艦の軌道に合わせて防護障壁の角度を先行入力。

　結果として、防護障壁は飛ひ来らいした砲弾を次から次へと弾はじいていく。

　やっている事は単純だ。

　発見し、予測し、分ぶん析せきし、対応し、次に行く。自分達で危険を先読みし、自分達で防ぼう御ぎよの対たい処しよをしていく辺り、ちょっと自じ滅めつ的な感じもするけど、これは何となく、スポーツのようだ。

　卓たつ球きゆうのように、前に出た方が弾はじける、と解わかったのは十七発目めを受けてからだ。

「行け、る？」

「行けます。鈴様。──以上」

　応じる〝武蔵野〟達と自分が存在するのは、もはや十秒弱早はやい戦場。

　その中において、更さらに、鈴はある事に気付いた。

　知覚解かい像ぞう度どを上げていく事と、状況を早回しで先に取しゆ得とくする事で、

　……解る、よ……。

　爆圧が、手に取れる。

　現げん場ばで生じるよりも、十秒先さきに、着ちやく弾だんの衝しよう撃げき波はや余よ波はのぶつかり合いに触れられる。

「〝武蔵むさし野の〟、さん」

　先に先に、と進む事はやめない。だけど、着弾から発生する爆ばく圧あつについては、すぐ消さずに少しだけ〝引き延ばす〟事にして貰もらった。

　そうする事で可能になるのは、爆圧の範囲と方向の把握だ。

　初め、自分は、爆圧から輸ゆ送そう艦かんを逃のがそうとした。この行いは成功して、輸送艦は衝撃波を緩かん衝しようしながら、自分の指の先で前に出て行った。だけど、

　……あれ？

　幾いくつかの爆圧を超える際、自分が指で押すよりも、輸送艦が先に前に出る事があった。

　錯さつ覚かくではない。敵の弾だん着ちやくが増えるに応じて、艦が周しゆう囲いの爆圧に押されるのだ。

「──これ、使える、かな」

　鈴すずは、思し案あんした。だが、心の中に浮かんだアイデアはあまりにも皆っぽいが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。しかし、こちらの戸と惑まどいに気付いたのか、〝武蔵野〟が言葉を掛けてきた。

「鈴様、先さき程ほどから爆圧の影えい響きようを考えていらっしゃいますが、武蔵むさし由ゆ来らいの正せい規き輸送艦は武蔵の重力航こう行こうを耐え切る事を前ぜん提ていとされて設計されています。緩かん衝しよう術じゆつ式しきも展開しているため、直ちよく撃げきならば思し案あんはしますが、それ以外の衝撃波などは大体のものが耐えられるかと。──以上」

「じゃあ……」

　鈴は言った。

「〝武蔵野〟さん達、この計算、出来、る……？」
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　羽は柴しば側の砲ほう撃げき管かん制せいと戦せん術じゆつ指し揮きは、幾つかの迎げい撃要よう所しよを江え戸ど側の平へい野やに用意していた。

　その一つが、軽けい戦せん艦かんを地上砲ほう台だいとして置いた街かい道どう脇わきのスポットだ。

　関東大だい遺い跡せきの西。そこから至る街道〝中ちゆう央おう自動車道どう〟には、一つの要所がある。

　街道が土ど手て上うえから高こう架かに変わる位置。そこに存在するスポットは、

「調ちよう布ふだ！　そこで地上からの迎撃を行う」

　調布の北側に、遺跡を利用して作られた一キロメートル強の陸りく港みなとが存在する。ならば、

「……担当の準備は!?」

「先せん遣けんの二艦が構えています！」

　敵てき輸送艦が、防ぼう護ご障しよう壁へきの傾斜によってこちらの砲撃を防いでいるのは、もはや誰だれにも解わかっている事だ。だからそれを覆くつがえす。

「高架を行く敵輸送艦に対し、陸港は下した位置にある。その事を理解の上で側面からの砲撃を準備しろ！　敵は正面上じよう方ほう防護専せん念ねんだ！　側面下か方ほうからなら砕くだける！」

　江戸北部、戦術指揮役やくは、敵艦の移動を示す概がい要よう図ずを見み据すえながら号ごう令れいした。

「こちらは上面からの砲ほう撃げきをもって敵の防ぼう護ご障しよう壁へきを固定させる！　あとは──」

　撃うて。

「──量を使え!!」
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　義よし康やすは、敵の判はん断だんを悟さとった。

　手て元もとに来ている概がい要よう図ずからは、進しん行こう方向に対して左側、北の方に陸りく港みなとがある。

　そこに、武蔵むさし野の艦かん橋きようからは艦かん影えいらしきものを知覚している。

　概要図の中、武蔵野艦橋から送られてくる模も造ぞうの画が像ぞうは、段々と鮮せん明めいさを増していく。そして義康が見るのは、

「羽は柴しばの軽けい戦せん艦かんだ……！」

　敵が何を狙ねらっているかは解わかる。

　高こう架かになった街かい道どうを狙うように、北にある陸港から砲撃が来るのだ。

　調ちよう布ふの陸港。ここは江え戸どの西側、大だい遺い跡せき外がいの居きよ住じゆう拠きよ点てんの一つである。

　東にある大遺跡内側の湾わん岸がん都と市し中心部と、西にある、武蔵の後こう艦かん群ぐんの名前の由ゆ来らいとなる奥おく多た摩まや高たか尾お、青梅おうめを結ぶ要所の一つ。

　里さと見みもたびたび貿ぼう易えきに使用したあの陸港は、

「軽戦艦なら、二艦、砲ほう撃げき出来る艦かん間かん距離を余よ裕ゆうで取れる！」

　軽戦艦二艦。

　……この輸送艦を破は壊かいするには充分だな……！

　懸け念ねんを確かにするように、概要図の中で敵の姿すがたが確かく定ていした。

　推すい測そく通りのものが、そこに存在していた。砲ほう塔とうは既すでにこちらを向いてもいる。

　対するこちらの速度は二百七十キロ。一いつ瞬しゆんで敵てき艦かんの前を通過する。しかし敵の砲撃に対たい抗こうする手段など、輸送艦にありはしない。

「更さらには、……新あら手てか！」

　東の空にいる戦艦隊。その背後にいた軽戦艦の艦かん隊たいが、今こそ砲ほう火かを送って来たのだ。

　直ちよく上じように見えたものは、

「超ちよう高度弾だん道どう砲撃……！」

　逆さか降ふりの雨のように、流りゆう体たい砲ほうの一いつ斉せい砲撃が空に昇った。

　夜空を射ったのではない。下りの強い弧こを描き、地上を撃うつための超高度弾道砲撃だ。本来ならば、近ちか過すぎたり、下にいる敵を撃つために用いる方法。だが今は、

　……上からの、この弾道砲撃を〝保険〟とするか！

　敵の戦艦は、その主しゆ砲ほうを連れん打だし、こちらの防護障壁を前まえ側がわに固定させる。

　そこに敵は、側そく面めんからの伏ふく兵へいで砲撃を入れる。

　更さらに敵は、側面砲撃をこちらが逃のがれたとしても、上からの弾道弾だんでケリをつけるつもりだ。

　武蔵むさし野のから、降り注そそぐであろう弾だん道どう弾だんの着ちやく弾だん予測表ひよう示じが送られて来た。

・●　画：『何コレ、塗り潰つぶしツール間違って全部赤あかにでもしちゃったの？』

・貧従士：『そのくらいの密みつ度どって事ですよコレ！』

　街かい道どう上じよう、そしてその周囲に集しゆう弾だんが来る。

　範はん囲いとしては、距離にして五キロ。幅一キロ程ほどが、空からの攻こう撃げきに晒さらされる。

　……来るか。

　左の北側と、頭ず上じようの全面。空から降る莫ばく大だい量りようの弾だん幕まくは、追つい尾びを掛けられていた。それがために、全体はややＶ字のすぼまりをもってこちらに集弾してくる。

　自分達の出来る事は、

「武蔵野側の制せい御ぎよに任せる！　──総そう員いんは艦の何ど処こでも良い、しがみつけ！」

　叫んだ直後。走る輸ゆ送そう艦かんが高こう架かのコーナーに至った。七艦の艦かん影えいが調ちよう布ふに突とつ入にゆうしたと同時。

「──っ」

　まず、北にある陸りく港みなとからの砲撃が、音を貫つらぬいて飛ひ来らいした。
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「……当たれ！」

　調布の陸港上。立りつ脚きやくのみで艦かん体たいを固定した軽けい戦艦二艦は、己おのれの主しゆ砲ほうと副ふく砲ほうの斉せい射しやにその姿すがたを大きく傾けた。

　鉄の立脚は、硬こう化かした地面を抉えぐるというよりも削けずり、数メートルをスライドさせる。

　だが、砲撃は確かに行われた。発はつ射しや時じの轟ごう音おんは陸港上に張られた駐ちゆう艦かん区分けの縄なわを吹き飛ばし、砂や土つち埃ぼこりを一いつ掃そうする。周囲の草くさむらすらめくり上げて撃ち払った斉射は、副砲を合わせて合計三十六発。それぞれが、目の前を通過する輸送艦の側面を狙ねらったものだった。

　砲ほう弾だんが行く。その軌き道どうに敵の輸送艦がある。後はただ、

「──当たれ!!」

　祈るような叫びの先。ある事が生じた。

　自分達の狙っていた輸送艦七艦が、いきなり消えたのだ。
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「……は？」

　突然生じた敵の消失ロストに、調ちよう布ふ陸港にいた軽戦艦の乗員は疑問した。

　何な故ぜ、自分達の狙ねらっていた獲え物ものが消えたのか。

　その疑問に誰だれも答える事の出来る者はおらず、しかし、音が響ひびいた。

　東の空にいる戦艦からの砲撃だった。

　そして陸港の皆は聞いた。その着弾と破は砕さいの響ひびきが、消えていないのを、だ。

　つまり輸ゆ送そう艦かんは、まだ存在している。

　上空からは砲ほう撃げきが続いている。

　それは、的まとの艦かん群ぐんが、地上にいる自分達には見えていないのに、上空からは確かく認にん出来るという事だ。

「どういう事だ!?　こちらに姿すがたが見えないのは、ステルス障しよう壁へきか!?」

　否いな、と誰だれかが叫んだ。ステルス障壁は、あのような高こう速そく状態で使えるものではない。

　ならば、と索さく敵てき班はんの者達が、光こう学がく増ぞう幅ふく処理した画が像ぞうを拡かく大だいした。

　正面。高こう架かの上は、流りゆう体たい砲ほうの着弾による風と、流体光こうの破は片へんで荒れていた。

　だが、その中を、揺らぎ見える影が行く。

　輸送艦だ。しかしシルエットが今までと違う。西から東に向かう輸送艦は、先さき程ほどまで、側面から見た船の形状をしていた筈はずだ。しかし、今、表示枠レルネンフイグーアの中に見えている形は、

「正面だ!!」

　何をされたのか、皆は理解した。

「奴やつら、こっちの着弾に合わせ、艦を二百七十度ドリフトして艦かん首しゆを向けやがった!!」







[image: 第二十七章『コーナーの知覚者』]
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　出来た……！　と、鈴すずは十秒先さきの世界と、十秒後ごの現実を比ひ較かくしながら息をついた。

　自分達たちのやった事は、単純な事だった。

　輸ゆ送そう艦かんの高速ドリフトと、その制せい御ぎよを行ったのだ。

　利用したのは、正面上じよう方ほうから敵が叩たたき込んで来る砲ほう撃げきだった。

　それらが生む爆ばく圧あつは、五秒に渡るディレイと、自じ動どう人形達の計算によって捉とらえる事が出来た。だから後は、その爆圧に逆らわず、逆に押されるようにして輸送艦を回したのだ。

　回すのは二百七十度。コーナーに対して逆ドリフトして、艦かん首しゆを調ちよう布ふの陸りく港みなとに向ける。そうすれば、調布からの射しや撃げきは正面下か方ほうからとなるので、防ぼう護ご障しよう壁へきを前まえ下さがりにすれば拾える。

　問題は、各かく艦かんごとに、旋せん回かいのタイムラグが違う事だった。

　旋回を始めるべきタイミングが違うのに、側そく面めんからの着ちやく弾だんはほぼ同時。

　これについては、十秒先の段階から拾う爆圧を決めて行き、ドリフトのアンダーが出る速度を変える事で対応した。

　艦かん間かんの距離はやや問題だったが、逆に、速く回るべき艦を遅く回る艦で軽く小こ突づいて、早回しにする。かなり危険な制御だが、一応、警けい告こくはしていた。

『ごめんね』

・貧従士：『え!?　何がですか!?　胸にフックの差が生まれた事ですか!?』

　小突いた。

　知ち覚かくの中。衝しよう突とつされた艦が速く回る一方。その上にいた皆が踊るなり転がるなりして、

・あさま：『ちょ、ちょっとアデーレ！　変な事言いうから鈴さんがダイナミックツッコミをしたじゃないですか！』

・賢姉様：『フフフ、でもこんな大きな舞台が高こう速そく回転とか、なかなか無いわね！　やだもう私、中ちゆう華か料理のテーブル上にある料理みたいで可愛かわいいわ！　ピータン！　ほらミトツダイラ！　前ぜん菜さい！　前菜早く出しなさいな！　狼おおかみ印じるしのチャーシューとか角かく煮にじゃなくてチョココロネよ！　ケツからチョコ突っ込んで、Ａ・ＧＥ・ＲＵ。和わ訳やくすると〝一つのゲル状〟よ──!!』

・銀　狼：『何ど処この中華ですの──!?』

・金マル：『青雷亭ブルーサンダーじゃないかな？』

　艦かん橋きようの右奥おく、一人の自動人形がぼそりと、

「キチガ……、あ、いえ、──以上」

　と呟つぶやいたが、周りに合わせて聞こえなかった事にする。大体これ、平常だし。

　ただ、戦せん場じようはまだ動いている。調布の陸港から食らった砲撃は凌しのいだが、

「鈴様！　上方からの超ちよう高度弾だん道どう砲撃が来ます！　多た重じゆうの追つい尾び弾だんです！」

　ん、と鈴は頷うなずいた。

　ここからが、大だい事じ。だから一度、両の頰ほおを叩たたいて、鈴すずは言った。

『皆、……行く、よ！』
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　点てん蔵ぞうは、自分達たちが乗る輸ゆ送そう艦かんが、ドリフトから一いつ回転を決めて行くのを体たい感かんしていた。

　高速の中、三百メートル級の輸送艦が、上下車しや線せんの街かい道どう上じようで回る。

　それも、周囲に生じた着ちやく弾だん爆ばく圧あつを利用しながら、だ。

　……凄すさまじいで御ご座ざるな！

　砲ほう撃げきを受ける時は、大体が武蔵むさし上だ。艦の大きさも安定も違えば、爆圧の距離も違い、

「艦の回転が、いつもより速いで御座るよ!?　バランスに注意されたし！」

　点蔵は、声を上げ、皆に警けい戒かいを促うながした。すると喜き美みが馬ば鹿かに笑顔でハイタッチして、

「ほら愚ぐ弟てい、回るわよ！」

　足首を引っかけたと、そのようにしか見えない動きだった。

　馬鹿が一回転した。

　まあ、と横のメアリが驚きの声を上げるが、喜美は弟を連続で回しつつ、自分も回る。そして彼女は腕を広げ、土の字やコの字になる馬鹿を引っかけて回しながら踊り、

「行くわよ──！」

　艦の回かい転てん速度が上がった。

　正面上じよう方ほうからは、次のタイミングとなる戦せん艦かんからの砲撃が来ている。

　だが、もはや回転中の輸送艦は、正面からそれを受ける事が出来ない。しかし、

「メアリ殿どの、──失しつ敬けい！」

「え？」

　と声を上げるメアリを、点蔵は一いつ瞬しゆんで両腕うでにかっ攫さらった。抱き上げ、その勢いを利用して　跳ちよう躍やくした。

　方向は真ま上うえ。こちらの腕にメアリの身体からだが沈み込む感覚があるが、堪たえ切る。すると、目の前に、敵戦せん艦かんによる流りゆう体たい砲ほうの光が来ていた。

　ドリフトから、艦がその側そく面めんを前に向けたのはほぼ同時。

　敵の砲撃は、こちらの艦かん首しゆ側を狙ねらったもの。だからドリフトで回転すれば、艦首があった場所には何も無く、艦は側面のすぐ手て前まえで爆圧を受ける事になる。

　後は、その爆圧を利用して、

「……跳ぶで御座るか！」
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　ナイトは、点蔵の言葉通りに輸送艦が跳ね上がったのを見た。

　翼つばさのある自分達たちは、既すでに輸ゆ送そう艦かんの気き圏けん内ないで軽く飛ひ翔しようをしている。だが、その足あし下もとから背までを押し上げるように、下から大たい気きが押されてきた。

　輸送艦が跳ね上がったのだ。

　……ベルりんと自じ動どう人形達が、〝武蔵むさし野の〟で制せい御ぎよしてるんだっけ。

　思い切った事をしたものだ。

　輸送艦は元々が航こう空くう艦。空を飛ぶ事に異いはないものだ。

　だが、輸送艦は高速域いきから急上じよう昇しようしたり、緊きん急きゆう回かい避ひするように出来ていない。

　だから鈴すずがしたのは、敵の爆ばく圧あつの利用だ。

「艦をドリフトさせて、目の前に起きた着ちやく弾だんの爆圧を、側そく面めん下か部ぶで受けるってね」

　防ぼう護ご障しよう壁へきは展開している。側そく部ぶに対して三面。だが、その傾きは、上に対するものではなく、下に向けられていた。

　正面から来る爆圧を、艦の下に導くためのものだった。

　後は、前下から側面下部全体を持ち上げられるようになった輸送艦が、その圧力で上へと跳ね上がり、

「……と！」

　不ふ意いに、足あし裏うらに床が当たってきた。

　転び掛ける身体からだを、後から降りたナルゼが手を取って引っ張ってくれる。

「マルゴット、勢いあるから気を付けて！」

　上昇ではない。これは、爆圧を利用した跳ちよう躍やくだ。

　しかも回かい転てん運動は止まっていない。メアリを抱き抱えた点てん蔵ぞうが甲かん板ぱん上じようをステップし、浅あさ間まとミトツダイラが構える前で、喜き美みがソーチョーを回しながら踊っているのが何か凄すごい。

　だが、喜美の動きは的てき確かくだ。

　艦の旋せん回かいと上昇に対し、泳ぐような動きを見せながら、常に手の先が進行方向を向いている。身体を回しているように見えて、彼女は、実のところ、回っていないのだ。

「フフ、私が世界の中心よ──!!」

　叫んだ直後に、眼がん下かで爆ばく発はつが起きた。

　こちらに向けて放たれた敵戦せん艦かんの砲ほう撃げき。それを自分達の輸送艦が、飛び越えているのだ。しかも、一発や二発ではない。

　……どの砲撃も、地上にいるこっちを狙ねらってたから、一発飛び越えたら、全部こっちの下に来るんだよね……！

　後は簡単だ。

　輸送艦は、眼がん下かで連続する爆圧に乗って、階段を昇るように跳躍した。そして、

『行くよ……！』

　鈴すずの声が通つう神しんから来た瞬しゆん間かんだった。

　空から降る弾だん道どう弾だんの光の雨が、自分達たちの頭ず上じように届いてきた。

　追つい尾び付きでＶ字型に来る敵てき弾だんとこちらの距離は、もはや手が届くかのように見え、

　……うっわ……！

　コレ当たったらシャレにならないなあ、とナイトが思うなり、足を乗せている床が動いた。

　鈴すずの声こえ通り、初めてそこで、輸ゆ送そう艦かんが空中での機き動どうを行ったのだ。

　それは、旋せん回かいの動きに踊っていたのを強ごう引いんに止める動き。

　下か方ほうから突き上げる爆ばく圧あつに乗り直し、艦かん首しゆを持ち上げ、

「前に進みながらの後こう転てん……！」
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　鈴は、空中を前に跳ぶ輸送艦を、一いつ回転させた。

　縦たての後転。それも、艦かん自体は前に進ませながらの三百六十度だ。

　下方からの爆圧を利用した強引な回転には、しかし意味がある。

「追尾方ほう式しき……！」

　オリオトライとの、武蔵むさし上じようを走る模も擬ぎ戦せんで憶おぼえた事だ。

　追尾術じゆつ式しきには、大きく分けて二つある。

　一つは、物体の流りゆう体たい反応を記き憶おくして追いかけるもの。

　もう一つは、物体の形けい状じようと動きを記憶して追いかけるものだ。

　今、この戦せん場じようには、無む茶ちや苦く茶ちやな量の流体が踊っている。だから、ここで流体反応式しきの追尾はあり得ない。使うとしたら、形と動きを記憶する動どう態たい式だ。

　ならば、と鈴は思った。動態反応をはぐらかすために、物体の形を変えれば良い、と。

　変える方法は一つだ。

　天から降ってくる砲ほう撃げきの群に対し、輸送艦を回す。

　やるとしたら、天てん上じようから落らつ下かする砲弾に対して艦首を向ける。そうすれば、今までは棒ぼうのように見えていた艦かん体たいは、点になる。

　動態追尾は、その時、輸送艦を見失うだろう。

　だからやった。空中で輸送艦を回し、艦首を天に向ける。敵弾が構えた全ての追尾は、

　……外はずれて……！

　思う、が、敵弾の落下と、集しゆう弾だんはまだ止まらない。

　砲弾が当たるか、当たらないか。

　追尾を外せるか、外せないか。

　答えはまだ出ないし、解わからない。十秒を先さき読よみ出来る鈴においても、術式の反応がどうなるかは解らないのだ。

　しかし鈴は、じっとしていなかった。黙だまったままはしない。動かないという選択もない。それはもう、三み河かわで始め、そして三み方かたヶ原はらの戦いを経て学んだ事だ。

　ゆえに鈴すずは、指し示じを出した。

　現げん場ばでは、今、一いつ回転した輸ゆ送そう艦かんが、再び艦かん首しゆを天に向けようとしている。

　その動きに対して、鈴は生き延びるための追つい加か指示を言葉にした。

「全ぜん艦かん、上じよう昇しようして……！」
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　……へえ。

　と、喜き美みは、踊り、身を動かしながら、白の色を見た。

　霧きりだ。

　艦首側、まるで艦を輪わ切ぎりにするかのような形で、霧の水平が広がっている。

　艦の前まえ側がわに仮か想そう海かいを作り、艦首を釣つり上げるためのものだ。

　先さき程ほどから、流りゆう体たいの余よ波はが生じていたが、鈴の用意なのだろう。彼女が今、ここで行おうとしている事は、輸送艦の単純な回転ではなく、

「垂すい直ちよく上昇よ──！」

　輸送艦は急きゆう激げきな挙きよ動どうをする事が出来ない。

　だが、艦は天てん上じようを向くように回り、今、二度目の途と中ちゆうから艦首側を天へと仮想海が引っ張り上げる。更さらには、大だい地ち側では、元もと々もと地上にいた自分達を狙ねらって放たれた砲ほう撃げきが爆ばく発はつを生み、

「もーういっか──い!!」

　垂直に立ち上がった輸送艦が、下からの爆ばく圧あつに押され、空へと二度目の跳ちよう躍やくをした。

　動きとしては直ちよく上じよう。だが、今までの速度を有するが故ゆえに、流れとしては前まえ上うえに、だ。

　跳ねた。

　その勢いは、一いつ瞬しゆんで、空に集しゆう弾だんしようとした弾だん幕まく雨うの間に頭から跳び込むものだ。

　……良い度ど胸きようだわ、鈴。

「集弾されるより先に、弾幕の上に抜けようっていうのね！」

　艦の被ひ弾だん可能面めん積せきを少なくし、追つい尾び術じゆつ式しきをアジャストさせた上で、一気の跳躍で突き抜ける。この回かい避ひ方法を、喜美はよく知っている。それは、

「ミトツダイラの貧ひん乳にゆう回避と同じよ──！」

「何なに叫んでますの──！」

　Ｙ字ポーズで上げた声に狼おおかみが叫んだ直後。喜美は、視し界かいの変化を悟さとった。

　目に見えるのは、下に広がる白はつ光こうの荒こう野やと、黒の天上。

　輸送艦が、全ての弾幕を抜け、空に出たのだ。

　直後。

　追尾すべき形と目もく標ひようを見失った弾幕が互いに衝しよう突とつを行い、一いつ斉せいの連れん鎖さ爆発を生んだ。それは大量の大たい気きを震しん動どうさせ、光の瀑ばく布ふを空にぶち上げた。

　轟ごう音おんの連れん打だが輸ゆ送そう艦かんを押し、艦が風をぶった切って行く中、喜き美みは相手を見み据すえた。

　跳ね上がる輸送艦から見て、前ぜん方ぽう。しかしもはや下に見える敵。

　戦せん艦かんと、軽けい戦艦の集団だ。それらに対し、喜美は弟を腕に引っかけて立たせると、

「フフ、いいわそこの戦艦とか軽戦艦とか、揃そろいもまとめていいもの見せてあげる！」

　その言葉に合わせるように、輸送艦の動きが変化した。

　垂すい直ちよくになっていた艦かん体たいが、前に傾き、そして斜めの打ち下ろし軌き道どうで、戦艦群ぐんの方へと向かっていくのだ。速度は高く、そして止まる事なく、まるで川かわ下くだりのように、

「Yeah……！　どいつもこいつもショーの始まりよ──！」
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　輸送艦の急速上じよう昇しようと、そこからの突とつ撃げき。

　このいきなりな挙きよ動どうへの対応に、羽は柴しば側は急ぎの対たい処しよを取った。

　戦艦隊たいは、全て下方へ向けていた主しゆ砲ほうを上うえ方向に向け。

　背後の軽戦艦の群は、上に向けていた砲を更さらにかち上げた。

　狙ねらいは、自分達へと飛び込んで来る輸送艦の群だ。

「輸送艦の直ちよく撃げきを許すな！」

　距離はまだ十二キロ程ほどある。

　全ぜん艦かんは急ぎの後こう退たいを行い、砲ほう撃げきのための余よ裕ゆうと、敵の突撃を拒こばむ構えを見せた。

　これは撤てつ退たいではない。戦せん術じゆつとしての距離の取り直しだと、そのような冷静さをもって、羽柴側は対たい処しよする。戦術指し揮き担当は、各かく艦かんの動きを指し示じし直し、遠くの敵輸送艦に向け、

「構え……！」

　声を上げた。

「砲ほう口こうを向け直す間に動どう態たい追つい尾びに情報追つい加か！　──大だい遺い跡せきに入られる前に、撃うてるだけ撃て！　後ろの軽戦艦隊も、再びの直ちよく上じよう攻こう撃げきを見み舞まえ！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と皆が応じ、降こう下か軌道に入った輸送艦群に狙ねらいをつけ直していく。

　距離は近くなっている。動態追尾の登とう録ろく形状も、

「複数パターン組み込めました！　回られたり、どんな形になっても外はずしません！」

「絶対か！　あんな形やこんな形になってもか！」

「あまりアクロバットなのは無む理りですが、人じん体たいの動きとして可能ならば！」

　何がだよ、という声を無む視しして、砲撃管かん制せい担当が叫んだ。

「よぉーし！　撃て……！」

　声と同時に、艦体が震しん動どうした。

　一いつ斉せいの砲撃を、敵てき輸送艦群に撃ち込んだのだ。
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　滑かつ空くう状態に入った武蔵むさしの輸ゆ送そう艦かん群ぐんは、防ぼう御ぎよ態たい勢せいを取った。

　七艦を寄せ、

『防ぼう護ご障しよう壁へきの範はん囲いを重ねます。──以上！』

〝武蔵むさし野の〟の言葉通り、艦かん首しゆを下げていく艦かん群ぐんの周囲に、防護障壁が密みつ集しゆうした。

　防御に入る。

　直後。七秒程ほどのタイムラグで、敵の砲弾が来た。

　光が音に散る。硝子ガラスの割れるような音が連続し、そのたびに新しい障壁が展開する。

　爆ばく圧あつが上から艦を叩たたき、緩かん衝しよう術じゆつ式しきの表示枠サインフレームが立ち上がった。

　が、その上で、喜き美みは動いた。彼女は一人、両の手を振って舞ったのだ。

「な・る・ほ・ど・ね」

　身を回し、滑すべるようなステップで喜美が甲かん板ぱんを前に行く。

　音は激げき突とつと衝しよう突とつの繰り返し。だが喜美は、風に髪かみを揺らし、

「ラ……」

　ハミングをもって風の間を抜けていく。

　髪は夜風に踊る。しかし風圧は彼女に当たらない。そして艦首近くに舞うと、

「鈴すず！　こっちよ！」
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　鈴は喜美の声を聞いた。そして彼女の動どう作さを指し示じとして読んだ。

　……凄すごい……。

　喜美の舞は、こちらでも確かく認にん出来ている。

　彼女の動作が、単なるダンスではない事が、鈴にはすぐ解わかった。

　彼女の動きは、砲ほう撃げきを読んだものだ。

　自分達がしている敵てき砲ほう弾だんの軌き道どうを読んでからの着ちやく弾だん予測とは、似ていて違う。

　何しろ喜美は、砲撃が来る前に避ける指し示じを作るのだ。

「これは……。──以上」

〝武蔵野〟も気付いたらしい。

　喜美の挙きよ動どうを指示として輸送艦に与え始めてから、ある現げん象しようが起きている。

　敵てき弾だんはおろか、爆ばく圧あつすら、艦に当たらないのだ。

　障壁は散っていて、爆圧も無む数すうに生じている。だが、そのどれもが、防御のために破は砕さいしているのではない。

　既すでに避けた艦の挙動に障壁が付いてこれず、運悪く敵弾に当たっただけ。

　何しろ、艦かん自体はあまり速度を持っていない。高く上じよう昇しようし、今、関かん東とう大だい遺い跡せきに飛び込んでいくための滑かつ空くう状態にあるのだ。

　だから自分は爆ばく圧あつを強ごう引いんに使用して加か速そくしようとしていたが、

「喜き美みちゃん！」

　鈴すずは声を上げた。

「──障しよう壁へき、使ってみる!?」
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　ミトツダイラは、風の中で喜美が翼つばさを広げるのを見た。

　扇せん子すだ。

　両の手に広げたのは、流りゆう体たいで出来た羽は根ね扇子。一つ当たり可か動どう式の七枚羽ばねは、それぞれを七艦かん両りよう舷げんの障壁に見立てようというのだろう。

　既すでに喜美は、術じゆつ式しきというか、〝技〟を使って、鈴に回かい避ひ運動の指し示じを与えている。

　その成果は明めい白はくだ。

　……艦が一いつ切さいの衝しよう撃げきを受けていませんわ。

　音は有り、大気の震しん動どうは有る。強ごう引いんに洗うような風もある。だが、防ぼう護ご障壁に直ちよく撃げき弾だんが生じていない。喜美が敵の攻こう撃げきを読んでいるからだ。

　横、アデーレが疑問する。

「これ、あれですか？　喜美さんが三み河かわで副ふく長ちようと戦った時に使ってた、あれ」

「高たか嶺ね舞まいじゃありませんわよ？」

　高嶺舞は術式だ。

　だが、今いま喜美が使用しているものは違う。

　彼女が持っている、高嶺舞の基き礎そとなる戦せん闘とう分野のセンス。

〝呼吸〟だ。

　舞台という、観客の存在する場所で、相手の勢いを読んで反応を送るための技。

「相手とは、必ずこちらにアクションを送ってくるもの。だから〝相する手〟というのです。

　喜美はその反応がどう来るかを読んでいるんですの」

　劇げき場じよう艦かんや自然公園の特とく設せつ舞台を使用すれば、四桁けたから、五桁単たん位いの人を相手にする事だってある。

「喜美は、莫ばく大だい量りようの客を把は握あくし、その反応を読んで、舞台を制せい御ぎよ出来ますわ。ただただ対たい処しよしているのでは、客席は盛り上がるだけで暴ぼう走そうしますけど、喜美の場合は客席の盛り上がりをコントロールして、一つの巨きよ大だいな参さん加か型がた舞台にしてしまいますの。だから──」

　だから、ここも同じだ。

　敵が、自分達の位置をほぼ固定し、同じメンバーで砲ほう撃げきし続けていたせいもあろう。喜美にとっては、不ふ特とく定てい要素が無い戦せん場じようで、後は敵を読み取っていくだけに過ぎない。

　アドリブ多発の劇げき場じよう舞台で対面する無む数すうの観客のアクションに比べれば、このような砲ほう撃げきの数など、小しよう規き模ぼライブでの嬌きよう声せいに過ぎない。

　後は、読み、そして、

　……舞台というか、高いところに上がってから始める辺り、喜き美みらしいですわね。

　まず見切ったのは砲撃の軌き道どうとタイミング。

　砲撃といえど、一つの砲ごとに装そう塡てん時間もあり、砲が向く可か動どう範はん囲いもある。それらを彼女は読み切り、自分達の挙きよ動どうに組み込んだ。

　後は回かい避ひし、追ってくる相手を誘ゆう導どう。そして前に行く。敵の挙動の先の先を読み、その先せん手ての中で相手を誘さそってはぐらかし、前進するのだ。

　喜美にとっては、まだ見ぬ未来の中で、敵を誘導する事が出来ているのだろう。

　相手にとっては、訳わけが解わからない筈はずだ。その焦あせりを示すように、再び来た直ちよく上じようからの砲ほう弾だんの落らつ下かも、正面からの光こう条じようも、

「Yeah──！」

　汗あせを散らし、舞う踊り子を飾るだけで触れる事は出来ない。更さらには、

　……あ。

　艦が、時とき折おりの加か速そくを得え始めた。

　光が散っている。

　喜美が、羽は根ね扇せん子すに制せい御ぎよ用表示枠サインフレームを重ねて舞い、防ぼう護ご障しよう壁へきを操そう作さしているのだ。
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「え──？」

　という浅あさ野のの声を、可か児には聞いた。

　自分達がいるのは江え戸ど湾わんの東側。元はもう少し北側にいたのだが、房ぼう総そう半はん島とう担当の小こ西にしの指し示じによって、急ぎ東側へと沿えん岸がんを回って行く最さい中ちゆうだ。

　跳ねるように疾しつ走そうする機き馬ば隊たいが引く荷に台だいの上、浅野が表示枠レルネンフイグーアを見ている。

「何かあった!?　アサちゃん！」

「あー、うんうん、これこれー」

　投げられた表示枠を、しかし可児は幌ほろの上に２ステップで上がる途と中ちゆうで手に取った。

　上。浅野の隣となりに座る形で見た表示枠に映っているのは、西の空で行われている武蔵むさし輸ゆ送そう艦かんへの迎げい撃げきだった。

　浅野が、携けい帯たい食しよくの〝いとうまし棒ぼう・フルーツ味〟を掲かかげ、

「いる──？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　頂いただきます！」

　受け取りながらも見る画面。その中央に、先さき程ほどからあるものが映っていた。

　……鳥!?

　夜空に、光を散らしながら飛んでいる鳳おおとりがいる。

　否いな。鳥としては大き過ぎる。何しろ画面の縮しゆく尺しやくからするに、それは鳥だとしたら両りよう翼よくを広げた大きさが一キロ近くになるではないか。しかもそれが、多た重じゆうに重なって見えるのだが、

　……まさか、これ……！

「武蔵むさしの輸ゆ送そう艦かんと、防ぼう護ご障しよう壁へきの展開ですか!?」

「そうそうー。こっちからもー視し認にん出来るけどー、光のー炸さく裂れつ？　それが何か凄すごくてー。

　でも拡かく大だいしてみたらー、こんな感じなの。──防護障壁のー展開をー、翼つばさ状じようにして、爆ばく圧あつ加か速そくをしてるらしいのねー……」

　で、と浅あさ野のが言った。

「何だか、これ、こっちー、来ちゃうんじゃない？」





●






　義よし康やすは、今こそ舞台が動くのを見た。

　自分達の乗る輸送艦群ぐん。それらが、音に乗ってゆっくりと前に出始めたのだ。

　こちらを後押しする響ひびきは、爆ばく発はつと破は砕さいと、

　……歌と音楽か……！

　空に羽ばたく防護障壁の砕くだける響き。その連続が、ドラムのように制せい御ぎよされている。

「ラ　ララ　──ラララ　ラ」

　舞う踊り子の指ゆび捌さばきに散る光。彼女の手の中にある光の大おお扇せん子すも砕けるが、

「アハ」

　笑い声の中で、踊り子が光を浴び、衣ころものように宙ちゆうに回す。

　そして艦が爆圧を受け、前に出る。空には大きな羽ばたきが生じている。風は常に前からになっている。光は何ど処こにでもあり、ただその波が、

　……あの踊り子からか！

　輸送艦の正面からは、流りゆう体たい砲ほうの光こう条じようが連続で来る。

　もはや発はつ射しや音おんすら、あまりタイムラグが無い程ほどの距離だ。

　しかし踊り子は、近付く音すらドラムセクションの中に放り込んできた。そして、

「────」

　声を上げた。
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「──それは　それは　簡・単」

　喜き美みは唄うたう。両の翼つばさを振り、己おのれの両りよう頰ほおを撫なで、

「君の膝ひざ　頭乗せて」

　飛ひ来らいする光こう条じように頭を寄せるようにし、しかし躱かわす。

「届いて　届かない　視線　シグナル」

　風に羽を当て、散らす。爆ばく圧あつが起き、背を押し、

「そんな事　しなくても　いい　なんて」

　前に出る。七つの艦かんを押し出す制せい御ぎよは鈴すずによる丁てい寧ねいなものだ。喜美はまた翼を一度広げ、

「簡単な　一ひと言ことで　変えられるのに」

　見上げる直ちよく上じよう。空からは弾だん道どう弾だんの雨がある。その全てを喜美は視し界かいに入れ、

「見上げれば　絡まる　視線　シグナル」

　両の腕を、喜美は己を抱くように振り上げた。前に出て、

「寝た振りは　しないのよ」

　そのまま彼女は両腕うでを振り上げ回し、

「寝ている間　君が　何か言いそうで」

　直後。喜美は両の翼を空に投げ捨てた。そして一度左さ右ゆうの手を打ち、

「解わかっているんだから　ねえ」

　両の手の平を、喜美は改めてゆっくりと、空へと掲かかげた。
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　羽は柴しば側がわの艦かん隊たいが見たのは、天てん上じようへと投げられた光の翼つばさだった。

　散る羽は根ねのように振り上げ、打ち捨てられた防ぼう護ご障しよう壁へきの束たば。それらは、降こう下かする弾だん道どう弾だんの雨に当たり、全てが大だい範はん囲いの飛ひ散さんを生んだ。

　夜空を飾るのは、まるで大おお滝たきが破は裂れつしたかのような光の爆ばく散さん。

　だが、誰だれもが息を飲んだのは、自分達の砲ほう撃げきが当たらなかった事についてではない。

　光の霧きりが、傘かさとなって敵を覆おおい隠かくす直ちよく前ぜん。

　あるものが敵輸ゆ送そう艦かんの上に見えたのだ。先頭艦の艦首。そこにあるのは、

「射しや撃げき術じゆつ式しき……!?」

　しまった、と誰かが叫んだ。

「主しゆ砲ほう閉じろ！　──武蔵むさしのイレイザーシャーマンだぞ!!」
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　警けい告こくは遅かった。

　並ぶ戦せん艦かんの中央。やや右側にいた艦の主砲に、正面の空から光が飛び込んだのだ。

　砲が放った砲撃の軌き跡せきを、正確に逆トレースして撃うち込まれたのは、長さ一メートルを超える長大な矢。それはしかし、己おのれの威い力りよくを誇こ示じするでもなく、砲ほう口こうにつるりと入り、

「退たい避ひ──!!」

　現げん場ばの声が響ひびき渡り、警けい報ほうが鳴き出すと同時。

　戦艦の主砲が、流りゆう体たいの過か剰じよう反応による爆ばく発はつを起こした。
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「──会いました」

　呟つぶやく浅あさ間まの視線の先。遠く東の空にて、一つの影が傾いた。

　黄き色いろい光の煙を噴ふき上げているのは、矢を打ち込んだ羽柴の戦艦だ。

　その艦は、沈む訳わけでは無い。主砲から内部燃ねん料りようの誘ゆう爆ばくを起こしてはいるものの、保もつだろう。一応、乗員達が近くの艦や地上へと退避する流れが生まれているが、無む力りよく化かとしては、

　……警告としての一発ですが、上う手まくいきましたね。

　巫み女こが敵艦を撃げき沈ちんとか、何を言われるか解わからないので、このまま自然沈ちん降こうして欲しい。

　しかし、敵の砲撃を、喜き美みが回かい避ひしてくれるおかげで助かった。

・銀　狼：『前に、三み河かわで三征西班牙トレス・エスパニアの軽けい戦艦にガツンした時と同じですの？』

・あさま：『いえ、あの時は照しよう準じゆん術式で、相手の射撃を正面から狙ねらったんです。

　でも今回は、こちらの横を敵の流体砲ほうが通り過ぎていくので、逆ぎやく追つい尾びしたんです』

　目の前、軽く身を回している喜き美みがこちらに振り向いた。彼女はそのまま、身体からだを仰のけ反ぞって視線を合わせると、

「フフ、どう浅あさ間ま！　撃げき沈ちんしてスカっとした!?」

　……語ご弊へいがありますねー……。

　浅間は、一応、抗こう弁べんしておく。

「いえ撃沈してませんよ？　私がしたのは、警告として敵の主しゆ砲ほうを一いち門もん潰つぶしただけですから。

　先に言っておきますけど、人を狙ねらった訳わけでは無いですからね？」

　浅間はそう言って、バインダースカートの展開を閉じた。テールバラストもバラストモードにして落とし、位置固こ定てい術じゆつ式しきも解かい除じよする。そして東の空を手で示し、笑顔で、

「ほら見て下さい。敵てき艦かんの無む力りよく化かで済ませてますよ？」

　と言った瞬しゆん間かんだった。東の空に、爆ばく発はつが一つ起きた。
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　え？　と浅間が振り向けば、戦せん艦かんが、内部からの誘ゆう爆ばくによってその甲かん板ぱん部ぶを下から弾はじき飛ばしていた。流りゆう体たい光こうの光が立ち昇る艦かん体たいは、やがて二つに裂さけながら落ちていく。

　皆が、おお、とそちらを見ながら、

「凄すごいわ浅間神じん社じや代表……」

「なかなか出来ないよねアサマチ……」

『浅間様大だい爆発──』

　蜻蛉とんぼスペアもテンション高くて良い事だ。とりあえず、えーと、と浅間は前置きして、

「……あ、あれはつまり、向こうの艦が沈みましたけど、誘爆とかの二次的な影えい響きようであって、私のせいじゃないですからね？　私、主砲、壊こわしただけ、向こう、勝かつ手て、誘爆、ですよ？」

「何を片かた言ことになってますの？」

「フフフ、大体、それってつまり、アンタが手を下くださずとも敵艦が沈むって事ね!?」

「また喜美はそういう物言いをっ」

　眉まゆを立てた浅間は、喜美を手の平で前に押し出すような素そ振ぶりを見せる。

「ほら、喜美？　喜美は艦かん隊たいの回かい避ひ誘ゆう導どう中でしょう？　早く舞の続きをして下さいっ」

　実のところ、喜美の歌にも興きよう味みがある。先さき程ほどのは即そつ興きようで作ったように見えたが、歌としてのラフは出来上がっていたものの筈はずだ。

　……歌か詞しの内容も、ちょっと、気になりますよね……！

　喜美の歌の多くは、その私生活が元となっている。〝君の膝ひざ　頭乗せ〟とあったら、その〝君〟は、彼の事だ。だとしたら、

　……〝何か言いそう〟とか〝解わかってるんだから〟とか、意味深しんな……。

　このような事が気になるのも、彼の元に納まったからだろう。いろいろな事を知っておきたいという内ない心しんに言い訳わけが出来ないので、建たて前まえの言葉を浅あさ間まは作る。

「ほ、ほら、曲の続き、ありますよね？　ね？　さあ、続きをやって艦かん隊たいの安全を！」

　と急せかした時だ。トーリが姉あねの音おん響きよう術じゆつ式しきを、手て元もとの表示枠サインフレームで調ちよう整せいしながら振り向いた。

「あれ？　姉ねえちゃん、今さっきの、続きあんの？」

「え？　トーリ君、それ、どういう事です？」

　ミトツダイラも自分と一いつ緒しよのタイミングで振り向く辺り、気になっているのだろう。

　だからというように、彼が、うん、と一つ頷うなずき、右の耳に小こ指ゆびを入れた。

「さっきのあれ、姉ちゃんが俺おれにツキイチで耳掃そう除じさせてる最中に作ってた曲だから。

　毎回毎回くすぐったいらしくて猫ねこみたいにくねくねしてるんだけど、あの時は〝閃ひらめいたわ！〟って起き上がるから、危うくズブリって行きそうになってさ」

「喜美は我が王おうに何させてますの──！」

「フフ、ちなみに右耳で出だしを閃いたから、左耳で後半を思いつくと思ってたんだけど、まだちょっと足りないっぽいのよねえ」

　成なる程ほど、とそこまで聞いて、浅間は皆を見渡した。

　すると誰だれもが、〝お前が聞け〟という視線を返してきたので、浅間は問う事にした。

「あの、喜美？　つまり、曲は終わった訳わけですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうよ？　何かそれで問題が？」

「じゃあ、艦の回かい避ひ運動は？」

　問うた先、笑えみの喜美が、自分の左にある大気を両手で挟むと、右の虚こ空くうにぶん投げて、

「お・わ・りっ」

「わあああああああ!!」

　皆が慌あわてて艦かん尾びの方に駆かけ出した。

「敵の砲ほう撃げき来るぞ──！」
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　くそ！　と羽は柴しば側の通神帯ネツトでは、声が漏もれていた。

『まさか武蔵むさしのジェノサイドアーチャーが逆ぎやく追つい尾びで砲ほう門もん誘ゆう爆ばくからの撃げき沈ちんに来るとは！』

『お、俺おれ、知ってる！　武蔵の神じん社じやに逆らうと神しん罰ばつで尻しりに何か叩たたき込まれるんだって！』

『え!?　あ、うわああ！　お、俺、砲撃してませーん！　逆らってませーん!!』

『黙だまれ貴き様さまら！』

　戦せん術じゆつ指し揮きが、表示枠レルネンフイグーアに満ちた指揮所しよの中で声を上げた。

『そんな、尻に何か叩き込まれるとか、オカルトだぞ！』

『でも団だん長ちよう！　武蔵の通神帯に、昨日きのうから〝尻：まけいぬの運命：出るのはうどん〟という倒置法通神端スレツドが立っているという噂うわさもあります！』

『噂うわさは噂だ！　──そんな馬ば鹿かな事があって……、あってたまるか……』

『い、今、一いつ瞬しゆん考えましたね!?　あと、最後、トーンが落ちましたね!?』

『いいから砲ほう撃げきを行え！』

　指し揮き官かんは、目の前の表示枠レルネンフイグーアを殴なぐって叫んだ。

『敵は間ま近ぢかだ！　撃うて……！』

　と挙げた声の、しかし続きは生じなかった。

　表示枠の中に映る敵の輸ゆ送そう艦かん群ぐんが、彼らの予よ測そくとは違う動どう作さを取ったからだ。

「は……？」

　輸送艦の状況を把は握あくしようとしていた索さく敵てき担当を中心に、皆は見た。

　こちらに向かって艦かん首しゆを向けていた輸送艦が、その勢いを消さず、しかし、

「滑かつ空くう状態から、一気に急きゆう降こう下かします!!」

「今の上じよう昇しようは、こちらを身み構がまえさせるためのフェイントか!?」

　問い掛けに応じる事無く、輸送艦の群は、背後に光の爆ばく散さんと、その雨を置いて降下軌き道どうに入って行く。それも一いつ直線に、だ。
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・●　画：『何か私達の今の動き。ぶっちゃけ焦あせり逃げなのに、敵が勘かん違ちがいしそうよね』

・ウキー：『ああ、ネシンバラみたいな勘違いだな』

・未熟者：『ははは、何なに言ってるんだい。──僕は勘違いなどしないよ？』

・金マル：『微み塵じんも疑わないし、死ぬまで信じ切るって事かな？』

・眼　鏡：『──へえ、随ずい分ぶんと遠とお回まわしな告こく白はくがあったものだね』

・労働者：『今のも……、まあ、そうか』

・未熟者：『ノリキ君！　君、ハードル低く設けるようになったよね!?　ね!?　あと、自宅待機で気楽かもしれないけど、変に爽さわやかな笑顔やめよう！　うん！』
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『敵てき艦かん加か速そく……！　行き先は関かん東とう大だい遺い跡せきです！』

　くそ、と羽は柴しばの江え戸ど北ほく面めん指揮所しよで、唸うなる声が生まれた。

　関東大遺跡は、高こう層そう建築の森だ。その中に飛び込まれたら、上空から知ち覚かくする事は難しい。更さらには、

『羽柴、江戸の北ほく部ぶ側指揮官かんに告ぐ！』

　通つう神しんに、ノイズ混じりの声が響ひびいてきた。それは、

『──武蔵むさし副ふく会長から、羽柴側への通つう告こくをする！』
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　降こう下かしていく風の行き先に、巨きよ大だいな影の森を正まさ純ずみは見た。

　関かん東とう大だい遺い跡せき。

　正面に構えるように見るのは、正純にして初めての光こう景けいだ。

　広大な、視し界かいの端はしから端にまで広がる、鉄てつ骨こつと永年構こう造ぞう材ざいで作られた都市の姿すがた。

　遙か昔、神かみ代よの時代に作られた巨大建築物の群だ。

　その偉い容ようを前に置き、正純は口を開いた。

『今、我々が行く関東大遺跡は、江え戸ど所しよ有ゆう、松まつ平だいらの所しよ属ぞくになるものである！』

　だが、

『この大遺跡の保全は、発はつ掘くつ物ぶつなどの内容と貴き重ちよう性せいから、各かつ国こく共同の保ほ護ご協定によって保ほ証しようされている！　レジェンド級のエロゲや漫まん画がもたくさんあるそうだな！　ゆえに、この大遺跡を傷つける事を前ぜん提ていとした戦せん闘とう行為は聖せい連れんによって禁止されているものである！』

　だから、と正純は右の手を振った。

『この大遺跡に対し、外部からの砲ほう撃げきは不ふ許きよ可かだ、羽は柴しば勢ぜい！　それを理解の上で戦闘行為の続ぞつ行こうに臨のぞむといい！』

　言って、正純は表示枠サインフレームを閉じた。そして手を打ち、肩から力を抜くと、

「──ま、時間稼かせぎの言い訳わけとしては、こんなもんだろ」

「セージュン？　今の、マジ？　レジェンド級とか」

「そこかよ!?　というか、大体の理屈は今言ったので本当だ」

　という言葉に、伊だ達て家け副ふく長ちようが頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、〝大体〟……、というのは確かね。だって、〝大遺跡内ない部ぶでの、相手を確かく認にんした上での戦闘〟は、遺跡を破は壊かいする事を前ぜん提ていとしていないから不ふ問もん。

　だけど、こちらから外部への砲撃も、それをやったら〝遺跡を盾たてにした〟訳わけだから、問題になるので不ふ可能。ここから先の私達は敵の大遺跡内部での迎げい撃げきを思し案あんする必要があるのね」

「恐らくは、出口辺りで敵が合ごう流りゆうして待ち伏せしてるで御ご座ざろう」

「Ｊｕｄ．、──警けい戒かいして、こちらも迎撃の用意をしてくれ」

　と、正純は、風を浴び、耳を澄すませながら頷いた。

　……上空からの砲撃が、止やんだか？

　大遺跡の天てん井じようともいえる高こう層そう建築の並び。それに対し、こちらはもはや高度を合わせて行くような段階だ。今から砲撃を行っても、遺跡が遮しや蔽へい物ぶつになって届かないだろう。

「この大遺跡に飛び込むまでが、まず、前ぜん段だんってとこだな」

　後は、

「──敵の油ゆ断だんが、何ど処こまで続くか、という事だ」

　正まさ純ずみが言うなり、夜空に赤の色が生まれた。

　空。既すでにこちらよりも高い位置にあった戦せん艦かんの内、中央左ひだり側がわの一いつ艦かんが、内部からの火か焰えんを吐き出したのだ。
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　羽は柴しばの江え戸ど北面指し揮き所しよの方では、何が起きたかを理解していなかった。

　敵は眼がん下かに降りていった筈はずだ。だが、それなのに、今いま戦艦を沈めた砲ほう撃げきは、

「水平からだと……!?」

　何な故ぜだ、と彼らは思った。敵の追つい尾び弾だんか何かで、回り込むような攻こう撃げきを受けているのだろうか、と。

　新あら手てはいない筈だ。だが、

『輸ゆ送そう艦かんだ！』

　声は西から来た。

　白しら鷺さぎ城じようの修しゆう復ふく検けん分ぶんに来ていた池いけ田だ隊たい。その代表である池田・照てる政まさから、指し摘てきの言葉が飛んで来た。しかし、届く内容は、あり得ない筈の、

『輸送艦が、下に行かず、そちらに突とつ撃げきしているんだよ……！』







[image: 第二十八章『観測場所の使い手達』]
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　照てる政まさは、長身を爪つま先さき立たせて東を見ていた。

　眼がん前ぜんに掲かかげた視し界かい確保用ようの表示枠レルネンフイグーアには望ぼう遠えん術じゆつ式しきを入れてある。が、それはM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク戦せん士し団だんとしての配はい給きゆう術式だ。望遠は最大で十倍程ほど、夜や間かん用画が像ぞう加か工こうも平へい均きん的なレベルでしか使えないものだ。

　……うっわ。用意失敗。やっちゃったなあ……！

　今回は戦せん闘とうの現場に出ない。視界確保の術式なども平均的なものがあれば戦せん場じようの確かく認にんは出来るだろうと、そんな考えもあった。

　だが、自分は襲しゆう名めい者しやだ。

　何か有ゆう事じの際、歴史に関わる権けん限げんを能のう動どう的てきに振り回す事が出来るのは、この池いけ田だ隊たいの中で自分しかいないのだ。

　それが、歴史の有ゆう事じと言える現状において、仲間達たちの補ほ助じよになる情報の取しゆ得とくを確かに出来ないでいる。

　しかし、為なすべき事は為さねばならない。

　眼前に見える画像内、黒の影が東の空にある。あれは、

「輸ゆ送そう艦かん！　極きよく東とう型がた！　さっき上じよう昇しようした七艦かんの内の一艦だ！　距離は──」

　対たい象しようとの距離が測れない。不明確だ。輸送艦の上空から未だ降って広がる流りゆう体たい光こうの瀑ばく布ふの名残が、光学増ぞう幅ふくをも不確かにしている。

　だが仲間は情報を欲しがっているだろう。

　……どうする!?

　池田が思った瞬しゆん間かんだ。掲かかげた表示枠に、もう一枚の表示枠が重なった。

　測そつ距きよ術式。それも、池田が持つものよりも情報が多く、精せい度どの高いものだ。

　……これは──。

　どういう事だ？　と池田は思った。誰だれが？　とも池田は思った。しかしその答えは、自分の足あし下もとに見えている。

　白しら鷺さぎ城じようの操そう艦かん用制御情報プログラム体たい。〝小しよう刑ぎよう部ぶ〟だ。亡ぼう霊れいの走狗マウス状態となっている彼女が、その身体からだの周囲に幾いくつもの表示枠を立ち上げている。そして〝小刑部〟はこちらを見上げ、

『たすけるるるるるるる』

　Ｔｅｓテスタメント．、と池田は、わずかな驚きで頷うなずいた。視線を合わせ、

「たすかるるるるるるる」

　言った直後だ。〝小刑部〟が、一気にその背を伸ばした。

　長身のこちらに届くような姿すがたとなった彼女は、細ほそ面おもての中にある青の目を向けた。流体光こうの全身。長い髪かみを揺らす情報体は、こちらの顎あごを右手で摑つかんだ。

　彼女は、無む表情に、

『笑わわわないででで直おおしてててててててて』

「言げん語ご関係の制御情報プログラム術式が不ふ備びなのか」

　応じるより先に、〝小しよう刑ぎよう部ぶ〟が身体からだを縮めた。は、と息をつくようにこちらの靴くつに座る彼女を見て、池いけ田だは己おのれも一ひと息いき。眼前の表示枠レルネンフイグーアに目を向け直すと、彼は〝小刑部〟から送られた測そつ距きよ術じゆつ式しきを重ね、敵の姿すがたを確かく認にんした。その情報を味み方かたに送神しながら、

「今、攻こう撃げきを行っている敵の輸ゆ送そう艦かんは、元々上じよう昇しようした中の一いつ艦かんだ！」

　何の事は無い。七艦が上がって、六艦が降りたのだ。

　降りなかった一艦が、今、江え戸ど上空の戦せん艦かんを攻撃している。

　だが、どうして誰だれも、それに気付かなかったのか。

　敵の仕掛けは、その背後となる西から見ていた池田には解わかる。

「敵の輸送艦かん隊たいが、自分達の間に一艦を隠かくしたんだ」

　恐らくは、あの、羽ばたきにも似た七艦の操そう艦かんによるものだ。砲ほう撃げきに対する防ぼう御ぎよとして艦かん群ぐんを動かすように見せかけ、中央に一艦を仕込んだ。

　敵はそのまま、隠かくした一艦の速度を低下。他の六艦から距離を空あけながら、やはり六艦を操そう作さして、皆からの死し角かくを保ち続けたのに違いない。だから、

「今、攻撃しているのは死角にいた一艦だ！　速度は──」

　言っている間に、東の空に爆ばく炎えんが咲いた。砲撃を受けて沈み掛けていた二艦目の戦艦が、内部からの誘ゆう爆ばくでその全体を崩ほう壊かいさせたのだ。
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「──まず一艦、と言いたいところですが、この辺りで次のターンですね。

　動く艦を撃うつのは白しら鷺さぎ城じようを相手にした経験がありますが、それに比べると、今回は随ずい分ぶんと至し近きんで、楽なものです」

　動く風の上。加か速そくを続ける小こ型がた輸送艦の甲かん板ぱん上じようで、誾ぎんの声が小さく踊る。

　右肩上うえ、大型砲ほうである〝四つ角十字クアトロ・クルス〟を一つ展開した彼女は、照しよう準じゆん術式〝枝えだ葉は継つぎ〟の天てん球きゆう型がた照準図ずを一度頭ず上じように持ち上げた。

　視し界かいをクリアとし、誾は通り過ぎ、すれ違って落ちていく爆炎を見下ろす。しかし、

「宗むね茂しげ様、退たい屈くつをさせてしまわないように、面白いものを見せましょう」

　誾は、隣となりに立っている宗茂に笑えみを見せた。

　今、自分達のいる輸送艦は、速度を上げて東に飛んでいる。

　四艦に減った戦艦群は、こちらへの回かい頭とうを間に合わせる事が出来ない。後部に置いた副ふく砲ほうが、付いてこられない砲ほう弾だんを送って来るだけだ。

　そして自分達のすべき事は、次の動きだ。

　眼がん下かでは、関かん東とう大だい遺い跡せきの中へと皆の輸ゆ送そう艦かんが降りていく。

「……また、里さと見み攻ぜめの方かた達とは合ごう流りゆうになるかと思いますが」

　こちらはこちらでする事がある。

「では」

　と誾ぎんは、滑すべるように速度を上げていく輸送艦の上で、四つ角十字クアトロ・クルスと、

「〝十字砲火アルカブス・クルス〟」

　小型砲ほうを二に門もん、空中から射しや出しゆつした。

　そして彼女は自分の武ぶ器きを敵に向けた。

　背後から、回かい頭とうして追おうとする戦せん艦かん隊たいではない。

　進行方向。東にいる軽けい戦艦群ぐんに、その砲口を突き付けたのだ。

　続けて口を開くならば、生まれる言葉は戦せん闘とう前の挨あい拶さつで、

「──立たち花ばな・誾。参まいります」

　言葉と共に、誾は砲ほう撃げきを敵に叩たたき込んだ。
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　鈴すずは、誾の攻撃に対し、軽戦艦艦かん隊たいの反応が遅れたのを知ち覚かくした。

　前に戦艦隊がいた事と、超ちよう高度弾だん道どう砲撃を行っていたせいもあって、彼らの主しゆ砲ほうの大たい半はんは、上方を向いたままだったのだ。

　そこに、誾と宗むね茂しげの輸送艦が飛び込んだ。

　操そう艦かんは鈴の担たん当とうだ。下、大遺跡に入った皆の輸送艦は〝武蔵むさし野の〟に預け、鈴は二人の乗った輸送艦の軌き道どうをネシンバラの指し示じしたコースに送って行く。

　その間に、敵軽戦艦のどれもが、副ふく砲ほうを構え直していく。だが、

「撃うてる、かな？」

　どうだろう、という思し案あんの先。軽戦艦が迷った。何な故ぜなら、

「鈴様、模も造ぞう上の敵射しや線せんの交こう叉さ点てんに熱ねつ源げんをポイントします。──以上」

〝武蔵野〟が、模造の空中に暖だん房ぼう用の熱源術じゆつ式しきを置いてくれた。無む論ろん、場を暖めるためのものではない。それは、現場の上空において、ある軌道の交叉点を示すものだ。

　そこに、鈴は立花夫ふ妻さいの輸送艦をサーブした。

　直後。一つの動きが生じた。

　敵てき艦かん群ぐんの砲撃と、砲ほう門もんの動きが、いきなり全て止まったのだ。

　……やった……！

「お見事です、鈴様。敵艦群の艦かん間かん管かん理り制御情報プログラムが、お互いの艦を撃つ事を避け、セイフティを立ち上げました。──以上！」

　戦闘用の艦においては、基き準じゆん装備されているセイフティだとネシンバラは言っていた。

　だから、それを使用した。

〝武蔵むさし野の〟が作った熱ねつ源げんのポイントが、それだ。

　手で触れてみれば解わかる。この熱源がある空くう域いきは、

　……軽けい戦せん艦かんからの砲ほう撃げきが、戦せん艦かんに当たってしまう軌き道どうとなる交こう叉さポイント。

　誾ぎんと宗むね茂しげの輸ゆ送そう艦かんを狙ねらった時、この熱源座ざ標ひようを通った砲ほう弾だんは、対たい称しようとなる位置の戦艦を撃うつ事になる。

　それは、逆もまた真しんだ。

　しかも自じ動どう人形達たちが作り上げた交叉ポイントは、最大の公こう約やく数すうを計上したものだった。戦艦と軽戦艦のほぼ全てが、この座標を狙うと相あい打うちになるという、同士討うちのポイント。

　そこを通過する輸送艦を狙えば、当然のようにセイフティは起き動どうする。

　事実、その通りの事が生じた。勿もち論ろん、通過は一いつ瞬しゆんで、セイフティは大たい半はんが解かい除じよされるが、

・ベ　ル：『誾さん、……御お願ねがい！』





●






「艦かん長ちよう代だい理りも務める方の御願いとあらば、聞かぬ訳わけにはいきませんね」

　誾は、右の義ぎ腕わんに十字砲火アルカブス・クルスを二に門もん、左の肩に四つ角十字クアトロ・クルスを携たずさえ、

「宗茂様、──攻こう城じよう戦せんの技を見せましょう」

　言うなり、誾は両の義腕を下に振った。

　左の四つ角十字を半はん回転。正面に向けていた砲ほう口こうを、後ろに向け、

「砲撃」

　発はつ射しやした。
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　羽は柴しば側の軽戦艦艦かん隊たいの内、中央の一いつ艦かんは、敵の攻こう撃げきを真まっ正しよう面めんから見た。

　それは砲撃であり、しかし、砲撃ではなかった。

　何な故ぜなら、飛ひ来らいするものを視し認にんした索さく敵てき班はんが、こう叫んだのだ。

「飛ひ翔しよう物体急きゆう速そく接近！　砲弾ではありません。あれは──」

　見えた。

「巨きよ大だいな十じゆう字じ架かです!!」

　確かく認にんの内容と共に、軽戦艦の艦かん橋きようをあるものが撃ち砕くだいた。

　連続砲撃によって加か速そく飛翔した十字架。攻城槌つちとして用いられた四つ角十字だった。
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　四つ角十字は、攻城用としての機き能のうを、連続して展開した。

　軽けい戦せん艦かんの艦かん橋きよう部ぶは、二十畳じよう程ほどの角かく塔とうだ。その中央に突き刺さり、構こう造ぞう体たいを破は砕さいした四つ角十字クアトロ・クルスは、まず己おのれの破は損そん状況を自動確かく認にん。

　激げき突とつ部ぶの装そう甲こうに異常なし。側そく部ぶ表面装甲に軽けい微びな擦さつ過かあり。展開に齟そ齬ご無し。

　不備の有う無むを瞬しゆん間かん的に計測し、四つ角十字は攻こう城じよう行動を自己判はん断だんで続行する。

　まずは砲ほう口こうを内部隔かく壁へきで閉じ、発はつ火か部ぶを砲ほう筒とうから下にスライド。発火部を百八十度回転した上で、砲末まつ端たんを開放。大だい口こう径けいの砲口を砲尾び部ぶに展開する。

　直後に、前後逆にした発火部から、

『──砲ほう撃げき』

　持ち主の遠えん隔かく指し示じに従い、四つ角十字は砲撃した。

　弾だん頭とうを撃うち込むと言うより、大口径化かした砲口を用い、衝しよう撃げき波はをぶち込むスタイルだ。

　叩たたき込む。

　それも一発ではなく、左右弾だん倉そうから供きよう給きゆうされる砲弾を連続して、だ。
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　夜の中で、鉄てつ塊かいが風船のように膨ふくらんだ。

　軽戦艦が、艦橋側から内側へとぶち込まれた衝撃波によって、内圧を得たのだ。

　外部からの攻こう撃げきに耐えるためのフレームや装甲は、どれも外への抵てい抗こうをするために作られたものだ。ボルトも溶よう接せつも接せつ合ごうも、何もかもは内向きに出来ていない。

　艦橋側を中心として、全てのフレームと装甲が剝はがれた。それらは鉄の引きちぎりを重ね、外側のものを押し潰つぶすように吹っ飛び、

「退たい艦かん──！」

　風と圧力に打だ撃げきされた人員が、降こう下か術じゆつ式しきを頼りに艦かん外がいへと飛び出したり、叩き出されていった直後。軽戦艦は、その艦かん体たいの部ぶ位い強度ごとに膨ぼう張ちようし、内側から裂さけ、

「退たい避ひ……！」

　爆ばく発はつというよりも、大だい音おんと衝撃波をもって破は裂れつした。

　その破は砕さいの空、舞い上がったものがある。

　落らつ下かする戦せん士し団だんが見上げたのは、先に落ちた戦艦の豪ごう炎えんや、流りゆう体たいの光に照らされる、

「十じゆう字じ架か……」

　長ちよう大だいな十字の影に、しかし祈る事も仰あおぐ事も許されない。

　西から来た艦かん影えいが、高速に、天てん上じようの十字架をかっ攫さらって行ったからだ。
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「──御お粗そ末まつ様さまでした」

　誾ぎんは、義ぎ腕わんの重力制せい御ぎよで四つ角十字を引っかけて振り戻すと、宗むね茂しげに頭を下げた。

　風の中、自分達には軽けい戦せん艦かんからの砲ほう撃げきが来ている。砲撃の交こう叉さによる被ひ害がいを避けるため、副ふく砲ほうによる牽けん制せいのような打だ撃げきだ。

　無む論ろん、副砲ではこちらには通じない。輸ゆ送そう艦は鈴すずと〝武蔵むさし野の〟の手によって防ぼう護ご障しよう壁へきが展開され、ときたま消し切れぬ衝しよう撃げきに揺れるが、

「御お見み事ごとでした誾ぎんさん」

　宗むね茂しげが会え釈しやくと、笑えみの無い顔を見せるのが有あり難がたい。

　……やはり戦せん場じようでは、真剣な宗茂様ですね。

　今はいい時間だ。戦う現場の緊きん張ちよう感かんがあり、敵は無む数すうで、宗茂がいて、

　……奇き人じん共どもがいないのです。

　砲ほう弾だんが飛んでくるこの夜空が、ここまで一ひと息いきつける場所とは。

　だが、その一方で、表示枠サインフレームなどをちらりと見て、梅うめ組ぐみ連れん中ちゆうが何かしていないか察しようとしてしまう自分が嫌いやだ。まるで猿さる小ご屋やの管かん理り人にんのようです、とも思うが、己おのれの生活の中、構われているという事実は結けつ構こう大きいのだろう。

　そして、防護障壁の光が散る中で、彼が言った。

「随ずい分ぶんと久しぶりに見た攻こう城じよう戦せん展開です。十字砲火アルカブス・クルスの方は使わないのですか？」

「所しよ詮せん、動きの無い相手や、防ぼう御ぎよ態たい勢せいの大たい軍ぐんを前ぜん提ていとした攻城槌つちです。十字砲火の方は、軽戦艦相手にはやや軽いでしょう。万まんが一いちの盾たてと、牽けん制せいの砲撃用として近くに置いておきたいものですし……」

　そこで、宗茂が小さく笑った。

「流石さすがにこのところの激げき戦せんで、余よ剰じようパーツの用意が大変ですからね」

「宗茂様は、妻つまの体てい裁さいをどうして崩くずしてしまうのですか」

　誾は言った。

「乱らん暴ぼう者もののように言われるのは心しん外がいです」

・約全員：『えっ』

　はっとして振り返ると、表示枠が消えていく光の残ざん滓しがあった。

　……い、いつの間に！
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・貧従士：『危な──！　バレるところでしたよ！』

・３４７：『いや、実際、機き関かん部ぶの整せい備び課かとしては武ぶ装そう壊こわされると面めん倒どうだから、状況はなるべくリアルタイムで知りたいんだよね……。あ、ちなみに十字砲火も四つ角十字クアトロ・クルスも、修しゆう理りするより補ほ修しゆうパーツを大量に作ってスペア提てい供きようするようにシフトしてるから』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、元々の設計が天てん竜りゆうなどを相手にする事を前ぜん提ていとしてませんから、壊れる時は思い切り壊れてしまいますものね……』

・●　画：『……その理り屈くつだと、うちの狼おおかみハンマーが壊こわれないのはどういう事？』

・金マル：『アデーレの父とうちゃんが天てん竜りゆう達たちの破は壊かい力りよく以上に親おや馬ば鹿かだったんじゃないかな？』

・貧従士：『あれあれ？　何かいつの間にか自分がケダモノ共の供く物もつになってますよ？』
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　おそらく、下に行った梅うめ組ぐみの連れん中ちゆうは相変わらずでやっている事だろうと、誾ぎんはそう思い、四つ角十字クアトロ・クルスを一度回した。

「宗むね茂しげ様、後々に合ごう流りゆうがあるとは言え、こちらはこちらで責せき務むを果たします」

「私の方で出来る事が無いのが、残念ですね」

「いえ、これは妻つまの仕事です。──宗茂様は立たち花ばなという城しろの主あるじなのですから、守る事の方を、まずは前ぜん提ていとして下さい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼は頷うなずいた。

「では、下に降りた際、誾さんを守るようにしましょう」

「……それはそれで、夫おつとの足を引っ張るようで……。あと、私、城ですか」

「私にとっては〝うち〟ですよ」

　こういう事を、しれっと言って来るから怖こわい。

　数年前までは、このような台詞せりふを聞いたら怖おぞ気けと嫌いや気けと侮ぶ蔑べつで唾だ棄きしていたものだが、自分も随ずい分ぶんと変わったものだ。

「全く」

　内ない心しんで照れている己おのれを自覚しながら、誾は呟つぶやく。

「人生、何が起きるかは解わからないものですね。本来ならばこれは、攻こう城じよう、または大たい軍ぐん用ようとして有ゆう用ようするつもりでした。──つまりは、鍋なべ島しま一いつ派ぱが立花の居きよ城じように攻めて来た時、その迎げい撃げきに使う事は確実だろう、と」

「新しん大陸でもそうでしたが、使える機き会かいがあるのは良い事ですよ」

「いえ、それではまた、私が乱らん暴ぼう者もののようではないですか」

　一応、言っておく。

「私にとっては、立花の家を守る事だけが、己おのれの役目でした」

「今は違う訳わけですね」

「宗茂様がいけないのです」

　はあ、と吐と息いきをつけて、誾は言った。

「私が家を守って、宗茂様が外で戦う。そのつもりが、気付いてみれば、私が前ぜん線せんに出て宗茂様が留る守す居いなど、……微び妙みように聖せい譜ふ記き述じゆつに近い部分もありますが、まあそれはそれとして」

「誾さん、──今の時代、夫ふう婦ふ共とも働ばたらきが基き本ほんですよ」

「立花の家が、一いつ般ぱん所じよ帯たいじみて来ているじゃないですか……」

　ああ、と誾ぎんは内ない心しんでうなだれた。放課後ごのバイトの後、待ち合わせして湯ゆ屋やに行ったり、訓くん練れんをするのも何かちょっと自分に馴な染じんで来ていてどうしようもない、と。

　と、近くに砲ほう撃げきが来て、防ぼう護ご障しよう壁へきが砕くだけた。

　その光を浴びて、誾は吐と息いきする。

「宗むね茂しげ様、私、どんどん流されている気がします……」

「変化は、やはり大変ですね。……その一方で、誾さんのスキルに、環かん境きよう適応力りよくというものが加わってきているとも思いますよ」

「必要だけど認めたくないスキルの筆ひつ頭とうです……」

　まあまあ、と宗茂が笑えみを見せた。

「気分転てん換かんに、こういう時間もあるから、いい場所ですよ。──ほら、誾さん」

　宗茂が、ふと、北の空を指さした。

「誾さん、あの艦かんなど、丁ちよう度どいいのでは」

「……宗茂様、私、艦を撃げき沈ちんして気分転換をする女に見えますか」

「いえ、私が喜びます」

「喜びますか」

「誾さんが落とせば」

「……宗茂様は子供のようなところがあって困ります」

　大体、と誾は先さき程ほど宗茂が指さした敵てき艦かんを、己おのれの義ぎ腕わんの手で示す。

「あのように、当てられそうに見えるのは、なかなか当たらないものです。四つ角十字クアトロ・クルスは自じ律りつ飛行しませんので、回かい収しゆうのタイミングも計らねばなりませんし」

「では、あの艦など、こちらに主しゆ砲ほうを向けつつあって、良いのではないでしょうか」

　見れば、成なる程ほど、と思える敵艦がいる。誾はそちらに四つ角十字を構え、

「仕方ないですね。──宗茂様の示した戦せん艦かん。仕し留とめて見せましょう」

　進行方向やや左、すれ違うような構こう図ずとなる敵艦に向け、誾は長大な十じゆう字じ架かを発はつ射しやした。

「全く」

　吐と息いき混じりに四つ角十字を操そう作さしながら、誾は呟つぶやいた。

「戦せん場じようでも夫ふう婦ふ水みず入いらずとならないのは、正直、どうかと思います」
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　北の空を火か焰えんの光が照らす。その光を、南の高い位置で認める者達がいた。

　三み浦うら半はん島とうの斜面上うえ。多た勢ぜいは自じ動どう人形の武ぶ神しん隊たいで、単たん体たいは鍋なべ島しまの機き竜りゆうだった。

　北にこそ里さと見み勢。少数ではあるが、制せい圧あつよりも突とつ破ぱ力りよくを重視した戦せん力りよくだというのは状況の進行を見ていれば解わかる。

「北の方は、動きが出たわなあ」

　機き竜りゆうを操そう縦じゆうし、振り回しながら、鍋なべ島しまは舌した打うちした。

　こちらも激げき戦せんだ。

　三み浦うら半はん島とうの東斜しや面めん。上空では鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たいと毛もう利り艦隊が砲ほう撃げきと位置取りを重ね合い、海上からも砲ほう座ざとなっている艦かん上じようからの砲ほう火かが飛ぶ。

　空を行く艦かん群ぐんや砲ほう弾だんは己おのれの音を消す事なく、そして自分も、

「……！」

　敵は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ武ぶ神しん隊たい。

　Mouri-01の率ひきいる重じゆう武神の中ちゆう隊たいと、己はこの三浦半島を取り合っている。その攻こう防ぼうの中、鍋島は、表示枠レルネンフイグーアを見やすいようにと漆うるしの黒で基き調ちようした操縦室内ないから叫ぶ。

「爺じいさん共、これから派は手でに振り回すけど、──死ぬんじゃないわよ？」

『ここまで生きてきてんだ！　これからも死ぬ訳わけねえだろう御お嬢じよう！』

　いい返答だわ、と苦く笑しようして、鍋島は機竜を前に出した。

　だが、既すでに、機竜は前進している。前に出すのは、加か速そくの為ためだ。

　改めて行く。だから鍋島は、操縦の布ぬの巻まき感かん圧あつグリップを前に押し、

「行くわよ……！」

　機竜を、三浦半島上で疾しつ走そうさせた。







[image: 第二十九章『狩り場の竜使い』]
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　鍋なべ島しまは、三み浦うら半はん島とうの斜面を走り崩くずした。

　疾しつ走そうし、狙ねらうのは敵の武ぶ神しん隊たいだ。

　機き竜りゆうの疾走は、速度において武神を大きく上回る。質しつ量りよう差さもあるため、直ちよく撃げきせずとも、掠かするだけでその部ぶ位いを持っていくだろうという思いがある。しかし、

　……当たらないわな……！

　動き続ける正面。白の武神隊はどれも高速で機き動どうしている。

　武神隊の動どう作さは、異常なまでに正確だ。ここは見知らぬ土地の筈はずで、夜だというのに、彼女達の移動や攻こう撃げきの踏み込みには全くの怖おそれが無い。

　全ての武神が、足あし下もとの踏み場と周囲状況を補ほ完かんし合っているのだ。砲ほう撃げきを送ったところで、誰だれかが知ち覚かくして全員が反応する。今もまた、

「……と！」

　疾走から振り向きを入れるこちらに対し、敵が追い込むような追つい撃げきを重ねてくる。

　それをサイドステップでかわしながら、鍋島は武ぶ装そうを展開する。

　機竜は巨きよ体たいだけが攻撃手しゆ段だんではない。身体からだの各かく部ぶに、砲ほうなどが仕込んであるのだ。

　だが、高速で移動している最さい中ちゆうに正確な砲撃は難しい。

『御お嬢じよう！　もうちょっと安あん定てい出来ないかよう!?』

「爺じいさんも自じ動どう人形になってみたらどうだわ!?」

　言うだけ言って、鍋島は砲撃管かん制せいを龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうに任す。

『御嬢！』

「撒まく！　爆ばく砕さい！」

　己おのれの背後に爆砕術じゆつ式しきを投とう下かし、武神隊の追撃疾走を遅らせる。その間にダッシュを一度入いれ、距離を引き離した。

　ターンスライド。

　機竜の操そう縦じゆう室しつ内、鍋島は、鉄の巨きよ体たいを振り回しながら、戦せん場じようの動きを確かく認にんした。

　自分がいる南の空は、砲ほう火かと爆ばく炎えんの赤の色だ。一方の北は、

　……浅あさ野のや可か児にのいる方だわね……！

　同どう学年の襲しゆう名めい者しや二人を信用していない訳わけではない。だが、北側に武蔵むさし勢ぜいが行っているとなれば、手て勢ぜいが足りない。

「くっそ、本来はあたしの出で番ばんだわな、そういう時」

　八十メートルの巨体だ。敵艦かん隊たいを相手にするには向いているし、そのような訓くん練れんを繰り返してもいる。

　だが今は、この三浦半島を取り返さなければならない。

　あちらには仲間がいるが、この場所には自分しかいないのだ。

「く……」

　敵は、メインの近きん接せつが四体たい。サブの遠えん距離が六体だ。

　近接の四体は流りゆう体たい式しきの長ちよう剣けん使いだった。盾たては捨て、体たい術じゆつのみで剣を振るい、こちらに向かって来る。厄やつ介かいを感じるのは長剣の長さが可か変へんだという事だ。距離二十メートル程ほどまで伸びる長剣は、見た目の射しや程ていを超えた一いち撃げきをこっちに入れようとする。

　だが、剣の形状が歪いびつだ。あれはよく見れば、

　……先に持ってた準じゆん対たい艦かん砲ほうだわな……！

　準対艦砲は流体を扱う術じゆつ式しき砲ほう。ならばその砲ほう塔とう部ぶを流体式のブレード発生装そう置ちに切り替え、可変長剣に転用出来る様ようにしたという事だ。

　弾だん倉そうは交換式。コッキング音はさっきから数えているが、敵の交換ミスは無い。

　折れて取り替えられる刃やいばを見て、いい武ぶ器きだわ、と鍋なべ島しまは思う。

　何よりも持ち込む装そう備びをコンパクトに出来るし、大型武器でありながら多様性を持っている。

　航こう空くう艦かんが、戦うだけではなく、輸ゆ送そうや防ぼう護ごの役も行い、機き竜りゆうが航空戦や砲ほう撃げきを求められるように、武神も剣と砲の兼けん用ようを求められるのだ。

　敵もこちらも、考える事は同じだ。

　戦せん場じようにおいて、自分達たちの出来る限りの事をする。だから、

「来るがいいわ人形！」

　応じるように、敵が来た。

　正面を避ける軌き道どうで突とつ撃げきを掛けながら、武ぶ神しん隊たいが剣の弾倉を取り替える。

　弾倉は、砲撃にも用いていた流体弾倉だ。

『御お嬢じよう。ありゃあ見る限り、術式砲などに用いるもので、〝女神万歳エウロパ〟傘さん下かにある武神ブランド〝人形陛下クローンヌ・エ・マリオネツタ〟の製作しているデザインに近いぜ……！』

『四発弾倉だ！　どうだ御嬢！　俺おれら、物知りだろう!?』

「知ち識しきじゃなくて知ち恵えを寄よ越こすがいいわさ！」

　敵の刃の交換をカウントする限り、確かに弾倉の内部には四発。

　鍋島は叫んだ。

「爺じいさん！　敵の弾だん丸がん使用状じよう況きようをカウント！　それだけでも結けつ構こう違うよ！」
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　面めん倒どうだわな、と鍋島は思った。

　自分は機竜使つかいだ。

　この巨きよ体たいの存在は、それだけで巨きよ大だいな武器である。走って当たるだけで、並の軽けい戦せん艦かんならば轟ごう沈ちん出来るのだ。

　だが、と鍋なべ島しまは思う。武ぶ神しん隊たいを追い、追われながら彼女は思う。

　……それだけじゃあ、相手にならん連れん中ちゆうがいるわ。

　目の前で軌き道どうを交こう叉さし、突とつ撃げきと退たい避ひを繰り返す武神隊。

　Mouri-01という、穂ほ井い田だ・元もと清きよの襲しゆう名めい者しやと、その麾き下かだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにおける役やく職しよく者しや。相手としてみれば、襲名者の自分にとっては対等と言える存在だ。

　だが、実力差さを感じる。

　向こうは多た勢ぜいだが、こちらは強大だ。それでなお、自分の方はまだ相手の誰だれも破は損そんさせる事が出来ていない。

　敵とて、こちらにクリーンヒットを生む事が出来ていないが、

　……装そう甲こうは削けずられてるし、何発か、危なかったのもあったわな……！

　当たらなければ構わない、というのは言い訳わけだ。

　自じ動どう人形と違い、生なま身みのこちらは疲ひ労ろうがある。時間が重なるごとに、当たる確かく率りつは上がっていくのだ。

　機き竜りゆう使つかいである、というのは、今、何の役にも立たない。

「勝てる機竜使いじゃなきゃあ、駄だ目めって訳だわな！」

『御お嬢じよう！　そのつもりだよ俺おれ達たちはなあ！』

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずき、一応の確かく認にんをしておく。

「爺じいさん共、後ろ、援えん護ごの艦が安全な射しや程てい域いきに来るまで何分だわよ？」

『砲ほう撃げき指し示じだったら今からでも行えるけど、指示すっか!?』

「単たん発ぱつ砲撃の当たる相手じゃないわ。──全ぜん面めん砲撃を連続出来る状況になるまで、どのくらいだわよ!?」

　最悪、その時間まで戦せん場じようを引っ張る事が出来れば、〝勝ち〟には出来る。

　相手を倒せなくても、状況で勝てばいいのだ。

　だからそのための時間はと言えば、

『七分ってとこだな！　これから上の方に聞いてみる！』

「頼むけど、七分以内にして欲しいわ！」

　応おう、という声に頷き、鍋島は操そう縦じゆう用の感かん圧あつグリップを、両肩から押さえる感圧ダンパーごと前に押し込んだ。

　機竜を、敵に目め掛がけて疾しつ走そうさせる。
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　来ましたね、とMouri-01は思った。

　仲間達たちに敵の誘ゆう導どう指示を出しながら、彼女は四人一組の前ぜん衛えいを指し揮きして立ち回る。

　もはや斜面の中に転てん々てんとある林は障しよう害がい物ぶつにならない。鍋なべ島しまが、それらを薙なぎ払っての戦せん闘とうを望むようになったからだ。

『Mouri-01様！　遮しや蔽へい物ぶつが無いと判はん断だんします！』

『Ｔｅｓテスタメント．、林の近くに行くのは危険です。弾はじかれた樹じゆ木もくに当たったり、行く手を侵しん害がいされる怖おそれがありますからね』

　斜面上じようの勝負。純じゆん粋すいな位置取どりと武ぶ装そうの運うん用ようが勝敗を決めると言う事だ。

　……なかなか、見事な割り切りです。

　機き竜りゆうというものに乗っていても、所しよ詮せんは人間の視し点てんの操そう縦じゆうだろうと、そう判断していたが。

　だが、この相手は違った。

　人の視点で、敵に対しての遮蔽を欲したりはしない。

　機竜なのだ。遮蔽を欲したところで、巨きよ体たいの全てが隠かくれる訳わけでも無いし、中に潜ひそむ事だって出来ない。

　それに、武神ルール・デ・マリオネツタ隊たいの自分達は、この現げん場ばの状況を把は握あくしているし、森林行こうの訓くん練れんもしている。こちらにとっては、やはり林は障害にならないのだ。

　ならば鍋島が林の陰に入る事で得られるのは、無む意味な安心感だけだ。

　だからそうなった場合、そこに隙すきがあると思ったが。

　……林を自ら崩くずし、戦せん場じようを更さら地ちにしていくとは。

　機竜の戦い方だ。

　高速の機き動どう力りよくと、重じゆう装そう甲こう。これがあれば、遮蔽など不要だという割り切り。

　その巨きよ大だいな存在を最さい大だい限げんまで活用して戦うのは、人の感覚では出来ない事だ。

『鍋島・直なお茂しげ。──〝機竜としての視点〟で、戦えるのだと判断します』

　呟つぶやき、Mouri-01は機動した。

　敵がそうであるように、自分達とて、今は〝武神〟なのだ。

　そしてまた、

『──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、毛もう利り家けの侍じ女じよ式自動人形ベル・デ・マリオネツタとして、御お相手いたします』
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　……来やがったわ！

　鍋島は、敵の動きが変わったのを見た。

　これまで、敵の武ぶ神しん隊たいは、すれ違うような軌き道どうの攻こう撃げきと、円えん弧こを描くような回かい避ひ運動を交こう互ごに繰り返していた。

　典てん型けい的な、竜に対するヒットアンドアウェイだ。

　だが今は違う。各かく武神とも、これまで補ほ助じよに回っていた肩かた上うえの自じ動どう人形二人を背後に退たい避ひさせ、四機きが前に出てくる。

　それも、丘おか上うえにいるサブ役からの援えん護ご射しや撃げきつきだ。

　弾だん幕まくとは言えないが、途と切ぎれさせぬように放ってくる砲ほう撃げきの下、前ぜん衛えいの武ぶ神しんは二機単たん位いでこちらへの攻こう撃げきを繰り返す。

　攻撃は、単純な突とつ撃げきだ。

　長ちよう剣けんを両手で脇わきに構え、突き出しながら伸しん長ちようさせる。

　それをこちらが下がって退たい避ひすると、彼女達はもう一度突き込んで来る。

　当たる気は無いので避けるかと、敵は左右に回る。そしてこの場合が厄やつ介かいだ。敵武神隊は、次のタイミングで後こう衛えいが行う正面からの突撃に重ね、左右からも突撃を仕掛けてくるからだ。

　前に出ようとすると、丘上にいる援護の砲撃がこちらの顔の高度を狙ねらってきた上で、

「────」

　染しみ込むように、再び正面からの突撃が来る。

　突き込まれる光の刃やいばは、二十メートルを伸びる。

　超ちよう短距離の砲撃のようなものだ。届かないと思っていると、手元で伸びてくる。

　だからこちらは、また回かい避ひする。

　しかし、下がれば追われるし、前に出れば左右に回られ、四機の同どう時じ攻撃を受ける。

　ゆえに回避は、左右どちらかへのテールドリフトを使用したターンスライドだ。頭のある位置をあまり動かさず、正面から来た二機の側そく面めんに回るように、尻しり側がわを滑らせる。

　すると敵てき四機は、手て前まえの機き体たいをこちらに振り向かせながら、全体は扇おうぎを振るように正せい対たいを狙って動く。更さらには、手前の機体が身を振り回しながらも、

　……長剣！

　牽けん制せいのための一いち撃げきだ。隙すきなど無いと、そう示すためのもの。実際に当たる事はまず無いが、だからと言って避けない訳わけにもいかない攻撃だ。

　……上う手まいわな。

　こちらの本能を、向こうはよく解わかっている。

　当たらなくても、危険を感じるなら、万まんが一いちを思って避けておく。それが本能だ。

　今も同じだ。

　腰を振って敵の横に回り込み、ショートダッシュの突撃を掛ける。

　すると敵は割れるように避け、追つい撃げきの疾しつ走そうを入れてくる。

　こちらは強ごう引いんに身を回し、正対を望むが、

「く……！」

　慣かん性せいを感じながら鍋なべ島しまは思う。気まずい時間帯たいだわな、と。

　何しろ大質量であるため、地ち表ひようが堪たえられない。

　……術じゆつ式しきによる、重量垂すい直ちよく浸しん透とうを入れてくるべきだったわな……！

　それは叶かなわぬ話だ。何しろ本来は、敵てき艦かんを強きよう襲しゆうするための配置だったのだから。

　足の踏み固めを確かにする重量垂すい直ちよく浸しん透とうを入れていたら、沈めた艦かんからの脱だつ出しゆつに支し障しようをきたし、巻き込まれる怖おそれもある。

　それに、機き竜りゆうには四し肢しがある。不ふ備びある地ち表ひようでも、武ぶ神しんなどよりは技術で賄まかなえる部分が大きいのだ。だから、

「あー、くそ！」

　愚ぐ痴ちは無しだ。

　愚痴は、その内容を自分で信じてしまいやすい。そうなったら自分から負ける事になる。

　敵の追つい撃げきが来た。

　メイン四人。サブ六人。サブ側がわが顔がん面めん高度を狙ねらった砲ほう撃げきを斜面上じようから送って来れば、メイン側が機竜の滑る足あし下もとを狙って来る。

　いいコンビネーションだ。

「……っ」

　鍋なべ島しまは、回かい避ひのために旋せん回かいする機竜のバランスを、一いつ瞬しゆん後ろに抜いた。

　機竜は、二つの重じゆう心しんを持つ。

　一つは、大型の頭とう部ぶと、それを支える首くび周辺によるフロントの重心。

　もう一つは、全身の挙きよ動どうを支える後あと足あしと腰によるタンデムの重心だ。

　鍋島が行ったのは、後ろへと振り向くフロントの関かん節せつ部ぶから、固定力りよくを抜く操そう作さ。

　旋回中にフロントの荷か重じゆうを抜き、首と肩の重量を尻方向に押し付けたのだ。

　一いつ瞬しゆんのみの操作だが、それゆえにパワースライドが発生。尻側は大きくドリフトする。

　結果として機竜は、相手の追撃に正せい対たいしつつ、高速で後こう退たいし。しかし、

『御お嬢じよう、敵が前足狙っとる！』

「解わかってるわ！」

　……尻尾！

　全ての重心を、後退する後足側に送った。今度は一瞬ではなく、深く思い切りだ。

　直後、後ろ足が地面に突き刺さるようなグリップを得た。そして、

「……と！」

　後ろに滑すべっていた反動で、機竜の上じよう半はん身しんが浮いた。

　敵の追撃の内、前足を狙っていた攻こう撃げきをかわす。

　後は顔面高度狙いの砲撃だが、

「跳ねるわ！」

　過重が乗った後ろ足は踏み込みが利く。だから爪つま先さきの動きで、鍋島は軽く機竜を跳ね上げた。

　人間なら単なる軽い垂すい直ちよくジャンプだ。しかし機竜には、尻尾しつぽがある。長い鉄の尾は、既すでに振られており、

『おおお!?』

　空中で身を横に転がすようにして、機き竜りゆうが右に位置を移動した。

　着ちやく地ちする。

　土を砕くだき、四し肢しを構え直した時には、もう敵の武ぶ神しん隊たいがこちらに突とつ撃げきを掛けている。

　そんな敵の動きを見た鍋なべ島しまは、この数すう合ごうで気付いた事実を言葉にした。

「敵の位置取どりが、先さき程ほどから巧こう妙みようだわよ……！」
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　上う手まいわ、と鍋島は内ない心しんで言葉を作った。すると、

『巧妙って、どういう事だい御お嬢じよう！　負けた時の言い訳わけかい!?』

「単なるリスペクトだわ！　付き合うかい!?」

　声を上げて見る正面。敵は、海を背にしている。

　武神隊は、常に斜面の下を選んでいるのだ。

　これが上手いと、鍋島は敵を評ひよう価かする。

　戦せん場じようにおいて、高度は非常に重要なファクターだ。

　大体の場合は、上にいる事が有利とされる。砲ほう撃げきなどを行う際、下から撃うつのでは射しや程ていも短く、また、遮しや蔽へい物ぶつがあった場合、上にいるものを視し認にん出来ないからだ。

　しかし、近きん接せつ戦せんにおいては違う。

　上にいる者は、下にいる者に対し、その高度差さを経た攻こう撃げきを当てに行かねばならない。

　だが、下にいる者は、上にいる者の足あし下もとを狙ねらえばそれでいいのだ。

　そして、上にいる者は、下からの攻撃を突き上げられるように見る事になる。

　これらの要素が、厄やつ介かいだ。

　特に今、敵は長ちよう剣けんの刺し突とつを狙ねらっている。

　普段は足を狙っているくせに、こちらが反はん撃げきを構えると喉のどに剣けん先さきを向けてくる。

　下からの刺突に対し、回かい避ひは難しい。

　仰のけ反ぞるという、スウェイバックの回避は、竜りゆうの身では行いづらい事だ。

　大体、人の身にとって、不ふ意いに来る顔面狙いの一いち撃げきは本能的な反射を生む。それも、回避しづらい攻撃だというのが、機き竜りゆう乗りとして経験あるがゆえに解わかるのがまた痛い。

　先読みで、つい、回避してしまうのだ。

　そういう攻撃を繰り返す敵の狙いはよく解る。

　彼女達は、こちらを攻め続ける事で、緊きん張ちよう状態の常じよう駐ちゆうを作っているのだ。

「やってくれるわ」

　向こうは人形、自分は人間。

　幾いくら機竜が強力で、分ぶ厚あつい装そう甲こうを持っていても、やがては自分が疲ひ労ろうする。

『御お嬢じよう！』

「何だわ!?」

『疲れた──！』

「早いわ──!!」

　通つう神しん用の表示枠レルネンフイグーアを蹴けり飛ばして割って、鍋なべ島しまは両の手を一いち度ど左右に振った。手ての平ひらから力を抜いた上で、感かん圧あつグリップを改めて握り直し、

「行くわよ……！」

　鍋島は決めた。敵が疲労狙ねらいでこちらを追い込むなら、その前に決けつ着ちやくする、と。

　意味も無く操そう縦じゆう室しつで身を低くし、鍋島は機き竜りゆうを動かした。

　今までのように、前に出るのでも、振り回すのでもない。

　ただ、〝竜〟として、振る舞ったのだ。
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　Mouri-01は、機竜の動どう作さが変化するのを改めて見た。

　……これは……。

　機竜がこの斜面に着ちやく地ちした直後、それは竜の形をした駆く動どう戦せん車しやの動きだった。

　そして先さき程ほど、敵は、人が〝機竜の視点〟で動かす動作を得た。

　しかし今、眼前にて挙きよ動どうする機竜は、

『Mouri-01様！』

　共に前ぜん衛えいを組む仲間の一人が叫んだ。

『──敵が、破は損そん前ぜん提ていを認めた動きにシフトしました！』

　その通りだ。

　こちらの刺し突とつも、包ほう囲いも、砲ほう撃げきも、機竜ならば、たった二つの方法で無む効こう化か出来る。

　一つは、その巨きよ体たいの最さい大だい速度を用いて振り切る事。

　もう一つは、その重じゆう装そう甲こうで何もかもを無む視しする事。

　すでに敵は、一度目の動作変へん更こうで、そうした挙きよ動どうをとっていた。が、それは〝竜そのもの〟ではなかった。操縦者しやが、人として、〝機竜〟と一いつ体たい化かしたように動いていたからだ。

　そうではない。

〝機竜〟は武ぶ装そうだ

〝竜〟は戦せん闘とう用の種族だ。

　今、眼前の機竜が行う動作は、〝機竜の戦闘法〟を否定する〝竜の戦闘法〟だ。

　つまり、敵の攻こう撃げきを恐れない。

　竜の戦い方は、己おのれの破は損そんを恐れぬものだ。全ぜん力りよくを尽くすのが礼れい儀ぎとしてただ、行く。

　獣けものなのだ。

　手て負おいこそが最強の時間。

　そのための全力は、もはや走るとか、身を回すとか、そういうものではない。

　武ぶ装そうではなく、獣けものとして爆ばく発はつする。

　手当たり次第の地面を四し肢しで食らい、相手を叩たたき潰つぶすのだ。

『……！』

　巨きよ大だいな加か速そくに対し、自動人形ベル・デ・マリオネツタの高速思し考こうはフルに働く事になる。敵の突とつ撃げき速度が音を超える現状、飛ひ散さんする瓦が礫れきや地ち殻かくを把は握あくするには、数千倍の速度でも不足を感じるのだ。

　遂ついに、自分達たちのリアルタイムを追い込む程ほどに、敵が〝成った〟と言うべきか。

　感かん嘆たんすべきは人類だろう。突撃を掛け、強ごう引いんに身をくねらせてのターンを滑かつ走そうしながら行う機き竜りゆう。その乗員は、自分達のような高速思考を持っていないのだ。

　機竜という攻こう撃げきシステムを有する事で、人類は自分達の高速思考を単なる戦せん場じようの通つう常じよう速度にしてしまった。

　ならば、ここから先は、敵を賞しよう賛さんすべきだ。

　……機竜の使いこなしが、見事です！
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　Mouri-01は思った、人類には、自動人形から見て、幾いくつかの無む駄だな特とく徴ちようがある、と。

　その一つが〝本ほん気きになる〟だ。

　初めからそうしていれば、解決も早く、失敗も無く、後こう悔かいせずに済んだ事も多いだろうに。

　人類は何な故ぜか、己の実力に対し、理り性せいや感情でリミッターを掛けたがる。

　獣ではないのだろう。

　野にいる獣は、そのようなリミッターが無い。だから人の数倍、もしくは数十倍の膂りよ力りよくをすぐに発はつ揮き出来る。

　そんな彼らは、人に対して強力であるように見えるが、実際は違う。

　人とて、同じような力を発揮出来るのだ。だが、獣のような回かい復ふく力りよくも耐たい久きゆう力も持たないがために、自分の力による自じ壊かいを防ぐ必要がある。

　壁を全力で殴なぐれば拳こぶしが壊こわれる。その事を、人間は本ほん能のう的てきに知っているのだ。

　だが、そのリミッターを解かい除じよするものがある。

　感情と理性。

　力が必要だと思う感情に対し、理性が自壊を是ぜとする許きよ可かを出す。

　この時、両者から生まれる意い思しを人は〝本気〟と呼ぶのだと、Mouri-01は理解している。

　自動人形には無いプロセスだ。

　だから人類は素す晴ばらしい。こちらの最さい善ぜんの判はん断だんを、感情と理り性せいという、燃ねん料りようなど不ふ必要な思し考こうの働きだけで幾いく度ども超えていくのだから。

　侍はべる価か値ちがある。

　ですが、とMouri-01は思った。

　……敵としては、面めん倒どうですね……！

『来ます……！』

　身を捻ひねるような、大地を掃はき払ってターンした竜りゆうが、しかし姿し勢せい制せい御ぎよを行わないままこちらに突とつ撃げきしようとする。それは転びかねない程のドリフトを伴っていたが、

　……前まえ足あし！

　竜が、強ごう引いんに前に叩たたきつけた右足を曲げ、ターン直後の全身をドリフトから引っこ抜く。

　右みぎ前足の引き寄せ一発で、竜はいきなり最さい高こう速そくに乗った。

　竜の膂りよ力りよくだから出来る技だ。

　後ろの足はまだ振り回し、引きずっている。だが上じよう半はん身しんのクロールで地ち殻かくを吹き飛ばし、

『退たい避ひ──！』

　Mouri-01は叫んだ。

　竜には、他の獣けものとは違う特とく徴ちようがある。

　翼つばさによる飛ひ翔しよう行為だ。

　上半身で土を蹴けった機き竜りゆうの全身が、大きく夜空に広がった。そんなように見えた。

　前ぜん腕わん式の主しゆ翼よく展開は、即そく座ざの行いだった。

　機竜が一いつ瞬しゆんで数百メートルをショートジャンプし、行く先は、しかし、こちらではなく、

『サブ役退避!!』

　斜面上側、砲ほう撃げき援えん護ごを行っていた六体の武神隊ルール・デ・マリオネツタに、機竜が左ひだり側面から激げき突とつした。





●






　まさかの援護狙ねらい。自分達たちが〝引きつけていた〟という判断があっただけに、Mouri-01達は機竜の動きに出遅れた。

　共通記き憶おくの中、仲間達の悲ひ鳴めいが聞こえる。

『きゃ……！』

　だが、悲鳴は無む駄だだ。Mouri-01は自分達の油ゆ断だんをアジャストし、叫んだ。

『損そん害がいを報告しなさい！』

　機竜の跳ちよう躍やく突撃に気付いた者がいたのが救いだった。直ちよく撃げきは受けたものの、叩たたき潰つぶされる位置にいた武神はいなかった。

　彼女達たちは即座の初しよ期き化かとアジャストを自分達に入れ、機竜が身を跳ね起こすのに合わせて距離を取る。しかしそれも、破は損そんした仲間達を庇かばい、引きずっての動きだ。

　損そん害がい報告が来た。

『──中ちゆう破は三！　小しよう破は三！　撤てつ退たいを進言します！』

『許可します』

　一発でこれだ。

　まだ西側斜しや面めんには控えの武神ルール・デ・マリオネツタがいる。彼女達と交こう代たいする事も出来るだろうが、今のような一いち撃げきを受ける事になれば、武神隊たいの大だい部分が破損状態になる。

　それでは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの立場が悪くなる。

　自分達は、勝ちに来ているのだ。しかも、最さい新しん鋭えいの武神隊として、だ。

　六護式仏蘭西の国力と戦せん力りよく、その宣せん伝でんに来ていると言っても過か言ごんでは無く、何よりも毛もう利り・輝てる元もとの存在を喧けん伝でんしなければならない役やく目めだ。

　負けてはいけない。

『侍じ女じよ人生というのも、なかなか、やり応ごたえのあるものです』

　Mouri-01は、機き竜りゆうの動きを見た。

　機竜は、サブ役の六機が撤退するのを追わないらしい。

　竜の膂りよ力りよくと巨体からすれば、彼女達への追撃など即そく座ざに果たせるのだ。

　ここで全ぜん滅めつさせてすぐに援えん護ごを呼ばれるより、手て負おいを作ってこちらに手て間まを掛けさせた方が得と、そんな判はん断だんをしたのだろうか。

　……いえ、違いますね。

　竜が起き上がり、尾お根ね方向に撤退する武神隊を見み据すえた。そして機竜が、身を低くすると言うよりも、首を竦すくめて縮めるのを確かく認にんした瞬しゆん間かん。Mouri-01は叫んだ。

『伏せなさい!!　追つい撃げきが来ます！』

　直後。機竜が豪ごう吠ほうを発はつ射しやした。

　竜りゆう砲ほうだ。
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　……凄すさまじいものだな！

　九く鬼きは、房ぼう総そう半はん島とう側の空から、対たい岸がんの夜空に斜め打ちで突き立った光を見た。

　三み浦うら半島の斜面の上側。峰みねに向かって退たい避ひする敵てき武ぶ神しん団だんを下から狙ねらった一いち撃げきは、その地形を穿うがち、地ち殻かくに明らかな欠けつ損そんを与えていた。

　大地の粉ふん塵じんが飛び、西の空に僅わずかな翳かげりが生まれたのが見える。

・三本足：『やり過ぎじゃないですか？　一年生』

・九本角：『いや、敵を毛利と考えた場合、羽は柴しば側であるこちらの方が〝上〟だと、世せ間けんに対してそう見せつける必要がある。──鍋なべ島しま君は、龍りゆう造ぞう寺じの中で、そう言った政治的駆かけ引きも学んだ者だ。無む為いな威い力りよくの見せつけはしない。だが……』

　Ｔｅｓテスタメント．、と孫まご一いちが応じる。そして現げん場ばに近い彼女から送られて来た画が像ぞうには、ノイズで荒れた三み浦うら半はん島とうの東ひがし斜面が、幾いくつか拡かく大だい状態で映っている。

　急ぎの画像処しよ理りゆえ、ほとんどが黒の陰いん影えいだが、そこに矢や印じるしでポイントされたのは、

　……敵てき武ぶ神しん隊たいの、吹き飛ばされた位置か。

　撤てつ退たいしようとする敵武神隊を、今ので一気に崩ほう壊かいさせたという事だ。しかし、

・三本足：『……だけど、タイミング、外しましたね。直ちよく撃げきは避けられました。毛もう利り側の武神隊リーダーがなかなか判はん断だん力りよく高いです』

　確かに、と、砲ほう撃げき指し示じを与えながら、九く鬼きは頷うなずいた。

　莫ばく大だいな爆ばく圧あつと衝しよう撃げきの向こう、敵武神隊が光に飲まれた気け配はいは無かった。

　恐らく敵は、下へ手たな回かい避ひ運動を行わず、伏せたのだ。

　斜面上の行動だ。そのまま上に逃げようとしても、逃げ場は無い。しかし下に伏せれば、

「爆圧自体に吹き飛ばされ、斜面を転がりはするが、距離は空あく。土ど砂しやに埋まれば隠かくれる事も出来て好こう都つ合ごう、というところか」

　本ほん能のう的に考えたら、背後から竜りゆう砲ほうをぶち込まれるのに対し、その場に留とどまる〝伏せ〟はなかなか出来る事では無い。

　自じ動どう人形ならではの最さい善ぜんの判断という事だ。しかし、

「うちの竜は元気だな」

　言った台詞せりふを証しよう明めいするように、空に突き立った光が回った。

　出力の最後を空に放つ事こと無なく、振り付ける方向は斜め下にいる武神隊のメイン四機。半島の斜面を抉えぐるように、彼女達を狙った竜りゆうの一撃が大きな弧こを描いたのだ。
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　鍋島は、強ごう引いんな挙きよ動どうを機き竜りゆうに叩たたき込んだ。

　竜砲は機竜内部の出力を、胴どう体たいから顎あごまでを砲にして叩き込むものだ。機竜最大の攻こう撃げき力りよくを持つ技であると同時に、その際はほとんど動どう作さが出来なくなる。

　だが、その竜砲を鍋島は回した。

　バランサーとなっている尻尾しつぽを振り、発はつ射しや時じの限界許きよ容よう値ちまで身体からだや首を傾け、更さらには出力の低下を考こう慮りよした上で、

「届け……！」

　狙ねらうのは、先さき程ほどの一いち撃げきで吹き飛ばした撤てつ退たいの武神達ではない。

　あの武神達に直ちよく撃げきはしなかったが、中ちゆう破は以上のダメージをほぼ全てに与えただろうし、その撤退を防ぎもした。

　ゆえにここで狙うのは、メインの四機だ。

　勝たねばならない。

　敵も同どう様ようで、相そう応おうの理由があるのは解わかっている。だがこちらにも、

『御お嬢じよう！』

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうが、声を掛けてくる。

『支えるぜ！』

　そうとも。

　自分には、龍造寺という家がある。

　地元、M. H. R. R.神聖ローマ帝国とは別で、今の己おのれには、また大だい事じな場所なのだ。







[image: 第三十章『行き場の探し者』]
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　戦せん闘とうの中、鍋なべ島しまは思う。自分の襲しゆう名めい元もと。鍋島・直なお茂しげは、下げ克こく上じようの人だわな、と。

　龍りゆう造ぞう寺じ家けをなし崩くずしに乗っ取るような流れを得た人物。それが鍋島・直茂を語る時についてくる評ひようだ。

　だが、戦せん闘とうの中で鍋島は思う。彼は元々、龍造寺の忠ちゆう臣しんだ、と。

　鍋島・直茂。

　主しゆ家けの嫡ちやく子しが亡くなった後、屋や台たい骨ぼねを失った龍造寺家を支えていく中で、段々と皆が彼についていく事になったのだ。

　直茂は羽は柴しば側と繫つながりを持ち、島しま津づが台たい頭とうする九きゆう州しゆうにおいて、龍造寺家を保った。

　下克上、というルールに則のつとった人物ではあるが、その基本には主家への義ぎ理りがある。

　自分はどうだ。

　羽柴の麾き下かとして龍造寺の機き竜りゆう建けん造ぞう技術などを得るために、九州に赴おもむいた。

　将来を安あん泰たいされた羽柴。そこからの使し者しやだ。しかし自分としては、歓かん待たいされるだろうなどと、甘い考えは持っていなかった。

　余よ所そ者ものの上うわ役やく。しかも小こ娘むすめ。その程てい度どで扱われるだろうから、血の気の多さを証しよう明めいする事にもなるわな、と、その程度に思っていたのだ。

　不安は多かったのだ。

　いろいろと審しん査さを受けての使者。留りゆう学がくの道だったが、しかしそれまで実際に、自分が〝何か出来た〟という事は無かったのだ、だから、

　……あたしゃ向こうでも、何も出来んかもしれんと、そう思ってたわな。

　地元では友人達と連つるんで、何でも出来るように思っていたが、それが空から威い張ばりである事など、解わかっていたのだ。

　だが、行ってみた先、龍造寺は、予想とは違う土地だった。

　何しろ、若者がほとんどいない。やっている事も、三征西班牙トレス・エスパニアの下した請うけのような事ばかり。若い連れん中ちゆうの大たい半はんは、それこそ三征西班牙か、新大陸にでも渡るのだと言う。

　中年や初しよ老ろう、老ろう人じんばかりの教きよう導どう院いんは、居きよ留りゆう地ちと密みつ接せつで、そこに来た本ほん土ど育ちの小娘は、都会者として逆に歓待されてしまった。

「うちの技術、欲しいなら全部もってけ！」

　それが当時、良く聞いたというか、全体の風ふう潮ちようだったように思う。

　機竜建造の下請けなどやっていても、結局それは、どの国でも研究開かい発はつを進めているものだ。この戦せん国ごくの世において、あらゆる機き密みつは長期のアドバンテージになるものではない。特に龍造寺は、鍋島・直茂を通じて羽柴麾下になるという事で、他た国こくからのアクセスも無かった。

　使者が来たならば、それに全て預けるつもりだったのだ。

　そして幾いくつもの技術を学び、資料を得て、更さらには年とし上うえの者達からいろいろなものの見み方かたを教わりもした。何もかもが勉強になったし、思った以上に得るものがあった。

　それは、自分に、整備や操そう縦じゆうの技術が身についたという事だった。

　何も出来ないのではないか、と思う事もあった己おのれにとって、歴史再さい現げんのような大おお事ごとでなくても、手にしっかりしたものが収まっていくという事実は大きかった。

　自分は、出来るのだ。

　しかし、そのような実じつ感かんの一方で、こちらの出来を喜ぶ皆には、一つの感情を得た。

「これで俺おれ達たちも安あん泰たいだ」

　という彼らに、鍋なべ島しまとしては、言いたい事があったのだ。

　何も出来ないと思っていた自分に、何かが出来ると教えてくれた皆。

　だけどそんな皆が、もう、自分達は終わりで、何も出来ないと、そう笑うのは何な故ぜなのか。

　違う。

　皆は、出来ている。

　……あたしを出来るように、出来たわな。

　ただ、それを言ってどうなるとも思い、また、じゃあどうするのだ、という自じ問もんに応こたえられぬまま、留りゆう学がく期間が過ぎた。

　留学は半年だったが、多くの得え物ものを持ってM. H. R. R.神聖ローマ帝国に戻った後、鍋島は、地じ元もとの友人達に相談をしている。

　もう一度、龍りゆう造ぞう寺じに行こうと思っている、と。

　浅あさ野のは、こちらの本心の何ど処こかに残っていた嫌いや気けを「えー？　流されてるっしょー？」と代だい弁べんしてくれて、池いけ田だは「自分の大だい部分がそう思ってるなら、行けばいい」と押してくれて、可か児にに至っては「ナベちゃんなら大だい丈じよう夫ぶですよ！」と変な自信までくれた。当時、合ごう流りゆうしたばかりの長なが岡おかは「好きにすりゃいいじゃねえか」と言っていたが、お前、嫁よめにそれ言えるか今。

　結局、二学期の半なかばから龍造寺に留学ではなく転てん入にゆうし、そこで始めたのが、新しん規きの機き竜りゆうの設計だ。

　龍造寺の持つ技術を、現状維い持じではなく、現在最さい新しんどころか、規き格かく外がいにする。

　開発の現げん場ばを預かっていた龍造寺四し天てん王のうは、五人で反対した。自分達にとって、それは重おも荷にでしかない、と。そんな事、今いま更さらやってどうなるのだ、と。

　我わが儘ままだというのは、解わかっている。ただ、安あん穏のんに終わろうとしている皆を、強ごう引いんに昔に戻そうとしているだけだ、と。

　しかし、鍋島は動いた。

「あたしに、これからも戦える力をくれる事は、出来ないのかい」

　反対を説き伏せ、時には相あい対たい戦せんまでして、全てを始め、結果が今、手て元もとにある。

　つまり、龍造寺家は、鍋島・直なお茂しげに乗っ取られた。

　文字通り、龍りゆう造ぞう寺じの竜りゆうに、自分が乗っている。

　だからだ。

　鍋なべ島しまは思っている。龍造寺を、歴史再さい現げんの解かい釈しやくではなく、意味ある存在として存そん続ぞくさせるのが、自分の歴史再現の始まりだ、と。

　中ちゆう等とう部ぶの不ふ良りよう娘むすめを受け入れてくれて、ものの見方を教えてくれた異い国こくの土地。だけど、

「お前は何でも出来ると、そう教えて、力をくれた場所を、あたしが今度は、そうさせてやらなきゃいかんわな……！」

　龍造寺の威いを、証しよう明めいする。

　年老いて、気さくで、何でも与えてくれた皆だが、

　……諦あきらめるな。

　自分達にはもう何も無い。出来ないと、そんな事を言わないでくれ。

　空から威い張ばりの自分。結局は何も出来ないだろうと思っていた己おのれに、

　……アンタ達は力をくれたわ……！

　思い、鍋島は機き竜りゆうを振り回した。

　地ち表ひようを、斜面上側から下に。北から南へと旋せん回かいして薙なぎ払う。その軌き道どうにあるのは、

「武ぶ神しん隊たいリーダー！」

　まずは三機を吹き飛ばし、残る白の機き体たいへと、竜りゆう砲ほうは確かに届いた。

　当たったのだ。
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　Mouri-01は、直ちよく撃げきを悟さとった。

　竜砲の一いち撃げきが速い。

　機竜という機き械かいを考えるに、この竜砲の振り回しは、最さい善ぜんの行為ではない。出力系けいや、砲ほう撃げきを支える内ない殻かくに対し、かなりの負ふ担たんを与えるものだろう。

　無む茶ちやな動どう作さだ。そして何よりも、

　……これは……。

　竜のする行いではない。

　人の操そう縦じゆうによる、強ごう引いんな行動だ。

　先さき程ほどまで、敵は、〝竜〟であったというのに。

　竜砲を撃うつところまでは、そうだったと思う。だが、その途と中ちゆうで切り替わった。竜と一いつ体たい化かした人ではなく、竜を使いこなす人という、

『……機竜乗り！』

　これが、この相手の完かん成せい形けいと言う事なのか。

　判はん断だんの不ふ明めいは、Mouri-01の反応に僅わずかな乱れを与えていた。更さらには、

　……しまった。

　仲間からの情報が途と切ぎれている。

　ここまでの敵てき機き竜りゆうの挙きよ動どうについては、サブの仲間達たちからの情報をベースに、その動きを網もう羅らしていたのだ。

　後衛の武神ルール・デ・マリオネツタ六機き。それらに付ふ随ずいした二人ずつの自動人形ベル・デ・マリオネツタ。合計十八人の補ほ佐さが、今、こちらから失われている。

　解わかるのは、自分と、他三人のメイン。そして退たい避ひした二人ずつの自動人形の視し点てんのみ。

　十二人分の視し界かいは、状況を把は握あくするには充分だ。だが、精せい査さをするのには足りない。

　敵を見ていたのは、自分だった。だからMouri-01は、

「退避しなさい……！」

　声を上げた瞬しゆん間かんだった。補ほ助じよ役やくの自動人形が言葉を作った。

『Mouri-01様！』

　名を呼ばれたMouri-01は、視し界かいが開けたのを悟さとった。

　退避した補助役の自動人形達が、敵を視し認にんしたのだ。

　機竜。

　斜面の上から、こちらへと叩たたき込まれてくる薙なぎ払いの竜りゆう砲ほうがある。

　一いつ瞬しゆんの振り回しをMouri-01は今こそ捉とらえた。

　回かい避ひのタイミングは失している。仲間達が爆圧を受けるのも見えた。ならば自分は、

「……！」

　光こう壁へきにも見える竜砲の迫りに、Mouri-01は、右の長ちよう剣けんを叩き込んだ。
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　爆ばく発はつが起きた。

　竜砲に突き刺さったMouri-01の流りゆう体たい剣けんが、砕くだけ散ったのだ。

　だが、それは単なる破は砕さいではない。

　流体剣の伸しん長ちよう中ちゆうに起きた破は壊かいだ。強大な流体の砲ほう撃げきに晒さらされた刃やいばは、反応を起こし、竜砲の感化を受ける。

　剣を形けい成せいする筈はずの流体は、竜砲の側からもその性質を得た。

　剣と竜砲と、二つの要素は形成される流体剣の中で相あい反はんし、中間点で飽ほう和わする。

　流体の爆発だ。

　小型の竜砲とも、巨きよ大だいな剣けん圧あつともいえる力が炸さく裂れつし、Mouri-01の機き体たいを吹き飛ばす。その力を利用した移動が、Mouri-01の狙ねらいだった。

　だが、足りない。竜砲の薙ぎ払いはまだ巨大で、壁のように武神を飲もうとする。

　だからMouri-01は、ある事を行った。

　長ちよう剣けんの伸しん長ちようを、続けて三連れん射しやしたのだ。

　撃うった。

　鳴り響ひびくのは、先の一発を重ねて、四重とも、四連とも取れる激げき音おん。多た重じゆう光こうと多重音おんの響きは夜の斜面で反はん響きようし、荒れた地ち表ひようを吹き飛ばした。

　そして武神ルール・デ・マリオネツタが飛んだ。

　四度。空中で爆ばく圧あつに押され、鉄で出来た白の巨きよ体たいが宙ちゆうに舞う。

　その眼前を、掠かするようにして竜りゆう砲ほうが走り抜けた。

　かわした。

　広こう範囲視し覚かくの正面を、右から左に白の色が抜けた。続いて見えるのは、夜の黒。だがMouri-01は、敵の位置を確かく認にんした。

　三み浦うら半はん島とう、東側の斜面の上。そこに機き竜りゆうは、しかしいなかった。

　上だ。

　夜の空、前足を叩たたきつけるように、全身をくの字に曲げて大だい跳ちよう躍やくしてくる竜がいる。

　鉄の竜は、竜砲を撃ち、だが、その成果すら確かめずに攻こう撃げきを続行したのだ。
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　討うつ、と鍋なべ島しまは思った。

　逃げられないように、跳躍し、全身で潰つぶしに行く。

　今が機き会かいだ。何しろ敵は、長剣の弾だん倉そうを使い切っている。跳躍中ちゆうに確認した長剣伸長の激音は四発だった。

　弾倉を使い切った敵に、攻撃手しゆ段だんはない。

　無む論ろん、これから敵は装そう弾だんのために退たい避ひに入るだろう。

　逃げられてはならない。だから前まえ脚あしを広げ、押し潰す。

　この攻撃を届かせて、勝利するのだ。

　……あたし達が、この世に通じると、ここで証しよう明めいするんだわ……！

　機竜をもって、戦えると、そう示すのだ。

　何な故ぜなら、この世界は今、武神や機竜を基き準じゆんとするのではなく、達たつ人じん基準の戦せん国ごく時代だ。

　流りゆう体たいに親しみ、自分を鍛きたえ上げた個人戦せん力りよくは、各かつ国こくの戦せん闘とう系けい副ふく長ちようを問わず、戦せん局きよくを左右する存在になる。

　つまり、達人だ。

　飛ぶ事も、戦う事も、守る事も、達人ならば可能と出来る。

　その単たん体たい戦闘能力によるパワーバランスの変動を抑えるため、機竜や武ぶ神しん、戦せん艦かんは、力足たらぬ人や国にその力を与える。

　武ぶ器きとは、力なき人々が必要とするものなのだ。

　だが、と鍋なべ島しまは思った。

　……この戦せん国ごく時代、三十年戦せん争そうの時代、何だか達たつ人じん以外がその補ほ完かん手段を誇れるようになってるみたいだわねえ……！

　時代は動いた。

　各地での激げき戦せんが多発するに従って、達人の量が不足する。

　それによって生じるのは、達人と同等、近きん似じ戦せん力りよくとしての、〝武ぶ器き〟の使い手を、その代だい理りとして有用する事だ。

　ゆえに今は、武ぶ神しんの扱いや機き竜りゆうの操そう作さ、艦かんの運用など、それらの得え手ても、また一つの〝達人〟として認められるようになっている。

　自分は機竜乗りだ。所しよ属ぞくする龍りゆう造ぞう寺じ家けは、機竜の製作を行える工こう房ぼうである。

　そして今、自分達は、〝達人〟達のステージに上がりつつあると、鍋島は思う。

　国家を懸かけた〝力〟の集まりの中で、戦せん闘とうに荷か担たんしている。

　自分はまだ高こう等とう部ぶ一年生。上を見上げれば化ばけ物ものばかりだ。周囲でこちらに攻こう撃げきを繰り返していた自じ動どう人形達も、歴れき戦せんの、文字通りの人じん外がいなのだ。

　そんな連れん中ちゆうを相手にして、

「──やるしかないんだわな、コレが」

　鍋島は思った。相手もこっちも最新装そう備び。最新の戦せん術じゆつを用いる者同士だ、と。

　自分が、この世に通じると示すならば、今だ。

　出来ると示して、皆に恩おんを返す。

　皆が〝出来た〟から、自分も出来たのだと、

「言ってやるわ……！」

　声と共に、鍋島は、機竜の全身を敵に叩たたきつけた。

　三み浦うら半はん島とうの東側。斜面の下くだる位置にて、遂ついに鍋島は敵を捉とらえた。

　激げき突とつしたのだ。
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　獲とった、と鍋島は確かく信しんした。

　激げき音おんと衝しよう撃げき。そして消し切れぬ速度の下で、機竜が武神を叩き潰つぶした。

　武神は、広げたこちらの左前足に掛かった。後は超ちよう重量と速度で、

「……っ!!」

　滑らせない。全ぜん重量と硬こう質しつのダメージを相手に打ちつけるだけだ。

　当てた。

　部品の砕くだける音と、大地の崩くずれる音が腹の下で連続した。僅わずかにお互いはバウンドしたが、それまでだ。後はただ、砕きの鉄てつ音おんが、軋きしみの高こう音おんと共に鳴り響ひびき、

　……やった。押さえ込んだわ……！

　下か方ほう視し界かいを示す表示枠レルネンフイグーアの中、大の字になった敵てき武ぶ神しんの破は損そん状況が見えている。

　胸きよう部ぶ装そう甲こう剝はく離り、右腕うで断だん裂れつ、右肩かた圧あつ壊かい、そして、

『御お嬢じよう！』

　呼び声と共に、一いち段だん大きな金きん属ぞく音おんが響ひびいた。

　敵を折った、と鍋なべ島しまは感覚した。機き竜りゆうの左脇わきから通じる震しん動どうは、確実に敵武神のフレームを折ったのだ、と。

　腹の下に入った武神は、この状態では副ふく砲ほうの死し角かくだ。だが、主しゆ砲ほうの竜りゆう砲ほうはぶち当てられる。何なら押し潰つぶしても構わない。もはやどうとでも出来るのだ。しかし、

「は……？」

　いきなり、操そう縦じゆう室しつが黒に染そまった。表示枠を見やすいように黒くろ基き調ちようとしているが、そうではない。その表示枠自じ体たいが、幾いくつも消えたのだ。

　……何だわよ……!?

　疑問した時だった。周囲に、一いつ斉せいの表示枠レルネンフイグーアが立ち上がった。知らせる文字はオレンジ色の〝警けい告こく〟。そして次のタイミングで警けい報ほう音おんが鳴り、左の視し界かいにあるものが見えた。

　光だ。

　伏せた機竜の左肩。その内側から天へと突き立っているものがある。

　刃やいばだった。

　全長二十メートル。敵武神の流りゆう体たい長ちよう剣けんが、こちらの左の脇を下から上に貫つらぬいているのだ。

「はあ……!?」

　金属音が響く。左から響く。敵ではなく、機竜の左脇から高鳴り、警告の表示枠が肩けん部ぶ駆く動どう系の断だん裂れつを知らせてくる。

　どういう事だわ、と鍋島は思った。

　否いな、何が起きているかは解わかっている。攻こう撃げきを受けたのだ。だが、何な故ぜだかが解らない。

「どうして、弾たま切ぎれの筈はずが、長剣を発はつ射しや出来る……!?」
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「──連れん携けいの賜たま物ものですか！」

　孫まご一いちはヤタガラスの砲ほう撃げきを行いながら、三み浦うら半はん島とうでの戦せん闘とう状況を音として聞いていた。

　……敵の方が、一枚上うわ手てでした……！

　Mouri-01率ひきいる武神団だん。その使用武ぶ器きは流体光こうの長剣だ。剣は元々、準じゆん対たい艦かん砲ほうだったもの。その砲ほう塔とうを捨てると、砲ほう撃げきの代わりに使い捨ての流りゆう体たい刃ばを出せるようになるのだ。

　使用する燃ねん料りようは四発式しきの流体弾だん倉そう。だから四発を撃うったら、弾倉を付け替えねばならない。

「弾倉の交こう換かんは、武神の四し肢しを押さえ込んでしまえば不ふ可能。これは正しい判はん断だんです。

　鍋なべ島しまさんは、それゆえに跳び込み、確かに敵の隊たい長ちよう機きを押し潰つぶした」

　だけど、と孫まご一いちは通つう神しん用ようの表示枠レルネンフイグーアを展開した。

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武ぶ神しんには、武神に頼らずとも弾だん倉そう交こう換かん可能な手段があります」

　それは、

「自じ動どう人形です」

　孫まご一いちは通つう神しんに叫んだ。現状を理り解かい出来ていないであろう鍋島に対し、

『──周囲に退たい避ひした自動人形が、戦せん場じように跳び込んで重力制せい御ぎよで弾倉を交換したんです！　急ぎ退避して下さい！　敵はまだ動き、君を攻こう撃げき出来ます！』
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『Mouri-01様！　弾倉交換が完了しました！』

　Mouri-01は、受けた衝しよう撃げきからの思し考こう初期化かとアジャストの中で、仲間の言葉を聞いた。

　戦せん闘とうの中、こちらに駆かけ寄った皆は、機き竜りゆうの副ふく砲ほうによる砲ほう撃げきを受けながら叫んだ。

『──逃のがさないで下さい!!』
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　Mouri-01は、覚かく醒せいと同時に竜りゆうの咆ほう吼こうを聞いた。

　眼がん前ぜん、空を見上げるように仰あお向むけとなった武神ルール・デ・マリオネツタの身体からだは、各かく部ぶが破は壊かいされている。その破は損そん部ぶ位いに熱を感じるのが興きよう味み深ぶかいですね、と思いながら、Mouri-01は動いた。

　今、竜が二度目の竜りゆう砲ほうを放とうとしている。

　それをこちらに当て、反はん動どうで退たい避ひしようというのだろう。

　対するこちらは右肩かたから先を、竜の左前まえ足あしで圧あつ迫ぱく固定された状態だ。手て首くびから先で構えた長ちよう剣けんは、仲間が交換した弾倉の力を得て、光の刃やいばを機竜の左脇わきに突き刺さしている。

　刃を持つ右腕はこれからすぐに潰される。だが、その前にするべきがあるのだ。

　Mouri-01は、一いつ瞬しゆんで手首を跳ね上げ、長剣のトリガーを絞しぼった。

　光こう剣けんの残り三さん連れん射しやを、角度を変えて叩たたき込む。

　すると、金きん属ぞくの断だん音おんが追加で来た。それも自分と相手に、だ。

　こちらは右肩を潰された。しかし敵の左脇も断だん裂れつしていた。

　機竜の左前脚あしが、衝しよう撃げきと音を伴ってパージされる。仰のけ反ぞった竜の動きは、

『Mouri-01様！　竜砲が来ます！』

　仲間達たちの声に、Mouri-01は判はん断だんした。ここで勝たねば、と。だから、

　……間に合わせます！

　腕を振れない長剣では、機竜の胴どう体たいに明確なヒットは与えられず、竜砲は止められない。

　しかし使えるのは、まだ動く右手が摑つかんだ武ぶ器きと、左腰こしのハードポイントに接せつ続ぞくされた弾倉だけだ。これしかない。そして弾だん倉そうを交こう換かんする方法は、仲間達が教えてくれた。だから、

「Ｔｅｓテスタメント．」

　Mouri-01は、自分を武神ルール・デ・マリオネツタからパージした。

　操そう縦じゆう室しつから、己おのれの接続を解いて外に飛び出したのだ。
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　鍋なべ島しまは、敵の決けつ断だんを見た。

　自じ動どう人形だった。金の髪かみを揺らすのは、戦せん闘とう用ようの侍じ女じよ服ふくに身を包んだ長身。

　それが、打ち倒した武ぶ神しんの背はい部ぶ、地面との間から飛び出し、動かなくなった武神の胸に跳び乗った。

　左腕うでが、動いていなかった。だが彼女は、武神と身体からだを接続していた飾り文もん様よう付きのバイザーを右腕で外はずしながら、その手て指ゆびを広げて振った。

　バイザーが捨てられる動きに連れん動どうして、武神の左腰こしにあった弾倉が動いた。

　……重力制せい御ぎよ！

　こちらは、今こそ竜りゆう砲ほうを叩たたき込む処ところだ。

　……もしこれから長ちよう剣けんの弾倉を入れ替えても、意味がないわ……！

　腕を振れぬ長剣の連れん射しやでは、機き竜りゆうの胴どう体たいを正確に狙ねらえない。当たったとしても、ピンポイントの刃やいばだ。対するこちらが、仰のけ反ぞって構えた竜砲を撃うつのは止められまい。

　しかし、自動人形は動いた。

　敵が、金の髪を揺らし、巨きよ大だいな弾倉を振り抜いた。

　鉄の四発が行く位置は、やはり長剣の基き部ぶだった。そこに嵌はまっていた古い弾倉がパージされると、長剣の光が消えた。

　同時。こちらの左肩が完全に外れ、身体がフリーになった。竜砲を撃つために下を向く動きには、左脇わきの力が抜けているという以外の支し障しようがない。敵が弾倉から剣を打ち込んできても、

「もはや刃を突き刺されても、機竜の砲ほう撃げきは止まらんわ……！」

　行ける。だから鍋島は、行った。

　竜砲を発はつ射しやする。下向きであるが故ゆえに出力は喉のどを直線に通らず、弱くなる。だが、

「撃うて……！」

　直後。鍋島は見た。新しい弾倉が接続された敵の長剣基部。それが、

「──準じゆん対たい艦かん砲ほう状態に変へん更こう。無む砲ほう塔とう状態の準対艦砲撃。刃ではない四連れん衝しよう撃げきは如何いかがですか」
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　Mouri-01は、零ゼロ距離からの準対艦砲を機竜にぶち込んだ。

　自分にも爆ばく圧あつを食らうような、こんな戦せん術じゆつの発はつ想そうは、ある一つの記き憶おくが起き点てんだ。

　武蔵むさし総そう長ちようが人狼女王レーネ・デ・ガルウに攫さらわれた時の事。それを追う武蔵勢ぜいとの追つい撃げき戦せんを自分達は行った。

　あの時、武蔵の黒魔女シユヴアルツヘクセンが、Mouri-03を落とす方法として、これに近い事をしたのだ。

　砲ほう撃げき術じゆつ式しきを、砲ほう塔とう無しの状態で絶対に当てる技。

　己おのれのダメージを顧かえりみず、零ゼロ距離状態を作り出し、威い力りよくを直接相手にぶち込むのだ。

　最さい善ぜんの方法ではない。

　自動人形ベル・デ・マリオネツタの発はつ想そうで出来る戦せん術じゆつではない。

　しかし、記き憶おくには確かにある。これが、あの時、敵にとっての最さい善ぜんだったのだと。

　その事が解わかっているなら、自動人形であっても、自ら不ふ都つ合ごうの戦術を選択出来る。

　これが自分達にとっても最善だ、と。

　だから、最善の四連れん撃げきをMouri-01は放った。重力制せい御ぎよで武神ルール・デ・マリオネツタの手の中にある武ぶ装そうのトリガーを絞しぼっていきながら、

「……！」

　鉄の音がやかましい。

　跳ね上がる部品と、潤じゆん滑かつ剤ざい。熱を持った液体は夏の夜や気きに蒸じよう気きを上げる。そして破は損そんの音は連れん鎖さし、水をぶちまけるような音が響ひびいては鉄てつ骨こつが宙ちゆうに降り注そそいだ。

　その下で、Mouri-01は攻こう撃げきを続行し、光を見た。

　空に白の色が破は裂れつしている。

　竜りゆう砲ほうだ。

　こちらに向けて撃うとうとしていたもの。直ちよく撃げきすれば全ぜん損そんは間違いなかっただろう。

　迷い無く撃ち、退たい避ひしようとした。

　それは竜の戦術であり、人の戦術だ。

　……見事です。

　龍りゆう造ぞう寺じは、最さい新しん鋭えいの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ武神隊と渡り合える機竜を、確かに建けん造ぞうした。

　そして何よりも、

『あ……！』

　衝しよう撃げきに叫ぶ声は、竜の乗り手の憤いきどおりだ。

　彼女こそが見事だとMouri-01は思う。

　龍造寺は、機竜を作り上げただけではない。その乗り手として、

　……〝竜を使うべき人〟を確かに作り上げたのですから。

　きっとこの戦いの後、敵は自らを強化する。自分達たちもそうせねばならないと、追われるような感覚を得て、Mouri-01は最後の一発を叩たたき込んだ。

　放つ。

「──Vive　La栄光あれ　Annne！」

　激げき音おんが空に破は裂れつし、光が爆ばく発はつした。

　機き竜りゆうの胴どう体たいにまで砲ほう撃げきの破は壊かいが及び、竜りゆう砲ほうの出力系けいが破は損そんしたのだ。

　竜砲が爆ばく発はつする。

　轟ごう音おんが散り、風の打だ撃げきを作り、

「……っ」

　Mouri-01は、斜面の下した側がわへと、大きく吹き飛ばされた。

　地面。土つち塊くれの上に叩たたきつけられる瞬しゆん間かんに見たのは、左脇わきから先を自らの竜砲に砕くだかれた機竜が、その反動で海へと吹き飛び、水みず飛沫しぶきに転がる処ところだった。

　直後。Mouri-01は、地面に叩きつけられ、

「やりました……」

　転がり、立てず、二転、三転とした後、仰あお向むけに倒れてMouri-01は口を開いた。

　夜の空、戦せん火かの空を見上げ、彼女は右腕うでを振り挙げ、確かにこう言った。

「毛もう利り所しよ属ぞく、侍じ女じよ式武神ルール・デ・マリオネツタ中ちゆう隊たい、──三み浦うら半はん島とうの奪だつ還かんに成功しました!!」







[image: 第三十一章『図上の準備者達』]
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「くっそ……！」

　海の中、機き竜りゆうにとっては浅あさ瀬せと言える場所にて、鍋なべ島しまは機竜を起こしていた。

　横おう転てん状態だ。着ちやく水すいから転がり、海底を滑った際、多くの砂を汲くんだ。予想以上の重量と、何よりも左ひだり前足を失った事から、起き上がりは、まるで逆ぎやく方向に身を投げ出すようになった。

　上下を改めた視し界かいの中、空では砲ほう火かが行き交い、ここは戦せん場じようなのだと解わかる。だが、

　……外はずれたわな。

　自分達のいる位置は、酷ひどく静かだ。

　三み浦うら半はん島とうの海岸から、三百メートル程ほどを離れている。ここから先は海底が一いつ気きに落ち込んでいく事になり、そこに沈めば破は損そんの機竜では心こころ許もとない。

　運がよかった、と言っていいのかどうか。

「畜ちく生しよう……」

　呟つぶやきと共に、機竜は起きた。すると、

『御お嬢じよう。──撤てつ退たいだ』

「何を……」

　言っている、という言葉は、最後まで発されなかった。

　鍋島が起き上がりの空に見たのは、房ぼう総そう半島や江え戸ど湾わん上空から、こちらの援えん護ごに向かってきていた航こう空くう戦せん艦かんの影だ。

　七分後には、彼らが三浦半島に全面砲ほう撃げきを入れ、奪だつ還かんの手て筈はずを整える。

　そうなる予定だった。しかし、

「何な故ぜ……、動いてないんだわよ」

　艦かん群ぐんは、最初の接近運動を行ったらしいが、それ以上は近付いてきていない。

　理由は、西の空にあった。

　機竜の操そう縦じゆう室しつから裸ら眼がんで見る西側。三浦半島の斜面の向こうに、影がある。

　機竜など、値あたいもしないような巨きよ大だいな、しかも人じん工こう建けん造ぞう物ぶつの陰いん影えいだ。

「……狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ」

　三浦半島が奪還されたため、斜面を楯たてにしながら、毛もう利り艦かん隊たいが半島上じように展開を始めたのだ。

　軽けい戦艦や戦艦の群では、〝狩猟館〟に対して射しや程ていで劣る。こちらが鉄てつ甲こう船せんの艦隊で行っているのと同じ戦せん術じゆつを、逆にやられる事になるのだ。

　だとすれば、

「あたし達のやってた事は、無む駄だか？　それとも、あたしが、無駄にしちまったのか？」

『御嬢』

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうの声が聞こえた。

『まだ、終わりじゃねえから、安心しろよ、御お嬢じよう』

「でも……！」

『俺おれ達たち、御嬢に、ここだけの力をくれてやった訳わけじゃねえよ』

　だから、

『泣くな御嬢。泣かれると、俺達、勝てねえから』

　告げられた言葉に、鍋なべ島しまはややあってから、頷うなずいた。Ｔｅｓテスタメント．、と言って、

「泣いてねーわ。これ、吹っ飛んで転がって驚いただけだわ。くっそ」

　目め尻じりから溢あふれるものを彼女は手で拭ぬぐう。くそ、ともう一度言いって、畜ちく生しよう、と言って、くあ、と声をあげ、

「見てろよ……！」

　撤てつ退たいと、本ほん国ごく帰き還かんの指し示じが、九く鬼きから送られている。その表示枠レルネンフイグーアを手に取り、横に払うように置きながら、鍋島は機き竜りゆうを立ち上がらせた。

　駆く動どう系けいは動く。竜りゆう砲ほうは撃うてないが、飛ひ翔しようも短時間ならば問題無ない。ならば、

「鍋島・直なお茂しげ、──指示に従って撤退するわ！」

　これ以上、泣くものか。そう思い、鍋島は声を上げた。この慶けい長ちようの役えき、自分の役やく目めはもはや無くなったが、

「終わりはしないわ。見てろ。……ここから始めてやるから！」
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「ナベちゃん撤退ですか……!?」

　可か児には、広こう報ほう委員による〝速そく報ほう！　慶長の役・密みつ着ちやく四時間！〟の映る表示枠を見ながら、小さく唸うなっていた。

　今、画面内ないには、夜ゆえに光こう学がく増ぞう幅ふくされた三み浦うら半はん島とうが映っている。そこには、鍋島の顔画が像ぞうと年ねん齢れいなども共に映っており、キャスターが、鍋島の登校風ふう景けいの録ろく画がをバックに、

『えー、鍋島・直茂様は、龍りゆう造ぞう寺じに留りゆう学がく中ちゆうで、日ひ頃ごろから明るく、近所の評ひよう判ばんもよく、最近は高たか瀬せ川がわでの芋いも煮に会かいなど楽しみに──、あ！　撤退完かん了りようしました!?　した!?　ハイ、よかったですねえ。じゃあ集音器マイクスタジオに返します！　ん～、ＫＥＩＣＨＯ──!!』

　そこから先、本国側にある広報委員の特設スタジオでは、現在の戦せん場じようの動きを戦いくさ研究家の僧そうや公く家げ達が語り合う流れになった。

『──拙せつ僧そうが思うに、ここ、里さと見み側の航こう空くう艦かんが動くべきではなかろうかなあ。つまり──』

『いや遺い憾かんで御ご座ざろう！　貴き僧そう、それでもまだ保ほ守しゆ的に御座る。これは──』

『あなストップ！　ストップ！　まとめるでおじゃる！　とく、まとめるでおじゃる！』

　それを横から覗のぞき込んでいた浅あさ野のが、半はん目めで言う。

「コレー、話がまーとまらないパターンかなー」

「そうなんですか!?　偉えらい人達が話し合ってますけど！」

「偉いんじゃーなくて、権けん威いあるだけだからー」

　何か難しいけど、そういうものなのだろう。浅あさ野のは世せ事じに詳しいタイプだ。可か児には彼女の言葉を信用しても問題がないとして、

「でも現状、毛もう利り側は侵しん攻こうを一時ストップですね！」

「そう？　三み浦うら半はん島とうを奪ったーのに？」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と頷うなずいて、可児はしかし、

　……あれ!?

　浅野の不ふ明めいに、可児は現状の捉とらえ方における差さ異いを憶おぼえた。だから、

「だってほら！　ナベちゃんは撤てつ退たいになりましたけど、三浦半島は狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユが来て制せい圧あつされたので、戦せん士し団だんが展開しての完全制圧じゃありません！」

「これからそれー完全制圧、されるでしょー？」

「だとしても、時間が掛かります！　そして戦士団を展開したら、狩猟館はもはや前に出てくる事が出来なくなります！　人じん員いんの回かい収しゆうや防ぼう護ごがありますからね！」

　恐らくは、そうなるだろう。だが、その場合は、

「成なる程ほどなー。可児さーん？　南の戦せん場じよう、こちらの三浦半島への攻こう撃げきも停てい滞たいするのかなー？」

「Ｔｅｓ．！　そうなります！」

　対岸同士、領りよう土どを確保して海を挟はさめば、陸地からの砲ほう撃げきが主となる。

　つまり、三浦、房ぼう総そう間の浦賀水道を渡るのはお互い難しくなったということだ。

「近付くのが難しくなった以上、三浦半島の再さい奪だつ取しゆに力を割くのは無む駄だが多いですね！」

　だから現状、集中すべきは、村むら上かみ・元もと吉よしが流す輸ゆ送そう艦かんと戦艦の艦かん列れつだ。

「でもあの艦列ー、実はいろいろな事の時間稼かせぎ役だろうけどー、流石にコレ、時間稼ぎしてる間にどんどん削けずられてくれないかなー」

「そうですね！　でも、厄介ですけど、毛利側もそこは考えてあると思います！　今後は三浦半島から攻撃されなくなりますし──」

　可児は言った。

　現状の情報。戦場の動きを見る中で、一つ、動いていないものがある。それは、

「最も上がみ・義よし光あき様さまの山やま形がた城じよう！　フォロー役の追加戦せん力りよくとして出ますよ！」
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　来たか、と九く鬼きは正面の空を見た。

　鉄てつ甲こう船せんの壁の向こう。流れてくる敵の艦列の左。

　南の海上を、ゆっくりとこちらに近付いてくる巨きよ大だいな艦かん影えいがある。

　山形城だ。

　初しよ期きの段階から、狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユと共に艦かん列れつの後ろにいた最も上がみの旗き艦かん。それが今になって前に出て、プレッシャーを掛けようと言うのは、

「狩猟館が三み浦うら半はん島とうを確かく保ほしたから、だな」

　北に面した戦せん力りよくを、敵はこれから自由に出来る。それはつまり、

　……毛もう利り艦かん隊たいの内、損そん失しつ可能な艦のプールに、随ずい分ぶんな余よ裕ゆうが出来る。

　毛利艦隊の北面は、輸ゆ送そう艦かんの列だ。沿岸からの砲ほう撃げきに対する防ぼう護ご役。それが今後、至し近きんの地上から攻こう撃げきを受けなくなるのだ。

　輸送艦の防ぼう御ぎよ列れつは、これから先、鉄てつ甲こう船せんの艦隊の攻撃への対応に集しゆう中ちゆう出来る。

　無む論ろん、北側が動きの中心となる事は、こちらにも明確だ。

　だから、南に山やま形がた城じようが来た。

　北側列にのみ気を払っていると、隙すきを突くぞと、そういう事だ。

　厄やつ介かいだな、と九く鬼きは右の手を挙げた。まずは、現状への対たい処しよとして、

「──鉄甲船の艦隊、移動だ。房ぼう総そう半島側に少々後こう進しんする」
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　村むら上かみ・元もと吉よしは、九鬼の本ほん気きを見た。

　……やる気なのだな。

　元吉の眼がん前か。長い艦かん列れつの向こうで、鉄甲船の艦隊が下がっていく。

　だが、それは、退ひくのではない。

『元吉様……！　あれは──』

「見えている。──布ふ陣じんの組み直しと、甘えぬ防御の構えだ」

　鉄甲船の艦隊は、房総半島の前を塞ふさぐように、布ふ陣じんし直した。その構え方は、しかし今までとは違う。縦じゆう横おう三艦、合計九艦の壁は、向かって左の縦たて列れつ三艦をこちらに向け、右の縦じゆう列れつ二艦を、房総半島の先せん端たんに合わせるように、浅い扇おうぎ状じようの配置にしたのだ。

　南側から回り込まれないようにする。そういった構えだった。

　……対たい山形城、と見る事も出来るな。

　だが、それでは正面側の弾だん幕まくが薄くなる。だからというように、

「九鬼の鉄甲船の艦隊に、江え戸ど湾わん側から来ていた戦せん艦かん隊が並ぶぞ」

　江戸湾上じよう空くうを押さえていた敵てき艦かん。三浦半島を奪だつ還かんしようとして出来なかった艦隊が、鉄甲船の艦隊の左、北の空に壁を作っていく。

　それらの艦は、鉄甲船の艦隊よりも火か力りよくや防御が薄いが、数が多い。

　しかし、敵はそこで終わりにしなかった。

　江戸湾北きたにいた艦群が南に下がって来るのが見える。その動きは、小さなものではなく、

『おう、元吉』

「何か？　生徒会長」

『Ｔｅｓテスタメント．、──あたしから見て、羽は柴しばの艦かん隊たい、房ぼう総そう半はん島とうを半はん面めん囲むつもりっぽいんだけど、お前から見たらどうだ？』

「Ｔｅｓ．、その通りです。生徒会長」

　元もと吉よしは、房総半島と江え戸ど湾わんを中心とした概がい要よう図ずを手元に広げた。

　敵の布ふ陣じんは明確だ。鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たいを房総半島の南先せん端たんまで扇おうぎ状じように展開。空あいた部分を軽けい戦せん艦かんを中心とした艦かん群ぐんで埋め、房総半島南から西面の壁とする。

　壁の北限は、

「──江戸湾を渡る大だい陸りつ橋きよう。この直線を東に伸ばして房総半島を割ったラインが、敵の房総半島北部防ぼう衛えいラインとなります」

『どう見る？』

「房総半島を城しろに見立てた籠ろう城じようかと。最終的には、全て南寄りになる筈はずです」

　だから、

「私達が鉄甲船の壁を崩くずすか、北部から里さと見みが突とつ入にゆうして制せい圧あつするか。そのどちらかで、私達は勝負を決める事になります」

　そして、

「見て下さい生徒会長。──江戸の大だい遺い跡せき側に出ていた敵てき艦かん群ぐんも、動きます」

　北の空だ。

　武蔵むさしと里見の突入部ぶ隊たいに突とつ破ぱされた艦群が、回かい頭とう運動を終えていた。

　彼らの追う先、江戸湾北ほく東とうの上空では、武蔵側として一いつ艦かんだけ突き抜けた輸ゆ送そう艦かんがある。多くの敵艦に追われる形となった輸送艦は、甘く被ひ弾だんしながら、

「──なかなか、妙みよう手しゆと言うか、強ごう引いんな手を使うな」

　元吉は、戦せん場じようの先を見み据すえながら苦く笑しようした。

「我が大たい将しよう、毛もう利り・輝てる元もと。武蔵勢ぜいが貴女あなたに未来を捧ささげます。

　──見て下さい。これが、里見解放のスタートになる筈です」

　言った瞬しゆん間かんだ。江戸湾北東側の空に、火が上がった。

　上空に退たい避ひしていた毛利の輸送艦群。羽柴が譲じよう渡と要求し、毛利側から供きよう出しゆつされた備び蓄ちくの輸送艦隊が、武蔵輸送艦からの砲ほう撃げきを受けて炎ほのおを噴ふいたのだ。
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　は？　と湾上の拠きよ点てんにいた長なが岡おかは、北東の空を見た。

　空に火が広がったのは解わかっている。自分がいる位置からだと、北東の直ちよく上じようを見るような高さの出で来き事ごとだ。

　その位置で、今、毛利の輸送艦群が砲撃を受けて炎えん上じようした。

　だが、砲ほう撃げきを食らわせた相手がおかしい。

「……どうして、武蔵むさし側が砲撃したんだよ!?　毛もう利りは味み方かただろうが！」

　疑問に対する答えはない。ただただ事じ態たいは時間で進行する。

　そしてまた、長なが岡おかの問いかけなど気にも留めず、遠くからの砲ほう音おんが響ひびく。

　準じゆん対たい艦かん砲ほうクラス。空にいる艦かん群ぐんに反はん響きようする音は、風かざ音おとも混じって判はん別べつしにくい。

　しかし長岡は射しや撃げき系けいだ。聞き分けの技術は有り、放たれた砲ほう弾だんの数は無む意い識しきにも計けい上じよう出来る。

　砲撃は止まらない。連続する砲撃音に比ひ例れいして、空には火の手が上がっていく。そして、

「おいおい……」

　気付けば、多量の輸ゆ送そう艦かん群ぐんの内、二割近くが炎えん上じようだ。

　……どういう事だよ。

　今は羽は柴しば側に送られた備び蓄ちくの輸送艦だが、元がん来らいは毛利のものだ。それを撃げき沈ちんするなど、

・ナベ３：『──補ほ給きゆう系けいの混乱狙ねらいだわな』

・浅　野：『あ、ナベさんー、無ぶ事じー？』

・ナベ３：『無事も何も、機き竜りゆうがどんだけ頑がん丈じようかって話だわよ。とりあえず輸送艦に係けい留りゆうしたし、こっちは修しゆう理りしながら機竜の検けん知ち系けい使って戦せん況きよう確かく認にん班はんの手伝いだわ』

　知人が無事だ。という事実に、長岡は安あん堵どの感覚を得た。

　……どうも駄だ目めだぜ。

　生いき死しに、という状況に対し、随ずい分ぶんと臆おく病びようになっている。

　だが、こちらの感情など気付く事なく、鍋なべ島しまが言葉を作ってくる。

・ナベ３：『毛利から送られた輸送艦かん隊たいは、小西先せん輩ぱいの管かん轄かつで房ぼう総そうの補給関係と連動してたんだわ。房総の補給関係が間に合わない時や、補給の臨りん時じ変へん更こうなんかがあった時、毛利の輸送艦隊から急ぎで出す、というやり方だわな』

・浅　野：『それってー、どういう事になる訳わけー？』

・ナベ３：『──うちらの補給関係は、毛利の輸送艦隊をアテに出来なくなったんだわ』

　言われ、長岡は頭ず上じようを見上げた。

　空。武蔵の輸送艦は、西からの砲撃に被ひ弾だんしながらも、輸送艦隊に向かっていく。

　輸送艦隊は回かい頭とうし、下がろうとするが、追いつかれる一方だ。その間にまた、輸送艦隊から火の手が上がり、

　……落ちるか。

　幾いくつかの艦が、房総の北東へと落ちていく。

　沈むのではない。艦はまだ制せい御ぎよされている。出力系けいが衰おとろえる前に、着ちやく地ちしようというのだ。

　降こう下かする火の船が、夜の空を照らす。

　落ちる艦数は、二、三、四、と数えている間に、二ふた桁けたを超えた。それらの光を見ながら、長岡は武蔵側の戦せん術じゆつを理解した。

・岡──：『そっか、毛もう利りとしては、輸ゆ送そう艦かんが落ちても、荷物が無ぶ事じなら別にいいのか』

・ナベ３：『江え戸どにしばらく待たい機きするなら、物ぶつ資しが上にあるか下にあるかの違いだけだわな。他の輸送艦があれば、拾ってこれるって事だわ。だから──』

　だから、

・ナベ３：『──短期決けつ戦せんでも、こっちの輸送関係の予定を崩くずして慌あわただしくさせれば、その影えい響きようは全体に出るわ。武蔵むさし側がわは、まだいろいろ考えてるかもしれないけど、現状で予よ測そく出来るのはこのくらいだわよ』

　じゃあ、という声が上がった。

・浅　野：『今、こっちはこれから可か児にさんと別れてー、房ぼう総そうのー、防ぼう御ぎよ固かためて行ってるけどー……。敵はこれからどーすんの？　解わかる？』

・カニ玉：『アサちゃん、それは当然、来ると思いますよ！　──あ！　オッキー君くん、こっちからそっち見えました！』

　お？　と長岡は、後ろを向いた。

　東の方角、夜の闇やみに沈んだ房総半はん島とうの中なか程ほどがある。南は戦せん火かに照らされているが、こちらはまだ暗く、何かが潜ひそんでいるようにも見える。が、そんな東側に、影の動きが確かに見えた。

　輸送の機き馬ば隊たいに引かれた、大だい規き模ぼな陸りく上じよう戦せん士し団だんだ。

・浅　野：『あー、私、半島ー内部側ー』

・カニ玉：『Ｔｅｓテスタメント．！　自分達がオッキー君の方で、大おお橋はしの真まん中なかを守ります！』

　ああ、と長岡は納なつ得とくの頷うなずきを得た。

　今、房総半島は、江え戸ど湾わんから下がった艦かん群ぐんが囲うように固めている。その北ほく限げんのラインは、自分がいる大橋だ。

　そして武蔵側が西から来るとすれば、彼らにとって房総への最さい短たん距離はこの大橋となる。

　対応として対岸の西側には、防ぼう護ごの戦士団が構えているし、軽けい戦せん艦かんが幾つか控ひかえている。

　つまり自分は、最さい前ぜん線せんにいるのだ。

・浅　野：『その橋、落とせないのー？』

・ナベ３：『駄だ目め駄目。周辺国こくにとっては共同の通つう商しよう路ろだから、地じ元もとじゃないうちらが落としたら恨うらみを買うだけだわ』

・浅　野：『ナベさんさっきからどっちの味み方かたー？』

・ナベ３：『状況の味方だわ。少し落ち着くといいわ、浅あさ野の』

　という鍋島の言葉に、長岡は肩の力を抜いた。

　なかなか、鍋なべ島しまのリーダーシップも高いように感じる。

　……すげえなあ。

　自分と二歳さい差さ程度だというのに戦せん場じようの流れを読んでいるし、先さき程ほどは三み浦うら半島で激げき戦せんをこなしてきたのだ。

　己おのれも、そういう風ふうに、二年後にはなっているだろうか。それとも、

・カニ玉：『オッキー君……！　西です！』

　可か児にの言葉が届いた時だ。長なが岡おかは、小さな光を感じた。

　輸ゆ送そう艦かんが砲ほう撃げきを受ける北東の空ではない。

　戦せん火かが展開しつつある南の空でもない。

　もっと小さな、しかし確かな光を知覚したのだ。それは、

　……西!?

　東へと振り返っていた己にとっては、元もと見ていた方角。

　西の対たい岸がん。そこに広がる大だい遺い跡せきの中から、幾いくつかの白い光が立ちのぼったのだ。まるで、空を探さぐる柱はしらのように動いた細い光こう条じようは、

・カニ玉：『輸送艦の流りゆう体たい光こうです！　──武蔵むさしの艦かん群ぐんが、大遺跡の中を走って来たんです！』

　警けい告こくが走った瞬しゆん間かんだ。西の対岸で光が炸さく裂れつした。

　輸送艦が、大遺跡を抜け、

「──防ぼう護ごの戦せん士し団だんと激げき突とつかよ!?」
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　二ふた代よは、戦せん場じようへ至る道と、街を見ていた。

　場所は江え戸どの大遺跡。幹かん線せんとなる中ちゆう央おう自動車道どうを途と中ちゆうから南西に抜け、江え戸ど湾わんを目め指ざす道みち上うえだった。

　道みち幅はばは輸送艦が三艦並んで通つう過か出来るかどうか。左右は高い遺跡の建けん造ぞう物ぶつばかりで、

「見事なもので御ご座ざるなあ」

　自分の故こ郷きよう、三み河かわの遺跡は、基本的には住宅地だ。中心部に高こう層そう建築が集まっている。

　だが、江戸の大遺跡は違う。始まりが、輸送艦で飛び込んだせいもあったろうが、最初から左右に高い壁が突き立っている。

　まるで渓けい谷こくの底を流れていくようだ。

　武蔵で生活を始めて以来、ここまで周囲に高層建造物ぶつが並んだのは初めてではないだろうか。無む論ろん、武蔵上じようでも各かく艦かん左右舷げんにある可か動どうスラスターや、武蔵むさし野の艦かん橋きようなど、巨きよ大だいなものは目に見えているのだが、

「密みつ集しゆう度どが違うので御座るな」

　流れていく谷は曲がり、伸びるように直線を見せ、途と中ちゆうで合ごう流りゆうの道を見せる。

　凄すさまじいと思うのは、この流れは、川ではなく、輸送艦の操そう艦かんによるものだという事だ。

　……鈴すず殿どのに御座るな。

　見事な操艦だ。

　ずっと、周囲の遺跡の流れを見み惚とれていたい気もする。だが、先せん頭とうを行く輸送艦にいる者達、甲かん板ぱんに立つ自分達は、あるものに気付いた。馬ば鹿かが、鼻を動かしてこう言ったのだ。

「海、近くね？」

「同意い見けんなのが小こ癪しやくで御ご座ざるな」

　江え戸ど湾わんが近い。

　二ふた代よにとっては、まだ見ぬ場所である一方、江戸は、いずれ松まつ平だいらの故こ郷きようとなる場所だ。

　そこにある湾は、消えて湾になった自分の故郷と、どれ程ほど似ていて、また、近いか。

　江戸の市いち場ばには〝湾で獲とれた〟という言葉が並ぶのだろうか。そうだと、いいのかどうか。自分はそれを見て、懐なつかしいと思うのかどうか。

　どうなので御座ろうか。

　最初に江戸を訪れた時は、三み方かたケ原はらの戦いの最さ中なか。深しん夜やの通過で、記き憶おくに残っているのは竜りゆう脈みやく炉ろの爆ばく発はつで浮かび上がった逆ぎやつ光こうの房ぼう総そう半はん島とうだ。

　それから今まで、有あり明あけのあった水み戸との土地では、南を望んでも見えぬ場所だ。

　……しかし……。

　故郷を、失ったというより、消えてしまった。

　第二の故郷となる場は、傷つけられて奪うばわれた。ならば、

「未まだあるものなれば、奪だつ還かんで御座るか」

　……ふむ。

　と内ない心しんで自分に対しての目的を設せつ定ていした二代は、ふと、ある音を聞いた。

「正まさ純ずみ、──敵の接せつ近きんがあるように御座る」
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　正純は、二代の指し摘てきから、向むか井いからの通つう神しんを確かく認にん。周しゆう囲いの状況を確かめた。すると、

　……よく解わかるもんだなあ。

　二代の言う通り、敵が来ている。向井の方では、〝まだ遠く〟として考えているのだろう。正しよう面めん方向、こちらを迎げい撃げきするように、敵が接近中だ。

　数は一つ。湾に向けて巨きよ大だいな十じゆう字じ路ろと、浅い右コーナーだけとなった道を、正面から。恐おそらくは軽けい戦せん艦かんがやってくる。地上を走っているこちらと同じとまでは言わないが、低空だ。

　この状況から考えるに、敵の戦せん術じゆつは、

・副会長：『どう思う!?』

・俺　　：『き、気持ちいい……？』

・銀　狼：『……我が王おう、無む理りに答えず第二ヒントを待った方が良いのでは？』

・●　画：『じゃあ第二ヒントは〝ワンワン〟で』

・現役娘：『まあ、ネイトと王様ったら、気持ちいいワンワンなんて……、最近あまりしてませんわね、うちでは』

・銀　狼：『何でこっち見て言いますの!?　あと、──正まさ純ずみ、正しいヒントを！』

・ベ　ル：『あ、敵、そろそろ正面から来る、よ』

　向むか井いのタイムリミットが来てしまった。全員の表示枠サインフレームに、敵の状況などまとめた概がい要よう図ずが来る。それは、今、一キロ強の先にある右コーナーを、向こう側から敵てき艦かんが突っ走って来るというもので。

・金マル：『軽けい戦せん艦かんかな？　出合い頭がしらの砲ほう撃げきって、フツーにあるかな？』

・副会長：『あるとは思うが、さほど派は手でには出来ない筈はずだ。さっきも言った通り、ここは他国の関かん与よもある大だい遺い跡せきだ。聖せい連れん側からの保ほ護ご指し定ていもある土地となれば、遺跡を傷つける事が前ぜん提ていとなるような攻こう撃げきは除じよ外がいされる事になる』

・俺　　：『あれ？　じゃあ、ずっとこの遺跡の中にいて、ここから攻撃してりゃいいんじゃねえの？　そうじゃね？』

・ウキー：『高こう層そう建築が渓けい谷こく状態の中から、どうやって遺跡に当てず外を狙ねらったり、砲ほう弾だんなどを届かせるというのだ馬ば鹿か者もの』

・俺　　：『ば、馬鹿って言ったヤツが馬鹿なんだぞ！　この馬──鹿！　馬──鹿！　イエー！　ウッキー馬ぁ──鹿決けつ定てい──！』

・煙草女：『……ここまで見み苦ぐるしく開き直れるヤツも珍めずらしいさね……』

・不退転：『キヨナリ、──馬鹿でいいから、ちゃんとしてて』

　おおう……、という女性陣じんの声を別に、頷うなずく影が一つあった。

　二ふた代よだ。

　彼女は表示枠の概要図で状況が動いていくのを確かく認にん。そしてこちらを見ると、

「正純、つまり、砲撃の応おう酬しゆうなどは、あまり無いと見ていいので御ご座ざるな？」

「ああ、正面撃うちの、命めい中ちゆう確定みたいなのでなければ、撃っては来ないだろう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──では行って来るで御座る」

「え？」

　という疑問の声より先に、二代が、甲かん板ぱんから前方の虚こ空くうに身を翻ひるがえした。

　高速で疾しつ走そうする輸ゆ送そう艦かんの前に、降こう下かしたのだ。
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　ミトツダイラは、正純が甲板縁べりから乗り出して叫ぶのを聞いた。

「おい！　二代!?」

　いきなりの事だ。無む謀ぼうな飛び降りに見えたのだろう。ナイトも頷き、

「あー、言っておくけど、今、時じ速そく二百四十キロだから」

「二代の加か速そく術じゆつ式しきって、いきなり速度が出るタイプじゃないわよね」

　馬鹿姉あねが、顔を両手で押さえて、

「キャー！　ぐちゃぐちゃあ──！」

「き、喜き美みはどうしてそう人の真ま似ねが上う手まいんですか……！」

「だからツッコむところそこかな？」

　というか、とミトツダイラは前を指さした。

「二ふた代よだったら、あそこにいますわよ？」

　二代はいる。それも、正まさ純ずみが見ているような艦かんの真ま下したではなく、正面の道路。既すでに二百メートル以上を離れた位置に、だ。

　翔しよう翼よくによる加か速そくが行われている。そして彼女の身は、今も加速して前に出ている。

・●　画：『あの加速術じゆつって、着ちやく地ちと同時にドッカン入ったっけ？』

　それは出来ない。神しん道とうの加速術じゆつ式しきとして、禊祓みそぎを重ねる事で速度を上げるのが翔翼だ。着地時には、走る速度からのスタートだろう。

　……ですけど、加速は〝着地〟時から、ですわね。

　二代が何を行ったのか、ミトツダイラには解わかる。

　二代は、艦かん首しゆの先せん端たんを竜りゆう骨こつに沿って駆かけ下りたのだ。

　……英国の時、やりましたものね。

　英国に落らつ下かしていく輸ゆ送そう艦かん内。二代が、その艦首に向けて、内部を加速して駆け下りて行ったのを、ミトツダイラは後ろから見ている。

　更さらに今の二代は、見切りの技術故ゆえ、自分の挙きよ動どうに加速力りよくを溜ためる事が出来る。駆け下りながら、身を回すなどして、加速距離を稼かせいだに違いない。

　結果として、二代は、正純の想そう像ぞうを超える勢いで前に跳び出した。

　正面。輸送艦が走る先には、谷の十じゆう字じ路ろがあり、その向こうに左のコーナーがある。

　あのコーナーを曲がって、直線を突っ走れば海が見える。

　だが、敵が現れていた。

　一いつ直線の先。コーナーの向こうから来る戦せん艦かんではない。

　ミトツダイラは、武蔵むさし野の艦かん橋きようから送られてくる随ずい時じ更こう新しんの概がい要よう図ずを見た。

・ベ　ル：『……！　横、左右の空に、いきなり、来てる！』
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　新あら手てだ。

　正面の十字路。左右上空に敵てき影えいが来た。

　大だい遺い跡せきの中に待ち伏せていた訳わけではない。北と南から、急きゆう降こう下かする輸送艦が二艦ある。

　二つの巨きよ影えいの動きは、まるで鐘かね突つき棒ぼうのようだ。向かい合って突とつ撃げきを仕掛けてくる速度は、こちらの疾しつ走そうを上回るもので、

「左右から挟はさむか、前を封じるつもりですのね!?」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。ミトツダイラは一つの声を聞いた。

　王おうだ。彼がこう言ったのだ。

「ネイト。──道を空あけなきゃだめだよな、これ」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　返答は一つの声と、動きとした。

　ミトツダイラは、王に視線を合わせると、浅あさ間まと喜き美みに頷うなずきを見せ、

「──ミトツダイラ様！」

　メアリの投じた王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを携たずさえ、前に跳ちよう躍やくしたのだ。

　跳ぶ。

　輸ゆ送そう艦かんの前、虚こ空くうに身を投じたなり、正面で動きが見えた。

　遙はるか向こうにて、敵てき艦かんが生む流りゆう体たい光こうがコーナーの遺い跡せきに反射した。その手て前まえでは、十じゆう字じ路ろを渡った二ふた代よが、こちらに振り返るのが見える。そして彼女が左右の空に視線を配ったと同時。

「──行きますわ！」

　二代と同じように、艦かん首しゆの舳へ先さきから下へと連続で加か速そくし、ミトツダイラは前に出た。

　王の道をつけるため、蜻蛉とんぼの後を追って狼おおかみが行く。







[image: 第三十二章『辻通りの先導者』]
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　鈴すずは、武蔵むさし野の艦かん橋きようで幾いくつかの手て捌さばきと指し示じを行っていた。

　今、自分の担当する輸ゆ送そう艦かん群ぐんとその周辺では、多た重じゆうの動きが生じている。それを管理や把は握あくしながら、任せるところは任せていかないといけない。

　だから鈴は自分の傍かたわらに〝作業終了・引ひき継つぎ〟の表示枠サインフレームを置き、自分のところで終わった箇か所しよは〝終了〟を。自じ動どう人形に任せる場合は〝引継〟を押して、次から次に動きを制せい御ぎよしていく。

　その際、やはり頼りになるのは〝武蔵野〟だ。鈴は、左右の空から挟み来る敵の輸送艦に対し、こちらの輸送艦群をどう動かそうと迷ったのだが、

「鈴様、ここは現げん場ばの努力にも任せましょう。──以上」

「現場って……、で、でも、このままだと、先せん頭とうの輸送艦、左右から挟まれる、よ？」

　敵も上う手まくやっているというべきか。

　左右から突っ込んでくる二艦は、単なる障しよう害がいとしてではなく、先頭艦の破は壊かいを狙ねらってきた。そのタイミングについてだが、向こうには情報処しよ理りを行える自動人形がいない筈はずだ。だとすれば、これは全て航こう法ほう士し役の学生達の手によるもの。そう考えると、

「……凄すごい熟じゆく練れんだ、ね」

「鈴様」

〝武蔵野〟が、言葉を続けた。

「熟練者しやがいなくても、相当の成せい果かを出すために、機き械かいという補ほ助じよは生まれたのです。そして熟練者とは違い、疲ひ労ろうもなく、安定した成果を出し続ける。その機械としての私達がいる以上、鈴様は敵の熟練を脅きよう威いに感じる必要はありません。──以上」

「あ、いや、ええと」

　ちょっと違う。

　気分を害するかな、と思いながら、鈴は〝武蔵野〟に、こう言った。

「脅威？　じゃなく、て。あの、……す、凄いな、って」

　そこまで言って、ようやく言葉が出てきた。

「尊そん敬けい？」

　言った先、〝武蔵野〟が表情を変えたのが解わかった。彼女は眉まゆを小さく上げ、こちらに対して会え釈しやくの動きを取った。

「──失しつ敬けいしました。そうですね、鈴様。相手の実力に対しては脅威ではなく、敬けい意いをもって対するべきです。何な故ぜなら──」

　何故なら、

「私共どもが鈴様に捧ささげる力も、他からは、脅威ではなく敬意で迎えられたいと、そう判はん断だんするからです。──以上」

　では、と〝武蔵むさし野の〟が言った。

「鈴すず様。左右から来る熟じゆく練れん者しやのタイミングに対し、私共どももそのようなものを見せましょう。プランを提てい示じしますので、その中から気に入ったものを使用して下さい。──以上」





●






　ナイトは、飛ぶかどうかを迷った。

　自分達が今いる先せん頭とうの輸ゆ送そう艦かんは、このままだと左右から挟まれてグシャアコースだ。

　グシャアは避けたい。だから飛んでしまうと非常に心の負ふ担たんがないのだが、

「おい！　皆！　このままだと死ぬぞ！　アデーレ！　オメエ機き動どう殻かくで間に入ってつっかえ棒ぼうになるとかどうだ!?　おっと、棒のようだとか、そんな詮せん索さくすんなよアデーレ！」

「だ、だったら自分は機動殻で救たすかりますから、総そう長ちようは第一特とく務むと二人で全ぜん裸らでペシャンコで貧ひん乳にゆうになればいいじゃないですかあ──！」

「何で自分を巻き込むで御ご座ざるかあ──！　自分、メアリ殿どのと退たい避ひするで御座るよ！」

「テンゾー……、オメエ、だから友達いねえんだよ」

　心の負ふ担たんとは別で、この連れん中ちゆうを放ほう置ちしておくと、それはそれでマズい気もする。

　いや、全員グシャアだと心の呵か責しやくも生まれるかもしれないが、

　……確実に、大だい体たい生き延びるよねー……。

　死ぬ方が難しい、とも思う。輸送艦には一いつ般ぱんの戦せん士し団だんもいるが、自分達の乗るこの先頭艦はほぼ遠えん隔かく制せい御ぎよだ。それはこの艦が使い捨てになって良いという前ぜん提ていでもあるから、

「うーん」

「どうしたのマルゴット」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──どうしたら皆死ぬかな、って、考えちゃったけど、コレ、危険な発はつ想そうかな？」

「もしそんな流れがあったとしても、上の方、別べつ行動で砲ほう撃げきヒャッハーしてる誾ぎんとかいるから、中ちゆう途と半はん端ぱになるんじゃないかしら」

　そっかー、とナイトは頷うなずいた。

「飛ぶの無しかな。準備もないし」

「え？　どういう事こと一体」

　ああ、うん、とナイトが頷いた瞬しゆん間かんだった。輸送艦が十じゆう字じ路ろに差し掛かり、

「お」

　左右から、敵てき艦かんがいきなり来た。
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　当たりますよ!?　とアデーレは思った。

　視し界かいの左右、巨きよ大だいな敵の艦かん影えいが、衝しよう突とつコースで突っ込んできている。

　……しまったあ──！

　何しろ機き動どう殻かくに乗ってない。理由＝暑いから、という素そ朴ぼくな訳わけがあるが、冷れい房ぼう術じゆつ式しきは高価たかいので絶対無む理りだ。

　大体、自分がこっちに来て、意味があるんですかねー、とアデーレは今いま更さらながらに思う。

　元々、長なが岡おか・忠ただ興おきをかっさらうだけ、というのもだが、義よし康やすや義よし光あきとの付き合いという理由もあったのだ。だが、輸ゆ送そう艦かん上にいる状況が続くとなると、

「あまり自分が来る意味も、奔ほん獣じゆう持もってくる意味も無いですよね」

　ともあれ甲かん板ぱん上じように固定されている奔獣を見ると、その背はい面めんハッチを開けたペルソナ君がこちらに慌あわてた手招きをしている。

　……うん、有あり難がたいんですけど、もう遅いですよね……。

　と、そこまで思って、現状を思い出したアデーレは浅あさ間まに振り向く。

「あ、浅間さん！　グチャグチャですよ!?　ほら、ネタ行きませんか!?」

　逃とう避ひを叫んだ先、浅間はしかし、手に幾いく枚まいもの術式表示枠サインフレームを出していた。それは、この輸送艦の加か護ご系けいと直結したもので、

「皆！　──ちょっと身を低くして下さい！」

　浅間が言った瞬しゆん間かんだった。不ふ意いにアデーレは、その首くび後うしろに手を当てられ、

「駄だ目めよアデーレ？　あたふたしちゃ」

　喜き美みの手によって、すとんと正せい座ざをさせられる。その直後に、

・ベ　ル：『行く、よ……！』

　鈴すずの言葉と共に、輸送艦がある事を行った。

　いきなり水に飛び込み、制せい止しを掛けたのだ。
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　それは、輸送艦による水への突とつ入にゆうだった。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの手に肩を押されて甲板に座った正まさ純ずみの頭ず上じよう、アーチを描いた橋のような水の壁が、艦かん首しゆ側から送られてくる。

　仮か想そう海かいだ。

　先さき程ほども、艦を直ちよく上じように吊つるために用いられた、あの仮想海の展開方法だった。

　この水のアーチは、恐らく艦をぐるりと回って、艦首側を囲んだ形になっているだろう。

　仮想海としては分ぶ厚あつい。それゆえに、輸送艦はこの水に受け止められ、急きゆう激げきな制せい動どうを得る。

　そして正純は、この水の張り方を今いま更さらながらに思い出す。

　……英国だ。

　輸送艦が英国に落らつ下かした後、艦を倒とう壊かいさせないよう、立てておく必要があった。それがために、艦かん尾び側のみ集中で仮想海を作り、艦を垂すい直ちよくに吊り上げるようにしたのだ。

　今、その時よりも、分ぶ厚あつい海が正面に発生している。

・武蔵野：『仮か想そう海かい、浮ふ力りよく計算と操そう作さ、誤ご差さ二パーセントで消しよう化か中ちゆう。──以上』

・不退転：『派は手ででいいわね』

　それで納なつ得とく出来るんだ……！　と正まさ純ずみは驚いたが、ここではまだ驚くべきではないだろう。

　何しろ、この仮想海は、浮力の固まりだ。だとすれば、

・ベ　ル：『すぐに、前に発はつ射しやする、から……！』

　そうでなければならない。

　概がい要よう図ずの中、つんのめるようになった先せん頭とう艦かんの後ろには、後こう続ぞくが突っ込んできているのだ。

　表示枠サインフレーム上じように計上される速度は、仮想海による制せい動どうからの再さい加か速そく計算。その速度は、一気に時じ速そく二百四十まで先頭艦を跳ね飛ばす。

　だが、海が更さらに分厚くなったと、そう感じた直後。

　眼前で大だい衝しよう突とつが生じた。

　左右から来た敵てき艦かんが、タイミングを逸そらされ、正しよう面めん衝突をしたのだ。
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　当たらなかった。

　アデーレの視し界かいの正面。距離四〇〇メートルにて、南北から飛ひ来らいした敵艦ハンマーが自らを激げき突とつし合った。

「救たすかりましたよ──！」

　というアデーレの叫びは、金きん属ぞく音おんの破は裂れつによって吹っ飛ばされた。

　衝突時に発生した衝しよう撃げき波はと発はつ光こう現げん象しようが、こちらの艦と遺い跡せきを打だ撃げきする。遺跡の表面構こう造ぞう材ざいに載のっていた埃ほこりなどが吹き飛び、かつての時代の形が露あらわになるが、

・未熟者：『資料だ……！　資料だよ！』

・●　画：『別に秋あき葉は原ばら辺りの発はつ掘くつ現げん場ばに行けば見られるんじゃない？』

・未熟者：『違うよ！　秋葉原辺りは建物に偏かたよりがあるし、謎なぞの信しん仰こうが強過すぎて駄だ目めだ！　先日も西部の方で、象ぞうのようなノーズのついた移動木もく馬ばに乗った〝オノデン僧そう正じよう〟の像ぞうが発見されて、宗しゆう教きよう歌かの再さい現げんまで叶かなった〝柔やわら地図〟の大だい信仰に疑問が生じたくらいなんだ！』

・礼賛者：『古い地ち層そうからは無む茶ちやなものが出ますしね！　今は、生命礼らい賛さんの禁止が始まった時代の階かい層そうに到とう達たつしたとかで……！　全く、神かみ代よの時代の人類は何を考えているのか……！』

・貧従士：『つまりその頃ころから生命礼賛は邪じや教きようだったんですね』

・副会長：『というか正面見みろ──！』

　見た。

　すると、壁があった。

　鉄の壁だ。長い紙かみ箱ばこをぶつけたように、左右から押し潰つぶされた鉄の分厚さが正面にある。色として目立つのはひしゃげた圧あつ縮しゆく部ぶが熱を発して放つ鈍い赤せき光こうだ。

　だが、鉄てつ壁かべに突っ込んで行く自分達の周囲。仮か想そう海かいのリングが艦かん尾び側がわに走り、

「……お」

　不ふ意い打うちの勢いで、風が前から来た。

　否いな。それは風ではない。

　自分達たちの輸ゆ送そう艦かんが、仮想海のリングで前に加か速そくしたのだ。それはつまり正面の鉄壁に、

「自じ損そん──！」
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「自損は参まいりますわね」

　輸送艦の突とつ出しゆつと、敵てき艦かんの激げき突とつの間。そこにミトツダイラは身を飛ばしていた。

　正面に二艦の境さかい目めがあるが、今はどうにも出来ない。激突の圧あつ縮しゆくと熱によって装そう甲こう板ばんが癒ゆ着ちやくし、フレームが突き刺さり合っているからだ。

　激突の反動は、しかし正確に生じた。

　それは艦そのものが生んだ反はん動どうではなく、相手の艦が寄よ越こした反動だった。

　ミトツダイラの視し界かいの中、左右両りよう艦かんの全ぜん装甲板が、ずるりと艦かん首しゆ側に剝むけていったのだ。

　艦尾側の装甲が自じ重じゆうによってフレームから剝はがれ、衝しよう突とつ方向へと脱げていく。

　装甲板がフレームを外はずれて滑すべるたびに、溶よう接せつや接せつ続ぞく器きの千ち切ぎれる金きん属ぞく音おんが連続する。

　破は壊かいは外部だけに留とどまらない。内部構こう造ぞう体たいである床や壁などは、重みとなってフレームを歪ゆがめるものもあれば、留まるべき位置を失って艦首側に雪崩なだれとなるものもあった。

　そして艦首側に装甲板や内部構造体が押し寄せ、皺しわを生むような形になった時。それが起きた。

　お互いが受けた衝突力りよくの爆ばく発はつだ。

　装甲板や累るい積せき物ぶつの溜たまりの中。芯しんとなるフレームに、お互いの艦からの力が通った。

　次の刹せつ那なに起きたのは、艦を構こう築ちくする金属フレームの破は裂れつだった。快かい音おんと言うよりも羽ばたくような裂れつ音おんをもって、金属の骨が内側を通る力を耐えられずに飛ひ散さんする。

　続くのは、累積の打だ撃げきだ。

　装甲板と内部構造体が、艦首側に圧縮され、一つの固まりのようになった。それは、両の艦首へと、フレームを通ろうとして、しかし抜け切れなかった力が蓄ちく積せきしたということだ。

　一いつ瞬しゆん。衝突した二艦の全てが、止まったようになる。

　だが、停止と静せい寂じやくは長く続かなかった。

　このタイミングで、急速に両艦首へと内ない包ほうされていく力に対し、二つの起き爆ばくといえるアクションが叩たたき込まれたからだ。

　双そうの力は、声を伴っていた。しかも発されるのは同時の勢いで、

「──結べ！　蜻蛉とんぼスペア！」

「割りなさい、銀ぎん鎖さ……！」

　手て前まえからは、銀鎖によって叩たたき込まれた王賜剣一型ＥＸ．コールブランドが右の艦かんを割り。

　向こうからは、蜻蛉スペアによる一いち撃げきが左の艦を割った。
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　二ふた代よの目は、前に走りながらそれを見ていた。

　疾しつ走そう中の振り返り動どう作さ。加か速そく術じゆつ式しきを破は壊かいしないスピンステップで確かく認にんした背後には、敵てき艦かんの衝しよう突とつが存在していた。

　狙ねらった一撃は、こちらから見て右の艦。蜻蛉スペアを右に携たずさえている以上、それが最速かつ最適な判はん断だんだという自信がある。

　だが、割るのは右艦だけだ。両りよう艦かんを割る事はしない。

　何な故ぜなら、うちの連れん中ちゆうならば、誰だれかが手を打ちに出ているからだ。

　左艦を割る。そのくらいは当然とする者達が、己おのれの仲間だ。誰一人ひとりとして、〝誰かがやるんじゃね？〟的にタイミングを失しても、やらないという事はない。

　今も同じだ。

　自分から見て左の艦に、アプローチが生じていた。

　王賜剣エクスカリバーだ。銀鎖二本に巻かれた刃やいばが、まずは夜空に突き立った。一いつ直線というその形から、英国王おうの剣は、鎌かまのような弧こを描いて振り下ろされる。

　一いつ瞬しゆんだった。こちらから見て艦かん首しゆの下側、喉のど元もととも言える位置に王賜剣が叩き込まれる。

　そして銀鎖が動いた。

　……おお。

　二代が内ない心しんで声を生んだのは、それが単なる叩き斬きりだったからではない。

　王賜剣一型の柄つかをホールドした銀鎖が、敵艦の外がい周しゆうをぐるりと引き切ったからだ。

　まるで、喉のどを搔かき切るように、しかしそれは正確な外がい縁えん割わりだった。

　人でも、獣けものでも出来ない技。銀鎖と刃という組み合わせだからこそ可能な一発を間ま近ぢかで見る事が出来て、二代は己の幸運を覚える。

　そして、火ひ花ばなを散らした円えん弧こが艦外周を突っ走ると同時に、自分の割かつ打だが激げき突とつした。

　二艦が割れる。与えた切断部が、内包する力によって裂さけ、自らを断ったのだ。

　断だん裂れつの激音が夜の街に吠ほえる。だが二代は背を向けた。

　スピンステップが終了。歩ほ数すうにして七十歩分ぶんくらいの加速を稼かせいだのだ。だから己は、次の敵に向かわねばならない。

　振り向かない。背後で何が起きるかは解わかっている。

　結果として生じるのは、艦首部の両りよう断だん。そして艦首部内ないで炸さく裂れつした衝しよう突とつ力りよくが、断裂された後部に通じず、その場で弾はじける事で、

「切って落ちた両艦かん首しゆ部ぶの四し散さんに御ご座ざる」

　後ろで、破は壊かいの音が鳴った。

　予想通りの事が起き、破は砕さいの破は片へんを伴いながらも、道が空あいたのだ。
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　鈴すずは、息を詰めた。

　自分がやったのは、輸ゆ送そう艦かんの速度を落としただけ。

　後の処しよ理りは、皆がその場で思いついたアドリブの重ね合わせだ。それによって今、道を塞ふさいだ敵てき艦かんの中央。艦首部が破は裂れつした。

　正直、何がどう行われたのかはよく解わからない。

　……二ふた代よさんが振り向いて、ミトツダイラさんが前に出たら壊こわれた？

　何だかもう、それでいいような気もする二人だから怖こわい。

　しかし、両者の攻こう撃げきによって空いた隙すき間まは約四十七メートル。極きよく東とうの輸送艦にして、ぎりぎりの隙間だ。

　だが、急ぎ、鈴はその隙間に先せん頭とう艦かんを向けた。

　既すでに加か速そくは始まっているし、後こう続ぞく艦も来ているのだ。それに、

「うわ……」

　鈴は、一いつ瞬しゆん身みを反そらし、〝音おと鳴なりさん〟を上から手で封じた。自分が高こう解かい像ぞう度どで取しゆ得とくする知ち覚かく情報が、一気に膨ふくれあがったからだ。

　破片だ。

　爆ばく散さんした両りよう艦首部の破片が、その無む茶ちや苦く茶ちやな量をこちらに情報として叩たたきつけてくる。

　概がい要ようを把は握あくする事に長たけているのが人類の強みだが、今回のものは豪ごう雨うの中で空に顔を向けるような行為に等しい。

　無む論ろん、心構えが出来れば大だい丈じよう夫ぶ。水に潜もぐる前に、一ひと息いきがあれば気が楽になるように、

・金マル：『おーい、ベルりん。ちょっと前、掃そう除じするから耳塞ふさいで──』

　え？　と鈴はいきなりのナイトの言葉に疑問を思った。しかし、鈴はすぐに一つの事実を思い出す。

　うちの皆は、必ず何かをしでかすのだ。そして、前置きがあったならば、その意味が解らずとも従った方が良い。

　……い、意味を正してると、その間に酷ひどい事になるよね……！

　ゆえに鈴は、急いで音鳴りさんの聴ちよう覚かく系けいの知覚力りよくを下げた。

　直後。不ふ意いの爆ばく発はつ音おんが生じ、低下させた聴覚素そ子しを響ひびきが貫つらぬいた。

　こちらの輸送艦の艦首付ふ近きんで、進しん行こう方向に向けた砲ほう撃げきが生じたのだ。

　魔女テクノヘクセンの一いち撃げきだった。
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　ミトツダイラは、瞬しゆん発ぱつ加か速そくで前に出た。

　砕くだけた二に艦かんの艦かん首しゆ。その破は片へん群ぐんの下をくぐって肩かた越ごしに振り仰あおぐ背後。確かく認にん出来るのは甲かん板ぱん先せん端たんから放たれた魔女テクノヘクセン二人の砲ほう撃げきだ。

　放ったのは二に撃げきの連続。先に撃うたれたのは、ナイトによる拡かく散さん砲撃だった。

　舳へ先さきに機殻箒シヤーレベーゼンの先端を当て、反はん動どうを全て輸ゆ送そう艦かん任せにした一いち撃げきは、

「ブラシがイっちゃうかなあ……！」

〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟の後部ノズルがほぼ全ぜん開かいになった状態で放たれた一発は、飛ひ来らいする破片群に棒ぼう金がね五本を至し近きんで炸さく裂れつさせた。

　鐘かねが鳴るような音が爆ばく散さんし、敵てき艦かんの破片が中心部から外へと押し切られる。

　道を空あける一発だ。

　しかしまだ、残っている残ざん骸がいがあるが、

「……駄だ目めよマルゴット、あまり残しものしたら」

　白魔女ヴアイスヘクセンが、こちらは機殻箒の後部を舳先に押しつけた反はん動どう吸収方ほう法ほうで、追つい尾び弾だんを連れん射しやした。

　宙ちゆうに浮き、黒魔女シユヴアルツヘクセンの一発で押された大型の残骸。それらが、尻しりから蹴け飛とばされるように白魔女の砲撃を受けた。

　魔女の機殻箒は、戦せん艦かんをも相手に出来る代しろ物ものだ。それを用いた掃そう空くうともいえる行為は、

・ベ　ル：『有あり、難がと……！』

　鈴すずの言葉が全てだ。宙ちゆうにあった障しよう害がい物ぶつが一いつ掃そうされた。

　これ以上の破片は輸送艦の装そう甲こうでどうにかなる。

　ミトツダイラは、魔女二人が舳先の縁へりに足を掛けてハイタッチするのを確認。

　そして輸送艦が前に出るのに合わせ、

「二人とも！」

　ミトツダイラは魔女に声を放った。

「正面、まだ障害がありますわよ!?」

　十じゆう字じ路ろを抜けた先の右コーナー。その奥から、敵の輸送艦が突き抜けてきたのだ。それも、

　……砲撃！

　甲板上じように設置した長ちよう砲ほうの方向から、夜よ目めにも白い飛沫しぶきが上がった。

　こちらに向けて、真まっ正しよう面めんからの一発が叩たたき込まれたのだ。
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　義よし康やすは、敵の判はん断だんに舌した打うちした。

　……巧こう妙みようだな！

　初め、相手は、左右から航こう空くう艦かんを使ったハンマーで挟み潰つぶそうとしてきた。

　それを食らっても、抜けても、タイミングを合わせた正面からの砲ほう撃げきだ。対するこちらは、左右の敵てき艦かんが壁になって、通過軌き道どうを制せい限げんされている。

　無む論ろん、防ぼう護ご障しよう壁へきで砲撃はガードは出来る。だが、それを繰り返している間に、

「正面から激げき突とつするぞ！」

　爆ばく圧あつを利用した上じよう昇しようは出来ない。寧むしろ、正面からの攻こう撃げきを防護する事で、速度は落とされる。それは後ろから来る他の輸ゆ送そう艦かんに、この先せん頭とう艦かんが障しよう害がいになるという事だ。

　……どうする!?

〝義ぎ〟を出すべきか、と義よし康やすは思った。

〝義〟ならば、敵の砲撃を切り落とす事が出来るし、敵輸送艦自じ体たいを破は壊かいも出来よう。

　しかし、義康はある声を聞いた。

『ペタ子、まだまだオメエの出で番ばんじゃねえよ』

「しかし……！」

　正面で敵てき弾だんが破は裂れつした。先頭艦の防護障壁が砕くだけ、流りゆう体たい光こうの塵ちりが風となって自分達の周しゆう囲いを舞っていく。が、その向こうで、馬ば鹿かが笑ってこう言った。

『──まだ、俺おれ達たちの長なが太ぶと誘ゆう拐かい作さく戦せんやってんだから、オメエは観客として芋ポテトでも食って笑ってりゃいいの』

　なあ、と馬鹿は言った。

『コレを越えたら海だぜ、皆。まあ、江え戸ど湾わんって感じだけどな！』





●






　海か、と義康は思った。そして、再びの被ひ弾だんで防護障壁が砕くだける音を聞きながら、

　……全く。

　今の状況に対する焦あせりはある。だが、それ以上に、

　……参まいったものだ。

　馬鹿の台詞せりふに、義康はこう思ってしまったのだ。まあ、確かにそうだな、と。

「真しん剣けん味みが足りん」

　だが、真剣だったら物事が出来るかと言えば、そうでもない。真剣かどうかと言うのは、物事を為なすための必ひつ須すではないという事など、この頃ころの流れでよく解わかっている。

　実力が出せるなら、態度や方法などどうでもよいのだ。

　自分の場合はどうなのか。

　解っているようで、解っていない。

　だが、真剣にやってきて、届かなかったり、敗れたりもしたのだ。ならば、

「おい、武蔵むさし総そう長ちよう」

『あ!?　何だよペタ子！　寂しくなったか？　ん？』

「やかましい。だが、とりえあえず、だ」

　義よし康やすは言った。正面からの砲ほう撃げき音おんと、風に散る障しよう壁へきの破は砕さい音を聞きながら、

「──海を見せてくれ。里さと見みに通じる海を、だ」
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　里見生徒会長からの指し示じを、正まさ純ずみ経けい由ゆで二ふた代よは受け取った。

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

　海を見せてくれと、里見生徒会長はそう言った。

　実のところ、自分もそれは見てみたい。江え戸どの湾わんが、三み河かわの湾とどう違うのか、そしてどう等しいのかを見てみたいと思うのだ。

　夜だろうが構わない。昔から夜の訓くん練れんで、視線の先や、己おのれの後ろに海を置いていた。

　だが、そうしてみると、障害物が前から来る今の状況は、

「邪じや魔まで御ご座ざるな……」

　正面から突っ込んでくる武ぶ装そう輸ゆ送そう艦かんが、まず邪魔だ。

　視し界かいの邪魔だし、動きの邪魔だし、気分の邪魔だ。特に最後が大だい事じ。

　……戦せん闘とうとはテンションで御座るからな！

　いいテンションがいい戦せん果かを生むもので御座る。これは正純やミトツダイラ様を見ていても道どう理り。正純はテンションが上がると戦せん争そうを生じさせるし、ミトツダイラ様がルンルン狼おおかみモードになると大たい概がい相手は酷ひどい事になるので御座る。

　……しかし、そうして考えると、誾ぎん殿どのの冷静さはどうした事で御座ろうか。

　面めん妖ような。

　二代は、頭ず上じようを砲ほう弾だんが突き抜けていく直線道どう路ろを突っ走りながら、正純に言葉を飛ばした。

・蜻蛉切：『正純！　誾殿達たちの状況を聞く事が出来るで御座るか!?　ちと、戦せん意いの高こう揚ようを確かめたいので御座る！』
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　正純は、浅あさ間まに視線を向けた。

　見れば彼女は、馬ば鹿かに対し、表示枠サインフレームでミトツダイラの戦せん闘とう状況をフォローする方法を教えていた。だが、浅間は、そちらの処しよ理りをしながら、

「あ、正純？　誾さんの方はチェック可能にしてますんで。どうぞ」

　何だか凄すごい手しゆ腕わんだなあ、と思いながら、正純はツキノワに表示枠を開かせる。

　検けん分ぶんする自分の横。防ぼう護ご障壁の破は片へんが宙ちゆうを通過した。もはや慣れた光こう景けいだ。驚きもしない。そして表示枠に、立たち花ばな夫ふ妻さいの状況が表ひよう示じされた。

　……戦せん意いの高こう揚ようか。

　立たち花ばな夫ふ妻さいはかなりの武ぶ闘とう派はだ。嫁よめの方は、冷静さを前に出してもいる。彼らの戦せん闘とう状況をフォローするのは、確かに戦闘の張り詰めた空気を得る事になるだろう。

　二ふた代よもいろいろ考えているのだろうなあ、と、正まさ純ずみは立花夫妻の遣やり取とりを見た。
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・立花夫：『あ、ほら、誾ぎんさん、あっちにまた、沈めやすそうな艦かんがいますよ？　ああ、いい位置ですね、段だん々だん私も解わかってきました。誾さんの砲ほう撃げきも鮮あざやかさが増してきて、──今日きようは何ていい夜なんでしょうか』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様、あまりそう浮かれないで下さい。ところで宗茂様、こちら、密ひそかに用意していた新開発の徹てつ甲こう弾だんなのですが、やはり宗茂様は見てみたいですか？　それとも、戦闘中ちゆうの休きゆう憩けい用に持って来ていた御お弁べん当とうを、ここで開けましょうか？』

・立花夫：『おやおや、誾さん、武ぶ装そうを収しゆう納のうするための空間に重じゆう箱ばこですか。これはまた新しく、嬉うれしいものですね』

・立花嫁：『どちらに致しましょう？　徹甲弾？　それとも御弁当ですか？』

・立花夫：『はは、撃うちながら一いつ服ぷくというのはどうでしょうか、誾さん』

・立花嫁：『宗茂様は無む邪じや気き過ぎます……。仕方ありませんね、徹甲弾の方、無む反はん動どう処理を強めに入れて、御お茶ちやを飲みながらにしましょうか。──あちらの船ですね？』

・立花夫：『ええ、そうです！　──ああ、火が咲いた。美しいですね、誾さん』

・立花嫁：『武ぶ家けの女に美しいなどと言っても何も出ませんよ？　ともあれ、宗茂様の興きように合ったようで何よりです。他にも新開発の砲ほう弾だんを持ってきてますので、試してみますか？』
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・●　画：『……何をあの夫妻は戦せん場じようでコマンドメンタルのままイチャついてんの』

・金マル：『というかコレ、被ひ弾だんしてる輸ゆ送そう艦かん上でやってんだよね？』

・貧従士：『典てん型けい的なバトルハッピー夫妻ですよねコレ……』

・ウキー：『ん？　どうした成なる実み？』

・不退転：『……何か、妙みように悔くやしいわね……』

・金マル：『ナルミン、向こうが砲撃ならこっちは剣で行っとく？』

・副会長：『というかコレ高揚じゃなくて引くだろ……！』
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　二代は、通つう神しんから届いてくる夫ふう婦ふの仲なか睦むつまじい砲撃を聞きながら、こう思った。

　……流石さすがは誾ぎん殿どの、切れ味が違うで御ご座ざるな！

　宗むね茂しげ殿どのと夫ふう婦ふの語らいをしながら砲ほう撃げきとは。つまり彼女にとって、砲撃だの何だのはもはやわざわざテンションを上げるまでもなく、日常行こう為いとして行えると言う事か。

　立たち花ばな家け恐るべし。

　ならばこちらも、と二ふた代よは思い、ふとある事実に気付いた。

　……何だかんだと、誾殿は、毎まい度ど見事に拙せつ者しやのテンション上げてくれるで御ご座ざるな……！

　口の端はしに笑えみが浮かぶのを自覚して、二代は深く頷うなずいた。そして前を見て、

「──おや、敵の輸ゆ送そう艦かんが」

　直ちよく撃げきした。







[image: 第三十三章『アーチ上下の跳ね午娘』]
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　アデーレは、二ふた代よが輸ゆ送そう艦かんの打だ撃げきを食らったのを見た。

「人じん身しんですよ……！」

　どう考えても直ちよく撃げきだ。こちらに砲ほう撃げきを与えるため、超ちよう低空で飛んで来た輸送艦なのだ。走っている彼女の姿すがたは下を潜くぐる事なく、吹っ飛んだ。

　当たった。

　そして宙ちゆうに飛んだ二代の姿し勢せいは、仰のけ反ぞるようなもの。こちらに向けて、後こう頭とう部ぶを倒し、天てん上じようへと臍へそを上げ、大きく反って、

「……え？」

　何かおかしい、とアデーレは、腰を上げた。その直後だ。

「こうよ、アデーレ」

　喜き美みが、こちらの腰を軽く叩たたいた。そう思った。

　瞬しゆん間かん。アデーレは、足あし先さきから後こう方ほうに一いつ回転した。

　……わ!?

　気付けば、立っている。

　世界は正常に、足を下にしていて。ただ夏服の裾すそが重じゆう力りよくに引かれて今、落ちてくる。そして何よりも鼓こ動どうが激しく高鳴っていて、

　……今のって……。

「フフ、二代は、今の感じのをやったの。当たる瞬間に膝ひざをかち上げて、輸送艦のバウを軽く蹴けったのね。そして後は、自ら回った訳わけ。だから後は後方に四五〇度回転して──」

　喜美が示すのは敵てき輸送艦だ。その舳へ先さきへと至る一本道みちは、バウから上に延びている。

「──副ふく長ちよう、バウから駆かけ上って輸送艦上を走る気ですか！」

　その通りの事が、視し界かいの中央で発生した。

　長い結ゆい髪がみを四五〇度回した二代が、迫る輸送艦のバウに着ちやく地ちし、

「────」

　いきなり、真ま上うえとなる舳先側へと突っ走ったのだ。
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　輸送艦の甲かん板ぱんへと跳び出す時、二代は身み構がまえた。

　だが、身構えても迎げい撃げきには無む意味だし、速度を失ってもいけないので、二代は身構えるのをやめた。状況に応じて動く事が大切で御ご座ざる。

　なので飛び込みスタイルは自由形。とりあえず射しや撃げきなどされる可能性が高いので、身を半はん身みに、肩とスカートの装そう甲こうを頼りとし、蜻蛉とんぼスペアを盾たてに構えるようにしておく。

　そして敵輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上に舞った二ふた代よは、ある事実に気付いた。

「……敵がいないで御ご座ざるよ？」

　無む人じんだろうか。砲ほう撃げきは続いているし、砲ほう門もんは確かにこちらの輸送艦に照しよう準じゆんを合わせるため、微び動どうを重ねている。

　だが、操そう艦かんは遠えん隔かく操そう縦じゆうも出来るだろうし、甲板上に人ひと影かげがないとなれば、

「……やはりこれは、激げき突とつ狙ねらいで御座るか!?」





●






・蜻蛉切：『急ぎ対たい処しよを考えるがいいで御座るぞ！　この艦、正面しょうしょつ狙いで御座るかなら！」

　浅あさ間まは、二代が嚙かむ時は嚙みまくるのを聞いた。

　そして浅間は、輸送艦上の皆と顔を見合わせた。

「対処、と言われましても……」

　衝しよう突とつ寸すん前ぜんの敵てき艦かんが目の前に迫っているのを見て、皆が息を詰める。

　ただその切せつ迫ぱくの中で、浅間は聞いた。成なる実みが、首を傾かしげてウルキアガの袖そでを引き、

「私達は別に構わないわね」

　凄すご過すますね！　と浅間が内ない心しんで感心した瞬しゆん間かん。衝突とは別の動きが来た。

　自分達の乗る輸送艦が吹っ飛んだのだ。それも自ら、だ。
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　鈴すずは、艦の挙きよ動どうに集中していた。

　チャフのように知ち覚かくを妨さまたげていた敵艦の破は片へんはもはや無い。遠えん距離ゆえ、やや知覚にざらつきはあるが、操艦には充分クリアな模も造ぞうを手に、鈴は輸送艦を動かす。

　目的は一つ。

「飛び越える、よ……！」

　無む論ろん、輸送艦の浮ふ上じよう能力自じ体たいは低い。全体に分ぶ厚あつく仮か想そう海かいを纏まとわせても、浮くのには時間が掛かる。だからやるのだったら、速度を利用して、

　……転、んで……！

　方法は三つだ。

　まず、敵の砲撃を斜め上に向けた防ぼう護ご障しよう壁へきで受け、艦かん首しゆ側を下に打つ。

　そして続いて、艦首下方から、艦かん尾び上方に渡る斜め掛けの仮想海を作る。

　ここで輸送艦のリアが浮く。

　後は、ちょっと乱らん暴ぼうだ。先せん頭とう艦かんに続く後こう続ぞく艦を前に出し、

「鈴様。──ヒット制せい御ぎよしますので、思い切りどうぞ。──以上」

「う、うん……！」

　鈴すずは、後こう続ぞく艦かんの艦かん首しゆで、先せん頭とう艦の上がったリアを小こ突づいた。
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　起きたのは追つい突とつだった。

　先頭艦の上がった艦かん尾び。もはや艦かん底ていとなっている位置に、後続艦が当たる。

　轟ごう音おんと言うよりも、ただただ重い響ひびきが走り、二つの事が生じた。

　先頭艦が尻しりを上げて前上方にスキッドする一方。後続艦が反はん動どうでつんのめったのだ。

　そこからが、連続だった。

　追突して前のめりになった二番艦のリアに、三番艦が当たってつんのめる。そして三番艦の上がった尻に四番艦が突っ込み、五番艦、六番艦も同様の所しよ作さを作った。

　そして次のタイミングで、一番艦から五番艦までが、前に身を投げ出すように跳んだ、

　舞う。

　正面から来ていた衝しよう突とつ狙ねらいの敵てき輸ゆ送そう艦かんの頭ず上じよう。その空間を使って武蔵むさしの輸送艦がすれ違う。それも、一番艦から五番艦まで、全て一いつ回転を入れて、だ。

　しかし、一番最後の六番艦は、後ろからのヒットが無いので跳ちよう躍やく出来ない。

　代わりに、六番艦には時間があった。前方の艦かん群ぐんとは違い、浮ふ上じようするだけの時間が与えられていたのだ。

　上がる。

　そのようにして出来上がるのは、六艦が敵艦を下に通す構こう図ずだ。

　だが、敵艦は急ぎの動きを見せた。

　正面にいた先頭艦が跳ね上がった瞬しゆん間かんから、上面に載のっている砲ほう門もんを上に向けたのだ。

　狙いを定めぬ動きではあったが、六艦が真上を通過するとなれば違う。先頭艦を追った動きで、敵艦の全ぜん砲門が艦首側から順に空に起き上がる。

　砲ほう撃げきが生じた。





●






　先頭艦の甲かん板ぱん上。宙ちゆうを回って行く巨きよ大だいな平面構こう造ぞうの上で、皆は見た。

　まるで自分達狙いのように向いた砲門が、火を噴ふくのを、だ。

　連れん装そう砲ほうから、口移しにも似た距離で砲撃がぶち込まれ、

「おい！　アデーレ！　出で番ばんだ!!　盾たてになれるぞ！」

「直ちよく撃げきしたら装そう甲こうかなり剝はげますよ！　甲板に埋まったらどうするんですか!?」

　その程度で済むんだ……、と皆が呟つぶやく視線の先、過か熱ねつした砲弾が二発来た。

「う、わ……！」

　誰だれもが声を上げ、動きを取ろうとした瞬しゆん間かんだ。

　二発の砲ほう弾だんが、一いつ瞬しゆん確かにズレた。

　中央部から水平に割れた二発は、四つの固まりとなり、

「結べ！　──蜻蛉とんぼスペア！」

　割かつ打だの力によって崩ほう壊かいした。
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　二ふた代よは、敵てき艦かんの甲かん板ぱん上じようで、頭ず上じようを回り行く輸ゆ送そう艦かんを振り仰あおいだ。

　既すでに甲板は、回転運動によって陰の面になっている。

　皆は無ぶ事じだ。こちらから見ても被ひ害がいの状況は感じられない。

　……今の割打、届いたもので御ご座ざるな。

　とはいえ、と二代は思った。今のはサービスに御座る、と。

「砲弾の迎げい撃げきならば、拙せつ者しやでなくても出来る者がいた筈はず……！」

　敵艦上にいる自分が為なすべきは、

「砲ほう台だいの破は壊かいに御座る……！」

　言って、二代は加か速そくした。頭上を行く仲間の艦かん群ぐんを追うように、敵艦の上を突っ走り、

「〝翔しよう翼よく〟……！」

　更さらなる加速を、二代は己おのれに託たくし、前に出た。
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　二代は、まず、抜き打ちの割打で敵の砲ほう門もんを一つ破は壊かいした。

　敵艦の甲板上にある砲門は、主しゆ砲ほうクラスが三つに副ふく砲ほうが幾いくつかだ。危険なのは主砲。副砲は防ぼう護ご障しよう壁へきで楽に防げる筈なので気にしない。

　一方、仲間の方では、防護障壁が障しよう害がいとなって有効打を放てないだろう。

　だからこその自分の乗り込みだ。

　急ぐで御座る、と二代は思った。

　二代の走りは、敵艦中央に据すえ付けられた二つ目の砲門に届く。輸送艦上に、臨時で取り付けたような砲だ。基き部ぶからパッケージとして作られ、固定されているのは十五センチ砲。砲ほう身しん長ちようは三十八口こう径けいくらいだろうか。

　それは今、輸送艦へとすれ違い様の砲撃を行おうとしている。

　捨て置く訳わけにはいかない。もしここで、敵が砲撃をしない場合であっても、

「戦せん場じようの存そん続ぞくで、どうなるか解わからぬで御座るな……！」

　走り、砲門の横に跳び込みすれ違いながら、二代は蜻蛉とんぼスペアを発はつ動どうさせた。

「結べ……！」

　割かつ打だの一いち撃げきを叩たたき込む。その瞬しゆん間かんだった。

　……む？

　正面。艦かん尾び側がわから、風のようなものが来るのを二ふた代よは感じた。

　これは何か、二代は知っている。

　……砲ほう弾だんの飛ひ来らい！

　誾ぎんによくぶち込まれたものと、同どう質しつの威い圧あつだ。

　そして二代は見た。艦尾側の主しゆ砲ほうが、上ではなく、こちらを向いているのを、だ。

　砲弾が、予よ感かんの通りに飛んで来た。
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　回転する甲かん板ぱん上じよう、敵てき艦かんを超え、回り行く艦かん上じようから、成なる実みはそれを見た。

　武蔵むさし副ふく長ちようの判はん断だんだ。

　艦尾側からの砲ほう撃げきを叩き込まれた彼女は、ある動きを見せた。

　……回かい避ひ？　それとも跳ちよう躍やくで飛び越える？

　否いな、真田さなだの天てん竜りゆうと戦った時の記録では、彼女は立たち花ばな・誾ぎんの砲弾を踏み台にして跳んでもいるのだ。

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　だが、そのような技を、武蔵副長はする。

　ゆえに成実は、頭の中での戦せん闘とうの組み立てにおいて、武蔵副長の無茶を道どう理りとして組み込んだ。

　そして次の瞬間。成実は、自分の考えが足りていなかった事に気付いた。

　武蔵副長は、回避も何もせず、

「結べ、蜻蛉とんぼスペア！」

　彼女は元々の狙ねらいの通り、こちらに向いた中央砲ほう台だいを破は壊かいしたのだ。
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　見事ね、と成実は、中央砲台の破は裂れつを見ながらそう思った。

　成実にして、武蔵副長がもしも敵となるならば、厄やつ介かいなまでの判はん断だんを感じたのだ。

　……避けると思っていたわ。

　避ければ、自分は無ぶ事じとなる。

　だが、それでは、こちらが危険だ。防ぼう護ご障しよう壁へきはあれど、至し近きん過ぎる。

　しかし成実は、武蔵副長はそういう人だと、そんな風ふうに考えていたのだ。

　戦せん場じようを我が物とする英えい雄ゆうは、古こ来らいより存在する。

　縦じゆう横おう無む尽じんというように、戦場を自在に駆かけ抜け、通り道の全てを戦せん果かとしながら、己おのれは傷を得ない。強力な突とつ出しゆつ戦せん力りよくとしての英えい雄ゆうだ。

　無む論ろん、その戦い方は、後こう方ほうを顧かえりみない。後こう続ぞくは、自分達たちの身を自分達で守る事を是ぜとし、英雄の戦い方の戦せん果かを尊とうとぶ。

　武蔵むさし副ふく長ちようは、その傾向がある。

　常に、作さく戦せん無視の飛び出しやアドリブを行うし、一いつ騎き打うちを好むようにも見える。

　だが、それだけではなかった。

　彼女は、自分よりも、こちらを守る事を優ゆう先せんとした。

　そんな武蔵副長の判はん断だんは、己おのれの危険を顧かえりみないように見られるかもしれない。

　しかし、トータルで見れば、彼女が正解だ。今、全ての目的は、この通りを通つう過かするためにあるのだから。

　武蔵副長の身が守られていても、全体が通過出来なければ、勝負は負けだ。

「そうね」

　武蔵副長は、忘れていないだけなのかもしれない。

　……里さと見み生徒会長が言ったものね。〝海を見せてくれ〟と。

　そして、成なる実みは目を伏せた。

　輸ゆ送そう艦かんの回転が落ち着き、艦かん底てい部ぶから道路へ降りていこうとする。

　武蔵副長のいる敵てき艦かんは、もはや背後だ。

　彼女には、敵艦艦かん尾び側からの砲ほう弾だん二発が向かった筈はずだが、

「厄やつ介かいね」

　武蔵副長の厄介は、戦せん場じようの目的を把は握あくしているだけではない。あれだけの突出能力を有し、個人で立ち回る癖くせに、

「──仲間の存在をも、把握しているのね」

　言葉と同時に、背後で爆ばく発はつが響ひびいた。

　武蔵副長に飛んだ二発の砲弾が、爆発したのだ。

　その破は砕さいは、しかし直ちよく撃げきではない。

「破は壊かいよ」

　砲弾を穿うがち、壊こわすもの。それは、

「水み戸と領りよう主しゆの、──王賜剣一型Ｅｘ．コールブランド」
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　二ふた代よは、中央砲ほう台だいを破壊しながら、身を回していた。

　流す髪かみや、振り回す腕の下を、爆発の煙と焼けた鉄てつ片ぺんが散っていく。

　こちら狙ねらいの砲弾が破壊されたのだ。その遣やり手ては、

「ミトツダイラ様……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　と応こたえた声は、だが、一つではなかった。

　先に走っていった銀ぎん鎖さと王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドを追うように、まず、艦かん尾び側がわの空中からミトツダイラが着ちやく地ちしてくる。

　彼女は身を回して加か速そくを溜ためる自分の眼がん前ぜんで、軽く振り向き、

「先に行きますわよ？」

　その声が、こちらにだけ向いていない。狼おおかみの促うながしは、自分と、

「ナイト殿どのに、ナルゼ殿に御ご座ざるか」

「──Ｊｕｄ．！　いやあ、速いんだか遅れてるんだか」

　という黒魔女シユヴアルツヘクセンが、こちらと並んだ。

　そして白魔女ヴアイスヘクセンが、こっちを挟むように黒魔女の逆に並び、

「何で先行して敵てき艦かんに向かったのが、すれ違いのせいで後ろに回されて行ってるのかしらね」

　確かに、と思い、二ふた代よはスピンから前に出た。

　行く。

　甲かん板ぱんを蹴けっていく先。正面に見えていた後部砲ほう台だいがいきなり変形した。銀ぎん狼ろうが、その鎖くさりをもって、砲ほう塔とうを左右に広げて曲げたのだ。

　この輸ゆ送そう艦かんに、もはや敵としての戦せん闘とう能力はない。あるとしたら、

　……上じよう昇しようからターンして、体当たりをするくらいで御座ろうか。

　ならば後は、脱だつ出しゆつだ。

　頭ず上じようでは、四艦目が回転してすれ違っている。今から艦かん尾び側に走れば、六艦目の着地に充分間に合うだろう。

　背後から加速してきた魔女テクノヘクセンが、声を掛けてきた。

「ニダやん、乗ってく!?」

「そちらは先に周辺警けい備びを！」

「Ｊｕｄ．！」

　魔女が離り脱だつした。そして正面では、降こう下かしてきた六艦目に、ミトツダイラが銀鎖を放つ。

　銀の手て指ゆびが輸送艦の後部をホールド。鎖が張り詰めていく中、狼が振り向き、

「跳べますわね!?」

　その言葉に、二代は眉まゆを上げた。

　……甘えは無いで御座るな……！

　しかし、自分は副ふく長ちようだ。水み戸と領りよう主しゆとは言え、第五特とく務むの手を借りなくてもいい場で借りるつもりは無い。

　つまり、跳べるのだ。だから二代は応じた。眉を立てた笑えみで、

「当然で御座る！」

　喜き美みとの訓くん練れんで身に付けた技だ。

　己おのれの軸じくを正し、一いつ直線に重じゆう心しんを整えて、力を一点に通して跳ちよう躍やくする。

　一発で、数十メートルの跳躍力りよくを放つ、自分なりの八はつ艘そう跳とびだ。

　正面では銀ぎん狼ろうが鎖くさりに引かれて飛んだ。追う自分は、歩ほ幅はばを合わせ、

　……右、左、右、左……！

「む？」

　右で跳ぼうとしたら、甲かん板ぱんの流れが速かった。
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　ミトツダイラは、二ふた代よが転ぶようにして敵てき艦かんから落ちたのを見た。

　……何してますの──!?

　失敗した。

　否いな、二代が失敗したのではなく、自分が失敗した。

　変な気を遣つかって、跳ぶ事を促うながしたのがいけない。何な故ぜなら、

　……二代は、頭を使うと駄だ目めなんですわ……！

　何も言わなければ、何も考えず、野生の勘かんで大だい跳躍を放った筈はずだ。だが、自分が声を掛けたために、恐らく何か考えた。その結果として、

「銀ぎん鎖さ──！」

　伸ばす。放つ。真まっ直すぐにする。しかし、

　……届きませんの!?

　と、そう思った瞬しゆん間かんだった。

　二代が空中で身を回し、槍やりを構えた。向きは後ろ。そこにあるのは、遠ざかって行こうとする敵てき輸ゆ送そう艦かんの艦かん尾びだった。

　二代は、落らつ下かの中で〝翔しよう翼よく〟を切り、そして、

「結び割れ、──蜻蛉とんぼスペア！」

　直後に、敵艦のリアが割り打たれた。
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　ミトツダイラは、二代の戦せん果かを見た。

　割かつ打だだ。

　斜め打ちの、しかし横よこ一いち文もん字じに叩たたき込まれた一発は、艦尾に斜めに食い込む軌き道どうだった。

　成果として、まずは敵艦の後部装そう甲こうが砕くだけ散った。

　続いて起きたのは。光の破は砕さいだ。

　後部側がわの仮か想そう海かいが散り、海を生むための流りゆう体たいが空中に破は裂れつして、爆ばく砕さいした。

　光の尾を棚たな引びかせて舞わす敵てき輸ゆ送そう艦かんは、リアを揺らし、艦かん首しゆ下を道路に当てる。

　火ひ花ばなが散り、軋きしみの音が大だい遺い跡せきの谷底に流れる中、表示枠サインフレームに文字が来た。

・武蔵野：『良好だと判はん断だん出来ます。後部側がわの整せい流りゆうが出来なければ、加か速そくに乱れが生じますので、あの輸送艦はもはや満足に飛ひ翔しよう出来ません。──以上』

　効果はそれだけではない。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきを受けた二ふた代よの身は、こちらへと吹き飛ばされ、

「全く……」

　ミトツダイラは、伸ばした銀ぎん鎖さの先に、二代の手が辿たどり着くのを確かく認にん。

　ホールドして、彼女を引き揚げながら、ミトツダイラは呟つぶやいた。

「経過はどうあれ、──跳べましたわね？」
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　ほう、という夫おつとの声を、誾ぎんは聞いた。

　自分達たちは一ひと息いきをつき、里さと見み攻ぜめへと移行しようかという時間帯たいだ。既すでに自分達の輸送艦にも火が回っている。

　休きゆう憩けいも終わったし、敵てき艦かんもたくさん落とした。

　……宗むね茂しげ様も満足のようで、私も満足です。

　何しろ久しぶりに武蔵むさし勢ぜいの気け配はいが無い現げん場ばだ。戦っているのが自分だけというのが寂しいが、貴き重ちような時間であった事は確かだろう。

　そして誾は、火ひの手てが上がる甲かん板ぱん上じようで、宗茂がこちらに振り向いたのを見た。

「誾さん、副ふく長ちようが敵の輸送艦を沈めたそうです」

「そんなもの、こちらも──」

　と言いかけて、誾はやめた。破は壊かい競きよう争そうをするなど、そんな野や蛮ばんは武ぶ家けの娘むすめのする事ではない。大体、向こうは近きん接せつ系けい、自分は攻こう城じようも視野に入れたオールレンジ対応だ。輸送艦の破壊を考えた場合、自分は出来て当然。だから、

　……割かつ打だを用いよくやったものです、本ほん多だ・二代。

　蜻蛉とんぼスペアの力を使用したというのは、予測ではなく確信だ。それらを含めて、自分を一個の戦せん術じゆつに出来るだけの力りき量りようが、あの女にはある。

　だから誾は言った。

「宗茂様も、負けていられませんね」

「機き会かいがあれば」

　輸送艦と向き合えれば、という事だ。そんな答えが即そく答とうされて来た事に、誾は燃え上がる甲板上で笑えみを作った。機き関かん部ぶが小しよう規き模ぼ爆発した震しん動どうを膝ひざで吸収しながら、

「ふふ、……何だか、昔を思い出しました。アルマダの時を」

「私が出られなかった海かい戦せんですね。そして誾ぎんさんとの再さい会かいの契けい機きでもあった……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、あの時、セグンド氏しとフアナ女じよ史しが、そろそろ炎えん上じよう轟ごう沈ちんしようという艦かん上じようでフアナ女史主しゆ導どうの情熱キス大会をしていましたから」

「情熱ですか」

「情熱です。熱い現げん場ばでしたから」

「奇き遇ぐうですが、私もその夜、誾さんにアモーレ五回叫んでいたように思います」

「宗むね茂しげ様……」

　過去を振り返る事はすまいと思いつつ、これは今に通じる大だい事じな事だからいいかとも思う。そして、こんな事を考えるようになった自分は、本当に駄だ目めになってしまったのだと、そんな事を感じもするが、

「宗茂様……」

　改めて夫の名を呼んだ誾は、ふと、周りを見て呟つぶやいた。

「この火の回りが、何か私達にとって理由の有るものでしたら良かったのですが」

「情熱の国とも呼ばれる西班牙スペインでは、何事につけても大おお事ごとになりますね」

　ただ、と彼は言った。

「誾さんとの生活は、理由よりも、意味のあるものですから」

「──宗茂様は口が上う手ま過ぎます」

　頰ほおに熱が上がるのを自覚しながら、周りの熱気のせいだと思う事にする。まるで、口づけや、それ以上の評ひよう価かをせがんだみたいではないか。

　全く、と誾が一ひと息いきを入れた時だ。

・蜻蛉切：『誾殿どの、こっちは通過したで御ご座ざるが、そっちはどうで御座る？』

・立花嫁：『……とっくに成せい果かは上げて終わっております』

・蜻蛉切：『流石さすがで御座るな！　あ、それと誾殿！　拙せつ者しや、輸ゆ送そう艦かんを戦せん闘とう不ふ能のうに追い込んだで御座るよ！』

　……評価をせがむようなその言い方……！

　忍にん耐たいです立たち花ばな・誾。自じ問もんの中では冷静に対たい処しよ出来たのですから、本ほん人にんの不ふ意い打うちを相手にしても真まっ当とうな対応を、

・立花嫁：『よ、よ、よくやったものです、ね』

　しまった。本心ではないので上ずってしまった。奇き異いなる連れん中ちゆうと思われないだろうか。ただ向こうは、

・蜻蛉切：『いやいや、誾殿にはかなわぬで御座るよ。それに、戦闘中ちゆう、誾殿の事を思い出してテンションあげる一いつ瞬しゆんも御座った。忝かたじけのう御座る』

「────」

　僅わずかな無む言ごんの時間。それを得てから、誾は宗茂にすがりついた。

「宗むね茂しげ様！　宗茂様！　私、心の狭い女ですか!?」

「いえいえ、見知らぬ男を受け入れてくれる程てい度どには広いですよ？」

「それで多分、広さを使い果たしたんだと思います！　私の心、四よ畳じよう半はんくらいしかありませんからそうですよね宗茂様！」

　だったら、と宗茂が言った。彼は笑えみで、

「私と城しろを構えてるんだから、誾ぎんさんには何の問題もありませんよ？　まずはそこが大だい事じです。そうしたら、住まう内に落ち着いたものを片付けたり、積み上げて、また場所の広さを取り戻すのがいいのではないでしょうか」

「……宗茂様、本当に口が達たつ者しやです」

　まあまあ、と宗茂がこちらの肩に手を乗せる。そして周しゆう囲いを見れば、火の海だ。

「この火か焰えんに理由を感じる人達を、助けに行きましょう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では降りるのも面めん倒どうなので、そろそろ片付けましょうか」

　誾はそう言って、四つ角十字クアトロ・クルスを右手に引き寄せると、指で軽く回した。攻こう城じよう槌つちとして向けるのは甲かん板ぱん。自分の足あし下もととも言える処ところに打だ撃げき部ぶを当て、

「では、降ります」

　誾は、輸ゆ送そう艦かんの撃げき沈ちん数すうを一つ追加した。
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●






　誾ぎんとの通つう神しんを行う二ふた代よを六番艦かんの甲かん板ぱんに下ろし、ミトツダイラは一番艦に向かった。

　急ぎだ。

　何しろ自分は王おうの前に立つ事を義ぎ務むとしている。

　この戦せん場じようは里さと見みのものだが、参さん戦せんしている以上は同じだ。指し示じは王のものに限り、それゆえに事ことを果たしたら急ぎ戻る必要がある。何しろ無む防ぼう備びな王なのだから。

　……急ぎませんと。

　甲かん板ぱんを走っていると、戦せん士し団だんの行き来に当たって危ない。だからミトツダイラは鎖くさりを甲板の縁へりに引っかけて艦側そく面めんの宙にて振り子のように身を飛ばした。

　全身を、長距離に渡ってスイングする。片手に王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを携たずさえているために、鎖は一本。やや頼りないが、その分、重くなくて速度は上がる。

　速い。三度程ほどスイングを渡ると、一番艦に辿たどりついた。

　艦の側そく面めんを、鎖で振られるだけではなく、足もつけて加か速そくする。すると声がした。

「ネイト！」

　王だ。

　こちらが銀ぎん鎖さで甲板に昇ろうとした先。彼が甲板縁べりから手を伸ばしている。王は笑えみで、

「ここだぜ！」
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　王の言葉と伸ばされる手に、ミトツダイラは一いつ瞬しゆん、反はん応のう出来なかった。

　これまでにおいて、自分は王の前に立ち、王が指示を出す事はあっても、

　……戻り場所の指示は……。

　初めてだったろうか。どうだったろうか。

　ただ、衆しゆう目もくの中、ミトツダイラは思った。自分は、王の居い場所に侍はべる騎き士しなのだと。

　だから、

「──Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！」

　ミトツダイラは、左の手に王賜剣一型を持ち、右の手で銀鎖を王へと放った。

　自分の支えとなる鎖くさり一本を使用しての行いだ。危険は感じたが、頭ず上じようでは王が確かに銀鎖をその手に捕とらえた。

　引かれる。

　……ですけど。

　どう考えても、給きゆう鎖さ装そう置ちで銀鎖を収しゆう納のうし、自分から王に近づいて行った方が早い。

　だが、王は銀鎖を引き網あみのように手た繰ぐるのをやめない。対する自分は、それに合わせて銀鎖を収め、加か速そくしながら甲かん板ぱんへと戻り、

「と」

　軽い跳ちよう躍やくで甲板に舞い戻った。

　急ぎ行く輸ゆ送そう艦かん上だ。既すでに正面には大だい遺い跡せきの出口が見えてもいる。

　当然。敵もいる。大遺跡の谷底を塞ふさぐように、戦せん艦かんや戦せん士し団だんの影が見えているのだ。

　すぐに自分の出で番ばんがまたある筈はずだ。ゆえにミトツダイラは、着ちやく地ちと同時に、王おうに挨あい拶さつし、再出しゆつ撃げきの準備に移ろうとした。

　出来なかった。

　何な故ぜなら、着地の場所に王がいて、

「よっし！」

　……え!?

　受け止められた。それも、こちらのウエストを、胸の辺りで抱きしめるような高い受け止めだ。
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　あら、と成なる実みは思った。

　総そう長ちようが、自分の騎き士しの帰き還かんを受け止めた。

　それは、抱きしめにも似たもので、しかし、

「──と」

　支え切れてない。

　二歩、三歩、と後ろに足が踊り、抱えられた騎士は王の肩に手をついて仰のけ反ぞり、

「きゃあああ！」

　何してんだ、という周囲の視線を見つつ、成実はウルキアガに呟つぶやいた。

「……犬や猫ねこなどの獣けものって、高い風に持ち上げられるの苦にが手てだったわよね」

「成実、よく見ろ」

　彼に言われて、成実は、騎士を堪こらえ切れずに潰つぶれた王と、その上に跨またがる形になって戸と惑まどい全ぜん開かいの騎士を見た。

　狼おおかみは、頰ほお赤く、何をどうして良いか解わからないようで。ただ、王に座り込んでいる風ふ情ぜいは、

「──苦手どころか、幸せそうね」
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　ミトツダイラは、どうしていいか解らなかった。

　いきなり受け止められて抱かかえ上げられた事もだが、それがまさか潰れるとは。

　……わ、私、重くありませんわよね!?　銀ぎん鎖さが重量オーバーなだけですわよね!?

　胸きよう部ぶ重量は、浅あさ間まや喜き美み達たちと比べて圧あつ倒とう的てきに少ない筈はずだ。腰には、実のところ微び妙みように自信もあるが、これは骨こつ盤ばんの作るラインな気がしないでもない。

　でもよく考えたら、ホライゾンも自じ動どう人形故ゆえに重量過か多たなので、

・銀　狼：『……あら？　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ組ぐみで、もっとも体重少ないのは私ですの？』

・あさま：『おおっと？　そう来ましたか？　来ましたね？　ミトの自己主しゆ張ちよう！』

・賢姉様：『あら？　私も加か護ご付つきだけど、48キロ以下とか保ってるけど？」

　……え？

　無む茶ちや苦く茶ちやな存在だと思っていたが、そこまでデタラメだったとは。踊り子として重量軽けい減げんの加護付きなのは考こう慮りよとしても、

・賢姉様：『愚ぐ弟ていも大体そんな感じになってると思ったけど？　胸無いし」

「え」

　思わず声が漏もれてしまった。向こう、気付けば浅あさ間まが何か表示枠サインフレームを開いているが、

「智とも！　智！　何を個人情報を確かく認にんしてますの!?」

「いや、もう身み内うちですんで。覚かく悟ご決めてますんで。──自分に都つ合ごうの良い時間だけですが」

「へ、変な方向に開き直りましたわね……!?」

　ともあれ、ほほう、などと言っている浅間は、情報をこちらに寄よ越こす気は無いようだ。そしてふと、ミトツダイラは気付いた。周しゆう囲いの視線にだ。
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「ナルゼ!?」

　振り向くと、白魔女ヴアイスヘクセンは箒ほうきに乗った状態で既すでに五枚目を描いている。横のナイトが、

「あっ、気付かれた。ガっちゃん、急がないと、めくれたスカートも直されるし、自然なポーズじゃなくなるよ！」

「大だい丈じよう夫ぶよマルゴット。これだけ貰もらえれば」

　ちょっと、と声を掛け、立とうとしたミトツダイラは、

　……え？

　王が、身を起こすために手を伸ばしてきた。摑つかまれるウエストはハードポイントの下側、スカートのスリットから内側の腰骨、

「ん……」

　タイツ越しにだが、触れられている、という事実が感かん触しよくを今いま更さら寄よ越こす。

　ちょっとはあった腰つきへの自信が吹っ飛んだ。今はただ、くすぐったいような、身を押しつけたくなるような、そんな感じに、

「あ、あの、我が王おう？」

「あー、御ご免めん御免」

　王が身を起こす。こちらは銀鎖を横に外し、立つ上じよう半はん身しんを滑すべらせて後こう退たい。彼の腰に座ると、ナルゼが、はっとした顔で何か描き始めた。が、もはやここでは気にしない事にして、

「いきなり、どうしましたの？　受け止めて」

「いや、あれだ」

「何ですの？」

「──こういうの、していいだろうって、思ってさ」

　向こう、こちらを見ていた浅あさ間まが、何な故ぜか顔を赤くした。

　……ど、どういうリアクションですの!?

　彼女は自分を手で仰あおぎ出したが、浅間にも何か自分として思い至るところがあるのだろう。何しろシャツ疑ぎ惑わく事件がある。喜き美みが肩を震わせて笑っているが、王はと言えば、

「でも、ネイトのカーチャンとパパンがいる前だし、格かつ好こつけねえとな、って思ったけど、上う手まくいかねえもんだなあ。──姉ねえちゃんだと上手く出来るんだけど」

「私はバランス整えるけど、ミトツダイラのは〝落ちて来た〟ようなものだものねえ」

「二人とも普段から何してますの!?」

　よく考えたら、女じよ装そうとステージで唄うたったりしてるのだ。その類たぐいだろう。だが、身を起こした彼が、ふ、とこちらに顔を近づける。

　髪かみから香るのはミント系けいの匂においで、風ふ呂ろに入った後なのだと思い出した。すると、

「ネイトいい匂い。バニラエッセンス？」

「た、耐たい火か用ようの加か護ご付き乳にゆう液えきですわ」

　匂においを嗅かがれるのが妙みように恥はずかしい。だが、そのまま彼は、首くび元もとにまで鼻を寄せてきて、

　……ちょ、ちょっと、首は駄だ目めですのよ……！

　気付くと、皆が姿し勢せいを僅わずかに低くしてこちらを見ている。そんな人ひと垣がきの向こうでは、母が父に喉のどを撫なでさせて身をあひんあひんとくねくね震わせているが、コレ遺い伝でんですの、習しゆう性せいですの、どっちですの。

　ただ、こちらが腋わきから喉の辺りを熱のある寒さむ気けで震わせていると、王おうの髪かみの匂いが離れた。ほっとすると同時に、やめられた事への残念が内ない心しんで同居するのがどうしようもない。

　ただ、母が向こうで、こちらを見ながら父の肩を摑つかみ、

　……何を〝押し倒せ〟のジェスチャーしてますの!?

　父も笑っているのが凄すご過すぎる。だが、

「よ」

　不ふ意いに、自分の王が動いた。

　彼はこちらを抱き直し、抱かかえ上げたのだ。一度こちらを己おのれの腰こし上うえに乗せて、尻しりよりも腿ももの裏を抱くようにして、

「よっしゃ」

　あ、と思った時には、もう、皆よりも頭一つ二つ高い位置まで、掲かかげられていた。

　……出来ますのね。

　王に対して、ちょっと意い外がい、と思うのは失しつ礼れいだろうか。ただ、抱き上げられる事が叶かなう、という事実に、狼おおかみは鼓こ動どうを速くして、赤せき面めんする。

　だが、ミトツダイラは、王の声を聞いた。

「騎き士しは王の誇ほこりだよな」

「見せびらかすようなものですの？」

「じゃあ、二人の時にすっか？」

　言われて、ミトツダイラは考えた。そして王の肩に付いている自分の手て指ゆびを見て、爪つめに塗られたマニキュアの色を目に留めて、

「──月を見上げるような気分で、御お願ねがいしますわ」

　だったら、と王が笑えみを作る。

「今日きようの月はいい月だ」
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　そして成なる実みは、総そう長ちようが右の親おや指ゆを立てて言うのを聞いた。

「どうだ!?　褒ほめろ！」

「あの、我が王？　一いち応おう言っておきますけど、私、指し示じに従っただけですのよ？」

　いえ、と言葉を返したのは、王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを戻された英国王おう女じよだ。彼女は腰に剣を携たずさえ、

「騎き士しは王おうの力。王が誇ほこるのは、騎士だけではなく、騎士と自分の関係を含めた力なのです。

　だから今、誇って良いのは、御お二人ふたりなのですよ。ミトツダイラ様」

・十ＺＯ：『メアリ殿どのがそう言っているので、トーリ殿も褒ほめようで御ご座ざるか……』

・●　画：『そうね、メアリがそう言ってるものね……。総そう長ちようも褒めとくわ』

・礼賛者：『まあ、皆がそう言う流れなら、トーリ君の事も褒めましょうか……』

・俺　　：『何だあああ!?　何だそのオマケみたいな褒め方！』

　だが、成なる実みは見た。下ろされた騎士が小さな笑えみを零こぼし、王の手を取ったのを、だ。

「我が王、──またすぐに出場の機き会かいがあると思いますわ。その時、また私の力を頼ってくれれば、皆も納なつ得とくすると思いますわ」

　おおう……、と浅あさ間ま神じん社じや代表が深く頷うなずくのを聞きつつ、成実は頷いた。

　……そうね。

　現状は、長なが岡おか・忠ただ興おきの奪だつ取しゆ作さく戦せん。しかしこれは里さと見み解放の道をつけるものでもある。

　突とつ破ぱ重じゆう視しの道みち行ゆきだが、

「正面。──来るわよ」

　十じゆう字じ路ろを抜けて行く先。右コーナーの向こうに敵の姿すがたが明確になっているのだ。

　そして総長が、よーし、と両の腕を上げてこう言った。正面から来る砲ほう撃げきなどを見み据すえ、

「全員、逃げるぞ！」





●






　狙そ撃げき用ように強化した望ぼう遠えん術じゆつ式しきで、忠興は敵の動きを見ていた。

　江え戸ど湾わん。それも遺い跡せきの高こう所しよだ。江戸湾の周辺は地じ盤ばん沈ちん下かしている箇か所しよも多く、土地が低い。忠興のいる高さからならば、輸ゆ送そう艦かん上じようの敵の挙きよ動どうは把は握あく可能だ。

・浅　野：『長岡──？　どんーな感じ？』

　浅あさ野のの問い掛けに対する答えは明確だ。忠興の視線の先、先せん頭とうの輸送艦上じように乗っていた武蔵むさし勢ぜいが、中にいた者達も含め、一いつ斉せいに甲かん板ぱん上じように並んだのだ。

　対するこちらの防ぼう護ご側。大遺跡の入口で構えている者達は、バリケードとして地上に輸送艦を置き、上空にも軽けい戦せん艦かんを三艦配置している。

　そこからの砲撃は大遺跡の通路に沿った正確なものだ。遺跡を狙ねらっている訳わけではない。

　そんな建たて前まえが通る砲撃に対し、武蔵勢ぜいは、

……甲板に整せい列れつして、何するつもりだ!?

・岡──：『地上戦せんに備えて、艦上防ぼう御ぎよのまま突撃か？』

・浅　野：『輸送艦激突はあると思う──？』

・岡──：『今のままだと、ねえと思う。大体、各艦が近過すぎだ』

　ならば何をする気だ、と、長なが岡おかが言っている間に、幾いくつかの動きが見えた。

　敵が、後こう続ぞくとなる四、五、六艦かん目の高度を上じよう昇しように変えたのだ。

　その動きは、

・岡──：『地上と、上空のバリケードへの対応か？』

　……じゃあ、あいつら、ここから地上戦か。

　狙そ撃げきは充分狙ねらえる。三十六歌か仙せんは声で発はつ動どうする事もあり、気付かれたら移動しなければならない。が、ここならば、それなりに〝やるべき事〟は果たせる筈はずだ。

・岡──：『じゃあ、俺おれの方は狙撃の用意に入るぜ。橋はし上うえの管かん轄かつ担当だしな』

　と言って、忠ただ興おきが三十六歌か仙せんを引き抜こうとした時だ。

　忠興は、ある動きの続行を見た。敵てき輸ゆ送そう艦かん。その先せん頭とう艦の甲かん板ぱん上じように整せい列れつしていた連れん中ちゆうが、

「は？」

　どいつもこいつも、武ぶ神しんも機き動どう殻かくも、全て、後ろから追いついてくる後こう続ぞく艦かんへと走り出し、跳び移っていくのだ。
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　……は!?

　何してる、と忠興は思った。

　敵の輸送艦は、今、上下三艦の二列ずつだ。

　だが、両列の先頭艦から、武蔵むさし勢ぜいは後続艦へと跳び乗っていく。

　しかしそこで終わらない。彼らは、そのまま走りを続行し、三番目の輸送艦へと向かい、

「おい！」

　完全な乗り捨て。先頭艦と二番艦を後ろ足に蹴けり出すようにして、彼らはこちらに背を向けて突っ走っていく。そして、

　……お？

　妙みような事が起きた。敵の二番艦かんと三番艦、四番艦から六番艦までの乗員、恐らく全てが、甲かん板ぱんから後ろに向かって走り出したのだ。先せん頭とう艦である一番艦の連れん中ちゆうは既すでに走っているから、

・岡──：『やっぱり、巻き込み覚悟で輸送艦の激げき突とつ狙ねらうか!?』

　しかし輸送艦に貫かん通つう力りよくは無い。激突したところで、お互いにとっての壁が出来、地上戦の開始だ。

　どうする、と思っている間に、次の動きが生じた。

　こちら側、地上の陣じん構がまえが、中央にバリケードの艦を置きつつも、僅わずかに後こう退たいし、中央を空あける動きをとった。これは輸送艦激突への先行対たい処しよだろう。壁にしているこちらの艦が砕くだかれるのに巻き込まれないようにしながら、しかし中央突とつ破ぱをされないように下がる。

　上空の戦せん艦かんも同どう様ようだ。三艦の内、中央の艦が壁かべ役やくとして覚かく悟ごを決めたらしい。やや下に艦を落とす事で、重じゆう心しんを艦かん底ていに送りながら、上昇してきた輸送艦の衝しよう突とつを受け切る気だ。

・浅　野：『ナベさーん、輸送艦で敵に激突する時って、どーするのー？』

・ナベ３：『あたしゃ機竜でしか知らんけど全力でぶつかるのがベストだわな。でも、人が乗ってる場合、そんな事したら危険だわ』

　だとすれば二に択たくだ。

・岡──：『全力でぶつけてる間に飛び降りて地上戦。──もしくは、緩ゆるくぶつけて、突とつ破ぱ出来なかったら地上戦、ってとこか』

・ナベ３：『ま、緩くぶつけてたら突破は出来んわ。全力でぶつけても、一いつ艦かん程てい度どじゃ抜けないわな』

・カニ玉：『ええと！　ナベちゃん!?」

・ナベ３：『あ？　何だわ？』

　鍋なべ島しまの説明に、こちらもふと思った疑問を、可か児にが問い掛けた。

・カニ玉：『何艦かぶつければ、突破出来たりしますか!?』

・ナベ３：『馬ばぁ鹿か。そんな事したら、まだまだ里さと見みに到とう達たつもしてないのに、入口で自分達の足を失うわ。流石さすがにその選択は無いわな。よくて先せん頭とう艦だけだろ』

　そういうものか、と忠ただ興おきは思った。

　だが、見ている限り、敵は衝突を狙うようだ。

　飛ひ来らいする敵てき艦列の下列。先頭を切って後ろへ走る武蔵副ふく長ちようが、肩に副会長を背負ったまま三番艦に飛び移った。だが、それでも彼女は足を止めなかった。

「は……!?　三番艦で終わりだろ!?」

　何ど処こまで行くのだ。そして何な故ぜ、

　……速度を落とせよ！

　だが、これから起きる事は忠興には解わかる。そして忠興は気付く。今、自分が見ているものは、現場の地上側から見えていない筈はずだ、と。

　空中で壁かべ役やくとなった軽けい戦せん艦かんも、見えていない可能性がある。何故なら彼らは、対たい衝しよう突とつのために防ぼう護ご障しよう壁へきを分ぶ厚あつく張っているからだ。ならば、

・岡──：『警けい告こく！　大だい遺い跡せき東口回かい廊ろう封ふう鎖さ隊たい、輸送艦が最低でも上下二艦当あたるぞ！』

　直後。恐らくは無む人じんとなった先頭艦と後続艦が、速度を上げた。更さらには、

　……やはり三艦目も、か!?

　忠興の視線の先で、疑問の通りの事が生じた。

　上下の三艦目までが、走る皆を乗せたまま高速の道に乗ったのだ。
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　浅あさ間まは皆と共に走っていた。

　……せ、先生との模も擬ぎ戦せんで走り込みなどしていて正解でした！

　皆、それぞれが全力疾しつ走そうで三番艦かんへと跳んで行く。自分達たちもそれについていくが、

「ミト、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　銀ぎん鎖さでアデーレを奔ほん獣じゆうごと運んでいるミトツダイラが大変だ。更さらに彼女は銀鎖にトーリを乗せてもいる。瞬しゆん発ぱつ加か速そくを用いてはいるが、流石さすがにいつもの高速とはいかない。

　浅あさ間まは、走りながら、

「トーリ君！　自分で走れませんか!?」

「言っておくけど、俺おれ、遅いぜ！」

　素す直なお過ぎるが、確かに遅いのはIZUMOで見た気がする。だとしたら、

・●　画：『アデーレだったら捨て置いても無ぶ事じじゃないかしら』

・貧従士：『言われると思いました！　思いましたよ！』

・金マル：『いやでもそれ寝ね覚ざめが悪いよガっちゃん』

　だったら、と何かを思し考こうするタイミングで、横から影が抜いた。喜き美みだ。彼女は速度の割に軽いステップでミトツダイラの後ろに回り、そのまま腰を揺らして走りながら、

「ハイ、頂いただきよ──！」

　頭ず上じように掲かかげた両の手に、銀鎖が担かついでいたトーリを乗せてダッシュを掛けた。

「あ！　我が王おうを！」

「フフフ、追いついて御ご覧らんなさあ～い！」

　掲げた両手の上、彼が仰あお向むけに直ちよく立りつになっているのは、ある意味よく出来てると思う。だが、狼おおかみが慌あわててそれを追い、

「ま、待ちなさい！　我が王を盗ぬすみましたわね!?」

　喜美は構わず、彼を両手で回して遊びながら先行する。それを見ている自分も、

「ちょ、ちょっと、喜美……！」

　前に出て追いつこうとした時だ。喜美が、空中で軽く身を回しながら問うてきた。

「フフ、欲しい？」

「そりゃまあ欲……」

　と言いかけるなり、走る皆がこちらに獲え物ものを見る目を向けてきた。

　……危ない！　引っかけられる処ところでした！

「そ、そういう意味じゃありませんっ。でもまあ、こっちに渡されても抱えて走れませんし」

「あらあら惜おしいわね。──ミトツダイラ、返して欲しい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　即そく答とうであった。

　じゃあ、というように喜美が走り、大きく跳んだ。

　三番艦かんへと至る空中に、彼女は身を飛ばしたのだ。続き跳んだこちらの横、ミトツダイラへと、喜美がアリウープをキメてから彼を投じる。

「ほら、キルパス！」

「こ、こんなとこで投げ渡す馬ば鹿かが何ど処こにいますの!?」

　しっかり銀ぎん鎖さで受け取っているのもどうかしてる。だが、三番艦かんに着ちやく地ちの後、ミトツダイラの速度を落とさぬよう、自分も下から彼を支えて走りながら、

「そろそろ、当たるタイミングですよ！」
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　忠ただ興おきは、空が震しん動どうするのを見た。

　高速飛ひ来らい物ぶつの二重激げき突とつだ。

　速度を上げた武蔵むさしの輸ゆ送そう艦かんが、地上と空のバリケードとなっていたこちらの軽けい戦せん艦かんに、上下共々勢いを消さぬまま激突したのだ。

　先に見えたのは、こちらに向けられた軽戦艦の右う舷げん側面が、破は裂れつした事だった。

　震しん動どうが伝わり、内部フレームが外がい殻かくを貫かん通つうして突き出すと同時。装そう甲こうの大たい半はんが内側から吹き飛んだ。

　そこでようやく音が来た。しかし、

「二発目め行くぞ！」

　後こう続ぞくの二艦目が、先せん頭とう艦かんの横に並んで激突した。

　聞こえた音は、まるで二発目の打だ撃げきのようで。だが、音が終わったよりも長く、二発目の破は壊かいは続いた。

　先に当たった先頭艦の隣となり。そこにぶち当たった大だい質しつ量りようは、変へん形けいした軽戦艦には真まっ直すぐ力を伝える事が出来ない。

　ゆえに上下のバリケードとなっていた軽戦艦は、更さらに形を変えた。

　先行艦の食い込みを留とめ具ぐとして、二艦目の輸送艦が軽戦艦を押し千ち切ぎって行くのだ。

　音が来た。金きん属ぞくが打撃され、歪ゆがみ押す際に削けずれて軋きしみを上げ、更さらには、

　……うお。

　鉄てつ骨こつが曲がって分断される音を、忠興は初めて聞いた。粘ねばるような鉄の軋みと、重く抜けるような断だん裂れつ音おんが響ひびき、

・カニ玉：『軽戦艦が割れます！』

　可児の言葉が届いた瞬しゆん間かん。次が来た。

　三艦目だ。

　連続してぶち当たった並へい列れつの二艦。上下に並んだ二対ついの攻こう撃げきの間に、三艦目が割り込み、飛び込んで来たのだ。

　一艦目も二艦目も、壁であった軽戦艦を左右で空中に縫ぬい止めた金かな具ぐだ。その中央、打たれて伸びて柔らかくなったところに、三艦目が激突しようとする。

　だが、忠ただ興おきは思った。ここで三艦目が軽戦艦を破は壊かいしても、完全に突き抜ける事は出来ねえだろう、と。

　衝しよう突とつによって速度は大きく落ちるし、輸ゆ送そう艦かんだって無ぶ事じでは済まない。これから里さと見みに行くにしても、半はん壊かいの輸送艦では攻められないだろう。しかし、

「あれは……」

　忠興は上じよう方ほうから見た。

　武蔵むさし勢ぜいが、更さらに走っているのだ。最後の三艦目。その艦かん尾びに向かって突っ走っていくあの連れん中ちゆうは、

　……飛び降りるのか!?

　それしか無い。地上戦せんに移行するのだとしたら、このタイミングしか無い。

　だが、そうではなかった。

　彼らは、飛び降りなかった。

　武蔵勢が行ったのは、大だい跳ちよう躍やくだ。三艦目の背後。そこにあるのは、

「小こ型がた輸送艦……!?」
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　忠興の視し界かいの中に見えたのは、輸送艦の後こう部ぶから射しや出しゆつされた小型輸送艦だった。

「輸送艦に、輸送艦を積んだだと……!?」

　小型とは言っても、全長は二百メートルを超える。それは既すでに、親となる輸送艦から射出された段階で加か速そくを始めており、甲かん板ぱんには戦せん士し団だんを乗せており、

・カニ玉：『来ます……！』

　武蔵勢を乗せた小型輸送艦の正面で、無む人じんとなった三艦目がバリケードの軽けい戦せん艦かんに激突した。それは一発で軽戦艦を二つに割り、己おのれは失速するものの、

　……来やがった！

　破は壊かいの上方を貫つらぬいて、武蔵勢を乗せた小型輸送艦が、高速に飛び出してきたのだ。
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　直なお政まさは砲ほう撃げきした。地じ摺ずり朱雀すざくに持たせた狙そ撃げき用の長ちよう砲ほうに、浅あさ間まの製作による〝枝えだ葉は継つぎ〟を重ね、敵に砲ほう弾だんを撃うち込んだ。

　自分がいるのは、上下列れつとなった小型輸送艦の内、上方の一艦だ。

　こちらには里さと見み解放の戦力、約やく二千人が乗り込んている。

　彼らの他、武ぶ神しん隊たいは装そう甲こうをつけた重じゆう武神が三体。この小型輸送艦に、〝義ぎ〟も含めて重量制せい限げんぎりぎりで乗り込めた連れん中ちゆうだ。

　自分も含め、武蔵由ゆ来らいの四人は〝枝えだ葉は継づき〟を連れん動どうしているがため、

「それぞれの視し界かいで補ほ塡てんしながら撃うちな!!」

　狙ねらうのは上方、左右に展開していた軽けい戦せん艦かんだ。

〝枝えだ葉は継づき〟は視し覚かく連動照しよう準じゆん状態。

　撃うつのは、手しゆ動どうではない。眼がん前ぜんに広がった照準術じゆつ式しきは半はん球きゆう状じように編み目を作って、見える風景を区切っていく。浅あさ間まに拠よれば、これは地ち脈みやくの広がりを記号的に示したものだという。そして目め元もと側がわに来る照準は、編み目に重なる位置で色を赤くする。

　確か、浅間はこう言っていた。

「──地脈のこちらと、向こうが〝通った〟時に、色が変わります。そうなった時、地脈の乱れや揺らぎの影えい響きようもありますが、針先だろうとほぼ確実に会かい有ありになる筈はずですね」

　問題は、距離だ。〝通った〟のを確かく定ていするためには、三百メートル以内の至し近きんだとベストだと言われている。

　艦かん間かん戦せん闘とうで考えると、あり得ないくらいの至近距離だが、

　……この状況なら、そのままで行けるさね……！

　行った。

　撃つのは四人。左右の艦にそれぞれ二人ずつだ。

　照準術式は連動している。二人で並んでお互いの照準を補塡し合えば、地脈の捉とらえ方は正確さを増し、シビアな狙いが可能となる。

　撃つのは機き関かん部ぶだ。

　機関部員で構こう成せいされる武蔵むさしの武ぶ神しん隊たいは、航こう空くう艦かんの内部構こう造ぞうを熟じゆく知ちしている。艦を外から見ただけで、何ど処この装甲が薄いか、どちらから攻こう撃げきすれば良いかを分ぶん析せき出来る。

　今、狙うべきは、敵てき艦かんの艦かん尾び側。その中央を走る竜りゆう骨こつだ。後部への風の流れを良くする一方で、舵かじとしての力を得るため、後部の艦かん底ていが、竜骨上で魚の鰭ひれのように少し持ち上がっている。これが艦のバランスの〝中央点〟だ。

　ここを砕くだくと、高速域いきでの安定性が失われ、更さらには、

「見えたさね……！」

　破は壊かいと同時に、内部構造の重じゆう層そうが表示枠サインフレームに視し認にん出来た。

　竜骨から持ち上がった構造。そこを砕けば、竜骨の横を縫ぬって内部に砲ほう撃げきを撃ち込める。ほとんどピンポイントの狙そ撃げき。それも高速移い動どう中ちゆうの並へい差さ撃ちだが、

「──通れ!!」





●






　朱雀すざくと武神隊の狙撃が、至近から敵艦に叩たたき込まれた。

　二発、三発と砲ほう弾だんは逸それて火ひ花ばなを上げ、しかし装甲板ばんの破は砕さいを強くした。そして続く四発目が、明確に破砕を広げ、

「──！」

　照しよう準じゆん術じゆつ式しきの中、赤く示された狙ねらいを示す箇か所しよが、一気に拡かく大だいした。

　左右、それぞれはもはやすれ違おうというタイミングでその状態を獲かく得とく。後は、

「撃うてるだけ撃ち込みな……！」

　叩たたき込んだ。時間にして四秒。それ以上は狙ねらう事は出来ず、

「砲ほう門もんを穿うがて！」

　直なお政まさの指し示じと共に、高速で遠ざかる武ぶ神しん隊たいは敵てき艦かんの砲門を破は壊かいに掛かる。だが、軽けい戦せん艦かんは、明確な反応を示さず、距離は離れ、

「……どうだ!?」

　直政が問うた先、戦せん場じようは無む言ごんだった。

　しかし風が動き、

『班はん長ちよう！』

　武神隊の一人が告げた。

『海に出ます！』

　と、その一ひと言ことが響ひびいた瞬しゆん間かん。二つの光が走った。

　後ろに置いていくようにした敵二艦が、その艦かん底てい部ぶから打だ撃げきされたように持ち上がり、破は裂れつしたのだ。

　爆ばく炎えんを後から吐く、内ない破はの一いち撃げきだった。
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　浅あさ間まは、遠ざかって行く上方の小型輸ゆ送そう艦かんを見送った。

　自分達たちがいるのは下方を行った小型輸送艦の艦かん上じようだ。だが、こちらは今、速度を落としつつあるし、

　……二ふた代よ達が、退たい路ろ確かく保ほに降りて行きましたしね。

　ネシンバラが立てた里さと見み解放の作さく戦せんは、粗あら方かたで見ると簡単なものだ。

　まず、里見勢ぜいと武神団だんを乗せた小型輸送艦を、敵の前ぜん線せんである房ぼう総そう半はん島とうの中央にまで送る。そこから彼女達は、大おお久く保ぼの指し揮きと義よし康やすの先導で南進し、里見へと突とつ破ぱする。

　しかし、その背後から、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はし近辺にいる羽は柴しば勢が押し寄せてはいけない。

　だから江戸湾遺跡大橋とその近きん辺ぺんの敵は、こちらが担当し、長なが岡おか・忠ただ興おきを救きゆう出しゆつしながら片付ける。

　単純な内容だが、時じ間かん勝負だ。

　ゆえに、二代やミトツダイラ、そして彼女の母親などの強力な戦せん力りよくがこちらにいる。

　今、この小型輸送艦は、江戸湾を正面とした。しかし湾には出ない。艦速度を落とし、降こう下かした者達たちが、背後にある大だい遺い跡せき出口の敵を攻こう略りやくしつつある。

・●　画：『敵も、飛び越されて裏から攻こう撃げきされるとは、思ってなかったようね』

・金マル：『こっちも降こう下かしてる皆は無む防ぼう備びに近いから、気を付けないと駄だ目めだよー』

・未熟者：『その通りだ！』

　何か絶ぜつ好こう調ちような人が声を上げた。

・未熟者：『次の状況に行こうか！　でもその前に、今の状況の成功具ぐ合あい、どのようなものか解説が必要だね!?』

・眼　鏡：『早く次の状況』

・未熟者：『つまり、今の鋼こう鉄てつ輸ゆ送そう艦かん砲ほう弾だん二段バーチカル三連れん撃げきが効いたのは』

・眼　鏡：『だから次の状況』

・未熟者：『敵がまさか輸送艦を全て捨てはしないだろうと、そんな思いの裏を』

・眼　鏡：『〝「あははっ」クレインベルクはバラのような笑えみを皆に振りまいた。サワア……、という風が心の中にふいた気をマースリヒトは感じた。そして〟』

・未熟者：『読むなあああああ！　大体それは僕が中一の時に書いた〝ヴェネツィアの白き鷹たか〟のクライマックスシーンだろう!?　何で持ってるんだよ！』

・眼　鏡：『ほら、次の状況。戦争は先へ先へと急ぐものだよ』

　流石さすが……、と浅あさ間まが感かん嘆たんしていると、ネシンバラがゆっくりと言葉を送ってきた。

・未熟者：『次は掃そう討とうから、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしの攻こう略りやくだ。でも、降下する時は自じ他た共ともに注意してくれ。ネルトリンゲンでも降下の必要性はあるからね。その試しとして、ここで自分達の出来を見てくれ。なるべく安全を得られるよう、この状況を作ったんだから』

　全く、と彼が言う。

・未熟者：『一応、うちは敵の人員に対して輸送艦激げき突とつをしない。そこら辺の最さい低てい限げんラインとして攻こう城じよう槌つちとしての使用だ。意い外がいと使える条件厳きびしいから、恩おん恵けい感じて欲しいね』

　その通りだ。

　バリケード破は壊かいに輸送艦六艦を犠ぎ牲せいにしたが、その分の意味はあった。

　厄やつ介かいな敵てき艦かん破壊のための一いつ戦せん分を稼かせいだ、という事になる。

　……敵の入口を突とつ破ぱした、というだけでも大きいですよね。

・煙草女：『あー、ええと、アサマチ？』

・あさま：『あれ？　何です？　マサ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と湾を渡っていく加か速そくの流りゆう体たい光こうの元から、直なお政まさの言葉が来た。

・煙草女：『うちの武ぶ神しん隊たい、さっきの成せい果かで盛り上がってるんだけどさ。ここだけの話、さっき、敵てき艦かん落としたの、アンタがとどめ入れてなかったさね？』

　なかなか鋭い。だけど、

・あさま：『いやあ、違いますよう？　流石さすがに私も敵艦への直ちよく撃げきとなるようなのは撃うちませんって。ええ』

・煙草女：『怪あやしいさねえ……』

　まあまあ、と宥なだめておいて、浅あさ間まは通つう神しんを切り替える。すると、

・不退転：『あら、バレたのかしら。流石さすがに勘かんが良いわね』

・ウキー：『成なる実みの顎あご剣けんは朱しゆ色いろがベースだが、夜の中で見切るとはな。流石は直なお政まさか』

　確かに、と浅間も思う。

　成実が行ったのは、いずれ内側からのダメージで〝沈む〟艦かんを、〝落とす〟という事だった。

　直政達の攻こう撃げきでも成せい果かは出る。だが、

　……砲ほう門もんとか生きていたら、砲ほう台だいとして使われる可能性せいもあるから、ですね。

　ゆえに成実が、直政の成果を確かにした。

　今、敵艦は内側から砕くだけて落ち、大だい遺い跡せき出口の左右に転がる。

　それを、地上側で成実は確かく認にんしたのだろう。まあいいわ、という彼女の言葉を浅間は見た。続く台詞せりふは、

・不退転：『こちら大遺跡側がわ、クリアしたわ。──本ほん隊たいは、江え戸ど湾わん遺跡大おお橋はしに向かって』







[image: 第三十五章『横列のハンマー少女』]
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　浅あさ野のは、敵の動きを対岸から見ていた。

　自分は房ぼう総そうの護まもりに就つく指し示じを受けている。可か児にとは途と中ちゆうで別れており、

　……あー、不安。

　武蔵むさし勢ぜいの突とつ破ぱ力りよくが高い。やはり各かつ国こくを相手に立ち回ってきただけはあると思う。

　そしてまた、毛もう利りも、やはり凄すごい。本ほん音ねを言うと、鍋なべ島しまの機き竜りゆうが敗れる事になるとは思ってもいなかった。何しろあれだけの巨きよ大だいな存在なのだ。乗り心地ごこち酷ひどいけど。

「参まいーったー」

　可児は長なが岡おかのいる江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしに向かった。自分は房総半はん島とうにて、迎げい撃げき態たい勢せいを取る。

　つまり、これから可児と長岡は武蔵勢を相手にする。

　そして自分は、

「対たい里さと見み勢ー、ってところかーな……！」

　やりにくい。というか、正直、あまりやりたくない。

　戦せん闘とう経験が無い訳わけではない。幾いくつかの国こつ境きよう戦せんや、遭そう遇ぐう戦せんなども行っているし、国内での問題を収めるための相あい対たい戦も経てきている。

　だけど浅野はこう思う。すーごく疲れるというか、向いてないんだよねー、と。

　何しろ、自分の襲しゆう名めいは〝付き合い〟だ。

　地元には、鍋島、可児、池いけ田だといった昔からの友人連れん中ちゆうがいる。

　この内、可児がまず、襲名に向かって行ってしまった。

　しかし可児の襲名は、彼女に上じよう昇しよう志し向こうがあったとか、そういうものではない。部ぶ活かつでの好成せい績せきと運動能のう力りよくが認められ、ステップアップしていく先に襲名があったのだ。家族も、元々は子供の部ぶ活動として捉とらえていたが、可児本ほん人にんに自分の能力をどこまで伸ばせるか試してみたいという意向も有り、それを応おう援えんするようになっている。

　それに応じるように、鍋島が襲名を決めた。

　……ナベさん、ヤンキーだからなー。

　地じ元もと市いち場ばにおいて、中ちゆう等とう部ぶ一年で既すでに顔役じみていた彼女は、可児が部活動にのめり込んでいくのに、ちょっとした〝付き合いの壁〟を感じていたのだろう。そして、可児の行き先に襲名という言葉がちらついた辺りで、己おのれも襲名を考えるようになった。

　鍋島は充分に、人を纏まとめ、何かが出来るタイプだと思っていたが、本人としては違ったのだろう。中等部に入れば、それまでの関係が変わっていく。その中で彼女は、それまでの延長ではなく、自分に何が出来るのかを襲名という言葉で試そうとした。

　無む論ろん、ヤンキーで成績は悪い。部活などもしていない。だから留りゆう学がくだ。

　結局、鍋島は龍りゆう造ぞう寺じ家けの中ちゆう興こうに燃える事になって、襲名も可児より早期に決めた。

　そして、こちらにとっては問題が生じる事になった。

　可か児にと鍋なべ島しまが襲しゆう名めいに至る動きを取るにつれ、皆が集まる事はあっても、常に連つるむような事が無くなったのだ。

　長なが岡おかが引っ越してきてトータルの頭あたま数かずは増えたが、常に駄だ弁べれる地元の女友達はいなくなった。そしてまた、

・イケ照：『おーい、そっちどうだ？　大だい丈じよう夫ぶか？』

　この男がいけない。

　この男、鍋島と可児の不在が多くなってから、自然と連む相手となった訳わけだが、中ちゆう等とう部ぶ三年の夏頃ごろに、

「おいおい、俺おれ、どうも襲しゆう名めいが出来そうな、そんな感じになったよ？」

「は？　マジでー？　どういう事？」

「いや、まだ可能性ってレベルなんで、明めい言げんは出来ないけど」

　だけど、

「これでお前らに馬ば鹿かにされる事が無くなりそうだなあ」

「は？　馬鹿にー、ってか、お前らにー、って？　私も？」

　いや、と馬鹿は笑って言った。

「お前、名みよう字じ浅あさ野のだし、そこらの襲名狙ねらってるんだろ？」

　狙ってないよ……!!

「まあ、俺も頑がん張ばってみてさあ。まだ確実じゃないけど」

　落ちるといい──!!

「お前、頭良いから余よ裕ゆうなんだろうけど、俺そうじゃないし」

　アンタが馬鹿なのはー今証しよう明めいされたから──！

「──またお前らと連めたら、面白いよな。今度は長岡も含みか」

　その言葉に、心の中で何かが妙みように収まった。

　……あ、そーか。

　自分もー襲名すりゃいいんだねー……。

　成せい績せきは良い方だ。しかもかなり良い。

　文ぶん系けいの襲名者しやでほぼ無む名めいに近い存在なら、行けるんじゃないだろうか。

　だけど、目の前の腐くされ縁えんが、こう言ったのがいけなかった。

「でも、まさか俺に、池いけ田だ・照てる政まさの襲名が狙えるなんてなあ。七しち将しようだぜ？　あ、長岡も同じって言えば同じか」

　待ーちーなーさーいー。

　……このどうしようもーないのが七将で、成績優ゆう秀しゆうな私ーが無名!?　そんなーんでグループ内の釣つり合いとれると思ってんの!?　聞いてますか私ー！

　だけど、

「で、お前の方は、もう、プランとか立てて余よ裕ゆうなんだろ？」

　という彼の問い掛けに、当時の自分はこう応こたえていたのだ。

「ああ、大丈ー夫だいじようぶ。も、浅あさ野の・幸よし長ながだっけ？　余裕だから」

　内ない心しんで頭を抱えて、帰き宅たくしてから浅野・幸長を調べた。

　ツイてる、と思ったのは、

　……この人、特とく徴ちよう薄い……！

　そう、浅野・幸長は、七しち将しようの中では、結けつ構こう影が薄い存在だったのだ。
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　房ぼう総そう半はん島とうの江え戸ど湾わん沿えん岸がん。そこを南に行く輸ゆ送そう大だい八はち車ぐるまの上で、浅野は頰ほお杖づえをつく。

　……私、特徴ー無いんだよねー……。

　頭はいい。これは思い込みではなく、順じゆん位いなどからの判はん断だんだ。教きよう導どう院いん内トップとか、地ち域いきトップではなく、M. H. R. R.神聖ローマ帝国内でも、同学年中、毎回総そう合ごうでベスト３を下らない。

　ただ、頭が良いからと言ってなれるとは限らないのが、襲しゆう名めい者しやだ。

　一いち芸げい。

　そう、特に襲名先の特徴となるエピソードや武ぶ装そうなどを、他より秀ひいでて再さい現げん出来るかどうか、というのは襲名の鍵かぎとなる事こと柄がらだ。

　頭が良いだけでは、それは難しい。無名に近いような、エピソードの無い存在だったらどうにかなる、とも思っていたが、

「浅野・幸長さーん」

　浅野は、遙かな過去の襲名元もとに呼びかける。

「貴方あなた、羽は柴しばの甥おいで、勇ゆう猛もうって言われたり、文ぶん武ぶに秀でてる、って言われてて、確かに〝退ひかぬ構え〟を見せるよーなエピソードはあるんだけど」

　でも、

「誰だれかと一いつ騎き打うちとか、強きよう烈れつな成果をあげたとかー、何か仕事を任されたとか、そういうの、ほぼ無いよね……」

　浅野・幸長は、出しゆつ自じもあってか、親しん羽柴だ。だから羽柴の死後、石いし田だ・三みつ成なりが親羽柴の代表のように振る舞った際、それを襲しゆう撃げきし、関せきヶ原はらでも〝反はん三成〟の立場から東とう軍ぐんに回っている。

　しかし、関ヶ原以後も、親羽柴としての姿し勢せいを崩くずさなかったため、松まつ平だいら側はその動静を警けい戒かいしたというが、

　……でも、目ー立ったエピソード無いのー……。

　だからだろうか、襲名の理由付づけは、こちらから提てい示じしていく必要があった。

　つまり、成せい績せきの優ゆう秀しゆうさを担たん任にんから聖せい連れんにアピールして貰もらい、可か児にや鍋なべ島しま、池いけ田だ、そして長なが岡おかという存在の近くにいる事も主張した。

　実力よりも、成せい績せきとコネ。そう言われてしまうのは覚かく悟ごの上だ。

　だけど、と浅あさ野のは思う。当時の浅野・幸よし長ながも、結けつ構こう、大変だったんじゃーないかなー、と。

　何しろ周囲は明確な功こう績せきを挙げて来た者達ばかりだ。二世せい、三世大だい名みようとなる者達もいたが、彼らの大半は何らかの面で突とつ出しゆつしている。

　大体、文ぶん武ぶに優れていた、というならば、有名武ぶ将しようはほとんどがそうなのだ。

「突出してる連れん中ちゆうとか、文武＋５とか、そんな感じーよね。たまに文[image: －]６で武＋８とかいるけれども」

　だが、浅野は、襲しゆう名めい元もとの存在を文武＋２か３くらいだと思っている。

　浅野・幸長が七しち将しようの一員となっているのは、羽は柴しばの甥おいとして親しん羽柴の姿し勢せいを崩くずさずにいた点が強いせいではないかと。つまりは、

　……親羽柴派にとって、その精神的支し柱ちゆうの一つだわ。

　何かに秀ひいでた天てん才さいではない。だが、平へい均きん値ちは高い秀しゆう才さいで、出しゆつ自じがあり、心こころ根ねが強い。

　これはきっと、天才達が、自分の脆もろい部分を自覚した上で、隣となりにおいておきたいと思う存在だろう。

　そしてまた、力足たりない者達が、常にどんな現げん場ばでも頼れる存在だろう。

　言い換えるなら、

　……天才共どもーの潤じゆん滑かつ剤ざいー。そして下の人達の頼り処どころー。

　意い外がいと美お味いしい役かもしれない。だけど、と浅野は前置きして思う。

　現場に出て戦ったりするのは、正ー直、嫌いやなのよー、と。
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　参まいーった、と浅野は思う。走る荷に台だいの上に座り込んでそう思う。

　何しろ自分は、単なる果くだ物もの屋やの娘むすめ。頭が良いけど教きよう科か書しよ勝負の秀才だ。それが人付き合いで、上う手まくスポットとなった襲名を得てしまったに過ぎない。

　無む論ろん、普ふ段だんはそれでもいいのだ。昔からの付き合いは継けい続ぞく出来ているし、仲間内うちでのプライドも保たれた。襲名が決まった時の皆の驚き方は、照れくさささえ感じるものだった。

　だが戦争となると、ちょっと違う。

　何しろ、秀才が天才を相手にしなければならない。

　これが、一いつ般ぱん戦せん士し団だんを相手にしても、結けつ構こう大変なのだ。襲名者しやとしていろいろ術じゆつ式しきをもって、体力強きよう化かなども出来るが、基き本ほん的な膂りよ力りよくは低いのだから。

　最さい低てい限げんのノルマをこなして襲名をクリアしたのが、良かったのか悪かったのか。

「どーだろー」

　これから来る相手は、東から小型輸ゆ送そう艦かんに乗った里さと見み勢ぜいか。それとも、

「どっちだろー」

　北からも、墜つい落らくするように、火を噴ふいた輸ゆ送そう艦かんが来てるのだ。あれに乗っているのは、

「いずれ、ナベさんーと当たる立たち花ばなー家けの元襲しゆう名めい者しやだっけ」

　どーだろー、と浅あさ野のが思った時だった。

・カニ玉：『アサちゃん！』

・浅　野：『んー？　何ー？』

・カニ玉：『終わったら、江え戸どで買い物しましょう！　時間、貰もらえたらですけど！』

　知ってますか！　と可か児にが言った。

・カニ玉：『最近、江戸の原はら宿じゆくが遺い跡せき解かい禁きんになったそうなんです！』

・浅　野：『知ってるー。でも、神かみ代よの時代、池いけ袋ぶくろ経けい由ゆで──たびたび埼さい玉たまからの侵しん略りやく受うけてたのよね──確か』

・カニ玉：『精せい霊れいタケノコ族ぞくとかいるみたいなんで、見に行きましょう！』

　相変わらず、発はつ想そうが凄すごい。今は戦争だというのに、完全に修しゆう学がく旅行か部ぶ活かつの延長だ。

　だけど、と浅野は思った。ちょっと今の状況的に、問うてみたい事があるのだ。

・浅　野：『可児さーん。大だい丈じよう夫ぶ？　死し人にん出るような戦せん場じようだよーね？』

・カニ玉：『Ｔｅｓテスタメント．！　でも、戦せん士し団だんって、自分も含めてそういうものです！　でも──』

　言葉の作られるタイミングが、明らかに走っている。戦場へと向かっていく彼女の言葉は、だから本物だ。

・カニ玉：『でも、部活中ちゆうの事故で死ぬ事だってありますし、交通事故でも、病気でも、何か嫌いやになって自じ害がいしたり、──襲名しても死を強制される事だってあります！』

・浅　野：『それは──』

・カニ玉：『勉強しました！　義よし光あき様さまの事！』

　可児が走って行く。足音が聞こえるような言葉のタイミングで、

・カニ玉：『──だけど義光様は、自分を受け止めてくれましたし、里見生徒会長の事を大だい事じに思っています！』

・浅　野：『でも』

　と、浅野は、こう呟つぶやいた。

・浅　野：『それは義ー光様が優しくて強かったからーであっーてー、死人？　が出る事に対してーの、可児さんーが出せる答えにならないーんじゃーない？　長なが岡おかのとか、さ──』

・カニ玉：『うん！　言っててそう思いました！』

　……天てん才さいはこれだから困る──!!

・カニ玉：『だけど！』

　明らかに走る速度が上がった。

　可児のテンションが、集中力りよくと一いつ緒しよに上がっていくのが解わかる。こうなった時の可児は、ちょっと自分達レベルでは手に負えないのだ。

　しかし、この可児を、恐らく圧あつ倒とうして受け止めた相手がいる。その人に対し、

・浅　野：『だけどー？　何ー？　可か児にさんー』

・カニ玉：『Ｔｅｓテスタメント．！　だけど自分、こう思うんです！』

　それは、

・カニ玉：『頑がん張ばらないと！　義よし光あき様にちゃんと受け止めて貰もらえなかったと思います！　自分の場合ですけど──』

「────」

・カニ玉：『里さと見み生徒会長だって、凄すごい頑張る人なんです！　だからきっと、義光様は、里見生徒会長の頑張りや意い気きを見て、大だい事じに思うようになったんです！』

　可児が速度を上げる。

・カニ玉：『アサちゃん！』

・浅　野：『何ー？』

・カニ玉：『自分、たとえばアサちゃんが哀かなしくなった時でも、何か全ぜん力りよくでやって、頑張りますから！　そしてアサちゃんが哀しくても、こう思わせますから！』

・浅　野：『何を？』

・カニ玉：『コイツ、私が受け止めてやらなきゃ駄だ目めだな、って！　それがたくさんあれば、哀しいとか、そういうの、思う暇ひまが無くなって、構ってられないです！』

　だから、

・カニ玉：『自分、義光様にそう思わせたのは誇ります！』

　そして、

・カニ玉：『オッキー君や、皆がそうだといいと思います！』

　可児の言葉を聞いて、浅あさ野のはこう思った。支し離り滅めつ裂れつだー、と。

　感情で解決する部分を、理り屈くつを絡からめて諭さとされたような感覚。

　可児の言う事は、誰だれもに適てき用よう出来る話ではないだろうに。

　だけど可児と義光の間では、きっとそうだったのだ。そして、同じようなケースは、恐らくそれ以外にもあるのだと、そんな事は浅野にも解る。

　完全に認める事も出来ないが、否定は間違っている。

　もしこれが通じないケースにぶつかったとしても、可児は、頑張ってどうにかしたり、答えを何ど処こからか見つけてくるのだろう。

　非ひ効こう率りつ的だ。

　だが、そうやっていく内に、いずれ可児は、彼女として完全ではなく、万まん遍べんになっていく。

　そして、その経過において哀しい事を得たならば、彼女もまた、義光のようになるのかもしれない。

　ともあれ今は、一歩の連続。それが可か児にとして、小お田だ原わら征せい伐ばつで得たものだ。

「参まいーった──」

　頭いいつもりだったのが、何だか、そっちでも〝実じつ践せん〟で先に行かれた気がする。

　……と？

　気付けば、可児からの通つう神しんが切れている。

　彼女は、戦せん場じように飛び込んだのだ。
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　江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はし。

　幅はば約五十メートル。長さにして十五キロ程ほどの硬こう化か木材の大橋だ。

　今、その上は戦場になっていた。

　遺跡を率そつ先せんして破は壊かいしてはならないという協きよう約やく上じよう、橋に空からの砲ほう撃げきを送る事は出来ない。しかし道みち上うえからの水すい平へい砲撃はその限りではなく、

「撃うて……！」

　橋の上、西側の近くで横に並んでいるのは、高速移い動どう用ようの大だい八はち車ぐるまに搭とう載さいされた砲ほう門もんだ。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の航こう空くう戦せん艦かんが使用する副ふく砲ほうを、ターレットを外した砲ほう塔とうとして持ち込んでいる。

　その数は横に七門もん。隙すき間まからは、

「こっちも撃て……！」

　長ちよう銃じゆうを構えた戦せん士し団だんが、砲門の間に盾たてを仕込み、その陰からの射しや撃げきを放つ。

　一いつ斉せいだった。

　大の音と小の音が重なり、湾わん上じようの大気が連続して裂さけた。

　大橋を構こう造ぞうする木々のブロックが震しん動どうし、その継つぎ目や合わせ目を露あらわにする。

　風と言うよりも、音が弾だん丸がんと砲ほう弾だんを飛ばす中、吹き荒れていくのは空気の圧力だ。射撃側の幾いく人にんかがたじろぎ、伏せもするような発はつ射しやの反動が生じ、

「当たれ……！」

　敵はいる。江戸側の陸地。そこからこちらに向かって来るのは武蔵むさし勢ぜいだ。

　彼らの狙ねらいは、この橋のクリアだ。先行して房ぼう総そう半はん島とうに向かった里さと見み勢の援えん護ごとして、その背後に回るであろう自分達を倒すつもりなのだ。

「全く、どういう事だ……！　奴やつらはネルトリンゲンに向かうんじゃないのか！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　約束を破るのはいけない事だよな！」

「ああ！　だからお前は俺おれから借りた〝トリスたんと義母ははイゾルデ〟を返すといい！」

「それなら江戸の秋あき葉は原ばらで１、２パックが出てるから買って帰ろうぜ！」

「M. H. R. R. 用ローカライズがされてない極きよく東とう版ばんは駄だ目めだ！　何が駄目かって海苔のりがいけない！　あんな風ふうに黒くてたまるか！」

　あ！　と声を誰だれかが上げた。

「忠ただ興おき様がリアル海苔のりだぞ！　あの年ねん齢れいで、年とし増ま好ずきの大人おとなだからな！」

　流石さすがだな！　と皆が顔を見合わせ、忠興のいる橋中央の遺い跡せき塔とうを見上げた。

「忠興様、ナイス海苔でーす」

　と数名が声を合わせた瞬しゆん間かん。正面の敵てき群ぐんから撃げき音おんが返った。

　着ちやく弾だんの響ひびきだ。数は七つ。

「全ぜん弾だん命めい中ちゆう──！」

　正面。衝しよう撃げき波はが空気を歪ゆがめ、左から右へと火ひ花ばなを散らした。橋の左右にある海が弾はじけ、波は濤とうの欠片かけらが押しのけられるように宙ちゆうへと拡かく散さんする。

　しかし、砲撃を観かん測そくしていた副ふく官かん役やくが、その異常に気付いた。

「火花が、左から、右へ……？」

　着弾時に起きた火花だ。

　彼の目には、赤い光の塵ちりが、確かに左から右へと突っ走って見えた。だが、

「一いつ斉せい砲撃の筈はずだぞ……!?」

　疑問に答えは無い。ただあるのは、正面からの、

「敵、止まっていません！　数も維い持じ！　──突とつ撃げきに変化無なしです！」

　どういう事だ、と問いかけを重ねる意味は無い。指し揮き官かん役の学生が、耳元に防音用の術じゆつ式しき陣じんを押さえて叫んだ。

「とにかく撃うて……！」

　直後。皆は従った。先さき程ほどと同どう様ように、もはや橋に足を掛けてくる敵へと砲ほう撃げきしたのだ。
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　続く射しや撃げきと同時。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の学生達がまず見たのは、橋はし上うえに来た銀ぎんの影だった。

　木で出来た欄らん干かん。赤く塗られた左の木き枠わくの上に、いつの間にか銀ぎん狼ろうが立っていたのだ。

　自分達が水平射撃した砲ほう弾だんと弾だん丸がんは、全て橋上を行く軌き道どうだ。

　欄干上はカバーしていない。そんな安全な場所上で、狼おおかみは動いていた。

　M. H. R. R. の皆が身み構がまえたのは、彼女の突撃速そく度どを知っているからだ。ゆえに防ぼう護ご障しよう壁へきを立てていた学生が、

「飛び越してくるかもしれん、気を付けろ！」

　防ぼう御ぎよはする。だが、当たるよりも越えて来る可能性が高い。

　だから射しや列れつ内側の防御役も、狼を警けい戒かいして左へと身を振った。

　違った。

　狼は、ただ回ったのだ。欄干上。腕を振り、彼女は髪かみを風に舞わす。

　直後。こちらが砲ほう撃げきによって飛ひ翔しようさせた鉄てつ弾だんが、敵の突とつ撃げき列れつに叩たたき込まれる。

　それも違った。

　迫る敵の正面にて、火ひ花ばなが散ったのだ。それも快かい音おんをつけて、右から左へと、だ。

　何が起きたかは解わかる。

「砲ほう弾だんが弾はじかれた!?」

　確かに、遮しや断だんの数は七発分ぶん。

　更さらには声も付いていた。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の射しや列れつが見て、聞いたもの。その正しよう体たいは、

『あいたあ──!!』

　鉄てつ塊かいだった。

　青と白の丸い鉄塊が、鎖くさりで振り回され、五十メートル幅の橋はし上うえを高速で横おう断だんしたのだ。

　先さき程ほどと今。二度にわたって砲撃を防いだのはそれだ。

　狼おおかみは、鎖を振り回す事による円えん弧こ軌き道どうを利用し、手て前まえから後ろへと砲弾を迎げい撃げきしたのだ。

　必要なのは、遮断の鉄塊を水平に振り回す膂りよ力りよく。

　銀ぎんの狼は、それを叶かなえる。

　彼女が振り回す武ぶ器きは、鉄てつ球きゆうとして考えるなら直ちよつ径けい三メートルを超える固まりだ。更さらには、

「奴やつら！　芯しんまで入れている……！」

『芯じゃないですよ！　操そう縦じゆう者しやですよ！』

　操縦者が芯として入った鉄球が、宙ちゆうを一周した。

　銀ぎん狼ろうが前に出ていた。続く動きで鉄球がこちらに来た。

　水平軌道で叩たたき込まれてくる行き先は、先程防ぼう護ご障しよう壁へきを構えた左端はしの学生だった。

　皆が、はっとして彼を見る。そして、

「飛び越してこないぞ！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と彼は言った。笑えみで皆へと振り向き、右の親おや指ゆびを立て、

「──じゃあ駄だ目めだ」

「諦あきらめるな！　人間、諦めたら終わりだぞ！」

「どう見ても終わりだから諦めてんだよ!!　それとも代わるか!?」

「おい！　誰だれかこの根こん性じよう無なしと代わってやれ！　俺おれは嫌いやだ！」

　解わかりやすいな！　と誰もが声をあげた瞬しゆん間かん。皆は見た。飛ひ来らいする鉄球の接近と、

「え？」

　その上に、上から跳び乗る者がいたのだ。

　青の装そう甲こうを纏まとった女おんな武む者しや。槍やりを手に携たずさえているのは。

「──武蔵むさし副ふく長ちよう！」
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　二ふた代よは、奔ほん獣じゆうの上に跳び乗った。

　……出で遅おくれたで御ご座ざる。

　皆が壁を作りに突とつ撃げきして行った際、まだ大だい遺い跡せき側の敵を相手していたせいだ。

　地上側に置かれていた敵てき艦かんの残ざん骸がい。それをバリケードに粘ねばろうとする相手に対し、割かつ打だと、伊だ達て家け副ふく長ちようの顎あご剣けん連れん射しやの組み合わせはよく効いた。その上で第二特とく務むが突撃を掛け、的てき確かくに掃そう討とうをしていくのだが、やはり時間が掛かったのは否いなめない。

　敵側が橋はし上うえの布ふ陣じんを固める前に、こちらも壁を作り、前に出る必要があったのだが、

「拙せつ者しやが遅れた分、敵に砲ほう撃げきさせてしまったで御座るな。──ミトツダイラ様と従じゆう士し殿どのがいてくれて助かったで御座る」

『いやあ、まさか自分、敵に叩たたきつけられる前に、砲撃を跳ね返す役になるとは』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と二ふた代よは奔ほん獣じゆうの上で正せい座ざする。何しろ余よ所そ様さまの機き動どう殻かく。武ぶ器きに触れている訳わけだから、粗そ相そうがあってはいかぬで御座る。

　ただこうして、従士殿が敵に激げき突とつするのをちょっとバーチャ激突な感じで体験してみると、

「……よくもまあ、こんな戦せん闘とう方法を思いつくもので御座るな、従士殿」

『自分じゃないです！　流されてこうなったんですよ！』

「Ｊｕｄ．、──人生とは何が起きるか解わからぬもので御座るな」

『確かに自分の人生、何が起きるかサッパリ解りませんけどね!?』

「従士殿。……確かに従士殿の未来、サッパリ解らぬ事ばかりで御座ろうが──」

『何です？』

「これから叩きつけられるのは確かく定ていで御座ろう。先の見える未来、良かったで御座るな」

『大だい事じなのは結果じゃなくて経過なんですよ──！』

　良い言葉を聞いたで御座る。いずれ何ど処こかで使うが吉きちで御座るな。

　……さて。

　と二代は、瞬しゆん間かん的に敵を数えた。

　……一、二、三……。

　四人以上はもはや〝たくさん〟でいい気もするで御座るなあ。

「と」

　遠く、弾だん丸がんが顔面狙ねらいで飛んで来たのを、首を傾かしげてかわす。

　誰だれか知らぬが結けつ構こういい狙い。危ないところで御座った。
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　忠ただ興おきは、大おお橋はし中央の遺跡上じよう。塔とうのように見える展てん望ぼう台だいの上で口を横に広げていた。

　今、狙そ撃げき姿し勢せいになった己おのれの手の中にあるのは、三十六歌か仙せんの第一変へん形けい状態だった。

　片側ずつ、十八の銃じゆう身しんを連れん結けつすると、大型の狙そ撃げき銃じゆうに変わるのだ。自動装そう塡てん装そう置ちを付け、一発ごとに交換しての狙撃は忠興の得とく意いとするところだが、

「武蔵むさし副ふく長ちよう、今ので当たらねえのかよ!?」

　鉄てつ塊かい上だ。その軌き道どうは円えん弧こであり、上に正せい座ざしているのだ。しかもこちらの前ぜん線せんを組む射しや列れつの人数を数えていただろうに。

　……どうして気付いた!?

　今までも自分は、時とき折おりに敵の突とつ撃げき隊たいを穿うがっている。

　自分達の前線。射列の皆が動くのに合わせ、狙撃とは解わからぬように弾だん丸がんを撃うち込んでいるのだ。そうする事で、敵の突撃を僅わずかながらに遅ち滞たいさせたのだが、

「うわ」

　鉄てつ球きゆうが、前線に叩たたき込まれた。





●






　アデーレの激げき突とつによって二ふた代よは奔ほん獣じゆうから放り出され、正座姿し勢せいで空中を転がった。

　ここにいる敵の数は恐らくたくさん。

　……砲は割かつ打だで一気に破は壊かい出来るで御ご座ざるが、アデー従じゆう士し殿どのがこのまま三分の一程ほど敵てき陣じん自体を吹っ飛ばすで御座ろうなあ。

　しかし、これは従士殿が激突していくので御座ろうか。それとも、ミトツダイラ様が叩たたき込むので御座ろうか。どちらなので御座ろうか。

　ともあれ三分の一が吹き飛んだなら、残りの三分の二は自分の仕事に御座る。

　敵の数はたくさんの三分の二になるので、

　……しもうたで御座る。

　数を数えていなかったので、よく解らなくなったで御座る。

　まあ概がい算さん、たくさんという事でよう御座ろう。

「ふむ」

　と、二代は空中で正座を伸ばし、身を一いつ回転。動きとしては、横に並んでいる敵の砲ほう列れつ上じようを、身を捻ひねって飛んでいく形になる。着ちやく地ち場所には二に門もん越えた先の地面を狙ねらうが、

「──結べ、蜻蛉とんぼスペア！」

『御ご了りよう解かい──』

　二門を上から破は断だんした直後。後ろの砲列が奔獣の激突音で破は砕さいされた。敵てき陣じんにぶち込まれた鉄塊が、押しのけようとする反発力と敵の自じ重じゆうを押し切り、突き抜けたのだ。

『あいたあ──!!』
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　……従士殿が楽しそうで何よりで御座るな……！

　しみじみ思いながら、二代は破は壊かいした砲ほう門もん二つの上を通過した。

　狙ねらう着ちやく地ち場所は砕くだいた砲門の向こうの床面。

　だが、飛ひ距離が足りない。故ゆえに二代は手をついた。割り裂さけ、今、その断だん裂れつを開いていこうとする砲ほう塔とうの断面縁べりを軽く左手の指で押し、

「よ」

　と、身を淡く浮かせて距離を稼かせぐ。

　稼いだ。

　降りる位置は橋の左側。左から三番目の砲門と、破壊した四番目の砲の間だった。

　砲門の間は通路状じようになっていて、そこには敵の防ぼう護ご役やくと射しや撃げき手しゆ達がいた。しかし、まさか上から人が降ふってくると思ってなかった彼らは、

「え？」

　こちらは体重を掛けて足から落ち、一番手前となる防護役の一人を潰つぶす。

　同時に、敵の全てがこちらに気付いた。

　慌あわてて、先せん頭とうの射撃手がこちらに引き金を絞しぼる。

　いい判はん断だんに御座ると二代は思った。戦せん場じようにおいて、予想外の事をしてくるのは敵。そういう認にん識しきの訓くん練れんが為なされている、と。

　だが、こちらは飛び降り、防護役を潰つぶす際に重じゆう心しんを下にしている。

　身はしゃがんだ姿し勢せい。敵てき弾だんは頭ず上じようを通過した。

　射撃音おんが砲ほう塔とうの間で響ひびいてやかましい。その音を払うように、二代は蜻蛉とんぼスペアの伸しん縮しゆく機き構こうを展開する。

　石いし突づきを前に、穂ほ先さきは後ろに。しかし水平ではない。パイクのように斜めに構えて、

「伸縮機構……！」

　発はつ射しやされた石突きが先頭の射撃手の胸むね下したを穿うがった。

　穂先で打たぬ理由は一つ。突き刺さず石突きの衝しよう撃げきで打ち跳ねさせ、

「……っ！」

　浮いた射撃手が、後こう続ぞくを巻き込んだ。

　わ、という声をもって、後ろの射撃手達が宙ちゆうから倒れ込んできた仲間を支える。それは彼らが、後ろ倒しの斜め構こう図ずになると言う事だが、

「失しつ敬けいに御座る」

　二代は前に出た。倒れ、斜めに空を仰あおいだ敵の射撃手の足先を踏み、身体からだを一いつ瞬しゆん止とめた後で、その胸の装そう甲こうを蹴けって跳んだ。

　相手は倒す。自分は宙ちゆうに舞う。

　軽く跳ぶ方向は前でも後ろでもない。真ま上うえだ。

　直後。砲ほう門もんの後ろにいた射しや撃げき手しゆ達が、こちらを見た。恐らくは副ふく官かん役やくと思われる学生が、こっちに向かって手を翳かざす。

「そこだ！」

　彼の手ての平ひらに照しよう準じゆん術じゆつ式しきが展開しているのを二ふた代よは見た。

　……連れん動どう式しきで御ご座ざるか！

　射撃手の内、数名の照準術式が自分の方に自動で向いている。誘ゆう導どう術式を弾だん丸がんに仕込んでいるのだろう、余よ程ほど見当違いの方向に銃じゆう口こうを向けていない限りは当たる。そういう仕掛けだ。

　合が点てん、という言葉を二代は思った。この現げん場ば、正式な訓くん練れんを受けてきた者達がいる一方で、新しん人じんも多いので御座ろう、と。

　直後に銃じゆう声せいが響ひびいた。

　超ちよう至し近きんといえる距離から誘導つきの弾丸が飛んでくる。

　こちらは空中。回かい避ひ法ほうは無いでもない。

　蜻蛉とんぼスペアの伸しん縮しゆく機き構こうや、体たい術じゆつによる空中の身のこなしなど、出来る事はいろいろある。しかし今は当とう初しよの予定通り、

「と」

　橋の右手側から飛んで来たものがある。

　従じゆう士しが芯しんに入った鉄てつ塊かいだ。

　先の砲門と敵てき陣じんに激げき突とつした後、その威い力りよくを消し切る事が出来ず、バウンドしたのだ。

　短いが頑がん丈じような四し肢しに、砲門や銃のパーツが挟まったまま。それが、空中にいる自分に対して、放ほう物ぶつ線せん軌き道どうで飛んできていた。

『当たりまあ──す!!』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と二代は頷うなずき、身を回した。

　飛ひ来らいした機き動どう殻かく型の打だ撃げきハンマーに両の足あし裏うらをつき、

「──と」

　足首で衝しよう撃げきを吸収し、軽く立ったのだ。
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　アデーレは、何が起きたかよく解わかっていなかった。

　ただ、空中にいる二代を巻き込むように自分が跳ねているのは確かで、

　……人じん身しん……！

　機動殻にも、当然、交通法ほう規きは適用される。聖せい連れん所しよ属ぞく国こつ家かにおいては、移動中の地上用機動殻の扱いは中型馬ば車しやに準ずるものとされ、アデーレ達従じゆう士しは従士認にん定ていの際、自分達の乗る機動殻に対応した免めん許きよを得る必要があるのだ。

　不ふ注意による人じん身しん事故は、免許の点てん数すうをどのくらい引かれるだろうか。否いな、中型馬ば車しやの免許が止められても、それは機き動どう殻かくが公こう道どうの移動を出来なくなるだけだ。戦せん場じように運うん搬ぱんして貰もらえれば、そこから先は自じ力りき移動も出来るのだし、

「ハンマーになってるんだったら、移動しなくても構わないですよね！」

　思わず自分にツッコミを入れてしまうが、

「え？」

　アデーレは、幾いくつかの音を聞いた。

　先に聞こえた無む数すうは、二ふた代よ狙ねらいの弾だん丸がんが自分に着ちやく弾だんする金きん属ぞく音おんだ。外で弾はじける鉄の響ひびきは、二代が奔ほん獣じゆうに激げき突とつしなかった事を示している。ならば、

　……何ど処こへ!?

　と思った直後だ。

　背後。空の側を向いている背面の装そう甲こうに、硬い音が響いた。それは、奔獣が巻き込んだ敵の砲ほう塔とうの残ざん骸がいを穿うがった鳴り音。恐らくは、背に回った二代が、砕くだけた砲塔を蹴けった鉄てつ音おんだ。

「従じゆう士し殿どの」

　宙ちゆうに浮き、振り回されたままの奔獣内部に、二代の声が籠こもって届く。

「機き動どう殻かくには傷をつけぬがゆえ、──我が慢まんで御ご座ざる」

「な、何ですかそのシメ方！」

　だが、何をするかは解わかった。二代がこの状況でする事としたら、割かつ打だだろう。

　……でも、奔獣には傷をつけないと言いましたから……！

　ならば簡単だ。奔獣が巻き込んだ敵の砲塔の残骸、それを断じて、

「──結べ、蜻蛉とんぼスペア！」
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　銀ぎん鎖さの先にホールドした奔獣を振り回していたミトツダイラは、その光こう景けいを見た。

　跳ねた機動殻の背に乗った二代が、奔獣に向かって割打を放ったのだ。

・あさま：『きゃああああ！　アデーレが開きに……！』

・金マル：『アデの開き？』

・銀　狼：『随ずい分ぶん余よ裕ゆうですわね皆──！』

　だが、皆が想そう像ぞうしていたような事は起きなかった。

　二代が打ったのは、奔獣の腕から背に巻き付いていた砲塔の残骸だ。鉄を重ねて焼き締しめた砲は、正しく縦たて二つに割れ、打だ撃げきされる。その力は、下にある奔獣を強く押し、

「……と！」

　銀鎖を緩ゆるめなければならぬ程ほどの勢いで、奔獣が進しん行こう方向を変えた。

　それまで、どちらかというと滞たい空くう時間の長いバウンドをしていたのが、一いつ直線の斜め打ちとなったのだ。

　鋭い手しゆ刀とうのような軌き道どうで奔ほん獣じゆうが飛んだのは、残りの砲ほう門もん三つだ。

　止めるものは何も無い。だから鉄てつ塊かいは、どちらかというと左の肩から行った。射しや撃げき手しゆ達を薙なぎ払い、鉄の大たい砲ほうに激げき突とつし、

『あいたあ──[image: ]』
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　二ふた代よは、敵てき陣じん中央に飛び降りた。

　敵は多いとは言え、叩たたきつけた奔獣を背にする位置だ。奔獣が砲ほう門もんに激突しながら近きん辺ぺんの射しや撃げき手しゆ達を巻き込むため、背後への心配はほぼ無くなる。

　後は身を低くし、

「武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん、副ふく長ちよう、本ほん多だ・二代、──行くで御ご座ざる！」

　前に出た。

　敵の数はたくさん。かなり減ったが、三を切る数にはなっていない。

　二歩目で、奔獣が三さん門もん目の砲ほう塔とうを巻き込んだ。

　……流石さすがは従じゆう士し殿どのの機き動どう殻かく、芯しんが入ると破は砕さい効こう率りつが良いで御座る。

　砕くだきと鉄の軋きしみに、ボルトが千ち切ぎれて跳ね上がる管かん楽がつ器きのような音。それらを全て背後からのＢＧＭとして二代は行く。

　敵集団が密みつ接せつ状況にある現場に対し、槍やりは横に構えられない。

　構わない。二代の得え手ては元々が縦たての構えだ。自分の右に立てた蜻蛉とんぼスペアを下から前に突き上げて回し、

「──そこ！」

　正面の一人、構えた銃じゆうを、持つ腕ごと上に跳ね上げさせた。

　万ばん歳ざい姿勢になった相手の顔。表情が凍り付くが、二代は、

「──と」

　前に出て、右の肩を、その相手に寄り添わせるようにする。

　盾たてだ。

　両腕うでを上げ、更さらには武ぶ器きまで跳ね上げられた相手は、こちらに対して何も出来ない。体当たりをしようにも、身体からだが上に伸びてしまっては不ふ可能だ。

　だから二代は、相手の右脇わきを己おのれの右脇で押しながら、彼を中心に足を回した。

　……筧かけい殿どのが、こんな風ふうにして御座ったな……！

　盾となった相手を中心軸じくに、三百六十度のターンスライド。盾代わりの敵も一いつ回転をさせる強ごう引いんな動きだ。

　だが、その動きの中から、二ふた代よは敵に対して手を抜かない。左に構えた槍やりで周囲の敵の武ぶ器きを腕ごと跳ね上げ、

「と」

　渡った。

　無防備となった敵のそれぞれを、スラロームするように二代はくぐり抜けていく。僅わずかに肩を下から当て、相手の姿し勢せい復ふつ帰きを止めるのも忘れない。

　敵を倒す事はしない。

　多た人にん数ずう相手で、密みつ集しゆう戦せんなのだ。致ち命めいの一いち撃げきを当てて敵を倒したとしても、その相手は倒れる動きで壁を作り、敵てき陣じんの動きをランダムに変化させてしまう。

　それは面めん倒どうだ。

　ゆえに二代は敵の武ぶ器きと腕を跳ね上げ、スペースを空あけさせる。

　敵を盾たてにする事で、他の相手はこちらを狙ねらい直すために位置を変え、距離を空あける。

　これを繰り返し、移動をし、敵の盾を押して行けば、あるものが見えてくる。

「……そこ！」

　敵の中心にいるのは、副ふく官かん役やくの学生だった。

　彼が今、照しよう準じゆん術じゆつ式しきをこちらに向けている。自らが狙ねらった誘ゆう導どう照準情報を皆に送るものだ。

　表示枠レルネンフイグーアの中、旧派カトリツク独特の四し方ほう十じゆう字じ照準が、その十字を中央に重ねた。

　照準がこちらに合ったという事だ。ならば後は、

「撃うて……！」

　言葉が聞こえた時、しかし二代は既すでに、副官の横を通過していた。

　相手にしない。何な故ぜなら、

「前見た方がいいで御ご座ざる」

「え？」

　と副官が声を生んだ瞬しゆん間かんだ。

「お……！」

　破は壊かいした砲ほう門もんの向こうに、威い力りよくが殺さつ到とうした。

　武蔵むさし勢ぜいの突とつ撃げきが、ここにまで届いたのだ。

　力がぶつかり、砲門が大だい八はち車ぐるまごと押しのけられ、宙ちゆうに舞った。

　皆は来た。ならば次、自分が為なすのは、

「敵の第二列で御座るな」

　見れば対岸からこちらへと敵の増ぞう援えんが来ている。それに向かって二代は走り、

「お」

　頭ず上じよう。自分を追い越して鉄てつ塊かいが宙を飛んでいく。

「一番手て柄がらは従じゆう士し殿どのに御座るか！」

　事実、その通りになった。
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　ミトツダイラは、水平に敵てき陣じん中央へと叩たたき込んだアデーレの成せい果かを見た。

　増ぞう援えんとして突とつ撃げきを掛けてきていた敵列は、左サイドスローからの機き動どう殻かくを食らい、

　……派は手でな結果になりますわねー……。

　敵の方には、前線が攻こう略りやくされるまでに間に合うと、そんな観かん測そくがあったのだろう。

　だが、そうではなかった。

　敵が駆かけつけるより先にこちらは砲ほう列れつをクリア。後続の仲間達たちは敵の残ざん存ぞんを掃そう討とうする状況に入ったが、自分達はそこから前に出て行ける。

　この戦せん闘とう、ミトツダイラや二ふた代よには、決めているルールがある。

　アシスト専せん念ねんだ。

　何しろ、これから数すう時間後ごにはネルトリンゲンでの戦闘が控えているのだ。一回寝ねるだけの余よ裕ゆうはあっても、物理的な負ふ傷しようは完かん治ちが難しいし、

　……勘かんのズレが怖こわいですものね。

　戦闘には、戦せん場じようがいて、敵がいる。

　同じ戦場も、同じ敵も、無いし、いない。

　ゆえに戦闘とは、どれだけ訓くん練れんをしても、戦場や相手を理解して、合わせる部分が出てくる。暴ぼう風ふうのように何ものもなぎ払えれば良いのかもしれないが、実際はそうもいかない。

　戦えば、その戦場と、相手に合わせた癖くせが付く。

　それを払うのには、時間と、アジャストのための訓くん練れんがいる。

　もしもそこで学ぶものがあったならば、自分の初しよ期き化かはまた時間の掛かるものとなる。

　今回のような連れん戦せんでは、それが怖こわい。

　ここで下へ手たに強敵とぶつかれば、ネルトリンゲンでの自分に乱れが生じかねないのだ。

「しかし──」

　走るミトツダイラは、視し界かいの中にある一つの影を収めていた。

　江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしの中央に立つ、大だい規き模ぼ施設だ。

　あの上に、長なが岡おか・忠ただ興おきがいる。

　距離にして五キロ程ほどか。

　そこに至る前には、まず、敵の増援を破は壊かいして、

「……っ!?」

　ミトツダイラは、一つの音を聞いた。先に突撃した二代の近く。そこから響ひびいた空気の破は裂れつするような音は、

「二代！　何かが空間射しや出しゆつされますわ！」
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　ミトツダイラの呼び掛けに、二ふた代よはいきなり身を跳ねさせた。

　走りから一度右に軸じく転てんとなるスピンを入れ、そのまま手をつかぬ側そく転てんを叩たたき込む。

　……これは……！

　と思った眼がん前ぜんを、風が通過した。

　赤と白の機き殻かく槍やり。それも、騎き槍そうと言える程ほどの大おお物ものだ。

　そんな槍が、不ふ意いに目の前から突き込まれてきた。

　空間射しや出しゆつだ。

　二ふた代よは知っている。こんな巨きよ大だいな槍を、空中からいきなりぶち込んで来る使い手を、だ。それは小お田だ原わら征せい伐ばつの現げん場ばにいた羽は柴しば側の代表者。その名は、

　……誰だれで御ご座ざったか？

　しまった。姿すがた格かつ好こうは憶おぼえているが、名前を忘れたで御座る。

　ともあれ小こ柄がらな人ひと影かげが、目の前に飛び込んできた。ショートカットのM. H. R. R.神聖ローマ帝国夏なつ服ふく姿。彼女は、大きな目をこちらに向け、

「──頑がん張ばりますから、御お願ねがいします!!」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と二代は頷うなずいた。

「いい心がけに御座る!!」

　言うなり、二発目が射出された。

　迎げい撃げきの金きん属ぞく音おんが、戦せん火かの江え戸ど湾わんに響ひびき渡る。







[image: 第三十六章『立体足場の意地娘』]
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　可か児には、初しよ手てから全ぜん力りよくを出した。

　射しや出しゆつする機き殻かく槍やりは八本。どれも小お田だ原わら征せい伐ばつで義よし光あきに破は壊かいされたものを、既き製せい品ひんの組み替えによって作り直したものだ。

　無む論ろん、既製品とはいえ、関かん東とうに持ち込まれている武ぶ装そうの中から最高級きゆうの品が部品取どりのために選せん定ていされている。正直、前に使っていたものより、値ね段だんと性せい能のうは上だ。

　……勿もつ体たいないです！

　この辺り、大だい加か藤とうに言わせると、

「でも貴女あなた、福ふく島しまの代だい理りで来ているんだから、そのくらいは当然よ」

　との事で、確かに福島ならば、高級品を使用しても当然だと可児は思う。

　加か速そく器きの調子はいい。射しや出しゆつ時じの引き抜きも、重さがなく、軽い。

　少々、幾いくつもの箇か所しよが上う手まく動き過ぎて、気分早はやめに挙きよ動どうしなければならない程ほどだ。

　問題があるとすれば、重量バランスを調ちよう整せいする暇ひまが無かったという事だろう。

　寝てたのだ。

　否いな、起きるには起きた。ちゃんと表示枠レルネンフイグーアに目覚まし術じゆつ式しきを仕込んでいて、起きたのだ。ただ起きた時、腹はらの上に猫ねこが乗って寝ていて、どうしたものかと迷っていたら寝オチした。

　二度寝ねは、完かん璧ぺきな熟じゆく睡すいだった。

　気付いたら集しゆう合ごう時間の七分前で、慌あわてて甲かん板ぱんに駆かけ上がると、新しい〝笹ささ群むら〟と共に、大加藤と大おお谷たにがいた。

　大加藤は、自分の機殻箒シヤーレベーゼンを点てん検けんしながら、いつもの視線をこちらに寄よ越こした。

「よく寝られた？」

「すみません！　本ほん気きで寝てました！」

「猫のせい？」

「いえ！　自分が迷ったせいです！」

「──猫は大おお谷たにに預けなさい。あと、ちゃんと寝られたなら、それでいいわ。調整不ふ備びは現げん場ばで馴ならして自分を合わせて行く事が出来るけど、寝不ぶ足そくは後で調整利かないもの」

　自分の方はそれで済んだが、一方の大谷はこれから関かん東とうの通つう神しん網もうに敷しかれた防護プロテクトを突とつ破ぱして、ネルトリンゲンに行くのだと言う。石いし田だ・三みつ成なりを手伝うのだと。

　そして自分は今、

「──行きます！」

　戦う相手は、武蔵むさし副ふく長ちよう。

　自分が上うわ役やくとして仰あおいでいる福島・正まさ則のりを、退しりぞけた事もある相手だ。

　敵である。

　だが、可か児ににとっては、好ましい敵だ。何しろ、

　……福ふく島しま先せん輩ぱいを倒すなんて……！

　どれだけ凄すごい人なんだろう、と。
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　お、と二ふた代よは心の中で声を作った。

　目の前というか、こちらの周しゆう囲いを忙せわしく動いている敵。名前を何と言ったか。

　……海かい産さん物ぶつっぽい、と憶おぼえたのが駄だ目めで御ご座ざったか。

　何で御座ったろうか。

　海産物。

　……鰹かつお……！

　いや、鰹は違う。それだったらもっと明確に憶えている。生しよう姜がも欲しい。

　大体、もうちょっと短い名前だった気がする。鰹は三さん文も字じ。だとすれば、ワカメも違うし、タラは短いが、人の名前ではなかろう……。ならば、

　……烏賊いか……！

　違う気がするで御座る。というか、大だい分ぶ離れてしまった気がする。でも、

　……蛸たこは近い気がするで御座るな。

　何な故ぜで御座ろう。墨すみを吐は……、いや、烏賊も吐くで御座る。

　だとすれば、と二代は思った。烏賊と蛸の差は、色と味と、足の数で御座るな、と。そして今、戦せん闘とうしている相手は、八本の槍やりを用いている。

　成なる程ほど、八本の槍から、蛸を想そう起きしたので御座るか。だとすれば、この御ご仁じんの名は……。
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　可児は、攻こう撃げきの手を緩めなかった。

〝笹ささ群むれ〟は未み調ちよう整せいだが、それは自分にとっての未調整という事だ。整せい備び班はんの基き準じゆんとなる調整は為なされていて、段々とそれが手に馴な染じんで来ている。

　整備班の調整は、先せん端たんに重量を寄せるようにしたフロントヘビー。

　激げき突とつ時じの貫かん通つう力りよくより、衝しよう撃げきを与える事を重じゆう視ししている。

　これは、当たったものを貫通したり削そぐよりも、触れただけで吹き飛ばすという指し向こうだ。

　ダメージとしては致ち命めいではないかもしれないが、触れた際に生じる最低ダメージの値あたいは大きいし、範はん囲いも広い。衝撃は周囲に伝でん播ぱするので、大おお勢ぜいに叩たたき込めば一いつ斉せいを打てる。

　問題は、先端が重いために初しよ速そくが乗りにくい事だ。

　ゆえに射しや出しゆつはなるべく下向き。

　地面にぶつけると再さい格かく納のうしてもその衝撃が当分消きえないので、射出即そく再格納となる。

　故ゆえにやや慌あわただしい動きになるが、

「頑がん張ばります……！」

　そして敵も、高速で挙きよ動どうする。

　武蔵むさし副ふく長ちよう。

　速い、というのが最初の感想だ。

　こちらの攻こう撃げきをかわす。それも必ひつ死しにかいくぐるのではなく、流れるように抜けてくる。

　八本の機き殻かく槍やりは、触れただけでその五ご体たいを吹っ飛ばす威い力りよくだというのに、

「──！」

　抜けられる。直ちよく撃げき狙ねらいで突き込めば、その位置をゆるりと回ってこちらに来る。

　移動先さきに撃うち込めば、通過タイミングを早めて前に出てくる。

　そして攻撃の手を少しでも休めれば、

「く……！」

　前に来る。それも無む造ぞう作さに、だ。

　このままでは、お互いが当たる。

　前進してくる武蔵副長の、やや右半はん身みになった肩が、こちらの胸を押しそうになる。

　おかしいです！　と可か児には思った。

　距離は確かに空あいている。五、六メートルは常に保っているだろう。だが、

　……届きます！

　次の一歩で、当たりに来られる。それが解わかる。

　その、衝しよう突とつの予よ感かんに対し、可児は幾いく度ども鼓こ動どうを速くした。何な故ぜなら、

　……どうなるんでしょう!?

　もし、接近を許したら、武蔵副長はどのような攻撃にシフトするのか。

　大体、槍やりの使つかい手が、そのまま肩から当たりにくるものなのだろうか。

　自分だったら出来ない。そんな戦い方をした事もないのだ。

　義よし光あきだって、そのような衝突を予感させる立ち回りはしなかった。

　だけどこの相手は違う。

　当たるぞ？　と、試すようにこちらに踏み込み、その予感で翻ほん弄ろうしてくる。

　今もそうだ。彼女は超ちよう至し近きんで発はつ射しやされる機殻槍を軽く回かい避ひする。まるで今の攻撃は一いち連れんの動きに組み込んであったとでも言うように、流れる髪かみも振る腕も、何の障しよう害がいを得もしない。

　特に、髪の流れが綺き麗れいで可愛かわいい。引っ張られて伸びるような動きが一いつ切さい無く、常に小こ躍おどりしながらも、時とき折おりに長い弧こを描いて加か速そくする。

　来た。

　髪が、長い弧を描き出した。

　こっちの懐ふところに跳び込み、そのまま次の一歩で当たりを誘う。対する自分は、一発を相手の軌き道どうに放ち──。

「考えタイムに御ご座ざる！」

　不ふ意いに武蔵むさし副ふく長ちようが動きを止め、左の手ての平ひらを立てそう叫んだ。

　は!?　と立ち止まってしまったこちらの正面。彼女は身を悠ゆう然ぜんと回す。そうしながら行われるのは、左の人ひと差さし指ゆびを眉み間けんに当てた思し考こうの時間だ。

　きっかり三秒。

　身動き取れなくなっているこちらに向かって、武蔵副長が改めて動いた。

　彼女は、左の人差し指をこちらに向け、

「──エビ!!」
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・金マル：『……何か始まった？』

・不退転：『いつも始まってないかしら』

・義　　：『お、お前ら私達の後ろで変な事するなよ!?　絶対だぞ！』

・俺　　：『おいおいどうすんだよセージュン、ペタ子がこっち信用してねえぞ』

・副会長：『お前が言うなあ──!!』





●






　答えは見えたで御座る！　と二ふた代よは身を回しながら思った。

〝翔しよう翼よく〟が砕くだけないよう、細かく刻んだターンステップを入れ、二代は己おのれを褒ほめた。

　……よく、思い出したもので御座るぞ！

　そう、海かい産さん物ぶつだ。あの八本槍の赤と白。その色を持つ中でやはりエビは別べつ格かく。正直言いうと、鮪まぐろなどもかなり好きだが、ここは相手の立場になって考えねばなるまい。この少女はエビが好きな顔だ。大体、鮪はちょっといけない。何せ鹿か角づのに言わせると、

「鮪は、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、この時代、大おお味あじな魚だと思われており、トロ部分なども捨てられていたそうで」

　との事で。しかし父は逆に「節せつ制せい！　節制のためだよ！」と捨てられる脂あぶら身みを買い込み、長期保存用のヅケにして売り捌さばいていたら結局元もと信のぶ公こうが効こう率りついい販はん路ろを確かく保ほして権けん益えきを奪うばわれてしまった。御お陰かげで我が家ではヅケは禁止で御座った。

　だがこの相手はエビだ。

　謎なぞは解けたで御座る……！　と、心しん底そこ安あん堵どした二代は、エビがこちらを見たのに気付く。

　エビが、右の手を挙げてこう言った。

「すみません！　──今、戦せん闘とう中ちゆうですよね！　タイムって何ですか一体！」

「知らぬので御ご座ざるか！　これは由ゆい緒しよ正しい考えタイム中で御座る！」

「そんなのあるんですか!?」

「あるで御座る！」
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・金マル：『ないない。どう考えても無い』

・あさま：『あの、正まさ純ずみ？　今、ほら、ナイトが』

・副会長：『……そのネタ、前にやらなかったか？　ナイトだから無い無い、か、って』

・ウキー：『どうだったろうか。皆、記き憶おくから消したかったのかもしれんな……』

・銀　狼：『戦せん闘とう中ちゆうですのよ──!?』

・貧従士：『そうですよね！　戦闘中ですよね！　第五特とく務む！　武ぶ器きを大だい事じにする心を忘れないで下さいね!?　絶対ですよ！』
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　二ふた代よはエビに告げた。

「タイム中に攻こう撃げきするのは卑ひ怯きような行い！　知らぬ筈はずではなかろう」

「え!?　そ、そんな作さ法ほう、習った憶おぼえないです！」

「ふむ……、どこの流りゆう派はに御座るか」

　エビが即そく答とうした。

「宝ほう蔵ぞう院いんです！　宝蔵院では、考えタイムなんて習わなかったです！」

「──寺で教える技では御座らぬ！」

　二代は、得とく心しんしながらエビを指さし、こう言った。

「英国弁べんで御座るしな！　実際、英国では通じたので御座る！」

「本当ですか!?」

「本当に御座るとも。女王の盾符トランプのウォルター殿どのは、拙せつ者しやの意い図とを読んで待って下さったので御座る。つまりこの作法はグローバル。極きよく東とうの寺で作法を語れるものでは御座らぬ！」

　じゃ、じゃあ、とエビが両手を握って言いつのる。

「──それ、いつ切るんですか!?」

「切った」

　二代はエビに攻撃をぶち込んだ。
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　可か児には心しん底そこ驚いた。

　……うわあ……！

　凄すごいです！　というのが第一の感想だ。どう凄いのか上う手まく言えないけど、何だかとても不ふ思し議ぎな感じがしたのは確かだ。

　明らかにこれは、福ふく島しまや、義よし光あき達たちとは違う。

　完全にテンポが崩くずされた。

　打ち込まれた攻こう撃げきは槍やりの穂ほ先さき。それも伸しん縮しゆく機き構こうによって砲ほう弾だんのように飛んで来たものだ。

　狙ねらいは胴どう体たいの中央。最も避けにくい箇か所しよに突き込んできた。

　しかも自分は今、驚いてしまっている。身体からだの身み構がまえが甘いのは、油ゆ断だんだ。出しゆつ撃げき前、福島から戦せん場じようの推すい移いを読めと言われたというのに。

　失しつ態たいではあるが、これ以上、ミスを広げるのは避けたい。

　ゆえに可か児には動いた。突き込まれる穂先に対し、

「行きます！」

〝笹ささ群むら〟を放つ。しかし目もく標ひようは敵の槍やりではない。武蔵むさし副ふく長ちようの槍使づかいを見れば迎げい撃げきは危険だと解わかる。彼女の手元から槍の穂先までが、軽く揺れているからだ。

　力を強く込めていない。

　それは高速のスナップを放つのに最適な突き込み方。恐らくはヒットの瞬しゆん間かんに、奥へ届かせるように力を込めるのだろう。

　このような槍捌さばきに対し、迎げい撃げきで機き殻かく槍やりをぶつけるのは危険だ。

　力の淡い槍は、こちらの向かえ打った力を簡単に受け流す。そうなった場合、敵の槍は弾はじかれず、手た繰ぐって巻き付くようにこっちへと跳ねてくる筈はずだ。

　だから可児は〝笹群〟の射しや出しゆつ位置を制せい御ぎよした。

　己おのれの左後ろ。それも、脇腹わきばらを掠かするような位置だ。

〝笹群〟の現在の設せつ定ていは、衝しよう撃げき力りよく重じゆう視し。その力を持って、己を突き飛ばせばいいと、可児はそう判はん断だんした。

　問題は、射出の精せい度どだ。

　当たるかどうかぎりぎりの位置の確かく保ほは、自分ならば出来ると思う。未み調ちよう整せいの〝笹群〟だが、心の中にあるのは不安よりも、

　……頑がん張ばります！

　やってみよう。

　不安に思っていても、やるべき事はやるしかない。

　そして事ことを起こすならば、その成功に向けて頑張るべきだと可児は思う。だって失敗に向けて頑張る意味は無いですから！　と。

　ゆえに不安無く、ただ最高の結果を出すために可児は心を整えた。

　軽く身を右に捻ひねり、耐たいショック体たい勢せいをとりながら、更さらには飛ひ来らいする穂先を引きつけ、

「──射出！」
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　アデーレを敵に叩たたき込みながら、ミトツダイラは可か児に・才さい蔵ぞうの判はん断だんを見た。

　それは、一いつ見けんでは、

　……自じ害がい!?

　錯さつ覚かくだ。

　背はい後ごからの機き殻かく槍やり射しや出しゆつ。その位い置ち関係が切せつ迫ぱくし過ぎていて、槍が彼女自じ身しんを穿うがったように感じたのだ。

　だが、確かに可児の身体からだが吹き飛んだ。

　こちらから見て、左の上空へ。細ほそ身みと小こ柄がらという身体が、くの字になって舞う。

「……自分の槍を当てましたの!?」

　その通りだ。

　巨きよ大だいな機き殻かく槍。恐らくは射出時じに強ごう引いんな加か速そくを入れている。何な故ぜなら、小お田だ原わらの時よりも、射出時の音が大きいからだ。

　加速を入れる原因が、先せん端たん側がわを重く作っているというならば、機殻槍の攻こう撃げき質しつは衝しよう撃げき系けい。

　だとすれば、可児が今、吹き飛んだ理由も解わかる。

　そして彼女が、このような行いを選んだ意味も、ミトツダイラには理解出来る。

「二ふた代よ！」

　射出された機殻槍は、二代を狙ねらっていない。

　だが、可児は、彼女の蜻蛉とんぼスペアから逃のがれたのだ。

　敵が回かい避ひの次にしてくる事。それはよく解る。

「攻こう撃げきが来ますわよ!?」
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　可児は空中で側そく転てんを入れた。

　頭を下にするのは、衝撃を受けた体を相手に晒さらさないためだ。

　全身で側転し、頭が下になった瞬しゆん間かん、可児は機殻槍の連れん続ぞく射出を行った。

　敵は下か方ほう、左前ぜん方ぽうにいる。故ゆえに可児は、そちらに向け、

　……射出！

　発はつ射しや位置は上じよう下げ逆さかさになった己おのれの足あし下もと。扇おうぎを広げるように、螺ら旋せん階段のように〝笹ささ群むれ〟を射出した。

　そして可児は、機殻槍の下を天てん地ち逆ぎやくの姿し勢せいで蹴けって走った。正確に七歩。槍の射出速そく度どを得て宙ちゆうを行き、武蔵むさし副ふく長ちようの背後へと回って行く。

　被ひ弾だんした痛みはまだ、身体に来ていない。

　ただ、予よ兆ちようとなる感覚はある。左脇腹わきばらが引きつり、今いま以上に身体からだの側そく部ぶを伸ばせないのだ。これはきっと、後に痛みとなるし、ここで無む理りをすれば腱けんを痛める事になるだろう。

　だが、可か児には動いた。

　視線の先、放った扇おうぎと螺ら旋せんの中心には武蔵むさし副ふく長ちようがいる。

　彼女に向かう七本の集中攻こう撃げきに、しかし可児は手を抜かなかった。

　自らの被ひ弾だんを利用した回かい避ひからの七撃だ。敵にとっては不ふ意い打うちの動どう作さで有り、想そう定てい外がいのタイミングとなった筈はずだ。

　有利は自分にある。その上で可児は、手を尽くした。

　まず初めに行ったのは、自分を打った機き殻かく槍やりに対する判はん断だんだった。

　可児は、前に突き込んだ一発を、今までのように格かく納のうしなかったのだ。

　フェイントではない。

　敵の注意を引くためでもない。

　この槍は、正面にいる武蔵副長にではなく、自分の左背はい後ごからただ前に放ったものだ。だからこれは武蔵副長に当たらないが、彼女にとっての右側を通過していく。

　つまり、触れれば衝しよう撃げきで吹き飛ばす槍が、武蔵副長の右を塞ふさいだのだ。

　後は衝撃の槍に押しつけるように、七本の機殻槍を叩たたき込めばいい。

　槍の撃うち込みは、単純なものとしない。

　義よし光あきを相手に学んだ事だ。斜め上からの軌き道どうを主としながら、交こう叉さをするように組んだ。

　辿たどって上に来られないように、僅わずかに回転もつけてやった。

　そして作られるのは、機殻槍八本による槍の筵むしろだ。

　檻おりではない。捕とらえるのではなく、倒すのが目的だ。

　……ハマりました！

　可児は両の五ご指しで槍の動きを制せい御ぎよし、多た重じゆうの交叉空間を編んだ。

　敵に逃げ場はない。当たれば穿うがつ。その空間の中に、可児は武蔵副長を見た。

　そして気付いた。彼女がこちらを見上げ、

「──!?」

　締しめた口の端はしを、しかし、確かに上げていたのだ。
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　二ふた代よは、エビの手しゆ腕わんに感かん嘆たんした。

　……見事で御ご座ざるな！

　攻撃の編み方が巧たくみだ。小お田だ原わら征せい伐ばつでも良い音を響ひびかせていたが、実際の鋭さは体験してみないと解わからないものだ。

　空間射しや出しゆつの槍に対して、二代は少々の偏へん見けんを持っていた。そのようなものは、短たん距離用ようの砲ほう撃げきと変わらないのではないかと。

　違った。

　射しや出しゆつ方向などを手と連れん動どうさせる事によって、攻こう撃げきが変化するのだ。特に射出中ちゆうの手て捌さばきは重要だ。エビの場合、射出時だけではなく、その槍やりが空間から抜けていく間にもアプローチを行うが、その際は速度を落とす事なく、狙いや、捻ひねりによる衝しよう撃げき力りよくの増加を仕込んで来る。

　更さらにエビは、機き殻かく槍やりに射出後ごの操そう作さまで加える。

　結果、手捌きだけではなく、彼女が上に乗ったり、蹴けりつける事などで、機殻槍は予よ想そう以上の変化を見せる。もはや、これは機殻槍というよりも、槍やり状じようの爪つめか何かだと言える。

　無む論ろん、手た繰ぐり寄せなど、出来ない動きはある。だが、見ている限り、縦たて回まわしや穂ほ先さきの根ね元もとで打つなど、大体の攻こう撃げきは可能だ。

　今、自分に襲おそいかかる綿めん密みつもそうだ。

　密みつ集しゆうした竹ちく林りんを編むように、エビは機殻槍を降らせてきた。

　狙っているのは、文字通りの縫ぬい止どめだ。

　こちらの動く先を潰つぶしながら、それぞれの機殻槍での致ち命めいを狙う。

　正確ではない。直ちよく撃げきとして五体を狙うのは三本しか無いが、逃げられる位置を押さえるように、残りの四本が使用されている。それも水平方向だけではなく、上下方向においても、だ。

　見事、と二ふた代よは改めて思った。

　世界は広い。否いな、時代の変化が早いと言うべきか。〝槍〟という概がい念ねんに対し、ここまでのバリエーションと、その使い手が出てくるとは。

　エビというだけはある。

　何しろ長ちよう寿じゆと幸福の担にない手。昔に父が三み河かわ湾わんで七メートル級のものを仕し留とめた時は、やはり鹿か角づのが、

「忠ただ勝かつ様さま、これはエビと言うより、ハサミもあるのでロブスターのクリーチャーでは」

　と言っていたが、焼いたら美う味まかったので良しとする。

　しかし、このエビ槍に対し、こちらも迎げい撃げきの手を入れる。

　方法は一つだ。緩く身を回しながら、

「エビを海辺で焼くには、どうするで御ご座ざるか」

　焚たき火びに放り込む訳わけにもいかない。ならば、

「串くしを通すしかないで御座ろう」
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　可か児にの視し界かいが捉とらえたのは、武蔵むさし副ふく長ちようが槍を捻ひねった光こう景けいだった。

　それも単純な捻りではなく、一度手て前まえに回した後、奥に振るような動きだ。

　槍の留めを外すような、と可児が思った瞬しゆん間かん。

　確かに、あるものが武蔵むさし副ふく長ちようの手の中に抜けた。

　槍やりだ。

　伸しん縮しゆく機き構こうによって伸びた槍の先せん端たん。その穂ほ先さき部分が、柄えの中にある芯しんのパーツごと抜けた。

　伸び切っていた槍は、外はずれた先端パーツを強く投じる事は無い。空中にトスするように、軽く、槍の本体とも言えるものが抜け浮く。

　そして武蔵副長が次の動きを見せた。

　彼女目め掛がけて突き込まれる多た重じゆうの機き殻かく槍やり。綿めん密みつに編あみ上げられて行く鉄の群に対し、

「ぬ……！」

　武蔵副長が、自分の槍の柄を振り上げ、機殻槍の群に食わせたのだ。
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　敵前線の掃そう討とうに加わっていた成なる実みは、武蔵副長の迎げい撃げきを見た。

　機き動どう殻かく〝不ふ転てん百足むかで〟は、武蔵副長に撃ち込まれた可か児にの槍を捕ほ捉そくしている。密みつ閉ぺい式しきの操そう縦じゆう空間の中、頭部空間には表示枠サインフレームが出ており、

　……三本当たると、そう思ったけど。

　武蔵副長が、伸しん長ちようした槍を斜め打ちに突き立てた。

　その一本が、残り七本を乱した。

「逆ぎやく算さんね」

　武蔵副長が打ったのは、彼女の退たい路ろを潰つぶす一本。それも最後の押さえとして放たれた、上下移動を封じるための一発だった。

　ほぼ垂すい直ちよく軌き道どうで落ちる一ひと槍やりは、下からの一いち撃げきで横へと軌き道どうを逸そらす。

　当たった。

　最後の押さえとして撃ち込まれたその一発は、槍そう群ぐんが最も高こう密みつ度どとなった中に投じられるものだ。その軌道のズレは、微び細さいであっても他を巻き込む。

　打たれた一発が他の槍に当たり、火ひ花ばなが散った。

　衝しよう撃げき力りよく重視の槍群だ。

　高密度の中央から生じた衝しよう突とつの打だ撃げき力りよくが、全ぜん域いきに伝わった。

　激音。

　響ひびいた数は一つで、次に三つが同時に鳴った。少なくとも成実にはそう聞こえた。

　先の一本が折り砕くだかれていた。

　当たった三本は軋きしんでいた。

　折れた一本と軋んだ三本が衝撃に震え、明らかに軽く浮いた。軌道が外に広がり掛け、

「お……！」

　武蔵副長が、立てていた槍の柄を跳ね上げた。

　しかも柄えは、他の槍そう群ぐんに引っかけるように放たれていた。

　当たった、と成なる実みは思った。

　可か児にの機き殻かく槍やりの全てが、大きく震しん動どうしながら外へと弾はじけた。

　七本全て軌き道どうを乱され、お互いが激げき突とつし、

「花ね」

　言った通りの事が起きた。

　武蔵むさし副ふく長ちようの頭ず上じようで、七本の槍が咲き広がるように散ったのだ。

　それは一いつ瞬しゆんのタメを持ち、お互いの力をどちらに広げるべきか迷ったようだったが、

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

　高い金きん属ぞく音おんを一瞬で七つ重ね、可児の機殻槍が外へと舞い飛んだ。

　全ては、ほぼ同時に起きている事。武蔵副長が先を読んで放ったものが、ただただ重なり続けているだけに過ぎない。

　そして結果が出た。

　落らつ下か状態に入っていた可児が、その手に武ぶ器きを得たのだ。

　機殻槍。

　先に、武蔵副長の逃げ場を押さえるために水すい平へい打ちしていたものだ。

　それを彼女は、急ぎ格かく納のうし、再さい射しや出しゆつしたのだろう。

　小お田だ原わら征せい伐ばつの時とは違う。あの時の記録に拠よれば、可児は義よし光あきを相手に武器を失い、最後は体当たりするしか無くなっていた。

　それらの反省を、ここで全て活いかしてきているのだ。

　自分の攻こう撃げきが伝わらないかもしれないと、そう判はん断だんした瞬しゆん間かん。次の攻撃を仕込む。

　戦せん場じようの流れを、一年生の身で読み始めているという事だ。

　成実は、現状の可児の実力を認めた。その上で、彼女は武蔵副長にこう言った。

「──さあ、貴女あなたの読んだ先を見せてみて。武蔵副長」
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　可児は動きを見た。

　武蔵副長の掲かかげていた伸しん長ちようの柄が、震えていたのだ。

　多た重じゆうの機殻槍の威い力りよくと運動力りよくを叩たたき込まれた結果。

　一瞬を細さい分ぶんした中で、鉄の柄は震え、曲がっては逆ぎやく方向に戻り、やがて接せつ続ぞく部ぶから、

「──！」

　六段式しきの柄が、その接せつ合ごう部ぶ全てから弾けて咲いた。

　下段から割れて広がった鉄の茎くきは、最さい上じよう部ぶにおいては花となる。

　金属音が響ひびいた。

　柄えに与えられていた力が、花はな咲さきの崩ほう壊かいと共に全て消え、放ほう射しやされた音だ。

　その中心で、鉄の茎くきと葉と花は、宙ちゆうに浮いていた。力の弾はじけが強かったのだろう、夜や気きに澄すんだ響ひびきを作った鉄てつ管かんは、しかし、

　……武蔵むさし副ふく長ちよう……！

　鉄てつ咲ざきの花。その陰に入った武蔵副長の姿すがたが、一いつ瞬しゆんで消えていた。

　いない。

　否いな。何ど処こかへと移動したのだ。恐らくは、こちらの死し角かくへと、だ。

　ならば、と可か児には思った。

　ここで為なすべきは何か。それは、

「──頑がん張ばります!!」

　負けてはいない。

　手はまだ思いつく。

　現状打つべき最さい善ぜん手て。それは、

「……っ！」

　可児は、相手に叩たたき込もうとしていた機き殻かく槍やりを格かく納のうした。

　即そく座ざに再さい射しや出しゆつする方向。それは、

「さっき武蔵副長の槍が飛んで行った位置……！」

　敵は、柄を振り上げる前に槍本ほん体たいを宙ちゆうに投じた。

　それは自分にとって真ま後うしろの方向。ならば、

「そこです！」

　可児は空中で後ろに振り返り、機殻槍を叩たたき込んだ。
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　……当たって下さい！

　可児は、着ちやく地ちと同時に、射出中の機殻槍を操そう作さし、前に押し込んだ。

　振る左腕うでの先。一いつ直線に白と赤の大おお槍やりが発はつ射しやされる。

　初しよ速そくは充分。そしてその先にいる相手は、

「武蔵副長……！」

　いた。

　既すでに相手は己おのれの槍を手に取り、振り向こうとしている。

　敵が使用するのは割かつ打だの力。機殻槍とて砕くだく一いち撃げきだ。

　振り向く前に打つ。そのためには、

　……頑張ります！

　自分は未み熟じゆくだ。だが、現げん場ばにおいてそれは言い訳わけにならない。

　無む論ろん、自分が成果を出す必要はないと、可か児にはそう思う。

　……だけど、役には立たないと駄だ目めです！

　自分がもし倒されても、それによって誰だれかの時間を稼かせげるならば、意味がある。

　手て柄がらや成果は、自分でなくてもよいのだ。

　元々、福ふく島しまの代だい理りとして来ている。ならば、

「頑がん張ばります……！」

　己おのれの役を示すために、可児は機き殻かく槍やりを制せい御ぎよした。

　もはや指の先せん端たん。爪つめが軋きしむ程ほどにまで操そう作さを込め、

「届いて……！」

　放った。

　それも一発ではなく、二発を、だ。

　空に跳ねた七本は、壊こわれた一本も含め、既すでにすべて回かい収しゆうしている。

　その内の一本を、可児は先の一発に続けて打ち込んだ。これならば、先せん行こうした一本を割かつ打だされても、続く一本が当たる。

　可児は思い出す。小お田だ原わら征せい伐ばつでの義よし光あきと戦った時の、最後の流れを、だ。

　今回、空からの槍による包ほう囲い陣じんは、義光戦せんからの改良を入れた。

　それは防がれたが、しかし、〝今の戦い〟はそこからこそが続きだ。

　防がれ、機殻槍が散ったら負けなのではない。

　……福島先せん輩ぱいも、義光様も教えてくれました！

　戦せん場じようを読み続ける事が出来なくなった時、負けなのだと。

　ならば、今、先を読んで行える最さい先せん端たんとして、

「──！」

　可児は視し界かいの中で、それを確かく認にんした。

　武蔵むさし副ふく長ちようが振り向きながら、迎撃ではなく、己おのれの左脇わきに槍の穂ほ先さきを刺したのを、だ。

　……あれは!?

　自じ害がいに見えた。だが、可児には解わかる。

　あれは自分がさっきやった事。己に向けて、自分の力をぶつける強きよう制せい移動だ。

　武蔵副長の場合は、己の腰よう部ぶ。ハードポイントから下がる装そう甲こう板ばんに、穂先を当てた。

　そして聞こえたのは、

「結べ、──蜻蛉とんぼスペア！」
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　割打の衝しよう撃げきが己を打だ撃げきするのを二ふた代よは感じた。

　今までいろいろな移い動どう方法を試してきた自分だ。走ったり跳んだり回ったり、砲ほう弾だんを蹴けったりとかいろいろやった。だが、これは初めて行うタイプの移い動どう方法だ。

　来るのは、腰こし骨ぼねへの打だ撃げきだ。

　割かつ打だは結けつ構こう痛いというのがよく解わかった。これをほぼ直ちよく撃げきした福ふく島しま殿どのは大変だったで御ご座ざろうなあ、とも思う。

　だが、今はこの方法だ。外部からの力による移動ならば、〝翔しよう翼よく〟を破は壊かいする事もない。

　威い力りよくは充分。左腰の装そう甲こうは砕くだかれ、スカートも散ったが、

　……届くで御座る！

　二に連れんの機き殻かく槍やりは自分の左をすれ違った。

　己おのれは今、エビに向かって、身を回し、加か速そくし、

「……っ！」

　攻こう撃げきは、回す身によって、バックハンドの流れとなった。

　構わない。蜻蛉とんぼスペアの本体は短い槍やりだ。いつもは柄えの中に納められている芯しん軸じくにも、石いし突づきは付いている。

　今はその打撃部ぶをもって、エビの腹を穿うがつ。

　狙ねらいは、こちらから見て相手の右側。先さき程ほど、エビが脇腹わきばらに機殻槍を通らせた側だ。

　彼女の動きが左ひだり脇腹に対して妙みように硬い。

　覚かく悟ごの負ふ傷しようかどうかは解らないが、情なさけや手て心ごころを掛ける意味は現げん状じよう無ない。

　お互い、自分の外に明確な目的を持った戦せん闘とうだ。それにこの相手は、

　……頑がん張ばると、そう言ったので御座る！

　己で果たすと、そのように告げた相手を、こちらが勝かつ手てに終わらせる事は出来ない。最後の最後まで、何か手を尽くして来ると、そのつもりで相手をする。

　ゆえに、二ふた代よは行った。

　身体からだを右に回しながら、蜻蛉スペア本体の石突きを打ち込む。

　その瞬しゆん間かん。二代は見た。

　エビがこちらに視線を向け、

「──！」

　安あん堵どの肩を、落としたのだ。
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　二代は、可か児にの反応に対し、即そく応おうの判はん断だんを実行した。

　エビを打つための蜻蛉スペア。それを握る右手に、二代はスナップを加えたのだ。

　既すでにバックハンドで振り抜こうとしていた槍を、更さらに再さい加か速そくして打つのは、

　……エビではないで御座る！

「上……！」

　理由はある。

　何な故ぜなら、頑がん張ばると言ったエビが、安あん堵どの動きで肩を落としたのだ。

　頑張るのをやめたと、そう見える。が、それは諦あきらめではない。

　この戦せん場じようにおいて、自分達たちには、己おのれの外に目的があるのだ。

　自分らは、関かん東とう解放。

　エビ達にしてみれば、関東保ほ持じであろう。

　その目的を考えた時、戦せん術じゆつにはある要よう素そが加わる。

　アシストだ。

　自分自身の勝利を優ゆう先せんとせず、全体の勝利や、次に繫つなげるという行い。

　エビは、それが叶かなったのを知ったのだ。つまりは、

　……増ぞう援えんに御座るな！

　敵が増えたならば、その集まりには当然、指し揮き官かんも付いてくる。しかし、その気け配はいも無いのに、エビが安堵を見せたと言う事は、

　……しかし……来ているので御座ろう。

　恐らく、自分がエビを打つのとほぼ同時に、こちらに届く敵がいる。

　それも、気配を感じさせぬレベルの相手だ。

　故ゆえに二ふた代よはエビを倒すのをやめた。

　敵は、突とつ撃げきをしてくるならば、エビを巻き込まぬよう、〝突き〟はしない。タイミングを合わせた通り過すぎ様ざまの水すい平へい打うちか、真ま後うしろからの上段打ち。

　水平打ちには姿し勢せいを低くすれば良い。

　上段打ちに対しては、左右に回かい避ひしながら、迎げい撃げきの一発を叩たたき込む。

　横か上か、どちらだ。

　答えは簡単だ。新あら手ての敵と、こちらを挟んで正せい対たいしてるエビが、姿し勢せいを低くしていない。

　つまり、背後から来る相手は、上段狙ねらいだ。

「ならば──」

　身体からだは動いた。二代は右にターンスライドしながら、頭ず上じように蜻蛉とんぼスペアをかざす。

　次の瞬しゆん間かんにあげる声は、凜りんと響ひびかせる、

「結べ、蜻蛉スペア!!」
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　空中に、音が走った。

　高く響いたのは金きん属ぞく音おんだった。

　同時に散る光は、流りゆう体たいの小さな欠片かけら。

　代わりというように、一つの力が差し止められ、発はつ動どうを拒きよ否ひされた。

　蜻蛉スペアの割かつ打だが、解かい除じよされたのだ。
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　当たらなかった。

　不ふ意い打うちに近い挙きよ動どうの変化と割かつ打だ。その一発が、砕くだかれた。

　……どういう事で御ご座ざるか？

　後ろ向きのターンスライドにシフトした二ふた代よは、疑問に眉まゆを歪ゆがめた。

　割打の一いち撃げきが、何かによってキャンセルされたのだ。それは、

「……逆写しのキャンセルに御座るか!?」

　二代は、身をスピンさせ、エビの後ろに回るように跳ちよう躍やく。

　加か速そくは殺さない。ただ高速で、手た繰ぐるような弧こを描いた彼女は、あるものを見た。

　先さき程ほどまで自分がいた位置を、銀ぎん色いろの軌き道どうが走ってきたのだ。

　……これは──。

　二代は知っている。自分を追い、蜻蛉とんぼスペアの割打をキャンセルさせた者の動き。

「──人狼の瞬しゆん発ぱつ加速に御座るな!?」

「御ご名めい答とうですの」

　声は、驚く程ほど近くから聞こえた。それも、

　……正面！

「ここですのよ？」

　下だ。

　見れば、自分の喉のど下したとも言える位置。己おのれが夜よ闇やみに作り落とす影の中に、敵がいた。

　狼おおかみだった。

　ミトツダイラにも、その母にも似ているようなシルエット。しかし、眼がん前ぜんに飛び込んできた彼女には、一点、二人とは明確に違うものがあった。

「──羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの八番。糟かす屋や・武たけ則のりと申しますの」

　こちらに、何か得え物ものをかざし右手を振り抜く姿すがた。その動きに応じて踊る髪かみの膨ぼう大だいが、

　……黒!?

　月つき色いろではない、闇やみ色いろだ。

　黒の狼の姿から、銀ぎんの直線が突っ走った。

　喉のど元もと狙ねらいの、高速の一発だった。
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　黒の髪を揺らし、糟屋は加速の一いち撃げきを放った。

　そして糟屋は思った。不ふ意い打うちの無ぶ礼れいをせずに済んだと。

　内ない心しんで安あん堵どした。

　……名乗れましたものね。

　己おのれの位置を伝えたし、挨あい拶さつもした。これで不ふ意い打うちというならば、副ふく長ちようクラスとしては油ゆ断だんをし過ぎているだろう。

　故ゆえに糟かす屋やは、己の力への躊躇ためらいを無くした。

　瞬しゆん発ぱつの一いち撃げきに対し、更さらなる加か速そくを入れたのだ。

　至し近きんからの一撃を、更さらに区く分ぶんした上で行われる瞬発加速。それは、

「──狼おおかみの戦せん闘とう速度ですのよ？」







[image: 第三十七章『橋上の狼達』]
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　鉱こう物ぶつの激げき突とつする音がした。

　そして二つの影が、響ひびいた音ね色いろから強く離れた。

　可か児にと、二ふた代よだ。

　二人はお互い、十五メートル程ほどの距離を取りながら、お互いの間にあるものを見ていた。

　それは、やはり二つの人ひと影かげだった。

　一つは、黒の髪かみを夜風に舞わせる人狼。糟かす屋や・武たけ則のり。

　もう一つは、銀ぎんの髪を夜風に流す人狼。

　銀の狼おおかみ。その名は、

「──武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん、第五特とく務む。ネイト・ミトツダイラが、相手をしますわ」
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　ミトツダイラは敵との距離として三メートルを保ったまま、息を軽く詰めていた。

　迂う闊かつに身動きが取れない。何な故ぜなら、

　……相手の武ぶ器きが、解わかりませんわ。

　見ている限り、敵の武ぶ装そうは、その両腕うでにあるものだと思う。

　自分の銀ぎん鎖さのオベリスクにも、母の銀ぎん十じゆう字じにも似た形状。

　塔とう型がたの十字架かが、彼女の両腕の外側に付いているのだ。

　銀十字を考えるならば、打だ撃げき武ぶ器きだろうか。

　それとも、ソードブロッカーとして使う、トンファーのようなものか。

　解らない。

　だが、一つだけ明確な事がある。それは、

　……私の方が、少々、速いようですわね。

　最さい高こう速度はどうか解らないが、二代へと突とつ撃げきしてくる彼女に介かい入にゆうが出来た。

　つまり、有利と考えられる部分が一つある。その事実は戦せん術じゆつのとっかかりとして有ゆう意いな事だ。不明の多い相手に対し、警けい戒かいしながらも気き負おわずに向かえるのだから。

　睨にらみ合う。

　そして気付くのは、相手の容よう姿しだ。

　正直、ミトツダイラは同どう族ぞくをあまり知らない。狼人や半狼ハードウルフは武蔵にもいるが、人狼となると、血ち筋すじや混こん血けつ度ど数すうも明確ではない者が数名いるくらいで、彼らは当然のように人間とほぼ変わりが無い。

　一番身み近ぢかなのは母だが、あれはちょっと特例過すぎるのではないかと推すい測そくされる。ええ、あれが普通とか、あってはなりませんわ。ええ、その娘むすめだというのを忘れそうにもなる程の差がありますし。

　だが、不ふ意いに声が来た。

・俺　　：『ネイト！　見た感じ、そいつも人狼？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．！　そうだと思いますわ』

　確かく信しんがある。何しろ、

・銀　狼：『──瞳ひとみの色が、私や母と同じ、獣けものの金きん色いろですもの』

　形のいい瞳の中、獣の瞳どう孔こうが、しかし閉じていない。緊きん張ちよう感かんを得てはいるのだろうが、堅くなってはいないのだ。

　そっか、と王が応じた。そして、

・俺　　：『勝つぞ』

　聞こえた言葉に、ミトツダイラは首の後ろ辺りから総そう毛けが震うのを感じた。

　この関かん東とう解放において、二度目の王からの指し示じだ。

　しかも今回は明確な勝利を望む。

　……勝つぞ、って、私だけで勝つという意味ではありませんわよね。

　王も一いつ緒しよ。そういう事だ。

　ただ、こっちがテンションを上げていくのとは別で、喜き美みからの言葉が来た。

・賢姉様：『フフ、ミトツダイラ？　尻尾しつぽ振る強さの他に、勝てる要素はあるのかしら』

・銀　狼：『喜美？　──言っておきますけど、その辺りの揶や揄ゆは今の私にとって逆ぎやく効果ですのよ？』

・賢姉様：『やあね、解わかって言ってんのよ？　でもどうなの？』

　Ｊｕｄ．、と敵の出で方かたを窺うかがいつつ、ミトツダイラは動いた。そしてお互いが始めるのは、相手の出方と隙すきを捉とらえるため、円えん軌き道どうの回り込みを作る足あし捌さばきだ。

　ゆるやかな窺いの緊張感の中で、ミトツダイラは応こたえた。

・銀　狼：『大だい丈じよう夫ぶですわ。──速度ならこちらが上だと思いますの』

　ああ、とナルゼの声が聞こえた。

・●　画：『そうね、──相手の方は、胸があるものね』





●






　浅間は、ふと、気になって望ぼう遠えん術じゆつ式しきを展てん開かいしてみた。

　自分達がいるのは江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしの西側。橋の入口に待たい機きしている小型輸ゆ送そう艦かんの甲板上だ。艦は既すでに仮か想そう海かいを纏まとっていて、いつでも出しゆつ航こう出来るようになっている。

　出航管理は〝武蔵むさし野の〟が担当しているが、その初しよ期き加速の設定はナイトが担当した。彼女は大きめの反発式加速術じゆつ式しきを艦かん首しゆから艦かん尾びまで左右二列に並べて展開して、

「よっし、これで何い時つでも出られるよん。〝武蔵野〟ー。今回登のぼりだから、後ろから前に使っていけば初しよ速そく作れるけど、急ぎ過ぎると海うみ壊こわれるから、適度に発はつ動どうしていって」

『Ｊｕｄジヤツジ．、魔術テクノマギの発動預あずかり印いん章しようは頂いただきました。有ゆう用ようします。──以上』

　などと進めている辺り、武蔵むさしに戻る手て順じゆんは組まれているという事だろう。

　あとは、勝って、長なが岡おか・忠ただ興おきを連れて帰るだけだ。だが、

・あさま：『ミト……、大だい丈じよう夫ぶですか』

・銀　狼：『な、何がですの？』

　ミトツダイラは、速度で勝まさっていると言っていた。

　確かに、そう言えるだけの理由が、表示枠サインフレームには見えている。だが、

・あさま：『ミト、ある意味負まけているんじゃあ……』

　相手の方が、確かに胸がある。
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・俺　　：『いや、ネイトも最近、大きくなって来てるから大丈夫じゃね？』

・銀　狼：『え、ええ、そうですわよね!?　ね!?　負けませんわよね!?』

・未熟者：『……でもその理り屈くつだと、ミトツダイラ君も重量が増えて遅くならないかい？』

・賢姉様：『そうよねえ……。それに、相手とミトツダイラが似ちゃったら、１Ｐ２Ｐキャラみたいで面白くないと思うわ。でも、そこに愚ぐ弟ていが加わったらどうなるかしら、浅あさ間ま？』

・あさま：『え？　トーリ君が入ったら、３Ｐですよね』

・約全員：審しん議ぎ中ちゆう

・あさま：『ち、違いますよーう？　ゲームの話ですよーう？　というか、どう考えても、巫み女こがそんな話を日常会話のようにする筈はずないじゃないですか！』

・賢姉様：『ククク、でもホライゾンが１Ｐ目で愚弟が２Ｐ目よねえ』

・俺　　：『つーかこの流れだと、俺おれ対多た人にん数ずうにならね？』

・賢姉様：『あら愚弟、嫌いや？』

・俺　　：『あー、うん、優しくしてくれるなら……』

・現役娘：『──しますわよねネイト！　ほら！　手を挙げなさいなハイッ！　ハイッ！　お母かあさんの真ま似ねして手を挙げる！』

・銀　狼：『何言ってますの御母様──!!』

・現役娘：『何言ってますの!?　何い時つ如い何かなる時も二人は戦せん闘とう状況！　それこそ嫁よめと旦だん那な！　夫おつとと妻つま！　だから優しさ満点、ええ、ガッチリ優しく！　ですわね浅間神じん社じや代表！』

・あさま：『え!?　──あ、え、ええと。まあ、そうですよねえ。ええ。可能な限りは』

・貧従士：『……これ、対たい戦せんゲームの話ですよね？』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．！　そうですわね。対戦ゲームですのよ？　──広こう義ぎの』

・●　画：『──続けて。プランを聞きたいわ』

・銀　狼：『戦せん闘とう中ちゆうですのよ──!?』
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　糟かす屋やは、相手の挙きよ動どうに妙みようを感じていた。

　……な、何ですの？

　自分の装そう備びは、主として両腕うでについている。

　しかし目の前にいる相手は、どういう事か、

　……な、何で、私の武ぶ器きや足あし捌さばきではなく、胸ばかり見てますの？

　何だろうか。ここを狙ねらうと、そういう事だろうか。

・黒　狼：『あの、皆様？　私、実は〝隙すき〟が身体からだの中央にあったりしますの？』

・６　　：『は？　糟屋は近きん接せつ系けい』

　蜂はち須す賀かの言葉は、合っているようで、合っていない。

　近接系なら、身体に近い位置に隙を得ていないだろう、と、彼女はそう言っているのだ。

　だが、これは彼女が武ぶ神しんの操そう縦じゆう者しやだからだろう。重じゆう騎き士しという区分では、防ぼう御ぎよの訓くん練れんもあるが、武神側の自じ律りつ防ぼう御ぎよに頼る部分も多い。そんな彼女からしてみれば、近接系のエキスパートは、自らをよく守るものに見える筈はずだ。

　実際は違う。

[image: ]

　今、相手とこちらが、お互いの出で方かたを見ながら位置を探り合っているように、隙すきというものは本当に〝隙すき間ま〟として生まれるのだ。

　視線の甘いところ。

　両の手が、少しでも遅れて届くところ。

　身体からだのバランスが、僅わずかにズレたところなど。

　ほんの小さな隙間。本来あるべき姿すがたが、その一点だけ弱まるという、そんな隙を、近きん接せつ系けいのお互いは見み据すえる時があるのだ。

　今がそうだ。

　武蔵むさしの第五特とく務む。水み戸と領りよう主しゆ。そして人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめ。

　人狼系けいである自分が向かい合って見れば、これ程ほどに悩ましい相手もない。

　何しろ、戦せん闘とう方法の基き礎そとなる身体からだの動かし方が、ほぼ同じ。筋きん肉にくの質も、骨こつ格かくのスパンも、大だい体たい同じなのだ。

　視し界かいの捉とらえ方も、匂においの捉え方も、味み覚かくだって、ほぼ同じだろう。

　お互いの隙となるものは、自覚の上に充分に並べていける。ゆえに、

「────」

　……動けませんわね。

　思った以上に、難しい。

　膂りよ力りよくから考えれば、一いち撃げき必ひつ殺さつすらあり得るお互いだ。

　今、ゆっくりとお互いは、円を描くように回り合う。

　狼おおかみが、縄なわ張ばり争いをする際、両者睨にらみ合い、唸うなり合っている状況に近い。

　ですけど、と糟かす屋やは思った。

　……これでも充分、私としては役を果たしてますわね。
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　糟屋の任にん務むは武蔵勢ぜいの迎げい撃げきだ。

　だが、それは単純な迎撃ではない。自分と同じ、二年生以上を中心とした房ぼう総そう半はん島とう控えの部ぶ隊たいを前に出し、江え戸ど方面に出ていた新しん人じん部ぶ隊たいを回かい収しゆうするのだ。

　新人には酷こくな経験かもしれないが、撤てつ退たいして貰もらい、上級生がその後あとを詰める。

　今、全体の流れは、房総半島側への集中となっている。だから自分達も、敵の突とつ撃げきを止めたならば遅ち滞たいを狙ねらい、やがては房総に入った里さと見み勢ぜいの追つい撃げきに向かうのだ。

　それが、現状、自分達に与えられた仕事だ。

　里見勢が来るかもしれない、という予感は誰だれにもあった。南の毛もう利り勢とは別ルートで侵しん攻こうをしているのではないかと、そんな予感だ。

　だが、ネルトリンゲンへ行く筈はずの武蔵勢まで重なってくると、想そう定てい外がいだ。

　想そう定てい外がいの事こと柄がらに、対応を思し案あんする余よ裕ゆうは何ど処こにも無い。

　それをやられた。

　武蔵むさしの足ならば、ネルトリンゲンまで四時間で到とう達たつ出来る。ネルトリンゲンの戦せん闘とうが朝六時から始まるとして、

　……どうですの？

　既すでに午前二時を大きく超えた現在。武蔵は〝賭かけ〟のテーブルに乗った。

　ネルトリンゲンの戦闘は、恐らく、一、二時間程ほどで決けつ着ちやくする。

　午前七時から八時の間で終了だ。

　四時間でネルトリンゲンに着く武蔵は、三時には出しゆつ航こうする必要がある。

　二時は、もう、とうに回った。残りの時間はどれだけだろう。

　無む論ろん、武蔵が現状まだここにいると言う事は、ネルトリンゲンへの到達時じ刻こくを早める算さん段だんがあるのかもしれない。

　それであっても、まさか一時間は詰められまい。

　三十分？　二十分？

　ともあれ、と糟かす屋やは思った。ここで今、自分が武蔵勢ぜいの足を止められているならば、ネルトリンゲンで戦う旧派カトリツク勢への援えん護ごとして、充分に意味がありますの、と。

　何もせず、睨にらみ合って一分でも稼かせげれば、それは大たい軍ぐんの激げき突とつに匹ひつ敵てきする価か値ちを持つ。

　……ですけど……。

　糟屋は思った。何な故ぜ、私の目の前にいるこの人は、こっちの胸を注ちゆう視ししてますの、と。
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　ミトツダイラは、糟屋の胸を見ていた。

　……どうですの……。

　あの二つの物体。重量はどのくらいあるのだろうか。

　相手と自分の背せ丈たけはほぼ同じ。装そう備び品も同どう重量、と考えておく。

　もし差があるとしたら、体たい幹かんについているものの重量だろう。

　……そうですわね。

　胸は、常に身体からだに影えい響きようを与える。

　母がそうだ。彼女は、挙きよ動どうする時、胸の揺れを受け止める動きを取ったり、腕で押さえたり、またはハードポイントパーツで制せい御ぎよを掛けている。

　この辺りは浅あさ間まや喜き美みもそうだ。授業中に横を見た時、浅間の胸が机に載のって淡く下から潰つぶれているのを見ると、机き上じようの有ゆう効こう面積について考えてしまい、テスト用紙など随ずい分ぶん遠くに構えざるを得ないと、そんな戦せん術じゆつ的てき思し考こうにもなってしまうのだ。

　無む論ろん、そんな胸には、重量がある。

　そう、胸とは、荷か重じゆうなのだ。

　今、自分達たちは、隙すきを窺うかがって円えん弧こを描くようにゆっくり回っている。

　この移動の足あし捌さばき。これに合わせて、相手の胸が揺れている。

　左さ右ゆう揺ゆれではない。左右に身を振ると、攻こう撃げき動どう作さに干かん渉しようする。腕を振る時、身体からだがそちらに流れていてはやりにくいからだ。

　だから戦せん闘とうの得え手ては、基本、上下に振る。

　この相手、糟かす屋やもそうだ。身体を、ゆっくりと上下に振っている。

　すると胸が、バウンドするように揺れる。

　縦たて揺ゆれであった。

　ですけど、とミトツダイラは思った。縦揺れと言う事は、胸が下に行った時、その重量が身体にモロに掛かる事になりますのよね、と。

　確実に、全ての挙きよ動どうが、胸の分だけ下に引っ張られる。

　これは、上への攻撃や防ぼう御ぎよに対し、不得手な時間帯たいが生まれると言う事だ。

　隙有りと、そう考えていいのだろうか。

　……否いなですわ。

　重量が下に行くと言う事は、下方向への加か速そくが付くと言う事だ。特に身体を前ぜん傾けいしている現在、胸の重さは身体を前まえ下したに引っ張る力がある。

　こちらが前に出た時、胸の動きに合わせたカウンターをされると、厄やつ介かいだ。それは姿し勢せいを低くした正面突つきかタックルになる筈はずだからだ。

　ならば、胸を上げた時が狙ねらい所だろうか。

「────」

　ありかもしれませんわ、とミトツダイラは思った。

　胸の縦揺れとは、重量物ぶつが身体の前に上がって来るという事だ。

　これは、腕の動きや、身体を前に出す動きに対し、障しよう害がいとなる。

　喜き美みや母ならば巨きよ乳にゆう防御展開状態と、そう言えるかもしれないが、この糟屋はそこまで胸が大きくない。よくて二ふた代よくらい。あまり大きくは──、や、やですわ私、何を自分の事を考えそうになってますの？　私のは発展途と上じようと、王おうも認めてくださったものですのよ。ええ、ですから私、自信を持って良い筈ですの。つまり、

・あさま：『ミト！　敵が!!』

「え？」

　正面に、銀ぎんの色が来ていた。
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　機殻箒シヤーレベーゼン〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟の展開と調ちよう整せいを行いながら、加か藤とう・嘉よし明あきは戦せん場じようの空を見た。

　南。浦うら賀が水すい道どうの空は、完全な打だ撃げき戦せんの様よう相そうを示していた。

　西の空から長く続く敵の艦かん列れつは、その長さを四割程ほど縮めたが、まだ総そう合ごうでは多い。

　迫るのは、敵てき艦列と、三み浦うら半はん島とうから生じる狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユと武ぶ神しん隊たいの砲ほう撃げきだ。

　それらを前に、

「先せん輩ぱい達は防ぼう御ぎよ戦せんをよく保っているわね」

　鉄てつ甲こう船せんが生きているのが大きい。今だ明確なダメージを与えられていない黒の戦せん艦かんは、格こう子し状じように配列されたまま、浦賀水道の西をカバーしている。

　あれを崩くずすにはどうしたらいいだろうかと、嘉よし明あきはそんな事をふと考えもする。が、この疑問については、指し揮き所しよや九く鬼き達が今も多た重じゆうに考え、対策を練ねっている事だろう。

　こちらとしては、指揮所の考える作さく戦せんを完かん遂すい出来るよう、コンセントレーションを研といでおく事と、来るであろう作戦に沿うため、武ぶ装そうを組んでおくしかない。

　まずは粗あら方かたの搭とう載さい物ぶつと、操そう縦じゆう系けい、射しや撃げき系の制御情報プログラム術式を用意。これは訓くん練れんや実じつ践せんの積み重ねで、幾いくつかのパターンを得ている。だから花はな柄がらや槍やりやアンジーの顔が描いてあるアイコン群の内から、星ほし型がたのものを選んでセット展開。

　すると、傍かたわらに置いた〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟が全身に青い光を走らせた。呼吸を永遠に伸ばしたかの如ごとき音とともに、各部が重力制せい御ぎよでスライドや回転を開始。

　組み上げられていくのは高速巡じゆん航こう型の細長い機き体たいのシルエットだ。

　後はここから、細さい部ぶの調ちよう整せいに入る。が、

・ＡｎＧ：『──カニ玉やられたってホント!?』

　久しぶりの通つう信しんの、いきなり一ひと言こと目めがこれというのもアンジーらしい。

　こちらは、術じゆつ式しき弾だんの装そう塡てんを五にするか三にするかを思し案あんしながら、

・きめえ：『やられたというより、やり切ったというところよ、アンジー』

・ＡｎＧ：『どのくらい!?』

・きめえ：『右の手の先を自分に向けて、肘ひじを外に、その手先を頭とう頂ちように当てて。

　そしたら左の肘を顔かお横よこの高さで左に突き出して、内側に鋭く曲げた左手の先を、さっきの右手の先に並べるようにして。──それが神かみ代よの時代から伝わる〝なーんちゃって〟のポーズ』

・ＡｎＧ：『あぶないよ！　今、コントロール失って失しつ速そくしかけたよキメちゃん！』

・きめえ：『目が醒さめた？』

・ＡｎＧ：『Ｔｅｓテスタメント．！　凄すごく！』

　そう、と嘉明は言った。

・きめえ：『じゃあ、可か児にを心配しない事ね』

・ＡｎＧ：『うん！　褒ほめる褒める！　褒めといて！』

　解わかったわ、と嘉明は通信用の魔術陣マギノフイグーアを切り替える。通信対たい象しようを可児にセットし、

・きめえ：『可児、アンジーが、よくやった、って』

・カニ玉：『あ、どうも有あり難がとう御ご座ざいます！　ですけど、ええと！』

　彼女が何を言いたいかは解わかる。

・きめえ：『下がりなさい、可か児に。──アンタとは質の違う連れん中ちゆうの戦せん闘とうになるのだから』

　それは、

・きめえ：『糟かす屋や・武たけ則のり。……瞬しゆん間かん的な戦闘力では、福ふく島しまを超える存在よ』
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　銀ぎんの音を、ミトツダイラは初めて聞いた。

　敵も同じだろう。

　自分が防ぼう御ぎよに張った銀ぎん鎖さと、敵の武ぶ装そうと、それが激げき突とつした響ひびきだ。

　母の銀ぎん十じゆう字じと当たった事もあるが、あれは激突と言えたものではなかった。

　今は違う。

　自分と相手、お互いの武ぶ器きが明確に激突した。

　銀の色と衝しよう撃げき音おん。その正しよう体たいは、こちらが鎖くさりで、向こうが、

「……爪つめ!?」

　敵。糟屋武則の両手にて、三本の爪が夜や気きを裂さいている。

　長さにして六十センチ程ほどか。左右三本ずつ。その展てん開かいは腕の外側についた十字架か型の薄うす塔とうの先せん端たんからだ。

　自分と彼女は、お互いの視線を合わせ、

「────」

　距離を取った。

　こちらが速い。

　ゆえにミトツダイラは、即そく座ざに動いた。銀鎖を振りながら左右から前に出たのだ。それも瞬しゆん発ぱつ加か速そくを入れ、相手の視線を振らせながら、だ。

　左右どちらから跳び込んでいくか。自分の挙きよ動どうと接せつ近きんそのものをフェイントとして、ミトツダイラは距離を詰め、

　……正面！

　フェイントを掛けるという、その思わせこそがフェイントだ。

　銀の狼おおかみは、風を割って前に出た。

　行き先は相手の眼がん前ぜん。敵の武ぶ器きが両腕うでの外側装そう備びなら、身体からだの中央こそが死し角かくに等しい。腕の外についた武器は、拳こぶしの内側には届かないからだ。

　両手を重ねても、爪つめ形がた刃やいばの間には十センチ近い隙すき間まが出来る。その距離分、武器の到とう達たつは遅くなり、カバーするには特別な挙動が必要になるだろう。

　お互いの速度差さから考えて、この十センチは大きい。

　だから行った。

　中央から跳び込み、攻こう撃げきとしては膝ひざを用いる。瞬しゆん発ぱつ加か速そくの動きと連れん動どう出来るし、ショートレンジの攻撃としては下へ手たな武ぶ器きよりも有用だ。

　直後。敵が二つの動きをした。

　一つは、後ろへの加速だ。

　一度、頭を前に振り、それを止めて堪こらえるような動どう作さをした。これは、

　……瞬発加速……！

　自分が行うのとは、少し違う。自分は全身や五体の軸じく内ないでそれを行うが、糟かす屋やは反はん動どうを必要とするのだ。その動きは、何ど処ことなく、マクデブルク郊こう外がいで母がやって見せたものに近い。

　反動付きの瞬発加速は、出だしが遅くなるが、利点もある。

　飛ひ距きよ離りがあり、初しよ速そくが高いと言う事だ。

　離される。

「く……」

　こちらは爪つま先さきで橋はし上うえの床ゆか面めんを喰い、すぐに二発目の加速を入れなければならない。

　だが、自分が次の動作にシフトする前に、敵は二つ目の動きを見せた。

　ミトツダイラがまず感じたのは、左右から両耳みみに届く風の音だ。

　何かが風を切る冷たい乾いた響ひびき。

　……これは──。

　思った瞬しゆん間かん。ミトツダイラはある事を行った。

　敵を追う加速をやめ、全身に逆ぎやく方向への加速を投とう下か。

「……っ！」

　前に叩たたき込む膝を伸ばし、踵かかとで床面を蹴けり込んだ。

　反動で腰から上を背はい後ご方向へと突き飛ばす。

　下がったのだ。





●






　一いつ瞬しゆんの動きが、文字通りに交こう叉さした。

　銀ぎんの狼おおかみが、まるで壁に当たったかのように弾はじけて下がった軌き跡せき。その左右を撫なでるように、やはり黒こく狼ろうの銀のラインが宙ちゆうを裂さいていた。

　爪つめだ。

　黒の狼の腕。その外側から伸びる銀の爪が、内側に傾けい斜しやしていたのだ。

　それは正まさに、指に生はえた爪のように動き、銀の狼を摑つかもうとしていた。

　単なる刃やいばではない。その動きは、左右の隙すき間まを消し、更さらには内側に詰めるものだ。

　迂う闊かつに銀ぎん狼ろうが飛び込めば、十センチの読み間違えをした分、刻まれていたろう。

　だが、銀ぎん狼ろうはそれに気付いた。

　銀の髪かみを風に揺らし、左右の後ろ、死し角かくから来る爪つめの抱ほう擁ようを逃のがれた。そして、

「────」

　両者、距離七メートルを置いて向き直す。

　違った。

　黒が、下がって止まった動きを反動としたのだ。

　黒こく狼ろうの加か速そくは銀狼よりも大きく速度が強い。その事を証しよう明めいするように、黒の狼は瞬しゆん発ぱつした。

　下がったばかりの銀の狼を、両の爪つめで喰いに行く。

　すると爪が震えた。両の腕外。十じゆう字じ架かの塔とうが展開している。排気の風を生みながら、先せん端たん側にある十字の交こう叉さ部分より銀の爪を大きく突き出し、

「吠ほえますのよ、〝銀釘アルジヨント・クルウ〟」

　単純な喰い方ではない。加速の移動中に腰を落とし、左の腕は下から突き上げるような一いち撃げきに変へん更こう。その後に右腕を顔の位置にまで振りかぶり、上から叩たたきつける軌き道どうで、

「……っ！」

　銀ぎん爪づめによる下上のコンビネーション。それは銀の狼に届き、

「────」

　かわされた。

　スエイバックにも見える瞬発加速だ。下からの爪は胸に届かず、追い打ちの上じよう段だんは顎あごに至らない。

　逆に、下がりながら銀狼が攻こう撃げきを送った。

　右の手をスナップ一発で加速させ、黒の狼の左横よこ腹ばらを狙ねらう。

　無む論ろん、彼女の手では黒狼に届かない。ゆえに使われる武ぶ器きは、

「成なる実み、いいアシストですわ」

　銀ぎん鎖さが摑つかみ、銀狼にトスしたもの。

　それは、朱しゆ色いろの顎あご剣けんだった。





●






　ミトツダイラは、攻撃を躊躇ためらわなかった。

　同族の恐ろしさはよく解っている。己の実力への自じ負ふと、母と相あい対たいした経験があるのだ。

　この相手は強敵だ。だから、倒せるべきならば、倒す。

　大体、王おうが勝利を共に望んでいるのだ。だからここで負ける訳わけには行かないし、引き分けだって許せるものではない。

　ゆえにミトツダイラは、右からの一発を叩き込んだ。

　顎剣による水すい平へい打ち。当たれば、両りよう断だんとは行かなくても、左脇わきから背せ骨ぼね近くまで割れるだろう一発だ。

　だが、ミトツダイラは見た。

　敵が、手て捌さばきを放ったのだ。

　こちらに届かなかったコンビネーションの右腕うでと左腕。彼女はその右の手をスナップし、己おのれの左手を外へと平ひら手てで弾はじいたのだ。

　快かい音おんが響ひびき、左手が外へ、こちらの振った顎あご剣けんへと走った。

　顎剣に、銀の十じゆう字じ架か塔とうが横よこ殴なぐりに当たる。

　白い火ひ花ばなが散り、衝しよう撃げきが指に来た。

　顎剣が外に弾はじかれる。

　直後。ミトツダイラは勘かんに頼った。

　まだ見ぬ敵の攻こう撃げき。相あい対たいして僅わずかな時間で、手て数かずもほとんど見ていない相手だが、

　……来ますわ！

　この至し近きん距離。敵の左腕は、外から放たれた顎剣を打って内側に向いている。

　そして右手は、左手を打って軽く下がった状態だ。

　現状、自然に生まれた敵の姿し勢せいからどのような攻撃が来るかを、ミトツダイラは悟さとった。

　だからミトツダイラは動いた。

　外に弾かれた顎剣から指を離し、即そく座ざに腰を落としたのだ。

「──！」

　直後。風が頭ず上じようで突っ走った。

　敵が、左右のコンビネーションブロウを叩たたき込んだ結果だ。





●






　顔面狙ねらいのコンビネーションがかわされたのを、糟かす屋やは悟った。

　……しくじりましたの!?

　かわされた事が、しくじりではない。

　顎剣を外に弾いたのが、しくじりだ。

　顎剣を失ったら、相手は迎げい撃げきも抵てい抗こうも、何も出来なくなってしまう。

　かわそうとするのは当たり前だ。

　やるなら、真ま下したに弾くか、受け止めれば良かった。少なくとも、敵が顎剣を手放さないようにすべきだった。

　そうすれば、敵は顎剣を持った手に引っ張られ、即座の回かい避ひが出来なかったろう。

　戦せん闘とうの流れが、まだ読めていない。

　……全く。

　福ふく島しまや清きよ正まさ達のようにはいかない。

　あの二人にしてみれば、自分の戦せん闘とう方法は「圧あつ倒とうされるで御ご座ざりますな」との事だが、要は暴あばれキャラという事ではないだろうか。

　確かにまあ、つい手当たり次し第だいにやってしまうのだ。何しろ、手が届くし、速さも充分にある。待っているのが勿もつ体たいないと、そんな感覚だ。

　だが、それがためにこういうしくじりをやってしまう。

　ゆえにしばらく前ぜん線せんを離れ、訓くん練れんや、各地での紛ふん争そう解決を実じつ践せんの場としてみたが、

「く……！」

　倒すべき相手は、やはり強い。

　左右を打ち込んだ両腕うでの下。姿し勢せいはどちらかというとフィニッシュの左腕を前に出した姿勢。この状態に対し、敵は身を落として、左腕の下にいる。

　己おのれの左腕と装そう備びが死し角かくになって、自分からは敵の挙きよ動どうを完全に見る事が出来ない。

　無む論ろん、相手とて、同どう等とうだ。

　こっちの左腕が遮しや蔽へいとなって、こちらを見る事も、動く事もままならないだろう。

　そんな相手に対し、どうすべきか。

　糟かす屋やは左の膝ひざを低空でぶち込んだ。

　同時に、糟屋は、左膝の動きを反動として上じよう半はん身しんを素早く引いた。相手が下から何かをしてきた時、スエイバックでかわすためだ。

　左膝も、ある程度の位置からは蹴けり上げに変え、更さらにはそれが膝の高さまで上がったら低てい高度の踵かかと落おとしに移行。足を取られないようにしながら、

　……バックステップの初しよ動どうに……！

　思った瞬しゆん間かんだ。

　敵の影が、前に出た。

　引き始めたこちらの左腕の下。銀の狼おおかみが前まえ屈かがみの姿勢も低く、こちらに来る。

　だが、身体からだを縮めたままでは、瞬しゆん発ぱつ加か速そくは行えない。

　ただ軽く、一歩分を踏み込んでくるような敵の動きには、しかし重じゆう圧あつがある。もし、彼女に捕つかまれば、そこで勝負は終わるのだという、そんな緊きん張ちようが、だ。

　しかしこちらが速かった。

　捕まえられそうな膝も足も、既すでに畳たたんでいる。

　これから行うのは加速つきのバックステップ。蹴り落とす踵が橋の床ゆか面めんを踏んだ。

　そのつもりだった。

「……!?」

　床が早いと、そんな妙みような感覚を得た。否いな、実際に床が近かったのだ。

　踵の踏む位置が、明らかに高い。

　結果としてバックステップの流れが速まり、腰が揺れた。瞬発加速を放つための軸じくがブレて、加か速そくがそこで崩くずれたのだ。

　しまったですの、と思うまでも無い。身体からだが中ちゆう途と半はん端ぱに後ろに浮いた。

　そして糟かす屋やは見た。

　踏み抜いた自分の足の下。そこに、銀ぎんの一いつ線せんが張っているのを、だ。

　銀ぎん鎖さだった。

　床をホールドした鎖くさりのアームが、こちらの足の下から、銀ぎん狼ろうの右手に伸びている。

　自分が踏んだのは床ではない。鎖だ。

　先さき程ほど、彼女が前に出た意味が解わかる。

　……身体で、鎖の動きを隠かくしましたの……!?





●






　糟屋は、敵の戦せん術じゆつを読んだ。

　敵はこちらを捕とらえようとしていない。

　ただただ、姿し勢せいを崩くずし、瞬しゆん発ぱつ加速の失敗を誘さそったのだ。

　アームで摑つかみに来るならば、かわす事も、逆に蹴けり込む事も出来た。巻き付かれても、同じような膂りよ力りよくを持った者もの同士なのだ。こちらの足と鎖を引く手ならば、足の方が力も強い。

　だが、足あし場ばを作られるとは思っていなかった。

　身体が、バックステップの不発を得て、浮いた。

　続く刹せつ那なの一いつ瞬しゆんで糟屋は見た。身を跳ね上げるように起こした銀狼が、右の鎖を床にホールドさせたまま仰のけ反ぞり、左に振りかぶったのを、だ。

　左の鎖。彼女の背後に回っていたものが、あるものを高速で引っ張っている。

　空中にて、弧こを描いて主人の左手に届くもの。

　先さき程ほど捨てた顎あご剣けんだった。

　右に持って振るい、右に捨てた剣を、己おのれの背後越ごしに左で拾う。

　こっちの左腕うでを遮しや蔽へいとして剣を拾えたのは、彼女の使用武ぶ器きが鎖だからだ。

　本人の攻こう撃げき手段は、狼おおかみの力を伝でん播ぱした打だ撃げきやホールドしかないだろう。しかし狼は、その鎖を応用し、己おのれ一人では出来ない事を仕掛けてくる。

　群のようなものだ。

　そして銀狼が、己の戦術のリーダーとして動いた。

　床をホールドし続けている右の鎖を、手て指ゆびで引いたのだ。

　瞬発加速。

　それは彼女を、右みぎ方向に引き、強く加速させる。更さらには、振りかぶった左腕、顎剣を摑んだ手を戻しながら、

「……っ」

　加か速そくが入った。

　右腕うでの引きと、体たい幹かんと、左腕。

　三さん段だん加速の一いち撃げきが、宙ちゆうに浮いたこちらに叩たたき込まれてくる。

　高速の朱あか。顎あご剣けんの描く弧こが、視し認にんの速度を超えた。

　冷たい気け配はいが、胴どう体たいの中央、やや上の辺りに感じる。殺さつ気きとも言うべき、己おのれに感じるこれからの運命だ。

　しかし、糟かす屋やは判はん断だんした。

　迎げい撃げきは右腕。〝銀釘アルジヨント・クルウ〟から穿うがつ三本の爪つめを叩たたき込む。

　叩き込んだ。

　すると砕くだけた。

　向こうの刃やいばの速度が強く、軌き道どうが正確なのだ。

　そして銀の釘くぎ群むれが断ち割られ、破は砕さいした。爪をナイフで割るような、滑った感かん触しよくが右腕に伝わってくる。

　右の武ぶ器きを失った。

　だが、僅わずかなりと時間を稼かせげた。

　だから糟屋は動いた。否いな、既すでに動いていた。

　自分の反はん射しや速度と所しよ作さの高速性は、戦せん闘とうにおいて空白の時間を無む駄だと感じる。ゆえに今の防ぼう御ぎよの間に、為なすべき動きをとっていた。

　左腕の銀釘だ。三本釘の精せい製せいのために展てん開かいしている十じゆう字じ塔とうを、再展開し直し、

「──穿うがちますの、銀の釘!!」





●






　ミトツダイラは、右の視し界かいに風を感じた。

　明確に見ている訳わけではない。目は相手を視線の先に見み据すえている。

　右の視界に感じるのは、イメージだ。何かが注ちゆう目もくの外から、しかし大きなイメージでこちらに叩き込まれてくる。

　……あれは──。

　見た事があるような、無いようなもの。

　敵の左腕。そのライン上に来るのは銀の爪。三本の釘型をした鋭えい利りが、飛んでくる筈はずだった。

　違う。

　左腕に設置されていた十字塔が、そもそも形状を変化している。その射しや出しゆつ口こうが一個になっており、十字架も随ずい分ぶんと広く、後ろにスライドしている。

　銀十字の打だ撃げき展開に似ていた。

　しかし、本来は釘くぎ爪づめが射出されていたそこからは、

　……まさか──。

　来た。イメージとしてあり得るもの。

　釘くぎだ。

　遙はるかな昔から、それは神も魔ま物ものも打ちつけて楔くさびし、留め置くもの。

　そして今、その通りのものが来た。

　長大な釘。長さにして二メートルは下くだらない。それだけの代しろ物ものが、敵の十じゆう字じ塔とうから射しや出しゆつされていた。

　射しや撃げき武ぶ器きではない。銀釘アルジヨント・クルウを貫かん通つう武器として打ち込む杭打ち器パイルバンカーだ。

　発射の劾がい音おんが響いた。

　金きん属ぞくの走る音が鳴り、こちらの胴どう体たい狙ねらいで左の銀ぎん杭くいが来た。対する自分は、

「……っ!!」

　顎あご剣けんが速い。

　だがこのままでは、自分の身体からだの〝戻り〟が間に合わない。相手の首を刈かったとしても、銀釘の勢いは止まるまい。このまま行けば相あい打うちだと、ミトツダイラはそう判はん断だんした。

　……駄だ目めですわ。

　ミトツダイラは決めた。

　顎剣から手を離したのだ。
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　ミトツダイラは回かい避ひを選択した。

　腰を落とし、姿し勢せいを下に。しかし足りない。故ゆえに、

「銀ぎん鎖さ！」

　右手の先、地面をホールドする銀鎖で己おのれを下に引き、左の銀鎖で腰を摑つかんで下に引いた。

　落ちるように沈む。

　直後。右の頰ほおをかすめて、銀の杭がこちらの後ろへと突き抜けた。

　かわした。

　ならばこれ以上、身を低くする意味は無い。

　無む論ろん、手に武ぶ器きはない。だが、

「──っ!!」

　ミトツダイラは動いた。

　……この……！

　敵の行為に、一つ、拒きよ絶ぜつすべき部分があった。

　この関かん東とう解放。里さと見みに関わる者として、そして王おうの代だい理り人にんとも言える騎き士しとして、絶対に拒絶を示さねばならない事があったのだ。
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　糟かす屋やは、敵の回かい避ひを悟さとった。

　外した。

　相あい打うち覚かく悟ごで放った一いち撃げきだというのに、この敵は攻こう撃げきを放ほう棄きして回避した。

　逃げられましたの、と、そう思った瞬しゆん間かんだ。

「……あ」

　敵の方が速い。

　その事実を証しよう明めいするように、相手がこちらの懐ふところに跳び込んできた。

　無む論ろん、向こうに武ぶ器きはない。だが、摑つかみ、叩たたきつける事だって可能であり、人狼の膂りよ力りよくはそういった攻撃でも致ち命めいを相手に与える事が可能だ。

　こちらは着ちやく地ちに入るところだ。靴くつ裏うらは橋の床を踏むが、身体からだがまだ浮いている。

　そこに敵が来た。彼女は眉まゆを立て、そして、

　……来ますの……！

　と思った瞬しゆん間かんだ。

　糟屋は、鋭い痛みと音を肌はだに感じた。

　左の頰ほお。そこを、強く平ひら手てで打ち叩かれたのだ。
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　……え？

　糟屋は、着地による自分の身体の重みを膝ひざに感じながら、意い外がいを思った。

　今は戦せん闘とう中だ。生きるか死ぬか、奪うばわれるか得るかというそういう時間帯たいだ。

　だが、敵がこちらに送って来たのは、

　……平手打ち……？

　その通りだ。

　攻撃力りよくとしては低い技。痛みはあれど、戦闘力が欠けるような事はない。喧けん嘩かや、諫いさめの意い思し表ひよう示じとして使う程度の技だ。

　それを、何な故ぜ、敵はこの戦闘の現場で使う。

　そして、何故、自分は戦闘中なのに戸と惑まどう。

　見れば、敵は目の前に立っている。眉まゆを上げ、鋭い瞳ひとみをこちらに向けている。

　戦闘中だ。

　敵は無論、無む防ぼう備びではない。自然体で、すぐにも動ける気け配はいを纏まとっている。しかし、

「何故……」

　攻撃の手を止めている。

　対する自分も、どうして、戦せん闘とうの動きをとろうとしない。

　だが、周囲の全てが、気付けば動きを止めていた。誰だれも彼もが、こちらに注ちゆう目もくし、敵同どう士しの目め配くばせを行って、動どう作さを中止している。

　それだけ、敵のした事が意い外がいであり、何かの意味を見たのだろう。

　直後。銀ぎんの狼おおかみが吠ほえた。

「る」

　と口を空に開き、お、お、お、と響ひびくのは、吠ほえ声だ。

　狼の、同どう族ぞくの、喉のどを通した夜や気き震わす咆ほう吼こう。

　それを、敵は軽く首を回し、宙ちゆうと海に張り裂さかせ、そして、

「……！」

　こちらを勢いよくねめつけ、銀の狼が口を開いた。

「──武蔵むさし副ふく王おう、葵あおい・トーリの第一の騎き士し、ネイト・ミトツダイラが、王の意い思しを代だい理りしてここに宣せん告こくいたしますわ！」

　言葉が、正面で強く吠えた。

「──相あい打うちになってもいいなどという戦せん術じゆつ！　この里さと見みの地に果て、我らが武蔵を守り、そして敵との決けつ別べつを作った里見の長ちよう、里見・義よし頼よりを穢けがすものと心こころ得えなさい！」







[image: 第三十八章『渡り場の接敵者』]
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　ミトツダイラは右の手を軽く振り、言葉を続けた。

「ここは戦せん場じよう、国の存そん亡ぼうが掛かり、命の遣やり取とりも生じる現げん場ば。──しかし現状を作り上げた前ぜん里さと見み総そう長ちようは、生きるために戦場に臨のぞみましたわ」

　自分はあの時、何も出来なかった。

　王おうが〝止めろ〟と言ったのに、だ。

　幾いくら速度を持っていても、力があっても、意い思しの速度には敵かなわないのだろうか。

　以後、時とき折おりに王が、あの時の事などを思い返すたび、ミトツダイラは彼の傍そばにてこう思うのだ。

　自分は絶対に、王に思い返されるような人にはなるまい、と。

　そして、前里見総長の意思に対し、返答として、こう思うのだ。

「──総員。意思を持ちなさい。敵も味み方かたも、誰だれも彼も、──生きて勝つ、と」

　そうとも。

「私達は総そう勢ぜい。一人ではありませんわ。隣となりの誰か、学級、教きよう導どう院いん、国、それらの関係があってここに来ている筈はず。力ないと思っていても、関係は離れませんわ。死んで勝とうなどと思わずとも、生きていける筈ですの」

　これが自分にとって、里見総長の教えてくれた事。

　英えい雄ゆうや天てん才さいに頼るのではなく、彼らを拒きよ絶ぜつするのでもなく。

　……多くの、出来るだけの皆で行きますのよ！

　ならば、

「欠けようとする者、戦場を死ぬ場所と捉とらえる者は去りなさい！」
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　浅あさ間まは、ミトツダイラの言葉を聞きつつ、横の喜き美みが苦く笑しようするのに視線を向けた。

　喜美は、トーリの方に身を寄せ、その肩に顎あごを乗せると、

「あらあら愚ぐ弟てい、騎き士し様さまが随ずい分ぶんと言ってくれるわね。──いつも愚弟、あんな事を考えていたりするの？　どーなの？」

「あー……」

　見ている先、彼が頭を搔かく。見れば、目を細めて口くち元もとを緩めている喜美の視線の先、彼は頰ほおを薄く赤くして、

「……ああ、駄だ目め駄目駄目。ネイトの言った事だから、ほら、ネイトにだけ言う」

　答えが出ているようなものだ。喜美もそれが理解出来ているのだろう。後ろから彼の頭を抱いて、頰を寄せ、そしてこう言った。

「──奪うばわれたものを、取り戻すわよ」

　……そうですね。

　そういう生き方をしていくと、そう決めたのだ。だからだろうか、

『Ｊｕｄジヤツジ．』

　声が聞こえた。戦せん場じようにいる皆の応おう答とうだった。
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『──Ｊｕｄ．！』

　皆の声、梅うめ組ぐみの者だけではなく、戦場にいる者達の声を、義よし康やすは聞いた。

　湾わんの上、今、自分達は房ぼう総そう半はん島とうの中央へと向かっている。

　戦場に向いた輸ゆ送そう艦かんの右う舷げん艦かん首しゆ側がわは、防ぼう護ご障しよう壁へきの展開で忙いそがしい。だが、

『……！』

　自分達の現状における最さい前ぜん線せん。江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしの上では、突とつ撃げきの声があがっていた。

　湾の上を通して届く激げき突とつ音おんは、明らかに敵を押していく。

　無む論ろん、敵側も黙だまってはいない。それぞれが、撤てつ退たいの流れを持ち、新しん人じん部ぶ隊たいを回かい収しゆうしながら遅ち滞たいの迎げい撃げきを行っている。

　誰だれもが、自分達の役割に必死だ。

　武蔵むさし勢ぜいは、里さと見み勢の後ろをフォローして空あけ、前線を確定するために。

　羽は柴しば勢は、戦せん力りよくを残しながら、房総側の主力と合ごう流りゆうするために。

　これを、国の動きとしてみるならば、武蔵勢は里見奪だつ還かんの助力をしつつ、自分達の未来の本ほん拠きよとなる江戸の確保に動いている。

　対する羽柴勢は、房総を失えば、武蔵を押さえるための足あし場ばを関かん東とうから失う事になる。

　武蔵は未来を摑つかもうとしている。

　羽柴は武蔵の未来を止めようとしている。

　未来と過去。そんな対比を思いながら、義康はふと、ある男の事を思った。

　……義よし頼より。

　姉の事も、共に、ただただ深く想そう起きする。

　年上の二人。そんな先せん達だつの居い場所に、今、自分は戻ろうとしている。

　今の己おのれでは、まだ届きもしない。しかしいずれ届こうと、そう思える二人だ。

　そして今、馬ば鹿かな連れん中ちゆうが、二人に届くまでの道をつけてくれた。

　これは当然、武蔵としての政治的なプランの道どう中ちゆう。その中で、都つ合ごうが付いたために行われている事だろう。

　武蔵が、方針に従ってネルトリンゲンに向かうのも、そのためだ。

　武蔵は里見の保ほ護ご者しやではあるが、剣けんでも盾たてでもない。

　行く道が等しいならば肩を並べ、逸それるならばぎりぎりまで手伝い、しかし行き先を認めるという仲だ。

　今、彼らが前ぜん線せんを確保していく。

　それを終えたら、彼らは行く。

　だが、義よし康やすは思った。

　……義よし頼より。姉ねえさん。

「二人とも、私が今だ追いつくものでもない、遙はるかな目もく標ひようだよ」

　だけど、

「二人とも、今の私を、きっと、望んでくれたろう」

　おかしな話だ。

　社しや交こう的てきで、仲間も多かった二人よりも、見けん識しきが狭く、二人にべったりだった自分の方が、いつの間にか多くの国と関係し、目的を共に出来る者達を得ている。

　ひょっとすると、私は、二人のようになれないのかもしれないが、

「────」

　義頼は、思し考こうを止めた。耳に、聞き慣れた音が響ひびいたからだ。それは、

「敵てき襲しゆうだ！　左さ右ゆう舷げん上じよう方ほう、防ぼう護ご障しよう壁へき展てん開かい!!」

『Ｊｕｄジヤツジ．……！　──以上！』

〝武蔵むさし野の〟の声と共に、防護障壁が艦かんの左右上に屋や根ねのような展開を放った。

　直後。起きた動きは二つだ。

　左右、二方向の空から弧こを描いて艦に接近する影。それらは、

「武ぶ神しん！」

　ただの武神ではない。義康は知っている。今、一いち撃げき離り脱だつ軌き道どうで来る敵の姿すがたは、

「──八はつ犬けん武神と、その合ごう成せいか!?」
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　直なお政まさは敵を視し認にんした。

　高速で飛ひ来らいし、小型輸ゆ送そう艦かんへ強きよう襲しゆうを掛けて来たのは二機の武神だ。

　それは義康の〝義ぎ〟や、義頼の〝忠ちゆう〟に似ている。

　だが、片方はまともだが、もう片方の形が歪いびつだ。両腕うでや両脚あしは揃そろえているようだが、胴どう体たい部などのシルエットが合っていない。恐らくは違うパーツを組み合わせ、

　……ハブや増ぞう槽そう組み込んで強ごう引いんに動かしているさね！

　本来の性能が高いのだろう。直政にして、見た事がない程ほどの加か速そくでそれは接近し、

「……撃うて！」

　武神団だんの迎げい撃げきが、敵を穿うがった。

　高速の挙きよ動どうの中での打だ撃げきだ。海面に近い低空で火ひ花ばなが散り、水みず柱ばしらが立つ。

　しかし、敵は攻こう撃げきを振りかぶり、

　……砲ほうか！

　右う舷げんの機き体たいは、剣けん砲ほうだった。

　剣として用いる事も可能だが、その刃やいばの中に大たい気きを圧あつ縮しゆくし、衝しよう撃げき波はの砲とする。里さと見み・義よし頼よりの〝忠ちゆう〟が剣けん型がたのものを用いていたが、この機き体たいは大おお鉈なた型だ。

　直なお政まさの視し界かいの中、甲かん板ぱんから見上げる義よし康やすが、敵の姿すがたと武ぶ装そうに表情を変えた。

「あれは……」

「見覚えあるんさね!?　里さと見み生徒会長！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　八はつ犬けんの中でも突とつ撃げき役だった第三特とく務むが乗る、航空戦を得え手てとした〝信しん〟……！　全身が残っているとは……」

　まさか、と彼女は言葉を続けた。武ぶ神しんの空中機き動どうを見てから、

「……正まさ木き・時とき茂しげか!?　生きていたのか!?」

　その叫びに、敵は応じない。ただ解わかるのは、一つの事実だ。

「里見の生き残りが、羽は柴しば勢ぜいについているのさね……！」

　面めん倒どうな内情があるのだとしたら、自分はどうするべきか。

　……今は関係ないさ!!

　考える間もない。左さ舷げんにも敵が来ているのだ。それも特とく殊しゆな形けい状じようの機体で、だ。

　八犬の武神。その多くのパーツを流用した歪いびつな形状。

　その異い形ぎようの機体が両の腕を構え、その間に術じゆつ式しき表示枠サインフレームを展開したのだ。

「あれは……」

・未熟者：『闇やみの手に落ちた機体だね里見生徒会長！　名前は〝獄ごく〟……！』

「術式特とつ化か型の〝孝こう〟だ……!!」

　義康が訂てい正せいしたと同時。敵の攻撃が炸さく裂れつした。
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　鈴すずは、正直、慌あわてていた。

　何しろ、里見の小型輸ゆ送そう艦かんに対する敵の出現が、咄とつ嗟さだった。

　大体の流れは見えていて、今、皆は主に橋の上で賑にぎやかにやっている。その橋の上も、半分近くは制せい圧あつしているのだ。そして先さき程ほど、

　……あ。

　鈴は気付いた。

　橋の中央にある遺い跡せき建けん造ぞう物ぶつ。塔とうのように立った先せん端たんに、見知った姿すがたがあったのだ。

　長なが岡おか・忠ただ興おき。

　彼が、長ちよう銃じゆうを二本、交こう互ごに構えながら射しや撃げきしている。

　敵だ。

　だが彼は、撃うつものを選び、狙ねらっていた。

　狙そ撃げきの対たい象しようは、武蔵むさし側の隊たい長ちよう格かくや、役やく職しよく者しやではない。

　撤てつ退たいする仲間への追つい撃げきを掛ける者を、率そつ先せんして撃っている。手て柄がらよりも、仲間達を優先としているのだ。

　……やっぱり、いい人だね。

・ベ　ル：『トーリ君、トーリ君、ちょっと、これ』

・俺　　：『え？　──おお、何だよ長なが太ぶと、格かつ好こいいじゃねえか。ベルさんナイスだぜ』

・あさま：『──あら、鈴すずさん、凄すごいですね、よく気付きました』

・賢姉様：『そうねえ、これ、鈴じゃないと気付かない事よ。なかなか無いわね、フフ』

・ベ　ル：『い、いや、私じゃなくて、長なが岡おか、くん』

・俺　　：『ああ、解わかってる』

　ややあってから、彼が言った。

・俺　　：『ミッションに正せい式しき追加だぜ。〝長太の誘ゆう拐かい〟ってな』

　Ｊｕｄジヤツジ．！　という声が、皆から起きる。

　……さあ、これから、大変。

　本ほん気きで橋を制せい圧あつして、塔とうの上から連れてこないと。でも、

・俺　　：『有あり難がとうな、ベルさん、浅あさ間まの術じゆつ式しきで当たりはつけてても、見つからなかったら、ペタ子の手伝いだけで終わっちまうところだった』

　ん、と鈴が小さく頷うなずいていた時だった。

　不ふ意いに、巨きよ大だいな人ひと影かげが湾わん岸がんから空中に飛び出したのだ。

　それが、小型輸ゆ送そう艦かんに突っかけた二機の武ぶ神しんだった。

　登場位置は房ぼう総そう沿えん岸がん。江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしを一いち望ぼう出来る位置に着ちやく地ちしていた敵の軽けい戦せん艦かんだ。

　これまで動きがなかった事から、放ほう置ち状態にあるのかと思っていたが、違った。

　武神の飛ひ翔しよう速度は、しかし速かった。

　鈴が模も造ぞうを構こう築ちくしていたのが、皆がいる湾の西側方ほう面めんであった事も災わざわいした。慌あわてて里さと見み勢ぜいの小型輸送艦に辿たどり着き、その回かい避ひ軌き道どうを制せい御ぎよしようとした時には、もう敵の武神が切せつ迫ぱくの位置にいた。

　鈴は、慌てながらも一つの判はん断だんをする。

「ひ、ひきつけて、かわす、よ！」

〝武蔵むさし野の〟が頷うなずいた。そして彼女は、

「急きゆう速そく降こう下かですね。鈴様、では御ご指し示じを、その模造をもってやって下さい。──以上」

「え？」

　と疑問した先。〝武蔵むさし野の〟が視線を合わせて言う。

「どのくらいの勢いで降こう下かさせるべきか、私共どもには曖あい昧まいな部分が解わかりません。なので鈴すず様さま、鈴様がその小型輸ゆ送そう艦かんの模も造ぞうに行ったアクションを判はん断だんして、私共は小型輸送艦を急きゆう速そく降下させようと思います。ではどうぞ。──以上」

　ええと、と鈴は思った。

　急速に艦を落とすとは、一体、どんな事をすればいいのか。

　鈴はちょっと迷って、小型輸送艦の模造に手を重ねる振りを見せた。

「こ、こう？」

　力を込めて、浮き上がらないように下に押し込む振り。だが、艦かん橋きよう内ないの自じ動どう人形は、

「…………。──以上」

　ちょっと期き待たいと違ったらしい。

　皆に目め配くばせをした〝武蔵野〟が、左右に手ての平ひらを立て、待て、と指し示じするのが解わかる。

　……ど、どうしたらいいのか、な。

「鈴様。正直、今のでは、急ぎの降下、と、そのくらいではないでしょうか。──以上」

「ええと、じゃ、じゃあ、どういう風ふうに……」

「そうですね。私共としては、統計的に表現するなら、〝ガツン〟など、そのようなものが、小型輸送艦の状況としては喜ばしいのではないかと判断出来ます。──以上」

「ガツン？」

　と、鈴は小型輸送艦を上から軽く叩たたいてみた。しかし〝武蔵野〟は額ひたいに手を当て、

「あ、いえ、鈴様、大事なのは口ではなく、手の方です。握って、こう、手首を固めたような、あ、肩かた幅はばに脚あしを開くと宜よろしいのではないかと、ええ、そのまま腰を真まっ直すぐ下に。あ、そうそう。そうですね鈴様。そのまま思い切り行ってみましょう。せーの」

　いった。

「──鈴様！　御見事です！　ガツン！　そう、この最後のンに余よ韻いんがあるくらいの一いち撃げき、見事だと判断出来ます。私共、丁ちよう度どいいガツン、オーダー入りました。一いつ丁ちよう共通記き憶おくに頂いただきました！　有あり難がとう御ご座ざいます！　有り難う御座います！　──以上」

　拍はく手しゆされてるけど、本当に良かったのだろうか。
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　義よし康やすは、小型輸送艦の回かい避ひ軌き道どうが〝ガツンと落ちた〟のを悟さとった。

　艦の喫きつ水すい線せんを浸ひたしていた仮か想そう海かいが変化したのだ。

　消えたのではない。上下を逆としたのだ。

「……可能なのか!?」

　仮想海を生むのは、装そう甲こう板ばんの表面と内部に仕込まれた紋もん章しようだ。基本、航こう空くう艦かんは喫水線下までしかそのような装そう甲こうと処理を仕込んでいない。輸ゆ送そう艦かんともなれば尚なお更さらだ。

　だが、

・煙草女：『艦の垂すい直ちよく外がい周しゆうに海を回して吊つり上げたりするだろ？　うちの船なら出来るさね』

・３４７：『そうそう。武蔵むさしの輸送艦は違うんだよね。他国からの攻こう撃げきを受けるかもしれない、という理由で聖せい連れんから全面装甲を紋もん章しよう処理するように指し示じされているから』

・煙草女：『お前だって武蔵来てから知ったばかりだろうさね』

　それは無しだよ！　という三み科しなの言葉に、義よし康やすは急きゆう速そく降こう下かの動きを信じる事にする。

「降下態たい勢せい保ほ持じ！　水面まで落ちるぞ！」

　周囲、仮か想そう海かいが空に跳ね上がった。流りゆう体たいで出来た海が空に飛沫しぶいて、

　……かわせるか！

　思った瞬しゆん間かん。左右からの武ぶ神しんの砲ほう撃げきが、谷たに壁かべのように立った仮想海を突き破って割った。

　だが両者は空中で交こう叉さし、流体の破は片へんを纏まといながらすれ違う。

　同時。輸送艦が速度を落とす事なく海面に腹から激げき突とつした。

　一ひと呼こ吸きゆうの間、艦と海の間に挟まれた大気の厚みが、輸送艦を柔らかく受け止める。しかしそれも僅わずかな事だ。艦の左右下から風の破は裂れつ音が響ひびいたなり、艦かん底ていが海に食い込んだ。

　めくれ上がるように抵てい抗こうした海によって、小型輸送艦の速度が落ちた。

　艦かん上じよう構こう造ぞう物ぶつが軋きしみ、艦の表ひよう層そう部ぶ、内部にあるものが、全て艦かん首しゆ側がわに吹き飛びそうになる。

　艦が、つんのめるように前ぜん傾けいを始めた。このままだと艦首から海に突き刺さるか、刺さり切れずに衝しよう撃げきが艦首に寄って艦が圧あつ壊かいする。

　だが、義康は見た。武蔵の武ぶ神しん隊たいが、

『おお……！』

　朱雀すざくを含む四機が、艦かん尾び側がわに跳ちよう躍やくし、宙ちゆうに身を置いたのだ。

　武蔵はほぼ常じよう時じ空中に存在する巨きよ大だい輸送艦だ。その中において、日々幾いくつもの輸送艦が行き来をしている。そして武神とて、艦かん間かんを移動するのだ。それも飛ひ翔しよう器きすら無しで、だ。

　四機の跳躍は、明らかに、艦の降下を読んだ動き。

　このような艦かん体たい挙きよ動どうなど、いつもの事だというように、

『艦尾ハイクアウト……！』
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　朱雀の指示によって、マストから降りるジブクレーンのフックを空中で四機が握った。

　彼らはそのまま、艦尾縁べりに着ちやく地ち。轟ごう音おんをつけて艦を揺らすと、前傾しかけた艦体を、

『引け……!!』

　四機が、踵かかとで艦尾縁を踏み、艦の背後の宙へと身を倒した。手にはクレーンから引いた硬こう化か麻あさのケーブルとフックを握り、

『……腕を鳴らせ！』

　四機きが、腕部の駆く動どう系けいを回した。極きよく東とう独自の重力制せい御ぎよレールが過か熱ねつし、煙を上げる。しかし艦かんの前ぜん傾けいは、勢いを落としたものの止まらず、

『根こん性じよう──!!』

　直後。左右の海に、回かい避ひした敵てき弾だんが落ちた。

　それは艦の半なかばに近い位置。爆ばく圧あつが艦の形を下から跳ね上げ、

「────」

　武ぶ神しん隊たいのハイクアウトによって、艦かん首しゆが一気に海から引っこ抜けた。

　浮く。

　無む論ろん、艦は高速で前に進む勢いを消す事なく、しかし一度艦かん尾びを海にバウンド。

　仰のけ反ぞるような姿し勢せいで、艦かん体たいが前に跳ねた。

　皆が艦の姿し勢せい保ほ持じのため、武神も含めて前に行く。武神隊はマストのフックケーブルを利用し、振り子のように宙ちゆうを飛んだ。その動きの中、直なお政まさが空に向けて叫ぶ。

『鈴すず！』

　朱雀すざくを通した直政の声に、通つう神しんは確かに応こたえた。

『ん……！』

　それで充分だ。

　艦の周囲で水が飛沫しぶいたのだ。それも今までのように上じよう下げ逆ぎやくではなく、上から下に。

　輸ゆ送そう艦かんの全重量が、喫きつ水すい線せんに分ぶ厚あつく生じた仮か想そう海かいで支持される。

　同時。艦の左右に今まであった天てん地ち逆ぎやくの海が、光に砕くだけた。

　破は砕さいする流りゆう体たい光こうの谷たに壁かべを振り払うように、小型輸送艦が前に出た。

　行く。

　直後。甲かん板ぱんに着ちやく地ちした武神隊は、前もって設置しておいた長ちよう砲ほうを急ぎ拾う。彼らは艦首側から房ぼう総そうに向けて着ちやく座ざ姿勢をとると、

・煙草女：『回避したさね！　──聖せい連れんに感謝しながら弾だん丸がんぶち込め！』
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　即そく座ざの砲ほう撃げきが、房総に向かって逃とう走そうする二機の武神を追った。

　追つい撃げきの砲ほう音おんを聞きながら、義よし康やすは思う。今いま先さき程ほどの艦の挙きよ動どうも何も、

　……聖連に感謝しながら、か。

　その通りだ。

　輸送艦にまで完全な全面紋もん章しよう処理を施ほどこさせるのは、聖連が極きよく東とうと武蔵に負ふ担たんを掛けさせようという施し策さくだった筈はずだ。

　それが今、こちらの役に立っている。

　武ぶ神しん隊たいが砲ほう撃げきを行い、遠ざかっていく二機きが振り返って防ぼう御ぎよ姿し勢せいをとる。

　空中ですれ違い、房ぼう総そうに向かう武神二機。ベースは〝孝こう〟と〝信しん〟。どちらもその特性上、八はつ犬けんの前ぜん線せんにて主力となっていた機き体たいだ。

　自分の義ぎよりも、戦せん闘とう力りよくは上。そう言い切れる二機だった。

　それをこれから、自分達たちは相手しなければならない。しかし、

『里さと見み・義よし康やす！』

　武蔵むさしの第六特とく務むが、通つう神しんで声を作った。

『あの右の機体、〝信〟をあたしに寄よ越こしな！』

「どういう事だ!?」

『どうもこうも無いさ！』

・俺　　：『いや、説明しねえとペタ子わかんねえタイプじゃね？　俺おれ達たちみたいにフィーリング？　で生きてねえし。だよなあ姉ねえちゃん』

・賢姉様：『フフ、そうよね！　食べてばかりじゃなくて勉強しないと駄だ目めよヨッシー！』

・義　　：『フィーリングで会話に割り込むなあ──!!』

・あさま：『あの、トーリ君？　喜き美み？　私達だってフィーリングで生きてませんよ？　ただ単にロジックで説明出来る言げん動どうをする人が少ないだけです』

・金マル：『何で〝自分は違う〟って言えないのかな？』

　共とも食ぐいが始まった。

　義康は、即そく座ざにツッコミをすれば巻き込まれる、と判はん断だんし、一ひと息いきを吐く。遠く、南の空の砲撃音おんや、北の大おお橋はしでの激げき突とつ音を聞きながら、口を開いた。

「第六特務、どういう事だ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という声は、通神ではなく、リアルで届いた。

「思い出した事があるのさ。──朱雀すざくを拾った、ずっと昔の事をね」

　全く、と、第六特務が義ぎ腕わんの手で顔を覆おおう。

「朝あさ起きたら、何ど処こぞの国の輸ゆ送そう艦かんがうちの村があった武たけ田だ領りよう内ないに墜つい落らくしていてさ。積つみ荷には七十キロに渡って散さん逸いつ。その輸送艦の航こう路ろがP. A. Odaからだったんで、武田は迂う闊かつに動く事を避け、P. A. Oda側も静せい観かん。だから各地の好すき者ものがこぞってそれらの貨物を奪だつ取しゆしてさ」

「お前のところは、それか……？」

「武神の善よし悪あしなんて分かるもんじゃない。ほとんどバラバラだったから、輸送艦に搭とう載さいされていた作業用重じゆう武神のスペアパーツくらいに皆みんな思っていたさ。

　あたしが高こう等とう部ぶになる頃ころまでにどうにか動くようにして、卒業後ごはこれで村の耕こう作さく地ちを広げりゃいいか、なんてさ」

　だけど、

「落ちた部品群ぐんの中、──砕くだけまくってどうしようもない、捨てるしかないようなパーツがあったのさ。あの頃ころは、腰につける懸けん架か用ようの多た重じゆうバインダーか何かかと思ってたけど」

「──飛ひ翔しよう器きか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と第六特とく務むが頷うなずいた。

「散さん逸いつした部品の内、設せつ計けい関係のデータの一部を里さと見みは手に入れたな？

　だから、さ。だからさっき、見た。あの〝信しん〟とかいうヤツの飛翔器、あれは……」

　あれは、

「雌めす型がた武ぶん神しん用ってのもあるが、ベースは確かに朱雀すざくのものだろうさ」
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　第六特務の声に、義よし康やすは反応出来なかった。

　そうか、とも、解わかった、とも言う事が叶かなわず、ただ、こう思った。

　……私だけではないのだな。

　里見という小しよう国こく。その主しゆ力りよくも係けい累るいも断だん絶ぜつしたような土地に対して、しかし因いん縁ねんを持っている者がいる。

　第六特務にとってみれば、これは、自分の里見奪だつ還かんと同じくらいに大だい事じな事なのだろう。

　過去を抱えた者。

　そんな相手に対し、どう言えばいいかを考え、ふと、義康は思いついた。

　今の自分達の関係。それをただ、ここでは示せば良いのだ。

　だから義康はこう言った。

「──任せる」

　それだけだ。

　彼女の為なすべきと、自分の欲すべきは重なっている。しかし自分には、もっともっと、己おのれのために為すべきがあるのだ。ならば彼女の為すべきに対し、自分が手を入れる事はせず、

「頼んだぞ」

　これは、自分に対して都つ合ごうが良い物言いだろうか。

　だが、第六特務が、朱雀の肩かた上うえからこちらに視線を向けた。顔を覆おおっていた手て指ゆびの隙すき間ま。夜の中でも、彼女の細い瞳ひとみが笑えみを作った。

「あの飛ひ翔しよう器き、八伏のと合わせて研究したいもんさね。──成果を待ってな、後こう輩はい」

　そうだな、と心の中で義康は思った。自分達は道を同じくする者達。

　……ああ、私も武蔵むさしの連れん中ちゆうと同じだ。

　関かん東とう解放を手伝い、しかし主義のためにネルトリンゲンに向かう彼ら同様。自分も武蔵の第六特務を導き、しかし因縁のために里見奪還を第一とする。

　同じだ。

　房ぼう総そうの北へと進路を向け始めた輸ゆ送そう艦かんの上、義康は息を入れる。

　……しっかりせねばな。

　意味も無い心強さばかりが今夜は自分に纏まとわり付いてくると、義よし康やすがそう感じた時だ。

「……ん？」

　義康は、声を聞いた。

　北の方、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしの上だ。その中央近くから届くのは、

　……遠とお吠ぼえ？

　獣けものの咆ほう吼こうだ。

　明らかな狼おおかみの鳴き声が、夜や気きを抜いて湾わん上じようを届いてくる。
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　ミトツダイラは己おのれの敵を見た。

　糟かす屋や・武たけ則のり。

　十じつ本ぽん槍やりのナンバー８。黒くろ髪かみを頂いただいた人狼の少女だ。

　だが、ミトツダイラは、妙みようなものを目の前に見て、聞いていた。

　糟屋の遠吠えだ。

　どういう事かは解わからない。ただただ糟屋は空に喉のどを向け、

「る」

　う、と叫びが続いた。

　その咆吼は、しかし、大声で吠えない。ただ、まるで笛ふえのように、空気を貫つらぬくようにか細く、確かな咆吼として響ひびいたのだ。

　周囲は戦せん場じようだ。戦いの流れが進み、自分達ももはや前ぜん線せんの中に含まれている。

　だが、戦いの中央とも言える場所で、黒の狼は声を切った。

「……っ」

　喉から息が続くなら、ずっと叫んでいたかったというような細い叫びは、急に終わる。

　見れば、正面、黒の狼がこちらに目を向けていた。

　こちらを見み据すえたその視線は、しかし、ある色を秘めていた。それは、

　……非ひ難なん？

　呆ぼう然ぜんと、そうも見える力の無い目つきが、こっちを見ている。

　まるで、先程こちらの言っていた事を、噓うそだと、そう見とがめるような視線。

　その目にミトツダイラが視線を返している間。敵、糟屋・武則の表情が動いた。口が歪ゆがみ、眉まゆが揺れ、瞳ひとみが滲にじんだ。涙だ。

　……え？

　だが、糟屋は顔を伏せた。牙きばにも似た並びの前まえ髪がみが揺れて下に流れ、両腕うでが下がり、

「──る」

　あ、と続く声の意味は解わかる。

　戦せん闘とうだ。彼女の中で、何かが決まったのだ。

　こちらが放った平ひら手て打うちを起き点てんとして、黒の狼おおかみは何かを思い出したか、決けつ断だんし、戦闘の続行を決めたのだ。そして、

　……来ますわね……！

　至し近きんでの瞬しゆん発ぱつ加か速そく。

　こちらも、銀ぎん鎖さで顎あご剣けんを拾い直し、手に取った。

　右の手でグリップを確保すると同時。敵が頷うなずくように軽く身体からだを引いた。彼女の両の腕に射しや出しゆつされるのは三本の銀の釘くぎだ。

　今いま更さら思うが、あれは、銀鎖と同じだ。

　両腕うでの十じゆう字じ自体が給きゆう釘ちよう装そう置ちなのだ。

　人狼種しゆ族ぞくについて、ミトツダイラは詳しくないが、ひょっとして一家に一台のような感じで、銀もしくは聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク由ゆ来らいの武ぶ装そうが伝わっているのだろうか。

　戦闘が終わった時、聞く事が可能ならば、教えて欲しいものだ。だが、

「……っ」

　ミトツダイラは瞬発した。敵も、一いつ瞬しゆん遅れて、

「──っ」

　正面からの攻こう撃げきが、交こう叉さした。

　その筈はずだった。

　……え？

　気付くと、ミトツダイラは黒の二面を見ていた。

　夜の空と、夜の湾わん。

　いつの間にか、己おのれは宙ちゆうに投げ飛ばされていたのだ。
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　糟かす屋やは、気付けば空中にいた。それも恐らく二、三回転する投げ技を受けて、だ。

　……え、ええと、いつの間にですの……!?

　どうしてかも解らず回る視し界かい。目に見えている二面の黒は、どちらが空でどちらが海か。確かめるよりも先に、濃く黒い方が近付いてきたような、そんな感覚がある。

　糟屋は己の〝下〟を信じた。両の腕を浅く広げて前に出し、両の膝ひざを前に寄せる。そして、

「……髪かみ！」

　髪の靡なびきから、糟屋は自分の回かい転てん方向を逆ぎやく算さん。その向きに、全身の体重を掛けた。

　直後。両腕から先に、糟屋は着ちやく地ちした。

　……橋はし上うえ！

　四し肢しを付くような接地に膝ひざを打つが、痛みよりも安あん堵どが来た。そして周囲の音が、耳の中に戻ってくる。

　ここは前ぜん線せん、戦せん闘とうの激げき突とつが足音や剣けん戟げきと共に発される場所だ。

　だが、今、急ぎ身を起こす己おのれの正面には、二つの人ひと影かげがあった。

　一つは、空中に寝たような姿し勢せいで身を丸めている姿すがただ。

　銀ぎんの色の髪かみと、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの男子制せい服ふく姿の。瘦そう軀くの少年にも見える人影だった。

　宙ちゆうに浮いたその影の後ろ、一人の女が両の腕を浅く広げて上げていた。

　糟かす屋やには理解出来ている。自分と銀ぎん狼ろうを、この女が宙に舞わせたのだ、と。

　激突の瞬しゆん間かんに介かい入にゆうし、抱いていた少年を宙にトス。彼が滞たい空くうしている間に、自分と銀狼の攻こう撃げきする手を引き、崩くずし、そのまま宙に吹っ飛ばした。

　バランスを崩すにしても、手の摑つかみ一つで投げ飛ばすとは、尋じん常じようではない。

　だが今、宙にトスした彼を受け止めて抱き直し、女は一ひと息いきを入れた。

　莫ばく大だいな金の髪を揺らした彼女、その呼び名は、

「──人狼女王レーネ・デ・ガルウ！」







[image: 第三十九章『本性処の野生娘』]
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、敵の動きを見た。

　糟かす屋やナンタラという人狼の少女が、こちらに突っかけてきたのだ。
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　ミトツダイラは、母が糟屋の攻こう撃げきを避けながら父を橋はし上うえに下ろして糟屋の攻撃を避けながら父にキスして糟屋の攻撃を避けながら頰ほおずりして糟屋の攻撃を避けながら少し離れるようにその両肩を押し糟屋の攻撃を避けながら少し待つように右手を軽く振って糟屋の攻撃を避けながら乱れた髪かみを直して糟屋の攻撃を避けながら衣い装しようを直して糟屋の攻撃を避けながら指で唇くちびるの塗り物を引き直して糟屋の攻撃を避けながら一回頰に手を当てターンを入れ糟屋の攻撃を摑つかみ上げながら糟屋に超重い中指デコピンを叩たたき込んだのを持ち込んだ戦せん闘とう糧りよう食しよくを囓かじりながら見た。





●






・貧従士：『自分、今、回かい収しゆう待ちなんですけど、何か大たい砲ほうみたいな音しませんでした？』

・ウキー：『どちらかというと打だ撃げき系けいの音に聞こえたが……』

・不退転：『……武ぶ神しんでも出せないような音だったけど？』
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　轟ごう音おんが響ひびき、母の左手に右腕うでから吊つるされていた糟屋が揺れた。というか衝撃で跳ね上がったのをミトツダイラは見た。

　黒こく狼ろうの揺れの下りで、母はその手を離す。

　すると糟屋は、膝ひざから下に落ちかけ、

「……く」

　二、三度、たたらを踏んだが、堪こらえた。

　……やっぱり人狼、丈じよう夫ぶですわねー。

　一いち撃げきを受けた額ひたいからは、擦さつ過か熱の煙が上がっている。人狼系けいならすぐに回復するだろう。だが、それでも糟屋は、

「こ、この……」

　ふらつきながらも、母に拳こぶしを振るう。

　糟屋達、羽は柴しば勢ぜいにとっては、母も父も敵なのだ。その意味では、この橋上に現れた大だい戦せん力りよくへの対応として、糟屋の動きは正しい。

　しかし、今度は母の対応が妙みようだった。

　母は、身を屈かがめ、糟屋の攻撃を避けながら、

「く……、ん」

　鼻を立てるようにしながら、糟かす屋やの匂においを嗅かぎ始めたのだ。

　三本爪づめを振るう腕から始まり、その腕を伝って肩、首くび筋すじを嗅ぎ、打ち込まれる肘ひじより先に回り込んで髪かみを、

「く……」

　手に取ってまで嗅いだ。

　そしてステップで空あけられた距離を軽い一歩で詰め、迎げい撃げきのソバットをしゃがんでかわすと、自分の靴のウイングを直しながら、糟屋の脚あしの匂いを嗅ぎ、そのまま脚を伝って、

「きゃあああああ！」

「御お母かあ様さま！　何ど処こまで嗅ぎますの!?」

「何言ってるんですのネイト、マーキングは大だい事じなプレイですのよ？」

　付き合うと、死ぬために来た訳わけではない戦せん場じようで死にたくなる気がしたのでスルーした。

　だが母は、ふむ、と一ひと息いきつくと、

「ちょっとネイト、御お父とう様を頼みますわね？」
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　浅あさ間まは、大だい遺い跡せき入口に待たい機きしている自分達の輸ゆ送そう艦かん上に、ミトツダイラの母が立っている事に気付いた。

　……あれ？　いつの間に？

「あの、ミトのお母さん、御お茶ちやでも出しましょうか？」

「あ、いえいえ、いいんですのよ？」

　と、彼女は一いつ瞬しゆん姿を消した。おおう、と見ていると、ミトツダイラの母は、彼女の娘むすめの王おう、つまり彼の傍かたわらに立ち、

「く……、ん」

　形の良い鼻を動かし、匂いを嗅ぎ始めた。

　肩、頰ほお、額ひたい、髪、胸、腋わき、そして、

「ちょ、ちょっとミトのお母さん、何処まで行くつもりですか！」

「あ、いえいえ、すみませんわね。調べたい事があって」

「つーかネイトママン、匂いいいなあ」

　え？　と浅間が見ていると、彼の方も彼女の匂いを嗅いでいる。近くにいた喜き美みも、

「──あらホント。オレンジ系けい？」

　言っている間に、ミトツダイラの母親は、喜美の匂いも嗅いでいく。そして、

「ちょっと」

　と、気付けば彼女がこちらに来ていた。

　嗅かがれる。首くび筋すじ、髪かみ、頰ほお、腋わきの辺りや胸むな下したなどに鼻を寄せられ、

　……うわあ。

　確かに喜き美みの言う通り、柑かん橘きつ系けいの匂においがする。その一方で、香こう木ぼくだろうか、燻いぶしたような香こうばしさを感じる匂いもしてくるのだ。甘いだけじゃない、大人おとなの匂いだ。

　ふむ、と彼女が小さく頷うなずいた。そして、

「──ちょっと御お手て数すう掛けましたわね。気になる事があったもので。じゃ、戻りますので」
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　ミトツダイラは、母がすぐ戻ってくるのを見た。

　……結けつ構こう、近ちか場ばだったみたいですわね。

　何ど処こまで行っていたものか。

　彼女は、父親に頰ほおずりをして自分をアジャストした後、こちらに来て、

「く……、ん」

「ちょ、ちょっと、御母様、私の匂いまで嗅いでどうするつもりですの？」

「ふふ、少し確かく認にんしたい事があるだけですのよ」

　と、懐なつかしい匂いが、こちらの身体からだを嗅きゆう覚かくで確かめていく。そしてしばらくの後、母の姿が糟かす屋やの正面に立った。母は、糟屋の前で顎あごに手を当て、

「二つ、確認しますわ」

「な、何ですの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──一つは、私は貴女あなたよりも偉いという事を自覚なさいな。私は女じよ王おう、あっちにオッパイの小さい娘むすめもいますけど、ここでは私が一番偉いんですの」

「だったら何でこっちに一いつ瞬しゆん振りますの──!?」

　だが母は、優ゆう劣れつを決めた上で、改めて彼女に手を伸ばした。

　黒の髪、その鬢びんを手て指ゆびに取って夜の月に翳かざし、

「人狼の髪かみ色いろは、親からの受け継つぎもありますけど、大体は何で決まるか、知ってますの？」

　……え？

　自分の髪色は、母ではなく、父からの受け継ぎかと、そう思っていたが。

　……他にも要よう因いんがあるんですの？

　内ない心しんの疑問に、母は、糟屋へと視線を向けたまま、こう言った。

「人狼は元々、人類の大だい自然や闇やみへの恐きよう怖ふから生まれたもの。そして後にはそれらの影えい響きようを大きく受ける存在……、つまり、世せ界かい全体の精せい霊れいと、そう言って構わないものなんですの。

　神のように役やく目めを持たない。自然の驚きよう異いそのものとして振る舞える圧あつ倒とう的優ゆう位い存在。それが私達と言う事になるんですのよ」

　つまり、

「私達の形は、世界のあり方をベースとして、親の影えい響きようを受けますの」

「御お母かあ様さま、それは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、た・と・え・ば」

　と母は自分の髪かみを肩で軽く揺らした。金に見えるその色は、

「人類によって制せい約やくされる自然と、人狼種しゆ族ぞくの黄昏たそがれ。母達の代で生じていた、世界や、思いの影響が髪色に出ているんですわ」

　だから、と母は糟かす屋やに視線を向けた。

　手に取ったままの彼女の黒の髪を眺ながめ、

「──貴女あなたの親がいた場所は、どれ程ほどの絶望の場でしたの？」
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　ミトツダイラは、母の言葉を聞いた。

　母は、はっとして振り仰あおいだ糟屋へと、女じよ王おうとして真まっ直すぐの視線を向け、

「人狼種族の中でも、黒の狼おおかみは、たとえば迫はく害がいや、追い詰められた土地に住まう者達。あまりにも色が違うので、種族内ないでも縁えん起ぎが悪いものとして扱われた時代もありましたわ。

　私や母の代で、更さらに森などは縮まり、貴女のような髪色を得る者達も出ましたけど、それはある意味、女王であった当家が人じん類るい相手にあまり力を振るわなかったからですわね」

　だから、

「もしも貴女の髪色が、そういう係けい累るいのものであるならば、私を恨うらみなさい。そこにいるうちの娘むすめは、既すでにオッパイの件で精神的なダメージと一生の課題を得ておりますもの」

　糟屋が、何な故ぜか同情の視線を向けてきたので、ミトツダイラは手で空中を横に弾はじく。こっちを見るなと、そういうジェスチャーだ。

　だが、母が、糟屋にこう呟つぶやいた。

「ひとつだけ救いがありますわね」

「救い……？」

　Ｔｅｓ．、と母は糟屋に頷うなずいた。

「貴女のいた環境は絶望に近いものだったのでしょう。しかし、御ご両親は、貴女に希望を見ていたようですわ。だって──」

　と、母は、糟屋の髪を改めて軽く上に掲かかげた。

「月光を浴びて出る艶つやは、狼としての気き品ひんの現れ。環境が作れるものではなく、親こそが与えられるものですもの」

　……そうなんですの……。

　と、ミトツダイラは、母達に気付かれないよう、左の手で自分の髪を月光に当てた。

　普通に、艶がある。

　いつも通りと言えばいつも通りだが、自覚して見てみれば確かに良い艶つやだ。自分としても、髪かみの手入れで、これは落とさないようにしようと力を入れる部分でもある。すると、

　……あ。

　少し離れたところにいる父が、こちらに微笑を向けていた。

　母の言葉につられて確かめる自分を、見ていたのだろう。恥はずかしいような、困ったような、妙みような感覚があるが、悪い事では無い。

　小さく、父にだけ聞こえる声でミトツダイラは呟つぶやいた。

「──感謝してますわ」

　母が一いつ瞬しゆん、耳を動かしたが、どういう性せい能のうしてますのうちの母親。

　ただ、気になるのは糟かす屋やだ。

　彼女は母の前で、一度俯うつむき、下がる鬢びんを両手で摑つかんだ。

　髪を左右の手で月光に翳かざす姿すがたに、ミトツダイラは子供のような仕し草ぐさを感じる。

　糟屋は、自分の髪に光を見つけたらしい。ややあってから、母に対して一つ頷うなずいた。

　そして母が糟屋に問い掛けた。

「貴女あなた？」

「……な、何ですの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、ちょっと貴女の種しゆ族ぞくの女じよ王おうに答えてみて頂いただけません？　──貴女の両親の名前と、出身の場を。一応コレでも私、全ぜん氏し族ぞくを知ってますので、何かお話し出来るかもしれませんわ」

「それは……」

　糟屋が息を詰める音が、確かに聞こえた。

　緊きん張ちようという言葉が周囲に漂ただよう。その瞬しゆん間かんだった。母が不ふ意いに動いた。

　母は、糟屋の両肩かたを押して、

「まあここでは何ですわね。それに貴女、ちょっと危ないですわよ？」

　言った直後だ。

　自分と糟屋の間。母のいた空間を、南東から、長ちよう大だいな光こう条じようが水平に突っ走った。

　艦かん砲ぽうクラスの流りゆう体たい砲ほうだった。
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　アデーレは、壊こわれて橋を塞ふさいでいる砲ほう台だいを奔ほん獣じゆうでどかしながら、それを見た。

　恐らく、世界最高クラスのボリュームに、対岸からの水平砲ほう撃げきが直ちよく撃げきしたのだ。

　流体砲だ。

　放ったのは房ぼう総そう半はん島とうの東岸。先さき程ほど、里さと見み勢ぜいの小型輸ゆ送そう艦かんを襲おそった二機の武ぶ神しんを出しゆつ撃げきさせた軽けい戦せん艦かんだ。

　流体が散り、光が走り、残ざん光こうが宙ちゆうを焼き、

　……え!?

　アデーレの視し界かいの中、あるものが無くなっている。

　ミトツダイラの母が、消えていたのだ。これは、

・貧従士：『ちょ、ちょっと、マズイですよ！　本ほん隊たい！　今の見ましたか!?』

・あさま：『きゃあああああ！　ミトのお母かあさんが、人の匂におい嗅かいだ後でジュッ、って！』

・賢姉様：『馬ば鹿かね違うわよ浅あさ間ま！　ミトカーチャンが愚ぐ弟ていや浅間の腋わきの匂いをクンクンしたあとでジュッて！』

・あさま：『き、喜き美みもですよ！　喜美もクンカクンカしてジュッですよ！』

　想そう像ぞう以上に向こうが凄すごかった。というか何なに言ってるか解わからん。

　とはいえ目もつ下かの問題は一つだ。

　……第五特とく務む！

　見える。橋はし上うえ、散った流りゆう体たい光こうの欠片かけらの中に、銀ぎんの髪かみが立っている。

　それも、黒の狼おおかみと向き合うような姿し勢せいで、だ。

　だが、アデーレは不ふ意いの声を聞いた。

　第五特務。

　自分が視線を向けている背中が、その髪を大きく揺らしてこう叫んだ。

「総そう員いん、撤てつ退たいなさい!!」

　腕を振り、銀の狼が吠ほえた。

「総員急ぎなさい！　──早く、こちらに戻るんですのよ！」
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　……馬ば鹿か野や郎ろう……！

　忠ただ興おきは、通つう神しん用ようの表示枠レルネンフイグーアを開いた。

　狙そ撃げきは続けている。発はつ動どうの声も連続している。だが、それとは別に言うべき事がある。

「誰だれだ！　勝かつ手てに砲ほう撃げきしたヤツは！　ここの担当は俺おれだぞ！」

　羽は柴しば勢ぜいは、湾わん岸がんに軽けい戦せん艦かんを着ちやく地ちさせている。その内、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしに近いものは、自分の管理となっている筈はずだ。

　無む論ろん、現在は乱らん戦せん状態。敵の前ぜん線せんより後ろであっても、倒された味み方かたがいるのは上からだとよく見える。ゆえに可か児にと糟かす屋やが時間を稼かせいで撤退を急がせ、その後に自分が水すい平へい砲撃を入れ、敵の前線を止めるつもりだったのだが、

「くそ……！」

　照しよう準じゆん術じゆつ式しきの管理を見ると、件くだんの軽戦艦は、自分の管理下ではなくなっている。

　否いな、全ての軽戦艦が、房ぼう総そう半はん島とう南の航こう空くう艦かん隊たいに編へん制せいされている。その譲じよう渡と管理は、

　……小こ西にし先せん輩ぱいかよ！

　房ぼう総そう半はん島とうの防ぼう衛えい担当だ。

　小こ西にしは商しよう人にん。半島の防衛を担当する側としては、人狼女王レーネ・デ・ガルウが乗り込む事は避けたかったのだろう。先さき程ほど小西は、里さと見み勢ぜいに対して武ぶ神しんを出しゆつ撃げきさせてもいる。その時にこちらとしては管かん轄かつ妨ぼう害がいはするなと警けい告こくしておくべきだったか。

　だが、今からでも言っておかねばならない。

　忠ただ興おきは狙そ撃げきを重ね、敵の前ぜん線せんが仲間の撤てつ退たいに追いつくのを阻そ止ししながら、

「大おお橋はし上うえへの砲ほう撃げきは俺おれの管轄だ！　他は手を出すな!!」

・コニ子：『あらあら、何なに言うてん？　橋上、砲撃行った？』

・岡──：『来たぞ！　解わかってねえで撃うってんのか!?』

　言って、しまった、と忠興は思った。何な故ぜなら、

・コニ子：『御ご免めんなあ。解らず撃っとるわあ。──こっち、防衛忙いそがしうてな』

　言質げんちを与えてしまった。その上で、小西は言葉を続ける。

・コニ子：『すまんの。今、こっちは久く鬼き君に戦せん艦かんあるだけ送らないとあかんのや。

　それと、さっきのは里見の小型輸ゆ送そう艦かんの接せつ近きんに対しての威い嚇かく砲撃な。

　──一応、私、先せん輩ぱいとして君のフォロー役も任されてんねんけど、他、何や必要か？』

・岡──：『いらねえよ。こっちは誘ゆう導どうも含めて撃ち込んでんだ。先輩だろうと何だろうと勝かつ手てに手を入れてくるんじゃねえ！』

・コニ子：『はいはい、君、元気やなあ』

　笑い声が聞こえた。

　いなされている、というのは解る。だがそれとは別で、理解出来る部分もあるのだ。

　……房総側の上うわ役やく達たちは、相当、状況を重く見てんな。

　こっちは前線の取り合いと、効こう率りつの良い撤退を図っている最さい中ちゆうだ。だがそれは、房総側にとって、自分達が敵と当たるかどうか、という問題でもある。

　この前線の推すい移い如何いかんで、羽は柴しばが来るまで、どれだけ保もたせればいいかが変わるのだ。

　こっちの効率や手て筈はずなど無む視しで、手を出し、削けずれるものならば削っておきたい。そんな意い思しはあるのだろう。

　そして、その意思の表ひよう明めいが、今の一いち撃げきだ。だとすれば、

「くそ」

　小西は小西で見事な判はん断だんを下したと、忠興には解る。

　しっかりやれと、警告するような一発で、敵の大だい戦せん力りよくたる人狼女王レーネ・デ・ガルウを除じよ外がいした。

　人狼ルウガルウは精せい霊れい系けい。それも存在の確かく定てい力りよくが強いがゆえ、倒すには条件が要いる。人狼の場合は銀ぎんの武ぶ器きだが、生あい憎にく、そのような弾だん丸がんは持ち込んでいないし、

　……銃じゆう弾だんくらいで、あれ、死ぬのか？

　だとすれば、流りゆう体たい系けいの攻こう撃げきだ。万ばん物ぶつは流体で構こう成せいされている以上、パワーの強いものをぶつければ対たい象しようは壊こわれて上うわ書がきされる。人狼女王レーネ・デ・ガルウを相手にする場合、軽けい戦せん艦かんの主しゆ砲ほうを小こ西にしが用いたのは、やはりこちらへのフォローだろう。

　……くっそー……。

　毛もう利り付きの人狼女王がこちらに来るのは想そう定てい外がいとはいえ、この〝思い通りに事を進められた感〟はどうも苦にが手てだ。そして、

「……ん？」

　狙そ撃げき用の照しよう準じゆん術じゆつ式しきから、忠ただ興おきは視線を外した。

　敵てき全体の動きに、妙みようを感じたからだ。

　武蔵むさし勢ぜいが、二つの人ひと影かげを残し、対岸側へと戻り、移動していくのだ。

　後に残ったのは、撤てつ退たい中の自じ勢せいと、糟かす屋やと、

「武蔵の第五特とく務むに、人狼女王の旦だん那なか……？」
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　武蔵の第五特務と向き合う糟屋は、妙みような気け配はいを感じていた。

　人狼女王は消えた。

　砲ほう撃げきを受けて、消しよう滅めつしたのだ。

　だが、糟屋は動けなかった。

　砲撃の際、彼女がこちらを一ひと押おししたのだ。砲撃の余よ波はを受けないように、だ。

　無む論ろん、あの押し込みがなくても、自分には当たらなかったと思う。

　が、無ぶ事じではなかったと思うのも確かだ。

　そして、糟屋は見た。空中を、あるものが落ちていくのを、だ。

　四角い銀の小こ箱ばこ。

「銀ぎん十じゆう字じ……」

　人狼女王が持つ専せん用よう装そう備び。十字架状の打だ撃げき武ぶ器きに展開し、中ちゆう距離範はん囲いの高こう圧あつ打撃を叩たたき込む事が可能な神しん格かく武ぶ装そうだ。

　それが、糟屋の視線の高さから、ゆっくりと下に落ちていく。

　落ちた。

　硬い音がして、跳ねるのも、二、三度。橋はし上うえの硬こう化か木材の床に、銀十字の箱が止まった。

　月の光に、銀の箱は己おのれの辺と角かどを光らせている。

　だが、持ち主はもういない。ならば今、目の前にある、

　……これは……。

　先さき程ほどの砲撃が、人狼女王を消し去った証しよう拠こ。

　そして、糟屋は声を聞いた。

「人狼さん……」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの夫おつと。この場にいる者としては、コンデ公こうか、清し水みず・景かげ治はるか、どちらだろうか。

　彼は周囲を見渡し、捜すように叫んだ。

「人狼さん……!!」

　見れば、彼も、武蔵むさしの第五特とく務むも、夜よ目めに解わかる程ほど顔かお色いろを白くさせている。血の気を失ったというよりも、血が元から無いような気け配はいだ。

　夫の声が重なる。

「人狼さん、何ど処こにいるの……!?」

　いない。消えたというか、消されたのだ。だが、

「人狼さん！」

　糟かす屋やは、一つの言葉を聞いた。

「──怒っちゃ駄だ目めだよ!!」
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　糟屋は、まず、声の方を見た。

　人狼女王の夫がいる。そして彼が、こちらの方を見ている。

　何な故ぜ、こちらか。

　訳わけも解らず、糟屋は彼と自分の間の空間に視し界かいを戻した。

　すると、視し覚かくから解る事実が一つあった。

　……銀ぎん十じゆう字じが……。

　銀の小こ箱ばこが消えている。そして、

「あ……」

　流りゆう体たい光こうの破は片へん。先さき程ほどから周囲に散っていたものが、頰ほおを撫なでた。

　柑かん橘きつの匂においがした。それは、

「……まさか！」

　視界の右に、光がある。振り返れば、そこに人狼がいた。だが、

「女じよ王おうクラスの、大だい精せい霊れい……？」

　流体で構こう成せいされた人狼女王の本ほん性しよう。身長二メートルを超える精霊の姿すがたが顕けん現げんし、流体光こうの霧きり嵐あらしと共に、急速に実じつ像ぞう化かしていくのだ。
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　ちょっとシャレになってませんよ！　と浅あさ間まは思った。

　その証しよう佐さに、ハナミが自じ律りつ的にハードポイントパーツから飛び出し、緊きん急きゆう出力制せい御ぎよ手続きを開始している。

　彼女の示す表示枠サインフレームの中では、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしのライブ映えい像ぞうに重ね、地ち脈みやくの変へん位いを示す色しき彩さいフレームがグラフとなって重なっている。

　現状、地ち脈みやくの流れは、ミトツダイラとその父がいる周辺を最大の増大として、周囲は見た事が無い程急速な減げん少しよう傾向にある。

　そこにいる何かが、周辺の地脈を吸い上げるように集中しているのだ。

　無む論ろん、これは単純な吸い上げではない。

　……大だい精せい霊れいの顕けん現げんですからね……！

　地脈に親しい種しゆ族ぞく。その高こう位い存在が、一点に出現し、再さい実じつ像ぞう化していくのだ。出現の中心点てんから見て、現状では半はん径けい二十キロ程ほどの地脈が、全ての流れをそこに集中して行っている。

　吸収が、思った以上に速い。

　地脈が高速で吸引収しゆう束そくされるという事は、一つの事じ態たいを引き起こす。

　それは、周辺にあるものが、流りゆう体たいの高こう速そく潮ちよう流りゆうにぶつかるという事だ。

　この莫ばく大だいな流れは、存在しているものにはあまり実じつ感かんがないが、流体を利用するものには大きく影えい響きようを与える。

　通つう神しん系けい、出力系、そして術じゆつ式しき関係だ。だから、

「ちょっと輸ゆ送そう艦かん揺れますから、用意して下さい！」

　浅あさ間まは対たい処しよする。莫ばく大だいな地脈の流れがぶつかってくる事で、仮か想そう海かいなどは外から燃ねん料りようを浸ひたされる状態になるのだ。無む論ろん、神しん道とうでは、このような事じ象しようを今まで幾いく度ども受けてきた。昨さつ今こんでは、三み河かわの消しよう失しつや、江え戸どでの竜りゆう脈みやく炉ろの炸さく裂れつもそうだ。

　浅間は艦や各かく員いんの出力や加か護ごの調ちよう整せいを一いつ括かつ整理。だが、外部からの給きゆう力りよくをシャットダウンすると再さい起き動どうが面めん倒どうになる。ゆえにここでは出力上じよう限げんを決め、その数すう値ちを超える給力を〝八分目め〟制せい限げんでフィルタリング。保ほ険けんとして、目が良い監かん視し系けいの神かみ様さまに代だい演えんで管理を頼み、

　……よし！

　思うなり、周囲の空気が高く鳴って輸送艦が揺れた。一ひと波なみ来た、という感じだ。

　思ったよりも大きい波だ。向こう、対岸側の闇やみの中で幾いくつかの光が上がったのが見えた。

　あれはきっと、瞬しゆん間かん的な出力過か剰じように対たい応おう出来なかった武ぶ装そうや駆く動どう器きが火を噴ふいたのだ。

「結けつ構こう酷ひどいですねえ……」

　だが、争そう点てんとすべきは被ひ害がい云うん々ぬんではない。少なくともこちらの方では、自分の管理下でさほどの面倒は生じていない筈はずだ。通神帯ネツトを確かく認にんすると、

・十ＺＯ：『あっ、何か今、自分が聴きいてた戦せん闘とうテンション音楽〝幸こう薄うす若わか舞まい〟が初しよ期き化かを！』

・礼賛者：『それよりも、死ぬ時は一いつ緒しよと持ち込んでる御ご神しん体たいが喋しやべり出しましたよ！』

・●　画：『御お広ひろ敷しき、アンタ、懐ふところから〝早く捨てろ　捨てろ〟って、何ソレ』

　何なんでしょうか一体。あ、よく考えたらコレ、怪かい異いのシステムに近いですよね。地脈の乱れってヤツですから。

　関かん東とうでは、大だい遺い跡せき周しゆう辺へんでの怪異報ほう告こくが多い。その影響も出ているのだろう。

　ただ、今、注ちゆう目もくすべきは、

「これが、個人の存在で生じてるって事ですよ……！」

　ミトツダイラの母親。そんな個人が今、顕けん現げんしつつあるのだ。
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　ミトツダイラは、母を見た。

　人狼。それも人間型がたのスタイルではあるが、本ほん性しようの方だ。

　背はいつもよりも頭二つ分は高く、髪かみの量も遙かに多い。そして、

　……獣けもの耳みみに、尻尾しつぽ……。

　流りゆう体たいで構こう成せいされた毛け皮がわ飾かざりの衣い装しようを纏まとっているのは、母親だ。

　完全な人狼に獣じゆう変へん調ちようした状態。それも、人間の身体からだをベースとせず、流りゆう体たいを基き礎そとした精せい霊れい状態での姿すがただ。

　人の身体の枷かせを持たない、本来の人狼の形。

　ずっと昔、母が獣変調した姿を幾いく度どか見せて貰もらった事がある。結局、自分が獣変調出来ないという事が解わかり、以後、母はその姿を見せなくなったのだが。

　……でも、御お父とう様さまとのプレイではしてますのよね!?

　まあそれはそれで子供の立ち入る部分ではあるまい。

　だけど、あの時よりも、精霊ベースの現状は派は手でだ。姿が構こう築ちくされ、実じつ体たい化かしていくのに比ひ例れいして、周囲に流体の気流が巻き起こっている。それは低い位置で渦うずを巻き、

「まるで、狼おおかみの群ですわ……」

　呟つぶやきに、小さな動きが生じた。

　糟かす屋やだ。彼女は、二、三歩を下がりながら、周囲を旋せん風ぷうとしてめぐる流体光こうを見回す。

「どういう、事ですの……？」

「簡単ですわ」

　ミトツダイラは告げた。まだ、何ど処ことなく眠そうにしている母が、しかし笑えみなのを見て、

「人狼種しゆ族ぞくは人類の恐きよう怖ふを固めた存在。その女じよ王おうが、たかだが流体砲ほうで死ぬと思いますの？

　砲ほう撃げきの一つなど、人類の恐怖総そう意いにはなり得ませんでしょう？」

「だったら、今の顕現は──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──純じゆん血けつの人狼の不ふ死し性せい。そのものですわ」

　銀ぎん鎖さなどと同じだ。受けた負ふ傷しようは、月光によって回復する。

　恐怖の代だい名めい詞しとして人狼という存在を考えた時、母のその身体は、存在自じ身しんが受け切れる負傷許きよ容よう量りようよりも遙かに小さい。人の姿をベースとしていれば尚なお更さらだ。

　今もそうだ。

　母は〝身体〟を失ってなどいない。存在としては、軽く指ゆび先さきを切ったようなものだろう。だから新しく別の指を添え直している。それだけの事だ。

　……今の母は、流りゆう体たい砲ほうを受けて乱れた自分自じ身しんを再さい調ちよう整せいしているに過ぎませんわね。

　一度リセットを掛けたがゆえ、本ほん性しようの姿すがたで現れている。流体を吸収して自分の調整を終えたら、馴じゆん化かしていくと共に、またいつもの身体からだを取り戻していくだろう。

　プロセスとしては、満まん月げつ下かでの獣じゆう変へん調ちようと、その解かい除じよを行っているのと同じだ。ただ、今回はその流体変へん動どう規き模ぼが大き過ぎる。しかし、

『──さて』

　不ふ意いに母の声が聞こえた。

『少し、目が醒さめましたわ』

　そして彼女は、こちらを見て改めての笑えみを作ると、会え釈しやくを過ごし、父を見た。

『あなた』

「うん、素す敵てきだよ！」

『でもこの姿は、人狼の本性そのものですのよ？』

「格好かつこ良いいよ！　凄すごく格好いい!!」

『じゃあ、今夜はこれで、たっぷりしましょうね』

「うん！」

　顔よこ横がおに、外げ道どう共どもから表示枠サインフレームがたくさん来たが、全部一いつ括かつして割っておく。糟かす屋やも何ですのその視線。悔くやしかったらうちに来てみればどうですの。

　ただ、母は、頰ほおに手を当て、父に対して身を軽くしならせ、

『でも、私自じ身しんも初めて見せますわね、この姿。……ひょっとしたら、あの晩、貴方あなたが銀ぎんの杭くいを持って来たら、一いつ瞬しゆんなりとも見せる事が出来たかもしれませんけど』

「じゃあ僕は幸せ者だね！」

　父が笑みで言った。

「初めて人狼さんを見た時に綺き麗れいだと思ったら、もっと綺麗な姿を見せてくれた」

　……あ。

　父が母と初めて会った時。母は〝人狼〟であったのだ。

　母が目を細めた。

　気付くと、母の姿は、その莫ばく大だいな髪かみと衣い装しようを靡なびかせながら、父の前で身を屈かがめている。

『あなた？　唇くちびるの匂においを嗅かがせて貰もらえます？』

「どうやって？」

　母が、己おのれの唇で、父のものを食はんだ。そのまま、くじるように、沿ってくわえるように数度を動かし、口の房ふさを離す。そして母は、父の額ひたいに己の額を当て、

『戻ったら、日ひ頃ごろの成果、見せて頂いただきますわ』

「うん！　今度こそは抱き上げるよ！」

『Ｔｅｓテスタメント．、大だい丈じよう夫ぶですわ。今夜の私、花はな束たばと同じくらいの軽さですもの』

　そして、

『ネイト？』

「な、何ですの？」

『──貴女あなたも、私にとっての花束ですのよ？』

　言われて、ミトツダイラは思い出した。

　抱き上げる、否いな、母に背負われた過去が確かに自分にはある。ずっと昔に、森の中で迷って動けなくなった時。星空を見上げられる母の背に乗って、帰き路ろについたのだ。

　あの時、母は父を伴わず、また、彼の指し示じでもなく動いてくれた。

　その一点だけで、自分は、自分として大だい事じにされていたのだと解わかる。だから、

「一回吹っ飛んだら、死し亡ぼうフラグ余よ裕ゆうですの？」

『まあ、〝手伝いましょうかお母かあ様さま〟とか、言えませんの？』

「追いつける速度で移動しませんでしょうに」

『まだまだ努力ですわね、ネイト。でも大丈夫ですわ。約やく束そく通どおり、お父とうさんと一いつ緒しよ、という契けい約やくですもの。その範はん疇ちゆうとして……、そうですわね』

　母が、前を指さした。

『この橋の向こうまで、私が片付けますわ。──ネイト、御お土産みやげに欲しいものは？』

「私に平へい穏おんな生活を御お願ねがいしますわ」

『Ｔｅｓ．、……大変ですわねネイト。解りましたわ。お母かあさんがなるべく傍そばにいられるように手て配はいしておきますわね？』

「要いりませんわあ──!!」

　叫んだ先、既すでに母の姿はなかった。

　あ、という間も無い。人狼女王レーネ・デ・ガルウが戦せん場じように向かったのだ。そして、

「え、ええと……」

　糟かす屋やが、何が起きたのか解らないと言った風ふ情ぜいで、辺りを見回している。だからミトツダイラは、彼女に対し、頷うなずき一つでこう言った。

「追いつけると良いですわね」
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　糟屋は、武蔵むさしの第五特とく務むの言葉に頷うなずいた。

　人狼女王が本ほん性しようを出そうが何しようが、仲間達の撤てつ退たいの邪じや魔まとなるならば排はい除じよしなければならない。

　追つい撃げきをせねばならないのだ。

　……全く、何ですの、コレ……。

　今夜は、いろいろな事が起きる日ですの、と、糟かす屋やがそう思った時だ。

　不ふ意いに、問いかけが来た。

「滝たき川がわとの戦せん闘とうの負ふ傷しよう、完かん治ちしたならば、また私の前に立ちますの？」

　問われた言葉に、糟屋は鼓こ動どうを一つ高くした。

　……知られてましたの？

　否いな。相手も人狼ルウガルウなのだ。嗅きゆう覚かくは利く。滝たき川がわの血か。自分の血か。どちらかの匂においに気付いたのだろう。武蔵むさしの第五特とく務むは、自分の髪かみを手で梳すいて、

「毛け繕づくろいの加か護ごが効いても、完全に消し切るには一晩欲ほしいところですわね」

「そういうものなんですの？」

「……そう、って……、解わかりませんの？」

　問い掛けに、ややあってから糟屋は頷うなずいた。

　そして、糟屋は相手に何かを言おうとした。

　銀ぎんの髪と金の瞳ひとみを見て、口を開けば、何かが言える気がする。しかし糟屋は、

「────」

　何も言えなかった。一度首くびを横に振って、糟屋は己おのれを改める。

　そして彼女は、頭の中で混こん雑ざつした己の言葉を、今の目的に則のつとって言い換える。

「敵に興きよう味みを持つと、引き込まれますのよ？」

　投じた台詞せりふに、相手が僅わずかな間を得た。

　一ひと呼吸の間かん隔かくを置き、彼女が眉まゆを立てた頷きを見せる。

「撤てつ退たいなさい。……というか、そうしなければならないでしょうけど」

「Ｔｅｓテスタメント．、……またいずれ、正式に御お相あい手て願いますの。今回は不ふ勉強が過ぎましたもの」

　そして、糟屋は、人狼女王レーネ・デ・ガルウの夫おつとに頭を下げた。

「人狼の長ちように御ご挨あい拶さつの機き会かいを得て、幸いですの」

「僕は長じゃないよ？」

「……御お父とう様？　実じつ質しつ、御父様がかなり制せい御ぎよしてますのよ？」

　首を傾かしげているのを見る限り、お互いは持ちつ持たれつの関係なのだろう。

　糟屋はもう一いち度ど頭を下げ、そして、

「────」

　背を向け、走り出した。仲間の撤退を援えん護ごするために、人狼女王を追ったのだ。
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　それは、遠くからだと何もかもがよく解った。

　江え戸ど湾わんの中央。その位置から、流りゆう体たいで出来た森林が広がって行くのだ。

　その南、三み浦うら半はん島とうの峰みね近くに着ちやく地ちした狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユでは、毛もう利り・輝てる元もとが照しよう準じゆん術じゆつ式しきで北部の観察を行っていた。

　戦せん闘とうへの正式な関かん与よを出来ぬが故ゆえ、砲ほう撃げきなどは全て元もと吉よしに任せたままだ。だからこそ、輝てる元もとは、武神ルール・デ・マリオネツタからの解かい除じよを済ませて三み浦うら半はん島とうの東部監かん視しに入ったMouri-01と共に、

「おいおい、……アンヌからも聞いてねえぞ、あんなの」

『アンヌ様の事ですから、人狼女王レーネ・デ・ガルウの〝凄すごいのよこの人〟に全部集しゆう約やくしてしまっていたのではないでしょうか』

　確かになあ、と呟つぶやく視線の先。照しよう準じゆん術じゆつ式しきの広こう範はん囲い展てん開かい画面では、幾いくつもの数すう値ちが踊っている。その多くは、旧派カトリツクの術式として、敵てき対たい異い族ぞくの反応が強く出ている事への警けい告こくだ。

　人狼の種しゆ族ぞく設せつ定ていは仏式旧派ガリカンだと親しん人じん類るいになっていた筈はずだが、このような本ほん性しようの出現となると、もはや種族区く分ぶんよりも感情的な反応になるのだろうか。

　設定を変えるのも面めん倒どうだ。ゆえにそのままで画面を見ているが、そこに映るのは、

「あれは……、欧おう州しゆうの森か」

　木々と地面。小川や岩いわ場ばが、流りゆう体たいで作られていく。あの広がる形は、

『人狼女王のテリトリーの一部だと思います。彼女が流体系種族として有する地ち脈みやく範囲の縄なわ張ばりとして、普ふ段だんなら情報収しゆう集しゆうのために人狼女王への集しゆう約やく的てき機き能のうを持つものが、今回は再さい調ちよう整せいで逆ぎやく説せつ的に展開していますから、人狼女王の持つ〝森しん林りん棲せい息そく型がた異族の型〟の姿すがたで自分を改めて、アジャストしているのでしょう』

「十じゆう文も字じくらいで言ってみ」

『長ちよう文ぶん読どつ解かいはお好きで？』

　酷ひどい返され方もあったものだ。だが、流体の森林は空までも作り、展開していく。流石さすがに広がりの端はしは濃のう度どが低めだが、現げん場ばにいる者達にとっては、

「これ、厄やつ介かいじゃねえか？　どうだよ、最も上がみ」

『おお、人狼女王、ハシャいでおるのう』

「お前も、これ、出来んの？」

『流体に親しい種族で、王おう族ぞくクラスなら当然であろ。種族の王が王たるのは、種族の土地、生せい息そく地ちのイメージを〝型〟として有するからこそ。王がいるところは王おう国こくとなるのだえ？

　私の場合は、森と草原、そういう〝型〟ではあるがのう』

「人類スゲー不利じゃねえか。あたしなんか、もしこういう変な空くう間かん出せても、自室で散らかった本とか服とか、そんなのしか出ねえぞ多分」

『あらあら、戻ったら、戦せん勝しよう祭さいの前に片付けの時間も確かく保ほしましょうか』

　更さらに追い詰めてきやがった。

　何となく、迂う闊かつな発言は全部拾ひろわれる危険を感じる輝元に、義よし光あきから苦く笑しようが届いた。

『そのように、自分の好きな空間を作っているに過ぎぬよ、我々もな。

　人類とて、〝関係〟の選せん別べつの豊かさを持って、現実に同じようなものを作っておろう？』

「社会だったらお前らだって参加してる訳わけだし、お前らだって人類との関係抜ぬきでも階かい級きゆう構こう造ぞう持ってる訳だし、〝関係〟なんて人類だけのもんじゃねえぞ」

『だが、異い族ぞくは、人を好むような精せい霊れい系けいでなければ、そこまで踏み込めぬ。

　──神かみ頼だのみ、と極きよく東とうでは言うであろ？　基本、神は人じん界かいを見ても人を見ておらぬ、が、それを頼んで振り向かせ、〝関係〟する事で神の加か護ごを得ようとする。

　そこまであつかましい事を〝関係〟頼みで出来るのは、人類の主義と功く徳どくであろうよ』

　そして、

『捕ほ食しよく者しやと獲え物ものの関係。配はい偶ぐう種しゆ族ぞくの選せん別べつ。それは我々のような捕食傾けい向こうの強い異族の場合、ほぼ固定だえ？　しかし人類は、それを変えるような行為を、状況や自己の感情によって容易たやすく飲む。場合によっては価か値ち観かんや、社会構こう造ぞうをも変えるし、娯ご楽らくや政せい治じ的てき問題にすらする』

　さて、と狐きつねが言った。

『狼おおかみと人の間あいだ柄がらを、捕食者と獲物以外のものに出来るのは、人類側がわからの呼びかけだえ。

　それが良い結果となる時も、悪い結果となる事もあるがゆえ、それを礼らい賛さんする気にはならぬが、しかし──』

「しかし？」

『その〝関係〟が、強ごう引いんにでも作られたがゆえ、救われた魂たましいもあるのだえ』

　全く、という吐と息いきが聞こえた。

『あれは獲物、あれは縄なわ張ばりを狙ねらう敵、これは大だい事じな子、そして自分の縄張りを守って一生を終える事が、その土地に住み、その土地の糧かてとなって朽くちていく異族の幸い。

　何かが失われても、それはその土地の歴史の一いつ層そうにしか過ぎぬと、そう思う事が哀かなしみの解かい除じよ方法よ』

「つまり異族の基本は、その土地、自然における、万ばん物ぶつの不ふ変へん性せいの部分であり、変化が起きれば時代に合わず消えていく事になる、か？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、そのような流れに乗りかけたと、アンヌからは聞いた事がある。

　そして、狐が、こちらの問い掛けに頷うなずいた。

『Ｔｅｓテスタメント．、異族の諦あきらめは早いと言えるであろうよ。何かあっても、これも万物の移ろいで、そこから外れれば自分達の生まれた理由たる、土ど着ちやくの土地を外れてくのだから。

　だが、そこに荷物抱かかえていろいろ〝関係〟増やして、哀しむより楽しもうぜときたものだ。

　──全く、〝哀しいのはやめろ〟なら、関係の消しよう去きよを促うながすとして、拒きよ絶ぜつも出来ように』

　成なる程ほどな、と輝てる元もとは言った。

「武蔵むさし勢ぜいに勧かん誘ゆうしてるか？　お前」

『ココ、……居い心地ごこち良い場に、狐が他人を誘うと思ったかえ？　今のは自じ慢まんの悦えつよ』

　ほら、と声が続いた。

『見るがいいぞえ？　──狼の長ちように、新しん参ざんがぶつかっていくのが解わかるであろう？』







[image: 第四十章『原初の畏怖姫』]
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　糟かす屋やは、追つい撃げきが間に合った事に、安あん堵どと緊きん張ちようを得た。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウ。それも今は、流りゆう体たいで作り上げた森林の中を行く大だい精せい霊れいだ。

　彼女が目め指ざすのは大おお橋はしの向こう端はし。自分もそうだ。撤てつ退たいしていた皆も、地面や海から突き上がる地ち殻かくや木々に押されながら、房ぼう総そう半はん島とうへの走りを急いでいる。

　だが、人狼女王が伴っているこの異い変へん。その規き模ぼが異常だった。

　江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしの中央から房総に深く掛かる位置まで。半はん径けい二十キロ程ほどの圏けん内ないが、青白い流体の大だい森林と化し、場所によってはもっと広がって行くのだ。

　夜の森だった。

　背の高い木々の下。あまり隠かくれる場所のない下した草くさの上を、皆が逃げていく。

　抵抗として銃じゆう撃げきの響ひびきが有り、矢や、投とう擲てき用ようのナイフなど、そう言ったものが飛んで行く。

　だが、狼おおかみの女じよ王おうはそれらを食った。

　弾だん丸がんも矢も、ナイフも、手て指ゆびに取られ、

「鉄てつ分ぷんですわね」

　刃は物ものを、ソフト煎せん餅べいのように軽い音で食べる生き物を、糟屋は初めて見た。何しろ、嚙かんだ刃やいばや矢や軸じくが折れないのだ。歯に対し、どれ程鋭えい利りになる加か護ごが掛かっているのか。

　矢や尻じりもナイフも、まるで洋よう梨なしに歯を立てたように、ぬるりと抉えぐれていく。

　弾丸ですら、奥おく歯ばで煮に豆まめのように嚙んでいるのが解わかる。それはつまり、

　……唾だ液えきで、柔らかくなりますの……？

　どういう消しよう化か力りよくの生物だ。

　並の武ぶ器きなど、咀そ嚼しやくに適する食しよく材ざいでしかない。

　無む論ろん、そんな脅きよう威いは序じよの口くちだ。

　追つい撃げきし、撤てつ退たいを保ほ護ごすべき身としては、人狼女王の森林踏とう破は性能が問題だ。

　起き伏ふくがある無む舗ほ装そうの土と草の上。女王は軽く歩くように行く。

　だが、その一歩一歩が異常だ。軽く十メートルは前に進む。それも、派は手でに揺れる事など無く、落ち着いたストライドで、だ。

　更さらには、彼女の攻こう撃げきが、反はん則そくだった。

　武ぶ器きではない。力でもない。ただ、纏まとう流体の気き流りゆうを振って、追いつくだけで良いのだ。

　それだけで、仲なか間ま達たちは倒れ、動けなくなる。

　死んではいない。

　しかし、倒れた誰だれも彼も、瘦やせこけ、冷たい汗あせを流し、

「あっ、も、もうやめて御お願ねがい……！　こ、これ以上は二次元しか駄だ目めになっちゃう……！」

　などと言うのは、つまり〝食われた〟のだ。それも、死にかける限げん界かいぎりぎりまで、だ。

　女じよ王おうは、捕ほ食しよくする。だが、今の彼女には伴はん侶りよがいる。故ゆえに彼女は、もはや相手を誘ゆう惑わくなどしない。本来の姿すがたである恐きよう怖ふのイメージをもって、相手の生命力りよくを強ごう引いんに奪うばい取る。

　恐怖という存在、そのものだ。

　だが、仲なか間ま達の頑がん張ばりが利いた。弾だん丸がんや砲ほう撃げき、小さな武ぶ器きの連続が、人狼女王レーネ・デ・ガルウの捕食に叶かなうたびに、僅わずかながらに歩ほ速そくが緩むのだ。守るべき者達によって自分の追つい撃げきが可能となるのは、己おのれを[image: ]しつ咤たするしかないが、

「追いつきましたわ……！」

　森の中。背の高い木々の間で、糟かす屋やは人狼女王の前に回り込んだ。

　警けい告こくも何も無しで、銀釘アルジヨント・クルウの杭打ちパイルバンクを叩たたき込む。
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　一いつ瞬しゆんを得たいと、糟屋はそう思った。

　勝負をつけられる一瞬ではない。

　的てき確かくな一いち撃げきを放てる一瞬だ。

　それを得られるならば、回かい避ひをされても、次に繫つなげられる。いつか命めい中ちゆうするのではないかと、その一瞬を連続して作っていける。しかし、

　……どういう戦い方ですの!?

　糟屋の速度をしても、人狼女王が捉とらえられなかった。

　至し近きんから攻こう撃げきをぶち込んでいるというのに、彼女は基本、歩いているだけだ。時とき折おりに身を揺らし、髪かみを梳すき、流りゆう体たいで出来た森に住まう動物達たちに挨あい拶さつしたり、手に小鳥を止まらせたりはするが、それらの動どう作さが全てこっちの攻撃への回かい避ひとなっている。

　先を読まれている上に、その回避に繫がる日常動作を行われているのだ。

「く……！」

　相手にされていない訳わけではない。

　ただ、自分が、その程てい度どなのだ。

　滝たき川がわに対し、成果を収めてはいる。ゆえに、それなりの自信を得た。嘉よし明あきだって、得られた結果を認めてくれたのだ。

　だが、この相手は違う。

　恐らくは根こん本ぽんが違う。

　滝川は人類としての強つわ者ものだ。ならば、この相手は、

　……異い族ぞくとしての強者ですのね。

　人に敵かなう者が、狼おおかみに敵うかと言えば、別だ。

　一いつ緒しよにしてはならない。自分が、対たい滝川という個の存在と戦い、成果を得たのと同じように、この相手に対しても、対人狼女王として向かわねばならない。

　戦せん闘とう方法を、相手ごとにワンオフする。そのつもりでなければ無む意味だ。

　自分も同どう種族の血けつ族ぞく。そして先さき程ほど、この相手の娘むすめとも戦闘をした。ならば、

「──単なる攻こう撃げきの応おう酬しゆうでは、意味がありませんのね」

　糟かす屋やは、走りながら身み構がまえた。

　左の給きゆう釘ちよう装そう置ちを盾たてに。右の給釘装置を槍やりのように構え、

「行きますの……！」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、敵の動きを目に留めた。

　こちらは今、己おのれの再さい点てん検けん中ちゆうだ。

　精せい霊れいの状態。それも完全顕けん現げんにまで身を変えるのは初めてだ。

　昔、人を食らっていた時じ分ぶんには自分のイメージを誘いの結けつ界かいとして纏まとっていたが、それもここ最近では出していない。

　一応、夫おつととは、満月の晩に、これに近い人狼状態でイチャつく時があるが、

　……今後は、とっておきで、結けつ婚こん記念日にコレというのもありかもしれませんわ。

　完全顕現の感覚を覚えておいて、再さい現げん出来るようにしておきたいですわね。

　ちょっと出力が高くなるので夫の健けん康こう状態が懸け念ねんだが、循じゆん環かんの加か護ごがあるので大だい丈じよう夫ぶだろう。感かん度ども高くなるので共とも倒だおれには気を付けねば。あと、御ご近所を巻き込んではいけない。夫ふう婦ふのイチャつきは隠かくれてやるからいいんですの。

　さて、敵の方だが、

　……変えましたわね。

　狼おおかみの戦闘法ほうではなくなった。

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくで己を獣けものとするのは、こちらにも可能な事だ。元々、瞬発加速は、娘のように膂りよ力りよくの足りない獣が、逆に身の軽さを利用して行うもの。自分の方も、今は短たん距離ダッシュのために用いているが、基本は膂力に物を言わせての常じよう時じ加速だ。

　狼同どう士しの方法を用いるなら、相当に研けん鑽さんしなければ、こちらには追いつかない。

　娘の場合、スランプや、ルドルフ二世せいとの戦闘を経て、こっちの領りよう域いきにまで飛び込んで来たものだったが、

「その際に、ある戦い方を行いましたわね」

　戦闘方法の変化だ。

　獣の方法では追いつかない。だから、

「人の方法を重ねる。それも──」

　それも、

「対たい異い族ぞく、対人狼の戦闘方法をもって、人類は人狼と並ぶ。その通りですわ」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは見た。敵の武ぶ装そうが先さき程ほどとは変化しているのを、だ。

　左腕うでの十じゆう字じ塔とうが、広く展開し、その各かく角かどより銀ぎんの装そう甲こうを展開している。

　十じゆう字じ盾たてだ。

　そして右の十字塔は、長なが釘くぎ用ようの展開から、もう一いち段階を変へん形けいしていた。縦たての軸じくが、その中央ラインを山やま型がたに折り曲げ、内ない包ほうするものを太く変えているのだ。十字架かの先せん端たんから見える銀の形状は、今や釘の先端ではない。

　平たい十字の、

「十字回穿ドリル……！」
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　糟かす屋やは銀釘アルジヨント・クルウを振り抜いた。

　位置は人狼女王に対して十二メートルの位置。

　腕と銀釘のスパンで届くものではない。だが、

　……確かめる事がありますの！

　敵を穿うがつ前に、まず、やっておく事があるのだ。

　そして放たれるのは、単なる衝しよう撃げき狙ねらいの一発ではない。

　銀釘の対たい異い族ぞく展開。十字状じようの先端を持った回穿に、

「対異族術じゆつ式しき……！」

　通つう神しんより付ふ与よ。銀釘の記き憶おく装そう置ちに奏塡インストールされた対異族術式が、異族固こ有ゆうの結けつ界かいや加か護ごへの打だ撃げき力を保ほ証しようする。

　空中に展開した流りゆう体たい描びよう写しやの旧派術式クラシツククンスト符。その承しよう認にん印いん章しようの位置を糟屋は正確に打だ撃げき。加護を銀釘に確かく定ていさせてから、

「打ちますの……！」

　打撃した。

　銀釘から射しや出しゆつされた十字回穿は、風を切りながらも高速旋せん回かい。周囲の流体光こうを渦うずのように巻き付けながら、こちらと人狼女王の間に向け、真まっ直すぐ突っ走った。

　しかし、振り抜く一発が、あるものを打った。

　空白だった。

「……!?」

　距離故ゆえ、本来ならば何も当たる筈はずが無い一いち撃げき。

　しかし敵に至る遙はるかな手て前まえで回穿が宙ちゆうを穿った。

　距離にして十二メートル。そこで打撃音おんが鳴ったのは、

「……結界ですのね!?」

　異族が持つ加護。それも、自分の外に出す、察さつ知ち力りよくや支配力と言ったものの効こう果か範はん囲いだ。

　それが十二メートルもあるとは、厄やつ介かいだ。

　特とく性せいを持った異い族ぞくとの戦せん闘とうの場合、戦せん術じゆつは大たい別べつして二つの方法から選択される。

　一つは、異族に対し、その弱じやく点てん属ぞく性せいの武ぶ装そうで致ち命めいを与える事。これは最も単純な方法かつ、有効なもので、条件を叶かなえる武ぶ器きさえあれば、子供であっても異族を退たい治じ出来る。

　但ただし、この方法は危険を伴う。

　対する異族が、己おのれの外に加か護ごを発はつ揮き出来る場合、条じよう件けん武器を持っていても、近付くまでにその加護に囚とらわれてしまうからだ。

　蜘く蛛もが張る網あみのようなものだ。

　近付くにつれ、纏まとわり付いてきた加護が累るい積せきし、動けなくなる。そうなれば、異族としては、放ほう置ちか、ゆっくりと相手をすればいいだけなのだ。

　これでは人類は勝てない。

　だから、第二の戦せん術じゆつがある。

「結けつ界かいを潰つぶす事ですの」

　第二の戦術。それは、符ふや術じゆつ式しき、触しよく媒ばいや武装という補ほ助じよをもって敵の結界を事じ前ぜんに破は壊かいか抑よく制せい。その上で、敵への致ち命めいを与えに行くやり方だ。

　この方法は、敵の結界を解かい除じよしてから勝負に臨のぞむため、条件武器が不要な場合もある。

　但ただし、この方法には欠点がある。

　まず、結界の解除が、相手に気付かれてしまう事。

　そして何よりも、結界の解除に時間が掛かる事だ。

　特に後者は問題で、結界を失わせるのに手て間ま取どる事で、被ひ害がいが拡かく大だいする事もある。

　やるならば一いつ斉せいに、迅じん速そくに、だ。

　ただ厄やつ介かいなのは、敵が、防ぼう護ご力りよくや睡すい眠みん、催さい眠みんなどの加護を持っていた場合だ。

　そうなると、加護を先に押さえ込まない限り、勝ち目はない。そして、

　……この人狼女王レーネ・デ・ガルウも、同様ですのね……！

　異常だ。

　今、打だ撃げきが当たったのは、彼女の防護加護だろう。

　普通、防護加護は、本体か、その周囲に発生しているものだ。魔ま神じん族ぞくでも、上じよう位いで、体たい表ひよう十センチ範はん囲い程ほどが加護の結界範囲となる。

　それが何な故ぜ、十二メートルの位置にある。

　つまり彼女は、十二メートル厚あつの装そう甲こうを纏まとっているのと同じなのだ。

　しかも今、こちらは、そういった結界をぶち抜くために銀釘アルジヨント・クルウを対たい異族展開しているのだ。

　なのに結界が砕くだけない。

　大体、普通なら、これだけ距離があれば、結界の加護も希き薄はくになっていていいだろうに。振り込んだらガチ返しをしてきた。

　銀釘アルジヨント・クルウへ与えた加か護ごは、軽けい度どな結けつ界かいならば見み過すごすように指し示じしている。細こまかいものまで拾って反応したら、狙ねらうべき結界を砕くだく前に、出力を使い切るからだ。

　だが、最初の反応で完全に止められた。

　表示枠レルネンフイグーアの中、敵が用いている加護が自動検けん索さくされている。結果は、


《判はん定てい：恐きよう怖ふ──》



　……精神系けいですの!?


《判定：恐怖！　恐怖！　また恐怖！　怖こわいですね!?　驚きですね!?》



　……役に立ちませんの──！

　ともあれお別れの挨あい拶さつの後、検索の最さい終しゆう結果が出た。


《該がい当とう：検索不能：関係忌き避ひ：限げん定てい解除六級》



「これは……」

　情報がない。だが、これは、情報が〝無い〟のではない。

　検索不能調べるな、それゆえの、関係忌避触れるな、という事だ。更さらに限定解除六級となれば、


『もし該がい当とう脅きよう威いが顕けん現げんし、一いつ般ぱんに害し続けると判はん断だん出来た場合。旧派カトリツクの戦せん闘とう可能要よう員いんは聖せい連れん本部に集しゆう結けつ。総そう力りよくをもって決けつ戦せんに臨のぞむべし』



　最終決戦となる七級の一歩手て前まえだ。

　聖連の記録に拠よれば、黎れい明めいの時代、まだ旧派という呼び名もなかった頃ころに、欧おう州しゆう勢ぜいが七百人隊たいを集結する際に用いたものが限定七級。

　六級呼こ集しゆうは、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんの決戦時じに用いられている。

　重奏神しん州しゆうで中ちゆう世せいに起きた欧州竜りゆう害がい対策ですら、五級が最さい上じようだ。無む論ろんこれは、問題が分ぶん散さんして、ピンポイントで呼集出来ないためでもあったろうが。

　……化ばけ物ものですのね。

　欧州の夜と闇やみ。背後に悟さとる気け配はいや、山や野に感じる脅威。そして人を害する獣けものや、意い思しそのものの顕現。史上最さい古この人類の脅威が〝狼おおかみ〟だ。

　今、一いつ時ときなれど、人の殻からを剝はがし、そのものが表おもてに出ている。

　風が吹く。

　人狼ルウガルウの行く荒すさみ風だ。

　だが、その中央を歩く女じよ王おうは、笑えみで、己おのれの力を自覚して使う。

　圧あつ倒とう的な存在だというのに、為なす事は国家単たん位いの戦争への荷か担たんで有り、その後ろには仲なか間ま達たちや家族と言ったものがある。

　莫ばく大だいな恐怖を物理変へん換かんし、生命を食らう存在でありながら、その制せい御ぎよは、

「〝関係〟ですの？」

　答えるように見える女王の笑みが強い。

　己のしている事に、絶対の必要を感じているがゆえの微笑。敵を討うつ事に対する思いがあるかどうかは解わからないが、その正当性せいを自分の中に得ているのは確かだ。だから、

『──ふふ』

　女王が、森の中を行きながら、軽く身を回す。頰ほおに手を当て、ウエストをスイングさせ、小指を唇くちびるで嚙かんで、は、と頰ほお赤く息をつき、

　……な、何を盛り上がってますの!?
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・●　画：『ミトツダイラ、何か、アンタのカーチャン発はつ情じようしてない？』

・金マル：『カーチャン無む理りすんな、って感じかと思ったら、違うよねアレ』

・俺　　：『旦だん那な羨うらやましい──』

・あさま：『ト、トーリ君、余よ所その御ご家庭にそういう事こと言いうのやめましょうよ……！』

・賢姉様：『でも、ミトカーチャン、基本凄すごく可愛かわいいから、パパン大変よねえ』

・銀　狼：『どう反応していいんですの──!?』

・蜻蛉切：『というか、楽でいいで御ご座ざるなあ。毎まい度どこうだと有あり難がたいので御座るが』

・副会長：『毎度砲ほう撃げき食らってくれとは頼めんなあ……』

・貧従士：『副ふく会長！　副会長！　その台詞せりふこっち！　こっちに下さいよ！』
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　成なる実みは、不ふ転てん百足むかでの解かい除じよを行った。

　位置は江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしの西側、安全の確かく保ほが出来た橋はし上うえだ。

　は、と息をつくと、夏の夜や気きに息が溶ける。深夜の戦せん闘とう後であっても、この土地では息が白くならない。己おのれが緩まぬようにしなければ、と成実は思いながら、

「橋上の確かく保ほは出来るようね。──中ちゆう盤ばんから、反はん則そく状態になってしまったけど」

「羽は柴しばも竜りゆう脈みやく炉ろ使用した過去があるからな。しかしこちらは環かん境きように優しい人狼女王レーネ・デ・ガルウであり、一発ネタだから文もん句くを言われる筋すじ合あいはないだろう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じながら、成実は考えた。

　……あれと相あい対たいしたら、どうすべきかしら。

「──成実、物ぶつ騒そうな事を考えるな」

「流石さすがね」

「──Ｊｕｄ．、人狼女王に姉はいるのか、など、無む益えきな思し案あんだ。あれは母ジャンルだからな」

「流石の馬ば鹿かね」

　自分は姉該がい当とうなのだから別にそれでいいかしら、と頭の中で思し考こうを棚たな上あげし、成実は考える。あのような存在と相対する方法を、だ。

　実際、伊だ達ては隣りん国ごくが最も上がみ。九きゆう尾びの大だい妖よう狐こが力を解放した場合の想そう定ていはあるのだ。

　……だけど聖せい譜ふ記き述じゆつでも、大妖弧は、基本、大たい国こくの政治中ちゆう枢すうを狂わすのが主ね。

　人類の拠きよ点てんをピンポイントで操あやつり、狂わせるのが、人に祟たたる狐きつねの本ほん性しようだ。人狼は違う。欧おう州しゆうを基き礎そとした広大な土地の普ふ遍へん的てき恐きよう怖ふの具ぐ現げんともなれば、神としても最大級きゆうの存在だろう。

　今、人の姿すがたへの再さい調ちよう整せいであのような状況を生んでいるが、それは彼女が人としての生活を望んでいるからに他ならない。

「面めん倒どうだわ」

「何がだ」

　そうね、と成なる実みは言った。

「人にん間げん関係こそが最さい強きよう。──政せい略りやく結婚が流は行やる訳わけね」

「そうでもあるまい」

　と、彼が言った。彼は腕を組み、

「関係とは、その強きよう弱じやくが、関係するために経た行為の強弱そのものだ。

　──あれを見ろ」

　半はん竜りゆうの手が示すのは、第一特とく務むと、彼の横に立つ英国王おう女じよだ。

「メアリ・スチュアートも、チューダーも、英国の方針によって書類上じようの婚こん姻いんなどを行っている。が、最終的にはオッパイ教きよう徒との元へと行っただろう。結けつ論ろんを言うならば、関係行こう為いとして、乳ちち揉もみは強いのだ」

「あれは事故ではなかったと白はく状じようしているのかしら」

「貴き様さまの場合は事故だ。否いな、強いて言うなら──」

「聞かせて」

「──拙せつ僧そうの姉好ずきパワーに、神が応こたえた幸こう運うん式しき乳揉みだな」

「あくまで自じ己こ責任は放ほう棄きするのね」

「審しん問もん官かんとはそういうものだ」

「厄やつ介かいな馬ば鹿かを選んでしまったわ」

　言った成実は、しかし彼の言葉を追加で聞いた。

「その厄介も、関係を持ったからこそ、だ、成実よ。そして、関係が最強というならば、それには理由もつけられよう」

　何な故ぜなら、

「あらゆる啀いがみ合い、殴なぐり合い、本心のぶつけ合いを過ごし、しかし保つ事が出来た関係は、それらの衝しよう突とつの集しゆう大たい成せいだからだ。望むならば、そういう関係を望め、──拙僧は面倒なので御ご免めんだが」

「私も面倒だわ」

「気が合うな」

「今は機き嫌げんが良いのよ」

　向こう、魔女テクノヘクセン達が、〝冷れい風ふう〟などと書いた魔術陣マギノフイグーアでお互いを仰あおぎながら凄すごい目つきをこちらに向けてきているが、気にしない。

　大体、先さき程ほどからの疑問に対し、答えが一つ届いているのだ。

　湾の向こう。広がる森林の奥から、金きん属ぞくの音が聞こえる。

　恐らく、糟かす屋やという十じつ本ぽん槍やりの一人が、人狼女王レーネ・デ・ガルウ相手の戦せん闘とうを開始したのだ。
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　糟屋は打だ撃げきした。

　打つのは人狼女王の結けつ界かいだ。

　無む尽じん蔵ぞうとも言える流りゆう体たいから作られる結界を、崩くずし切れるかは解わからない。だが、彼女を止める以前に、相手にされるには、この作業を繰り返すしかない。

　相手は異い族ぞくだ。

　精せい霊れいだろうと、神だろうと、人狼だろうと、異族だ。

　そして人類は、異族と戦う術すべを多くの犠ぎ牲せいと賞しよう賛さんによって研けん鑽さんし、獲かく得とくしてきた。

　自分は異族の血けつ族ぞく。だが、人の側にて生活し、対たい人類の技わざと、対異族の技を学んできた。

　打撃は基本真まっ直すぐ。右の胸下に右みぎ肘ひじをつけ、拳こぶしは顔のガードが出来るよう、親おや指ゆびを嚙かめる程ほどに頰ほおへと寄せる。

　そこから打つ。

　速そく射しやだ。足あし先さきから腰の踏み込みは最さい小しよう限げんに。軽く右足を前に置いた程てい度どでいい。ただ、肩だけは前に出す。それも、振るのではなく、肩けん胛こう骨こつを後ろから押すように出す。

　肩を砲ほう台だいの台だい座ざとして、突き出す一いち撃げきを安定し、疲ひ労ろうも軽くする。

　人類の技だ。力任まかせの獣けものの技ではない。

　その動きに合わせ、右の十じゆう字じ塔とうから銀釘アルジヨント・クルウが射しや出しゆつされる。

　旋せん回かいの入った十字回穿ドリルだ。

　来る自重の反はん動どうを腕で押し込み、肩で支える。すると、ある一点から抵てい抗こうがなくなり、

「……っ！」

　叩たたき込む。

　射出された十字回穿は、しかし何も無いように見える空間を打撃した。

　快かい音おんが響ひびき、流体光こうが散り、弾はじかれる。

　だが糟屋はそこで引かない。拳を押しつけるように振り抜き、

「抉えぐりますの……！」

　十字回穿が、空間を彫ほり抜いた。

　抉り跡が長く、流体光の〝穿せん孔こう〟を作り上げる。

　そこで休まない。

　拳こぶし一発分ぶんの抉えぐりなど、この敵の全体から比べたら、傷一つにもならないのだ。

　だから重ねる。穴が小さいならば、それを重ねて彫ほり進めて、

　……届かせますのよ！

　敵の位置まで十二メートル。結けつ界かいを抉り進めていくとしたら、どれだけの時間が掛かるだろうか。だが、大だい事じなのは、相手に届く事もだが、まずは気付かせる事だ。

　こちらが届くと、そう悟さとらせる事が出来たならば、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、撤てつ退たいする仲なか間ま達たちよりもこっちを優ゆう先せんとするだろう。

　だから糟かす屋やは、息を吸い、

「……！」

　打だ撃げきした。
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　糟屋は打つ事に専念した。

　敵は止まらない。

　ゆえにこちらの足はバックステップの捌さばきとなる。

　下がりながらの打撃に力を込めるには、それなりの訓くん練れんと経験を必要とする。

　糟屋にはそれが可能だ。

　打つ。

　下がりつつ、打ちつける。

　打ち込む時、足はその場でのステップのようにしながら、爪つま先さきを抉り込んで力の入りを確かく定てい。相手に合わせた打撃を入れ、その反はん動どうで下がるようにする。

　完全なカウンター狙ねらいだ。

　前に出てくる相手の力を利用し、連れん打だを送る。

　穿うがった。

　左のガード。盾たてとした十じゆう字じ塔とうは外さない。両の腕で穿てば効こう率りつが良いが、狼おおかみの〝喰らい〟は確実にこちらへと来ている。

　時とき折おり、盾を構こう築ちくする銀ぎんの装そう甲こうが、光の波は濤とうを受けるのだ。

　狼に似た流りゆう体たい光こうの旋せん風ぷうだ。まるで群のように人狼女王の周囲を走り、仲間達を食って行く。

　これに喰われると力を削けずられる。だから盾は外さない。

　糟谷は思う。周囲、狼のように来る風の密みつ度どは増しただろうか、と。そうであればいい。その場合は、人狼女王がこちらを気にしているという事なのだから。

　狼が来る。

　糟屋は下がる動きにサイドステップのスイープを入れる。爪先で後ろに瞬しゆん発ぱつ加か速そくし、足先から踵かかとへと、踏むように着ちやく地ちしながら、足裏を軽く後ろに滑らせる。

　力を溜ためるのだ。

　滑る間に、足首や膝ひざ。足あし指ゆびという、曲がる箇か所しよ全てに力を蓄たくわえ、

「────」

　カウンターの一いち撃げきに、重みを与える。

　そういう精せい密みつ動どう作さを、高速の中で糟かす屋やは繰り返す。

　……止まって。

　右を打ち込む。

　すると風が来るので左で受ける。

　風が飛沫しぶいて、森の木々が震えた。葉は群むれの鳴りは夜に冷たく、骨に響ひびきそうだ。

　だが、糟屋はまた右を打ち込んだ。そして三度の右を入れ、

「──左」

　攻こう撃げきと防ぼう御ぎよのコンビネーションを、弛たゆまず糟屋は繰り返して行く。

　右。

　続いて左。

　また右を入れて、右、即そく座ざに左。また左。

　右を打つ。左を構えない。今は右がいける。だから右。しかしこれは誘さそいだと解わかっている。ゆえに敢あえて右を入れ、そのまま押しつけるように、

　……左……！

　押し込んだ盾たてに、風の狼おおかみが激げき突とつした。

　シールドバッシュが通じる。ならば、と糟屋は己おのれに動きを追加した。防御の動どう作さの中で、隙すきがあれば左の盾で一撃を狙ねらいに行く。

　為なす事は一つだ。

　結けつ界かいを抉えぐれ。

　こちらの武ぶ器きは牙きばだ。狼の爪つめだ。しかし人の技にてそれを用いろ。

　人じん外がいに対たい抗こうする人類の粋いきを、人外の恐きよう怖ふそのものに叩たたきつけろ。それが出来るなら、後は、

「……継けい続ぞくとは力ですのよ！」

　糟屋は、己を止めず、速度を上げた。
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　羽は柴しば勢ぜいの内、流りゆう体たいの森を撤てつ退たいしていた者達は、それを見た。

　自分達の殿しんがりを務めていた糟屋が、連れん打だの音を激しくし始めたのを、だ。

　速い。

　一つの打だ撃げきの音に、次の打撃音おんが重なって聞こえる程ほどの連打だ。金きん属ぞくの音が鳴り、複ふく数すうの鐘かねが鳴るような響ひびきを作る。更さらには、

「おい……」

　左右に振って下がる糟かす屋やの姿すがたが、瞬しゆん発ぱつ加か速そくの連続で掠かすったようにぶれ、また現れる。その動どう作さが連続する事で、

「幾いくつにも見えるぞ……」

　数は、二、三、から始まり、四、五を超えた。

　打だ撃げきをヒットした瞬しゆん間かんのみ、糟屋の姿すがたが確かく認にん出来る。音の響きと姿が視し認にん出来るのは同時の事だったが、やがてそれも、

「音を上回るか……！」

　抉えぐる動きが、響く激げき音おんを凌りよう駕がした。

　下がり打っているのは確かだが、段々と〝前〟に踏み込んで行っている。しかし、

「……！」

　わ、と皆は下がり、撤てつ退たいの動きを速めた。人狼女王レーネ・デ・ガルウの周囲に吹いていた旋せん風ぷうが、その勢いと拡かく大だいを一気に速めたのだ。

　それまで見えていた地ち表ひようは、流りゆう体たいの霧きりに覆おおわれていく。まるで波が浜の上を駆かけ上ってくるような止めがたい勢いに、皆は、

「下がれ……！」
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　大橋上を撤退する羽は柴しば勢ぜいは、追ってくる霧に視線を振りながら全力で走った。

「この霧に足あし下もとから飲まれたら、生せい気きを吸い取られるぞ！」

「せいきを!?」

「せいきだ！　当たり前だろう！」

　彼らは、ははは、と笑って拳こぶしをぶつけ合い、それから後ろを見て、

「──急げ!!」

「間に合わねえよ！」

　確かにそうだ。霧の走りが速くなっている。森の中の行動に慣れていない新しん人じん組ぐみは遅れ始め、先せん輩ぱい格かくがその背を押して手を引く光こう景けいが増えている。

　だが、それでも狼おおかみが速い。

「来たぞ……！」

　森の木々を潜くぐり、すり抜けてかわすような動きで、霧が走ってきた。

　くそ、と皆が走る。正面にはずっと森が続く。今はまだ橋の上なのだろうが、どちらの方向に走っているかも不明な状態だ。そして、

「うわ……！」

　足あし下もとを、試すように霧きりが嚙かみついてくる。見れば確かに、霧の先せん端たんは時とき折おりに狼おおかみの前まえ脚あしや頭の形をしているようだ。否いな、これも恐きよう怖ふからの錯さつ覚かくかもしれないのだが、

「く、くそ……」

　誰も彼も、自分達たちの足が空から回まわりしているような感覚を得る。

　走る男達の内、一人が、

「なあ、おい！　もうこうなったら、せいきを吸われた方が楽じゃないか！」

「俺おれは嫌いやだ！」

「嫌か!?」

「ああそうだ！　皆、正しよう気きに戻れ！　今、俺達は撤てつ退たいし、戦せん力りよくを繫つなげないといけないんだぞ！　それが何だ、現状の苦く難なんに目を背そむけて、ここで倒れていいなどと。そんな弱よわ音ねがあって堪たまるか！　大だい体たい俺は人ひと妻づまネタは駄だ目めだ！　十八歳さいまでだ！」

　霧が無む言ごんで速度を上げてそいつを飲んだ。

　ひい、と皆が声をあげた。そして誰だれもが顔を見合わせる中、不ふ意いに一人が両手を挙げ、

「ぼ、僕、人妻ネタ大好きです！　寮りようにある伝讃筐体ＰＣの中、情報データの五本に四本は人妻系けいです！　これだけ人妻好きな僕だから、赦ゆるしてくれますよね！」

　飲まれた。

　わああ、と皆が前ぜん傾けい姿し勢せいで速度を上げた。小川を跳び越え、木の根を踏み台に前に行き、

「く、くそ！　この霧、人妻嫌ぎらいだろうが好きだろうが、何もかも飲み込むつもりだぞ！」

「当たり前というかそれが普通だ！」

　言いながら彼らは急ぐ。だが、遅れる者は出てくる。

　新しん人じん組ぐみが明らかに追いついていない。

「くそ！　新人はノリについてこれないか！」

　そうじゃねえよ、と必ひつ死しの軽かる口くちを保ちつつ、先せん輩ぱい格かくが新人勢をフォローする。

「こいつらを撤退させるのが役目だっていうのにな……！」

　だが、霧が来た。それは飲み込む瞬しゆん間かん、一気に背を高くし、嚙かみつくように、

「畜ちく生しよう……！」

　叫んだ直後。光が破は裂れつした。

　そして皆は見た。追いつきの霧と自分達の間に、回り込み、打だ撃げきした者を、だ。

「糟かす屋や・武たけ則のり……！」
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　新人の内、一人の女子は、その動きを見ていた。

　真ま後うしろ、今すぐにでも嚙みつき、飲み込もうとしていた霧の前に立ちふさがったのは、

　……闇やみ……！

　流りゆう体たいの光が宿った森や霧きりではない。明確な遮しや断だんの黒だ。

　それだけではない。

「忘れ物ですの」

　その台詞せりふをもって投じられたのは、今までに飲み込まれ、拾い切れなかった仲間達だ。

　数にして三人。それを手に、彼女はここまでを来て、更さらには、

「……！」

　打だ撃げきした。

　霧を砕くだき、その向こうにある結けつ界かいを抉えぐる。

　少女は思った。この襲しゆう名めい者しやの行いは、目の前に押し寄せる脅きよう威いに対しては、微び々びたる成果しか出せないかもしれない、と。何しろ莫ばく大だいな量の脅威だ。それを前にしたら、いくら襲名者が高速の移動と打撃を重ねても敵かなわないかも知れない。だけど、

「行くんですのよ！」

　言葉に押され、少女は走り出した。

　おい、と先せん輩ぱい格かくが声を掛け、行くぞ、と周囲の皆が続く。

　また速度を上げ、疾しつ走そうを再さい開かいする少女は、背後を見た。

　黒の狼おおかみが、青白い霧に飲まれ掛けながら打撃を放つ光こう景けいがそこにあった。

　光の飛沫しぶきと破は砕さい音おん。この両方が、しかし黒の遮断を飲み込んでいく。

　皆の退たい避ひを確実とする一方で、霧の向こうに見えなくなっていく黒こく狼ろうに、彼女は叫んだ。

「誰だれか……」

　自分達の力なさを思いながら、声をあげた。

「誰かあの人を……！」
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　大だい丈じよう夫ぶですのよ、と糟かす屋やは、背後から聞こえて来た声に微笑した。

　今は何よりも、打撃優ゆう先せんだ。

　確実に、敵に近付いている。

　十二メートルの結界を大きく抉り込んでいるのだ。それに、

「言われましたもの。──相あい打うちなど、狙ねらうなと」

　やられる気は無い。

　しかし、為なすべきをせねば、仲間達たちが危険だ。

　この霧の注意を引きつける事が出来れば、少なくとも一人分は追われずに済む筈はずなのだ。

　ならばもっと暴あばれて、二人、三人と追わせずにいければいい。

　暴れるのは得意だ。だから糟屋は打撃した。

「く……！」

　打つ。

　右で打って抉えぐり、左で打って突き放す。その繰り返しが確実に手て応ごたえを寄よ越こしてくる。

　だが、周囲はもはや霧きりの光ばかりだ。白く霞かすんだ視し界かいの向こう。恐らくは欧おう州しゆうの森がその木々の影をここに見せている。

　この場所は、人狼女王レーネ・デ・ガルウの森なのだ。

　ふと、糟かす屋やは影を見た。青黒い影となっている森の向こう、一人の女性が、子供を背負って歩いている陰いん影えいを、だ。

　……あれは……。

　人狼女王の記き憶おくなのだろうか。

　その証しよう拠こを示すように、他にも影があるのに糟屋は気付いた。

　果か樹じゆをハサミで丁てい寧ねいに切り採っていく少年と、遠くからそれを見ている女性の影。

　遠くを見通せる森の中の小こ道みちで、麓ふもとの方を眺ながめて誰だれかを待っている女性の影。

　そして手を繫つなぎ、少年に引かれるように、しかし肩を添えていく女性の影。

　いくつもの影は、通り過ぎ、また、遠くに見えては消えていく。

「これが、人狼の本ほん性しようの中にあるんですの……？」

　不ふ思し議ぎを糟屋は思った。

　何な故ぜ、人を喰らい、闇やみと未み開かいの恐きよう怖ふそのものである人狼の中に、このような幸いのイメージが許きよ容ようされるのだろうか。

　……恐きよう怖ふや脅きよう威いであっても、人格が宿り、生きていれば、そういうものを持ちますの？

　人ならざるものに、意い思しや命が宿る。

　自じ動どう人形や、情報体たいなどを見ていると、不ふ思し議ぎな事ではない。が、その内部に許容されているのを見ると、やはり驚きを得る。

　自分とて、人狼の血けつ族ぞくだというのに、だ。

　でも、このような許容があるのだとすれば、

「私の中にも、そういうものが得られているという事ですのね……」

　呟つぶやき、糟屋は打だ撃げきを入れた。

　その時だ。

　……え？

　糟屋は、視線を感じた。

　正面から来る、強い、熱のようなものを感じる視線だ。直後に、

「あ」

　己おのれの横に、跳び込んできたものがある。

　……人狼女王！

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくの突とつ撃げき。それに対し、糟屋が振り返った瞬しゆん間かんだ。

　不ふ意いに、人狼女王レーネ・デ・ガルウの気け配はいが砕くだけた。

　影だ。

　それは人狼女王の中にある記き憶おくのイメージ。恐らくは、

　……武蔵むさしの第五特とく務むとの戦せん闘とうの時……！

　噂うわさには聞いていた非ひ公こう式しき戦闘。その一いつ端たんが今のものだとすると、

「どれだけの高こう速そく域いきで遣やり取りしてましたの……!?」

　これはきっと、人狼女王にとって、忘れてはならないもの。大だい事じな記憶だからこそ、この再調ちよう整せいの時間に再さい生せいされる。だが、こちらにとっては、悔くやしさにも似た感情が沸わいて来る。

　敵は今、こちらよりも、過去の想そう起きを楽しんでいるのだ。

　赦ゆるせませんわね、という思いと、これ以上を望んで大だい丈じよう夫ぶですの？　という疑問が自分の中に重なっていく。

　だが、糟かす屋やは動いた。

　打だ撃げきではない。それを組み込んだ全ての連れん動どうとして、糟屋は動いた。

　打ち、受け、払って前に出て、また左右にステップして回かい避ひと打撃を繰り返す。

　的てき確かくな動どう作さの反はん復ぷくは、訓くん練れんによって得られるものだ。

　人の技だ。

　だが、敵が途と切ぎれない。

　永えい遠えんとも思える密みつ度どと長さで、狼おおかみの群が食らいついてくる。

　動く。

「──は」

　息は切れる。だから尚なお更さらに止めず、己おのれのバランスを崩くずさないように徹てつ底てい。そしてまた、安全な瞬しゆん間かんに空気を一気に吸う。

「ん」

　そして糟屋は動く。

　周囲、撤てつ退たいの足音はもう聞こえない。

　遠くで誰だれかが呼んでいるような、そんな気がする。

　だが、糟屋には確かく信しんがあった。今、敵に近付いているのだと。

　これは試し練れんだ。

　一いつ匹ぴき狼でやっていた何も知らない新しん参ざんに、人狼の長ちようが試し練れんを与えているのだ。

　逆らうならば、どれだけのものか見せてみろ、と。だから、

「届いて……！」

　叫んだ要求に応こたえるように、それが来た。

　狼の群だ。

　迫る群の量は今までのもの以上。これまでが真まっ直すぐに飛び込んで来るものだとすれば、これは横からの回り込みなどを含めたものだ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの霧きり。その最さい深しん部ぶに辿たどり着いたが故ゆえの猛もう攻こうだった。
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　……く！

　糟かす屋やは、敵の攻こう撃げきを見た。

　一ひと目めで解わかるのは、もはや霧が頭ず上じようを覆おおう波のようになっていると言う事だ。

　そこから前に突とつ出しゆつしてくる狼おおかみは、数が多い。そして、左右からの回り込みを考こう慮りよするならば、対応すべき方向が一気に増えた状態だ。

　もはや前を見通せぬ量。そのうえで左右すらも対応しなければならない突とつ撃げきに、糟屋はしかし、右腕うでからのコンビネーションを叩たたき込んだ。

　穿うがち、重ねるように左腕の盾たてを叩き込む。

　動く。

　ステップはバック。下がりながら右と左を打ち込むが、

　……上！

　こちらを飛び越えるような勢いで、狼達が来た。

　対応しようと、糟屋が動いた瞬しゆん間かん。

　こちらの横に、いきなり影が飛び込んで来た。

「──!?」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウ。だがそれは、本ほん体たいではない。影だ。

　武蔵むさしの第五特とく務むと戦せん闘とうしている最さい中ちゆうの影。

　偽にせ物ものだ。

　無む論ろん、彼女の影は、すぐに搔かき消えていく。

　しかし、糟屋は反応し、己おのれの動きを一いつ瞬しゆん止めてしまった。

　……しまったですの……！

　隙すきを逃がさぬタイミングで、頭上から霧が倒れ込んでくる。

　それに対し、糟屋は反応した。左腕の盾たてを掲かかげ、右の十じゆう字じ塔とうを他た方向への牽けん制せいに構えたのだ。だが、これは糟屋にとっては敗はい北ぼくに等しい選択だった。

　……守ってどうしますの！

　自分は、仲間達の撤てつ退たいを促うながすため、敵の気を引きつけねばならないのだ。それが防ぼう御ぎよ専せん念ねんなどになったならば、もはや相手をしなくて良いだけの置おき物ものだ。

　戦闘の流れを、まだ読み切れていない。敵が多た量りよう化した際は、真まっ直すぐではなく、回り込みの動どう作さを多用すべきだったと今いま更さらながらに思う。しかし、

「……っ！」

　間に合わない。固められる。

　悔くやしいと、糟かす屋やはそう思った。

　直後。不ふ意いに、それが来た。

「糟屋先せん輩ぱい……！」

　周囲の狼おおかみを穿うがち、戦せん場じように跳び込んできた小こ柄がらな姿すがた。

　可か児にだ。







[image: 第四十一章『未開の迎撃者』]
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　可か児には〝笹ささ群むら〟を全ぜん開かいした。

　この相手は、どう考えても一本二本で集中して相手を出来る代しろ物ものではない。常じよう時じ全開し、手当たり次し第だいか、読めるだけ読んで攻こう撃げきを叩たたき込むべき敵だ。

　現状、自分が射しや出しゆつ出来るのは破は損そんの薄い七本。

　どれも、武蔵むさし副ふく長ちようには届かなかったものだが、今は必要だと可児は思う。

　打ち込む。

〝笹群〟は現在、衝しよう撃げき重視の設せつ定ていで固定。しかし、

　……弾はじかれます!?

　異い族ぞくの持つ、何か特有の何かがあった気がする。その何かが〝笹群〟の衝撃を反射してしまうのだ。

　凄すごいです！　と可児は思った。世界には、訳わけの解わからない強さがたくさんあるのだ、と。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの副長だ。

　それなのに、さっき戦った武蔵副長とは全く別の強さを持っている。

　最も上がみの総そう長ちようである義よし光あきとも別だ。

　凄い経験をしている。

　可児は、心の奥から、全身を総そう毛け立だたせる感情に笑えみを得た。

　……頑がん張ばろう！

　頑張れば、もっと見られる。この、デタラメな〝強さ〟を、もっと体たい感かん出来る。そして自分を強く出来るし、お父とうさんやお母かあさん達に話せる事が増えるのだ。

　凄いですよね！　と可児は思った。だって、たった一日ちょっとで、総長や副長レベルの数名と戦せん闘とうし、得られるものが多くあるのだから。

　信じられないような事ばかりで、皆、信じてくれないかも知れない。だけど、

「本当です……!!」

　可児は空中で手を振り、連れん打だを放つ。

　為すべきは、糟かす屋やの周囲に来る霧きりを穿うがち、金きん属ぞく音おんを立てて狼おおかみを排はい除じよする事。

　砕くだくのだ。

　そして思うのは、糟屋という先せん輩ぱいの実力だ。

　先に撤てつ退たいルートに乗った自分がここまで戻れたのは、糟屋の力に頼る部分が大きい。

　何しろ彼女の打だ撃げきによって、霧きりには波のような密みつ度ど差さが生じているのだ。後は攻撃による切せつ削さくを重ねながら、密度差の道を駆かけてくればよかった。

　だが、それであっても危険な箇か所しよは幾いくつもあった。

　そんなものを、密度全ぜん開かいで糟屋は相手しているのだ。

　攻こう撃げきの力もだが、プレッシャーに対する意い思しが強い。

　福ふく島しまと同じ、十じつ本ぽん槍やりの一人と言うだけはある。

「糟かす屋や先せん輩ぱい！　手伝いに来ました！」

「武ぶ器きの加か護ごは入ってますの!?」

「入ってます！　さっき、こっちへ来ようとした時、先輩達たちが仕込んでくれました！」

「仕込んで……？」

〝笹ささ群むら〟は物理重じゆう視しだ。想そう定ていしている相手が流りゆう体たい系けいの種しゆ族ぞくでもない限りは、術じゆつ式しきを破は壊かいするための流体干かん渉しよう術式くらいしか奏塡インストールしていない。

　だけど今回は違う。

「先に撤てつ退たいした人達が、仕込んでくれたんです！　糟屋先輩に救たすけられたから、その分、援えん護ごを頼むって……！」

　その言葉に、糟屋は振り向かない。

　ただ、後ろから見える片かた頰ほおに、笑えみが浮かんだように感じた。そして、

「可か児にさん？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　何でしょう！」

「隙すき間まを埋めるのを頼みますの。──出来ろ、とは言いませんの。つまり──」

「Ｔｅｓ．！　頑がん張ばります！　頑張るのは得意です！」

「優ゆう秀しゆうですのね。ならば──」

　糟屋が左腕うでを振った。

　金きん属ぞくの擦さつ過か音おんが響ひびき、左腕の盾たてが変へん形けいした。

　右腕と同じく、回穿ドリル状態で再さい展てん開かいする。

　攻撃力りよく二倍。防ぼう御ぎよは捨てたという事だ。その分は、

「自分が頑張ります！」

　返答は、声では来なかった。

　ただ、黒の狼おおかみが、両腕を振り抜き、敵の群を破は壊かいしたのだ。
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、それを見ていた。

　自分が持つ恐きよう怖ふの具ぐ現げんを、敵が突き抜けて来るのを、だ。

　先さき見えぬ霧きりが作る、飲み込みの〝喰らい〟と、それに身を任せて得たくなる諦あきらめの〝誘い〟。これらを、彼女達は食らわず諦めずに突っ込んでくる。

　優秀だ。昔にも、英えい雄ゆう志し願がんやそれを気取った若者達が、一人、もしくは複ふく数すう。場合によっては一いち軍ぐんでこのようにぶつかってきた。

　勿もち論ろん、その時は、今のような精せい霊れいに近い状態ではない。結けつ界かいも今の厚みではなかった。

　ただ、昔は、今いま程ほどの装そう備びも技術も存在していない。

　人類の戦せん闘とう技術は、彼らが危き難なんに陥おちいるたびに全体が成長されていくものだが、

『この戦せん国ごくの世と、三十年戦せん争そう、──いい効果を上げているようですわね』

　目の前、霧きりの気き流りゆうが走る内側に、二つの影が飛び込んで来る。

　一人は先さき程ほども見た黒の狼おおかみ。もう一人は、最も上がみ・義よし光あきと卓たつ球きゆう勝負をした時に立ち会った少女。さっき武蔵むさし副ふく長ちようと戦せん闘とうしていたのも彼女だったか。

　……そう。

　二人組、という状況に対し、人狼女王レーネ・デ・ガルウは自分の娘むすめの事を思った。

　……うちの子も、最後のシメは、友人の力を借りましたものね。

　この子達も同どう様ようだ。

　自分が手に入れ難かったものを、今いま既すでに持ち、

「──行きますのよ！」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　強きよう大だいな力に抗あらがう方法は、力や技だけでは無い。

　その事を、無む意い識しきで理解し、彼女達は抗う。

　何と贅ぜい沢たくな事か。

　獣けもののように、孤こ高こうや、常に群れているのではなく。同じ群という訳わけでもなく。ただ、必要と状況に応じ、長ちよう所しよと短たん所しよを絡めては補おぎないながら、

『共に戦う。──ふふ』

　人狼女王は、微笑を得た。

　何な故ぜなら、今の自分がそうだ。

　小お田だ原わら征せい伐ばつでは個人相あい対たい戦せんが主だったが、今夜の己おのれはひと味あじ違ちがう。

　毛もう利りと武蔵に跨またがる戦せん力りよくとして、この場を任せられている。

　後ろには仲間や味み方かたや、家族がおり、戦闘の結果を待っているのだ。

　大きな視し点てんで見れば、戦せん場じようにおいて、毛利艦かん隊たいと里さと見み勢ぜい、そして自分が、この戦場の中でお互いを囮おとりとしつつ、自分達の成果を出そうとしている。

　……いいですわね。

　個ではあっても、孤こではない。だから、人狼女王はこう言った。

『来なさいな』
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　広がる流りゆう体たいの森の中を、ミトツダイラは仲間達と共に急いでいた。

　森の奥、青あお黒ぐろい闇やみの向こうからは、深く響ひびく戦いの音が届いてくる。

　急ぐ自じ分ぶんの身の後ろ、銀ぎん鎖さで作ったステージには、父が乗っている。彼を運ぶ自分の横には、不ふ転てん百足むかでを解かい除じよした成なる実みが来ていて、ウルキアガもいる。

　父が、二人を見て、

「ネイトの友達？」

　問いかけに微び妙みような不安を感じたミトツダイラだったが、成実が軽く会え釈しやくしてこう応こたえた。

「──御お初はつに」

　……無ぶ難なんですが、見事ですわ！

　ナイトやナルゼだと、平へい気きで通じないギャグを入れて誤ご解かいを招きそうで怖こわい。直なお政まさなどは「は!?」とか言いそうで更さらに恐ろしい。

　一番恐おそろしいのは、自分の王だ。間違いなく「いや、友人じゃなくて王おう様さま！」とか応えるのは解わかるが、そこから父が前に乗り出して話が深くなると、とんでもないところまで踏み込まれそうでかなり危険だ。やはり先夜に会っておいて良かった。

　だが、父は成実の反応に満足したようだ。

「有あり難がとう」

　と笑えみで言い、前を見る。

　すると成実が、こう切り出した。

「コンデ公こう」

　何を言い出すのかと思ったら、

「──この状態の人狼女王レーネ・デ・ガルウ、どうやったら倒せるかしら」
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・ウキー：『見事だ成実、夫おつとに聞くのが一番確かく実じつ、そういう事だな……』

・賢姉様：『あらあら凄すごいセメント、大変ねえミトツダイラ。ククク』

・銀　狼：『最後の三さん文も字じが本ほん音ねですわね!?　そうですわね!?』

・俺　　：『つーかこの状態のママン、マジに倒せるの？』

・あさま：『あー、ちょっと、実は弱点あるというか、追つい加かになってる筈はずですね』

・不退転：『──聞いてみたいわ』

・あさま：『ええ、今、ミトのお母かあさん、精せい霊れいに近い状態ですけど、それってつまり、実じつ体たいが薄いという事なんです。だから──』

・俺　　：『スケてんの……!?　あ、御ご免めん、ちょっと今俺おれ、顔かお真しん剣けんになっちまった』

・あさま：『……ええと、情報体たいに近い部分もあるので、服ごと一ひと塊かたまりとして透すけてるとは思います。服と身体からだが別で透けてると、内ない臓ぞうとか、向こう側の面がどう見えるんだとかありますけど、情報体は認にん識しきに知ち覚かくさせてる部分が大きいので』

・俺　　：『どういう事？』

・あさま：『残念でしたねトーリ君。──そういう事です』

・俺　　：『怒った？』

・あさま：『お、怒ってませんよーう。でも御お約束は必要だと思うのでホライゾンに後で報告しておきます』

・銀　狼：『き、厳きびしい！　厳しいですわね智とも！』

・●　画：『つーかアンタのカーチャンの事なんだけど』

・あさま：『──喜き美みも、怒ってないから嫉しつ妬と嫉妬言いってハシャがないっ。で、ええと、ミトのお母かあさんですけど、要するに物理的にちょっと不安定なんです』

・銀　狼：『周囲に纏まとってる霧きりのような状態ですの？』

・あさま：『ミトもそこら辺、結けつ構こう出来るようにも思うんですけどね。──ただ、実じつ体たいへの転てん換かんが終了するまで、ミトのお母さんの膂りよ力りよくや物理的強きよう度ど、あと、速度は、本来のものよりも、霧の特とく質しつによって鈍どん化かします。──何ですアデーレ』

・貧従士：『鈍化してアレって、物理系けいとしてどのくらい実体時じに強いんですか一体……』

・銀　狼：『……ま、まあ、あまり考えずに急ぎますわよ！　前ぜん線せんを詰めませんと！』
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　成なる程ほどね、と成なる実みは思った。

　結けつ界かいの削けずりは〝万ばん千せん道どう百ひやく〟の圧あつ縮しゆくを二度も入れれば大だい部分は果たせるように思う。二度あれを完全に叩たたき込めるとしたら相手は相当の馬ば鹿かだが、一度ならば確実に出来る自信はあるのだ。

　ならば後は、〝百ひやく道どう千せん万ばん〟や、連れん結けつ顎あご剣けんなど駆く使しして、手て作業で全て削ってもいいかもしれない。

　そこからの勝負だが、不ふ転てん百足むかではどちらかというと物理重じゆう視しだ。対たい雷らい装備のような、特とく定てい術じゆつ式しきに対する防ぼう護ごは出来ていても、生なまの流りゆう体たい攻こう撃げきに近い〝恐きよう怖ふ〟などは、やはり専せん用ようで設せつ定ていを組まないと駄だ目めだろう。そしてそれらの設定を完全とするには、当然、情報収しゆう集しゆうが必要だ。そのためには、先に向かって行く犠ぎ牲せいのようなものが必然となる。

　こうして見ると、人狼女王レーネ・デ・ガルウの今の形けい態たいを相手にするのは、青せい竜りゆうを相手にするのとあまり変わらないような気もする。一ひと言ことで言うと、

　……面めん倒どうね……。

　ならば、と成実は呟つぶやいた。

「キヨナリ」

「何だ」

　ええ、と成実は言った。正面から今の人狼女王を力でねじ伏せようとするのは、酷ひどく面倒な話なのだ。だからここは、発はつ想そうを変えて、

「私が、カレーの作り方を憶おぼえるのと、卓たつ球きゆうのルールを理解するのと、どちらが早くて、面倒ではないと思うかしら」

「ミトツダイラに任せた方が楽ではないか？」

「それもそうね」

　成なる実みは、横を走るミトツダイラに顔を向けた。そして右手を挙げ、

「──じゃあそういう事ね」
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・銀　狼：『何!?　何が決まりましたの、今！　脳のう!?』

・あさま：『よかったですねミト、トーリ君にカレーの作り方を教えて貰もらえますよーう？』

・俺　　：『つーか俺おれ、卓たつ球きゆうだと姉ねえちゃんにかなわねえんだけど』

・賢姉様：『しょうがないわねえ、じゃあ愚ぐ弟ていの時と同じで、１セット取るごとに脱ぬがしていくルールで訓くん練れんしてあげるわ』

・金マル：『それ、以前に自信満まん々まんだったアデーレに膝ひざつかせたヤツだっけ？』

・貧従士：『──ちゅ、中ちゆう等とう部ぶの時とは自分も違いますよ！』

・●　画：『時を超えた二連れん敗ぱいが確かく定ていしたわね。──で、ミトツダイラ、カレーと卓球、どっちにするの。描くものが変わるから、早く』

・銀　狼：『それよりも向こう、戦せん闘とう中ちゆうですのよ──!?』
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　糟かす屋やは、人狼女王レーネ・デ・ガルウに激げき突とつした。

　可か児にのフォローを得ながら、高速で己おのれを左右に振り、隙すきと見える位置に回穿ドリルを打つ。

　一いち撃げき、どれをとっても、市し壁へきなどを崩ほう壊かいさせる程ほどのものだ。

　だが、

「く……」

　狼おおかみが踊る。

　手を振り、森の木々の間に降る流りゆう体たい光こうを浴び、時に影に入りながら、途と切ぎれぬステップで狼が夜に踊る。時折、スカートを摘んで振る動きが軽やかだ。

　そうやって舞う手て捌さばきと、身の振りが、こちらの攻こう撃げきを弾はじく。

　霧きりに近い存在の筈はずだ。

　穿うがてば散って消えるだろうに、この相手は既すでに実じつ体たい化かしたのか、自分が放つ銀釘アルジヨント・クルウの十じゆう字じ回穿を快かい音おんで弾はじいて身を回す。

　それだけではない。

　可児の機き殻かく槍やりも同様だ。可児は、先さき程ほどから休み無く連れん射しやを重ね、霧を散らしながら人狼女王を狙ねらっているが、それすらも人狼女王の舞まいに弾かれる。

　どういう事か。

　……これは──。

　幾いく度どかの打だ撃げきと弾はじきを経て、糟かす屋やは自分の手て応ごたえから理解した。

　弾かれた時、自分の腕がどのような反はん動どうを得ているのか。そこから逆ぎやく算さんされるのは、

「……回しているんですのね!?」
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　可か児には、額ひたいに下くだる汗あせを腕で拭ぬぐいながら、糟屋の言葉を理解した。

　霧きりだ。

　実じつ体たい性せいの薄い霧の手て指ゆびを、人狼女王レーネ・デ・ガルウはこちらの回穿ドリルや機き殻かく槍やりに這はわしているのだ。

　独こ楽まに紐ひもを絡からめたようなものだ。後は手て首くびのスナップで引けば、反はん力りよくでこちらの一いち撃げきは一いつ瞬しゆんなりとも止まる。向こうは霧なのでどうとも無いが、こちらは瞬しゆん間かん的てきな反動が強きよう烈れつで、それによって弾かれるのだ。

　しかし、こちらの連れん打だ全てに手指を合わせ、弾き返す事などが可能なのだろうか。

　……出来ます！

　この相手は、実際にそれをしているのだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ副ふく長ちよう。そして人狼ルウガルウの長ちようと考えると、実力的には目の前にいる糟屋よりも上だ。

　だが、そのような格かく付づけで勝負が決まる訳わけでも無い。実際、小お田だ原わら征せい伐ばつでは、

「糟屋先せん輩ぱい！」

「何ですの!?」

「カレーです！　カレーで人狼女王は倒せます！」

「叩たたきつけるんですの!?」

『そんな御お行ぎよう儀ぎの悪い事したら張り倒しますわよ？』

「ですよね人狼女王様！　ほら、糟屋先輩、食べものを粗そ末まつにしちゃ駄だ目めです！」

「何か敵が会話に混じってますの!?」

　とりあえずカレーは今無む理りだと可児は理解した。

　糟屋に説明するだけの余よ裕ゆうが無い。ならば、

「糟屋先輩！」

「何ですの!?」

「卓たつ球きゆうです！　卓球で人狼女王は倒せます！」

「叩きつけるんですの!?」

『そんなルール違い反はんしたら張り倒しますわよ？』

「ですよね人狼女王様！　ほら、糟屋先輩、ルールを守らないと駄目です！」

「何でさっきから私、説せつ教きようされてますの!?」

　卓たつ球きゆうも駄だ目めだと可か児には理解した。

　糟かす屋やにルールを説明するための余よ裕ゆうがない。

　……あと、義よし光あき様は総そう長ちようなので、副ふく長ちようの人狼女王レーネ・デ・ガルウ様に勝っても当然と言えます！

　ならば、自分達たちに残された方法は、

「頑がん張ばります！」

　自分達でどうにかしないといけない。そういう事だ。

　だから可児は行った。汗あせを散らし、

「糟屋先せん輩ぱい！」

「何ですの!?」

「──自分達で、倒します！」

　その言葉に、返答が来た。それは身を跳ね上げ、前に出る糟屋の、

「Ｔｅｓテスタメント．！　──初めからそのつもりですの！」

　行った。





●






　糟屋は、は、と息を入れた。

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくで、前に出る。やるべき事は一つだ。

　……弾はじきますの！

　今まで、ずっと弾かれていた己おのれの攻こう撃げきをもって、今度は自ら弾く。

　両腕うでの十じゆう字じ回穿ドリルは、左右共ともに内側回まわりの旋せん回かいだ。

　叩たたき込む。すると弾かれる。

　それはもう当然のように、快かい音おんが響ひびき、両腕が外に吹き飛びそうになる。だが、

「根こん性じようですのよ！」

　糟屋は堪たえた。

　両腕が軋きしみ、肩けん胛こう骨こつの裏うら側がわが背から浮くような嫌いやな感覚が来る。だが、一気に湧わいた汗を拭ぬぐいもせず、糟屋は己おのれの両腕に逆向きの瞬発加速を叩き込んだ。

　戻す。

　拳こぶしを肩付けした。だから即そく座ざのタイミングから、糟屋は拳を前に投げるようにして、

　……速れん射しや！

　放たれるのは連続のコンビネーションだ。

　無む論ろん、その一発一発は、全てが人狼女王に弾かれる。しかしその衝しよう撃げき全てを、糟屋は瞬発加速で押さえ込んだ。

　初めは腕が広がり掛けていた。だが、回数を重ねるごとに、

「る……」

　縮んだ。

「あ……！」

　打だ撃げきし、弾はじかれた瞬しゆん間かんには肘ひじが元の位置に戻っている。

　打撃時じだけではなく、戻りを押さえ込むために瞬しゆん発ぱつ加か速そくを入れる。

　そうする事で生まれるのは、

　……高速のコンビネーションですの……！

　糟かす屋やは、押した。

　打撃音と快かい音おんに対し、全身の軋きしみを獲かく得とくしながら、黒の狼おおかみが前に出た。

　弾かれる。だが、瞬発加速と、疲ひ労ろうと軋みを代だい償しように、糟屋はそれを押さえ込んで前進した。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの弾く力が強くとも、今は霧きりに近い状態でもある。そのような膂りよ力りよくならば、抵てい抗こう出来ない訳わけでも無いのだ。

　だから糟屋は押した。荒れた息を吐き捨て、全身を振って人狼女王の懐ふところに跳び込み、

「──！」

　叩たたき込む。

　その瞬間だった。人狼女王が、ある動きを見せた。

　それまで、舞うように回していた身を、

『あら』

　軽くステップで正面に止め、

『手を取って欲しいんですの？』

　両の手で、糟屋の迎げい撃げきに入ったのだ。
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　激げき音おんが響ひびいた。

　糟屋の、もはや両方同どう時じに叩き込むような打撃。双そうの攻こう撃げきに対して、人狼女王はその力を弾きに行ったのだ。

　……見事なコンビネーションですわ。

　評ひよう価かと共に差し伸べた両手は、五ご指しを前に伸ばしながらも、浅く広げたもの。

　その手が、発はつ射しやされた十じゆう字じ回穿ドリルに触れ、

『さあ』

　外に強く弾いた。すると回穿が瞬間的な制せい止しを受け、火ひ花ばなを散らし、そして、

『────』

　直後。こちらの手て元もとから両外そとに、あるものが弾けた。

　四つある。

　二つは、銀ぎんの十字塔とうだった。糟屋の両腕うでに装そう備びされていたもの。その二つが今、彼女の腕からパージされ、宙ちゆうを舞っている。

　だがそれは、

『あら』

　こちらが剝はがしたのではない。糟かす屋やが、弾はじきの瞬しゆん間かんに自ら外したのだ。

　……この判はん断だんは──。

　解わかる。

　今まで糟屋は、弾きの瞬間には瞬しゆん発ぱつ加か速そくを掛け、強きよう烈れつな抵てい抗こうを寄よ越こして来た。

　ゆえに、対する自分は、今、迎げい撃げきのために両手を使い、力をこめた。

　そこに糟屋が仕込んだ。

　彼女は、十じゆう字じ回穿ドリルを打ち込みながらも、弾きに対する抵抗を一いつ切さい捨てたのだ。

　両の武ぶ器きを捨てた代だい償しようは明確だ。自分の手て元もとから、両外そとに飛んだ残りの二つ。

　それは、弾き上げる対たい象しようを失った己おのれの両腕うでだった。

『あら』

　つまり、空から振ぶりだ。
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　糟屋は、己の仕込みが成功したのを見た。

　女じよ王おうの腕は、大きく広がった訳わけではない。

　だが、花を抱えるように、確かに彼女の手は軽く広がった。

　……ならば、ここから先が勝負ですの！

　糟屋は身を崩くずし、半はん身みになって腰を落とす。

　自分の左右を最さい大だい限げんまで空あけるようにして、糟屋が叫ぶ言葉は一つだ。

「可か児に……！」

　直後。こちらの両背後から、前に射しや出しゆつされたものがあった。

　機き殻かく槍やり。左右三本ずつの槍が、人狼女王レーネ・デ・ガルウの両腕に叩たたき込まれたのだ。
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　可児は、ここが勝負だと悟さとった。

　両の手て指ゆびを、腕ごと前に叩きつけるようにして、〝笹ささ群むら〟の射出を制せい御ぎよする。

　速度と精せい度ど。その二つだけを重ねて狙ねらうのは人狼女王の両腕だ。

　身体からだ中央は狙わない。

　広がった腕はすぐに戻される。そのくらいの速度があるのは、人じん外がい人ひと妻づま卓たつ球きゆうを見ていて理解している。

　敵がこちらの思い通りになる訳わけが無いのだ。だからまず、

　……その腕を止めます！

　叩たたき込んだ。

　当たる。しかし、

　……うわ……！

　恐ろしいものを可か児には見た。

　糟かす屋やの攻こう撃げきに続き、ほぼゼロのタイムラグで放った槍やりだというのに、人狼女王レーネ・デ・ガルウはそれを捕とらえに来たのだ。

　しかも腕の動きは、既すでに外へと広がった反はん動どうを消している。

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくだ。

　糟屋が必ひつ死しに会得した外から内への戻しを、即そく座ざのアドリブで決める化ばけ物ものがいる。

　だが、自分の槍とて力がある。

　左右、合計で六本分ぶんの衝しよう撃げき音おんが人狼女王の両腕うでに当たって鳴った。管かん楽がつ器きを叩きつけたような高たか鳴なりの群だ。それらは多た重じゆうであるが故ゆえに、人狼女王の加速を乱し、

　……遅れさせました！

　しかし、ここで終えるつもりはない。

　人狼女王の両腕は、一いつ瞬しゆんではあるが、確かに止めた。

　でも、彼女への一いち撃げきが入った訳わけではないのだ。

　明確な一発。それを叩き込むべきは、やはり開いた左右の腕の中央だ。

　機き殻かく槍やりは残り一発。

　だが、可児は両腕を広げている。

　今の状態でも射しや出しゆつは可能だが、手を使わねば制せい御ぎよが出来ない。

　撃うったところで速度は遅く、人狼女王が両腕を戻すだけの余よ裕ゆうが生まれてしまうだろう。

　それでも、可児は決めた。

「〝笹ささ群むら〟……！」

　最後の一本を、可児は己おのれの正面から射出した。
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　可児は、加速音と共に、大気を割って機殻槍が発はつ射しやされたのを見た。

　対する人狼女王が既すでに動いている。瞬発加速を入れ直し、彼女は、己の中央に来た槍を捕らえようとする。

　獲とられては負けだ。そうさせぬために、可児は叫んだ。

「糟屋先せん輩ぱい！」

　意い思しよ、伝われ。

「──頑がん張ばって下さい！」

　叫びが流りゆう体たいの森を走る先、黒が動どう作さした。

　半はん身みでしゃがみ込んでいた黒の狼おおかみが、その全身を跳ね上げたのだ。

　瞬しゆん発ぱつ加か速そく。しかも彼女の動きは、起き上がりも、後ろから振り挙げていく腕も、何もかもが、ある一つの動作を行っている。それは、

「予よ測そくした通りの事をしてくれましたのね……！」

　言いつつ放たれるのは槍やり投なげのフォームだった。

　跳ね上げから、腕の振り、そしてスナップから全身を前に叩たたき込むシークエンス。

　それら全ての動作に瞬発加速を注そそぎ込み、黒こく狼ろうが機き殻かく槍やりを摑つかみ、放った。

　躊躇ためらい無い、顔面狙ねらいの一いち撃げきだった。
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　やりますわね、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは敵を評ひよう価かした。

　痛みを堪こらえる事も、フェイントも、同時の多た重じゆう攻こう撃げきも、全ては人の技わざだ。

　そこからの、仲間同どう士しの信頼による連れん携けいも、また、人の持つものだ。

　顔面狙いというのが、快く素す晴ばらしい。

　霧きりのような、不確かな状態である現在。胴どう体たいを狙ったところで明確なダメージにはならないのだ。その部分が散って、また再さい構こう成せいをするだけの事だろう。

　だが、頭とう部ぶを失えば違う。

　少なくとも、明確な思し考こうは失われるし、視し覚かくも嗅きゆう覚かくも失う。

　自分の存在は消えないが、再さい生せいはまた一からやり直しだ。

　無む論ろん、顔など、回かい避ひの第一に考えるべき箇か所しよだが、両腕うでを一度止とめられていては、そうもいかない。加速で両腕を戻すため、中央の身体からだは固こ定てい状態にあったからだ。

　瞬しゆん間かん的てきな判はん断だんを、敵は過あやまたなかった。

　素晴らしい。

　獣けものを倒しに来るのに相応ふさわしい構こう成せいを、仲間という関係の二人が放つ。しかも一人は人狼の血けつ族ぞくだ。

　……素す敵てきですわ。

　死して、もはや人狼という存在を抹まつ消しようしようとした事もある自分だというのに。

　そんな感情任まかせの行動が、如い何かに自己満まん足ぞくだったかがよく解わかる。

　自分が滅ほろぼそうとしても、人狼は滅びず、敵てき対たいしていた存在とも連携を取れるのだ。

　礼れいを言うのは、大だい事じな夫おつとに対してだろうか。それとも、そういったものの第一の証あかしである娘むすめに対してだろうか。それともこの敵てき達たちに対してか。それとも──。

『──今こ宵よいはいい夜ですわ』

　だから、

『自分を褒ほめても、いいですわよね？』
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　槍やりの直ちよく撃げきを、可か児には見た。

　笹ささ群むらの柄えを、糟かす屋やが離していくのが解わかる。

　柄に掛けた指。一本一本にも瞬しゆん発ぱつ加か速そくを入れ、最後まで加速を与えるという徹てつ底ていぶりだ。

　それだけの速度を与えた一いち撃げきに、しかし、人狼女王レーネ・デ・ガルウが抵てい抗こうした。

　両腕うでは戻っていない。身体からだは動かせない筈はずだ。だが、

『えいっ』

　と、人狼女王が動かしたものがある。

　胸であった。

　胸きよう郭かくを仰のけ反ぞらせるようにして、胸がバウンドした。跳ねる、というよりも、

　……ボヨ──ン!?

　擬ぎ音おんでつい思ってしまった可児であったが、ひょっとしてこういうのは漫まん画が草そう紙し脳のうとか、そういうものかもしれないとちょっと反省。

　しかし次に彼女が思った単たん語ごは、危険を示すものだった。

　……まさか巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよ!?

　聞いた事がある。

　水み戸とを福ふく島しまと巨きよ加か藤とうが強きよう襲しゆうした際、福島の攻こう撃げきが武蔵むさし総そう長ちようの姉が使った巨乳防御によって阻はばまれたのであった。だが、それならば、

「高度がたりませんのよ！」

　糟屋が既すでに対たい処しよをしていた。

　……成なる程ほど！

　顔面狙ねらいなのは、巨乳防御を避けるためでもあったのだ。

　可児は思った。福島先せん輩ぱいの戦せん闘とう記録を、ちゃんと糧かてにしているんですね、と。

　……凄すごいです十じつ本ぽん槍やり！
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・きめえ：『…………』

・ＡｎＧ：『……どーしたのキメちゃん』

・きめえ：『いや、今、現げん場ばからの戦闘記録がリアルタイムで来てるんだけど、何て言うか、ええと、糟屋が、ええと、……うーん。……悪い事じゃないんだけど、それはどうなのかしら、っていうか。うーん……』

・ＡｎＧ：『キメちゃーん、あんまり深く考え込まない方がいいよ？』
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　巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよは届かない。それは確かだ。

　だから最後の加か速そくを人ひと差さし指ゆびから柄えに叩たたき込んで、糟かす屋やは叫んだ。

「こちらの攻こう撃げきは届きますのよ！」

　見上げた視し界かい。槍やりが見えて、その向こうにバウンドした敵の胸むな底ぞこが見えた。

　あり得ないものを見ている気がした。これでよく、下へ攻撃や足あし捌さばきが出来る、と。

　だが、糟屋は声を聞いた。それは、可か児にの、

「糟屋先せん輩ぱい！」

　当たる。

「下がって下さい!!」
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　可児は、それを見ていた。

　ボヨンな人狼女王レーネ・デ・ガルウの胸。それがトップに上がって、下がる際、胸の間から浮き上がるものがあったのだ。

　胸の動きによって上へとトスされたもの。宙ちゆうに浮いたのは、四角い、銀ぎん色いろの、

「銀ぎん十じゆう字じです!!」
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　人狼女王は、額ひたいに押しつけるようにした銀十字の箱で、槍を受けた。

　激げき突とつする。

　だが、全身の膂りよ力りよくは使える。身体からだは左右に振れないが、前後には動かせるのだ。ならば、

『──と』

　泉いずみに跳び込んでも、水みず飛沫しぶきを一いつ切さい上げないように出来る自分だ。障しよう壁へきとなるものがあれば、高速の槍を止める事は出来る。

　だからそうした。

　背を後ろに反そらせ、首で力を吸収。

　軽く額ひたいを捻ひねって、銀十字に食い込みかけた機き殻かく槍やりを後ろへと払い捨てる。

　そして人狼女王は首を振った。

『穿うがちますわよ、銀十字』

　言葉と共に、十字架が展てん開かいする。その短たん軸じくを、彼女は嚙かんだ。

　銀の十字大たい砲ほう。槍の勢いを得ているため、全体は後ろに下がろうとしている。だから短軸を嚙み、前に振れば、

　……コッキング。

　後は簡単だ。嚙かんだ十じゆう字じ架かを、空中を引きずるようにして前に振り、

『……っ！』

　杭打ち打撃パイルバンク。

　直ちよつ径けい十五メートル程ほどの爆ばく圧あつを、人狼女王レーネ・デ・ガルウは敵に叩たたき込んだ。
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　一いつ瞬しゆんで、流りゆう体たいによる打だ撃げき爆圧は解放される。

　その展てん開かい速度は、正まさしく爆ばく発はつと同どう様ようだ。

　だが、敵を殴なぐりつけ、吹き飛ばす直前に、人狼女王の視し界かいに見えたものがある。

　人だ。

　森の中、敵二人と、爆圧の間に走り込み、跳び込んできた連れん中ちゆうがいるのだ。

　羽は柴しば勢ぜいの戦せん士し団だんだ。

　男も女も、無む傷きずの者も、負ふ傷しようある者も、そして新しん人じんも熟じゆく練れんも。

「間に合え根こん性じよう……！」

　身しん体たい強化術じゆつ式しきによる疾しつ走そうと、防ぼう護ご術式を展開し、介かい入にゆうしてきたのだ。

　無む論ろん、その多くは間に合わない。出遅れて爆圧を食らうだけだ。だが、幾いく人にんかは間に合い、

「防ぼう御ぎよ専せん念ねん……！」

　構えた障しよう壁へきは、打撃によって破は壊かいされる。

　銀ぎん十じゆう字じは神しん格かく武ぶ装そうだ。それも相当な上位に該がい当とうする。

　その流体打撃は、量産の防護術式で防げるようなものではない。一いつ瞬しゆんで障壁は流体密みつ度どの差そのもので吹き飛んだ。

　それでも彼らは、防御の構えを取った。

「対たい衝しよう撃げき体たい勢せいをとれ……！」

　ガードは両腕うでを十字架状じように構えるクロスガード、腰は半はん身みに、後ろに回した足で身体からだの向きと角度を調ちよう整せいする。

　直ちよく撃げきした。
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　低く構えたガードの群に対し、拡かく大だいする爆圧は容易たやすくそれを吹き飛ばした。

　骨の軋きしむ乾かわいた音と、肉を殴おう打だする重い響ひびきが同時に鳴った。それも人数分ぶん、だ。

　防御の陣じんが崩ほう壊かいする。だが、彼らの布ふ陣じんは爆圧の展てん開かい速度を微かすかに遅らせ、退たい避ひを促うながす者達が、糟かす屋やと可か児にを下がらせた。

　それは、正解の行為だった。

　何な故ぜなら糟かす屋やの左右に、宙ちゆうを舞ってきたものがあったのだ。

　銀釘アルジヨント・クルウの十じゆう字じ塔とうだ。

　糟屋は、宙にあるそれを両手で摑つかんだ。正式な装そう備び手て順じゆんは踏まず、

「間に合いましたのよ……!!」

　前に出る。展開は防ぼう盾じゆん状態だ。両の腕を広げ、爆ばく圧あつに向かって身を叩たたき込み、

「可か児に！」

「Ｔｅｓテスタメント．!!」

　息を荒く、吐き捨てるように一度咳せきした一年生が、糟屋の背を押した。そして、

「……っ！」

　銀十字の一いち撃げきに対し、銀釘の盾たてが二枚、迎げい撃げきの音を跳ね上げた。
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・きめえ：『あ』

・ＡｎＧ：『死んだかな？』

・きめえ：『……アンジー、滅めつ多たな事を言わないで』

・ＡｎＧ：『じゃあ隠いん語ごで、──カニ玉が賞しよう味み期限切れになったとか』

・きめえ：『糟屋の場合は？』

・ＡｎＧ：『──犬になった？』

・黒　狼：『なってませんの……！』

・ＡｎＧ：『御ご免めん、もうちょっとヒネる。……ってか生きてんじゃん！　何で!?』

・カニ玉：『ええ、頑がん張ばりました！』

・ＡｎＧ：『カニ玉、一いち応おう言っておくけど、報告書にそれだけ書いたら凄すごく怒られるかんね？　アンジーも昔に報告書に〝実力〟って書いてすっごい怒られたから』

・カニ玉：『解わかりました！　頑張ります！』

・ＡｎＧ：『大だい丈じよう夫ぶかなあ……』
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　可児は、自分達の現状を見た。

　最さい前ぜん線せん。

　流りゆう体たいの森林の中、正面に見えるのは糟屋の背だ。

　銀釘の防盾は消えている。今は防盾仕し様ようで展開していた十字塔から、流体光こうの霧きりが煙のように上がっているだけだ。

　周囲。皆は、防御姿し勢せいをとっている者もいれば、倒れている者もいる。一ひと息いきを入れるように腰を落とし、動けなくなっている者もいる。

　ただ、皆、動きを止めている。

　誰だれも彼もが見ているのは、真まっ正しよう面めんだ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、そこにいた。

　距離が空あいていた。自分達と彼女まで、二十メートル程ほど開いている。

　だが、それは、人狼女王が下がったのではない。彼女からこちらに向かって、森林の地面が抉えぐれているのでよく解わかる。

　銀ぎん十じゆう字じの爆ばく圧あつに、自分達は退ひかされたのだ。そして、

『──勝負終しゆう了りよう。そうですわね？』

　人狼女王が、獣けものの耳を揺らしてそう言った。

　どういう意味かは解る。

　銀十字の爆圧で削けずれた地面の底に、二つの形が見えているのだ。

　向こうとこちら、その中央で二つに分かれているのは、本来の地面の構こう造ぞうだ。

　人狼女王の方には、整せい列れつする硬こう化か木材の板いた組ぐみで作られた床がある。

　こちらの方には、舗ほ装そうされた地面がある。

『御解りですの？』

　人狼女王が言った。

『私の方は、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はし。そちらは房ぼう総そう半はん島とう。──つまり、江戸湾遺跡大橋は、私達、武蔵むさし勢ぜいと毛もう利り勢が制せい圧あつさせて頂いただきましたわ』

[image: ]

　だから、と彼女は、手て指ゆびに銀ぎんの武ぶ装そうを回した。

　銀ぎん十じゆう字じだ。

　その回転に合わせるように、周囲の風景が変わっていく。

　手前にある流りゆう体たいの森が掠かすれ、霧きりとなり、人狼女王レーネ・デ・ガルウの方へと下がっていく。その動きは、まるで長ちようの下もとへと集まっていく狼おおかみの群そのものだ。

　糟かす屋やの背が、大きく息をするのが可か児にには見えた。何が起きても動けるように、今、息をしているのだ。

　気付けば、自分の膝ひざが軽く震えていた。

　恐きよう怖ふなのか、疲ひ労ろうなのか、それともダメージの蓄ちく積せきなのかは解わからない。

　ただ、力が入りにくい。しかし正面の糟屋を見れば、

　……膝の震えも何も無いですね……！

　流石さすが！　と可児は思う。瞬しゆん間かん的てきに並ぶ事は出来ても、底そこ力ぢからの部分で足りていないのだと。

　ここから先、何かあれば、自分はどうフォロー出来るだろうか。そんな事を可児が考えている間に、森が橋はし上うえにまで去った。

　街が戻る。

　見覚えがあると言える程ほど、そこにいた訳わけではない。だが、今、自分達がいるのは、房ぼう総そう半はん島とうの沿岸。遺い跡せきの湾わん岸がん道路だ。

　目の前には、森がある。その袂たもとに、人狼女王が立っていた。

『さあ』

　彼女が口を開いた。

　湾の上に広がった人狼ルウガルウの森を背後に控え、銀十字を立てた狼の女じよ王おうが言う。

『──ここは、誰だれ一人として通しませんわよ？』
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　言いますわねー、と、ミトツダイラはしみじみ思った。自分達がいるのは森の中。袂の近くで、母の背が見える位置だ。

　今は母が敵を威い嚇かくしている時間。ここでこちらが出れば、敵に対してのプレッシャーは増す事になるだろうが、

・未熟者：『あまり敵を刺し激げきしない方がいい。敵てき勢ぜいの多くは疲ひ弊へいしたんだから、ここでは膠こう着ちやくして貰もらった方がいいんだ。下へ手たに刺激して立ち向かわれたり、里さと見みに向かわれても困る』

　確かにその通りだ。

　自分達としても、これ以上の深ふか入いりをしている余よ裕ゆうはない。それに、

　……里見の小型輸ゆ送そう艦かんは、房総の北に着ちやく地ちした筈はずですわね。

　表示枠サインフレームを開くと、房ぼう総そう半はん島とうの中央に義よし康やす達たちの小型輸ゆ送そう艦かんが着ちやく地ちしている。そこから羽は柴しば勢ぜいの地上本ほん拠きよに侵しん攻こうして制せい圧あつすれば、里さと見み解放の建たて前まえは立つ。

　無む論ろん、解放までに敵の航こう空くう戦せん力りよくなどをどうするか、という問題はあるが、それはそれ、だ。

　そこまで自分達が関かん与よ出来るものではない。何な故ぜなら、

・俺　　：『おーい、長なが太ぶと、どうしてんのかな』

・傷有り：『そちらには、ええと、点てん蔵ぞう様さまが向かいました』

・賢姉様：『あら？　メアリは一いつ緒しよじゃないの？』

・銀　狼：『それはちょっと無む理りですわよ？　だって……』

　と、ミトツダイラは父を銀ぎん鎖さのステージから下ろしながら、上を見た。

　流りゆう体たいの森の中、木々の間から見上げられるものがある。

　夜の空の中、突き立っているのは遺い跡せきの塔とうだ。

「この大おお橋はしの中央にある、今は水すい没ぼつした海中道どう路ろの基き点てんとなる遺跡。あの上から、長なが岡おか・忠ただ興おきはこちらに狙そ撃げきを加えていた筈はずですわ」

　だがそれも、母が森を展開した時点で終わりだ。遮しや蔽へい物ぶつがあり過ぎて、狙撃などろくに出来なくなっていたろう。

　そこに第一特とく務むが行ったとなると、

・立花夫：『──壁を登とう攀はんして、ですか。流石さすがは第一特務ですね』

・煙草女：『要するに、橋はし上うえは一いち段だん落らくついたさね？　立たち花ばな夫ふ妻さいはどうさね？　こっちは房総の中央部にこれから侵攻するさ』

・立花嫁：『私どもは北東から侵攻します。援えん護ごなど必要と判はん断だん出来た場合は、こちらから叩たたき込みますので避けて下さい』

・蜻蛉切：『誾ぎん殿どのの狙ねらいは正確で御ご座ざるからなあ』

　どっちの意味だろうか。

　だが、一つ確かなのは、

　……第一特務なら、もう、あの屋上に辿たどり着いていますわね。

　だとすれば、

「長岡・忠興を、私達の処ところに連れてくるのは、第一特務の仕事ですわ」
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　忠興は、一つの影と向き合っていた。

　位置は正面。

　だが、角度が違った。

　垂すい直ちよくだ。

　海に立つ遺跡の塔。その壁へき面めんに、敵が立っている。

　垂すい直ちよくの相手に対し、自分は距離十六メートルで長ちよう銃じゆうを向けた状態だ。屋おく上じよう縁べりから身を乗り出し、狙そ撃げき用ようにした三十六歌か仙せんの一本を構えている。

　忠ただ興おきは、相手の胴どう体たい中央を狙ねらった。その上で問うのは、

「誰だれだテメエは!!」

「あ、あれ!?　さっき、会っていたで御ご座ざるよ!?」

　敵の周囲に表示枠が幾いくつも出る。それを丹たん念ねんに割っていく相手を見ながら、忠興は更さらに問い掛けた。

「会っていただと!?　だったら何か証しよう拠こ出して見ろ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　と相手は壁へき面めん上じようで腕を組んだ。そして右の二にの腕を立て、人ひと差さし指ゆびも上げると、

「──腹に〝ふっ　きん〟と描いたのは自分で御座る！」

　忠興は〝あ？〟と疑問の声を付けて射しや撃げきした。







[image: 第四十二章『正念場の少年』]
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　流りゆう体たいの森林上うえ、遺い跡せきの塔とうから聞こえて来た銃じゆう声せいに対し、メアリは己おのれの頰ほおに手を当てた。

「点てん蔵ぞう様さま……！」

「あー、今のネタ、あんま面白くなかったもんなー」

　やはり極きよく東とうはギャグに厳きびしい。メアリはしかし、

「点蔵様、無ぶ事じでしょうか？」

「忍にん者じやだったら一発くらい当たっても死なねえんじゃねえの？　どう？」

「トーリ君？　点蔵君は最近ちょっと死し亡ぼうフラグを立て過ぎなので、神しん道とう的に見ると厄やくが溜たまってるんですよアレ。ここで神かみ様さまがちょっと実じつ物ぶつで祓はらってみるか、とか考えると相当にヤバいんですからね？」

「あ、あの、点蔵様、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか」

　え？　と浅あさ間まが振り向いた。彼女は笑えみで手て指ゆびを左右に振り、

「大丈夫大丈夫。メアリがいればそこら辺の厄は常じよう時じ吹っ飛ばされてるようなものですから。一いつ緒しよにいてあげて下さい。その方が皆も喜びますよ」

「あの、今、一緒ではないのですけど……」

　んー、と浅間が腕を組んだ。そして彼女は笑みで、こう結けつ論ろんした。

「それはそれで大丈夫ですよ。──多分」

　神道、アバウト過ぎないだろうか。





●






　点蔵は、生きていた。

　……危ないで御ご座ざるな……！

　長なが岡おかがこちらに放った弾だん丸がんに、追つい尾びや誘ゆう導どうが掛かっていなくて幸いだった。

　今、自分は壁に伏せている。壁かべ上うえにいる際、敵てき弾だんを回かい避ひするためのセオリーがこれだ。

　もし敵が縁へりから壁へき面めんにベタ付きの姿し勢せいを取ったとしても、こちらも壁に貼はり付いていれば、敵は〝下〟となる壁を狙ねらわざるを得なくなる。

　地面に伏せた相手を狙いにくいのと同じだ。

　だが、長岡は、やはり射しや撃げきの得え手てだった。

　彼はまず、屋上から乗り出しながら、縁に両りよう肘ひじを付いて上じよう半はん身しんを固定した。

　その上で長岡は、右手で長ちよう銃じゆうの先せん端たん側を下から支えて先端高こう度どを確かく定てい。脇わきに銃じゆう床しようを抱えるようにして、射しや線せんをこちらに止めたのだ。

　即そく座ざの狙そ撃げき姿し勢せいだった。それも、現げん場ばの状況と自分の身体からだを的てき確かくに利用したものだ。

　……見事で御座るな！

　感心した瞬しゆん間かん。射しや撃げきされた。





●






　流りゆう体たいの森林上うえ、遺い跡せきの塔とうからまた聞こえて来た銃じゆう声せいに対し、メアリは己おのれの頰ほおに手を当てた。

「点てん蔵ぞう様さま……！」

「あー、何か手て間ま取どってんなあ」

「あ、あの、点蔵様、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と総そう長ちよう姉が振り向いた。彼女はこちらが腰に携たずさえている王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドを指ゆび差さし、

「フフ、何だったら、ここからあの塔に向けて、点蔵様好すき好きホームランを叩たたき込めば、それで解決じゃないかしら」

「点蔵様好きっ……、って、な、何ですそれは!?」
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・あさま：『あの、喜き美み？　メアリはその技わざ名めい、知らないと思うんですけど』

・賢姉様：『あら？　そうだったっけ？　公こう称しようとして通じるわよね』

・武蔵野：『実は一応、武蔵むさし内ないの辞じ書しよ登とう録ろくと、武ぶ装そう展てん開かい登録はされております。──以上』

・副会長：『自じ動どう人形の即そく応おう対たい処しよの用意としてか、大変だな』

・武蔵野：『Ｊｕｄ．、正まさ純ずみ様の師し団だん破は壊かい級きゆうギャグも〝正しよう点てん大おお喜ぎ利り〟として登録されておりますので、存ぞん分ぶんに使用して頂いただいて大丈夫です。──以上』

・副会長：『こっちに飛び火するとは思わなかったよ!!』
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　メアリは、恥はじた。

　英国に背を向けるようにして武蔵にやってきてから、なるべく、慎つつましく、地じ味みに、そして夫おつととなる人の助けになるように生きてきたつもりだった。それがまあ、

「……まさか、そんな派は手でな技名がつくような生き方をしてしまっていたなんて」

「何かメーやん多分ズレてると思うんだけど」

「いえ！」

　メアリは周囲に生まれる花を手で払いながら言った。

「亡ぼう命めいして、将来を見み据すえて生きていこうという身で、まさか、て、点蔵様、す、好き、好きっ、好……」

「好き好きホームラン」

「な、何で言ってしまうんですか！」

「御ご免めんナイちゃんガクガク揺らされて何だか今いろいろよく解わからなくなってきちゃってんだけど。ええと、今いま何の問もん題だい扱あつかってるんだっけ？」

　そうね、とナルゼがこちらを見た。

「言って御ご覧らんなさい」

「えっ」

　メアリは、戸と惑まどいながら息を吸った。

　……点てん蔵ぞう様さま好き好きホームラン……！

　大だい丈じよう夫ぶ。心の中ではちゃんと言えました。だから口にしても言える筈はずです。では、

「てっ、てっ、てんぞ、さまっ、す……」

　限界だった。頰ほおに触れると熱しかない。口くち元もとが少し緩ゆるんでいる自覚もあって、

「ひどいです皆様……」

　自分を全部隠かくしてしまいたくなって、メアリはしゃがみ込んだ。

　銃じゆう声せいが聞こえた。
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　……危ないところで御ご座ざった！

　狙そ撃げきの一発目めは、壁に転がってかわした。

　二発目は、手ての平ひらをついた浅い側そく転てんで回かい避ひした。

　危険だった。

　長なが岡おかの長ちよう銃じゆうは、この長銃形けい態たいだと一発ずつの先さき込ごめ式しき。だから一発さえ回避すればどうにかなると思っていたが、

　……まさか、即そく座ざにもう一本を出して来るとは！

　訓くん練れんの賜たま物ものだろう。目を切って行う手て捌さばきからするに、目め隠かくしなどをした状態で、銃の持ち替えや展開の作業を訓練したに違いない。

　見た目、ちょっと不ふ良りよう気取りではあるが、根ねは相当に真ま面じ目めだ。

　だが、感かん心しんしてはいられない。

　先さき程ほども、感心して撃うたれたのだ。

　大体、自分は彼を武蔵むさし側に引き入れるために来たのだ。ここで撃たれては意味が無い。

　だから、交こう渉しようのため、点蔵は相手に呼び掛ける事にした。両の腕を広げ、戦せん闘とうの意い思しが無い事を示し、フレンドリーに相手の名を呼ぶ事にした。ややタメ口口く調ちようで、

「なあ、長なが太ぶと！」

　射しや撃げきされた。
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　流りゆう体たいの森林上うえ、遺い跡せきの塔とうからまた聞きこえて来た銃声に対し、メアリは己おのれの頰に手を当てた。座り込んでいた状態から、頭や肩に振り載のった花を散らして立ち上がり、

「点てん蔵ぞう様さま……！」

「アイツ何やってんの？」

「いや、クロスユナイトには、長なが岡おかの投とう降こう交こう渉しようをするように言っておいたんだが」

「テンゾー、交渉下へ手たそうだもんねえ」

「そ、そんな事はありません！」

　メアリは、彼の低てい評ひよう価かを覆くつがえすためにも一歩前まえに出た。自分の胸に手を当て、

「点蔵様は、私を亡ぼう命めいに至らせたではありませんか！」

　でも、とナルゼが顎あごに手を当てた。

「……点蔵って、何やったかしら」

　うん、とナイトが頷うなずく。

「説せつ得とくとして、大おお仰ぎような噓うそをついて、オッパイ揉もんで、嚙かんだかな」
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・●　画：『サイアク……』

・十ＺＯ：『な、何がで御ご座ざるかナルゼ殿どの！』

　点蔵は、壁へき面めんに転がり直して弾だん丸がんを回かい避ひしながら、表示枠サインフレームに言う。

・十ＺＯ：『い、今、大だい事じな説得の最さ中なかに御座る！』

・あさま：『あの、点蔵君？　大事な時間帯たいなので言葉を選んで言っておきますけど、英国でのアレ、メアリが点蔵君の事を好きで好きでしょうがなかったから、あれでも見み逃のがされたんですからね？　普通あんな事やったらビンタからその人の固こ有ゆう技わざ出ますよ？』

・十ＺＯ：『言葉を選んで全ぜん否定が来たで御座るよ！』

・副会長：『というかクロスユナイト、ちゃんと交渉してるか？』

・十ＺＯ：『ううむ、正まさ純ずみ殿のアレと比べると、流石さすがに。──というか正純殿、やはり戦争に持ち込まねばならないとなると、自分には少々荷にが重いで御座るよ？』

・副会長：『誰だれがそんな要求したよ!?』

・蜻蛉切：『正純、……あまり本ほん心しんを隠かくすではないで御座るぞ。拙せつ者しやのように、もっと自分に素直に生きると、ストレスが無くてスッキリで御座る』
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　里さと見み勢ぜいへの援えん護ごとして、房ぼう総そう半はん島とう北西部の山を駆かけていた宗むね茂しげは、誾ぎんが不ふ意いに森の中の木に打だ撃げきを入れたのを見た。

　夏の虫が一度鳴なき止やみ、鳥達が夜に声を上げてはばたいていく。

　本来なら危険な行為だが、自分達の移い動どう速度は速い。それに今は、各地で戦せん士し団だんの移動も有り、南の空で生じている艦かん隊たい戦せんからは流れ弾だまの幾いくらかが房ぼう総そうにも落ちているのだ。

　足を止める必要は無い。誾ぎんはすぐにこちらの横に並び、

「みっともないところをお見せしました、宗むね茂しげ様」

「ははは、今のが、誾さんの素直な部分だと解わかっているので、大だい丈じよう夫ぶですよ。誾さんは私の前だと、ストレスが無いようにしてくれてる訳わけですね」

「宗茂様は自分に都つ合ごう良よく考え過ぎです……」

　と、吐と息いき混まじりに誾が肩を落とす。だが、

「宗茂様」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という返答を宗茂は即そく座ざに返した。

　自分達が行く山やま道みちは、尾お根ねの下を通るものだ。

　道は今、房総の中央から、東側の斜面を移動しているのだが、

「見えましたね」

　遠く。南の空で激げき戦せんが起きている。

　木々の葉は群むれ、夏の虫が鳴く向こうに、光が見えたのだ。

　それは艦隊戦を空に掲かかげるようにした房総半はん島とうの南西沿えん岸がん。浦うら賀が水すい道どうに入って、房総の内側に入り込んだ位置に、街の形を表す光がある。

　里さと見みだ。

　広さにして、一キロ四し方ほうあるかないか、という街だ。しかしその形は、沿岸から大きく抉えぐれ、どことなく太めの三み日か月づきにも見える。

「竜りゆう脈みやく炉ろの影えい響きようですね」

「あの形まで、よく復ふつ帰きしたものです。……恐らく、現地の代表が羽は柴しば側がわにつき、混乱を収めるなど、働いたのでしょう」

　それだけではない。

　里見と自分達の間。里さと見み寄よりの森の中に、影が点々としているのだ。

　里見の地上を防ぼう護ごする戦せん士し団だんだ。そして、

「私達の相手ですね、宗茂様」

「Ｊｕｄ．、ようやくです」

　宗茂は、笑えみを自覚してこう言った。

「ようやく、誾さんに楽をさせてあげられますよ」

「……それは油ゆ断だんです、宗茂様」

　ただ、と走りながら、誾が呟つぶやいた。彼女は、背後になった江え戸ど湾わんに視線を向け、

「そろそろ、武蔵むさしの出しゆつ航こう時じ刻こくです。──長なが岡おか・忠ただ興おきの投とう降こうは、叶かなったのでしょうか」

　そして、

「私達の後方、江戸湾遺い跡せき大おお橋はしにいた敵てき群ぐんが、これからどう動く事になるのかも、気にしておきたいところですね」
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　南の方、戦せん場じようの空気が変わったで御ご座ざるな、と点てん蔵ぞうは思った。

　……地上側の防ぼう御ぎよ態たい勢せいが決まりつつあるので御座ろう。

　幾いくつか気になる部分はある。が、もはやそれは現げん場ばの判はん断だんに任せるしかない。こちらがとやかく言ったところで、外がい野やの口くち出だしにしかなるまい。

　何しろ、自分の方も、今は長なが岡おかと向き合っている。

　彼を説せつ得とくし、連れて戻らねばならないのだが、

「くそ！　お前もか！　お前も俺おれのチンコを黒く塗ぬった仲間か!?」

「待つで御座る！　チンコは単たん独どく犯はんの行為に御座る！」

「口くち紅べにまで使ってたのが単独犯かよ!?」

「説明すると凄すごく長くなって信じられないかもしれぬで御座るが、あの男なら是ぜに御座る！」

・俺　　：『おーい、テンゾー、まだあ──？』

・十ＺＯ：『げ、原げん因いん自らが催さい促そくしてきたで御座るよ！』

・賢姉様：『フフ、でも点蔵、何やってんの？　遅おそ過すぎない？　メアリが半はん泣なきよ？』

・十ＺＯ：『きょ、共きよう犯はん者しやまでが催促に！』

・●　画：『何よ、死んでないの？』

・十ＺＯ：『ダイレクトな御ご意見が来たで御座るよ!?』

・副会長：『良いからクロスユナイト、いちいち反応するな。あ、私には反応しろ』

・十ＺＯ：『──Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　確かに、奇き人じんどもの妄もう言げんにいちいち反応していたら身が保もたぬで御座る！』

　射しや撃げきされた。

　慌あわてて壁へき面めん上じようサイドステップで回かい避ひすると、

・俺　　：『テンゾー、……いちいち反応すんなよ。身が保もたねえぞ』

・十ＺＯ：『解わかって言ってるで御座るな!?　そうで御座るな!?』

・副会長：『ともあれクロスユナイト。交こう渉しようは大だい丈じよう夫ぶか？』

・十ＺＯ：『正直言いうと、難なん航こうしているで御座る』

　隠かくし事をすると問題が悪あつ化かするだけだ。

　だから点蔵は、現状の問題を包み隠さず正まさ純ずみに相談する事にした。

・十ＺＯ：『現在、長岡・忠ただ興おき殿どのは羽は柴しば勢ぜいとしての仕事に専せん念ねん。自分が投とう降こうを呼び掛けたところで応じず、逆に敵てき意いを燃やして御座る。自分の方も言葉を尽くして行く所しよ存ぞんに御座るが、これは結けつ構こうな難なん事じで御座るかと』

・副会長：『何でお前がそこに行く事になったんだ』

・十ＺＯ：『こ、根本的なところからの否ひ定ていが来たで御ご座ざるよ!?』

・副会長：『まあいいから、クロスユナイト、とりあえずこっちの用よう件けんは伝えたんだな？』

・十ＺＯ：『えっ』

　しまった、よく考えたら、何の用件も言わずにここまで来ているで御座る。

・●　画：『まさかこの男、挨あい拶さつもせずに何発も撃うたれてるとか……』

・十ＺＯ：『あ、挨拶したら撃たれたので御座るよ！』

・ウキー：『じゃあもう貴き様さまそのものに原因があるとしか言えぬな』

・十ＺＯ：『個人攻こう撃げきやめるで御座るよ──？』

・副会長：『まずは身を明かせ、その上で、説せつ得とくだ』

・十ＺＯ：『自己紹しよう介かいに御座るな！　だったらいけるで御座るよ！』
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　忠ただ興おきは、照しよう準じゆん術じゆつ式しきで狙ねらっている忍にん者じやが、不ふ意いに直ちよく立りつ姿し勢せいを取ったのを見た。

　忍者は、そこから足を右に開きながら、腕を胸むね前まえを通して回し、

「改めて挨拶するで御座る！　武蔵むさし教きよう導どう院いん三年梅うめ組ぐみ、第一特とく務む、点てん蔵ぞう・クロスユナイト！

　好きな言葉は金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうに御座る！」
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　銃じゆう声せいが遠くから届いたのをメアリは聞いた。

「ま、まさか、点蔵様が！」

「ないない、ない、メーやんちょっと常じよう識しきに縛しばられ過ぎ。捨てた方が楽。うちの場合」

「諦あきらめ早くないか？　というかメアリ、身を明かすプロセスでどうやったら撃たれるんだ」

　それは、とメアリは考えた。

「たとえば、相手が凶きよう暴ぼうだった場合は……」

「う、うわあ──あ。長なが太ぶとこええええええええええ！」

　ウエットマンと姉がいきなり棒ぼう立だちになって声を上げ、正まさ純ずみが拳こぶしを振り上げてみせる。二人が、わあきゃあ言いながら逃げるのを見てから、メアリは自分の頰ほおに手を当て、

「……大だい丈じよう夫ぶでしょうか、点蔵様」

「そんなに心配か」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……戦せん場じように出た夫おつとを心配するのは、妻の役やく目めです。信しん頼らいと自信があったとしても、その二つが活いかされるのはそれこそ危き難なんの時。そういう事自じ体たいが無い方がいいのですが、現場ではそうとは限りません、だから心配をするのです」

　言うと、皆が顔を見合わせ、

「────」

　真ま顔がおで拍はく手しゆされた。

　何かよく解わからないが、自分と彼が褒ほめられたような気がしてメアリは赤せき面めんする。

　そしてメアリは、正まさ純ずみに問い掛けた。

「先さき程ほどの銃じゆう声せいは、つまり、点てん蔵ぞう様さまの自己紹しよう介かいが通じなかったという事ですね？」

「テンゾー、自己紹介が下へ手たとか、どういう……」

「だ、第一印いん象しようで判はん断だんしてはいけませんっ」

　ナルゼが右手を挙げた。

「金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうって、第一印象じゃない？」

「て、点蔵様は判断を過あやまたないから、大だい丈じよう夫ぶですっ」

　即そく答とうしてしまった。
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・ウキー：『──そりゃまあ第一印象で金髪巨乳かどうかを過つ馬ば鹿かはおるまいな』

・不退転：『姉かどうかを尋たずねる馬鹿は、人を見る目に自信が無いのかしら』

・ウキー：『姉かどうかは見た目ではないからな。──設せつ定ていだ』

・貧従士：『何か変な話になってきましたよ!?』

・金マル：『というか、テンゾーこれからどうすべき？　セージュン』

・副会長：『うーん、そうだなあ……』
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『クロスユナイト』

　正純の声を点蔵は聞いた。壁へき面めんに貼はり付き、仰のけ反ぞりの弾だん丸がん回かい避ひ状態だった自分に対し、正純が諭さとすような口く調ちようでこう言ってくる。

『いいかクロスユナイト、挨あい拶さつも自己紹介も満足に出来ないお前にアドバイスだ』

「な、何か凄すごく駄だ目め人間のように言われてるで御座るよ!?」

『まあいいからよく聞け。良いか？　──こうなったら餌えさで釣つれ』

「餌!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が頷うなずいた。

『金とか土地とか権けん利りとか、だ。無む論ろん、可能な範はん囲いでしかないが、それでも交こう渉しようの価か値ちを明確にする意味はあるだろう。お前の人間性せいに懸かけるよりマシだ』

「さ、最後の一ひと言ことが余よ計けいで御座るよ！」

　ともあれ、点蔵は身を起こした。

　……物ぶつ品ぴんで御座るか！

　身み構がまえる長なが岡おかに対し、点てん蔵ぞうは右の半はん身みになり、やはり右の人ひと差さし指ゆびを立てた。

「長なが岡おか殿どの！」

　向こうは応こたえない。こちらのペースには乗らぬという事だ。

　だが構わない。自分には相手を釣つる餌えさがあるのだ。それは、

「さあ、この懐ふところから取り出したＲ元げん服ぷくエロゲ〝えろいーず！〟。これを貴き殿でんに差し上げるからこちらに投とう降こうするといいで御ご座ざるよ！　何な故ぜならこのエロゲ、タイトルからも解わかる通りに伊い豆ずの温泉で〝えろ〟の複ふく数すう形けい！　自分好みの金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうも、貴殿好みの年とし増まもいるで御座る！

　今なら伊い豆ずの名めい所しよ遺い跡せきバナナワニ園の保ほ存ぞんワニ肉も付いて御座る！」

　さあ、

「如何いかがで御座るかな!?」
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　銃じゆう声せいが遠くから届いたのをメアリは聞いた。

「や、やっぱり点蔵様が！」

「メーやん実は慣なれてきてない？」

「というかクロスユナイト、……物ぶつ品ぴん出して撃うたれるとか、何を出したんだアイツは」

　ええとお……、と皆が俯うつむく手て前まえ、メアリは胸に手を当てて言った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　点蔵様は──」

　どういうべきか。メアリは迷った。

　点蔵の、ここ一番の勝負強づよさは身をもって理解している。

　真しん剣けん勝負。

　それは確か、主しゆ語ごに直ちよつ結けつするタイプの言葉だった気がする。

　以前も点蔵が、サッカーのゲームをしながら、シュートの時の解説でその単たん語ごを用いていた。自分はゲームという文化はよく解わからず、点蔵の遊びに少し付き合う程てい度どだが、画面上じようで動いているのは実じつ写しやそのもので、普通に試合を見ているのと同じように感じたものだ。

　対たい戦せんはスコットランド対イングランド。彼がスコットランド側だったのは、ひょっとして自分との将来に気を遣つかってくれていたのかもしれないと、今いま更さら思う。ただ、イングランド側はピンチになると王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンのビームがピッチ上を薙なぐのでなかなか強きよう敵てきだ。確かに妹だったら白はく熱ねつするとやりかねないし。

　しかし、極きよく東とう語ごは変化が難しい。今、主語への接続詞をちゃんとしたものに変えるならば、

「大丈夫です！」

　ええ、と皆の注目を集めながら、メアリは口を開いた。

「皆さんも知ってますでしょう？」

　点蔵の事を皆に安心して欲しい。その思いで、メアリはこう言った。

「──点蔵様がちんこ勝負に強いと」

「アイツはまたそっちに行ったか……！」





●






・貧従士：『メアリさんの前で何してるんですか、あの人』

・賢姉様：『フフフ、これはかなり重じゆう症しようね。でもほら浅あさ間ま！　ここはやっぱり神しん道とう神しん罰ばつで何かあるんじゃないの？　辻つじでちんこ勝負したら去きよ勢せいとか』

・あさま：『うーん、全ぜん裸ら系けいは神道神しん話わにあるので、それで去勢は駄だ目めだと思いますね。トーリ君まで該がい当とうしかねませんし』

・副会長：『待て！　ちょっとこれは変だろ!?　誰だれか確かめろよ！』

・未熟者：『でもそれ、言い出した人間がやるべきだね。──ハイスタート』
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　皆の、じわりとした沈ちん黙もくの中で、正まさ純ずみは前に出た。

　そして正純は、メアリの前で軽く両腕うでを左右に広げた。警けい戒かいするな、というジェスチャーで、努めて笑顔だ。

　しかし、向こうでは馬ば鹿かが姉と一いつ緒しよにこっちのポージングを真ま似ねしている。

　……あの野や郎ろう共ども……！

　だが、正純は自分の仕事を完かん遂すいする事を第一とした。

　メアリの前に立ち、ええと、と前置きを作った上で、

「い、いいか？　メアリ？　えーと、クロスユナイトだが……」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、──点蔵様が、何でしょう？」

「いや、ええと、……クロスユナイトだが、あの、ち、ちん……、いや、ええと」

　赤せき面めんと熱を自分に感じた正純は、言う事よりも自分の反はん応のう自体を恥はじつつ、

「しょ、勝負をしていたのか!?」

「Ｊｕｄ．！」

　即そく答とうが来た。いい答えだ。だが背後、皆がひそひそと、

「ここ、一回、セージュンのリアクションを楽しむ間が欲しかったよね」

「どちらにしろ、淫いん語ごの一つも喋しやべれない政治家かなんて、駄だ目めね……」

「何か今回、ノリ悪いよなセージュン……」

　……しみじみ言うなお前ら……！

　だが、正面のメアリが小さな会え釈しやくを作るのを正純は見た。

「Ｊｕｄ．、そうです。点蔵様がちんこ勝負をされていました」

　それは、

「たまを蹴ける際です」
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・俺　　：『──痛くね？』

・●　画：『というか自分で蹴けるの？　メアリに蹴らせるの？　どっち？　正まさ純ずみ』

・副会長：『難なん度ど高い振りをさせようとするなあ──!!』
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　メアリは、皆のひそひそ感に、わずかな戸と惑まどいを得た。

　ひょっとして、

「あの、私、極きよく東とう語ごが何ど処こか間違っていないでしょうか」

「──え？　あ、いや、間違ってないとは思うんだが……」

　良かった、とメアリは安あん堵どの肩を落とした。

「点てん蔵ぞう様さまがちんこ勝負に強いというのが理解して頂いただけて幸いです。何しろ、球たまを蹴る際、大きな声を上げて、勝利の時には両腕うでを振り挙げてましたから」

「テンゾーがちんこ勝負で、両腕振り挙げて勝利を!?」

「──ええ、球が、ネットに食い込んで」

　皆が動きを止めた。ややあってから、御お広ひろ敷しきが皆を見て、

「点蔵君、まさか、網あみタイツ……」

「シッ、黙だまってなさい。状況を見るのよ御広敷」

　その反応に、メアリは再さい度どの不安に駆かられた。翻ほん訳やく術じゆつ式しきは切っているのだが、

「やはり、あの、私の極東語が何か間違っているのでは……」

「んー、メーやん間違ってないと思う。間違ってるのはテンゾーの方かな」

「点蔵様が!?　点蔵様がちんこ勝負する事に、何かの間違いが？」

　皆が何も言わない時間が、三秒程ほど続いた。そしてナルゼが視線を逸そらしてこう言った。

「愛ね……」

「……だよね。盲もう目もくだよね……。テンゾーがちんこ勝負しても認められるなんて……」

　何だかよく解わからないが、自分が彼とのそういう時間を充実に感じているのも確かだ。

「そうかもしれませんね……。確かに、点蔵様がちんこ勝負をしている最さい中ちゆうって、どちらかというと子供っぽい、微笑ほほえましい雰ふん囲い気きありますから」

「……浅あさ間ま、愚ぐ弟ていがちんこ勝負してたら、そういう温あたたかい目で見てやれるかしら」

「いや、あの、他ひ人とに迷めい惑わく掛けたり、怪け我がしたり、痕あとが付くのは駄だ目めですよ絶対」

「つーかテンゾー、随ずい分ぶん遠くに行っちまったんだなあ……」

　待て待て、と言ったのは正純だ。彼女は皆に対して前後に手を振り、改めてこちらに顔を向けた。えーと、と彼女は、赤せき面めんした自分の頰ほおを一度叩たたき、

「メアリ？　あのな？　君の極きよく東とう語ごだが、間違ってはいないと思うんだ」

「セージュン君、どの言葉がですか──」

「うるさいよお前は！　──で、だ。まあ、ちょっと忠ちゆう告こくすると、間違ってはいないんだが、少々ダイレクト過ぎるとは思う」

「……ダイレクト!?　点てん蔵ぞう様がちんこ勝負に強いというのが、極東では表現としてダイレクト過ぎるのですね？」

「それ以上にダイレクトってどう言うんだ!?」

「絵で表現するに決まってるじゃない」

　ナルゼが描こうとして皆に止められた。

　だが、ややあってから、浅あさ間まが皆に笑い顔を見せる。

「ほら、メアリは、無む修しゆう正せい圏けんの住人ですから。少し手て加か減げんが違うんだと思うんですよね」

「ちなみにナイちゃん言うけど、これから関係するスウェーデンは欧おう州しゆうでそっち関係が一番派は手でな国だかんね」

「ゴクリ……」

　ともあれ、と正まさ純ずみが言葉を重ねてきた。

「クロスユナイトは、どうしてそんな事を始めたんだ？　原因を知りたい。武蔵むさし内のストレス問題の被ひ害がい者しやかも知れないからな」

「あ、いえ、点蔵様がちんこ勝負に励はげむのは、ストレスではないと思います」

　その辺りは断だん言げん出来る。

「〝今、シーズンで御座るからな〟と仰おつしやられて、夕食後ごにおもむろに」
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　正純は、メアリの証しよう言げんを聞いた。

「ほら、あの、最近、点蔵様、朝からおちんこでていた時がありましたでしょう？」

「そっちからの流れか……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、でもあれから気分転てん換かんが出来たのか、ゲーム用の伝讃筐体ＰＣ？　なども御お小こ遣づかいで買われたりして。確かに、おちんこでた日は、点蔵様がちんこ勝負する率も高いのですが……」

・ウキー：『一人遊びが充実し過ぎておらんか？』

・煙草女：『これから出場だってのに、気になる話題を進めてんじゃないさね』

　話題というか、気になる雑ざつ音おんの類たぐいだよなー、と正純は思う。そして、

「で、クロスユナイトはおもむろに始めた訳わけだ」

「あ、Ｊｕｄ．、まあ、でも、どちらかと言いますと、始めている中で、段々と白はく熱ねつしていって、そうなったのだと思うんです」

「それでメアリは、どうしたんだ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、横に座っていたら、点てん蔵ぞう様さまがちんこ勝負のフィニッシュを決めて、私、ちょっと御お茶ちやの用意をしていたのですけど、点蔵様がちんこ勝負で盛り上がってしまわれて、そういう空気ではなくなりまして」

・銀　狼：『確かに、……御茶が不ま味ずくなりますものね』

「そうだろうな……、と、でもメアリはそれで、どうしたんだ」

　Ｊｕｄ．、とメアリが頷うなずいた。

　彼女は、困ったように眉まゆを下げながら、頰ほおに手を当て、

「私、点蔵様に声を掛けてしまったんです。集中すべき時間帯たいで」

「あー、男にとってそりゃつれえ──……」

「す、すみません。確かに、点蔵様がちんこ勝負に夢む中ちゆうになってるのに、嫉しつ妬とのようなものがあったのかもしれません。そうしたら点蔵様がちんこ勝負中にたまをミスキックして」

　男おとこ衆しゆうが、膝ひざから落ちかけた。

　だが彼らが復ふつ帰きするのを見み届とどけた上で、正まさ純ずみは問うた。当たり障さわりなく、自分からは触れないように話題を促うながす物もの言いいで、

「で、メアリ、それからどうなったんだ？」

「Ｊｕｄ．、とりあえず点蔵様、持ち直したのですけど、私、やはり点蔵様がちんこ勝負するのに水を差してしまったのかと、そう言ったら」

「そう言ったら？」

　Ｊｕｄ．、と、メアリは手を当てた顔を左右に軽く振って、花を周囲に散らしながら、

「点蔵様、〝ちょっと夢中になり過ぎたで御ご座ざる。でも、一いち番ばん夢中になっているのはメアリ殿どのである事を忘れさせてはいかぬで御座るな〟と、──そう仰おつしやってくれて」
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　義よし康やすは、着ちやく地ちした輸ゆ送そう艦かんの放ほう棄き指し示じを出しながら、急ぎの出場手て続つづきを行っていた。だが、

「ん？」

　気付くと、「最後の一いつ服ぷく」と言って煙管キセルをくわえていた武蔵むさしの第六特とく務むが、その火ひ口ぐちを赤しやく熱ねつさせる勢いで煙けむりを吸っている。

　どういう息の溜ため方か。十秒以上を吸ってなお続く彼女に、義康は不安を感じ、

「……おい、そんな急がなくても大だい丈じよう夫ぶだぞ。それとも、煙貯ためでもしておきたいのか」

　言うな、と第六特務が、義ぎ腕わんの右手ての平ひらを向けた。

　眇すがめの彼女は、ややあってから横を向き、大量の煙を宙ちゆうに吐いた。それも、吸ったのとは倍の時間を掛けて、だ。それを見る義康は、

「おい、大丈夫か……」

「ん？　ああ、まあ、健けん康こう健康。──たまに、こういう〝喫すってなきゃ恥はずかしくて死ぬ〟なアクセントがあると、喫う必然が生まれていいさね」

　そういうものかなあ、と思いながら、義よし康やすは首を傾かしげた。手て元もとの表示枠サインフレームを見ながら、

「そろそろ、次の動きに入るぞ！　急げ！」
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　メアリは結けつ論ろんした。自分の周囲に散る白い花が、己おのれの本ほん心しんだと自覚した上で、

「点てん蔵ぞう様がちんこ勝負に強いのは確かな事です。──大だい丈じよう夫ぶです」

　銃じゆう声せいが響ひびいた。
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　忠ただ興おきは、苛いら立だっていた。

　自分は射しや撃げきの得え手てだ。その能をもって襲しゆう名めいも確かく定ていしている。そして、それゆえに今夜、西の国で起きる妻つまのトラブルに心を焦あせらせてもいるというのに、

「何で当たらねえ……！」

　壁へき面めんに立つ忍にん者じやに、何な故ぜか弾だん丸がんが当たらない。しかも相手は、右の人ひと差さし指ゆびを立て、

「は、ははは！　回かい避ひ専せん念ねんに走った忍者に攻こう撃げきが当たると思ったで御ご座ざるか！」

「というか、さっきお前、壁面で飛び跳ねて戻ったろ！　重じゆう力りよく無む視しすんな！」

「何を言って御座る！　三さん角かく跳とびとか空くう中ちゆう三段ジャンプなどの奥ゆかしい文化を知らぬので御座るか！」

　忍者がこちらを指さし、こう叫んだ。

「神かみ代よの時代から、大たい陸りくの格かく闘とう家かと極きよく東とうの忍者は重力を無視していいので御座る！」
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・●　画：『点蔵』

・十ＺＯ：『は？　何で御座るか？』

・金マル：『んー、ぶっちゃけコレは一いち人にん前まえの立りつ派ぱなクズ人間かな、って途と中ちゆうまで思ってたけど、最後の最後でちょっと良いとこ見せたから、そのまま回かい復ふくに向かっていっていいんじゃないかな？』

・十ＺＯ：『な、何の回復で御座るか！』

・あさま：『うーん、でも、この状況も、やはりメアリの御お陰かげですよね……。そのままだったら、今いま頃ごろ点蔵君、どのくらいおかしくなっていたんでしょうか……』

・十ＺＯ：『何が何だか解わからないで御座るよ──!?』

・賢姉様：『チンコー！　チンコの話よー！　ホントよ！　トゥルーチンコよ──！』

・十ＺＯ：『そんな事ある訳わけないで御ご座ざろうが──！　真しん相そうは何で御座るか!?』

・副会長：『あまり追つい及きゆうしたくない話題に皆みな触ふれていたんだ。少し日常を見直せ。

　──で、だ』

・十ＺＯ：『な、何が〝──で、だ〟で御座るか!?　肝かん心じんの本ほん論ろん！　本論！』

・副会長：『思い出させるな。──ともあれクロスユナイト、挨あい拶さつも自己紹しよう介かいも贈ぞう与よ交こう渉しようも満足に出来ないお前にいい戦せん術じゆつがある』

・十ＺＯ：『人間性の否定から会話に入るの、やめぬで御座るか？』

・副会長：『落ち着け。──さて、そんな訳で、メアリの方からアイデアが出てな』

・十ＺＯ：『メアリ殿どのから!?　どんな方法で御座るかな？』

・副会長：『…………』

・十ＺＯ：『な、何で御座るか！　その沈ちん黙もく！』

・副会長：『いや、まあ、……あれだ。ええと、──とりあえず勝負だ、勝負。お前が叫び声上げてガッツポーズ取るようなやつ。うん。それをやってみろ』
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　忠ただ興おきは、忍にん者じやが動きを変えたのを見た。

　身み構がまえが軽い。それは、

「──やる気かよ」

　その程てい度どは解わかる。訓くん練れんでも仲なか間ま内うちでも、現状の空気をどう言うのかは教えられているのだ。

　……相あい対たいだ。

　そして忍者が、こう言った。

「長なが岡おか殿」

「何だよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と忍者が応じた。彼は、腕を組み、懐ふところに手を入れ、

「──サッカーゲーム〝ウイニング十一士し48〟で勝負に御座る！」

　忠興は、声を付けて射しや撃げきした。
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　……危なかったで御座る……！

　今の一発は相当に危険だったと、点蔵は側そく転てん回かい避ひしながらそう思った。

　というか、まさかゲームで釣つるのが拒きよ否ひされるとは。

「ま、待つで御座る！　まさか長岡殿、ゲーム筐きよう体たいや表示枠サインフレーム設せつ定ていを得ていないタイプの御ご仁じんに御座るか!?」

「俺おれは野や球きゆう観かん戦せん派はだあ──!!」

　根本的な失しつ態たいに御ご座ざったか！　と点てん蔵ぞうは思った。

「……で、でも、折せつ角かく、操そう作さ用表示枠サインフレームを二つ召しよう喚かんしたので。どうで御座るか？　試しにちょっと、やってみぬで御座るか？　自分、超ハンデ付けられてもいいで御座るから」

「ルールしらねえよ！　手で触れて三歩歩あるいたら駄だ目めだとか細こまけえよ！」

「それ他と混じって御座るよ！　大体、〝十一士し〟のアシストモードは超ちよう強力だから大だい丈じよう夫ぶ！　ボタンを押しっ放しで、フルオートで点をガンガン入れるで御座る！」

　そう。最近のゲームは初しよ心しん者しやアシストが強くて少々困る。身み内うちで〝十一士〟の対たい戦せんをしてくれるものがおらず、あわよくばメアリにそれをして貰もらえれば、と思い、先日ちょっと試しでやって貰ったのだ。

　横から、腕を組んで来るメアリの胸が、こちらの腕に食い込んで至し福ふくではあったが、ゲーム画面内ないは地じ獄ごくであった。全すべての対戦ハンデ設せつ定ていを、ナイトメアを超える〝あぽかりぷす！〟に変へん更こうしたのだが、こちらがドリブルを始めるとフィールドが三キロくらいに伸しん長ちようしたり、蹴けったボールに鉄てつ球きゆうが入っていて骨こつ折せつしたり、それでいてメアリの方はセンターからのシュートが戦せん艦かん主しゆ砲ほう並なみの一いち撃げきになったり、こちらのゴール幅が八十メートルくらいになるなど、シャレにならないハンデ設定だった。

　……特に、シュートを入れようとしたら、メアリ殿どのの方のゴールが垂すい直ちよくジャンプして避よけるとか、無む茶ちやで御座ろう……。

　結果、七十二対二、しかもこちらの二点は向こうのオウンゴールという状況だったが、メアリ殿が操作用表示枠と一いつ緒しよに身体からだを大きく動かすのは、

　……巨きよ乳にゆうに腕が食い込んだり、揺れたり、ふんっ、とか言うメアリ殿が可愛かわいらしくて、至し福ふくで御座ったなあ……。

　また撃うたれた。





●






「な、長なが岡おか殿！　不ふ意い打うちとは卑ひ怯きようで御座るぞ！」

「虚こ空くうにくねくねしてんじゃねえ──！」

「感情表ひよう現げん！　感情表現が豊かな忍にん者じやで御座るよ自分！　今のは仕し様よう！」

　とりあえず言い切って、点蔵は身み構がまえた。

　……まあ、いろいろあるが、仕し方かた無いで御座るな。

　勝負だ。

　ネルトリンゲンの事を考えると、戦せん闘とうは避けたいと思っていたが、致いたし方かたない。やるべき時にはやる。そして成果を出す。それがゆえの役やく職しよく者しやだ。

「では」

　点蔵は、息を整えた。

　腰をやや低めに、しかし踵かかとは上げておく。

　改めて、下側に置いた爪つま先さきに力を込め、壁へき面めん上の己おのれを支える。すると、

「来いやあ──！」

　長なが岡おかの気き合あいに、点てん蔵ぞうはこう思った。その意い気きやよし、と。

　本ほん庄じよう・繁しげ長ながとの相あい対たいと同じだ。あれはほんの数すう時間前まえ。そこにおいて、手て痛いたい敗はい北ぼくをしただろうに。この少年はメゲていない。ならば──、

　……Ｊｕｄジヤツジ．、

　点蔵は考える。長岡・忠ただ興おきという少年は、どれだけの敗北をしても、前向きにやっていこうという己を、内に秘めて御ご座ざろう、と。

　ひょっとすると、新しん人じんと今いま呼ばれる者達は、ほとんどがそうなのかもしれない。何しろ彼らは、戦せん国ごく時代の後も生き、己を全まつとうしていける者達ばかりなのだから。

　それはつまり、

　……自分らと、同じ道を歩けるもので御座ろうよ。

　思い、点蔵は前に出た。

　銃じゆう声せいが、戦せん闘とうの合あい図ずだった。







[image: 第四十三章『上下段差の思案男』]
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　忠ただ興おきは、距離十五メートルの位置から壁へき面めんを走ってくる忍にん者じやを見た。

　一いつ瞬しゆんの距離だ。開始時じに一発を撃うち込んでいるため、ここから先は、撃てて一発。次の銃じゆうは、手を掛けられるだろうが、もはや構えて狙ねらっているだけの暇ひまは無い。

　とはいえ、機き先せんはこちらが得ている。

　来いや、と挑ちよう発はつの一声を上げたのがそれだ。

　数すう時間前まえ、上うえ杉すぎの代表と相あい対たいした時、機先の重要性について理解した。

　同時に動いているのなら、意味は無い叫びかもしれない。だが、自分と相手と、行動に順じゆん番ばんのようなものを定てい義ぎ出来るのは意い外がいと大きな事だと忠興は思う。

　何しろ自分は、戦せん闘とう経験が無い。行動順番のルールなど、実際にはあり得ないものだが、〝戦闘は手て順じゆんの消しよう化かで過ぎていく〟という自覚が持てるのは大きい。

　自分と、相手と。

　……ミニ手順だな。

　戦闘とは、自分の手順と、自分の対応の、二つだけの推すい移いで出来ていると、忠興は、前の戦闘でそう悟さとった。違うとしても、これを起き点てんにしようと、そう思ったのだ。

　そして忠興は、己おのれに対してこう定てい義ぎした。

　自分の戦せん術じゆつ。狙そ撃げきとは、基本、〝対応〟だけで出来ていると。

　自分から手順を重ねる事は、まず、無いのだと。

　それが狙撃の技わざだと、忠興は己を定めた。
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「──よし」

　自ら、焦あせらない。

　狙撃の基き礎そともいえるものを、忠興は己に課した。

　敵の動きを見て、調ちよう整せいし、撃つべき時に撃つ。

　狙うタイミングは既すでに定めている。忠興は照しよう準じゆん術じゆつ式しきの中に相手を収め、

　……来やがった。

　そのタイミングが得られるのを、待たい機きした。
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　点てん蔵ぞうは、忠興の見み切きりに感かん嘆たんした。

　……動かぬで御ご座ざるか！

　接近において、己を左右に振るのは常道だ。相手の狙いを逸そらし、また、攻こう撃げきのタイミングや位置を外はずさせるためだ。

　だが、初めに右に跳んだ時点で、忠ただ興おきが付いてこない。

　不ふ動どうだ。

　ただ視線が、こちらの足あし下もとを見て、すぐに正面に戻った。

　銃じゆう口こうが、右に跳ちよう躍やくしたこっちの方ではなく、己おのれの中央から延びるラインをポイントしたまま、動かない。

　……見事に御ご座ざるな。

　相手と自分の距離は十五メートル。

　中央から進んだ自分が、右に飛び、中央に戻り、左に飛ぶとする。

　一回のアクションで三メートルを前に進むなら、十五メートルを詰めるまでに出来るアクションは五回。

　右飛び、中央戻り、左飛び、中央戻り、右飛び、の五回だ。

　だが、最後の右飛びで、相手と並へい列れつしてしまう。

　それでは駄だ目めだ。

　四回目のアクションで中央に戻った時、そこから相手に跳び込まねばならない。

　だから、正しくは、右飛び、中央戻り、左飛び、中央戻り、敵への突とつ撃げき、の五回だ。

　これは、左から始めても変わらない。忍にん者じやにとっては、敵への接せつ近きん歩ほ法ほうのセオリーの一つであり、基本だ。何しろ、最後を中央からの突撃で決めるのだから、攻撃については正しよう面めん突撃を憶おぼえているだけで済む。

　しかし、最初のアクションで、忠興はこちらの足下を見ていた。

　恐らく、移い動どう距離を読んだのだ。

　この壁へき面めんは遺い跡せきの壁。石いし垣がきとまではいかないが、壁面のパネルラインが存在する。それを頼りにすれば測そつ距きよはしやすいだろう。

　更さらに長なが岡おかは、身体からだの大だい部分を屋おく上じよう縁べりの向こうに隠かくしている。

　塹ざん壕ごうに入っているようなものだ。教科書しよ的な構えで、長ちよう銃じゆうの陰に自分の姿すがたをほとんど隠してもいる。

　その上で彼は、動かない。

　小さいが、しかし堅けん牢ろうかつ、的てき確かくな砲ほう台だいだ。

　基本に忠ちゆう実じつなのがやりにくいで御座るな、と点てん蔵ぞうは思った。

　……少しでも、雑ざつになって貰もらえんで御座るかなあ。

　手は無い訳わけではない。

　長岡のように、敵がこちらの動きを読み、動かなくなった場合、忍者としては一つの手を取る事が出来る。

　投とう射しやだ。

　手しゆ裏り剣けん、苦く無ない、地面に落ちている石などを、左右の振りに合わせて投とう射しや。

　それによって、強ごう引いんに相手を動かし、隙すきを作るのだ。

　点てん蔵ぞうは、

　……さて。

　試した。

　身体からだを振りながら、袖から右手の内側に落とした苦無を、長なが岡おかに向けて投じたのだ。
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　長岡は、敵の攻こう撃げきを見た。

　……苦無か！

　こっちの狙そ撃げきを崩くずしに来た。

　上うえ杉すぎの代表とやった時は、自分に対しての遠えん距離攻撃をどうにも出来なかった。

　向こうが打ち込んできたものが盾たてという大おお物ものだった事もあり、回かい避ひ以外の対たい処しよが思いつかなかったのだ。

　だが、これは違う。自分狙ねらいの苦無だ。

　ストレートな投とう擲てきは有あり難がたい。何な故ぜなら、自分が放つ銃じゆう弾だんの軌き道どうもそれに等しいからだ。どちらも直線。自分にとっては見み慣なれたものだ。ならば、

「────」

　忠ただ興おきは、忍にん者じやの投げた苦無への対処を行った。

　飛ひ来らいする苦無の軌道を読み、銃じゆう口こうで受けたのだ。
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　点蔵は、ヒットの瞬しゆん間かんをその目で見た。

　こちらの飛ばした苦無を、銃口で忠興が跳ね上げたのだ。それも、

　……銃口の縁ふちで御座るか!?

　銃口の、孔あなに食い込むならば、銃口に傷をつけ、弾だん丸がんの軌道を僅わずかにも変える事が出来よう。

　しかし長岡は、銃口の縁で受けた。

　火ひ花ばなが散り、苦無が宙ちゆうに跳ね飛ぶ。だが、

「お……！」

　長岡が軽く上げた銃口が、正確にこちらを向いていた。

　鉄の砲ほう筒づつが、ただただ黒い孔を見せつける。

　撃うたれはしない。

　牽けん制せいと、示し威いだ。

　長岡はこう言っているのだ。如い何かなる飛び道具も見切れる、と。

　その軌き道どうも読めるし、場合によってはカウンターショットを決める事も可能なのだ、と。

　長なが岡おかが、飛び道具の得え手てだと自ら示す反応だ。

　……随ずい分ぶん、先さき程ほどとは違うで御ご座ざるな。

　本ほん庄じよう・繁しげ長ながとの相あい対たいは、起き立りつ状態から始まり、遮しや蔽へい物ぶつも何も無かった。三十六歌か仙せんというネシンバラが好きそうな名前の武ぶ装そうも、狙そ撃げき展開ではなかったのだ。

　そして何よりも、お互いの位置と状態が違う。

　塹ざん壕ごうのような遮蔽がある状態で、上から下への狙撃。

　訓くん練れんで出来上がったエリートにとって、これはきっと、修しゆう練れんで得ていた状況に近い。こちらの挙きよ動どうも、牽けん制せいの苦く無ないなども、襲しゆう名めい者しやとしての訓練中ちゆうに幾いく度ども対たい処しよを重ねたものだろう。

　……成なる程ほど。

　成程、と点てん蔵ぞうは同じ言葉を重ねて思った。

　この少年、未み熟じゆくだが、ハマると強い。

　基本に忠ちゆう実じつで、真ま面じ目め。うちの連れん中ちゆうにはほぼいないタイプで御座るな、とも点蔵は思う。

　厄やつ介かいだ。だが、ならばこそ、自分の方もそのつもりで動いている。

　基本に忠実に、だ。

　点蔵は、敢あえて左右に身を振った。右へ飛び、中央に戻り、そして続く動きで、

　……基本技わざ。行ってみるで御座るか。

　思い、点蔵は動いた。自分の基本技を連続して出すために、だ。
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　長岡は、不ふ意いに敵が消しよう失しつしたのを見た。

　……は!?

　消えた。

　よくあるフェイントのセオリーとして、忍にん者じやが左右に身体からだを振ったところまでは見えていた。だが、右から中央に振り戻した瞬しゆん間かん。

「────」

　忍者が消えていた。

　何ど処こだ、と内ない心しんで驚いてしまうのは、やはり経験不ぶ足そくだ。自分の中にある教科書しよ的なセオリー。それに頼ってしまっているせいだというのもよく解わかる。

　だが、と忠ただ興おきは思い直した。今、敵は自分を投とう降こうさせようとしているのだ、と。

　ならば、敵の消失は、逃とう走そうや防ぼう護ごのために行われたのではない。

　攻こう撃げきだ。

　こちらに攻撃を加えるため、敵は身を消したのだ。

　そして忠興は、

「く……」

〝敵〟という存在を、改めて自覚した。

　それは、こちらと勝負をし、勝敗の結果を出すだけの相手ではない。

　こちらを倒し、支配する事を目もく標ひようとした相手なのだ。

　負けたら、武蔵むさし勢ぜいの元へと連れて行かれる。それは、

　……ネルトリンゲンに行ける、って事か。

　だが、嬉うれしくない。

　何な故ぜかは明確だ。

　……やる事を、やってねえ……！

　本当に、鍋なべ島しまはリーダー向きだ。鳥と羽ば城じようの通路、たった数すう分ふん話しただけで、こっちの首に首くび輪わをしっかり掛けてくれている。

　やる事をやらずに、逃げるな。

　この橋はし上うえの遺い跡せきから、これまで、仲間の撤てつ退たいを手伝っては来た。

　だが、今、やるべき事は、羽は柴しば側がわの一いち員いんとして、

「やってやるよ……！」

　目の前の相手を倒す。そういう事だ。

　そして忠ただ興おきが、肺はい腑ふに息を入れ直した直後。敵が来た。

　忍にん者じやの姿すがたが、右手側の壁へき面めんに現れたのだ。

　違った。

　否いな、右手側の壁面にいるのは確かだ。だが、それだけではない。

　左手側の壁面、そこにももう一つ、同じ姿があったのだ。

　分ぶん身しんだ。

　忍者の基本、そして奥おう義ぎと言われる忍にん術じゆつである。
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　点てん蔵ぞうは、己おのれの戦せん術じゆつを決めた上で、一いつ切さいの手を抜かない事にした。

　この少年は、きっと達たつ人じんだ。今はそういう風ふうに己おのれを発はつ揮き出来ないかもしれないが、現げん場ばを重ねれば確実に伸びると、そう思える。

　何しろ真ま面じ目めで、基本を持っている。その上で、新しいものや、未み知ちのものへの対たい応おうを考える事が出来、更さらには、

　……確実に、繁しげ長なが殿どのとの戦せん闘とうの時より、対応力りよくが上がって御座るな！

　成長している。

　ならば、と点蔵は思った。

　……確実に、この少年を連れて帰らねばならんで御ご座ざるな！

　彼の状況など、よく解わかる。

　ネルトリンゲン。失われる妻つま。そして敵と味み方かたという立場。

　自分も、近きん似じの経験があるのだ。

　無む論ろん、彼と自分は同じではない。彼に同どう情じようしたり、理解を示したところで、それは上から目め線せんの行いでしかない。だが、

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　この少年を連れて行けば、一つの命を救う手て立だてにとって、大きなプラスとなる。

　それは同情でも、個人的な感情でも無い。

　事実だ。

　だから点てん蔵ぞうは手を抜かない。全ぜん力りよくでその〝事実〟を確かく保ほしようと、そう決めた。

　点蔵は息を吐く。

　ここで使用する分ぶん身しんの術じゆつは、滝たき川がわがミトツダイラを相手に使ったような実じつ像ぞう分ぶん身しんではなく、虚きよ像ぞう型がたの術だ。

　防ぼう御ぎよや回かい避ひに優れた敵に連れん打だを入れるための実像分身は、そういった行為をしない狙そ撃げき手しゆ相手には用いる意味が無い。むしろこちらが攻こう撃げきを受けぬよう、しかし攻め込むために、ここでは虚像型の分身を選択する。

　基本だ。

　点蔵は、身を消したまま息を吸う。

　虚像分身の術は、動く全身を、動どう線せんでは消し、静せい止し点てんにて明かす事で、己おのれを分身させる技だ。ストップと、ゴー。その即そく座ざの切り替えを行う全ぜん身しん運動であり、五ご体たいを動かすには呼吸が大だい事じとなる。

　息を吸えば身に力は入るが、動どう作さが遅くなる。だから、息と力を同時に抜いて動く。

　これが、基本的な分身の術のコツだ。それを正しく行えば、

「────」

　いける。

　人にん数ずうは手始めに二人。

　だが、と点蔵は思った。この程てい度どで、基本を示したと考えるのはおこがましい、と。

　自分は非ひ襲しゆう名めい者しや。それが襲名者を相手にするならば、全力を尽くすべきだ。

　そして何よりも、

　……見事で御座ったな。

　P. A. Odaの重じゆう臣しん。滝川・一いち益ますの事だ。

　彼女が使った分身の術は、自分が今いま用いているものよりも高度な実像分身。

　自分がやっても、二、三人の分身で、五秒程ほどが限界だろう。

　だが滝川は、五人という人にん数ずうをもって、長ちよう時間の戦せん闘とうを行った。それも恐らくは、ミトツダイラで二戦目だ。

　そんな実力者が自じ勢せい力りよくにいた事を、長なが岡おかは知っているだろう。

　ならば、中ちゆう途と半はん端ぱでは、駄だ目めだ。

　滝たき川がわは去った。自分が代わりになれる訳わけもないが、己おのれは武蔵むさしの第一特とく務むとして、

「参まいるで御ご座ざる」

　点てん蔵ぞうは、前に出た。

　基本を重ねたその数は、三十を超えていた。
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　囲まれる、という錯さつ覚かくを忠ただ興おきは得た。

　既すでに彼ひ我がの距離が十メートルを切っているせいもあった。そこに発生した多量の敵は、もはやこちらにダッシュを掛けるというよりも、膝ひざ蹴げりから飛び込んで来るような動きだ。

　……どうする!?

　虚きよ像ぞうとはいえ、本ほん体たいの残ざん像ぞうである分ぶん身しんだ。術じゆつ式しきのように流りゆう体たいで出来ている訳ではない。

　だが自分の三十六歌か仙せんは今、狙そ撃げき状態だ。もう一本を使用するにもタイミングとして遅い。

　教きよう本ほん的てきな解答としては、〝虚像を吹き飛ばせばいい〟、というのは解わかる。

　虚像分身は高速の行き来と静せい止しの繰り返し。ならば、それを止めるには、

「これか……！」

　忠興は動どう作さした。

　それは、完全な思いつき。教科書しよにも、訓くん練れんのセオリーにも無い事だったが、

　……対たい処しよとしては、これで正せい解かいなんだろ……!?

　忠興は、長ちよう銃じゆうの発はつ射しや機き構こう部分と、銃じゆう身しんを分ぶん解かい。発射機構を壁に押しつけるようにして、

「暴ぼう発はつだ」

　声をつけて、射しや撃げきした。
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　遺い跡せき壁へき面めん上じようで炸さく裂れつしたのは、弾だん丸がんよりも、その発射時に圧あつ縮しゆく破は裂れつした術式火か薬やくだった。

　少年が使用するのは、実際の火薬と、術式符ふとの細さい分ぶん加工品。爆ばく発はつ力りよくと安定性を上げていたため、その一いち撃げきは超ちよう短たん距離の衝しよう撃げき砲ほうとなり、更さらには壁に激げき突とつする事で拡かく散さん反はん射しやした。

　反はん動どうの強さに、銃身側を持って引こうとした少年の左腕うでが、僅わずかに遅れた。

　衝撃波に左の袖そでが裂さけ、腕が打だ撃げきされて跳ね上がる。

　しかし彼は、己の銃身を離さなかった。

　代わりに、壁面上で力が離り散さんした。大だい音おんが生じ、空気の裂れつ帛ぱくが力となって周囲を刻んだ。

　成果は確実である。

　忍にん者じやの分ぶん身しんが一いつ気きに揺れたのだ。
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　忠ただ興おきは、視し界かいの全ぜん域いきで敵を確かく認にんした。

　……分身を、これで見切れるだろ！

　動どう線せん上じようを移動している際に作られた分身は、やはり次の動きを考えている。ゆえに衝しよう撃げきが走った時、その姿すがたは、次の動きへと向かう己おのれを打たれ、確かに震しん動どうした。

　揺れたのが、残ざん像ぞうだ。

　だが、揺れない者がいる。動きの最さい先せん端たんにて、今の衝撃を超えた姿が、だ。

「──お前か」

　忠興は見た。自分の左手側。短たん刀とうを下向きに、自分へと構え降ってくる姿があるのを、だ。

　この衝撃の中、その姿は揺れていない。

　……こいつだ!!

　反応している間に刃やいばが来た。真ま上うえから、垂すい直ちよくに刃は先さきを落としてくる落らつ下かの一いち撃げきだ。

　だから忠興は回かい避ひした。

　左腕うでだ。左の肘ひじから先が、衝撃を喰らって跳ね上がっている。

　その動きを利用して、忠興は屋おく上じよう縁べりをウエストで転がるように右に身体からだを回した。

　直後。左からの刃が振り下ろされ、屋上の縁に突き刺さった。

　……かわした！

　と、仰あお向むけに近い姿し勢せいになりながら、忠興は、更さらに身を動かした。

　両手にある長ちよう銃じゆうを腰のハードポイントに叩たたき込み、用意してあったもう一本を手にしたのだ。

　突とつ撃げきされたならば撃うつ暇ひまも無かったろうが、今の状況なら間に合う。

　そして忠興は、身体を上下反はん転てんした事で、今や右手側となった敵に視線を向ける。

　相手の姿を確認した。

　多た重じゆうの分身が消えていく壁へき面めん上。

　こちらの右手側で、迂う闊かつにも短刀を屋上縁に突き刺したその姿。忍者の影は、

「……は？」

　そこに忍者はいなかった。

　ただ、屋上縁に短刀だけが突き刺さっている。
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　……何だよ……。

　驚くな、と忠興は己に念じた。

　目の前にあるものは、噓うそでも何でもない。事実なのだ。

　多た重じゆうの分ぶん身しんは、もはや無い。そして自分が見たのは、揺るがぬ動きでこの短たん刀とうを振り下ろしてくる忍にん者じやだった。だが、

　……何だよこれ。

　今、目の前にあるのは短刀だけだ。強い力が込められていたのか、突き立ったまま、柄つかが軽い震しん動どうを得ている。

　その刃やいばの突き立つ屋おく上じよう縁べり。遺い跡せきの構こう造ぞう材ざいは、夜よ目めにも白い。

　忠ただ興おきは、眼がん前ぜんの屋上縁を見て今こそ気付いた。そこに着ちやく地ちの足あし跡あとも何も無い事を、だ。

　ならば、

「錯さつ覚かくか……！」

　忍者は、分身の上に、一つの手を重ねたのだ。多重の虚きよ像ぞう分身の中、紛まぎれさせるように、別の〝分身〟をそこに叩たたき込んだ。

　演えん技ぎ、というべきだろうか。物体一つの動きを操そう作さする事で、誰だれかが持って、扱っているかの如ごとき見せかけを行ったのだ。

　多た重じゆうの分身の中、落ちて来た刃を見た時、自分はまずその白はく刃じんに反応した。

　そして幾いくつもの分身がある中、揺れずに落ちて来た短刀に〝揺れぬ持ち手〟を錯覚した。

　錯覚分身だ。

　虚像ばかりの陰に隠かくれて仕込まれた錯覚。その証しよう拠こは、今、目の前にある。

　……くそ！

　そうあって欲しい、というこちらの期待を、利用されたのだ。

　……やられた……！

　敵は何ど処こにいる。

「それは──」

「ここに御ご座ざる」

　即座の声が響ひびいたのは、後ろだった。

　壁へき面めん側がわの、屋上縁すれすれの位置。縁に仰あお向むけとなって夜空を見上げる自分に対し、壁に貼はり付いたまま、首の真ま後うしろとなる場所だ。

　……まさか……！

　忠興は、敵が為なした技を、今こそ理解した。

　敵は、分身と錯覚をこちらに多重で投げかけながら、

「〝消しよう失しつ〟し続けていただと……!?」
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　見事な理解に御座るな、と点てん蔵ぞうは思った。

　確かに、自分は、ずっと消え続けていた。

　最初のフェイントから姿すがたを消した時。あれがスタートだ。

　あの時、自分は単純な隠おん密みつ技わざを用いた。

　左右に振って、高速で行くように見せかけ、実は壁へき面めん上じように貼はり付いたのだ。

　身を伏せるのは、隠密技の基本中ちゆうの基本。

　だが、よく見るようなフェイントからいきなり行い、

　……分ぶん身しんで御ご座ざるな。

　分身の術じゆつも、基本的な虚きよ像ぞう分身だ。数は多いが、狙ねらいは、壁面を這はって忠ただ興おきに近付く自分を隠かくすためのもの。続いて行った短たん刀とうの錯さつ覚かくも、這う最後の手の振りで、短刀を縁へりに突き刺したものだ。

　格かく別べつ、変わった事はしていない。ただ、

「確かく保ほさせて戴いただくで御座る」

　点てん蔵ぞうは、既すでに次の動きを放っていた。

　己おのれのマフラーのスペアを手に取り、壁面側から忠興の首に引っかけたのだ。
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　忠興は、抵てい抗こうした。

　身体からだは、屋おく上じよう縁に背をついて、天てん上じようを向いている。このままだと、壁面側から首に掛けられたマフラーは、下に引かれるだけでこちらの首を絞しめ込んでくる。

　させない。

　忠興は絞まるマフラーと首の間に手を差し込み、絞め落としを避けようとする。

　右手は三十六歌か仙せんの片かた割われを摑つかんでいる。長ちよう銃じゆう状態を解かい除じよして、銃じゆう鎖さ刀とうに変へん形けい。

　この至し近きん距離ならば、絶対に当たる。肩かた越ごしに後ろへと構える姿し勢せいになるが、

　……やってやるよ……！

　そして忠興は銃鎖刀となった三十六歌仙を掲かかげ、壁面の忍にん者じやに向けた。

　肩越しで、盲もう管かん射しや撃げきだ。だが、もはや忍者も壁面にいて、マフラーを介かいしただけの距離にいるのだ。

　外さない。そして忠興は決めた。これが自分の〝やるべき事〟だと。

　撃うつ。

　三十六歌仙。射撃発はつ動どうの鍵かぎとなるのは、己の声だ。だから忠興は口を開け、

「────」

　だが、声が、出なかった。

　マフラーだ。

　手て指ゆびを差し込んで頸けい動どう脈みやくを守ったつもりだが、足りなかった。

　忍にん者じやの絞しめ付けが、こちらの気き道どうを押さえたのだ。
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　……く……！

　忠ただ興おきは、焦あせりを得た。

　敵がどうしてマフラーを使用したのか、今いま更さらながらに理解した。

　殺すつもりでも、仕し留とめるつもりでも無い。敵は、自分を無む力りよく化かしに来たのだ。

　射しや撃げきをさせぬため、声を止める。

　こちらの動きを完全に読まれ、対たい処しよされているとしか言いようが無い。

　くそ。

　だが忠興は、声をあげた。もはやマフラーで屋おく上じよう縁べりに引っ張られ、貼はり付かされているような状態だと言うのに、大きく顎あごを開けた。

　そして喉のどを通し、忠興は叫んだ。

　すると、声が出た。

「か……」

　喉を圧あつ迫ぱくされ、壊こわれた息が漏もれただけだった。

　いつもの、自分の耳にも通る声ではなく、喋しやべるための響ひびきですらもない。

　ただ、詰まったような咳せきが出ただけ。そして、

　……え？

　忠興は、いきなり脚あしが浮いたのを悟さとった。

　気付けば、屋上縁に引っ張られ、吊つられるようになっていた身体からだが、腰を突き上げるように空に回り、

「────」

　忠興は、己おのれの首を支点に、空中へとぶん投げられていた。

　首くび投なげだ。

　そして忠興は、虚こ空くうに吹っ飛ばされながら、一つの声を聞いた。

「──投とう降こうは、させぬで御ご座ざる」

「な……!?」

　何な故ぜだ、と忠興は思った。そのために来たのではないのか、と。

　だが、続く言葉が、こう告げられた。

「ここで、一度〝死ぬ〟のもよう御座ろう」
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　点てん蔵ぞうは、壁へき面めんから忠興をぶん投げ、かつての事を思った。

　これはかつて、自分の大だい事じな人が経た事と同じだ。

　一度〝死〟に、自分を改める。だが、この〝死〟は、己おのれを消してしまうのではなく、そのままに、過去を持ちながら、改める。

　禊祓みそぎと、そう言えるかもしれない。

　少年にはまだ解わからない事だとは思い。しかし、夜の闇やみ、下に広がる流りゆう体たいの森へと落ちた忠ただ興おきに、点てん蔵ぞうは静かに言った。

「──成果は出していたで御ご座ざるよ、長なが岡おか殿どの」

　と、点蔵は、壁に貼はり付いたまま、自分の左肩かたを叩たたいた。

　その肩から、夜に飛沫しぶいたものがある。

　先さき程ほど長岡が暴ぼう発はつを行った際、飛んだ弾だん丸がんによる銃じゆう創そうの血ち飛沫しぶきだ。

「長岡・忠興、──武蔵むさし第一特とく務むを負ふ傷しようさせ、相あい打うちに御座るな」

　言って、点蔵は少年の落ちた先に視線を向けた。

　そして点蔵は一ひと息いきつき、頭を搔かき、壁面に立った。

「説せつ教きよう臭くさいのは苦にが手てで御座るなあ」

　表示枠サインフレームを開き、

・十ＺＯ：『あ、ミトツダイラ殿？　出来れば下、銀ぎん鎖さで長岡殿を拾って下され』

・銀　狼：『既すでにキャッチしてますわよ？　あと、今の画が像ぞう、拾われてましたわよ？

　──第一特務の首くび投なげからの落らつ下かによって、羽は柴しば勢ぜい、長岡・忠興が始し末まつされたのではないかと、そんな話が羽柴側では生じてますわね。あと……』

・十ＺＯ：『あと？』

・傷有り：『点蔵様！　負傷されてらっしゃいますね!?　は、早く治ち療りようを！』

　メアリが率そつ先せんして話しかけてくるのも、久しぶりな気がする。だが、

・現役娘：『あらあら、私の森の中にいれば大丈夫ですわよ？　私の味み方かたなら、加か護ごの付ふ与よですぐに回復してしまいますもの？』

・傷有り：『だ、駄だ目めですっ！』

　メアリが叫び、しかし、すぐに自分の発言の意味に気付いたらしい。

・傷有り：『あ、い、いえ、今のは、その、点蔵様の負傷が治らないといいという事ではなくてですね。ええと、あの……』

・金マル：『メーやん超ちよう熱あつい……』

・●　画：『恐きよう怖ふを司つかさどる大だい精せい霊れいと、英国を支える大精霊の血けつ族ぞくが戦せん闘とう開始？』

　いや、まあ、と点蔵は言った。

・十ＺＯ：『こっち、自分で応おう急きゆう処しよ置ちをして行くで御座るから、傷のクリーニングなど、メアリ殿に頼みたいで御座るよ。出来るで御座るかな？』

・傷有り：『Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　出来るで御座る、ます！』

　向こう、周囲で皆がどういう顔をしているか、想そう像ぞう出来る気がする。だが、

「任にん務む完了で御ご座ざる」

　言葉を作る視線の先、西の空に、一つの鉄てつ塊かいが見えている。

　小型輸ゆ送そう艦かんだ。大だい遺い跡せきの東側入口に停まっていた艦が、橋はし上うえの皆を回かい収しゆうするため、上じよう昇しようを開始したのだ。それはつまり、

「──江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はし、状況クリアに御ご座ざる！」
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「人狼女王レーネ・デ・ガルウ」

　小型輸送艦による回収予よ告こくの情報を表示枠サインフレームで受けながら、成なる実みは最さい前ぜん線せんに立つ後うしろ姿すがたに声を掛けた。

　幅五十メートルの橋上。袂たもとからこちらには流りゆう体たいの森が広がっている。自分達は、前に出ている人狼女王の背後、斜しや面めんの段だん差さなどに隠かくれて、敵の出で方かたを窺うかがう状態だ。

　何かあったら、前に出る。

　だが、不ふ用よう意いに出て、敵を刺し激げきしても駄だ目めだ。

「──人狼女王」

　もう一度、成実は小さな声で呼びかけた。

「貴女あなたなら、そこにいる敵の前線を全て跳ね返す事も可能だと思うわ。ただ、あまり刺激しないで欲しいわね」

「Ｔｅｓテスタメント．、私の目の前にいる敵の部ぶ隊たいは、残ざん存ぞんを含めればまだ小しよう勢せい力りよくを保てますものね。

　ここに私がいる事で、諦あきらめてくれればいいですけど、居い座すわられたり、転てん進しんして里さと見み勢ぜいの方に向かわれても、また面めん倒どうですわ」

　戦せん況きようをよく理解している。ただ、それは、

・銀　狼：『御お母かあ様さま、やはりここに残りますの!?』

・現役娘：『ネイト？　寂しいなら、里見解かい放ほうの後でそっちまでダッシュしてもいいんですのよ？　お父とうさんをスタンドで二回くらい補ほ給きゆうすれば大だい丈じよう夫ぶですわ。あ、廃ハイ屋オクがあればそれで』

・銀　狼：『……御母様？　副ふく長ちよう級が各かつ国こくの国こつ境きよう無視してダッシュ通過とか、国こく際さい問題になりますわよ？』

　自分の場合だとどうかしら、と成実は思いかけ、

　……何だか最近、そればっかりね。

　自分主しゆ体たいで動いていないという事だろう。やはり自分は現げん場ば派はだと、改めて自覚する。

「成実、どうした？　ヤキソバが食いたいか」

「……凄すごい飛ひ躍やくを聞いたけど、今はどちらかというとチキン刀とう削しよう麵めんね」

　あ、でも、

「帰ったらカレーよ、その筈はず」

「じゃあカレーヤキソバとカレーチキン刀とう削しよう麵めんだな」

「寝る前にそんなもの食べる気？」

「じゃあ朝あさ飯めしだ」

「それがいいわね」

　向こう、武蔵むさし副ふく長ちようが、何か素す敵てきな発はつ案あんをしたような顔をこちらに向けているが、どういう意味かは考えないようにしておく。ただ、

「──あの、すみません！」

　正面。橋を渡った向こうから声がした。手を挙げて前に出るのは、可か児にとか言った、羽は柴しば側がわの新しん人じんだ。彼女は、向こうから見て森の奥にある遺い跡せきの塔とうを指さし、

「オッキー君をどうする気なんですか！　捕ほ虜りよにするつもりですか!?」







[image: 第四十四章『橋上の地主』]
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　点てん蔵ぞうは、流りゆう体たいの森もり上うえを西から近付いてくる小型輸ゆ送そう艦かんを見ていた。

　遺い跡せきの壁へき面めん上じよう、左肩かたに応おう急きゆう処しよ置ちの符ふを貼はっている最さい中ちゆうだ。点蔵はしかし、今先さき程ほど、相手方がたの可か児にが叫んだ台詞せりふを思い、

「長なが岡おか殿どのを、どうするか……、で御ご座ざるか」

　ふむ、と点蔵は顎あごに手を当てた。何しろ長岡は既すでにミトツダイラが銀ぎん鎖さで拾っているのだ。

　今いま彼は、気を失ったまま、森の中で待たい機き状態になっている筈はずだ。しかし、

　……あの少年をネルトリンゲンに連れて行くのがバレると、少々面めん倒どうに御座るな。

　稲いな留どめ・祐すけ直なおを、長岡屋や敷しき襲しゆう撃げきの現げん場ばに連れて行く、という建たて前まえはある。

　だが、彼は現状、羽は柴しば所しよ属ぞくだ。

　それを他国陣じん営えいとなる自分達たちが勝かつ手てに動かすとなると、面倒な事になる。

　……亡ぼう命めい手続きを先に済ませるべきで御座ろうな。

　長岡の意い思しがどうであるかは解わからない。が、武蔵むさし側がわの手続きとしては、お互いのトラブルを避けるためにも、そのような形がベストだろう。

　ゆえにここは、長岡の確かく保ほは極ごく秘ひとし、彼が目を醒さましたら亡命させるのが得とく策さくだ。

　無む論ろん、亡命をするという事は、羽柴勢ぜいから脱だつ却きやくするという事だ。家族や友人などとは、少なくとも一時的に縁えんが切れるし、本ほん人にんの意い向こうがまだ不ふ明めいでもある。そうなると、

「難しい問題で御座るなあ」

　メアリが武蔵に亡命した時に、似ていると言えば似ている。

　だが、メアリの方は、歴史再さい現げんゆえ、英国にいれば危険という判はん断だんがあった。

　長岡は違う。彼は、妻つまの身が危険に晒さらされるのを止めるために亡命する。

　……この差、どうで御座ろう。

　ふと気になって、点蔵は通つう神しんで聞いてみた。

・十ＺＯ：『トーリ殿』

・俺　　：『な、何で御座る、ます、かっ、点蔵様っ』

・十ＺＯ：『キモいで御座るなあ』

・俺　　：『はあ!?　何だテンゾー、オメエ、折せつ角かく俺おれが無む意味にメアリの真ま似ねしてんのに、メアリがキモいとでも言うのか!?　ああ!?』

・十ＺＯ：『メアリ殿は素す晴ばらしいで御座るよ。トーリ殿だけがキモいだけに御座るだけ』

・俺　　：『言葉で限定しまくるなあああああ!!』

・十ＺＯ：『──んで、トーリ殿、長岡殿をどうするで御座るか？』

　ああ、と馬ば鹿かは応こたえた。彼は気き楽らくな口く調ちようで、

・俺　　：『青で塗るか』
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・賢姉様：『フフ、愚ぐ弟てい！　そう言うと思って、賢かしこい姉がここにスカイブルーとミントブルーの墨すみを持って来てるわよ！　有あり難がたく使うといいわ！　感謝ミ──！』

・俺　　：『おお！　すげえな姉ねえちゃん！　賢い基き準じゆんが何ど処こにあるか不ふ明めいだけど、〝チンコにミント〟って曲きよく名めいみたいじゃね!?　シュワっと来ねえ!?　炭たん酸さんプレイか……！』

・賢姉様：『フフ、ちょっとテクノ系けいよね！　でもそれよく考えたら〝チンコにハーブ〟で喉のど飴あめ系けいだから瑞西スイス生まれのチンコキャンディーに謝ってくるのね！』

・ウキー：『いつの間にかチンコ＝ハーブになっておらんか』

・副会長：『というか、言っておくけど、瑞西、まだ明確に独立してないからな？』

・十ＺＯ：『おーい』

・俺　　：『はあ!?　何だテンゾー！　寂しいのか！　こっち来るか!?　んン？』

・十ＺＯ：『後でホライゾン殿どのに報告しとくで御ご座ざるよ？』

・俺　　：『……はい全員、ストップで──す。ハイ、ハイそこ白はく線せん越えないで──』





●






　いきなり通神帯ネツトが静まったのを点てん蔵ぞうは見た。

・俺　　：『で、テンゾー、何なに色いろよ』

・十ＺＯ：『反省全まつたく無いで御座るな!!』

・俺　　：『はあ!?　例えホライゾンが拳こぶしを構えて俺おれの前に立ったとしても、俺には浅あさ間まとネイトという味み方かたもいるし、土ど下げ座ざの用意もある！』

・あさま：『あ、トーリ君、その場合、甘えるなら先に殴なぐられてからにして下さい。そうじゃないとスジが通りませんから』

・銀　狼：『私としても、それは我が王おうとホライゾンの問題だと思いますのよ？　というか、私が絡むと、うちの試し作さく品ひんを持ち出された事への抗こう議ぎ分ぶんだけホライゾンの両腕うでが』

・俺　　：『味方あ──！　味方何処だ!?　だ、だけどテンゾー！　オメエ、ホライゾンに殴られた事ないだろ!?　へへーん！　羨うらやましいか！　俺の勝ちだ！　ざまあみろ！』

　人間、ここまで見み苦ぐるしくなれるものなので御座るな、と妙みような感かん慨がいを得た点蔵だったが、下にいるミトツダイラから言葉が飛んできた。

・銀　狼：『とりあえず長なが岡おか少年、銀ぎん鎖さで輸ゆ送そう艦かんまで持ち上げるには、何か支えのようなものがあった方が良いですわよね』

　さてどうしたものか。

　……一いつ旦たん、森に降りて、枝など使った担たん架かか、籠かごでも急ぎで作るようで御座るかなあ。

　と、そんな事を思った時だ。

　ふと、人狼女王レーネ・デ・ガルウから言葉が来た。

・現役娘：『ふふ、だったらネイト？　森の中には私の実じつ家かが再さい現げんされてますから、そこに行けばいいと思いますわ。流りゆう体たいで再現されたものばかりですけど、輸ゆ送そう艦かんに持ち上げるまでは壊こわれずに済む筈はずですもの』





●






　御お母かあ様さまも、たまには役立ちますわね……、とミトツダイラは素直に感動した。

　長なが岡おか少年を運ぶ物。

・銀　狼：『御母様、この過去再現の中、御母様の実家には、一体何なにがありますの？』

・現役娘：『そうですわね。とりあえず入口前まえの庭から、お母さんとお父とうさんがどのようにして二十四日を充実させたかの状況が、直後のものとして再現されてますわ。ネイト、ベッドなど勝かつ手てに直してはいけませんわよ？』

・銀　狼：『しょ、初しよ手てからその手のネタで来ましたわね!?　というか、長岡少年を乗せて運べそうなものはありませんの？　一いち畳じよう程ほどの物でいいんですのよ？』

　そうですわねえ、という母はは狼おおかみの言葉が表示枠サインフレームに流れた。

・現役娘：『キッチン、ありますわね？　入口から入って右。その奥に藁わら積ずみの物もの置おきスペースがありますの。そこの藁をどかすとある筈はずですわ？』

・銀　狼：『担たん架かか何かですの？　まさか御母様、御父様の救きゆう助じよ用ように？』

・現役娘：『ええ、そこに巨きよ大だいヘラジカから取った一畳大だいのベーコンが』

・銀　狼：『〝ええ〟じゃないですわよ！　そんなデカいベーコンを思い出に再現してる母親が何ど処こにいますの!?』

・現役娘：『ネイト、美お味いしい肉は美しい記き憶おくそのものですのよ……？』

　諭さとされて、ミトツダイラは、何となくそうかもと思い掛けて頭を左右に振る。

　実際、もう目の前に、件くだんの家を見つけているのだ。

　この流体の森は、母の実家周しゆう辺へんの風景と同じ形。木々の生せい育いく状況は違うが、IZUMOから母を追っていった森の面おも影かげが確かにある。

　気を失っている長岡を銀ぎん鎖さで作った小船に入れ、ミトツダイラはその船を残りの銀鎖で引いていく。

　頭ず上じようには、小型輸送艦が接近中ちゆうだ。

　この小船では、銀鎖の使用量りようが高く、少年を上まで運べない。だから、

　……代わりのものが無いかと思いましたけど……。

　母の実家。

　御お菓か子しの家は、当時から現在とあまり変わらない形けい状じようをしている。

「今よりチョコレートが多いかもしれませんわね」

　見れば、庭の柑橘みかんは背が低く、そして、

　……確かに、御お母かあ様さまの言う通り、当時の状況直ちよく後ごって感じですわねー……。

　庭。銀ぎん鎖さのオベリスクが突き立っている。自分が持っているものよりも大型で、外そと付づけの給きゆう鎖さ装そう置ちもまた大型だ。

　自分の物は戦せん闘とう用ようドレスやハードポイントパーツと一いつ体たい化か出来るものだが、この当時はそれこそオベリスクとして背が高いシルエットを作れるようになっている。

　こちらのものが本来の形で、据すえ置き用。

　自分の物は、携けい行こう用ようにシェイプアップされたもの、といったところか。

「銀鎖の由ゆ来らいを考えれば、解わかりますわね」

　この武ぶ器きは、元々、天てん使しを束そく縛ばくし、処しよ刑けいするためのものなのだ。

　携行するものではなく、処刑場じようにて据え置きのスタイルが本来の姿すがただ。

　……こうしてみると、銀鎖は鎖くさりの流りゆう体たい金きん属ぞくが詰まったオベリスクが本ほん体たいで、給鎖装置は時代や使用者によって変えられる、という設計なんですのね……。

　自分の銀鎖が、再さい現げんのオベリスクを気にするのを、ミトツダイラは指で引いて止める。

　……ここで、自分の武ぶ装そうの勉強会をしていても意味がありませんわね。

　必要ならば、母の実じつ家かをもう一度訪おとずれて調べればいいだけの事だ。

　今、大だい事じなのは、

・銀　狼：『……御母様、人が入るような大きな桶おけか何かありませんの？』

　あるとしたら水道、もしくは水みず場ばは何ど処こだろうか。

　解らない。

　何しろここを訪ねたのはIZUMO戦の時が初めてだ。もはや他た人にんの家と言っていい。

　だが、窓から覗のぞける家の中、幾いくつかの光こう景けいが切り替わっていくのが見える。

　人ひと影かげは、父と母だ。

　影なのでよく解らないが、勉強をしたり、楽がつ器きを弾はじいたり、広げた表示枠シーニヤカドルを覗き込んだりと、二人の時間が覗きみ出来る。

　……仲がいいですわね。

　領りよう主しゆと人狼ルウガルウ。狩かる者と狩られる者。このいきさつは母からよく聞いたし、歌にもなっている位だ。ええ、昔は内容知しらずによく唄うたって、最近はわだかまりも無くなって、リメイクを自分なりに空詠みカラオケで唄うようになっていますけども。でも、

「────」

　二つの影が仲良くしている光こう景けいがちらりと見えて消えていく。

　その回かい想そうを見たり、気け配はいを感じるたびに、ミトツダイラはこう思うのだ。

　……私、御母様と御父とう様のこういうの、ちゃんと見てないですわよね。

　領主と人狼女王レーネ・デ・ガウル。

　王おうと狼おおかみ騎き士しと、どう違うだろうか。

　母が父の後ろから回り込み、その身体からだを背から抱いている。二人は、表示枠シーニヤカドルを見て、

「…………」

　二人が父の座る椅い子すごと引いたのは、恐らく驚きよう嘆たん番組かホラー系けいでも見ていたのだろう。母が父ごと椅子を戻し、お互い笑い合う雰ふん囲い気きが伝わってくる。

　……成なる程ほど……。

　ミトツダイラは思った。私も、我が王と、あの位は有りなのかもしれませんわね、と。

・現役娘：『ネイト』

・銀　狼：『え!?　あ、はいっ、な、何ですの!?』

・現役娘：『キッチンの裏うら手て、回ってみなさいな。そこに、獲え物ものを解かい体たいする際に使った大きな桶おけがある筈はずですわ』

・銀　狼：『血ち桶おけに人を入れて運ぶつもりですの？』

・現役娘：『今は流りゆう体たい存在ですのよ？　それに、穢けがれたものを恐れず昇しよう華かする事でハレに通じるのは、貴女あなたの所しよ属ぞくする神しん道とうでしょう？』

・あさま：『よく知ってますね……！　ミトのお母かあさん、神道は掛け持ちオッケーなので、毎日のヨゴれなど気になる場合は是ぜ非ひ……！　今なら狼系けいの三みつ峯みねや木き野の山やまも紹しよう介かい出来ますよ！』

・銀　狼：『いきなり飛び込んできて神道営業するのはどうかしてますのよ……！』

　母も、あらあら、などと拒きよ否ひしないのがある意味有あり難がたい。

　余よ裕ゆうがあるのは良い事だ。だが、

「と」

　キッチンの裏うら手て。確か、先せん日じつ来た時に、メアリ達と家の構こう造ぞう材ざいである菓か子しをもぎ取ったのが、その方向だ。だから銀ぎん鎖さを引き、裏手に回ったミトツダイラは、

　……これですわね。

　キッチン側の入口の横、大きな桶が立て掛けてある。先日行った時もあったような気がするが、記き憶おくを作っているだけかも知れない。

　ともあれ桶を銀鎖で取って、長なが岡おか・忠ただ興おきを寝かせておく。

　あとはこの桶を銀鎖で持ち上げ、回かい収しゆうして貰もらうだけだ。

　……私の方も、任にん務む終了、というところですわね。

　と、そう思った時だ。ミトツダイラは、あるものを見た。

　オベリスクを地面に打ち込む時に使ったのだろうか。小こ屋やの脇わきに、大きな銀の色が立て掛けてある。

　銀ぎん十じゆう字じだった。

「……大きいですわね」

　当時から、形けい状じようは変化無ないようだ。母専せん用よう、という事で、作り替えなど必要としなかったという事だろうか。

　そして視線を動かしたミトツダイラは、別のものも見つけた。それは、

「……銀釘アルジヨント・クルウ？」





●






　銀十じゆう字じの横。並べて立て掛けてあるのは、二本の十字塔とうだった。

　銀釘。

　先さき程ほど、糟かす屋や・武たけ則のりが使用していた武ぶ装そうだ。だが、

「……形が違いますわね」

　良く見るまでも無い。展てん開かい部分が無いのだ。しかも一回り大きい。

　恐らくは釘くぎ杭くいを打ち込む武装として固定。爪つめも出せなければ盾たてにもならない。

　形は似ているが、別べつ物ものだ。

・銀　狼：『御お母かあ様さま』

・現役娘：『……ネイト、やはり気付きましたの？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷うなずいた。

・銀　狼：『否いや応おうなく気付きますわ。これは……』

・現役娘：『ええ、馬ば鹿かでも気付きますわね。……まさかお父とうさんに、短いながらも攻め捲まくりの時間帯たいがあった事を。あ、全体の４８０ターンの内、12ターンくらいですけど』

・銀　狼：『どんだけ搾さく取しゆしてましたの──！』

・現役娘：『何なに言ってるんですのネイト。私から12ターン奪うばう事が貴女あなたに出来ますの？』

　付き合ったら負け、と、そんな事を思いながら、ミトツダイラは言う。

・銀　狼：『……糟屋・武則の銀釘、ありましたわよね？』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、元気な子でしたわね。あの子の武ぶ器きが？』

・銀　狼：『御母様の実じつ家かに、似たようなのがありますわ』

・現役娘：『ええ、確かに、ありましたわね』

　言質げんちは取れた。ゆえにミトツダイラは問うて行く。

・銀　狼：『──形と機き能のうが随ずい分ぶん違うので別物のようですけど、あのような装そう備びは、人狼種しゆ族ぞくに伝わっているものですの？』

　んー、と母の思し案あんの声が見えた。口くち元もとに指を当てているところまで想そう像ぞう出来るが、

・現役娘：『ぶっちゃけ、よく解わかりませんの』

　母が、あっさりと諦あきらめを告げた。

・現役娘：『うちの銀装そう備びは、私の母の代で得たものですもの。英えい仏ふつ戦争、聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アークの処しよ刑けい場じようから回かい収しゆうした銀の処刑道具の改かい変へんが銀装備ですのよ？　うちは女じよ王おう家か系けいで、当時の仏ふつ軍ぐんの左さ翼よくを担になってましたから、それらの装備を得る権けん限げんがあった筈はずですけど──』

・銀　狼：『他は知りませんの？』

・現役娘：『私の代では、既すでに欧おう州しゆうの森も断だん裂れつしていましたもの。人狼達たちの多くは散り、遠えん方ぽうの森に住まう者達までは、私の麾き下かであっても面めん識しきまでありませんわ。

　──黒い髪かみの人狼。そんな氏し族ぞくなど、私も知りませんのよ？』

　そうですの……、と呟つぶやき、ミトツダイラは流りゆう体たいで出来たかつての再さい現げんを見る。

　ここに置かれている銀ぎん装そう備びの内、銀ぎん鎖さは母を押さえて緊きん縛ぱくプレ……、まあとりあえず当とう初しよの目的としては束そく縛ばくのために用いられた。銀十じゆう字じはその打ち込みだろう。

・銀　狼：『この銀釘アルジヨント・クルウは、何のために？』

・現役娘：『……お父とうさんの恥はじになりますので、言いませんわよ？』

　……ああ。

　父が、もしも正しく〝杭くい〟を持って来なかった場合、これを使えと、そういうつもりだったのだろう。

　父はこれに気付いていたのだろうか。

　それとも知らないままなのだろうか。

　解わからない。

　ただ、今の自分として気になるのは、

・銀　狼：『御お母かあ様さま、実じつ家かに、これはありますの？』

・現役娘：『んー……、多分、納な屋やに格かく納のうしてある筈はずですのよ？』

　……気軽い……。

・銀　狼：『……盗ぬすまれていたら、どうしますの。一体』

・現役娘：『大だい丈じよう夫ぶですわよ。土ど着ちやくの仕し置おき術じゆつ式しきを掛けてありますもの。どういうのか知ってみたいと思いません？　ネイト』

・銀　狼：『いえ、神しん道とうの方で間に合ってますわ……』

　ただ、とミトツダイラは言葉を重ねた。

・銀　狼：『──夏休みにでも、ちょっと確かく認にんしてみてはどうですの？』

・現役娘：『じゃあネイト、御お願ねがいしますわ。──あ、そうですわね。貴女あなたの王おう様さまにも依い頼らいしておきますので、行ってきなさいな』

　……藪やぶ蛇へびですのよ──!!

　流石さすがに身が竦すくむ。

　母からの言葉が無く、妙みような間が空あいているが、間違いなく、王に連れん絡らくを取っている。

　王はきっとホライゾンに話をして、その判はん断だん待ちになるだろう。

　……だ、だからそれまでは、返答ありませんわよね。

・俺　　：『んー、じゃあ、ネイト、夏休み辺りにでも、ママンの御お菓か子しの家にもう一回行くか。ジャムの仕込みもしておきてえし』

・銀　狼：『ちょ、ちょっと我が王おう!?　ホライゾンの判はん断だんは!?』

・俺　　：『お、俺おれの全ぜん権けんがホライゾンに握られてるように言うなあぁぁ！

　つーか、ママンに依い頼らいされた訳わけだし、確かに俺の隣となりはホライゾンだけど、御お伺うかがいを立てなきゃ何も出来ねえってんなら、そりゃ平行線せんのまんまだぜ？

　行くのは、決まり。──だから後でホライゾンに話すけど、行くのは変わらねえ。

　そういうもんだろ』

　その言葉に、ミトツダイラは、ややあってから頷うなずいた。

　彼に見えないけど、頷いた。

・銀　狼：『わ、我が王が行くというなら、私も同どう道どうしますわ』

　王が来ると言う事は、隣のホライゾンも来る筈はずだ。智ともと喜き美みはどうだろう。しかしおそらく、多分、物もの好ずきな連れん中ちゆうもついてくる筈はずで、

　……地じ獄ごくになりますわね。

　食料が豊富そうなのが有あり難がたい。巨きよ大だいヘラジカのベーコンはまだあるだろうか。というかこれ、夏休みのキャンプ、といったところですわよね、と、そんな事を想そう像ぞうして、

　……な、何で騎き士しのロマンスとか、そういう風ふうに想そう像ぞう出来ませんの……!?

　性しよう分ぶんというか、習しゆう慣かんというか、武蔵むさし文化だろう。一生どうとも出来ない気もする。そして、

「あ」

　直ちよく上じように小型輸ゆ送そう艦かんが来た。

　自分も、ここから撤てつ退たいする必要がある。

　見れば、輸送艦からは、フック付きの牽けん引いん帯たいが伸びてきている。

　長なが岡おか・忠ただ興おきの桶を掲かかげ、空に持ち上げながら、ミトツダイラは、ふと、視線を動かした。

　御お菓か子しの家の中。そこでは、父と母の思い出が再さい現げんされている筈。

　……御お母かあ様さまと御父とう様の、大だい事じな記き憶おくですわね。

　そして窓の中、見えた光こう景けいがあった。牽引帯のフックに銀ぎん鎖さを引っ掛け、ここから立ち去る自分にとって、最後に見る母の思い出だ。

　自分がいた。

　先日の事だ。この御菓子の家で、朝あさ方がたに母と合流して、朝食を頂いただいたのだ。

　王が調ちよう理りして、サーブして。

　自分は母に警けい戒かい心しんと敵てき対たい心しんを露あらわにしていて。

　だが、その光景が、影として再現されていた。

　……御母様。

　今まで何度も負けた負けたと思っていたが、今回が一番そうかもしれない。

「全く。……どうせ五秒後ごくらいには評ひよう価かがひっくり返るような言げん動どうするんでしょうけど」

　ミトツダイラは、上じよう昇しようし、母の森を去っていきながら、こう呟つぶやいた。

「──私も見習いますわ。敵を勝かつ手てに作るより、何もかも幸いに捉とらえ、過ごしていく事を」
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　可か児には、武蔵むさしの小型輸ゆ送そう艦かんが接せつ近きんしてくるのを確かく認にんした。

　先さき程ほどから見ていて、気になる事が一つあった。

　小型輸送艦が遺い跡せきの塔とうを通つう過かする直ちよく前ぜん。森の中から、桶おけ様ようのものと、武蔵むさしの第五特とく務むを回かい収しゆうしたのだ。

　……あれに、オッキー君が入ってませんか!?

　知ち人じんが捕ほ虜りよとして確かく保ほされるのは避けたい。襲しゆう名めい者しやにとっては、不ふ用意な捕ほ縛ばくの事実などは、襲名解かい除じよの口こう実じつにもされる事なのだ。

　先せん輩ぱいとして。また、地じ元もとの知ち己きとして、可児は声を放つ。

「すみません！　あの桶、何なんですか!?」

　問うた先、地面から生はやした木を手しゆ刀とうで水平に割った人狼女王レーネ・デ・ガルウが振り向いた。彼女は、直ちよつ径けい二メートルはある切り株かぶに座ると、膝ひざを斜めに揃そろえ、

『あれは、うちの桶ですのよ？』

「そういう事じゃありません！」

『じゃあ正確に言いますわ』

　人狼女王が、一つの頷うなずきと共にこう言った。

『──あれは私に所しよ有ゆう権けんがある我が家のファミリー桶ですの』

「い、言ってる事こと同じです！」

　ええと、と可児は正しい極きよく東とう語ごを心掛けた。

「あの桶の正しよう体たいは何ですか！」

『ええ、──流りゆう体たいで構成された調ちよう理り用よう木の桶Ｓサイズですの』

「あれでＳサイズ!?」

『ええ、もっと大きいのをバラす時は庭でやった方が早いですもの』

　そうなんですか！　と声を作ると、横に来た糟かす屋やに無む言ごんで肩を一回叩たたかれた。

「──でもそういう事じゃありません！　あの桶の目的は何ですか！」

『仕方ありませんわね』

　ふふ、と人狼女王が頰ほおに手を当ててこう言った。

『調理用ですの』

　戻りました！　と可児は思った。感覚からすると、二歩進すすんで三歩戻もどった気がする。

　どうしましょう！　と思し案あんすると、通つう神しんが来た。

・浅　野：『もー、こーなったらストレートに聞いちゃえ可児さーん』

　状況は通じているらしい。だから、可児は浅あさ野のの指し示じ通りに問うた。心に思っている事をストレートに、だ。

「調ちよう理りって、何を作るんですか!?」

　糟かす屋やが肩に手を乗せてきた。

「──違いました！」

『あら、残念ですわね』

　ええと！　と心の中で言葉を選んで、可か児には言った。

「あの桶おけに、オッキー君入はいってませんか!?」

　あらあら、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが首を傾かしげた。

『なかなか鋭いですわね。入ってませんわ』
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・金マル：『……今、認めた上で否ひ定ていしなかったかな？』

・銀　狼：『さっきの私の中での評ひよう価かが！　評価が！』

・あさま：『ミト、こういうものだと諦あきらめた方が……』
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　大体、と人狼女王が言う言葉を、可児は聞いた。

『いいですの？　今、私の森林がこう、広がってますわね。──ふふ、何となく発はつ禁きんっぽいですわね、私の森林、って。でもそれはそれとして、これは、私そのものですわね？』

「Ｔｅｓテスタメント．！　その通りです！」

　Ｔｅｓ．、と向こうも頷うなずいた。すると、

『先さき程ほど、武蔵むさしの忍にん者じやが、遺い跡せきの塔とうから、私の森林に少年を投げ落としましたわね？』

「はい！　オッキー君です！」

　じゃあ、と人狼女王が言った。

『うちの敷しき地ちに落ちたものはうちのものですの』





●






・労働者：『おい、ミトツダイラ……』

・銀　狼：『ぎ、疑問に思っては相手の思うツボですのよ!?』

・十ＺＯ：『というか、もはや長なが岡おか殿どのを拾ったのを認めて御ご座ざらぬかな？』
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「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　可児は言った。

「江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしは公こう共きようの遺跡です！　その上に勝かつ手てに森を作った訳わけですから、土地の所しよ有ゆう権けんと管かん理り権けんは無む効こうです！」

「……可か児に？　よく知ってますのね、そんな事」

「うち、市いち場ばなので、この辺りの取り決めが厳きびしいんです！　今年はうちが地域長ちようの一人なのでまた面めん倒どうで！」

　出しゆつ店てんの権けん利り関係など、縄なわ張ばりを明確にしても必ず何ど処こかで歪ゆがみが出るものだ。それを管理する商しよう工こう団だん代表は複数人にんの持ち回りだが、地元は流りゆう通つうも金の流れも大体固かたまったような地域でもある。ゆえに代表と言っても、この辺りの仕切りや祭さい事じの補ほ助じよを義ぎ務むづけられる代わりに実み入いりは少なく、可児は両親が何とかそれを避けようとしていたのを知っている。

　……結局、やってる回数が一番少ないのがうちになって、引き受ける事になりましたけど！

　夕食の後、両親がそういった関係の書類をまとめたり、話してるのを聞いている。

　だから、両親の仕込みとして、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウ様の言った事は、許きよ可か無なしの判はん断だんなので無効です！」

『でも私、ここを実じつ効こう支配してますわよ？　実じつ質しつ、私のものですの』

「え!?　酷ひどいです！　返して下さい！」

『んー、でも今夜だけでしょうから、明日あしたの朝には返しますわよ？』

「え!?　本当ですか!?」

『Ｔｅｓテスタメント．、それとも貴女あなた？　明日の朝までにここで公共として使用しなければならない祭や催もよおし物がありますの？』

「いえ、ありません！」

　じゃあ、と彼女が言った。

『明日の朝までなら、私がここを実効支配していても、公共に問題はありませんわよね。

　──だって、私の実効支配は、本来、誰だれにも気付かれず、誰の邪じや魔まも何もしない筈はずのものですもの。貴女達が異い議ぎを述べられるのは、たまたま貴女達が私の実効支配に気付いたから。

　そしてそれは法的な正せい義ぎだけの話であって、実質には何の意味もない事ですのよ？

　だって、誰にも気付かれぬ内に始まって、誰にも気付かれぬ内に終わるんですもの』

「そう言われてみるとそうですね！」

　肩に糟かす屋やが手を乗せてきた。

「やっぱり駄だ目めです！　法的に、そこは皆の場所です！　開け渡して下さい！」

『じゃあこうしましょう』

　人狼女王が提てい案あんした。

　彼女の周囲、立ち上がった霧きりが狼おおかみの形を取る。

　対するこちら、皆が身み構がまえるが、狼達は気にしない。流りゆう体たいで出来た青白い獣けものの群は、森の中を歩きながら、草くさ群むらや窪くぼ地ちに顔を突っ込み、あるものをくわえ拾う。

　折れた武ぶ装そうの欠片かけらや、銃じゆう弾だんの薬やく包ほうだ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、両の手を合わせ、こう言った。

『──公こう共きようの場を清せい掃そう中ちゆうですの。私の実じつ効こう支配を止める意味はお有りですの？』

「隅すみまで綺き麗れいになりますか!?」

『当然ですわ。人狼女王がゴミ一つ残すとお思いですの？』

　それに、と人狼女王が言った。

『このゴミ、大たい半はんは貴女あなた達が落としたものですのよ？　公共の場にゴミを捨てて持ち帰らない……。それを私が掃そう除じするのは、公共のためになりますわよね？　だから私が明日あしたの朝までここを実効支配するのは、公共のために私が費やす時間ですの。──違いますの？』

「じゃあお任せします！」

　後ろから糟かす屋やに頭を叩たたかれた。
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・カニ玉：『どうしましょう!?　向こう、凄すごくいい人です！』

・黒　狼：『……いえ、可か児に？　あれは橋を守る上での言げん動どうですのよ？　人じん格かくは別ですの』

・カニ玉：『え!?　じゃあ糟屋先せん輩ぱい、戦せん闘とうで、自分達が落としたゴミや、汚したこの橋の掃除を、明日あしたの朝までに出来ますか!?』

・きめえ：『糟屋、出来るの？　出来るなら頑がん張ばりなさい。──私は嫌いやよ』

・黒　狼：『出来る訳わけありませんの……！』

・浅　野：『あー、先輩ー達、すみませんー。ちょっとコレ、現げん場ばの管かん轄かつレベル超える話だと思いますー』

・カニ玉：『そうなの？』

・浅　野：『だって、そーの橋、元々が長なが岡おかの担当じゃなーい』

・ナベ３：『その長岡が敗れて、橋も占せん領りようされたんだわ。──長岡が敵に捕とらわれても仕方が無いし、そこから先は、向こうの管轄だわな』
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　鍋なべ島しまは、浦うら賀が水すい道どう脇わきの輸ゆ送そう艦かん上じようで機き竜りゆうの応おう急きゆう修理を急ぎながら、こう思った。

　……お別れだわな、長岡。

　やる事はやったのだろう。橋はし上うえどころか、元もと々もと橋の向こうにいた者達も粗あら方かたが撤てつ退たいしたり、負ふ傷しよう者しやも保ほ護ごが出来ている。この辺りは手て加か減げんがあるだろうが、

・ナベ３：『武蔵むさしからの戦せん況きよう報告に拠よれば、第一特とく務むに負傷させて相あい打うち。──新しん人じんにしちゃあ、よくやったわ』

　自分も新人だが、長岡は中ちゆう等とう部ぶだ。

　成せい果かとしては上じよう出で来きだろう。

「ま、それを不ふ服ふくとするのが、長なが岡おかだわな」

　呟つぶやきつつ、鍋なべ島しまは、輸ゆ送そう艦かんの貨か物もつ昇しよう降こう用ようジブクレーンに装そう甲こう修しゆう理りを施ほどこした機き竜りゆうの前ぜん腕わんをフックさせて懸けん架か。

　破は壊かいされた腕のスペアは無い。今接せつ続ぞくするのは、戦せん艦かん用ようの装甲を切り出して合がつ致ちさせ、等とう重じゆう量りようにしたものだ。もはや機竜用の義ぎ腕わんと言っていい。

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうの一人が、接続の肩かた上うえで接せつ近きんの合あい図ずを送りながら、こちらを見た。

「一応、肩では動くし、飛行時じの固定翼よくの意味は持つ！　輸送艦開かい閉へいパネルの機き材ざいが合ったから、加か護ご関係無む理り矢や理り合わせて押さえ込んでるけどな！」

　とりあえずは動ける。その程てい度どだが、

　……やる事はやる、か。

　今は、修理だ。

「さて……」

　長岡は、よく戦ったと思う。その結果として、

　……武蔵むさし側がわはネルトリンゲンに第一特とく務むを出す事が難しくなった、と、そう考えたいが。

　武蔵第一特務の相あい方かたとなる英国王おう女じよは、治ち療りようなどのエキスパートだ。浅あさ間ま神じん社じやも母たる女め神がみが主しゆ祭さいだけあって、その辺りの術じゆつ式しきが豊富に揃そろっている。

　だからきっと、戦せん果かとしては弱い。しかしその一方で、

「まあ、中ちゆう等とう部ぶにしては、やり過ぎだわ」

　鍋島は苦く笑しようした。

「周囲を人狼女王レーネ・デ・ガルウの森に囲まれて孤こ立りつした襲しゆう名めい者しやが、投とう降こうもせずに武蔵第一特務に相あい対たいし、負ふ傷しようを負わせる。──真ま面じ目め過ぎるわな、長岡」

　さて、と鍋島はもう一度呟いた。

　長岡は、ネルトリンゲンに行く。

　彼が望むか、そうではないかは、自分には解わからない。だが、きっと、

「……そうだわな、長岡。やるべき事をやりに、行くんだわ、お前は」

　そして、

・ナベ３：『──可か児に、どうするんだわ？　そっち』
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　どうしたものでしょう!?　と可児は思し案あんした。

　長岡は、もはや完全に確かく保ほされてしまったと考えていい。こうなった場合、彼の身み柄がらは相手に委ゆだねられる事になる。

　襲名者として、その襲名に傷が付くようになるかは、相手次し第だいだ。

　だから後は、

・カニ玉：『オッキー君がいなくなったとして、じゃあ、ここ、どうするんです!?』

・ナベ３：『正直、ちょっと面めん倒どうな図ず案あんになってきてるわ、そっちの方』

　そうね、と応じたのは、大だい加か藤とうだった。

　彼女から通つう神しんで送られてくるのは、一枚の概がい要よう図ずだ。それは房ぼう総そう半はん島とう中央部ぶを描いたもので、お互いの勢せい力りよくの分ぶん布ぷ図ずとなっている。

　一見で、可か児には状況を理解した。

・カニ玉：『自分達、孤こ立りつしかけてるんですね……!?』
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　嘉よし明あきは、可児の推すい察さつに頷うなずいた。

　……見立てに間違いは無いようね。

　福ふく島しまの言った通り、戦せん場じようの流れを読むようになってきている。

　先さき程ほど、糟かす屋やの援えん護ごに飛び込んで行ったそうだが、現状の結果として、皆の撤てつ退たい成功を導いたのだとしたならば、そのタイミングの読みは正しかったと言える。

　よくやった。

　ただ、その撤退成功が、今度は足を引っ張っている。

　人にん数ずうは多いが、負ふ傷しよう者しやや、長ちよう距離の橋を渡った際の疲ひ弊へいが強い。

　本来なら、切り落としてくるべき人じん員いんも、全て拾ってきてしまったのだ。

　それらのハンデを抱えていては、これから動くにも、進行が遅く、攻こう撃げきも防ぼう御ぎよも弱くなる。

　救った人数の多さ。それ自体が、今後の枷かせだ。

　今はまだ、可児達の前に武蔵むさし勢ぜいがいる。人狼女王レーネ・デ・ガルウもいる。

　勢いのある彼らが、今の流れに乗って突とつ撃げきを掛けたら、どうなるか。

　糟屋や可児の手の届く範はん囲いは護まもれても、それ以外が危険だ。

　……何しろ、そこから先の戦場は、半島上になるものね。

　橋はし上うえでの被ひ害がいを少なく出来たのは、敵が人狼女王だけであった事と、最さい短たん距きよ離りを行ったために戦場が橋上に限定となったからだろう。

　戦場の幅が狭ければ、糟屋と可児の二人で、カバー出来る。

　しかしこれより先は、広い半島の大地の上だ。

　戦場が拡がった場合。糟屋と可児では、カバー出来ない。

　その上で問題となるのは、

・きめえ：『房総半島中央に、武蔵勢の上じよう陸りく部ぶ隊たいが入ったわ。……糟屋、可児、アンタ達の北部隊と、房総半島中央から南にいる羽は柴しば地上部隊の主しゆ力りよくは、断だん絶ぜつしてるの』

　つまり、可児の言った通りだ。

・きめえ：『実じつ質しつ、アンタ達は、人にん数ずうを抱えていても、疲ひ弊へいと負ふ傷しようの多いまま、孤こ立りつしたような形になってるわ』
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・黒　狼：『あの、嘉よし明あき？　……今、ぶっちゃけ、アオりましたの？』

・きめえ：『……そう言われてみると、かなりアオったわね』

・カニ玉：『あれですよね！　よく漫まん画が草そう紙しや神肖動画アニメである、ピンチになったキャラが、どうやって切り抜けるかじゃなく、失敗したらどうなるかって、そんな思し考こうばかりのアレ！

　うちのお父とうさんが夕食食べながら、そこら辺ボソっと『こいつ、自らのストレスで死ぬタイプだな』って言うから解わかります！』

・ＡｎＧ：『キメちゃん自分を追い込むタイプ？』

・きめえ：『いいえ、私がアオるのは他人だけだから。──自分には甘いのよ』

・九本角：『堂どう々どうと言う事かね？』

・三本足：『あ、でも九く鬼き君くん、凄すごい自分をアオりますよね……』

・九本角：『自らを演えん出しゆつしていると言ってくれ給たまえ』

・浅　野：『──で、どーするのか結けつ論ろんは──？』

・約全員：『あっ』
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　夜風に落ちたのは、仕方あらへんなあ、と呟つぶやく女の声だ。

　闇やみの底。南西の空には航こう空くう艦かん隊たいの撃うち合いと轟ごう音おんを置き、北西の湾わん上じようには人狼女王レーネ・デ・ガルウの森林を見る事の出来る位置。

　里さと見みの土地に、彼女は立っていた。

「小こ西にし様さま！　近きん隣りんの残ざん存ぞん艦かんと戦せん力りよくの集合完かん了りようです！」

　着ちやく陸りくした軽けい戦せん艦かんの甲かん板ぱん上じよう。背後に二機きの武ぶ神しんを置いて、小西は周囲の報告に手を振った。

「ええ仕事やね。これから忙いそがしくなるさかい、皆、しっかり食っといてな。私が焼いたタコ焼き、皆に配っといて」

「Ｔｅｓテスタメント．！　頂きます！　貨物の開放も順じゆん次じ始めます！」

　そうそう、と頷うなずき、小西は背後の武神を見上げた。

「時とき茂しげ君？」

「──何？」

　武ぶ神しん、〝信しん〟の肩かた上うえ、そこに座っている少女に、小こ西にしは言った。

「時茂君、ちと大おお勝負ねんけど、任せるで？』

「裏うら切ぎったらどうする気よ？」

「……そやなあ」

　小こ西にしは首を傾かしげた。

「里さと見みが滅ほろびてからの間、君、何も学ばなかったん？」

「それは……」

　そやなあ、と小西は、また言った。

「──もしも羽は柴しば勢ぜい裏うら切ぎって、里見について、うちらの背後から襲おそったり、里見の解かい放ほう成功だー、とやるのは、正直、有りやと思うねんな。

　やったら関かん東とう勢ぜいも喜ぶやろ。里見は羽柴を追い払った英えい雄ゆうになれるで、マジに」

　でも、

「──関東では、な」

「解わかってるわ。解ってる」

　時茂が、ゆっくりとした吐と息いきをつけて、夜の上うえ側がわからこう言った。

「その裏切りは、関東と利り益えきを共きよう有ゆう出来ない関東以い外がいの国に対しては、単なる裏切りにしか見えない。──里見を解放した後、欧おう州しゆうと渡り合う武蔵むさし勢ぜいにとっては、身み内うちに〝主あるじを裏切る者〟を抱えた状態になるのよね」

「そやな、でも、──解っとる？」

「何が？」
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「……里さと見み勢ぜいが負けるくらいなら、裏うら切ぎった方がええんと違う？」

「何で？」

「私、堺さかいの出やから」

　ああ、と時とき茂しげが頷うなずく声が聞こえた。

「堺も、元々は自由商しよう業ぎよう都市だったのが、P. A. Odaに飲み込まれたのよね」

「そやな」

　頷き、小こ西にしは思った。今、貴き重ちような時間やな、と。

「私ら、こんな風ふうに話すの、初めてやな」

「貴女あなた、来てから五日目でしょ？　当然よ」

「残念や」

「残念、って……？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と小西は言った。だが、小西はそれ以上の意味を語らない。

「話、戻そか」

「堺の事？」

　そやな、と小西は視線を西に向けた。西方の空では、武蔵むさしが一いち列れつになっていた己おのれを元の三さん胴どう構成に戻そうとしているのが見える。

　その巨きよ体たいを見上げながら、小西は口を開いた。

「堺が元の姿すがたを取り戻すこたあらへんやろな」

「どうして？　羽は柴しばが滅びた後とか、チャンスがあるんじゃないの？」

「──〝自由と言いつつ大だい商しよう人にん達たちに支配された都市〟より、〝国家に従った自由貿ぼう易えきの都市〟の方が、多くの者が儲もうかるやろ。以後もその流れは継けい続ぞくする筈はずやで」

　そう、と時茂は素そっ気けない。だが彼女は、一度何なにかを言い掛け、

「────」

　やめたようだ。

　武ぶ神しんの肩かた上うえで、時茂が西の空を見上げ、視線をフラットにした言葉を作る。

「再さい分ぶん配ぱい出来る富があるだけ、いい都市だわ」

「おおきにな。──君とはここら、もうちょっと話したかったなあ。来てから五日、君、ぶっちゃけ、今ようやく警けい戒かい心しん面めん倒どうになって話せとらん？」

「夜だからでしょう。貴女も、戦せん場じようで浮き上がってるのか、口くち数かず多いし」

「君もやな」

　言うと、ややあってから時茂が小さく笑った。そんな気がした。

「仕方ないよ」

　彼女は言う。

「味み方かたとは言い難がたいような、でも、支配でもない、変な囲われ方をしていたのよ。貴女あなたは私達にとって超ちよう有利な高い位置にいる代表者。簡単には話せないよ」

「それ弱じやく者しやが〝私達は弱い〟って、卑いやしい武ぶ器き振るっとるで」

「弱者は弱者を名乗り始めた時点で、それを利用する手段を見つけた強つわ者ものだ、ってね。

　でも、それを名乗らずとも、疲れて何もしたくない時だってあるのよ、商しよう人にん」

「じゃあそりゃ弱者やあらへんわな」

　小こ西にしは肩を竦すくめた。

「一応言うとくけど、──休んどるのとサボりは違うで？　政治家か」

「確かにね」

　と、時とき茂しげがつまらなさそうな口く調ちようで言った。

「……やあね、ホントに、もっと、早く、話せたら良かったわ」

「こういう話は？」

「昔、八はつ犬けんの他のメンバーと」

「反応は？」

「困ったように笑われたか、マジで食って掛かられた」

「前ぜん者しやは〝そんなこた解わかっとるがな〟やな。──後こう者しやは阿あ呆ほか」

「そうね」

　でも、と彼女が言った。

「安あん心しん出来る反応は、後者の方なの」

「面めん倒どうな子やなあ」

「今が一番面倒よ。囲われて楽らく出来るかと思ったら、戦争で、立場ひっくり返って」

「同どう意いやな」

　堺さかいの推すい移いを思い出すに、自分にも似たような時期があった。

　その意味では、自分は先せん輩ぱい。だから、

「──ま、当たり前やけど、こういう状況、不ふ慣なれやろ？　しゃあないわ」

「まあ、ね。……基本、八犬でも、私は戦せん士し団だん側がわから。こういう政せい治じ関係加くわわった戦争までは、正直パンク気ぎ味みね」

　でも、

「面倒ごとをやった方が楽になるシステムって、どうにかならないかしらね」

「たとえば？」

「──里さと見みが潰つぶされて、貴女あなた達たちの下に入ったって、私達には権けん利りがあったし、貴女達にだって私達に対する規き則そくがあったのよね。賢さかしらぶって弱者ごっこやっても、権利と規則が覆くつがえる訳わけでも無いのなら、言い訳わけつけて動かないのはホントに時間の無む駄だだったわ。なにか、せびれるところはせびってやれば良かった」

　苦く笑しようが響ひびいた。

「休むのとサボりが違うように、弱さと、動かない事は、違う問題なのよね」

「そやな」

　小こ西にしは思った。自分ら、負けて別れる前ぜん提ていで話しとるなあ、と。

　無む論ろん、流石さすがにそれを口に出す程ほどのサービス精神は無い。だが、

「──強くても弱くても、疲れていてもサボっていても、心しん臓ぞう勝かつ手てに動いとるしな」

「心臓に心は無いでしょ」

「心が見えない他た人にんも、勝手に動いとるよ」

　小西は、一つ、伸びをする。南西の艦かん隊たい戦せんと、北西の流りゆう体たい森林を見回し、

「ただただ、為なすべき時に為すべきを為していくだけや。──商しよう機き、そういうもんやし」

「もう話せなくなるの？」

　せやなあ、と小西は言った。頭を搔かき、長い髪かみを靡なびかせて、

「私、関せきヶ原はらで捕つかまって処しよ刑けいされるねん」

「だから？」

「その後にこんな話しても、思い出語がたりやな。実じつ権けんないのに政治話ばなしなんて」

「じゃあ」

　時とき茂しげが、焦じれたように足を振る。〝信しん〟の装そう甲こうを踵かかとで蹴けるが、その音は遠くの砲ほう音おんに搔き消された。

　戦せん闘とうが近い。その空気の中で、小西は表示枠レルネンフイグーアを開いた。

「ちと、話してくるわ。私の、今、為なすべきやしな」

　と、小西は通神帯ネツトを開く。それも、羽は柴しば勢ぜいの内部用ようではなく、外部送そう神しん。

「──武蔵むさし勢、里さと見み勢ぜいと、ちと話をせんとあかんやね」
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・コニ子：『──ああ、ちとすんまへんな、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしと、房ぼう総そう半はん島とう北ほく部ぶの羽柴隊の今後について、現げん場ば管かん轄かつの武蔵勢か里見勢の代表と話したいねんけど。──どや？』
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　遺跡大橋の上。小型輸ゆ送そう艦かんの上で正まさ純ずみは深く息を吸った。

　周囲は光の海だ。羽柴勢の地上部ぶ隊たいから射しや角かくを取られないよう、小型輸送艦を流りゆう体たいの森に半なかば沈めている。

　出力への干かん渉しよう制せい御ぎよは浅あさ間まに任せているが、こちらの仕事としては、

「来たね、ヅカ本ほん多だ君くん。──小西・行ゆき長なが。恐らくはこの慶けい長ちようの役えきの、彼女が房総半島の地上部ぶ隊たいの大たい半はんの管かん轄かつをしている襲しゆう名めい者しやだ」

〝の〟が多いな……、と意味の無い内ない心しんツッコミをした正まさ純ずみは、ふと気付いた。

「あ、すまん。──変な部分が気になって、内容聞きいてなかった。小西が、……何だって？」

　皆が、ちらりと周囲を窺うかがった。ややあってから浅あさ間まが、

「──あ、ホライゾンがいないから〝ミトツダイラ様──！〟が無いんですね……」

「だ、段だん々だんとアリアダスト君の非ひ道どうに慣れてきたね皆!?」

　ネシンバラが言ってる間に、葵あおい姉あねがＹ字ポーズで叫んだ。

「ミトツダイラ──!!　アハ──ン!!」

・銀　狼：『い、今、長なが岡おか少年を格かく納のうさせてる最さい中ちゆうですのよ！』

・俺　　：『つーかネイト、小こ西にしナンタラって、何？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．！　商しよう人にん出身の武ぶ将しようで、慶けい長ちようの役えきでは代表の一いつ角かくを担になった人物ですの。今回の関かん東とう解放に対しては、房ぼう総そう半はん島とう側がわの地上部ぶ隊たいを管かん轄かつしている筈はずですわ』

　しかし、とミトツダイラが告げた。

・銀　狼：『この江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしに元々いた襲しゆう名めい者しやは、狙そ撃げき役やくの長岡・忠ただ興おきのみ。つまり彼がここの守りを担当していた事になりますの。でも、彼がいなくなった今、小西が出てきたという事は──』

・副会長：『彼女は、担当者が不ふ在ざいとなった場所の管轄権けんも持てる存在……、つまりは上うわ役やくに該がい当とうする、という事か』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、実じつ質しつの総そう指し揮き官かんとしては九く鬼きが動いているのでしょう。でも、彼は南部の艦かん隊たい制せい御ぎよに集中しているため、副ふく官かんとしての存在が必要。それが彼女なのだと思いますわ』

　じゃあ、と言ったのは、アデーレだった。

・貧従士：『そんな権けん限げんの持ち主が、今、この状況に対して何の交こう渉しようを？』

・長安定：『そら簡単な事やろ』

　大おお久く保ぼだ。今、小型輸ゆ送そう艦かんにて、里さと見み側がわに侵しん入にゆうした彼女が、言葉を送ってくる。

・長安定：『──副ふく会長、すぐに出しゆつ立たつの用意しとき。十分でデカい戦せん果か拾ってくるさかい。

　私の最初の出で番ばん、ここで使わせてもらうで』





●






　小西は、敵の応おう答とうを見た。

　それは北西の空、流りゆう体たいの森林の上に、武蔵むさし勢ぜいの小型輸送艦が浅く浮ふ上じようしたのと、

・長安定：『──羽は柴しばの交渉役、小西・行長。こちら、武蔵・里見の交渉役、大おお久く保ぼ・長なが安やす／忠ただ隣ちかや。そちらの呼び掛けに応じる形で、ちと、交渉したい』

　その内容は、

・長安定：『そちらの北部ぶ隊たい。人狼女王レーネ・デ・ガルウの前にいる連れん中ちゆうな。──彼らの撤てつ退たい勧かん告こくや』
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　さて、と大おお久く保ぼは闇やみの中で腹に息を入れた。

　自分達たちがいるのは、房ぼう総そう半はん島とうの中央、やや北西寄よりの位置だ。

　敵は迎げい撃げきの準備を固めているが、目もく標ひようとするべき地ち点てんは見えている。

　南だ。

　南東部の沿えん岸がんに敵の本ほん拠きよがある。しかし、そこに向かう前に、

「交こう渉しようやな」

　既すでに自分達も移動を開始している。加か納のうが主しゆ導どうとする一いつ隊たいで、徒と歩ほにて安全な場へと移動している最さい中ちゆうなのだ。斥せつ候こうとしては柳生やぎゆう・宗むね矩のりが出ており、

「御お嬢じよう様さま、柳生様から安全確かく保ほの知らせが来ています。まずは南に二キロ程行きましょう」　加納が表示枠サインフレームを翳かざし、周囲の風景を暗あん視し用ようの道どう標ひよう術じゆつ式しきで透とう過かさせる。そして彼女が表示枠を指でなぞると、朱しゆ墨ずみで描いたようなラインがそこに重なる。

「このルートです。敵の本拠、つまり里見の本拠地ちが臨のぞめます」

「──じゃあ、これで一いつ旦たん、全体は分ぶん隊たいやな」

　と振り仰あおぐ視線の先、そこには自分達が今まで乗って来た小型輸ゆ送そう艦かんがある。

　森の中へと強ごう引いんに着ちやく陸りくした輸送艦は、敵にも位置が知られている。それが攻こう撃げきを受けないのは、敵側が防ぼう御ぎよを固める方向にシフトしたという事だろう。

　こちらには明確な航こう空くう戦力が無い。そういう判はん断だんをされたのだ。だが、

『先に行く』

　声と共に、幾いくつかの巨きよ体たいが動き出した。

　武ぶ神しんだった。

　彼らの動きに合わせ、手て元もとの表示枠に映るのは四つのリボンライン。先行が二つ、後こう続ぞくが三つ。そして後から一番大きなラインが一つ続く形になっている。

　先の二つは義ぎと、朱雀すざく。それぞれが先行して行く。

　そして続くのは、三機きの重じゆう武神隊たいだ。これは長ちよう距離戦せん仕し様ようで、先の二に体たいの援えん護ごや、後続の先行フォローを行う。

　そんな彼らに守られるようにしていくのが、一いち番ばん最後の最も大きなライン。戦せん士し団だんを中心とした陸りく上じよう部ぶ隊たいだ。

　狙ねらうのは、武神による強きよう襲しゆうと支配権けんの拡かく大だい。そして人じん員いんによる制せい圧あつという流れだ。

　自分達は、陸上部隊の脇わきから全体の指し揮きや情報の交こう換かんと統とう括かつ、そして、

「安全確かく保ほのための事務系けい全ぜん般ぱんやな」

　だから、と大久保は言った。風ふう紀き委員の精せい鋭えい小しよう隊たいと共に房総の尾お根ねを登りながら、

・長安定：『──交渉や、小こ西にし・行ゆき長なが』
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　小こ西にしは、敵の動きを見ていた。

　遠く、北の斜面に敵の小型輸ゆ送そう艦かんが着ちやく地ちし、放ほう棄きされたのは解わかっている。

　こちらからは斜面の張り出しが遮しや蔽へいとなっている場だが、向こうからは尾お根ねにでも登ればこっちを見通せるだろう。

　問題は、敵の侵しん攻こうもだが、

　……その後ろやな。

　敵の陸りく上じよう部ぶ隊たいは、小型輸送艦の中にどれだけいるか。小型輸送艦と言っても、二百メートル級だ。人じん員いんは千人を軽く、最大で二千人は乗り込ませる事が可能だ。

　無む傷きずに近く、士し気きも高い人員二千が、武ぶ神しんと共にこっちの本ほん隊たいと北部隊との間にいると考えると、これは厄やつ介かいだ。

　……それに……。

　小西としては、考えて置かねばならない事がある。

　この戦せん闘とうを、どう終しゆう結けつさせるかを、だ。

　幾いくつかの選択肢しと、可能性せい、そして不ふ確かく定ていな要よう因いんがある。商しよう人にんとしては吟ぎん味みして勝負に出て行きたいところだが、実は既すでに、仕込みを入れ、望んだ状況を手に入れつつある。

「せやったらまあ、大体〝見えとる〟訳わけやし、最初は強つよ気きでいかんとあかんやね」

　既すでに手て元もとの表示枠レルネンフイグーアには、相手からの言葉が来ている。だからこちらも返答で、

・コニ子：『──交こう渉しよう応おう対たいしてくれるんやな。おおきに。相手頼たのむで。武蔵むさしの代表委い員いん長ちよう』

　だが、と小西は言葉を作った。

・コニ子：『さっき言うたな？　撤てつ退たい勧かん告こくやと？　何なに様さまやねん、一体』
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　そやなあ、と大おお久く保ぼは呟つぶやいた。

　……ま、歴史再さい現げんで言うたら、羽は柴しば勢ぜいが撤退するのは既き定てい路ろ線せんやねんけどな。

　だが、こちらに促うながされての撤退と、こちらを退しりぞけてからの〝歴史再現としての撤退〟では、その内容も行いも、他国の捉とらえ方も大きく違う。

　遠く、武ぶ神しん隊たいが先行する駆く動どう音おんが森の中に消えていく。遠ざかるからではない。駆動出力に準じて、駆動音を消すステルス術じゆつ式しきが効いているのだ。

　やがてこちらからだと、概がい要よう図ず上じようの侵しん行こう情報でなければ位置が確かく認にん出来なくなるだろう。

　その遠ざかりを聞きながら、大久保は今の小西の言葉を思し案あんする。

　……撤退勧告を認めないのは、本ほん心しんやろか？

　建たて前まえとして認める訳わけには行くまい。この通つう神しんは記録に残されている筈はずだからだ。だが、その裏としてはどうなのか。一応、聞いてみる。

・長安定：『撤てつ退たい勧かん告こく、認めへんの？』

・コニ子：『まだまだこっちは優ゆう勢せいやで？　そっちこそ撤退したらええんと違う？』

　探りに来た。

　……成なる程ほど。

　確かに、航こう空くう艦かん隊たいの戦せん闘とうは、撃げき沈ちん数すうだけ見ればこちらが劣れつ勢せい。

　地ち上じよう戦せんでは三み浦うら半はん島とうと江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしを獲かく得とくしたが、房ぼう総そう半島を押さえた訳わけではない。

　江え戸どと里さと見みを制せい圧あつしている、と考えるならば、敵はまだ優勢なのだ。

　やがて地上部ぶ隊たいは激げき突とつする。その結果がどうなるかは解わからないが、向こうとて人じん員いんは多く用意しているだろう。ならば、

・長安定：『では、そちらの北部ぶ隊たい、まだ戦せん意いがあるという訳やな？』

・コニ子：『当然や。戦えるのに逃げるようなヤツは、羽は柴しば勢ぜいにはいてへんよ』

　……やる気か？

　言葉だけを聞いていると、やる気に感じる。それ以上に、挑ちよう発はつすら感じる。

　……何な故ぜや？

　北部隊は人狼女王レーネ・デ・ガルウとの戦闘で疲ひ弊へいし、数の多さを持て余す形になっている。

「本来の作さく戦せんでは、彼らを無ぶ事じに下がらせ、こちらへの追つい撃げきに回す筈はずだったろうにな」

　無む論ろん、今からでも、疲ひ労ろうの薄い者達をこっちの追撃に送る事は可能だ。

　だがそれをしたら、置いて行かれた疲弊の大おお勢ぜいが、人狼女王の餌え食じきになる。

　……つまり北部隊は、今。動けん。

　それなのに何故、小こ西にしは北部隊の戦闘続ぞつ行こうを認めるのか。

「──何か仕込みと、思し案あんがあるんやな」
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「これ、どういう事なんです？　正まさ純ずみ」

　浅あさ間まは、江戸湾周しゆう辺へんの概がい要よう図ずを出して問うてみた。現状、大おお久く保ぼから送られてくる敵てき勢ぜいと自じ勢せいの位い置ち関係では、

「敵の北部隊が、量は多くても疲弊している、という扱いですよね。それでも戦うという事は、敵には、最後の最後まで戦うように、という指し示じが出ているんでしょうか」

　問うた先、正純が一つの反応を返した。

　首を傾かしげたのだ。そして彼女は、

「さっきの長なが岡おかなんかは、そんな感じの戦い方だが、だが、そうだとしたら橋はし上うえを絶対死し守しゆだろう。だから小西の言っている事には裏の意味があるんじゃないかな」

　それは、

「北部ぶ隊たいが、何らかの形で最後まで戦う事で、新しい意味が生まれるんだ」

　……意味？

　単純に考えれば、南なん進しんだろう。ミトツダイラの母親の御お陰かげで、橋はもうどうしようもないし、怪け我が人にんを置いていくのも危険なのだ。

　だけど、とナイトが頷うなずいた。

「何をするにも、足が追いつかないんじゃないかな？　疲ひ弊へいした大部隊を動かすのに、夜の森林なんて無む茶ちやが過ぎるし、怪我人や疲ひ労ろうした人も一いつ緒しよだと、凄すごい速度落おちるよ？」

　確かに、と首を縦たてに振ったのはメアリだ。

「──疲れている人が一人いれば、その隊の移動力りよくは落ちます」

・銀　狼：『恥はずかしながら、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでそれを証しよう明めいしましたものね、私』

　じゃあ何でしょう……、と浅あさ間まは考えた。

　北部で疲弊した大部隊。これは、戦せん闘とうもろくに出来ず、移動もろくに出来ない。

　……出来る事としたら……。

　と、そこまで考えて、ふと、浅間は概がい要よう図ずにおけるお互いの戦せん力りよくの配はい置ちに気付いた。

「あれ……？」

　違い和わのある配置が、存在している。何となくそう思った。

　それは、一つ一つだと意味を持たないもの。だが、結びつく事で、

「……あの」

　浅間は正まさ純ずみに自分の表示枠サインフレームの内容を投げた。気になる二つの戦力を、赤のラインで結んだだけだが、彼女には意味が通じるだろう。

「──正純」

　呼びかけた先、正純は既すでに動いていた。肩のツキノワを撫なで、そして、

「──あれ？　送そう神しんミスった。えーと、浅間、特とく定てい相手への送神ってどうやるんだっけ？

　何だよ皆、その目は！　こっちは通つう神しん初しよ心しん者しやなんだよ！」

　はいはい、と浅間は正純の通神操そう作さ権けん限げんを自分の方で補ほ助じよ管理指し定ていする。
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　……やはり、そういう事やな。

　と、大おお久く保ぼは、オオアリクイが送って来た通神文メールを読みながら感かん想そうする。

　内容は副ふく会長の思し案あんだ。それによって、大久保は小こ西にしの戦せん術じゆつを裏うら打うちした。だから、

・長安定：『小西・行ゆき長なが。──ちょう、ええか？』

・コニ子：『何やねん？　今の内ならタダで聞いたるよ』

・長安定：『自分、──この慶けい長ちようの役えき、勝つ気やな』

　小西の返答は来なかった。

　察しろ、という事だ。そこまでは解わかるようになってきた。

　だから、大おお久く保ぼは小こ西にしに従わなかった。

　察しない。その意い思しを示すために、敢あえてこう言った。

・長安定：『自分らの北部ぶ隊たいの北東側がわ、うちの副ふく長ちよう補ほ佐さらが落とした毛もう利りの輸ゆ送そう艦かん群があるな？　まだ生きてる輸送艦も多いねんけど、かなりの数かず落としたから、輸送艦群としては身動きがとれんようになっとるやつや』

・コニ子：『あるわなあ。それが何やねん？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大久保は無む造ぞう作さに言葉を作った。

・長安定：『北部隊を輸送艦かん隊たいまで後こう退たい。防ぼう護ご専せん念ねんとして戦せん域いきを維い持じ。──もしも房ぼう総そう半はん島とうが攻こう略りやくされても、そこの存在をもって〝慶けい長ちようの役えきは継けい続ぞくしている〟とする気やな？」

　それはつまり、

・長安定：『房総を攻略しても関かん東とう解放は完かん遂すいせんのや。そしてこっちの主しゆ力りよくが北東にとって返している間に、羽は柴しばが到とう着ちやく。関東の再さい奪だつ取しゆに掛かる、……そういう話やな？』
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　小西は、大久保の言葉に小さく笑った。

　今の相手の意見は、概がい要よう図ずを見れば解る事だ。

　無む論ろん、戦せん場じようはこの数すう十分で大きく動いた。自分達たち羽柴勢ぜいは、ここまで早く江え戸ど側がわが攻略されると思っていなかったし、その結果がこのような状態となる事など、お互いも予よ測そくしていなかった事だろう。

　だが、自分は気付いた。

　北ほく東とう部ぶ輸送艦隊からの補ほ給きゆうが、その撃げき沈ちんによって難しいと解った時、気付いたのだ。

　橋の側に北部隊が撤退した場合、輸送艦隊がその北東にいる事に、だ。

　恐らく、ほとんどの人間が、戦場は房総の中央と南に移行すると考えていたろう。

　……せやけど、私は気付いたなあ。

　だから橋はし上うえでの戦せん闘とうが進んでいる最さい中ちゆう、幾いくつかの手て配はいを行った。

　武ぶ神しんの射しや出しゆつによる里さと見み勢ぜいへの強きよう襲しゆう。あれは偶ぐう然ぜんでもなければ、無む目的にやった事でも無い。あのように攻こう撃げきを仕掛ければ、里見勢を房総半島の中央部に誘ゆう導どう出来ると思ったのだ。

「危険承しよう知ちで、房総半島の中央をタダで明け渡した意味、解ったやろ？」

　通つう神しんに乗せずに、小西は言った。

「そこに入ればうちらの北部隊を孤こ立りつさせられる。そう思うたやろ？　北東の輸送艦隊は〝武ぶ装そうが無いから戦せん力りよくにならない〟とか、そう思うたやろ？」

　違うなあ。

「武装を持たない輸送艦隊と、補給など得られず疲ひ弊へいした戦闘部隊。これが合わされば、巨きよ大だいな戦せん力りよくの出来上あがりやねん」

・コニ子：『ようやったわ、糟かす屋や君くん、可か児に君もな。──現状、タイムアップでこちらの勝ち。そこまで王おう手てが見えてんねんで』

　と、そう言って、小こ西にしは自分の頰ほおを軽く叩たたいた。

「浮かれとったらあかんわな」

　苦く笑しよう。

「戦せん力りよくの回復だけやのうて、もう既すでに、別の手でも武蔵むさしには〝詰み〟を掛けてんねんけど、そこら辺、気付いとるんかな、武蔵勢ぜい」
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　大おお久く保ぼは、山やま道みちで足を止めた。

　正面、すぐに加か納のうが振り向き、

「どうしました御お嬢じよう様さま。気に入らない事でも？」

「足が疲れたのか、とか、そういう事こと言って欲しいもんやけどなあ」

「そういう事を言う御嬢様だったら、里さと見み行きなど許きよ可かいたしません」

　加納が言っている間。周囲の皆が近辺への警けい戒かい態たい勢せいを取る。

　実際に危き機きが近付いている訳わけでは無いが、戦せん地ちにおいて、自分が思し案あんする場を守り、作ってくれているのだ。ならば、

「有あり難がたいな」

　副ふく会長には、ソッコでカタをつけると言ってあるのだ。思し案あんの時間はほとんど無い。

　……大体、向こうの考えは見えてきたわ。

・副会長：『大久保』

・長安定：『ああ、ネルトリンゲン、行ってええで』

　副会長も、小西の考えに気付いているのだろう。

　だが、副会長の方は、小西のキャラをまだ摑つかめていないようだ。

・長安定：『頼むわ、副会長。ここは私に任せて、ネルトリンゲン行きの準備を整えてくれへんか？　正直、小西・行ゆき長ながを相手にするのには、その方が都つ合ごうええんよ』

・副会長：『──相手を、お前、どう捉とらえてる？』

・長安定：『アドリブの一いつ攫かく千せん金きん』

　告げた言葉に、数すう呼吸の間が空あいた。

　そして、副会長の声が聞こえた。

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、──大久保』

・長安定：『何やねん』

・副会長：『──やってやれ。こっちに詰みを見せてきて、尚なおも敵は油ゆ断だんすまいと次の手を思案しているだろう。だったら遠えん慮りよするな、やってしまえ。私が許きよ可かをする』

　阿あ呆ほ、と大おお久く保ぼは、頰ほおに熱が来るのを感じながら言った。

・長安定：『そんなん、許可得んでもやるに決まっとるやろ』

・副会長：『お前、意い地じ悪わるいもんなあ』

・長安定：『ナチュラルにパワハラする上うわ役やくが何言うとんねん……！』

・副会長：『はあ？　お前が出来ると思ってるんだから、パワハラではないだろう』

　最悪やなあ、と舌した打うちして、大久保は一ひと息いきをついた。そして、

・長安定：『判はん断だん早はやいようで、何よりや』

　空に音が響ひびき始めた。

　北西の空。流りゆう体たいの森林上うえにいた小型輸ゆ送そう艦かんが、武蔵むさしへと回かい頭とうを始めたのだ。
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　小型輸送艦が、武蔵へと帰ろうとする。

　その動きを見て、小こ西にしは、口の右端はしを吊つり上げた。

「……あらあら」

　苦く笑しようと言うより、咽むせるような息が喉のどから漏もれた。

「こちらの考えにすぐ気付くとは、随ずい分ぶんと意地が悪いなあ、大久保・長なが安やす……！」
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　小型輸送艦は、上も下も大おお騒さわぎだった。急ぎの出しゆつ航こうに、下に残る者と艦に戻る者とが入いり乱れる事となったからだ。

　下に向かう多くは、元々が里さと見み解放に参加する予定の者達だ。

　彼らが地上に残る一方で、二ふた代よやミトツダイラ、成なる実みやウルキアガと言った面めん々めんはネルトリンゲンに向かうため、輸送艦への戻りを行う。

　そんな行き来と別れの挨あい拶さつの中で、トーリは正まさ純ずみに問い掛けていた。

「なあセージュン、何でいきなり切り上げてんだよ」

「馬ば鹿かにも解わかるように説明すると、──私達がここにいると、大久保の邪じや魔まになるんだ。

　解るか？　つまり、私達も駆かけ引きの材料に使われてしまう。そういう事だ」

　聞いて、トーリは、頷うなずこうとした。成なる程ほど、と言いかけ、

「ちと待った」

「どうした、もっと馬鹿」

「こ、この野や郎ろう……！　でも俺おれ、もっともっと馬鹿でもいいです、か……」

「トーリ君……、あまり無む理りすると本ほん気きで馬鹿になるからやめた方が……」

　浅あさ間まが解ったような呆あきれたような返答をする。すると、

・銀　狼：『下部格かく納のう庫こ経けい由ゆで、帰き投とう者しや全員乗のり込みましたわ。地上には千五百人程ほどが残る事になりましたわね』

　そして、

・銀　狼：『これで、代だい表ひよう委員長の足を引っ張らずに済みますわ。

　我が王おう、正まさ純ずみが言いたいのはその辺りの事ですけど、解わかってますの？』
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　ミトツダイラは、小型輸ゆ送そう艦かんの格納庫にいた。艦かん首しゆ側がわの主しゆ搬はん入にゆう口ぐちは開けたままなので、夜の風景が眼がん下かに広く見えている。

　母の一部とも言える流りゆう体たいの森があり、その向こうには房ぼう総そう半はん島とうの根ね元もと近くの地形が広がっている。

　気になるのは橋の袂たもとから左奥おく、北東の方だ。そちらの空と大地には、炎ほのおらしき朱しゆ色いろの光がちらほら見える。

　……誾ぎんが落とした輸送艦ですのね。

　敵は、そちらの輸送艦と、目の前にいる北部ぶ隊たいを合流させようとしている。

　一つの大だい戦せん力りよくを作り上げ、慶けい長ちようの役えきを継けい続ぞくさせるつもりなのだ。

　なかなか面めん倒どうな手て筈はずだと、ミトツダイラはそう思う。

　何しろ、小こ西にしの企たくらみには、一つの〝詰み〟が混じっている。それは、

・銀　狼：『我が王、いいですの？　敵である小西の戦せん術じゆつには、──私達を、ネルトリンゲンに行かさせない事、というのもありますのよ？』
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・俺　　：『ネイト、それ、どういう事な訳わけ？』

　という王の言葉を、開放された搬入口から吹く風と共にミトツダイラは聞く。

・俺　　：『セージュン、意い地じ悪わるくて俺おれに教えてくれなくてさあ』

・銀　狼：『まあ、正純ったら』

　あ、私、御お母かあ様さまみたいになってますわ、と思いつつ、正純の王への対たい応おうにミトツダイラは苦く笑しようする。

　……正純も、頭が良よ過すぎますわよねー……。

　そういう連れん中ちゆうと交こう渉しようし、武蔵むさしを纏まとめる役でもあるのだから、当然と言えば当然だ。

　だが、仲なか間ま内うちへの説明不ふ充分な部分は多分にある。本人もそれが解っているから、今回の戦せん闘とう前まえのように、風ふ呂ろ場ばでのコンセンサス取りなどに気を遣つかうのだろう。

　……ちゃんと説明出来ないものでもないでしょうに。

　ある意味、身み内うちの間ならば、自分がアバウトでも誰だれかが常に補ほ佐さをしてくれると、油ゆ断だんしているのだろうか。そうであるならば、それは自分達たちが誇ほこるべき事だ。

『……だったらここは、私の出で番ばんですわね』

　ミトツダイラは、眼がん下かを見る。

　流りゆう体たいの森の中、この場に残る皆が橋の袂たもとの方へと向かって行く。だが、

・銀　狼：『いいですの？　我が王おう。──今、下を行く人じん員いんの量では、敵の北部ぶ隊たいを即そく座ざに潰つぶす事は不ふ可能ですの。何だかんだと、向こうの人員の方が多いですものね。

　それに、疲ひ弊へいしているとは言え、糟かす屋やや可か児にという襲しゆう名めい者しやが二人もいますもの。

　恐らく、敵は削けずられながらも輸ゆ送そう艦かん隊たいとの合ごう流りゆうを果たしますわ』

・俺　　：『あれ？　ママンと一いつ緒しよに突っ込むんじゃねえの？』

・銀　狼：『母は橋の守りについてますのよ？　ここを奪だつ取しゆされると、敵が江え戸ど湾わんを渡って三み浦うら半はん島とうへ向かう可能性もありますもの。戦せん略りやくの選択肢しを潰つぶすためにも母は動けませんわ』

　それに、とミトツダイラは言った。

・銀　狼：『こちらの地ち上じよう部隊では、敵の北部隊の即そく座ざ壊かい滅めつが出来ないのと同じように、母が入ったところで、橋の上のような狭い状況でない限り、即座のそれは不可能ですわ。

　何しろ母は一人、敵が散さん開かいしたら、即座の壊滅を狙ねらう事は出来なくなりますの』

・現役娘：『そうですわね。今は押さえている私の森林を拡かく大だい展てん開かいして、広く制せい圧あつするのがベストかと思いますけど、今、結けつ構こう落ち着いてしまって、次の拡大は時間が掛かると思いますの』

・俺　　：『じゃあ、どうするんだ？』

・銀　狼：『単純な解かい決けつ方法がありますわ』

　それは、

・現役娘：『こちらの地上戦せん力りよくの追つい加か投とう入にゆう。つまり、──私達がもう一度、目の前にいる相手にアタックを掛ける事ですの』

　それならば、比ひ較かく的てき短期に結果を出せるだろう。

　……向こうも襲名者がいますから、私と二ふた代よが出て……。

　成なる実みとウルキアガ、メアリのT.　　S2.　　H点蔵様好き好きホームランが出れば楽だが、彼女は第一特とく務むの怪け我がの手て当あてで忙いそがしくなる。ナイトとナルゼは艦かんの護ご衛えいで動けないから、ここはネシンバラ辺りに出て貰もらうべきだろう。

　あとはアデーレに身体からだというか、芯しんを張って貰もらい、

・銀　狼：『王と喜き美みが智ともをそそのかすと早く片付きそうですわねえ』

・あさま：『な、何か言ってますけど、その手には乗りませんよ!!』

　無む理りだな……と、周囲の皆が呟つぶやく通りだとミトツダイラは思う。だが、そういった構えを得たならば、

・銀　狼：『御お母かあ様さまに橋の守りを任せたとして、──三十分もあれば片付きますわね。

　だけど、その三十分は、ネルトリンゲンに行く私達にとって、致ち命めい的てきなタイムロスになりかねませんの』

　だから、

・銀　狼：『私達がここにいると、敵は、私達を交こう渉しよう材料に絡めた交渉をするでしょう。もしもそれを潰つぶす事が出来ても、時間が無む駄だになる。──ゆえに代だい表ひよう委員長は、私達に急いでこの場を立ち去れと言うんですの』
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　小こ西にしは、回かい頭とうしていく敵の小型輸ゆ送そう艦かんに、笑えみの目を細めた。

　……この大おお久く保ぼという二年生、相当に負けず嫌ぎらいやなあ。

「こっちが仕掛けようとしとった〝詰み〟ネタを、自ら除じよ外がいしよる」

　思い切りがいい。

　何しろ武蔵むさしの主しゆ力りよくは、こちらの北部ぶ隊たいを潰せる戦せん力りよくだが、ネルトリンゲン行きのための時間制限も持っている。

　この二つの相あい反はんする要素。交渉材料としては非常に美お味いしいと小西は思う。

　だが、大久保は、自らそれを除外した。

　意い思し表ひよう示じだろうか。こっちの手には乗らぬと、そういう事だろうか。

　強気の押し。そんなキャラで捉とらえているが、

　……さて。

　小西は一ひと息いきを入れた。

　今、交渉はほぼ決けつ裂れつに近い状態だ。

　武蔵勢ぜい、大久保は、こちらの北部隊に撤てつ退たい勧かん告こくを出させようとしている。つまり、北部隊の戦せん場じようにおける存在意い義ぎが無くなったと、そう示すのが彼女の交渉だ。

　だがこちらは、逆の事を行った。北部隊に戦力的な意味を与え、更さらには慶けい長ちようの役えきの継けい続ぞくラインをも構こう築ちくしたのだ。

　アドリブに近い指し示じと把は握あくだが、自分としてはやる意味があった。

・コニ子：『すまんなあ九く鬼き君くん、戻ったらちゃんと[image: ]しかられるさかいな』

・九本角：『──人狼女王レーネ・デ・ガルウの件かね』

　そやな、と小西は頷うなずいた。

　北部隊の現状。疲ひ弊へいも、今の布ふ陣じんとその位置も、全ては人狼女王の本ほん性しよう展開で決定づけられたものだ。それが無ければ、最終的にこの状況に持ち込むにしても、武蔵勢を橋はし上うえで引き打ちして、もっと時間を掛けて遅ち滞たいさせていく事も出来ただろうに。だが、

・コニ子：『──だからこその逆ぎやく転てんを、してやったさかい』

・九本角：『その逆転が通るかは、解わからぬよ』

　なかなか厳きびしい。だが、それはこちらも覚かく悟ごの上だ。だから交渉を決裂させていない。用心として、敵の出で方かたの確かく定ていを見み据すえる必要がある。

・九本角：『戦せん場じようは一いつ瞬しゆんで変化する事があり、言葉で戦う交こう渉しようは、更さらにその傾向が強い』

　それがため、と、九く鬼きが言葉を続けた。

・九本角：『全体を考えての交渉を頼む。小こ西にし君くん』

・コニ子：『Ｔｅｓテスタメント．、──全ぜん権けん預かったと、前向きにそう思う事にするで』

　と、言った瞬しゆん間かんだ。大おお久く保ぼから言葉が来た。

・長安定：『おう、小西・行ゆき長なが、──ちょう、ええか？』

　文字が、弛たゆむ事無く走った。

・長安定：『これより五分後ごに、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はし上の地ち上じよう戦せん力りよくが、そちらの北部ぶ隊たいに突とつ撃げきを行う。──ええな？』
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　小西は眉まゆをひそめた。

　……戦せん闘とう開始の予よ告こくして、どないすん？

・コニ子：『決けつ裂れつと、そういう事やな？』

・長安定：『いや、交渉の機き会かいは常に用意しとるよ？　ただ、その機会を失わないよう、先行してこちらの動きを告げとんのや。──まあ、サービスやな』

　そして大久保が、更さらに言葉を続けた。

・長安定：『こちらがその突撃を行う利点は、以下の通りやな。


　１：敵、北部隊の削さく減げんを行える。

　２：北部域いきにおける制せい圧あつ地域の拡かく大だい。

　３：里さと見み勢ぜいの後こう背はいカバーを行える。



　特に２と３は連れん動どうすると、大橋から、侵しん攻こうする里見勢までの大だい面積を武蔵むさし側がわが獲かく得とくした事になり、戦せん場じようとしての意味は大きくなるで』

　そう来たか、と小西は思った。

　……交渉の高こう速そく化かやな。

　行動の利点を述べ、可か視し化かする事で、手の内と、目的を明かす。

　これは、交渉というものごとについて回る〝暗あん黙もくの了りよう解かい〟や、〝裏での駆かけ引き〟の大たい半はんを排はい除じよするという事だ。

　そうする事で、交渉は当然のように高速化される。

　お互いが望むものが解わかるのだ。あとはそれに沿うかどうかを決め、自分の手持ちの交渉カードで切り出していくだけになる。

　談だん合ごうに近い。

　だが、こちらにとっては、少々やりにくい。

　自分は、アドリブを積み重ねた交こう渉しようが得とく意いだ。事じ態たいの〝ツボ〟のようなものを読み、即そく座ざの判はん断だんで状況を引っ繰り返すのなど、堪たまらない興きようがあると思う。

　それが最初から大たい半はん明かされていると、やりにくい。

　自由を封じられたような、そんな気分になる。

　つまり大おお久く保ぼはこう言っているのだ。自分の手の内を明かす事で、

　……こっちがアドリブでやろうとしている事は、大半、見通せとるよ、ってか。

　まあええわ、と小こ西にしは思った。思し考こうの早回しなら、商しよう人にんの得とく意い技わざだ。

　凌しのぐか攻めるか。どちらにしろ、得え手ての勝負やな、と。

・コニ子：『──ええ情報、おおきにな。せやったら、こちらもええ事教おしえたる』

　相手の狙ねらいは、こちらの北部ぶ隊たいを撤てつ退たいさせる事。

　こっちの狙いは、北部隊を輸ゆ送そう艦かん隊たいと合ごう流りゆうさせ、慶けい長ちようの役えき継けい続ぞく用よう戦せん力りよくとする事。

　そのためにまず、

・コニ子：『北部隊は遅ち滞たい用ようの防ぼう御ぎよ隊を置き、主しゆ力りよくは北東に移動。輸送艦隊との合流を第一とさせて貰もらうわ』

　そして、

・コニ子：『私達、房ぼう総そう半はん島とうの本ほん拠きよ防ぼう衛えい隊は、南に下がって防衛ラインを引き締める。──ええな？』
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　正まさ純ずみは、手て元もとにある概がい要よう図ずに、二人の予よ告こくした動きを描き込んだ。

　このようにして見えるのは、

「敵が、房総半島の中央を完全に空あける……？」

「ほほう、気付いたようだねヅカ本ほん多だ君くん！　つまりこれは……」

　そこまで言って、ネシンバラが言葉を止めた。彼は、怪け訝げんそうに左右を見渡し、

「何な故ぜ、誰だれも邪じや魔まをしない……!?」

「何を期待してるんだお前。──で、中央が空けられるとどんな意味があるんだ？」

「当然だが、敵が南に移るから、里さと見み側がわに侵しん攻こうした皆の接せつ敵てきが遅れる」

　その意味は、正純にも察せられる。

「里見解放の開始が遅れる、という事だな？」

「それだけじゃないよ？　──もしも里見を制せい圧あつしようとしても、向こうの防ぼう御ぎよが密みつ度ど上げるから大変だ。結果として、北部への転てん進しんにも時間が掛かると言う事さ」

　ネシンバラは肩をすくめた。

「向こうは、北部隊と輸送艦の合流を必ひつ殺さつ技わざと捉とらえているらしい。

　今、南の空では艦隊戦せんが生じていて、房総の中央から南に掛けて陸りく上じよう部隊の衝しよう突とつが生じようとしているけど、小こ西にし・行ゆき長ながは、それらが全て敗れた後を考えて動いている訳わけだね」

「最終的には絶ぜつ対たい勝つ、……という意い思しか」

　だったらどうすべきか。

　ネシンバラが表示枠サインフレームを幾いくつも展てん開かいし、鍵けん盤ばんを叩たたき出す。

　彼は、全体の進しん行こう状況を見た上で、

「武ぶ神しん隊たいと本ほん隊たいは南に向かわせるにしても、立たち花ばな夫ふ妻さい達たちを北に転てん進しんさせた方がいいんじゃないかと思うよ？　襲しゆう名めい者しやクラスが二人も戦せん線せんに加われば、北部ぶ隊たいを潰つぶせるかもしれないし」

　成なる程ほどな、と正まさ純ずみが頷うなずいた時だ。

・長安定：『ではこちらは武神隊と本隊を南なん進しん。立花夫妻もそのまま南進し、全体で壁を作って行く事にするで』
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・金マル：『つまり、バラやんの逆ぎやく張ばりをすると正解？』

・●　画：『中ちゆう途と半はん端ぱじゃないだけ解わかりやすくて有用ね』

・未熟者：『何だその僕を全ぜん否定しているような見けん解かい！』

・副会長：『全否定じゃないだろうネシンバラ。──つまり、大おお久く保ぼはお前の意見を参考にして逆張りの里さと見み勢ぜい南進策をとるんだから。つまり一回認めて全否定だな』

・未熟者：『くっそおおおお！　僕の心が暗あん黒こくのダークゲージを貯ためていくよ……！』

・俺　　：『……オメエ、まともなゲージあんの？　どうよ？』
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　武蔵むさし側の方が賑にぎやかやな、と思いながら、大久保は手て元もとに集中する。

・長安定：『元からの予定に変へん更こう無しや』

　陸りく上じよう部隊の侵しん攻こうは、予定通りに進ませる。

　敵てき北部隊の動きに惑まどう事は無い。

・長安定：『これによって得られる恩おん恵けいは以下の通り。


　１：本来の指し示じ通りに動くため、混乱が無い。

　２：里見解放の確かく実じつ性せいを高くする。

　３：２にも準じるが、各かく隊たい間かんの密みつ度どを高くする事で、防ぼう御ぎよと攻こう撃げきの密度を上げる』



　実は、１～３を纏まとめると、もう一つの利点が出る。それがどういうものか、解らない相手ではないだろう。

　だが、大久保は敢あえて自分の口からそれを述べた。

・長安定：『１～３を纏めるならば、副ふく次じ効果として、


　４：里見解放の速度を上げる事が出来る。



　──そういう事やな』
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　ん、と小こ西にしは口に手を当てた。

　……負けず嫌ぎらいやなあ。

　こちらが、後こう退たいと、それによる布ふ陣じんの密みつ度ど上じよう昇しようで時間の引き延ばしを作さく戦せんに含めたら、敵も布陣の密度を上げて対応して来た。

　こちらの利点は潰つぶすと、そういう事だ。

　だが、それで大おお枠わくが変わる訳わけではない。

　北部ぶ隊たいが、遅ち滞たいの防ぼう御ぎよ役を置きつつ、大たい半はんが輸ゆ送そう艦かん側がわに移動を行うのには変化無なし。

　これはもはや、確かく定てい事じ項こうだろうと小西は思う。

　何しろ、合ごう流りゆうを阻そ止しする手段が敵には無い。武蔵むさし勢ぜいの投とう入にゆうが唯ゆい一いつの方法だったが、彼らはネルトリンゲン行きを選んだのだから。

　ならば合流した北部隊をどう潰すのか。そんな算さん段だんしか、もはや相手には選択肢しが無い。

　更さらに、と小西は内ない心しんで呟つぶやきを作った。

・コニ子：『ではこちらからもプランを提てい示じさせて貰もらおか』

　それは、

・コニ子：『北東の輸送艦隊。無ぶ事じな艦は、縦たて列れつの艦隊を組んで北部隊の方へと移動や。

　着ちやく地ちしている艦隊から離り脱だつせえへんように艦かん列れつを伸ばし、合流した艦から順に、北部隊を収しゆう容ようして戻る事にするで』

　そうすれば、何がどうなるか。小西は言った。

・コニ子：『利点はこうや。


　１：輸送艦隊と北部隊の合流が早まる。

　２：北部隊の安全確かく保ほと補ほ給きゆう、回復が、早期に実じつ現げんする』



　そして、


・コニ子：『３：慶けい長ちようの役えきの継けい続ぞくが確かく定ていする。



　──そういう事やな』
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　しつこい相手だな、と正まさ純ずみは小西の判はん断だんをそう評ひよう価かした。

　羽は柴しば勢ぜいにとって、小西がここで持ち出してきた北部隊と輸送艦隊の合流は、一つの保険となるものだ。

　彼らにとってみれば、里さと見みにある本ほん拠きよや航こう空くう艦かん隊たい戦せんで自分達が敗れても、慶長の役は継続する事になる、と、そういう事なのだ。

　更さらには、そこで時間を稼かせげば、羽は柴しばが間に合う事は確実。

　これは、知らぬとは言え、人狼女王レーネ・デ・ガルウの本ほん性しよう展開を促うながしてしまった事への補ほ塡てんとなる内容だ。そして、それは、こちらに取ってみれば、

・現役娘：『んー、正直、私、やり過ぎましたわね』

・蜻蛉切：『否いな、どちらかというと、敵が頑がん張ばったので御ご座ざろう。疲ひ弊へいはしていても大だい多数を残せたのは、向こうの襲しゆう名めい者しやの力によるものに御座る』

　どちらの言い分も是ぜだろうな、と正まさ純ずみは思う。

　人狼女王の本性展開が無ければ、橋はし上うえの攻こう略りやくには時間が掛かった筈はずだ。

　その一方で、彼女は個人で押していった。

　そこで敵の防ぼう御ぎよ役が頑張ったので、被ひ害がいは広く浅く抑えられた訳わけだ。

　退たい避ひの指し示じがあったからだろう。

　これが、死し守しゆの指示など出ていたら、今、この状況になっていまい。

　そして、退避の指示を出したのは誰だれかと考えれば、それは、橋を半なかば以上攻こう略りやくされて管かん轄かつ者しやとしての機き能のうが出来なくなった長なが岡おかではなく、

　……対たい岸がん側がわを担当する小こ西にしか……！

　マズい、と正純は今いま更さらながらに危険を感じた。

　この相手は恐らく、とにかく〝抱え込む〟のだ。

　交こう渉しよう、思し案あん、作さく戦せん、それらの要素と出来るものを抱え込み、それを把は握あくした中からアドリブで戦せん術じゆつを構こう築ちく。

　そして有利と見た戦術については、押しまくる。

　商しよう人にんだ。

「……そうだな」

　商人というと、最近はうどんを出すようになった気もするが、この商人は違う。多分出ださない。否いな、うちの商人も交渉は出来るんだが、八割方かたは敵に回るしな。

　……よく考えたらおかしいぞうちの商人……！

　うどん出して敵に回るとか、どういう話だ。

　ふと、気になって、正純は聞いてみた。

・副会長：『浅あさ間ま、ベルトーニとオーゲザヴァラーはどうなってんだ？』

・●　画：『今日きようの朝から処しよ刑けい執しつ行こうだったかしら？　今いま頃ごろ、合わせの油あぶら揚あげでも食べてるんじゃないかしら』

・あさま：『……またナルゼはそういうリアルな事を、って、……え？』

・金マル：『どったの？』

・あさま：『あ、いえ、何な故ぜかシロジロ君と、ハイディの神しん罰ばつ執行が、明日あしたの朝からになってるんですよね。つまり一日延えん期きしてます』

・副会長：『信しん心じん深い行いでもやって、ちょっと延ばして貰もらったのか？』

　と問うた時だ。武蔵むさし側がわからの通つう神しんで、表示枠サインフレームが出現した。

・○べ屋：『ちょっと、ちょっと正まさ純ずみ！　何を私達が神に屈くつしたような物もの言いいしてんの!?』

・副会長：『は？　それ以外に方法あるのか？』

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．！　──日付変かわった時点で、ちょっと細さい工くしてもう一回公こう金きん着ちやく服ふくしたの！　そうしたら、ほら、累るい積せき分ぶんの換かん算さんが必要って話で、翌よく日じつに持ち越しだよ！　やったね！』

・貧従士：『番ばん屋やぁ──!!』
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　正純は、会計補ほ佐さの開き直りを聞いた。

・○べ屋：『おっと、番屋とか、何言ってるのアデーレ！　だって私達、もうとっくに捕つかまって、今はシロ君が〝金を寄よ越こさないなら黙もく秘ひだ〟ってやってるんだから！』

　でも、と会計補佐は言った。

・○べ屋：『どう、アサマチ！　これでうどんを一日延のばしてやったわよ！　これを繰り返せば罪は重なるけど延期で安全。もう、神しん罰ばつなんて怖こわくないんだからね！』

・賢姉様：『フフ、商しよう人にんがエクストリーム累積罪を始めたけど、浅あさ間ま？　そこら辺、武蔵の神しん道とう代表としてはどうなの？』

・あさま：『そうですねえ……』

　五秒。

・あさま：『あ、確かく認にん出来ました出来ました。確かに言われた通りの状態に更こう新しんされてますね。──ええと、ハイディ？』

・○べ屋：『は!?　何!?　神道がとうとう商人の金の亡もう者じやパワーに屈する時が来たと認めたの!?　イエー!!』

・あさま：『いえ、あのですね？　神かみ様さまの方から連れん絡らくがあったんですけど、──うどんが太ふと麵めんになるそうです』

・○べ屋：『待てええええええええええええええ！　聞いてないわよ……！』

　当たり前だ、と内ない心しんでツッコミを入れてしまう正純だったが、一応、聞いておくだけは聞いておく。

・副会長：『浅間、興きよう味み本ほん位いで訊きくが、どうなるんだ？』

・あさま：『ええ、元々は細ほそ麵めんで中ちゆう空くう軽量の稲いな葉ばうどん級からスタートするんですが、今回は悪質だったので、稲荷いなり神じん社じやの方も『やっちゃっていいんじゃないコン？』とか、狐きつね語ご尾びで許きよ可かが出たので、一いつ気きに伊い勢せうどん級になったみたいですね』

・俺　　：『やっぱクラスチェンジできしめんとかになったりすんの？』

・○べ屋：『ちょ、ちょっとトーリ君！　アサマチをノセるのやめて！　ストップきしめん！　あんなの出たら形変かわっちゃうから！」

・賢姉様：『確かにマイナスドライバーのメス型みたいになりそうよねえ。何だったらもう一回積み重ねてクロスにして、プラスドライバーみたいになってみたらどう!?　そしてゆくゆくはナルトのような複ふく合ごう型がたよ！』

　男子勢ぜいが想そう像ぞうして膝ひざをつくが、人間の言げん語ごを大体超こえてる辺り、いつもの事か。

・あさま：『ともあれハイディ、気を付けて下さい。──今度やったら皿さらうどん級で、つまり堅かた揚あげ麵めんにするそうです』

・○べ屋：『アイタタタタタ！　想そう像ぞうしただけでパリパリ言ってきたよ！　というかアサマチ！　私達が一体何なにしたって言うのよ!?』

・あさま：『いえ、私が判はん断だんしてる訳わけじゃなく、神かみ様さまの方で決めてるので……』

・○べ屋：『じゃ、じゃあ、アサマチだったらどうする気!?　ほーら、アサマチの人間性せいが試される時が来たよ！　ハイ！』

・あさま：『累るい積せき罪ざいなんだから、太くするんじゃなくて、替かえ玉だま制せいにすべきですよね』

・○べ屋：『それ、止まらないよ！　うどんがノンストップになったらどうする気!?』

・副会長：『つーかオーゲザヴァラー、今の状況、どうだ？』

・○べ屋：『え!?　今!?　うん、すっごく嫌いやな汗あせ出てきた！』

・副会長：『そっちじゃないよ！　こっちの状況だよ！』

　え？　とオーゲザヴァラーが声をあげた。そして彼女は、

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、別に、放っておいても大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかなあ』

　だって、

・○べ屋：『代だい表ひよう委員長の襲しゆう名めい先の一つ、大おお久く保ぼ・長なが安やすって、聖せい譜ふ記き述じゆつだと全国の金きん山ざん管理権けん限げんを松まつ平だいらから預かるような人でさ、金かね勘かん定じようとか、もの凄すごい遣やり手だったんだよ。それこそ、死後に松平側から不ふ正せい蓄ちく財ざい過か多たの疑いを向けられて、一いち族ぞくは処しよ刑けい、長安は墓はかを暴あばかれて、改めて処刑されたり、ってね』

・副会長：『あー、それ、実は聖譜記述だと私と父が裏で手を引いてる可能性せいが高いって言われるヤツだな』

　成なる程ほど、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

　小こ西にしは今、北東の輸ゆ送そう艦かん隊たいの内、無ぶ事じなものを差し向けて、接せつ近きんする北部ぶ隊たいとの合ごう流りゆうを早めようと言った。これは、彼女の戦せん術じゆつの足あし押おし策だが、商しよう人にんとして考えるなら、

「つまり、今、二人は、自分の戦術への追加投とう資しをしている、という所か」
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　正純は思った。

　……小こ西にしの戦せん術じゆつは、有利と見た北部ぶ隊たいと輸ゆ送そう艦かんの合ごう流りゆうを早期に成立させる事だな。

　これは、羽は柴しば勢ぜいの本ほん隊たいが敗はい北ぼくしても保険として残るものであって、九く鬼き達も了りよう承しようしている。

　こちらとしては、関かん東とう解放が当初の図式から変わってしまった事への対応を急がねばならない。その交こう渉しよう役やくとしては大おお久く保ぼだが、

　……どうする？

　と、正まさ純ずみが思った時だ。二つの動きが生じた。

　一つは、自分達たちの乗る小型輸送艦が回かい頭とうを終了した事。

　もう一つは、

・長安定：『──ではこちらも動こうか』

　大久保だ。

　彼女の言葉が、一つの指し示じを出す。

・長安定：『里さと見み側、──小型輸送艦、上じよう昇しようや』





●






　大久保は言った。

・長安定：『ここでこの輸送艦を上昇させる利点は以下の通り』

　それは、

・長安定：『──ええか？


　１：分ぶん隊たいした北部隊に輸送艦突とつ撃げきをぶちかませる。

　２：里見解放の武ぶ神しん団だんなどをもう一度乗のせ直して侵しん攻こう速度を上げられる』



　そして、


・長安定：『──３：浮かせてるだけで、私が莫ばく大だいな選択肢しを得られる』
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　小型輸送艦の上昇。それが生む仮か想そう海かいの潮しお騒さいと駆く動どう系けいの音が、北の方から響ひびいてきた。

　大久保が森の上に見る船せん影えいは二百メートル級。航こう空くう艦として考えると小型だが、人と比べれば充分な巨きよ体たいだ。

　落ち着いた上昇だ。大気の動きは明確で、森の空気が北へと吸い込まれて流れていく。

　微び風ふうとも言える風を感じながら、大久保は呟つぶやいた。

「さて、どないすんのや、小西・行ゆき長なが」

　小西が、多くの手を抱えた上から即そつ興きようの思し案あんを下くだすのは解わかっている。だからこちらは、自分の手を明かし、侵攻自体は本来の形から変えなかった。

　相手に、手を与えない。そしてその上で、

「唯ゆい一いつ、動かさずにいた一いつ手て。──この動きをどう取る？」

・コニ子：『おーい』

　早さつ速そく来た。

・コニ子：『面白い手を打ってきたやん。せやけど、……武蔵むさし勢ぜいが、輸ゆ送そう艦かん突とつ撃げきをマジにやるのは有りなん？　そこら辺聞きたいわ』
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　やはりな、と大おお久く保ぼは思った。

　武蔵は、人じん員いんを相手にした輸送艦突撃を行った事が無い。以前の白しら鷺さぎ城じよう戦でも、あれは白鷺城を揺らす爆ばく砕さいの布ふ石せきで済ませているし、江え戸どの大だい遺い跡せきを出る時も攻こう城じよう槌つちとしての使用だ。

　あの攻こう撃げきはダーティなもの。そういうイメージを作るべきだというのが副ふく会長の考えだ。

　無む論ろん、それは向こうに読まれているため、

　……今の小こ西にしのような、ブラフの確かく認にん伺うかがいなどが来る訳わけやな。

　だが、ブラフの確認に対しては、返し方がある。

・長安定：『小西・行ゆき長なが』

　言った。

・長安定：『──試して見る気があるんやな？』







[image: 第四十六章『議場の博打打ち』]
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「上う手まい物もの言いいをする子がいたものですわね」

　敵てき勢ぜいを前に、人狼女王レーネ・デ・ガルウは呟つぶやいた。

　橋の向こうとこちら。こちらは幽かく世りよとも言うべき流りゆう体たいの森だ。

　切きり株かぶの上、夫おつとと並んで座る人狼女王は、左手を外に延ばした。

　正面。敵の群が構えるが、気にしない。広げ延ばした手て指ゆびの先には、夜よ露つゆに濡ぬれたラッパ型の小さな花が絡む。

　彼女はそれを手に取り、小さな花を詰むと、その根ね元もとに口を当てた。軽く吸って、

「──あなた？　これ、このように吸うと、蜜みつが味わえるんですのよ？」

　へえ、と物もの珍めずらしそうに花を茎くきごと受け取る彼に、人狼女王は言った。

「試して見ますの？　──と、こういう言い方は、ちょっと卑ひ怯きようですわよね」

　だって、

「それは、輸ゆ送そう艦かん突とつ撃げきを行う場合、小こ西にし・行ゆき長なががそれを望んだからだ、と言えますもの」
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　阿あ呆ほやな、と小西は大おお久く保ぼの言葉をそう評ひよう価かした。

「私やったら、匂におわせな事言って、明めい言げんせずに別の話題に行くで？」

　大久保の言葉は、有効な返し方である一方、こちらに判はん断だんを任せた時点で「自らは撃うたない」と明めい言げんしているようなものだ。

　無む論ろん、こちらは応じない。

　下へ手たな応こたえをして、万まんが一いちぶち込まれた際の言い訳わけにされてはたまらない。

　敵は自ら撃たないのだ。

　そのデカい収しゆう穫かくがあっただけでも、充分というものだ。

　こちらは、輸送艦かん隊たいの動きを急がせた方がいい。ゆえに小西は、移動を始めた北部ぶ隊たいに、ルートの指し示じを与えていく。

　分ぶん隊たいした方がいいのは確かだ。一いつ隊たいでは、大久保が万が一輸送艦激げき突とつをしてきた時に対たい処しよを出来なくなるからだ。

　……大体、後ろからは敵の地ち上じよう部隊がやってくるしな。急がなあかんわ。

　そう思って指示を飛ばしていると、不ふ意いに大久保から言葉が来た。

・長安定：『一つ、変へん更こうするで』

　変更点。その内容とは、

・長安定：『──橋はし上うえの地上部隊、転てん進しんや。五分後ごから、人狼女王も含めて、南東、里さと見み解放に向かってくれや』

「……は？」

　小こ西にしは、大おお久く保ぼの言ってる意味を一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

　何な故ぜなら、大久保の言っている事とは、

・長安定：『我が手て勢ぜいは、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしを確かく保ほしたものとして、現状は放ほう棄きする。

　総そう員いんは、里さと見み解放を第一の目的とする。──ええな？』
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　……阿あ呆ほやな。

　小西は、大久保の言げん動どうに対し、改めてそう思った。

　大久保の狙ねらいは、もはや明確だ。

　里見解放を急がせる事。

　早期に里見の地ち上じよう戦せんを終わらせ、北部ぶ隊たいと輸ゆ送そう艦かん隊たいへの攻こう撃げきに移るのだ。

　それがため、目の前にいる北部隊の追つい撃げきよりも里見解放を優ゆう先せんし、急がせる。

　折せつ角かく確かく保ほした江戸湾遺跡大橋をも捨てる。

　これは阿呆だが、いい判はん断だんだ。

　無論、橋を放棄すれば、奪うばわれるかもしれない。

「せやけど、私らがそれをするには、戦力分ぶん散さんせなあかんしな」

　こちらとて、北部隊は輸送艦隊と合ごう流りゆうを急ぐのだ。今いま更さら、橋は不ふ要ようと言える。

　その事が解わかっているから、大久保は里見解放を急ぐ。

　……ただ、単純な仕し手てではあらへんな。

　先さき程ほど、房ぼう総そうの空に上じよう昇しようを掛けた小型輸送艦が厄やつ介かいだ。何しろあれは大いに使える。

　橋はし上うえの地上部隊と人狼女王レーネ・デ・ガルウを乗せれば、里見解放への移い動どう時間は大いに短たん縮しゆく出来るだろう。

「……さて、どうする気や？」

　小西は、大久保に問うた。

「──そろそろ、政治家かとしての腕、見せてみたらどうや、大久保・長なが安やす、忠ただ隣ちか」
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　大久保は、息を吸った。

　森の空気。夜の大たい気き。今は夏だが、こんな時間の森林の底では暑しよ気きなどある筈はずもない。

　冷たい呼こ気きを得て、大久保は口を開く。

・長安定：『羽は柴しば勢ぜいに通つう告こくする。武蔵側、関かん東とう解放の代表として、一つ言うで』

　今、このタイミングで言っておくべき事がある。

・長安定：『武蔵勢は、──歴史再さい現げんに則のつとり、羽柴勢の降こう伏ふくを認めんものとする。

　但ただし、撤てつ退たいに関してはそちらの現げん場ば判はん断だんで好きにしてくれるとええわ。こっちもそれを認めた方が楽やしな。降こう伏ふく無しいうんが、ちと厳きびしいが、実際の聖せい譜ふ記き述じゆつも撤てつ退たいの流れやろ？

　これ、頑がん張ばってくれるな？　羽は柴しば勢ぜい』
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・俺　　：『あれ？　勝ちに行くんじゃねえの？　撤退しろとか、どういう事？』

・銀　狼：『我が王おう？　勝利とは、別に敵の全ぜん滅めつか否いなかで判はん断だんされるものではありませんわ？

　大体、慶けい長ちようの役えきは羽柴勢の撤退で終しゆう了りようしますものね。だから代だい表ひよう委員長は示しましたの。各戦せん域いきで戦っている者達は、敗はい北ぼくすると思ったら、無む駄だ死じになどせずに撤退してくれ、と』

・金マル：『ちなみにコレ、里さと見み解放を加か速そくするための方策でもあるんだよん。敵の全滅を狙ねらうより、途と中ちゆうで撤退して貰もらった方が遙かに早いから』

・あさま：『そうやって急がせて、早めに北部へ転てん進しんしたい、と……？』

・副会長：『…………』

・銀　狼：『どうしましたの？　正まさ純ずみ』

・副会長：『あ、いや、大おお久く保ぼの言げんに、ちょっと引っかかる部分があってな』

・賢姉様：『フフ、──後こう輩はいの言げん動どうが、一体どうしたの？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、……うちの後輩は、面めん倒どうなのが好きなんだな、って今いま思った』
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「面倒、しよるなあ……」

　小こ西にしは、甲かん板ぱん縁べりから北の空を見た。

　遠くの森の上、浮ふ上じようしている小型輸ゆ送そう艦かんがある。あれと自分の間に、大久保はいるのだろう。

　正直、位置が見えているなら砲ほう撃げきをぶち込んで終わりにしてやりたい。

　それ程ほどに、こちらにとって面倒な事を敵はやってくれた。

「まさか、降こう伏ふくの不ふ許きよ可かに、撤退の勧めまでしてくれるたあ……」

　歴史再さい現げんでは、確かに羽柴勢は一いつ斉せいの撤退を行う。

　だが、降伏抜ぬきで撤退しろというのは、どういう意い図とがあっての事か。

　それも、現げん場ばの判断で、ときたものだ。

　無む論ろん、撤退の是ぜ非ひは上うわ役やくである自分達に実じつ質しつの権けん限げんがある。

　その一方で、現場の即そく座ざの判断が有ゆう用ようである事も、小西は理解している。

　ゆえに、大久保が言った事は、現場にとっての正せい論ろんでありつつ、上役である自分達にとっても、建たて前まえとは別に存在する本ほん音ねだ。

　大久保は、こちらの言いたい事を、裏からサーブしてくれたと言っていい。だが、

　……他た人にん、絡むやん。

　自分は、多くの要よう因いんを抱え込むのが好きだ。商しよう人にんの性しよう分ぶんと言うべきだろうか。在ざい庫こは潤じゆん沢たくな方が安心感かんもあるし、何よりも嬉うれしいのだ。

　そんな多量の要因を頭の中に入れていると、必要な時、最さい適てきなものが繫つながって行って、一つの解かいを見せてくれる。

　しかし、厄やつ介かいな要素が、たまにある。

　他た人にんだ。

　他人が関わるものは、正直、要因として捉とらえたくない。

　何な故ぜなら、他人が関わる要因は、当人の気分によって大きく変化するからだ。

　多量のものを抱え込んでも、不ふ確かく定ていな要因は信用が出来ない。不確定なものを組み込んだ時点で、そこから先の戦せん術じゆつは全て推すい測そくの上うわ乗のせになっていくのだ。

　しかし、大おお久く保ぼはそれを持ち込んだ。

　彼女の望む通り、戦せん場じようの推すい移いは当とう初しよよりも早くなるだろう。だが、

「……？」

　小こ西にしは、妙みような違い和わを、大久保の判はん断だんに感じた。
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　……何やねんな。

　大久保がしている事は、里さと見み解放の加か速そくだ。これは間違っていない。

「どれを見ても、里見解放を急がせるものやな」

　全体を、北部ぶ隊たいへの攻こう撃げきと里見解放の二ふた手てに分けるより、里見解放に集中させる。

　そのためには、江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はしの放ほう棄きも行う。

　橋側の人じん員いんを里見側に送るため、小型輸ゆ送そう艦かんの用意もした。

　撤てつ退たい勧かん告こくも行い、戦せん場じようを切り上げる御お膳ぜん立だてもした。

　随ずい分ぶんと思い切った戦術だが、理り屈くつは全て〝里見解放の加速〟と、そのように説明出来る。

　だが、違和はある。上う手まく言えないが、大久保の戦術に作意的な失敗を感じるのだ。

　賭かけ、というべきかもしれない。

「どうやろな」

　今、こちらは上手く交こう渉しようを進めている。

　何しろ、橋の守しゆ備びを攻こう略りやくされたものの、アドリブで用意しておいた次の手に移れたのだ。

　北部隊と輸送艦の合ごう流りゆう。

　……慶けい長ちようの役えきの継けい続ぞくを出来ると、そういう事や。

　大久保が、こちらの手を削けずりに来て、明かしにも来たが、もう遅い。

　北部隊と輸送艦は、合流に向けて動き出している。

　後はただただ、時間との勝負だが、

「どう考えても、合ごう流りゆうが早いで」

　だから、小こ西にしはこう考えている。

　……大おお久く保ぼは、合流阻そ止しを諦あきらめて、まず、里さと見み解放に専せん念ねんした。

　合流されるのは仕方ない、と割り切ったと言う事か。後はただ、里見を早く奪だつ還かんし、北部への転てん進しんを急ぐという戦せん術じゆつ。

　そのためには、何が鍵かぎになるのか。

「──小型輸ゆ送そう艦かんやな」

　多くの人じん員いんを動かし、輸送するもの。

　大久保は、こちらとは違う。彼女はどちらかというと、自分の扱う要素を絞しぼり込んでから戦いに臨のぞむやり方だ。

　シンプルで解わかりやすい。が、融ゆう通ずうが利かない。

　……輸送手しゆ段だんとして、小型輸送艦を一いつ艦かんだけしか、用意しとらんしなあ。

　削けずり過ぎだ。否いな、今回のような展開はこちらにも読めていなかった。だから彼女としては里見侵しん攻こう用ように絞り込んでいたら、面めん倒どうな展開になった、という事だろう。

　ただ、違い和わを感じる。

　大久保は、ここまで絞り込み、手て筈はずを削って来ているが、

「成なる程ほど、──成功する事しか考えとらんように見えとんのやな」

　小西は、自分の中の違和を理解した。

「私だったら、こないな風ふうにせえへんもんな。いろいろ抱えて、失敗の対たい策さくもしとるわ」

　だから、

「一つ確かめさせて貰もらうで？　作さく戦せんが、失敗や、不利な展開になった時、どうするのか」

　つまり、

「自分のしとるのは、失敗への一いつ直線にしか見えんのや。

　それがブラフなのかどうなのか、見せて貰うわ」

　小西は、確かめるために言葉を送った。

・コニ子：『九く鬼き君くん、そっち、どうやねん』

・九本角：『Ｔｅｓテスタメント．、少々、房ぼう総そうよりになってはいるが、充分に戦えている。

　敵の艦かん列れつが、山やま形がた城じようの牽けん制せいもあってやや海側から回り込むような形になっているが、鉄てつ甲こう船せんに対して砲ほう撃げき可能な艦を増やし、集しゆう弾だんを図っているのだと理解は出来ている』

　九鬼から送られて来た概がい要よう図ずは、確かにその通りだ。

　先さき程ほどよりも、房総半はん島とうの南へと、敵の艦列が膨ふくらんでいる。最も南の列は車しや輪りん陣じんなせいか、やや前に、東方向に出過ぎているようにも見えるが、

　……左の二列の陰から車輪陣の射しや線せんをとるには、前に出るしかあらへんしなあ。

　車輪陣の構こう造ぞう上じよう、二、三艦だけを前に出して回すのは不ふ可能だ。描く弧こを構こう築ちく出来るだけの艦かんを前に送らねばならない。

・九本角：『車しや輪りん陣じんの思わぬ不ふ備びというか、弱点ではあるな』

　そやねえ、と小こ西にしは頷うなずき、九く鬼きに提てい案あんした。

　こちらの本ほん論ろん。それは、大おお久く保ぼの手て配はいを確かく認にんするためのもので、

・コニ子：『九鬼君？　一発でええねん。──あの小型輸ゆ送そう艦かんに、一発入いれてくれへん？』
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　九鬼は、房ぼう総そう半はん島とうの本ほん土ど側がわの状況を、概がい要よう図ずで確かく認にんした。

　敵の地ち上じよう部ぶ隊たいの動きは、まだ明確ではない。見えているのは、それこそ上じよう昇しようした輸送艦と、橋はし際ぎわにおける敵の集しゆう合ごう。そして自分達の戦せん力りよくのみだ。

　……敵、地上部隊がどのような動きをしているのか、気にはなるが……。

　小西は防ぼう御ぎよを固めている。そして北部側がわは、これから武蔵むさし勢ぜいの地上部隊が南なん進しんするなら、フリーとなる。

　北部から移動してくる敵てき戦せん力りよくで気になるのは、やはり人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。先さき程ほどの本ほん性しよう展てん開かいなどを行われたら、武ぶ神しん達たちでも相手が難しい。

　ゆえに、小西の方も、自分を含めた襲しゆう名めい者しやがいつでも前に出られるようにしている。

　なかなか、手て配はいが素す早ばやい。商しよう人にん武ぶ将しようのセンスといったところか。

　防御の布ふ陣じんも、隙すき間まを固めるように配はい置ちされ、落ち着きを感じる。

　粘ねばる気だ。

　里さと見み解放を阻そ止しし、失敗しても、時間が長く掛かるようにという、防御の布陣。

　そして北部では、輸送艦と北部隊が合ごう流りゆうしようとしている。

　南部と北部、二ふた手てに分かれての状況進しん行こうだ。

　片方、北部の方は、万まんが一いちには自分達の次の本ほん拠きよとなる。

　そこを使用する場合、羽は柴しばが到とう着ちやくするまで凌しのぐのが主しゆ戦せん術じゆつとなるだろう。だが、

　……防御に徹てつする場合、補ほ給きゆうに潤じゆん沢たくな輸送艦かん隊たいがあるなら、勝ちは見えたな。

　と、九鬼は思った。

　だが、小西はまだ、完全にそう思えてはいないらしい。こっちから、あの小型輸送艦に一いち撃げきを入れろと言ってくる。

　敵の戦術に、奇き妙みようを感じているのだろう。

　九鬼としても、用よう心じんに越した事はないと考えている。だから、

『浦うら賀が水すい道どう、北側の軽けい戦せん艦かん、艦かん尾び側がわの第二主しゆ砲ほうを北に向けろ』

　敵の位い置ち情報が小西からこちらに送られて来るのを、九鬼は砲ほう撃げき役やくの軽戦艦に仲ちゆう介かい。軽戦艦側が了りよう承しようし、誘ゆう導どう術じゆつ式しきを使用する事を進しん言げんしてきた。

　許きよ可かする。

　そして砲ほう撃げきの命令を九く鬼きが下くだそうとした。その時だった。

　不ふ意いに、自分の傍かたわらに表示枠レルネンフイグーアが一つ来た。

　小こ西にし経けい由ゆで届いてくる、大おお久く保ぼとの交こう渉しよう内容だ。

　画面の中、敵の交渉役やくが作った文字が、見えている。

『──羽は柴しば勢ぜいに宣せん告こくするで。内容は、さっきと変化あらへんけどな』

　それは、

・長安定：『そちらの北部ぶ隊たい。人狼女王レーネ・デ・ガルウの前にいる連れん中ちゆうな。──彼らの撤てつ退たい勧かん告こくや』

　ただ、彼女は先さき程ほどとは違うアプローチを寄よ越こしてきた。補ほ足そくの言葉を続けたのだ。

・長安定：『あと三分程ほどやな。こっちは全て動かすさかい。これが最後になるで』
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　構へんよ、と小西は思った。

　そちらが三分後ごに動くとしても、こちらは既すでに動いている。

　最終的な勝ちは見えている。後はその確かく証しようのために、

「頼むで、九鬼君」

　言うなり、音が響ひびいた。砲ほう撃げきの炸さく裂れつ音が夜の空と森林を揺らしたのだ。

　それも、一発ではない。

　二発だった。
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「……お!?」

　小西は、二発の砲撃を視し覚かくした。

　一発は、九鬼の指し定ていした軽けい戦せん艦かんからだ。浦うら賀が水すい道どうの入口、その北側に位置しているため、その姿すがたはもはや西の正面近ちかくに見える。

　そこから発はつ射しやされた誘ゆう導どう弾だんは、弧こを描いて敵の小型輸ゆ送そう艦に飛んだ。

　一方、別の一発は、

「……森の中やな！」

　近い。数キロ先の森。半はん島とうの西側斜しや面めんから、光の一いち弾だんが先さき程ほどの軽戦艦に飛んでいた。

　軽戦艦の砲撃に反応したのではなかった。その初しよ動どうを予よ測そくし、干かん渉しようするための一いち撃げきだ。

　至し近きんともいえる距離からの射しや撃げき。

　小型輸送艦への攻撃阻そ止しを狙ねらった一発は、確かに軽戦艦の艦かん尾び甲かん板ぱん上じよう、そこにある砲へ飛んだ。しかし、

「何しとんねん……？」

　敵の目的は果たされなかった。光こう弾だんは、艦かん体たいに当たる前に弾はじかれたのだ。

「Ｔｅｓテスタメント．！　軽けい戦せん艦かん言うても、戦せん闘とう中ちゆうや。防ぼう護ご障しよう壁へきの自動展てん開かいあるで！」

　一方、こちらの誘ゆう導どう弾だんは、敵の小型輸ゆ送そう艦かんへと飛んだ。

　飛ひ翔しようする砲ほう弾だんは、弧こを描いて行った。誘ゆう導どう術じゆつ式しきを入れているのは流りゆう体たい砲弾。軽めの術式砲ほうなどではないのは、九く鬼きがこちらの成果を確実にしようと望んだからだろう。

　敵が防護障壁を張る。

　だが、軽戦艦とはいえ、主しゆ砲ほう級きゆうの一いち撃げきだ。小型輸送艦の防護障壁では敵かなわない。

　北の空にて、光が散った。

　こっちの撃うった砲撃が、防護障壁を砕くだいたのだ。

　瞬しゆん間かん。小こ西にしは見た。自分の手て元もとに現れた一枚の表示枠レルネンフイグーアと、大おお久く保ぼの台詞せりふを、だ。

・長安定：『おおきにな。私の手を、よう削けずってくれた。この手は、己で削るのはどうも罪ざい悪あく感かんあったし。せやけどまあ、──警けい告こくするで』

　眼がん前ぜんの森。何ど処こかにいる相手が、こう告げた。

・長安定：『今の一撃で、自分、最後の勝てる機き会かいを失うたわ』
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　小型輸送艦の防護障壁は、敵てき弾だんを防ごうとした。

　だが、小型輸送艦自じ体たいが、武蔵の領りよう空くう圏けん内ないや、陸りく港みなととの行き来を目的とした艦だ。正式な輸送艦に比べ、防護障壁は厚く作られていない。

　壁が砕けた。

　連続して割れた障壁の中央。実じつ体たい弾だんを核かくとした弾だん体たいが小型輸送艦に届く。

　届いた。

　輸送艦が、打だ撃げきを受けた右う舷げん中央からほぼ真ま上うえに浮いた。

　艦の形は、浮いたメートル数だけ、確かに曲がった。

　直後に、左さ舷げん側がわの装そう甲こう類がフレームから剝はがれ、一いつ斉せいに弾はじけ飛ぶ。

　金きん属ぞくの軋きしみは、破は裂れつ音おんに近かった。

　そして爆ばく発はつした。

　二百メートルの小型輸送艦に、軽戦艦の主砲級流体砲ほうが直ちよく撃げきするとどうなるか。

　割れて散るのだ。

　風が鳴ったのも、森の木々を揺らす風が吹いたのも、その後からだった。

　流体燃ねん料りようの光と、火を噴ふいた艦かん体たいは、夜を照らして空中を横おう転てんした。

　房ぼう総そう半はん島とうの西斜しや面めん。尾お根ねに近い位置に小型輸送艦は激げき突とつ。己おのれの自じ重じゆうで、まるで果くだ物ものが潰つぶれるように平たくなり、内部に圧あつを溜ためた。

　その圧力が空そらに弾け、遂ついに全体が爆ばく砕さいする。

　小型輸送艦が、破は壊かいされたのだ。
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　背後、自分達がいるよりも高い斜面での爆ばく発はつに、大おお久く保ぼは振り向かなかった。

「御お嬢じよう様さま、部品が」

　周囲の森の中、硬い音や、葉は群むれが鳴っている。鉄の雨が降っているようだと、大久保はそう思った。

　翳かげりのような、揺らぐ赤しやつ光こうを後ろに、大久保は軽く首を振った。そして、

・長安定：『小こ西にし・行ゆき長なが、──小型輸ゆ送そう艦かんを撃げき沈ちんされたため、指し示じを二つ出すで』

・コニ子：『ああ、ええよ。橋はし上うえの連れん中ちゆう、北部ぶ隊たいの方に向けるか？』

・長安定：『否いな』

　大久保は応じた。

　頰ほおを、後ろから鉄てつ片ぺんがかすめた。

　直ちよく撃げきだったら死んでいただろうか。それとも、防ぼう護ご術じゆつ式しきの自動反はん応のうで救たすかっただろうか。

　解わからない。が、ここは戦せん場じようなのだ。ゆえに今、交こう渉しよう役としての自分が言うべきは、

・長安定：『江え戸ど湾わん遺い跡せき大おお橋はし上じようの部隊。二分後ごに移動を開始してや。行き先は房ぼう総そう半はん島とうの北部、東西に渡るラインを構こう築ちく。そして──』

　大久保は、概がい要よう図ずに見える房総半島の北部に、大橋から左右を渡る赤のラインを引いた。

・長安定：『装そう備び、術じゆつ式しきは対たい空くう迎げい撃げき用。──方角は北東、敵の輸送艦かん隊たいが房総半島に至る軌き道どう上を狙ねらえ』
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　小西は、大久保の言っている意味が解わからなかった。

　……北東の、輸送艦隊狙ねらい？

　否いな、正確には、輸送艦隊が南なん下かして房総半島に入ろうとするのを狙えと、そういう事だ。

　しかし、小西には疑問がある。

「私、そんなプラン、持っとらんよ？」

　北東の輸送艦隊には、北部隊を向かわせているのだ。その合ごう流りゆうを急がせる目的として、無ぶ事じな輸送艦を接近する北部隊へと向かわせているが、

　……その迎げい撃げきにしては遠いやろ。

　と、思った時だ。大久保が言葉を放ってきた。

・長安定：『もう一つの指示、行こうか』

　そうやったな、と小西は、大久保の指示が二つあった事を思い出した。

　もう一つの指示。それは、橋上の陸上部隊に対する指示とは違い、

・長安定：『──里見解かい放ほう部隊、お返ししたれや』

　言葉に応じるように、音と光が走った。

　先さき程ほど、こちらの軽けい戦せん艦かんを穿うがとうとした砲ほう撃げきが、再度、夜の空を走ったのだ。

　……移動しとる？

　音は同じだったが、位置が随ずい分ぶんとズレた。そして、

「他も、やる気やな……!?」

　正面、二キロ程ほど先から、ずっと東西に渡るライン上。

　房ぼう総そうを横切る線を結ぶようにして、対たい空くう砲撃が幾いくつも走ったのだ。

　準じゆん対たい艦かん砲ほう。恐らくは武ぶ神しんの、照しよう準じゆん術じゆつ式しきをつけた上で狙そ撃げき態たい勢せいもとった砲撃だ。更さらには、最も東側となる斜面の向こうからも、

「あれは──」

　先程、北の空で戦艦や輸ゆ送そう艦かんを墜おとした砲撃音おん。あれがまた、届いてきたのだ。

　立たち花ばな・誾ぎんの四つ角十字クアトロ・クルス。

　それらの一いち撃げきが重なり、件くだんの小型輸送艦に連続着ちやく弾だんした。

　一いつ瞬しゆんだった。先さき程ほどとは違い、集しゆう弾だんをぶつけられた防ぼう護ご障しよう壁へきは砕くだけ、一枚も二枚も、三枚からそれ以上も、幾いくらあっても同じだと突き抜けられ、更に、

「もう一発か……！」

　立花・誾の砲ほう弾だん。二発目が、照準のみの高速特とつ化か弾だんとして激げき突とつした。

　小型輸送艦が、撃うち抜かれた。

　装そう甲こうに届いた弾だん丸がんが、そのまま内部フレームに当たらず、逆ぎやく側がわへと貫かん通つうしたのだ。





●






　遠く、空を超えるように、砲撃の音が響ひびいてくる。

　房ぼう総そう半はん島とうの東側斜しや面めん。その上で、岩いわ場ばに四つ角十字の後部を押しつけて砲撃を行った誾は、閉じていた目を開けた。

「──着弾したようです。フレームを砕くだく手て応ごたえがなかったので、おそらく砲弾は速度を活いかして貫通したものかと」

「見事ですね誾さん、まさか狙ねらいましたか？」

「測そつ距きよ情報は貰もらっていましたが、まさかそこまでは」

　ただ、と彼女は微笑で言った。

「警けい告こくで済ませたい、というのは聞いていましたので。先程、軽戦艦が砲撃を行った際の反はん動どうによる移い動どう距離は換かん算さんしていました」

「見事な警告だったと思います。それに、──貫通撃とは、美しい成果です」

　誾は、頰ほおを赤くして宗むね茂しげの足あし下もとを見た。極きよく東とう式の靴くつはソールが足あし指ゆびを模もしており、山さん岳がく地帯や、踏ふみ場ばとして難なん所しよでの活動に適している。その靴の、爪つま先さき側が土や夜よ露つゆで濡ぬれているのを誾ぎんは見み据すえて、

「宗むね茂しげ様さま、随ずい分ぶんと山さん岳がく踏とう破はの足あし運はこびが良かったですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、以前、武蔵むさしに来る時、アモーレ五回叫んでから三征西班牙トレス・エスパニアと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを突っ走りましたので、その時の経験が」

　誾が、咳せき払ばらいをする。と、宗茂が、

「あの時は結けつ構こう転んだものでしたが、やはり、誾さんを抱えていると違いますね。途と中ちゆう、乾いた小川に戸と惑まどいましたが、一回も転びませんでした。やはり誾さん、見ているだけで集中力りよくが上がりますね」

「受験の御お守まもりか何かですか私。あと、咳払いしたら察して下さい」

「？　ひょっとして、顔を見られないよう、背負った方が良かったですか」

「いえ、前でいいのです。──荷物ではありませんので」

　ただ、と誾は、四つ角十字クアトロ・クルスを空中に持ち上げると、腰を宙ちゆうに屈かがめた。

「もう一度御お願ねがいいたします、宗茂様。──もっと前に詰めた方が良い筈はずです。代だい表ひよう委員長の思おも案わくに、説せつ得とく力りよくを持たせるためには」
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　九く鬼きは、浦うら賀が水すい道どうの入口北きた側がわで、軽けい戦せん艦かんが降こう下かしていくのを確かく認にんする。

　撃うち抜かれたのは艦かん体たい中央下した側がわ。ど真まん中なかのラインゆえ、最も装そう甲こう厚く、しかしフレーム自体は中央を空あけている部分を正確にやられた。

　眼がん前ぜんの表示枠レルネンフイグーアで、止めどない文字の羅ら列れつと箇か条じよう書がきとなって流れていくのは被ひ弾だんの報告だ。

　遠く、確かに聞こえる警けい報ほうは、退たい艦かん指し示じの唸うなりだろう。

　……しかし、集しゆう弾だんがあったとはいえ、装甲を抜くのはたった一発で、か！

　空中に停てい止し状態だったとはいえ、異常な精せい度どで撃ち抜かれた。

　フレームを撃たれたならば、まだ良かった。鉄の骨ほね組ぐみであるならば、それ自体の強度とダメージの分ぶん散さんによって中ちゆう破ははしただろうが、飛ひ行こう系けい統とうに大きなダメージは残らなかった筈だからだ。

　貫かん通つうがいけなかった。

　それは艦の前後を結ぶ動どう力りよく管かん類るいと、中央部への様さま々ざまな供きよう給きゆうラインを穿うがった。

　急ぎ、中央部への出しゆつ力りよく供給や経けい由ゆが止められ、艦は前後で独立したような状態になった。

　外から見れば、側そく部ぶに穴が開き、装甲が散っただけのように見える。だが内部では、中央の区く画かくに流りゆう体たい燃ねん料りようや油、ボイラーで熱された水などがぶちまけられた状態だ。報告に拠よれば、特に排はい熱ねつが漏もれたのが酷ひどく、急きゆう速そくに上がる熱によって燃料などが引いん火かや膨ぼう張ちようを始めていた。

　その影えい響きようを艦中央部から取り除く事が出来ないと判はん断だんした艦かん長ちようが降こう下かを指し示じ、こちらが許きよ可かしたのだが、

「……里さと見み側がわからの砲ほう撃げきを、今後は考こう慮りよしろというのか！」

　何が起きたのかは解わかっているし、何が起きようとしているのかも解っている。

　そのつもりだった。

　だが、九く鬼きは、自分の手て元もとの概がい要よう図ずを見ていた。

　敵の地ち上じよう部ぶ隊たいの動きを、予よ測そくも含めて示した房ぼう総そう半はん島とうの図だ。北部では東西を渡る地上部隊が北を向く予定。南部では、既すでにやはり列になった地上部隊が南なん進しんを行っている。その密みつ度どは左右に高く、武ぶ神しん隊たいも分ぶん散さんしているようだ。

　厄やつ介かいなのは、手て薄うすになる筈はずの東側沿えん岸がんだ。そちらに立たち花ばな・誾ぎんと宗むね茂しげの両名がいる。この二人は、地上部隊としては一いち師し団だん匹ひつ敵てきの上に、砲ほう撃げき戦せんまでこなすのだ。

　そして里見生徒会長と、第六特とく務むの武神が何ど処こかにいる。

　これに、更さらに追つい加かとなる戦せん術じゆつとしては、

・長安定：『人狼女王レーネ・デ・ガルウ。ちと手て間まやけんど、アンタは房総半島の中央まで行ってくれへんか？　その際、森を展てん開かいしてくれると嬉うれしいわ』

・現役娘：『んー、うちの人も連れて行っていいなら、余よ裕ゆうで出来ますわよ？』

　その言葉に応じて、九鬼は敵の地上部隊、北部と南部に引かれた東西ラインの中央に、人狼女王を示す赤の点を置いた。

　だが、実際はそれで済まないだろう。

「流りゆう体たいの森、か」

　敵が作った南部と北部のラインの間。大だい面積のこの地ち形けい、流体の森で全て埋まらなくても、人狼女王の縄なわ張ばりとなるのだ。

　そして出来上がったものを九鬼が改めて見み据すえた時だ。

　九鬼は、ある事実に気付いた。

「──小こ西にし君！」

　危険だ、という思いを隠かくさず、九鬼は叫んだ。

「急ぎ、北部隊を戻すのだ！　そして橋はし上うえで待たい機きしている敵てき戦せん士し団だんに対して防ぼう御ぎよ陣じんを組み、彼らを房総半島に入れるな！」

　さもなくば、

「敗はい北ぼくが確かく定ていする!!」
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　小西は、九鬼の言葉を発する表示枠レルネンフイグーアを、横に押しのけた。

　自分の正面。既に己おのれで仕上げた房総の概要図があるのだ。

　そこに書き足した敵の位置と動き。そして大おお久く保ぼの指し示じは、誰だれよりも明確に見えている。だが、それだからこそ、

「やりおったなあ……」

　今、敵が軽けい戦せん艦かんを撃げき沈ちんした事で、明確になった事実があるのだ。それは、

「大おお久く保ぼ・長なが安やす、……否いな、このセンスは忠ただ隣ちかの方かもしれへんな。自分──」

　自分達、房ぼう総そうの地上拠きよ点てんにいる者達の現状は、こうだ。

「私達が脱だつ出しゆつ不ふ能のうな完全包ほう囲いを作ったと、そうしたつもりやな？」
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　小こ西にしは、舌した打うちした。

　元より、自分達の戦せん闘とうは、房ぼう総そう半はん島とうの南にて敵の侵しん攻こうを待ち構える事で発はつ生せいする。

　自ら出て行けば、戦闘の推すい移いを早めるだけだ。だから動かず、籠ろう城じようするのが得とく策さく。そうすれば羽は柴しばがやってくるのだから、待っていればいい。

　だが、敵には武ぶ神しん隊たいがいる。

　武神の厄やつ介かいなところは、本ほん拠きよの外がい壁へきなども飛び越え、突とつ破ぱしてくる事だ。籠城という概がい念ねんがサイズ差によって覆くつがえされる事は多た々たある。

　だからこちらも、迎げい撃げきの用意をした。本拠の外には人じん員いんを用意し、武神も用意している。

　しかし、それ以上に、敵は詰めて来た。

　各かく部ぶ隊たいを列として、房総半島のクリアに入った。それも単なる通過のためではない。

「こちらを包囲し、逃がさぬためやな」

　襲しゆう名めい者しやや、武神隊をもって、こちらを囲んだ。

　これだけならば、よくある構こう図ずだ。

　籠城をしていれば包囲されるのは確実。だからこちらも時間を稼かせぐため、後こう退たいし、自分達の密みつ度どを上げる戦せん術じゆつをとった。

　だが、違った。

　敵が狙ねらっているのは、単純な包囲ではない。

　……空や。

　敵の航こう空くう艦かん隊たいが、大きく動きを変えている。

　特に南部の車しや輪りん陣じんが危険だ。それはもはや鉄てつ甲こう船せんの壁を南東側がわに越え、あるものを狙える段階にまで来ているのだ。

「うちの本拠やな」

　無む論ろん、鉄甲船は対応している。ゆえに敵の車輪陣は、こちらの本拠に集中出来ない。

　だが、集中出来なくても充分な成果を上げられる場合がある。

　戦艦ではなく、輸ゆ送そう艦かんなどを撃うち、破は壊かいする場合だ。

　つまりそれは、本拠からは輸送艦が空に出られないという事だが、

「撤てつ退たいが、出来へんいう事や……」

　万まんが一いち、本ほん拠きよが落とされたら、どうするか。

　その場合、北東の輸ゆ送そう艦かん隊たいが次の本拠となる。これは自分の手て筈はずによるものだ。

　だが、本拠を捨て、撤てつ退たいする皆は、どうなるか。

　……それは当然、本拠から、何らかのルートで撤退や。

　しかし、地上は封ふう鎖さされている。

　敵の南部側がわラインがまずあり、人狼女王レーネ・デ・ガルウの中央制せい圧あつがある。北部でも、背はい面めん向むきではあるが、地ち上じよう部ぶ隊たいのラインが敷しかれているのだ。

　陸りく路ろはまず、不ふ可能と言っていい。

　ならば当然、空くう路ろだ。しかし、

「しかしそれも、車しや輪りん陣じんで潰つぶすか……！」

　敵てき艦隊が、こちらを狙ねらうようになっているのだ。





●






　やられたな、と九く鬼きは現状を判はん断だんした。

　目の前にいる敵と、下にいる敵。

　この二つは連れん動どうしていると、九鬼はそう読んでいた。だがその連動も、

「……村上・元吉の航こう空くう艦隊は、私達の攻こう撃げきを地上部隊に向けさせないための時間稼かせぎと牽けん制せいと、そう思っていたが」

　違った。

　敵は、航空艦隊にそれ以上の意味を与えていたのだ。

　西から南に掛けては、プレッシャーと砲ほう火かを交わし合い、激げき戦せんとする。

　そして南から東に掛けては、大回りに突とつ出しゆつした艦隊が、房ぼう総そうの空に睨にらみを利かす。

　戦せん艦かんの砲ほう撃げきは、脱だつ出しゆつの要かなめとなる輸送艦を軽く貫つらぬくのだ。特に現状、こちらの戦艦は全て西面の対応に追われ、人じん員いん脱出用ようには回せない。

　つまり、房総の本拠からは、脱出不ふ可能だ。

・長安定：『言うておく』

　大おお久く保ぼの声が聞こえた。

・長安定：『降こう伏ふくは認めん。──撤退、頑がん張ばって貰もらうで』

　九鬼は現状の判はん断だんを改めて深めた。つまり現在、

「地ち上じよう本拠の皆が、降伏不可能な包ほう囲い状態に追い込まれたのだな」
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「降伏無なし、……さっき、言うた通りやな」

　小こ西にしは思った。万が一負ける、という状況は、これから起きるだろうか、と。

　……どや……？

　解わからない。だが、もし、万まんが一いちの敗はい北ぼくが生じた場合、房ぼう総そうの本ほん拠きよは壊かい滅めつする。

　何しろ、地上と空を封ふう鎖さされたのだ。

「やってくれる……」

　里さと見み勢ぜいが侵しん攻こうに成功すれば、撤てつ退たい不ふ能のうかつ降こう伏ふく不ふ可か能のうな仲なか間ま達たちは、戦いを続ぞつ行こうせざるを得ない。そこに生じるのは〝敵が赦ゆるす〟か〝全ぜん滅めつ〟という二に択たくだ。

　無む論ろん、それは覚かく悟ごの上だとも言えるだろう。

　本ほん拠きよは壊滅しても、北東の輸ゆ送そう艦かん隊たいを次の本拠にすればいいのだ、と。

「だが、本拠にいる自分達は、全ぜん滅めつが必ひつ定じようやな……」

　戦う前から決まった全滅戦せん。この状況が生まれたのは、自分達たちのミスだろう。

　自分は地上側がわの担当。九く鬼きは航こう空くう艦隊側の担当。

　それぞれの連動は理解しているつもりだった。

　だというのに、

　……どういう事やねん。

　事じ態たいを作り上げる要よう因いんを、敵はほとんど持っていなかった筈はずだ。

　少ないピース。そして愚ぐ直ちよくとも言える侵しん攻こう。

　しかしそれが、遠く離れた航空艦隊の動きを、信しん頼らいしているがゆえならば。

　違い和わは確かに感じた。このままでは、大おお久く保ぼは失敗に突き進むだろうに、と。

　その感覚は正しかった。

　何な故ぜなら、大久保は一人で戦争をしていなかったのだ。

　今、思えば解わかる。

　最初に北部ぶ隊たいへ橋はし上うえの陸りく上じよう部隊をぶつけようとしたのは、北部隊を輸送艦隊側に移動させるためだ。

　こちらが北部隊と輸送艦隊の合ごう流りゆうを画かく策さくしたように、敵は、安全にこちらの地上本拠を追い込むつもりだったのだ。

　こちらが後こう退たいして本拠寄よりの防ぼう御ぎよを固めたのも、敵にしてみれば地上の包ほう囲い網もうを密みつ度ど高く作れる手て助だすけにしかならない。

　その上で、敵は自分達の行動の利り点てんを挙げた。

「表おもて向むきの、しかし、正しい利点やな……！」

　状況が成立するまで、大久保は、愚直な軍ぐん師しを演じたという訳わけだ。

　里さと見み勢ぜいの侵しん攻こうが成立すれば、本拠の人じん員いんが危険だ。

　これまでは、いざとなったら撤退すればいい、という思し案あんもあった。大久保が、降こう伏ふくを認めないが、撤退は認めると、そう言ったせいもある。

　とんでもない。

　撤てつ退たい不ふ可か能のうともいえる状況を、敵は作っているではないか。

　九く鬼きが〝押さえ込んでいる〟敵の航こう空くう艦かん隊たい。その僅わずかな突とつ出しゆつと、西での激げき戦せんが、房ぼう総そうの空を包ほう囲いしてしまっている。彼らがつまり、空の包囲担たん当とうだ。

　大おお久く保ぼは、地上の包囲担当だ。

　どちらも、片側だけでは不完全。だが、鉤かぎの括かつ弧こが合がつ致ちして四し方ほう形けいを作るように、両者の侵しん攻こうが固まった時、完全包囲が成立した。

　後は、地ち上じよう部ぶ隊たいの侵攻だ。

　武蔵むさし側がわは、歴史再さい現げんに則のつとり、こちらの降こう伏ふくを認めない。もし本ほん拠きよが攻こう略りやくされた場合、撤退しか選択はないが、完全包囲を抜けるのは地じ獄ごくでしかないだろう。

　だから、だ。

　だから九鬼が、急ぎ防ぼう御ぎよの態たい勢せいを構えろと言ったのだ。

・長安定：『──後あと一分や』

　大久保の声が聞こえた。

・長安定：『交こう渉しようしようや。小こ西にし・行ゆき長なが。──ようやっと、真ま面じ目めな戦争転ころがしをな』
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　……無む茶ちや苦く茶ちやだな。

　と、森の中にて移動を終えた〝義ぎ〟の中で、義よし康やすは吐と息いきした。

　大おお久く保ぼが随ずい分ぶんと、やる。

　大人おとなしい外がい見けんをしておいて、冷れい徹てつさを厭いとわない。

　堅い、ともいえる雰ふん囲い気きだが、敵に対しては有用だろう。

「さて」

　義康は〝義〟の中、仮か想そう操そう縦じゆう室しつとして作り上げた畳たたみ四よ畳じよう間まに一ひと息いきを落とした。

「ここからどうする大久保。敵を潰つぶすのでは、勝利ではなく、〝敵を消した〟だけだぞ」
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　大久保は、森の底で一息をついた。

　……後で、航こう空くう艦かん隊たい指し揮きの村むら上かみ・元もと吉よしさんには、礼れいを言わんとなあ。

　彼が遅ち滞たいと侵しん攻こうを的てき確かくに行ったから、今がある。状況としては、やや遅れ気ぎ味みのようにも見えるが、事じ態たいとしては間に合ったのだ。

　だから大久保は始める事にした。自分がこの戦いの中で、何を見せるべきかを、だ。

　その思し案あんを果たすための言葉を、大久保は作った。

・長安定：『ええか？　小こ西にし・行ゆき長なが。単純な取引や』

　告げるのは、最初の取引だ。

・長安定：『──まず、北東の輸ゆ送そう艦かん隊たい。その所しよ有ゆう権けんをこちらに貰もらおうか』
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　……根ね元もとを押さえに来よった。

　小西は、表示枠レルネンフイグーアを前に苦く笑しようした。

・コニ子：『北部ぶ隊たいの撤てつ退たいや降こう伏ふくを勧かん告こくしないのは、いい判はん断だんやな』

・長安定：『そんな事をしても、何ど処こかの部隊が輸送艦隊と合ごう流りゆうしたら同じやろ。未来の可能性せいは摘つんどくねん。それだけの判断や』

・コニ子：『さよか。──じゃあそちらは、何を提てい示じすんねん？』

　問い掛けに対し、答えは即そく座ざに来た。

・長安定：『──こちらの地上部隊から、そちらの航空艦隊への攻こう撃げきを禁じる』
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　大久保の進しん言げんに、小西は一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

　……おいおい。

　敵てき地ち上じよう部ぶ隊たいからの対たい空くう攻こう撃げき成果は、先さき程ほど、軽けい戦せん艦かんの撃げき沈ちんという結果を見せつけられている。

　あれも、商しよう材ざいか。

　確かに、今、九く鬼きの艦かん隊たいは西面と南面への対応で忙いそがしい。それを裏から打だ撃げきされるのは避けたいというのが本ほん音ねだ。しかし、

・コニ子：『攻撃を自ら禁ずるって……、自分、戦争を何だと思うとんねん。それによって、自分達の方が有利に進められる面もあるやろ？』

・長安定：『阿あ呆ほか』

　敵が言った。

・長安定：『そっちの艦隊に砲ほう撃げき入れて得られる有ゆう利り分ぶんなら、自分との取引で得られる有利分で釣つり合いとりゃええんよ。──別に、戦わなあかん訳わけと違う。お互いの戦せん局きよくを動かす事が戦争や。せやったら、それは交こう渉しよう上じようの取引でも構へんやろ』

　ええか、と相手が言った。

・長安定：『私は、うちの副ふく会長と違うて、平へい和わ主義やさかいな』
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・金マル：『国家反はん逆ぎやく罪？』

・副会長：『い、いや、平和だって良いものだぞ!?　問題無ないぞ!?』

・俺　　：『それ、〝でも戦争だって良いものだぞ〟って続かねえ？』

・あさま：『トーリ君、あまり皆が思ってる事をポンポン言わない方が……』

・副会長：『最近は浅あさ間まも私の敵だな……！』
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・コニ子：『まだ駄だ目めやな』

　と小こ西にしは腕を組んで呟つぶやいた。

　今の大おお久く保ぼの提てい案あんは、九鬼に対してのこちらのミスを取り繕つくろうには充分だろう。だが、

・コニ子：『元々、北部ぶ隊たいと輸ゆ送そう艦隊の合ごう流りゆうは、そこに慶けい長ちようの役えきを継けい続ぞくさせる一いつ隊たいを作るため。本ほん拠きよの追い詰まりはあるとしても、慶長の役を継続させるラインは生かさなあかんわな』

・長安定：『つまり、羽は柴しば勢ぜいは、慶長の役を継続させるために、上うわ役やくのミスで房ぼう総そう本拠の同どう志しが全ぜん滅めつしても何の厭いといもあらへんと、そういうこっちゃな？』

・コニ子：『ミスに対して罪つみがあるなら、それは戦後に受けるわ阿呆』

　小西は告げた。

・コニ子：『ミスはミスや。でも、戦争には勝たなあかん。せやったら、ミスの上でも勝って、戦後にミスの分の罪を裁さばかれる。──それが私自じ身しんの取引というもんやろ』

　上うわ役やくとしては最さい悪あくの判はん断だんだが、自分も房ぼう総そう本ほん拠きよにいるのだ。

　この交こう渉しよう、明確に思うのは、

　……こちらが有利やな。

　慶けい長ちようの役えきの継けい続ぞくについては、未いまだに保たれている。

　向こうは、こちらにベッドを提てい示じし続けるしかないのだ。

　決けつ裂れつは、こちらの全ぜん滅めつの可能性と引き替えだが、

・コニ子：『どちらにしろ、この本拠で全力尽つくさんと、話にならんのや。結果として、普通に全滅する可能性せいだって否定出来へんのやで？』

・長安定：『せやったら、次のも付けよか』

　慶長の役の継続の代だい償しようとして、何が取とり引ひきになるというのか。

・長安定：『──副ふく長ちよう補ほ佐さ、立たち花ばな・宗むね茂しげ、その補佐である誾ぎん。両名のいる東部の沿えん岸がんラインを、お互い不ふ戦せんの撤てつ退たい専せん用よう地ちとして空あける』
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　大おお久く保ぼの提てい示じした取引材料に、小こ西にしは軽く息を詰めた。

　……本拠の包ほう囲いラインに穴を開ける？

　それも、東側を完全に、だ。

　不ふ戦せん地ちとして協きよう定ていするならば、沿岸が安全に空あくため、撤退は海辺から行えるようになるだろう。

　待てや、と小西は内ない心しんで言葉を作った。敵を止めるためか、己おのれを止めるためかは解わからない。だが、何かの危険を感じた。

　敵は、戦争というものを、取引だと考えているのだ。

　犠ぎ牲せいや、戦せん術じゆつ、戦せん果かすらも、取引材料に使う事を厭いとわない。

　商しよう人にんではない。

　政治家かだ。

　だが、と小西は思し考こうを切り替えた。

　こちらにとって、慶長の役の継続を超える取引商しよう材ざいを、向こうは出せるだろうかと。

　……あらへんわな。

　だとしたら、決まりだ。

　この交渉は決裂する。

　ならば、ここで時間を稼かせぎ、戦せん闘とう開始を遅らせる。それだけだ。だが、

・長安定：『ええのんか？』

・コニ子：『何がやねん？』

・長安定：『Ｊｕｄジヤツジ．、今、こっちは北部の包囲ラインを走らせるの、待っとるんやで？　既に一分、過ぎとるしな』

・コニ子：『知っとるわ！　そのくらい！』

　実は忘れてた。だが、思し考こうの速度なら誰だれにも負けない。

　小こ西にしは、現状を急ぎ思し案あんする。

　……もしも北部の包ほう囲いラインを固められたら、撤てつ退たいの難なん度どが上がる。

　対たい空くう迎げい撃げきラインが組まれる事で、北部の輸ゆ送そう艦かんが南部側に来にくくなるからだ。

　元々はそうなる予定だったのだ。だが、

　……まだ、そうなっとらんのか。

　マズい、と小西は感じる。

　何がマズいかというと、「取り返せる」と、そう思ってしまうのがマズい。

　撤退の可能性を取り戻せば、指し揮き官かんとしてのミスを取り消せる。

・長安定：『北部の包囲ラインをうちが構こう築ちくしない事で生じる利点』

　大おお久く保ぼが、それを告げた。

・長安定：『簡単やな。


　１：北部からの輸送艦の行き来が可能。

　２：南部での撤退に、逃げ場となるルートが生じる。

　３：指揮官のミスで失った撤退路ろが回かい復ふく。



　──そやな？　特に三番』

　その通りだ。

・長安定：『どや？』

・コニ子：『……何がやねん』

・長安定：『指揮官のミスで、本ほん拠きよは撤退不ふ能のうの全ぜん滅めつ。だけど慶けい長ちようの役えきは別べつ本拠で継けい続ぞく。

　──これ、苦く肉にくの策さくというか、最終的な勝利を絶対得る流れやな？』

・コニ子：『Ｔｅｓテスタメント．、それがどうだと言うねん？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大久保が応じた。

・長安定：『指揮官のミスなく、本拠で勝てば、一いつ切さいの誹そしりなく勝利。──その方がええんと違う？』

　痛いところを突いてくる。

　……解わかっとんねん。

　大久保の誘いに乗じれば楽だ。大久保が撤退路を空あけてこちらのミスを帳ちよう消けしにする代わりに、自分も北部での動きを停止する。そうして、お互いの問題を消し去った上で、改めてフラットに殴なぐり合えば良いのだ。

　だが、これは戦争だ。

　経けい過かがどうあろうと、最終的に生き残った者が勝利者となる。

　ミスはした。が、それで勝てるなら、そうするのが戦争だ。責任を取る覚かく悟ごなど、関せきヶ原はらの運うん命めいを見み据すえた時点で、他た人にんを巻き込む事も含めて理解している。

　だから、小こ西にしは息を吸った。夜の空気を肺はいに入れ、

・コニ子：『阿あ呆ほか』

　言った。

・コニ子：『本ほん拠きよで勝てば、北部で合ごう流りゆうを果たした上でも同じ事やろ？　用心をちゃんとしとったと言う事で。──それとも何や。自分、本拠で勝たせてくれんのか？』

・長安定：『勝った後で撤てつ退たいしてくれるんなら、ええで』

　恐ろしい相手やな、と小西は思った。

　本ほん気きで、戦争の内容を取引にしか考えていない。

　だが、それだからこそ、通じる事がある。

・コニ子：『すまんな』

　結局これは戦争だと、そう思って、小西は言った。

・コニ子：『譲ゆずれんわ。最終的な勝利が確実になるなら、それは絶対の商しよう機きや。目の前の餌えさに釣つられて捨てる訳わけにはいかん』

・長安定：『その最終的な勝利が、儲もうけの小さいものでも、か？』

・コニ子：『そん時ゃ、ここも全ぜん滅めつやろ』

　言っていて、口から笑いが漏もれた。

　自や棄けではない。そういう取引をしたのだと、自分の中で落ち着いたのだ。だから、

・コニ子：『すまんが、撤退したい連れん中ちゆうは先に外に出させるで。そいつら、もう、私ら羽は柴しば勢ぜいやない。教きよう導どう院いんも休学中扱あつかいの連中が、早い夏休みでこっち来とっただけや』

　言うと、周囲から低いざわめきが起きた。

　この交こう渉しようを聞いている者達がいるのだ。無む論ろん、通つう神しんは状況把は握あくのためにもオープンにしてある。だからだろうか、

『──小西先せん輩ぱい』

　通神に、本拠に構える皆の声が来た。

『自分ら、負けるつもりは無いですよ……！』

『Ｔｅｓテスタメント．！　ここで勝ってしまえば、それでええんでしょうが……！』

『なあに、逃げる時は、撤退不ふ能のうでも逃げ切って見せますって！』

　そやな、と小西は、自分がいる場所。本拠広場の戦せん艦かん上から、甲かん板ぱん下したに視線を向ける。

　戦せん士し団だん二千名。それが、明かりを消した本拠の広場に集合している。
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　小西は正面の眼がん下かを見た。

　撤てつ退たいを自ら望む者も、当然にいる。だが、彼らには、他の者達が、

「おい！　こいつも連れて行ってくれ。こいつ、残るつもりだが、期き末まつが赤あか点てんでな」

「──先に行くなら、秋あき葉は原ばらで待ってろよ。あそこ、不ふ文ぶん律りつの中ちゆう立りつ地帯だしな！」

「部長は行って下さい！　夏休み中の観かん測そく結果を代だい表ひよう委員長が欲しがってるんです！」

　などと、追い出す者と、追い出される者の構こう図ずが生じつつある。

　皆、解わかっているのだ。

　ここで関かん東とうに羽は柴しば勢ぜいを残せるかどうかが、羽柴と松まつ平だいらの争いにとって、ターニングポイントになると。

　礼れいは言うまい。皆の選択だ。

　ミスは忘れまい。己おのれの償つぐなう事だ。

　小こ西にしは思う。いざとなれば、自分という責任者を〝本ほん拠きよ〟そのものとして、皆を放ほう逐ちくする事もしよう、と。

　それだけの選択を、目の前で見ている。

　だから小西は、肩から力を抜いて、こう言った。

・コニ子：『──すまんな』

・長安定：『決けつ裂れつか？』

・コニ子：『Ｔｅｓテスタメント．、そやな。決裂や。──大おお久く保ぼ、全部の交こう渉しよう内容、破は棄きしてくれてかまへんよ。私達は私達の戦争をする。取引による戦争は無しや』

・長安定：『では、撤退せずに、そこで戦い続けると、そういう事やな？』

・コニ子：『そやな』

　と、言った後だ。一ひと息いきの間を置き、大久保が告げた。

・長安定：『では、──こちらはこちらの戦争を続ける』
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　こちらの戦争、という大久保の送って来た文字に、小西は頷うなずいた。

　……向こうは向こうで、やっていくという事やな。

　そして小西は、次の〝間〟が生まれたのに気付いた。これまでの交渉の流れから言って、次に来るのは、恐らく大久保が、自分達のとる行動を言うための〝間〟だ。

　だが、不ふ意いに小西は、頭の中で何かが嵌はまって動くのを感じた。

　無む数すうに散らばっていた歯は車ぐるまや発ば条ねが、急に組み合わさってくる感覚。そしてそれが、自分の胸の底から急ぎ告げるのは、

・コニ子：『待てや』

　頭の中に、漠ばく然ぜんとしたものがある。

　組み上がっていくものは、ある。しかし、イメージが出来ていない。

　莫ばく大だいで、摑つかみ切れず、しかし、失ってはいけないもの。それを捉とらえるために、言うべき言葉だけが自分の中で解わかっている。

　何もかもを飛び越える、飛ひ躍やくのアドリブ。

　形も理由も把は握あくも、後からでいい。ただ今、言うべきは、

・コニ子：『──そちらの条件、やっぱ全部飲のむで』

　言った。

・コニ子：『北東の輸ゆ送そう艦かん、所しよ有ゆう権けん、貴き様さまにくれたるわ！』

　え？　という声が周囲から聞こえる。

　九く鬼きも、何かを急いでこちらに言葉で送って来ている。

　だがそれらは、商しよう材ざいにならない。だから耳に届かず、見えもしない。ただ今、あるのは、

　……何や、これ。

　焦あせりとも言うべきものが、心の中にある。

　とにかく、現状を捨てねば危険だと、大きなものを失うと、それだけが確かにあるのだ。

　商しよう人にんとして、初めて、自分の手て元もとに買うもの。

　勝利や、金や材、人ではない。

　……これは──。

・長安定：『未来、拾うたなあ。小こ西にし・行ゆき長なが』

　大おお久く保ぼの口く調ちように苛いら立だちのようなものを感じるのは、当たりだという事だ。

　こちらのベタ下おりが正解となる商材。それは、

　……ああ。

　見えてきた。

　頭の中に重なって積み上がった歯は車ぐるまの群が、ピースのハメ合わせが、全体の形となって自分の心の中に見えてきた。

　だから小西は言った。

・コニ子：『ようやく追いついたで。──松まつ平だいらからも疎うとまれた最強の金きん山ざん奉ぶ行ぎよう、大久保・長なが安やす。そして……』

　この敵は、財ざいの扱いだけではない。

・コニ子：『策さく謀ぼうの政治家か、大久保・忠ただ隣ちか。……それに対し、旧派カトリツクの商人武ぶ将しようが、関せきヶ原はらで失敗する羽は柴しば勢ぜいが、ようやく追いついたったという事や』

　自分、と、小西は前置きし、こう言った。

・コニ子：『自分、──安あ土づち城じようが来るまで、ここで待たい機きするつもりやったな!?』
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　正まさ純ずみは、上じよう昇しようと加か速そくを開始した小型輸送艦から、東に振り返った。

　戦せん場じようがある。

　広大な江え戸ど湾わんの対たい岸がん。南の湾わん口こうの空では砲ほう火かが重ねられている。

　だが、その手て前まえの半はん島とう。森の中では、

　……大おお久く保ぼ。

　後こう輩はいが、敵の代表を相手に、自分の戦争を仕掛けたのだ。だがそれは、

「なあセージュン、向こう、コニタンの娘むすめか？　何かテンション上げてんの、何？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、大久保がずっと、裏で仕込んでいた事を、最後の最後に小こ西にしが見み破やぶったのさ」

　え？　と皆が首を傾かしげる。

　……確かに、大久保はこういう裏うら側がわ策さく謀ぼう好ずきだから、解わかりにくいよなー。

　しかも微び妙みように、即そつ興きようの判はん断だんを入れているから尚なお更さらだ。

　仕方ない、と思いつつ、正まさ純ずみは房ぼう総そう半はん島とうを軽く指さした。

「実は、この里さと見み解放の現状、──武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん及び、毛もう利りや最も上がみ、里見なども含め、国くに単たん位いでの判断の出来ない事じ態たいが発生しているんだ」

「フフ、知ってるわ！　何しろどいつもこいつも徹てつ夜やで戦争しているから、一日八時間は寝ましょうっていう校こう則そく法ほうのススメが遵じゆん守しゆされてないのよね!?　そうでしょ!?」

　そんなんあったろうか。あった気もするが、政治に関係ないので忘れてるだけかも。

　ただ、今の事じ態たいは、ちょっと深しん刻こくだ。

「いいか？　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、羽は柴しば勢ぜいは慶けい長ちようの役えきで総そう員いん撤てつ退たいを行うんだ。解わかってるか？」

　Ｊｕｄ．、と皆が応じる。だが一部の者は、

・銀　狼：『あ……』

・俺　　：『え!?　何!?　解ったのかよネイト！　俺おれにだけ教えて！』

　反応早はやいな馬ば鹿か。だが、もうこの時点で、問題は明確だ。

「撤退は聖譜記述の決まり事。だけど、ほら、今の大久保と小西の交こう渉しようを見たか？

　──小西は、撤退不能な状況にいるだろ」

　そして、

「大久保は、交渉でそれを撤てつ回かいさせようとしたんだが──」

　と言っている間に、皆が気付いた。浅あさ間まが手を挙げ、

「小西、さん？　ええと、……彼女、撤退の促うながしを拒きよ否ひしましたよね？」

「Ｊｕｄ．、これは、羽柴勢による聖譜記述違い反はんだ。だから大久保は、違反の手助けにならないよう現状維持で待たい機きをする。そして──」

　馬鹿が手を挙げた。

「待機してたら、サル子こが来ねえ？」

「来ていいんだよ。というか、大久保の望みはそれだ」

　大久保の画かく策さく。その内容は、

「聖せい連れん代表の羽は柴しばに乗り込まさせて、小こ西にし率ひきいる羽柴本ほん拠きよの判はん断だんを、彼女に裁さばかせるつもりだったんだ」
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　やってくれる、と小西は熱の入った息をついた。

　何な故ぜか、重い汗あせが背や首を下る。

　だが、凌しのいだ。敵の、連れん綿めんと綴つづってきた策さく略りやくを、最後の最後で看かん破ぱしたのだ。

「全く……」

　言う。

・コニ子：『羽柴君くんは、聖連代表。だからここに来た時、私を裁くんやったら、私の違い反はんを咎とがめる事になるんやな？　せやけど、私の違反を咎めたならば、私は撤てつ退たいせなあかん』

・長安定：『別に、そこから羽柴込みで戦争してもええねんで？』

　撤退は聖譜記述にある事実だ。だが、ガチ包ほう囲いされてても別にまだ交こう戦せんしてないなら、そこから戦争をしてもいい。そういう事だ。しかし、

・コニ子：『そないな〝解かい釈しやく〟してみい。世界中が羽柴君の敵に回るで。『都つ合ごうのいい解釈しよった』ってな。無む論ろん、羽柴君はそれに傷ついても、恐れるような人やあらへんけど──』

　言ってやる。

・コニ子：『上うわ役やくの性しよう根ねに甘えて、その名に多大な傷をつけて是ぜと出来る程ほど、私は商売下へ手たやのうてな。──羽柴の名は天てん下かに轟とどろく。それに傷が付くのを身を挺ていして庇かばった麾き下かの商しよう人にん。その方がええやろ』

　それにな。

・コニ子：『そこから戦争したって、決けつ着ちやく付ついたら撤退せなあかん。それが聖譜記述の示しなんやし。せやから──』

　決まりだ。

・コニ子：『全ての条件を飲んだるさかい、自分も、今の話など全て無しにして私達と勝負せえ。──ええな？』
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　大おお久く保ぼは、森の中で動いた。右の手ての平ひらを掲かかげ、持ち上げてから、

「ああもう」

　自分の額ひたいを、強く一発叩たたいたのだ。

「格かく下したに見たつもりもなかったんやけどな。油ゆ断だんあったか」

「御お嬢じよう様さまは見事に仕事されましたよ？」

　だって、と加か納のうが言葉を続けた。

「交こう渉しようの内容をお互い破は棄きしても、まさか本ほん拠きよ包ほう囲いの私達が後ろに戻る事は出来ません。

　無む論ろん、こちらも小型輸ゆ送そう艦かんの損そん失しつを補おぎなえませんけどね」

「ええねん加か納のう君。もうええねん」

「御お嬢じよう様さま、また拗すねる」

　言われ、大おお久く保ぼは視線を逸そらした。腰の竹ボトルから、きっちり薄めに作った梅うめ味あじのスポーツドリンクを口にして、

「──全部、終わりにしたろと、そう思うたんやけどな」

　航こう空くう艦かん隊たいの戦せん闘とうは村むら上かみに任せるが、地ち上じよう戦せんにおいては、待たい機き状態で羽は柴しばを待つ事によって、全ての損そん耗もうを避けられる。

　そして羽柴が到とう着ちやくの後、敵の撤てつ退たいを完かん了りようさせれば、里さと見みはほぼ無む血けつ開かい城じようだ。

　関かん東とう解放としては、ベストの流れだったろう。

「それが、下へ手た商人が、一番被ひ害がいの出る方法を選択しよって……」

「御嬢様、当とう初しよの流れに戻ったと考えては？」

「その当初から、如い何かに被ひ害がいを少なく出来るかが、政治の腕うで前まえやねん」

　ああもう、と大久保が再び呟つぶやいた時だ。

・副会長：『おい、大久保』

・長安定：『何や、下手な褒ほめ方しに来たんか？』

・副会長：『いや、まあ、何だ』

・長安定：『何やねん……』

・副会長：『──いや、お前が降こう伏ふく認めないとか、いろいろやってたのって、つまり、最終的に、最も被害の出ない方法を仕込んでて、そこへの誘ゆう導どうのためだったんだよな』

　言われた。

・副会長：『失わせないってのが、うちの方針だから、──よくやった』

・長安定：『やっとらんわ！　阿あ呆ほ！』

　折せつ角かく、自分として、それを大きく広める事が出来ると、そう思っていたのに。

　……あー。

　交こう渉しよう途と中ちゆう、敵が本拠の防ぼう護ごを固め、ノってくれた辺りでは、それを信じていた。

　あの頃ころ、少なからず内ない心しんで盛り上がっていた自分が馬ば鹿からしい。

「嫌いややわあ、ホンマに」

　と呟つぶやいた肩に、加納の手が乗った。

「御嬢様、今の〝よくやった〟は、結果に対するものではありませんよ」

　それは、

「御嬢様が、そういう信しん念ねんで交渉を進めた事。それ自体への評ひよう価かでしょう」

「解わかっとるわ。──大体それ、私の事、信用しとらんかった、ってー事にならん？」

「……御お嬢じよう様さま、正直申もうしまして、つい先さき頃ごろに生徒総そう会かいぶち込んで相手を失しつ脚きやく寸すん前ぜんまで持っていった人が、信用してないとかしてるとか、言えたものではない気が」

「いやまあ、それ言われると弱いねんけど……」

　面めん倒どうやなあ、と大おお久く保ぼは呟つぶやく。そして、

　……あ。

　随ずい分ぶんと、気分が楽になっている。いろいろ叫んで発はつ散さんしたせいだろう。

「おおきにな、加か納のう君。──ま、大体は、副ふく会長の事とか、解わかってる事やねんで」

「では、もう一つ、解っている事を教えましょう」

「何やねん」

「御嬢様、──副会長相あい手てだと感情炸さく裂れつしますね」

　はあ!?　と言うと、周囲を警けい戒かいしていた皆が振り向き、

「…………」

　何も言わず、また視線を戻された。

　……くっそ！

　何だか、いろいろ策さく謀ぼうした自分が、もっと大きな何かに操あやつられているような気がするから恐ろしい。

　ただ、とにもかくにも、まだ戦争は続く、

「しっかりせんとな」

　言って、大久保は一ひと息いきを入れた。気分を更さらに変えて、戦争用に戻すのだ。

　大久保は、軽く自分の頰ほおを叩たたいて表示枠サインフレームを展開。そして言うべきは、

・長安定：『──小こ西にし・行ゆき長なが』

　まだ、通つう神しんが開いている間に、やっておく事がある。

・長安定：『一つ、交こう渉しようというか、提てい案あんしたいが、ええか』
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　可か児には、幾いくつかの表示枠レルネンフイグーアを開きながら、正面と空を交こう互ごに見ていた。

　表示枠の中にあるのは、房ぼう総そうの概がい要よう図ずと交渉の内容。そして自分達の布ふ陣じんや、人じん員いんの配はい分ぶん、加か護ごの管理から逆ぎやく算さんされた各かく員いんの負ふ傷しよう度ど等々、だ。

　それらを眺ながめ、現げん場ばの者としていろいろな感かん想そうや判はん断だんを思し案あんしつつ、可児は視線を動かす。

　正面。三十メートル向こうには、流りゆう体たいの森がある。森の中には武蔵むさし勢ぜいや毛もう利りの戦せん士し団だんがおり、その中央には人狼女王レーネ・デ・ガルウが夫おつとと座って夜食会だ。

　二人は、妻つまが手を振るだけで出てくる果くだ物ものなどを口にして、

「美お味いしいね！　何だか身体からだが温まってきたよ！」

「あら、恥はずかしいですわ。私の一部を食べてそんな事仰おつしやるなんて……」

　などと自分の世界を作り上げていて凄すごいが、人狼女王レーネ・デ・ガルウは小お田だ原わらでもそんなだった気がする。

　だが、問題は上空だ。それも背後、北東の空だ。

　そこに、黒の影となっている列がある。

　北東に布ふ陣じんしていた輸ゆ送そう艦かん隊たいだ。立たち花ばな夫ふ妻さいに撃げき沈ちんされなかった艦かん群ぐんが、列になってこちらに向かおうとして、しかしそのまま動きを止めている。

　所しよ有ゆう権けんが、敵てき側がわ、大おお久く保ぼ達のものになったからだ。

　だが、不ふ意いに、敵側からの言葉が来た。

・長安定：『──北東部の輸送艦隊。飛ひ行こう出来るものを、羽は柴しば側に譲じよう渡としたい』

　……え？

　周囲の皆がざわめく。

　どういう意い図となのか。それを説明するように、別の言葉が来た。

・コニ子：『──受けようや。その取引として、こちらは……』

　小こ西にしが、現げん場ばの責任者としての台詞せりふを、こう告げた。

・コニ子：『北部ぶ隊たいを全すべて収しゆう容よう。彼らは全員、撤てつ退たい者しやとして全ての戦せん闘とうから保ほ護ごされるものとする。──それでええな？』

「そんな……！」

　可か児には、声を上げた。

「自分、まだ、頑がん張ばれます！」

　そう叫んだ時だ。隣となりにいた影が、ふと手を差し伸べてきた。

　糟かす屋やだ。彼女がこちらの左肩かたを、その右手で触れると、

　……あ。

　僅わずかなバランスの崩くずれなのに、膝ひざから身体からだが落ちた。

　舗ほ装そうの地面に膝をぶつけそうになった瞬しゆん間かん。糟屋がこちらの脇わきに手を突っ込んで持ち上げる。

　力が強い。支えと言うよりも、バウンドするような感覚で、力の抜けた脚あしが地面に立った。

　振り返ると、糟屋が静かな視線をこちらに向けていた。

「貴女あなたは、充分に頑張りましたのよ」

「ま、まだまだです！」

「ならば、疲れず動き続けられるよう、もっと鍛きたえるといいですの」

　言う糟屋の視線が、西の空を見上げた。

　そこにあるのは、天てん上じように広がる巨きよ大だいな八艦かんの影だ。黒く塗られた底面。その巨きよ影えいへと、武蔵むさしの小型輸送艦が向かって行く。

　武蔵の主しゆ力りよくが、あの艦に乗っている。

　彼らは、自分達との戦せん闘とうを経た上で、ネルトリンゲンに行くのだ。

「昼には小お田だ原わら征せい伐ばつ、蟹かに江え城じようの戦いも経たというのに、タフですのね」

　可か児には、糟かす屋やの言葉に頷うなずいた。

　空に音がする。輸ゆ送そう艦かん隊たいが所しよ有ゆう権けんを小こ西にしに再び与えられ、こちらに降こう下かしてくるのだ。

　来る風かざ音おとが重く、身を震わす。この響ひびきは、

「……自分達の慶けい長ちようの役えきが、終わるんですね！」

「あらあら、まだ、終わりではありませんのよ？」

　糟屋が、小さく笑って言った。

「これらの輸送艦の物ぶつ資しは、戦後、戦った皆への補ほ給きゆう物資として使われますもの。そのための準備をしなければなりませんし、彼らの治ち療りようや休きゆう息そくの用意も必要ですの。

　──貴女あなた、料理などは出来ますの？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　出来ます！」

　可児は即そく答とうした。まだ、自分には出来る事がある。皆の役に立つ事で、可能な事がある。だから可児は、戦せん場じようを見た。遠く、南の戦せん火かと、そこにいる者達に向け、

「頑がん張ばって下さい……！」







[image: 第四十八章『人心地の幸い者』]
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「よーし、よーし、よく頑がん張ばったよく頑張ったー」

　という王おうの声を、ミトツダイラは寝ながら聞いていた。

　場所は、武蔵むさしに向かう小型輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上じよう。姿し勢せいは身体からだを丸めた横よこ寝ねで、王の膝ひざに頭を乗せた形だ。

　甲板に戻って来るなり、甲板縁べりに座り込んでいた彼が、己おのれの腿ももを叩たたいたのだ。何事かと近ちか寄よって横に座ると、頭を撫なでられ、後はそのまま現状に移い行こうだ。

　王が、頭や首を撫でながら、髪かみを梳すいてくれる。

　櫛くしは浅あさ間まが用意してくれた髪梳き用ようの符ふだった。符の片側が櫛状になっていて、発はつ動どうさせると櫛削けずりの神が宿って清し水みずをベースにした洗せん浄じよう術じゆつ式しきでクリーニングとトリートメントまで掛けてくれる。浅間が用意するだけあって、自分の身み繕づくろい加か護ごにも馴な染じむものだが、

　……く、くすぐったいですわね。

　自分の種しゆ族ぞくとしての固こ有ゆう加護に干かん渉しようと馴じゆん化かがあるのだ。さっきから王の腿に頭を乗せながら、己を押さえつけるのに忙いそがしい。

　大体これは王からの褒ほう美び。頑張った証あかしですわ。

　先の輸送艦突とつ破ぱでは抱き留め、今回は膝ひざ枕まくらで髪かみ研とぎ。次はどのようなシチュエーションになるのか期待が膨ふくらむ反面、このように衆しゆう目もくの中でそれが行われるのは自分にとっても危険である。何しろホントにくすぐったかったり、温あたたかかったりで、しかも身を任せているために全て不ふ意い打うち上じよう等とうなのがまた困る。

　……へ、平へい常じよう心しん平常心……！

・あさま：『あのー、ミト？』

　……平常心！

　落ち着きますのよ私。息を吸って、ハイ！

・銀　狼：『──あら？　何ですの智とも、何か緊きん急きゆう事じ態たいでも？』

・賢姉様：『フフ、アンタさっきから愚ぐ弟ていがちょっと触るたびにオシーリがビクンビクン跳ねてスカートとかえらい事になってるんだけど、ひょっとして精神と身体からだが別の動物？』

・銀　狼：『なってませんわ！　なってませんわよ!?』

「この辺り痒かゆいか──」

　あひん。

・あさま：『ミト……、解わかりやすいというか……』

・銀　狼：『い、今のは不意打ちですのよ!?』

・金マル：『いや、「この辺り」ってソーチョー言ったよね……』

・●　画：『というか、ミトツダイラもそういう顔するのねえ……』

　……ど、どういう顔ですの!?

　流石さすがに確かめる気はない。だが、王おうが不ふ意いに、

「ネイト、ちょっと身体からだ伸ばし過ぎ。他の邪じや魔まだから」

　何をされるか解わかった。こちらの曲げた脚あしを引き寄せ、

「よ……、と？」

　引き寄せ切れない。何だかんだで重さがない訳わけではないのだ。

　非ひ力りき、と言う訳ではない。人じん体たいはバランスの悪い作りをしていて、いきなり他人を扱おうとしても、上う手まくはいかない。

　だからミトツダイラは、彼の引き寄せる腕に腰を乗せ、さりげなく床を爪つま先さきで押す。

　彼の膝ひざ上うえを、滑るように動く。

　すると、顔は彼の左脇わきに、腰は彼の右みぎ腿ももに乗った。

　抱きかかえられるような姿し勢せい。その状態で、彼が右腿を外にずらすと、

「あ……」

　丸めた身体が、王の胡座あぐらの中に沈んで横たわる。

　横向き。王の方に身体が向いている状態だ。

　全身は、胡座に落ち込んでしまって動けない。

　浅くて狭いバスタブに身を横たえたような姿勢と、そう思うのは、熱ねつ気きがあるからだ。自分の体たい温おんによる熱。それが段だん々だん上がってくるのが恐ろしい。

　両腕うでをどうしようかが目もつ下かの問題だ。外に伸ばすと脇に彼の脚が引っかかって曲げられず、横に突き出す万ばん歳ざい姿勢だ。それは格好かつこ悪わるい。だけど前に腕を縮めると、流石さすがに王との距離が空あいて、髪かみを梳すく事への弊へい害がいになる。

　後の選択肢しは、

「ほら」

　王が、曲げた左腕に、自分の横よこ顔がおを乗せてくれた。彼はそのまま、こっちの頭をやや引き寄せるようにして、左腕で髪を下から持ち上げ、

「ネイトの髪、いい匂においなんだコレが」

「そ、そうですの？」

「うん、ここら辺、焼き肉の玉たま葱ねぎの香こうばしいのが」

「それは戦せん闘とう中ちゆうに食べた糧りよう食しよくの匂いですのよ！」

　どうしようもない。

　だが、下にしている右腕が空いた。首と、髪を抱えられているような姿勢だからだ。

　故ゆえにミトツダイラは姿勢を補ほ正せいした。腕は、下にしている右腕を王の腿もも上うえから腰に回し、左の腕は、右の肩と彼の腕の間に、寝る顔の支えとして深く曲げて差し込んだ。

　こうすると、下から、王の顔を見る事が出来る。

　それは、向こうからも自分の顔が見えているという事だが、

　……贅ぜい沢たくですわね。

　貴き婦ふ人じんが、侍じ女じよに身体からだの手入れをさせているような、というのは、王おうに対して不ふ遜そんだろう。だけど、実じつ質しつ、そんな事をさせているのは確かなのだ。

　自分には髪かみ量りようがあるから、王を見ている事は他人からは解わからない。

　時とき折おり、王の方からこちらに視線を寄よ越こしてくるので、どう返したものか。だが、

「ネイト、そういう顔するんだー」

「ど、どういう顔ですの!?」

「いや、他のヤツには見せたくねえっていうか、そういう」

　どういう、と思ったが、これも共通の秘ひ密みつになるのだろうか。

　さっき他にも見られた気もするが、まあ今こん後ご今後。

　……これから先、長いですものね。

　そう思うと、何となく、身体の熱が馴な染じんだようで、身の力が抜けた。

「寝る？」

　起きてますわよ、と言う台詞せりふは、声にならなかった。

　ミトツダイラは、緩やかな眠りに落ちていく自分を自覚する。
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　浅あさ間まは、寝ね息いきを立てていくミトツダイラを見ながら、内ない心しんで赤せき面めんした。

　……ミトも、結けつ構こう、思い切りますよねー……。

　キスした自分が言うのも何だが、ああいう風ふうに身体を寄せ合って触れ合ったりというのも、また、喜ばしい事ではないのではないでしょうか。ええ。

　しかし、と浅間は思った。

　ミトツダイラの場合は、口を寄せたりする事もだが、頰ほおを寄せたり、身体を抱き合ったりする方が、彼女が〝喜ぶ〟ような気がする。

　口を使うのは、獣けものにとって捕ほ食しよくに繫つながるからだろうか。彼女の母を見ていても、父親とつかず離れずという感じではあるが、

　……久しぶり、という時は口でいきますけど、いつもは触れ合ってる感じですよね。

　欲しい、というのと、一いつ緒しよの幸いを感じたい、というのは別なのだ。多分。

　感情というか、欲し方の度ど合あいで、きっと、使い分けがある。と、そんな事を思って、

「あ」

　浅間は気付いた。

　……ミトがガバアッってやる時があるとしたら、トーリ君への禁きん断だん症しよう状じようみたいなのが出た時か、感情炸さく裂れつしちゃった時ですね……。

　友人の感情事じ情じように対し、好き勝かつ手て考えているようだが、心の準備は必要だ。

　場合によっては、この辺り、自分がホライゾンや、他にフォローする時だってあるのかもしれないのだから。

　……あ、私、また自分の仕事を増やしてますね……。

　なかなか自由になれない。

　だがそれも性しよう分ぶんだと、今はそう思う事にする。

　うんうん、と浅あさ間まが腕を組んで、頷うなずいた時だ。横にいた喜き美みが、こちらの肩をつついてきた。何事かと振り向けば、彼女はミトツダイラを指さし、

「ねえ、浅間はどうするの？」

「どう、って？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──我が慢まん出来なくなった時」

　……え!?

「い、いや、何ですソレ。我慢出来ないって」

「ミトカーチャンみたいに、あるでしょ？　これもう我慢出来なくて泣きそう、みたいな」

　うわ。と浅間は思った。

　よく考えたら、黄よ泉みの時がそれだ。状況と思いは違ったけど、彼に対して、躊躇ためらっているものが無くなって、ああなったのだ。

　葛かつ藤とうは、寸すん前ぜんまであったように思う。だけど、息が出来ない彼を見たら、そんなものは搔かき消えてしまって、

「……あぅ」
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　言葉を失ったこちらに対し、喜美が口に手を当てた笑えみを見せた。

「あらあら赤せき面めん。フフ、ミトツダイラみたいに顔を髪かみで隠かくしてみる？」

「いやまあ、その、……というか、喜美はそういう時、どうしてるんです？」

「え？　私は愚ぐ弟ていが常に射しや程てい圏けん内ないにいるし、うちに戻ればいるし」

　何この絶対安あん全ぜん圏けんの存在……！

　微び妙みようにイラッと来たこちらの正面。馬ば鹿か姉あねがくねくねカモーンをする。

「フフ、狡ずるい？　狡いと思ったかしら？　でも近い権けん利りを得ているんだから嫉しつ妬とは無しよ！　あ、でも、駄だ目めかしら！　私のこのエクセレントかつセクシーかつダイナマイツなカラダとかメンタルとか羨うらやましいでしょ!?」

「確かにメンタルがダイナマイツ百万トンみたいなのは認めますし、凄すごい羨ましくなる時ありますけど、喜美のメンタルは特とく殊しゆルールなので……」

　あちゃ──、と言って喜き美みが自分の額ひたいに手を当てる。

　だが、彼女は、床の二人を見た。

　彼の膝ひざの上、それこそ大型の狼おおかみのように、丸まって寝ているミトツダイラがいる。

　少し離れた位置で、同じように彼女を見るナイトが呟つぶやいた。

「ミトっつぁん凄すごいよね……。顔かお隠かくして尻しり隠さず、っていうか、髪かみで顔隠してる一方で、ソーチョーの櫛くし捌さばきで御お尻しりビクンビクンさせてて」

「んー、ネイト、あんまり〝嬉うれしい〟とか、そこら辺へん言ってくれないから、俺おれとしてはそういう反応スゲー嬉しい」

「ソーチョー、いつか食われちゃうよー？」

　笑って言うナイトに、しかし彼が歯を見せた笑えみを返す。

「嬉しいよな」

　だって、と彼が言った。ミトツダイラの丸まった身体からだを自分に寄せて、

「俺の事、放っておかず、一いつ緒しよにいてくれるんだ」

「ソーチョー、ミトっつぁんと、結けつ構こう付き合い深いよね」

　ナイトが、零こぼすように疑問を告げた。

「もし、三み河かわ争そう乱らん無かったら、どーしてたと思う？　ここだけの話として」
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　そうだなー、と、トーリは銀ぎん狼ろうを膝に乗せて夜空を見上げた。

　以前、英国で、ホライゾンを相手にそういう話をした。あの話は自分とホライゾンの秘ひ密みつとして、触さわりの部分は、

　……今なら、大だい丈じよう夫ぶか。

　トーリは喜美を見る。すると姉は、眉まゆを下げた笑みを返した。

　大丈夫よ、と言われているようで。だからこちらは安心して、

「ま、卒業したら、いろいろリセットと勉強で、武蔵むさしから降りる選択もあったろ」

「おおう、冒ぼう険けんだねえ、ソーチョー」

　だよなあ、とトーリは呟つぶやく。

「まあ、下した行って、やる事やって」

　あ、言い過ぎたか。まあいいや。今は今だし。

「それでまあ、自分リセットでやっていくのも有りだろうって、そんな事、考えたりもした事、あったんだ」

　だけど、

　……何だろうなあ……。

　上う手まく言えないものがある。

　何だろうか。

　三み河かわ争そう乱らんの時に明らかになった事。

　自分が、一人でも良いと、階段を下りていった時、皆が追って来てくれた事。あれを今いま更さらに思い、更さらに昔の思し案あんに重ねるのはどうかとも思うが、

「──もし、それでも俺おれの近くにいる人がいたら、一生モノだろ」

　だって、

「俺に、リセットしなくていいよ、今の関係が大事って、そう言ってくれてるんだから」
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　フフ、と喜き美みが笑う声を、浅あさ間まは聞いた。

「複雑な思し春しゆん期きね愚ぐ弟てい！」

「だよなあ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だってアンタ、男おとこ衆しゆうには、結けつ構こう誘っていたでしょ？」

「……姉ねえちゃん、何で知ってるの？」

　喜美だから……、としか言いようが無いものを浅間は感じたが、馬ば鹿か姉あねは自分の胸を一つ叩たたいてこう言った。

「巨きよ乳にゆう占うらないよ！　音や揉もみ心地ごこちで解わかるの！」

「スゲエよ姉ちゃん！　久しぶりに頭おかしいって思った！　スゲエ！」

「ククク褒ほめるならもっと派は手でになさい。──だけどね」

　喜美が、真剣な顔をして、両の胸を叩いて、こう言った。

「両胸むねで占うと精せい度ど二倍よ！　憶おぼえておくのね愚弟！」

「解ったよ姉ちゃん！　片胸だけだと真剣じゃねえんだな!?」

「あの、二人とも、ちょっと真ま面じ目めな話を」

　言うと、喜美がこちらの胸に指を食い込ませた。Yeah、と声を上げた彼女は、

「──ほら愚弟、浅間も知ってたって！」

「え!?　マジ、浅間！」

　う、と浅間は言葉を詰めた。

　何となく、喜美に乗せられている感じはあるが、

「いや、ええと、あの頃ころというか、二年中盤から後こう半はん？　トーリ君、何か思わせぶりな事言いってた時、あったじゃないですか。ミトに対して〝俺が下行くって言ったらどうする？〟みたいな事。私もちょっと、似た事言われましたけど」

「ど、どうしてオメエはそういうイタい物もの言いいを憶おぼえてる!?」

「うわー、ソーチョー超ちようイタ──」

　御ご免めんなー！　とナイトに謝る彼に、点てん蔵ぞうが呟つぶやいた。

　やはり甲かん板ぱん縁べり、メアリの治ち療りようを受けていた彼は、

「トーリ殿どの、何か臆おく病びよう少女の恋愛模も様ようのようで御ご座ざるな」

「ああ、あれだね。好きな人が自分をどう思ってるかを確かめるために、転てん校こうするかも、とか、仮か定ていと噓うそを錯さつ覚かくさせる事を言って反応を見ようとかいうヤツ。僕はそういうの書くの好きじゃないけど、葵あおい君くんは何やってんだい一体」

「お、オメエも復ふく讐しゆうに来やがったな!?」

　という彼らの応おう対たいの中で、メアリが右手を挙げた。

　顔を真まっ赤かにして、俯うつむいた彼女は、

「あの、……私もちょっと、点蔵様の反応を確かめるような感じで、ちょっとそういう匂におわせをした事が……」

「メアリ殿どのはいいので御座るよ！　自分、そんな事があったなどと初めて知って、今、心にキュートな妖よう精せいが舞い降りたで御座るよ！」

「……点蔵、当とう時じ気付かなかったアンタ、サイテーなんじゃないかしら」

「だから御ご家族の指し示じで重じゆう力りよく刀とうをぶち込まれたりするのだな……」

　と、皆がぎゃあぎゃあ一周するまでが一ターンだ。

　一部が殴なぐり合いを始めて、少し落ち着きを見せる中、喜き美みが彼にこう問うた。

「でも、それ、二年次でしょ？　──卒業までに、どうするつもりだったの？」

「解わからねえ。今だから好きに言えるけど、当時はホント〝卒業前に決めればいいか〟みてえなところもあったし。ホライゾンだって、カーチャンの店に来てたし」

　だけど、と彼がこちらに視線を向けた。

「──ちゃんと全部出来りゃいいな、ってのは思ってた。P-01sにコクって、上う手まく行ったら、その流れで。失敗したらその流れで。もしも下に行くなら、皆にも声かけたいけど、その時ゃP-01sにフラれてるんだろうから、ネイトや浅あさ間まにも声かけるのは、何か代わりを欲してるようで──」

「そんな事ないですよ」

　浅間は、つい、言葉を発していた。

　……あ。

　これだ。

　彼についての、躊躇ためらいを失う時。

　彼に対し、自分の何かを伝えたい時が、それだ。

　……うわあ。

　自覚を得ながら、浅間は言った。

「私達は、別の人ですし、トーリ君は違う存在として接してくれてますから、代わりじゃないです。そのくらいは、昔から解わかってます」

　言うと、彼がこちらを見て、苦く笑しようした。

「昔の俺おれに、教えてやりてえな、それ」

　喜き美みが苦笑した。

「愚ぐ弟てい」

　呼び掛けではない。馬ば鹿かな弟ね、と、そういう意味だ。だから彼も、

「いや、だって、ほら、今は違うけど、当時は、責任とかいろいろ考えるじゃん？」

「えーと、……トーリ君、今も責任とか考えて下さいよ」

「いやもう今は何でも来いだから。うん」

　はあ、とこちらは頷うなずくしかない。

　一方の彼は、狼おおかみの背をあやすように軽く叩たたいて言う。

「三み河かわ争そう乱らん無かったら、どーなってたかな、俺。ちゃんとしよう、って思って空から回まわりして、八はつ方ぽう美び人じんで悪い事になってたかもしんねえし──」

「そうでもないだろう」

　と言ったのは、これまで黙だまっていた正まさ純ずみだった。彼女は、補ほ給きゆうの食事を取り続ける二ふた代よを横に置きながら、

「私達が二年次の間に多くを体験して、立場を得ていったように、三年次でも、同じような事が起きた筈はずだ。だから葵あおい。二年次のお前は、今、思い返しても特に馬鹿で、何かもうどうしようもなくウザかったんだが──」

「オ、オメエは記き憶おくの中の俺を何だと思ってる！」

「これでも過去を美び化かしてるんだから変な事を思い出させるな」

　いいか？　と彼女は言った。

「もしも三河争乱が無く、お前が、ちゃんとしようと思ってやっていたなら、いろいろ決けつ断だんする三年の卒業間ま際ぎわ、ひょっとしたら今のお前よりも上になってたのかもしれない」

　だが、

「それでも、いろいろな経験量りようや、出で逢あいなどから言えば、──三年の卒業間際には、三河争乱が無いお前より、これからのお前の方が、上になっている筈だ」

「セージュン君……、たまには良い事言いうのな、オメエ……」

「気持ち悪いな！」

　いつもの事いつもの事、と彼は悪びれない。ただ、彼は一ひと息いきを入れ、

「でもまあ、ちゃんとしようって、そうは思ってたのな、一応。その時は、結局、もう来なくなっちまった訳わけだけど。でも、昔の俺は、そうしようって思ってて。何か辛つらかったり、別れたりする事もあるのかと、そう思っても、出来るだけちゃんとしようって、信じてて」

　そして、

「今、──こうなってんだ」

「ホライゾンの御お陰かげですよ」

　浅あさ間まは言った。今の状況を生んだのは、彼女なのだ。でも、

「馬ば鹿かね浅間、応じたアンタ達の御陰でもあるのよ？　呼び掛けても答えなかったら、それは何の意味も無いんだから」

　そうだなあ、と彼が笑って言葉を繫つなげる。そしてナイトに、

「やらねーぞ」

「いらねーよ。間に合ってるし」

　ナイトも歯を見せて笑って返す。この辺り、隣となりにいるナルゼが平へい然ぜんと見えるが、内ない心しんではそんな筈はずもあるまいというのは自分にも解わかる。

　でも、と浅間は思った。彼の事を大事と思ってるのは私も同じで、と。

　……やらねーぞ、じゃなくて、離したくない、でしたっけか。

　触れ合ってのスキンシップとキスと。

　関係の差のようなものが、お互いの関わり方の差になっているのだろうか。だとすれば、喜き美みやホライゾンに対しても、

　……やっぱり、いろいろと差があるんでしょうね。

　ああ、と浅間は心に納なつ得とくの言葉を作る。随ずい分ぶんと余よ裕ゆうが出てきたものです、と。

　これまで、自分の事ばかりだったのに、彼や、友人の事も思えるようになっている。

　いずれこれがもっと緩やかになって、自然に感じる事すらもなくなるのだろうか。

　その一方で、

「トーリ君、ミトと今度、二人になった時、今の話、してあげて下さい。ミト、言葉には出さないかもしれませんけど、凄すごく嬉うれしがると思うので」

「あー、オメエにもいろいろ言いたい事あんだから、そのつもりでな」

「お、おう、どんと来いですよ」

　横で喜美が苦く笑しようしている。このくらいが今は丁ちよう度ど良い。そして、

「あ」

　気付けば、視し界かいには白と黒の巨きよ艦かんが見えていた。

　既すでに武蔵むさしは動き出している。

　重じゆう力りよく加か速そく用ようの加速器きなどを待たい機き状態とし、

・武　蔵：『よく戻られました皆様。七分の遅ち刻こくです。──〝武蔵むさし野の〟。──以上』

・武蔵野：『え!?　あ、は、はい、遅刻分ぶんは何とか出来る計算を立てましたので、急ぎの格かく納のうを御お願ねがいいたします！　──以上』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が頷うなずく中、王おう様さまが、眠っている騎き士しを抱え上げようとする。

　自分がする事は、

「無む理りしちゃだめですよ」

　と、彼の背に、身しん体たい強化の術じゆつ式しき符ふを貼はっておく。すると、おう、と彼が応じ、狼おおかみを抱き上げた。やや力が入り過ぎているのを、喜き美みが各かく所しよ軽く叩たたいて補ほ正せいしていく。

　これで、後あと十分程ほど、王おう様さまは、ちゃんと出来るだろう。後は、

「……そろそろ、仕切り直しの後で、里さと見みの解放戦せんが始まりますね」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、地ち上じよう部ぶ隊たいの戦せん士し団だんが、合ごう流りゆうの上で房ぼう総そうの北に展てん開かいしていくのを見ていた。

　彼らは交こう渉しようで決められた通り、房総の東側を敵の撤てつ退たい用ように空あけ、しかし西の半面を渡るラインを構こう築ちくしに行くのだ。

　切り株かぶに座って見送るこちらに、多くは頭を下げたり、柏かしわ手でを打っていったりする。

「私、何の御ご利り益やくもありませんわよ？」

「いえ、うちは木き野の山やま神じん社じや系けい列れつなので！」

「ええ、うちは異い族ぞく家か系けいですので！」

「ハイ！、巨きよ乳にゆう信しん仰こう上じようの流りゆう儀ぎであります！」

　素直だな！　と皆が振り返ると、参さん拝ぱい客きやくが増えた。そうこうしていると、相手側、小お田だ原わら征せい伐ばつでも顔を合わせた可か児にが、

「人狼女王様！　お父とうさんとお母かあさんに見せたいので、写真いいですか！」

「あらあら、小田原で撮とっておけば義よし光あきさんも一いつ緒しよに行けましたのに」

「今の人狼女王様は、今しか一緒に出来ませんから！」

　成なる程ほど、と写ってみる。表示枠シーニヤカドルを使用した反はん射しや式しき転てん写しやに、極きよく東とう画がの多た色しよく版はん画が像ぞう補ほ正せいが掛かるため、流りゆう体たいの青あお系けいが映え、黄き色いろの系けい統とうが落ち着く。

　夫おつとがそれを見て「柔らかそう」などと言うのが、今後に期待を抱かせますわね。私の。

　一方、毛もう利り側から戦士団に参加しているらしい若い女の子達は、

「い、一緒に写真、いいですか!?」

「私も御お願ねがいします！」

「IZUMOの時からファンでした……！」

　などと、見せられた校こう章しよう入れに入ってる写真が、娘むすめを布ふ団とんのように地面に叩たたきつけているものだったりするので、苦く笑しようするしかない。

　多くの者達がやってきて、自分達の持ち場に向かって行く。去って行くように感じられないのは、自分も昔とは変わった、という事だろうか。

「ひょっとすると、私の森の向こうには、今、生活している場があるのかもしれませんわね」

　橋はし上うえを中心とした展開なので、自分の根こん源げん的てきな部分しか見えていない気がする。

　もしかすると、この森を出れば、今の我が家が有り、更さらに行けば、懐なつかしい友との語らいの場などもあるのだろうか。

「だとすれば……」

「絶対あるよ」

　と、手を握られた。だから自分も手を握り返し、

「あなた」

「何？」

「──限界ですわ」

　周囲に、背の高い木々による垣かき根ねを一いつ気きに作って遮しや断だん。その上で切り株かぶの上に寝ね転ころぼうとした。その時だ。

「僕から」

　と、手を引かれ、

　……あら。

　抱き上げられる。それは自分の方からも導いて促うながす動きだったが、

「──出来ましたわね」

「うん。……言われた通り、花はな束たばみたいだ。いい匂におい」

「花束と言ったのは、重さのつもりでしたのよ？　匂いではなく」

「見た目も格好かつこ良よくて、素す敵てきで、その通りだよ？」

　言って、彼がこちらを軽く振るように身を回した。

　夜空が見える。

　かつては、青あお黒ぐろい森の向こうに、がらんとした夜空を見ていた。

　今日きようは流りゆう体たいの光の森に、夜空が切り取られ、輝きを強くして見せている。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは彼を見た。自然な動きで唇くちびるを重ね、頰ほおを相手の首に寄せ、

「関かん東とう、来てみて良かったですわね」

「まだまだこれから、良い事あるよ」

　ええ、と自分が頷うなずいた時だ。不ふ意いに自分と彼の間に、一枚の表示枠シーニヤカドルが来た。

　娘むすめの友人からだ。それには、御お世せ話わになった事への礼れい状じようと、一枚の画が像ぞうが付いている。

　見た画面の中、寝ている狼おおかみが、王おうに抱き上げられて運ばれていく。二人の周囲には、見知った皆も一いつ緒しよで、

「……あの子ったら、寝ていては駄だ目めでしょうに」

　言っている間に、切り株の上に、ゆっくりと下ろされた。

　ふう、と一ひと息いき入れる彼に、自分は手を伸ばす。衣い装しようを外し、毛もう布ふ代わりに切り株の上に敷しくようにして、

「──寝ませんわよね？　普通」
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「寝るのは当とう分ぶん、後やな、これ」

　小こ西にしは、房ぼう総そう南部の本ほん拠きよから、北の方角を見み据すえて呟つぶやいた。

　空にて、艦かん隊たい戦せんはまた別の動きを取り始めているようだ。九く鬼きから送られてくる概がい要よう図ずでは、南に展てん開かいした敵の車しや輪りん陣じんが南東方向への突とつ出しゆつをやめ、鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たいへの外側からの砲ほう撃げきを狙ねらうようになっている。

　また、北側の防ぼう御ぎよ用よう艦かん列れつが、三み浦うら半はん島とうを補ほ給きゆう所じよとして利用するようになった。

　半島の峰みねを遮しや蔽へいとして、西側で疲ひ弊へいした防御艦の応おう急きゆう修しゆう復ふくや、補給を行っているのだ。

　補給物ぶつ資しなどは全すべて供きよう出しゆつさせたかと思えば、

・九本角：『疲弊の大きい艦を分ぶん解かいし、そのパーツを転てん用ようしている。本来なら陸りく港みなとなどの施し設せつでやる事だろうに、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武ぶ神しん隊たいを利用しているようだ』

・コニ子：『確かに、自じ動どう人形が扱う武神なら、そこら辺の工事は得意やろなあ』

　そして正面。房総中央の森林にて、敵の動きが生じていた。

　房総北側にてラインを敷しいた陸上部ぶ隊たいが、そのまま南なん進しんを開始したのだ。

　先さき程ほどの交こう渉しようによる結果を一いち段だん落らくとし、次の動きが始まる。

　東側は不ふ戦せん地域。その決まりは守られるが、

「さてなあ」

　小西は、呼び掛けた。

「時とき茂しげ、どや」

『そちらは随ずい分ぶんと、険けんが取れたわね』

「Ｔｅｓテスタメント．、──いろいろ思し案あんして、殴なぐり合って、何となく解わかってな」

『何が？』

　Ｔｅｓ．、と小西は苦く笑しようした。

「小こ細ざい工くも含め、全ぜん力りよくでやらんと、やっぱあかんわな」

　だから、

「こっちも行くで……！」

　小西は表示枠レルネンフイグーアを両手に掲かかげた。

　画面内ないに映るのは、金きん銭せんのカウンターと五ご指しに合わせたポインターだ。足あし下もと、重じゆう力りよくバラストのアンカーが出る。

　そして手て元もとの表示枠内で、莫ばく大だいな桁けたの金銭カウンターが回り始めた。

「来いや！」

　言葉と同時。それが来た。

　甲かん板ぱん上じよう、身み構がまえた小西の背後に、巨きよ大だいな影が空から激げき突とつするように降り立ったのだ。

　激げき音おんを付け、甲かん板ぱんを軋きしませて着ちやく地ち姿し勢せいを取ったのは、一いつ機きの武ぶ神しん。八はつ犬けん武神の数すう機きを合ごう成せいして作り上げた術じゆつ式しき主しゆ導どうの機き体たいだ。

　それは、

「〝孝こう〟、──ちと行こうやないか。自分で責任取れる戦せん場じようにな」







[image: 第四十九章『夢うつつの回避者』]
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　清きよ正まさは、湯に浸つかっていた。

　何な故ぜ今いま更さらに、という部分はよく憶おぼえていないのだが、浴よく場じように行くタイミングを一度逃のがしてしまったのだ。

　ゆえに清正は、湯にゆっくりと浸かる。身体からだの節ふし々ぶしが緊かたくなっているのを揉もんでほぐして、縁へりに肘ひじをついて一ひと息いき。

　……ええと。

　何かいろいろと、忘れている気がする。大だい事じな何かを、だ。

　ただ、ゆっくりと湯に浸かっていると、微睡まどろみのような緩やかさに沈みそうになり、

「……と」

　起きていなければ。

　今、自分達たちが乗っている安土あづちは、関かん東とうに向けて航こう行こう中ちゆうだ。関東に到とう着ちやくしたならば、戦せん闘とうが待っている。その筈はずだ。

　九く鬼きと小こ西にし達たち、そして嘉よし明あきや可か児に達が、現げん場ばで頑がん張ばっている。

　間に合って欲しい。

　間に合えば、慶けい長ちようの役えきを継けい続ぞくさせたまま夏休みに入る事が、何とか出来る筈だ。

　……頑張って下さい。

　と、心の中でそう思い、髪かみを洗おうかと、そう思った時だ。

　脱だつ衣い場じようの方に、いきなり人の声が来た。

　ここは十じつ本ぽん槍やり専せん用ようの浴場。そこに来るのは当とう然ぜん、いつもの皆だが、

「──と、そういう訳わけなんですよね。同級生の間では、防さき人もりディフェンス系けいのゲームが流行しているんですが、最近は末まつ期きで、太だ宰ざい府ふにモンゴルの兵へい団だんがクロスチョップで──」

　聞こえる声は片かた桐ぎりだ。片桐が誰だれかと入るというのは珍めずらしい。だが、

「ええと」

　何だか、片桐と風ふ呂ろの組み合わせで、最近、よくないものを見た気がする。

　……何でしょう。

　思い出せない。だが、やはり〝悪い光こう景けい〟であったのは確かだと思う。

　曖あい昧まいで、しかしそれだからこそ避けねばならないと思う感覚。その予よ感かんに従って、清正は浴場を出る事にした。

　急ぐ。

　脱衣場からの声が聞こえるが、耳に入ってこない。

　恐らく自分は何かを避けているのだと思う。近くにあるべきものを、遠ざけようとするように、だ。

　そして浴よく場じよう入口の戸を開けた瞬しゆん間かんだ。

　清きよ正まさは、向こうから入ろうとしてきた人ひと影かげと激げき突とつした。

「きゃ」

　という声を上げたのはこちら。そして、脱だつ衣い場じようよりも浴場の方がわずかに床が低い。だからこちらの身体からだは、向こうを押し上げる形になって、

「────」

　転んだ。

　あ、と思った時には、自分は脱衣場に尻しりをついていた。膝ひざを広げた正せい座ざ。そして正面には、膝を立てた大だいの字じになっている人影がある。

　福ふく島しまだった。

　頭とう部ぶを打ったのか、朦もう朧ろうとしている福島が、こちらに対して無む防ぼう備びな身体を晒さらしていて。

　……え!?　ちょ、ちょっと、これは。

　と、ふと気付くと、傍かたわらに人影があった。

　片かた桐ぎりだ。

　当然のように彼は何も身に着けておらず、そして清正は、

「──おい」

　と、いきなり小こ六ろくが脱衣場に入ってきた。

　そして小六がこちらの状況を見て、

「片桐が悪いな」

　告げた瞬間。清正はようやくの悲ひ鳴めいを上げた。





●






　清正は、勢いよく立ち上がった。

　周しゆう囲いは暗く、背後には壁のような真まっ直すぐの面がある。

　自分の背は、ジャージの生き地じがその壁へき面めんを立ち上がって滑り、

「え？」

　さっきまでと何かが違う。そう思った瞬間。立つために踏んだ足が何かにハマった。

　桶おけだ。

　円えん筒とう形けいのそれは、車しや輪りんとまではいかないが、その縁へりで床を滑った。

　清正は勢いよく転んだ。脚あしを上にする勢いで床に激げき突とつ。だが、

　……え!?　え!?

　何が何だかよく解わからない。

　おかしい。

　自分は何な故ぜ、こんな状況に陥おちいっているのか。先さき程ほどまでは、こんな場所にいなかったように思う。大体、

　……ここは──。

　何ど処こかを確かめようとして、清きよ正まさは急ぎ起き上がろうとして手を着いて、

「え？」

　着いた手の下にあるのが、床ではなかった。

　違う。そこにあるのは、柔らかくはないが、滑なめらかなもの。

　石せつ鹼けんだった。

　滑った。

「──っ」

　手を着いたそのままの勢いで、清正は床にもう一回転ころがった。胸から落ちたが、胸がバウンドしない。胸は水の詰まった風ふう船せんのように歪ゆがみ、力の抜けやすい方へと緩んで偏かたよった。

　結果、横よこ倒だおしになって数すう秒びよう。

　一ひと息いきをついた後、ようやくに清正は、己おのれが今、どこにいるかを理解した。

　……部屋？

「ん……」

　部屋だ。横になった自分の視し界かいにあるのは、己の私室だ。しかし、

「あら……？」

　やはり何かおかしい、と清正は思った。

　否いな、自分の部屋に自分がいる事は正しいのだが、

「ええと……？」

　自分がいるのは、ここでいいのだろうか。

　何やらいろいろ思い出していない気がするが、とりあえずの奇き妙みようを感じる。

　何処かへ行こうとしていたのだろうか。首を傾かしげながら立ち上がり、ドアに掛けていた鍵かぎを外はずして外を見ると、外は当然廊ろう下かだ。

　静かな夜。

　廊下を見ても、誰だれもいない。安土あづちは今、停てい泊はく中ちゆうなのか、床の震しん動どうは緩くあるが、これは浮ふ上じよう状じよう態たいなら常つねの事なので解わかりにくい。

　……ええと。

　部屋に身を戻した清正は、開けたドアを背に、いろいろ思い出そうとした。

　何な故ぜ、自分が今、部屋にいるのか。

「ええと……、私」

　そうです。

「そう！　浴よく場じように行こうとしていたのではなかったでしょうか？」

　足あし下もとに落ちている証しよう拠こ物ぶつ件けんは、正まさにその通りだ。

　では、何な故ぜ、自分は浴よく場じように行っておらず、自じ室しつにいたのか。

「それは──」

　と、深くを思い出そうとした瞬しゆん間かんだ。

　……あ。

　清きよ正まさは思い出した。

　頭の中に、不ふ意いに蘇よみがえった光こう景けいがあったのだ。それは、

　……ふ、福ふく島しま様が！

　彼女が全ぜん裸らで、こちらに向けて膝ひざを立てて脚あしを広げている。あの光景、場所はよく解わからないが、板の間だった。ひょっとして自室だろうか。

　どうでしょう、と清正は慌あわてて自室を見回すが、福島がいた形けい跡せきも、何かがあったようにも思えない。だとすれば、今、記き憶おくの中にある一いつ瞬しゆんの光景は、

「夢……？」

　即そく座ざの赤せき面めんに、清正は両手を顔に当てた。だが、その行為は、手て指ゆびに浸しん透とうする熱を確かめるだけの事だ。

　……ちょ、ちょっと。

　どういう事でしょう。まさか自室で寝ていて、

「ガチの淫いん夢むを……！」

「──おい」

　いきなり後ろから聞こえた小こ六ろくの声に、清正は悲ひ鳴めいを上げた。
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　小六は、急いで清正の部屋のドアを閉めた。

　……いかん！

　危険だ。何しろ今夜の安土あづちは、妙みような怪かい奇き現げん象しようが起きている。

　清正には悪いが、中で怪かい異いが生じているなら、自分で対たい応おうして貰もらおう。

　ただ、安土の扉とびらは欧おう州しゆう式しきだ。内側に押して開くようになっているため、自分が外から押さえていても、どれだけ意味があるだろうか。

　だが、ここには自分しかいない。被ひ害がいが拡かく大だいしないよう、自分が押さえ切らねばなるまい。

　すると内側から、

「は、蜂はち須す賀かさん？」

　震える声の呼び掛けに、小六は背せ筋すじに冷たいものを走らせた。

　先さき程ほど、自分の部屋に呼んだエクソシストどもは、こう言っていた。

「呼び掛けがあっても、応こたえたら駄だ目めです。酷ひどい事になります」

「どう酷い」

　問い掛けに神しん道とうが手を挙げようとしたのを、旧派カトリツクとムラサイが押さえ込んだ。

「だ、駄だ目めだ！　お前は刺し激げきが強い！」

「そうだとも！　うちのように砂さ漠ばくで全ぜん裸ら緊きん縛ばくとか、そっちの方がずっと軽い！」

「はははは悔くやしいか！」

　よく解わからないが、そういうものらしい。

　小こ六ろくはドアノブに汎はん用よう型がたの施せ錠じよう術じゆつ式しきを掛けてロック。空あいた手で表示枠レルネンフイグーアを叩たたき、エクソシスト共どもを召しよう喚かんしようとする。

　と、ドアノブが、いきなり内側から回された。一いつ瞬しゆんだけ鼓こ動どうが跳ね上がったが、施錠術式が光を放って発はつ動どうした。ロック継けい続ぞく。

「あ、あら？　だ、誰だれか外に、外にいるんですか!?」

　応こたえてはならない。だが、内側から、何か走り回る音がした。随ずい分ぶん賑にぎやかな怪かい異いだと小六が思っていると、

「外で何かあると判はん断だんしました！　これからカレトヴルッフでドアを貫つらぬきますので、警けい告こくと捉とらえて下さい！」

　アクティブな怪異だ、と小六が思った時だった。正面の通路から、

「あれ？　蜂はち須す賀かさん、何やってるんですか」

　……来るな片かた桐ぎり──!!

　小六は、慌あわてて表示枠に文字を作った。

『寄るな　不ふ潔けつ』

「な、何ですかその物もの言いい！」

　と、片桐の声が廊下に響ひびいた。すると背後から、

「え!?　か、片桐君!?」

　清正の声、それに対し、

　……応じるなあ──！

　だが、片桐は笑えみで、

「ええ、竹たけ中なかさんの方から──」

「きゃああああ不潔……！」

　超ちよう至し近きん距離設せつ定ていにされた光こう剣けんが部屋の内側からドアをぶっ飛ばし、片桐に飛んだ。
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　清正は、カレトヴルッフを手に、廊下へと出た。

　すぐ横、そこに蜂須賀がいて、正面には吹っ飛んだドアと、

「あら？　片桐君、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　片桐が、廊下に大だいの字じになっている。

　蜂はち須す賀かが首を傾かしげ、

「死……」

「いえ、直ちよく撃げきしたら即そく死しですけど、直撃してないから無ぶ事じだと思います」

「凄すごい判はん断だんを聞いた」

　そうだろうか。まあ、大だい出力時じは大おお味あじなので、仕方ないだろう。だが、

「し、死んでませんよ！」

　片かた桐ぎりが起き上がる。

　見れば、シャツの中央が真まっ直すぐに裁さい断だんされている。恐らくカレトヴルッフの刃やいばを、倒れて避けたのだろう。

　危険だった。だけど、

　……あら？

　片桐の声が聞こえたのに、つい、放ってしまったのは何な故ぜか。清きよ正まさは思い出そうとして、

　……う。

　頭の中に、こちらに身をさらけ出した福ふく島しまを想そう起きした。

　まずいです。幾いく度どか思い出すたびに、勝かつ手てに細さい部ぶを作り替え始めている自分の記き憶おくがある。当とう初しよは間違いなく倒れて膝ひざを上げてガバアくらいだったのが、今は何故か口くち元もとに片手を挙げて、次からは台詞せりふを言い出しそうで、

「──おい」

「きゃああああああ！」

　いきなりの蜂須賀の声に、驚きで手から離したカレトヴルッフが宙ちゆうを飛んだ。

　槍やりの行き先は、片桐だ。

「うわ！」

　彼が慌あわててブリッジ姿し勢せいを取るのと、その脚あしの間に刃が刺さるのは同時。

　音を立て、震しん動どうするカレトヴルッフの向こうで、片桐がブリッジ姿勢で二歩程ほど向こうに下がった。

　虫め……、と蜂須賀が言うが、彼はそこから再び大だいの字じになって、

「あ、危ないところでした！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　蜂須賀様も、いきなり声を掛けるのはやめて下さいね？」

「一体どうしろと……」

　言われてみるとそんな気もする。だが、

「一体、何なんです？」

　Ｔｅｓ．、と二人が同時に頷うなずいた。

　蜂須賀が片桐に横よこ目めを放ち、片桐が、

「ど、どうぞ……！」

「他た人にんの施ほどこしは受けない」

「じゃあ何で睨にらんだんですか!?」

　キャラじゃないでしょうか、と清きよ正まさは思うが、言わないでおく。

　そして片かた桐ぎりが口を開いた。彼は、艦かん尾びの方を指さし、

「羽は柴しば様さまが、京きよう都との方から戻って来ました」

「え？」

　初はつ耳みみだ。その事を理解しているのだろう、蜂はち須す賀かが頷うなずき、

「今後の打ち合わせで、明あけ智ちと面会」

「ああ、成なる程ほど……」

　だとすれば、戻って来たなら、面会の内容も明らかになっているだろう。それは、

「明智様の方、ネルトリンゲンへの援えん護ご戦せん力りよくを出せるそうです」

「──明智様自じ身しんの手て勢ぜいを？」

「いえ、羽柴様と前まえ田だ様の方で発はつ注ちゆうしていたものを、です」

　ああ、と清正は頷いた。自分の眉まゆが、少し下がり気ぎ味みになるのを感じながら、

「……もはや何でもあり、という感じですね。それで、明智様は──」

「──明智様は、ここから先、自分の襲しゆう名めいを終えられるまで、自由行こう動どうにさせて欲しいと」

　清正は、言葉を失った。

　明智こと、京都を管かん轄かつしている明智・光みつ秀ひでは、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よればP. A. Odaの首しゆ長ちようである総そう長ちよう兼けん生徒会かい長ちよう、織お田だ・信のぶ長ながを暗あん殺さつするのだ。

　その暗殺事件、〝本ほん能のう寺じの変へん〟については、諸しよ処しよの仕掛けも用意も施ほどこされているが、

「自由行動、ですか？」

「御ご本ほん人にんにも、思う処ところがいろいろあるのと、事情の多い方ですから。だから、羽柴様の方で、条件のようなものを提てい示じしました」

「それは──」

　Ｔｅｓテスタメント．、と片桐が立ち上がり、頷いた。

「予よ定てい期日に本能寺の変が起こせる事を、──と」

　Ｔｅｓ．、と、了りよう解かいの意を、自分は会え釈しやくする。すると横の蜂須賀が、

「──知ってた」

「そ、そりゃあ、蜂須賀さんも知らせに来た訳わけですから！」

「私より後に来たなら、新情報は？」

　という問い掛けの間に、足あし下もとが揺れた。

　艦かん内ないの各所、廊下には警けい告こくの表示枠レルネンフイグーアが出た。空中には、これからの行き先が、


『琵び琶わ湖こ安土あづち[image: ]関かん東とう：途と中ちゆう補ほ給きゆう有り：現在出しゆつ航こう準備中ちゆう・一時合ごう流りゆう艦かん有り』



　そして床には、加か速そくによって艦が軋きしみ、歪ゆがむため、カーブ方向や進行方向への加速そく度どを示す矢や印じるしが表ひよう示じされる。

　矢印の下、まずは高度が上がっていく。それを見ながら、片かた桐ぎりが口を開いた。

「では、最さい新しん情報です」

　それは、

「──関かん東とう側がわ、遂ついに武蔵むさしが出しゆつ航こうしました。重じゆう力りよく加か速そく航こう行こうで、ネルトリンゲンに向かって来ているそうです。予定では、途と中ちゆうで安土あづちとすれ違う可能性もあります」

「……やはり、やって来ましたか」

　自分達たちも、同じだ。慶けい長ちようの役えきの継けい続ぞくのため、関東に行くのだから。

　間に合って欲しい、と思うこちらの横で、蜂はち須す賀かが首を傾かしげた。

「もう一つ」

「え？」

　片桐が、首を前に傾げた。

　見ている間に、蜂須賀の目が眇すがめになっていく。

「もう一つ、ある、情報。竹たけ中なかから、聞いてない？」

「いや、僕、広こう報ほう委員から聞いたので……」

　蜂須賀が、こちらのジャージの右袖そでを引っ張った。

「行く。風ふ呂ろ。──清きよ正まさ、入ってないでしょ。そこで話す」

　確かに、と思うが、

　……ええと。

　何となく思い出してきたが、前に浴よく場じように行った時、

「そうでしたね、片桐君が不ふ潔けつで……」

「そう。あの時、私も、とりあえず風呂の湯が入れ替わるまで入りたくないな、と」

「な、何ですかその病原菌ウイルス扱い！」

　まあまあ、と清正は、片桐に手を振った。

「竹たけ中なか様さまのところへ、行ってきてはどうですか？」
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「二度目の淫いん夢むで御ご座ざりました……！」

　福ふく島しまは、丸めたシーツの上に跨またがった状態で身体からだを起こしていた。

　部屋は先さき程ほどと同じ青あお黒ぐろいライトに照らされた状態。全身には汗あせが浮いていて、しかし、

「……ぬ？」

　と福島は息を詰めた。

　……はて、見た夢を思い出せぬで御座りますぞ。

　というか、今、拙せつ者しや、起きた時に何を口くち走ばしったで御座りましょうか。

　憶おぼえていない。

　急速に目覚めた時など、よくある事だ。

　ただ、夢の中ではやたらと何か充実していたのだろうか。マウント状態で押さえ込んでいた毛もう布ふが、抱き締しめや脚あしの絡めによって、大きく変へん形けいしている。

「熊くまとでも戦っていたので御ご座ざりましょうか」

　否いな、このくねくね具合だと蛇へびか、それとも……、

「──！」

　何な故ぜかそうしなければいけない気がして、福ふく島しまは壁に頭をぶつけた。すると、

『あ、福島さん、起きてますかー』

　壁にセットされた小こ型がた聖せい堂どう兼けん伝讃筐体ＰＣから、表示枠レルネンフイグーアが展開した。

　画面の中では竹中が食堂を背景にして映っているが、こちらからの画が像ぞうはまだ送られていない状態。とはいえ今の自分は、寝ね姿すがたというか、半はん裸らに近い格かつ好こうだ。

　福島は、声だけの送そう神しんを設定し、

「何で御座ります？」

『Ｔｅｓテスタメント．、今ですね、関かん東とうの方で大きな動きが始まりましたー』

　表示枠の中、サブ表ひよう示じで、関東の概がい要よう図ずが出る。その西側にある点てん線せんのラインは、

　……武蔵むさしが、出しゆつ航こうしたで御座りますか。

　それだけではない。房ぼう総そう半はん島とう側がわの表ひよう記きを見るに、

『航こう空くう艦かん隊たいの戦せん闘とうは一いつ進しん一いつ退たいですが、地上側では、本ほん拠きよの防ぼう衛えい隊たいと、里さと見み勢ぜいが交こう戦せんを開始したそうです。小こ西にしさんも前ぜん線せんに出るとかで──』

　竹たけ中なかが、〝えろぱっく〟と書かれた紙かみ袋ぶくろを掲かかげながら笑えみで言った。

『──何だか凄すごく、ハイダメージな感じがしていいですねー！』
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　柳生やぎゆう・宗むね矩のりは、忍にん者じや侍ざむらいだ。

　大おお久く保ぼの従じゆう者しやとして、その警けい護ごや情報収しゆう集しゆうを、加か納のう共々に行っている。

　加納が内ない勤きんなら、宗矩は外がい勤きんだ。

　極きよく東とうには珍めずらしい一年生襲しゆう名めい者しや。聖せい譜ふ記き述じゆつにおける活かつ躍やく年ねん代だいが少々遅いため、まだ暫ざん定てい襲名だが、権けん限げんはほぼ同どう等とうのものを貰もらっている。

　推すい薦せん者しやとして、やはり襲名者である大久保の父ちち達たちが前に出てくれたせいもあろう。

　高こう等とう部ぶに入ってからは、生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうよりも、代だい表ひよう委員長となった大久保の麾き下かに入る事になった。

　襲名が見えた中ちゆう等とう部ぶの時から、大久保や加納に作さ法ほうや言葉遣づかいを仕込まれたものだが、

　……随ずい分ぶんと鍛きたえられる事になりました。

　元はM. H. R. R.神聖ローマ帝国の居きよ留りゆう地ち出身だ。親の仕事の関係で武蔵むさしに移い住じゆうしたが、居留地が仏ふつ独どく紛ふん争そう地ちに近かったためにいろいろ荒かった。

　今は、結けつ構こう落ち着いていると思う。

　自じ称しようが〝俺おれ〟なのは流石さすがにしょうがないし、ふとした事で〝素す〟が出る時もあるが、結けつ構こう、落ち着いている筈はずなのだ。だが、

「くっそ野や郎ろう……！」

　宗むね矩のりは、舌した打うちと共に走っていた。

　夜の森。方角は北東方面だ。

　M. H. R. R. 出身。武蔵に上がる前、黒き森の中で生活していた記き憶おくはまだ確かにある。父親は森林警けい護ご隊たいなどに武ぶ術じゆつを教える役で、

　……俺も、森林行こうなどは慣れたものでしたが……！

　随ずい分ぶんと甘くなった。それとも、昔を美び化かしているだけだろうか。

　だが、急がねばならない。何な故ぜなら、

　……敵です！

　敵が、背後に出現した。

　無む論ろん、流石に真ま後うしろという訳わけではない。

　位置としては、東部側からの接近。東側の担当は尾お根ねの下を行っていた立たち花ばな夫ふ妻さいだが、大おお久く保ぼの指し示じによって彼女達は一度沿えん岸がん方面から南なん進しんしている。その時生まれた隙すき間まに入り、衝しよう突とつを逃のがれたのだろう。

　それが今、東側が撤てつ退たい路ろになる事から、中央に戻ってきているのだろう。

　敵てき本ほん拠きよにとっての長距離斥候Ｌ. Ｒ. Ｐ.なのか、それとも攻こう撃げき隊たいなのかは解わからない。その人数も、指し揮き者しやも不ふ明めいだ。

　斥せつ候こうとして、大久保の前に出ていたのが失敗だった。

　否いな、自分の仕事も、敵本拠の動どう勢せいなどを彼女に伝える意味があった。だが、房ぼう総そうに入ってから、各所に仕掛けて置いた索さく敵てきの術じゆつ式しきに反応が生じた。

　敵がいる、と。

　ともあれ、大久保に知らせなければならない。だが、

「通つう神しんが……」

　表示枠サインフレームからの通神が、いきなり不ふ通つうになっている。

　おかしい。

　先さき程ほどまで、大久保への通神は可能だったのだ。

　それが、敵に気付き、東へと調査に入った辺りから不通になっている。

　何かの術式ではあろう、と宗矩は判はん断だんしている。恐らくは、何らかの条件で発はつ動どうする罠わなが、この房総の各地に仕し掛かけられているのではないか、と。ならば、

　……気付かれてますね。

　術じゆつ式しきであるならば、術じゆつ者しやにはその効こう果かの発はつ動どう状況が通じているに違いない。

　自分の動きは読まれている。だとすれば、と思った時だ。

「……っ」

　宗むね矩のりは、身を低くして飛んだ。

　回かい避ひ運動だった。

　正面。木々の葉が揺れる気け配はいがあったのだ。それは、

　……銃じゆう弾だん！
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　己おのれの背後、木の幹みきに着ちやく弾だんが入る。

　木を打だ撃げきする鈍い音が、急ぐ脚あしによってすぐ遠ざかった。

　胴どう体たい中央を狙ねらった一いち撃げきだと即そく座ざに解わかった。そして、

「く」

　宗矩は、足あし下もとの岩に手を付いて、前方向への高速側そく転てんを入れた。

　直後、先さき程ほどまで身を低くしていた自分の、その腰こし位置の高さで弾だん丸がんが来た。側転で回した身体からだ、腕の間を、鉄てつ弾だんの切り裂さきが抜けていく。

　かわした。

　宗矩は忍にん者じや侍ざむらいだ。戦種スタイルは二種を兼けん業ぎようする。訓くん練れんは足あし場ばの悪いところを主とし、壁へき面めん疾しつ走そうや跳ちよう躍やくなども同どう年ねん代だいでは一番にこなす。

　宙ちゆうに浮いた身を回し、周囲の木こ枝えだを右足で下から蹴けった。

　細い枝だったが、構わなかった。枝を揺らす事なく全ぜん重量を掛けた踏み込みを一発。宗矩は空中でもう一度一回転。その最さい中ちゆうに左足を空中に突き込む。

　蹴りは、高度を失う流れの中で地面を打った。

　ダッシュの一歩目だ。

　宗矩は、今までの速度を落とす事なく、森の中を疾しつ走そうした。左右に身を振り、遮しや蔽へい物ぶつを交こう叉さし、敵の狙そ撃げきを逃のがれるラインを取る。

　だが、妙みようだ。

　宗矩はこう思った。敵は、こちらを察さつ知ち系けいの術式で確かく認にんしている筈はずです、と。

　それなのに、明確な術式の反応がない。

　否いな。時とき折おりに流りゆう体たい反はん応のうらしきものが見える時もあるのだが、この森の中に符ふが貼はってある訳わけでもなく、また、結けつ界かいがある訳でもない。

　何か見えぬもので、それらが隠かくされているのだろうか。

　解らない。

　だが、理り解かい出来た事がある。

　敵の位置だ。

　狙そ撃げきの弾だん丸がんが飛んできた方角は見切れている。

　……どうしますか。

　宗むね矩のりは自じ問もんした。大おお久く保ぼの元に急ぐべきか、敵に急きゆう襲しゆうを掛けるべきか。

　敵は狙そ撃げきのみを主としている。恐らくは個人と、そう見ていいだろう、と、宗矩は思った。

　そして考えるべきは、今いま狙ねらわれているのが、自分だと言う事だ。

　恐らく、大久保の位置を、この敵は割り出していない。ならば、

「危険ですかね」

　自分が大久保の方に向かう事で、敵に彼女の位置を知らせる事にもなる。

　だとすれば、どうにかして、危き機きを知らせねばならない。通つう神しんが使えない以上、別の方法をもって、だ。そしてその上で、

　……行きますか。

　敵を討うつ。そう決めて、宗矩は動いた。

　敵のいる方向。銃じゆう弾だんの来る場へと。夜の森、彼は斜面を疾しつ走そうした。







[image: 第五十章『ルートの行き交い者達』]
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　浅あさ野のは、荒れた息で走っていた。向きは東側、森の中を突っ走りながら、

　……参まいーった！

　この敵、随ずい分ぶんと攻こう撃げきが当たらない。否いな、速い上に気け配はいが薄くて偉えらく困る。

　自分の術じゆつ式しきが嚙かみ合ってくれて救たすかった。そうでなければ即そく座ざにアウトだったろう。

　……急ーげ！

　走る。一度は中央側に寄ったというのに、敵の御お陰かげで東へ出で戻もどりだ。

　走る周しゆう囲い。この森は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の森よりも明るくて有あり難がたい。

　どちらかというと、地ち中ちゆう海かいの無む人じん島とうで訓くん練れんした時の、あの森に近い場所だ。

　あん時の訓練では食人鬼オーガの教きよう官かん共が「鬼ケ島ＬＯＶＥ！」ってマジに追いかけてきて、対たい処しよが酷ひどく大変だったものだ。最終的に敗はい北ぼくして、全員海うみに叩たたき込まれたものだったが。

「でも、向こーうも、そういう訓練してるってー事かなー」

　武蔵むさしの住人は、自然環かん境きようの戦せん場じようが苦にが手てかと思っていたら、そうでもないのだろうか。否、これはどちらかというと、自分達と同どう等とうの経けい歴れきでも持っているのだと思う。

　武蔵は外部からの移い住じゆう者しやも多いのだ。

　……その事ーを失しつ念ねんしていたとは、頭の良いー浅野さんらしくなあーい。

　少し、自分に都つ合ごう良く考え過ぎていたという事だろう。だけど、

「頑がんー張ばりますか」

　そう言っていた可か児には、撤てつ退たいした。

　鍋なべ島しまもほぼリタイアだ。

　長なが岡おかも、敵に確保されたのだと思う。ならば、

　……私だけー。

　だから頑張ろうか、と諦あきらめにも似た気分で浅野は思った。

　自分が、新しん人じん襲しゆう名めい者しやの最後の一人だ。

　そして、と浅野は、森の中を跳ねるように走りながら、こう呟つぶやいた。

「これまでーの皆、相そうー当とう、頑張ってくれちゃって──」
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　浅野は思った。参ったー、と。

　私は頭がいいだけの、平へい凡ぼんなのだ。

　こちらを追って来ているのは、恐らく、襲名者。そうでなければ、この追つい撃げきの鋭さは説明が出来ない。敵の布ふ陣じんから考えるに、

「加か納のうーか、柳生やぎゆうーか」

　……柳生やぎゆうーだ。

　加か納のうは自じ動どう人形。森林踏とう破は用ようの知ち識しきを記き憶おくに奏塡インストールしているならばこの追つい撃げきも解わかるが、それであるならば、柳生が斥せつ候こうで前に出ている現在、わざわざ彼女がこちらと遭そう遇ぐうした意味が解らなくなる。

　そう。敵は、忍にん者じや侍ざむらいだ。だから、

「私、すっごーく不利──」

　だけどどうにかしなければならない。急ぎ、この追撃を振り切って、大おお久く保ぼを倒しに行かねばならない。

　……大久保・長なが安やすを倒ーせば、相そうー当とうに流れは変わーる筈はず。

　少なくとも、何らかの形で生じる戦後。その現げん場ばにおける交こう渉しようは、楽になる筈だ。

　ならばここで自分が頑がん張ばらないと駄だ目めだ。

　でも、大久保の居い場所が自分には解らない。

　だから、彼女のいる位置を、柳生との戦せん闘とうから割り出さないと駄目だ。

　無む論ろん、見当はついている。

　敵は、本ほん拠きよに対してのラインを組んで侵しん攻こうしてきたのだ。

　柳生のいた位置は、全ぜん体たい中央よりもやや西側。だとすれば、大久保はその背後の範はん囲いにいる事になる。

　解らないのは、本拠からどれだけ離れた距離に大久保がいるか、という事だ。

　解っているのは、先さき程ほど、小型輸ゆ送そう艦かんが爆ばく発はつした際の、破は片へんの飛び散り。

　捕ほ捉そくした鉄てつ骨こつや装そう甲こう板ばんの落らつ下か位置から、来た側における安あん全ぜん圏けんの〝端はし〟は見えている。

　では、本拠から〝端〟までの間、何ど処こに大久保はいるのだろう。

　浅あさ野のは走る。追撃を果たされないように、しかし、なるべく真まっ直すぐに走る。

　追い込まれ、北東へと誘ゆう導どうされている感はある。だが、周しゆう辺へん地ち系けいならば、元もと々もと東側にいた自分の方が一度こちらに向かってきた分だけ、詳しい。

　記き憶おく力りよくには自信があるのだ。

　……でも体力そんな自信ないよー。

　だけど浅野は走った。今は北東方向に走っているが、大久保に向かい直すために西へ曲がるのは一回だけでいいと思う。その時の柳生の反応で、大久保の位置が解る筈だ。だから、

「頑張ろーか」

　感かん化かされてる私、駄目だなー、と思いながら、そんな事は皆の前では言わないようにしようと浅野は思った。そして、

「Ｔｅｓテスタメント．。まあ、準備はいろいろしたーし。水場も行ったし、いろいろね」

　言いつつ浅野は気付いた。敵の追撃が、

「来たね──」
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　宗むね矩のりは、銃じゆう弾だんを掠かすめた。

　木々の間。土と葉は群むれと石を踏み、枝を潜くぐって、しかし音を立てずに走った。

　銃弾が飛んでくる。狙ねらいは正確であったり、ややブレてもいる。

　だが、森の中において、飛ひ来らい物ぶつは常に気け配はいを纏まとう。風ふう圧あつに葉や夜よ霧ぎりは揺れ、動物達も反応をするのだ。

　そして宗矩は銃弾を掠める。

　飛来する弾だん丸がんに身を寄せる。

　敵との距離が近付くような錯さつ覚かくを受けるが、その安あん堵どだけが目的ではない。

　遠くから飛ひ翔しようしてくる弾丸に、身を寄せ、遠ざかって行くのを知ち覚かくする事で、発はつ射しやと行き先の方角を明確に割り出せるからだ。

　銃弾に近付けば、音も、勢いもよく解わかる。

　弾丸に籠こもる力が、段階を踏んで強くなっていた。

　それは、敵てき弾だんが発射されてからの間が、無くなってきているという事。

　自分が、敵との距離を詰めているという事実そのものだ。

　これは安堵ではない。自分が敵を追い詰めているという、そんな事実だ。

　走る。

　宗矩は弾丸を掠め、息を吸う。

　敵との距離を詰め、早く処しよ理りしなければならない。何な故ぜなら、

　……御お嬢じよう様さまが心配されますからね。

　急ぐ。

　銃弾がまた掠めた。

　音が強い。頰ほおが裂さけたように思う。

　加か護ごが自動発はつ動どう。治ち療りようではなく傷きず口ぐちの封ふう印いんだ。戦せん闘とう中に治療はしない。安心を得られるのとは別で、治療は、その最さい中ちゆうに身体からだの一部が〝治ち癒ゆという変へん動どう〟を起こすからだ。

　負ふ傷しようは、身体の変化として、一度受うけたら当分変かわらない。戦闘を組み立てる際、変動要よう素そがあるよりも、固こ定てい変化を理解していた方が安全だいうのが宗矩主しゆ義ぎだ。

　実際は治癒の方がいいのかもしれないが、これは感覚としての問題だ。

　だから封印する。血の匂においで勝負が決まる時もあるのだから、止し血けつは確実とする。

　だがそんな選択が出来るのも、短たん時間戦闘のみだ。

　長ちよう期き化かすると、傷ついた部分から、発はつ熱ねつや壊え死しで、身体がやはり変わって行くからだ。そうなると治療せざるを得ず、自分の場合は戦闘を離り脱だつする事になる。

　急げ。そう思って、宗矩は苦く笑しようした。

「いけませんね」

　急げ、ではない。

　急ぎましょう、だ。

　御お嬢じよう様さまにそう教えられた。

　だからそう思い直し、宗むね矩のりは急いだ。敵のいる場所に、だ。

　急ぎ、追いつく。
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「急がないと駄だ目めですよね……！」

　可か児には、負ふ傷しよう者しやの装そう備び品ひんを懸けん架か用の差し棒ぼうに吊つるしながら、鍋なべ島しまと会話していた。

　鍋島の方も、こちらと合ごう流りゆうすべきかどうかを思し案あんしているようだ。だが、

・カニ玉：『ナベちゃんの方、アサちゃんとの通つう神しん出来てますか!?』

・ナベ３：『いんや、うちは干かん渉しようもあって機き竜りゆうの通神環かん境きよう使ってる訳わけだし、そっちの方がナチュラルに通じてるんじゃないわさ？』

・カニ玉：『いえ！　こっちも通じません！　池いけ田だ君はどうです!?』

・イケ照：『俺おれーが通じてる訳ー、ないーだろーう』

・カニ玉：『似てませんね！』

・ナベ３：『池田の顔で想そう像ぞうしちゃって駄だ目めだわー』

　うるさいなあ、と池田が言葉を作ってくる。そして彼は、

・イケ照：『どうせ、いつものアレだよ。勉強』

・カニ玉：『勉強!?』

　そう。

・イケ照：『浅あさ野のは、ほら、テストの前とか、しばらくこっちと付き合わなくなるだろ？　黙だまって、何してるかも言わなくてさ。あれ、家で相当にやってんだよ。

　ただあいつ、それを表おもてに出すのは負け、みたいに思ってるらしくてさ』

・カニ玉：『何でそれ知ってるんですか!?』

・イケ照：『は!?　そりゃあ、うちの、親が、浅野のカーチャンと……』

・ナベ３：『駄目だわ……、お前、本当に駄目だわ……』

・カニ玉：『でも、今、そういう時間なんですね、アサちゃんにとって！』

　可児は、機き動どう殻かく四つを提さげた差し棒を担かついだ。右の肩を下から入れて、腰を立ててから身体からだを上げる。一度バランスを取り直してから、

・カニ玉：『だったら、大だい丈じよう夫ぶですね！　さっきアサちゃん、頑がん張ばるって、そんな感じの事を言ってましたから！』

　へえ、と鍋島が言葉を作った。

・ナベ３：『浅あさ野のがそんな事言うのも、随ずい分ぶん珍めずらしいわ』

　だったら、

・ナベ３：『──待つしかないわな。うちの学年トップが、一人で頑がん張ばって来るのを』
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　宗むね矩のりは、敵の銃じゆう声せいを至し近きんで捉とらえた。

　近い。

　森の中、木々の密みつ度どが上がっているように思う。

　だが、宗矩は押した。追つい撃げきする自分を、敵を押すために前に出したのだ。

　敵は近い、と宗矩はそう感じる。

　……相手は一体、誰だれでしょうか。

　敵の襲しゆう名めい者しや。今回の房ぼう総そう半はん島とうでの戦いに参さん戦せんしているのは、誰か。

　加か藤とう・嘉よし明あきは空での戦せん闘とうを主とする筈はずだ。

　九く鬼き・嘉よし隆たかも鈴すず木き・孫まご一いちも、艦かん隊たい戦せんの方で姿すがたを現している。

　鍋なべ島しま・直なお茂しげは機き竜りゆうが敗はい北ぼくし、可か児に・才さい蔵ぞうは糟かす屋や・武たけ則のりと共に北部ぶ隊たいと撤てつ退たいを行う。

　ならばこの相手は、鍋島の機竜に同どう乗じようし、武蔵むさしに来らい訪ほうした浅あさ野の・幸よし長ながだろうか。

　同学年。女子だ。

　だが手を抜く意味は無い。

　敵なのだ。

　それだけの理由だが、充分な理由だ。

　ゆえに宗矩は押した。己おのれの走る軌き道どうを変え、敵の走りを真まっ直すぐに捉え、

「……っ」

　弾だん丸がんが来た。

　かわす。髪かみを散らして回かい避ひし、回り込むように身を振って、

　……そこにいますね。

　正面。木々の作った藪やぶの向こう。その位置から、

　……来ました……！

　弾丸だ。もはや音も響ひびきも勢いすらも手が届くような位置から、鉄じゆう弾だんが届いてきた。

　弾たまは顔面狙ねらい。向こうも一いつ切さいの手を抜いていない。

　宗矩は左右に避けなかった。頭を下げ、木々の間を抜け、

「──そこですね」

　敵の眼がん前ぜんに飛び込んだ。

　瞬しゆん間かん。宗矩は見た。

　敵弾が飛んで来た位置。正面にあったのは、広こう大だいな夜空だった。

　……は？

　己おのれの眼がん前ぜんに、房ぼう総そうから東の夜空と、崖がけ下したの森が広がっている。

　自分が立つのは、無む人じんの断だん崖がいの上だった。
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　危険という言葉を宗むね矩のりは思った。

　それと同どう時じに、何な故ぜ、という言葉を彼は感じた。

　何故、敵のいるべき位置に崖があるのか。

　戦せん闘とう中に疑問を思うべきではない。だから感じるだけに任せて、宗矩は動いた。

　敵は目の前にいない。ならばどうするか。

　転てん進しんだ。

　振り返る動きは取らない。背後の森に背を向けたまま、高速の左スライドで位置をずらす。

　すると、弾だん丸がんが、自分のいた位置を抜けていった。

　出で所どころは、後ろにある森の中から。

　しかし、宗矩は違い和わを感じた。何しろ敵は今まではずっと一いち方向へと、崖の向こうの空中へと逃げる動きで弾丸を撃うってきたのに、ここで来た射しや撃げきは背後の森の中からだ。

　……この仕し掛かけは……！

　思った瞬しゆん間かんだ。宗矩は、背後の森に莫ばく大だいな気け配はいを感じた。

　危険、という言葉は思いつかなかった。

　……超ちよう危険……！

　今こそ振り向きながら、宗矩は虚こ空くうに手を伸ばした。

「〝金槌ゴールデンハンマー〟……！」

　空中から引き抜き、振るのは巨きよ大だいな鉄てつ槌ついだ。流りゆう体たいの加か速そく光こうを後部から発はつ射しやし、大だい上じよう段だんからの前方跳とび込みで宗矩はそれを前に叩たたきつけた。

　直後。森の葉は群むれを吹き飛ばし、こちらに飛ひ来らいしたものがある。それは、

「……砲ほう弾だんですか!?」

　あり得ないもの。

　準じゆん対たい艦かん砲ほうクラスの流体砲弾だ。その一発に、しかし宗矩は打だ撃げきを叩たたきつけ、

　……成なる程ほど！

　敵の使用している技を、宗矩は見切った。

　直後に、〝金槌〟に敵の砲弾が激げき突とつした。

　飛来の鉄てつ塊かいが破は裂れつする。

　砕くだいたと、音と見み栄ばえと手て応ごたえの全てが合がつ致ちした時。

「く……!?」

　宗むね矩のりは、〝金槌ゴールデンハンマー〟ごと、夜の虚こ空くうに吹き飛ばされていた。

　敵の流りゆう体たい砲ほう弾だん。その術じゆつ式しき部分が、大気爆ばく発はつ効果だったのだ。

　……まずい……！

　破は砕さいや爆ばく砕さい、衝しよう撃げきならば、〝金槌〟の打だ撃げき加か護ごで打ち消せたと思う。しかしこれは、そうではなかった。

　大気爆発。その力を敵が仕込んできたと言う事は、

「────」

　完全に、仕組まれた手て筈はずだったと、そう理解したまま、宗矩は虚空に飛ばされた。
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　遠く聞こえた爆発音に、義よし康やすは〝義ぎ〟の頭部側そく面めんの視し覚かく素そ子しで確かく認にんを入れた。

　房ぼう総そうの東側、稜りよう線せんの向こうにて、戦せん闘とうが始まったのだ。

　誰だれと誰が戦っているかは解わからない。大おお久く保ぼの一いつ派ぱだとすると、地ち上じよう戦せんで砲ほう撃げき音が聞こえたのはどういう事なのだろうか。

　解らない。が、それを気にしている場合でもない。

　森の中の開けた場所。やや西に向かって傾斜した広場にて、義康は敵と向かい合っていた。

『〝孝こう〟がこちらに来たか。──小こ西にし・行ゆき長なが』

　Ｔｅｓテスタメント．、と相手は頷うなずいた。

　パーツの合ごう成せいによって、本来よりも頭一つ高くなった〝孝〟の肩かた上うえ、小西がいる。

　身体からだの各所に身しん体たい固こ定てい用ようの重じゆう力りよくバラスト術式を展てん開かいし、両手ての平ひらには操そう作さ用らしい表示枠を食い込ませた姿だ。彼女は、何やら回り続けるカウンターを映した表示枠を横に置き、

「私より、時とき茂しげの方がえかった？　何なら代わろか？」

『否いな、向こうも向こうで、用件があるようだ』

　第六特とく務むの、十数年越ごしの因いん縁ねんだ。それは自分のものよりも遙かに長い。

　無む論ろん、時間だけで計れるものでもなかろう。だが、

「やはり、仲間との戦せん闘とうは避けたいん？」

『お互い、手て加か減げんが出来んだろうからな』

　は？　という小西の問いに、義康は頷うなずいた。

『私は〝貴き様さま、敵に寝ね返がえるとは〟でムキになるし、向こうは〝こっちを放って何してた〟という事でムキになるだろうしな』

「実際、自分、何してたん？」

『……極きよく東とうの米こめ所どころで米菓が子しを食ったり、狐きつねと鮭しやけの観察をしたり、最近は温泉行って空詠みカラオケやって卓たつ球きゆうにいそしんだ記き憶おくがある』

「張り倒されても文もん句く言えへんな……」

　そんな気もする。が、温泉からの豪ごう遊ゆうは昨日きのう立て続けにあった事だ。それさえなければ結けつ構こうフツーだったとは思う。

『まあ、亡ぼう命めい政せい権けんが行った先で豪遊するのは世の常だ。傀かい儡らいにならなかっただけでもマシだと教え込むしかあるまい』

「傀儡にならなかったん？」

『Ｊｕｄジヤツジ．、──あれの傀儡になるのは無む理りだ』

「無理……？」

　Ｊｕｄ．、と義よし康やすは頷うなずいた。

『正しよう気きでいる限り、無む理りだろう。大体、〝黙だまってられない気分〟にさせるのは世界一のような連れん中ちゆうだ。傀儡になったら理り不ふ尽じんの連続でストレスがたまって頭がおかしくなって死ぬ』

「……一つ、ええか？」

『そいつらが天てん下かとったらヤバいんじゃないか、という事か』

「そやな」

『Ｊｕｄ．、大だい丈じよう夫ぶだ。平和な時間ならば、仲なか間ま内うちで共とも食ぐいをしているだけだからな。外部からの刺し激げきが一番いけないのだろうと、私はそう分ぶん析せきしている。──つまり、世界が平和にならなければ、奴やつらが世界征せい服ふくとして嫌いやがらせに行くのだ』

「……何やその志こころざしの低い世界征服」

　そうとしか言えないのが困る。だがまあ本当に、内部にいると、

　……こっちも黙ってないようにすると、ストレスが無いよな……。

　連中、基本的に、回かい避ひはあっても防ぼう御ぎよはノーガードだからだろう。

　だが、そんな連中と共に、ここまで来たのだ。

『さて』

　義よし康やすは、〝義ぎ〟の両腰こしにある鎧よろい通どおしに手を掛け、言った。

『そちらは大だい丈じよう夫ぶか？　自じ律りつ式を利用するなら、相当に反はん応のう速度が違うぞ』

「ああ、気にせん気にせん。何な故ぜならこいつ、今、加か護ごで動いとるさかい」

『加護？』

　問うた先、〝孝こう〟の周囲に表示枠サインフレームが幾いくつも立つ。旧派カトリツクのものだ。

「小こ西にし・行ゆき長なが。──聖せい譜ふ記き述じゆつでは旧派信しん仰こうの伴ば天て連れん武ぶ将しようやねん」

　せやから、と言った彼女の正面。矢をシンボルとした人名が出る。

「聖せいセバスティアン、旧派では、弓ゆみ矢やを主とした戦せん闘とう系けい技ぎ能のうの聖せい人じんやな。旧派の術じゆつ式しき庫こにおいては、それらの上位術式を担当する聖人や」

『戦闘系の加護を中心に、自律系を組み直し、……戦闘用の大型自じ動どう人形のようなものを作り上げたと、そういう事か』

「Ｔｅｓテスタメント．。──ゆえにこいつは聖人の魂たましいと直ちよつ結けつ。強化術式も金かね次し第だいで使い放ほう題だい。そこらの武ぶ神しん使いなど圧あつ倒とう出来る反はん応のう速度を見せられるで？」

　という小こ西にしの声に、義よし康やすはふと呟つぶやいていた。

『卑ひ怯きようだろう、ソレ。いい加か減げんにしとけお前ら』
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　義康は、〝義ぎ〟の中で半はん目めになる自分を自覚する。

『おい、小西』

「何やねん」

『貴き様さま、金で強くなって嬉うれしいのか？』

「あのなあ、……せやったら、自分の武ぶ神しんのパーツや装そう備びは一体何なんや？　金で強化しとるやろ？　自分も」

『──これは消しよう耗もう品ひんだ』

　義康は即そく答とうした。

『貴様のような金持ちには解わからんだろうが、武蔵むさしに行ってからはショバ代も生活費ひも倍ばい増ましでなあ。一応は浅あさ間ま神じん社じやの方で貸し付けして貰もらってるけど、変な商しよう人にん……、どのくらい変かというと、最近太ふと麵めんが出せるようになるらしいんだか、こいつらに工く面めんさせてたらえらい目に遭あうところでな。だけどまあ、そんな状況でもパーツ類はしっかりしないといけないから、今まで以上に経けい理りを誤ご魔ま化か……、努力して無む駄だを削さく減げんしなくてはいけなくてなあ……。

　それなのに何だ。最近の里さと見みの情じよう勢せいを元にしたゲーム〝偶ぐう像ぞう八はつ犬けん伝でん〟とか。私が余よ裕ゆうで武神の買い換えとか強化とかしててなあ……。大体強化はパーツごとより基き礎そ部ぶから行わないといけないといかんというのに……、いや、あんな派は手で武ぶ器きとか、なあ、おい、解わかるか!?』

「貧びん乏ぼう人にんの逆ギレやめーや!!」

『一いつ国こくの代表に向かって貧乏人とか言うな……！』

・俺　　：『だよなあ、それひでえよなあ、ペタ子』

・義　　：『貴様もだあ──!!』

　まあいい、と義康は〝義〟の中で、存在しない吐と息いきをつく。

『里見を返して貰もらうぞ』

　言った先、小西が小さく笑えみを作った。

「別に、夏休み明けくらいには、返へん却きやくされるかと思うで？」

『──本ほん能のう寺じの変へんが終了し、P. A. OdaとM. H. R. R.神聖ローマ帝国が新体制に入るからか？』

　こちらの言葉に、小西は表情を変えもしない。ただ、

「やっぱ敵やなあ」

『ナメるなよ。侮あなどるなよ。──忘れるなよ、簒さん奪だつ者しや』

　義康は、身を低く沈めながら、意い思しを声にして発する。

『──私にとっては、かつてから敵だ』

　だから、と義よし康やすは〝義ぎ〟を身み構がまえる。初しよ速そくの高い一歩を踏むため、前ぜん傾けいとなり、

『後は、倒してから考えよう』

　言うなり、義康は身を前にぶち込んだ。
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　遠く、大気の爆ばく発はつ音を宗むね矩のりは聞いていた。

　しくじりました、と思ったのは、敵の砲ほう撃げきがこちらの破は壊かいを狙ねらったものではなかったからだ。

　爆ばく砕さいや衝しよう撃げきなら、〝金槌ゴールデンハンマー〟でどうにか出来る。ハンターチャンスだ。

　だが、爆ばく圧あつとなると違う。潰つぶし切れぬ圧力がこちらの身体からだを吹き飛ばす。

「く……」

　身体は空中。支えは何も無い。断だん崖がいから吹き飛ばされる中で、宗矩は思った。敵は、間違いなく、こちらの事を理解していた、と。

　……俺おれの武ぶ装そうの特とく性せい、知っていやがったか!!

　怒りよりも、恥はじが己おのれの地じ金がねを出す。

　忍にん者じや侍ざむらい。ここ最近で〝金槌〟を使用したのは、真田さなだの伊い佐さとの戦せん闘とう時じだ。あの時の記録が、羽は柴しば側がわに回っていたという事だ。

　流石さすがは真田。一方で、同じ忍者の系けい列れつである自分は、

「くそ……！」

　叫び、宗矩は抗あらがおうとした。

　空中に摑つかむものが無ければ、落らつ下かの準備をしなければならない。地ち上じよう戦せんであるが故ゆえに、武蔵むさし上じようでは常じよう備びしている落下抑よく制せいの術じゆつ式しき符ふを持っていない。常備加か護ごでは着ちやく地ち緩かん和わがあるが、それがどこまで使えるか。

　代だい演えんをぶち込み、緩和力りよくの係けい数すうを上げるべきか。どちらにしろ、

　……時間が──。

「おや、これは珍めずらしいですね」

　いきなりの女の声と共に、宗矩は空中を跳ねた。

　それも真ま上うえへと。衝撃もないのに、全身が突然、跳ね上げられたのだ。
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　……は!?

　宗矩は、ただただ、視し界かいの動きを実じつ感かんした。何の痛みも反はん動どうもない。それなのに、落下していた自分の視界が、いつの間にか天てん上じよう側へと跳ね上がっている。

　一体どういう事なのか。

　解わからないままに、持ち上がっていた身体からだが、失しつ速そくした。

　また落ちる。緩やかな落らつ下か速度を全身が得ようとして、しかし、

「大だい丈じよう夫ぶですか？　貴方あなたは──」

　空中で受け止められた。それも、大きな手に、だ。

　宗むね矩のりは見る。断だん崖がいの壁へき面めんを駆かけ上っていく男と。彼の腕に抱きかかえられた女を、だ。

　女の方は、巨きよ大だいな義ぎ腕わんを両腕うでとしていた。

「立たち花ばな夫ふ妻さい……！」
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　誾ぎんは、空から降ってきた少年の言葉に頷うなずき、改めて問い掛けた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、──貴方は？　と私は聞いています」

「Ｊｕ、Ｊｕｄ．！　俺おれは──」

　一いつ瞬しゆん迷ったようだが、その後を少年は迷わなかった。真まっ直すぐこちらを見て、

「柳生やぎゆう・宗矩！　大おお久く保ぼ・長なが安やすづきの警けい護ご役やくです！」

「そうですか」

　と言ったのは宗むね茂しげだった。彼は、岸がん壁ぺきを長いストライドで上りながら、

「だとすれば、急いで戻りたいでしょう」

　告げられた台詞せりふに、宗矩が息を詰めた。ただ応じるのは、

「Ｊｕｄ．！」

「こちらもＪｕｄ．です。では、急ぎましょう。大体──」

　という間に、視し界かいが大きく回った。

　断崖の上に至ったのだ。そして誾は、宗茂の腕の中からそれを見た。

　正面。広がる森の中に、

「敵ですね、宗茂様」

　森林の中、影がこちらに動いてきている。

　敵の戦せん士し団だん。本ほん拠きよ外がいに出ての陽よう動どうや駆く逐ちくを行う遊ゆう撃げき隊たいだ。

「どう思います？　誾さん」

「この部隊は、今、到とう着ちやくしたようですね。……おそらくは、こちらの柳生様と戦せん闘とうをしていた誰だれかが、私達の到着を読んで呼び寄せたものかと」

「成なる程ほど。つまり──」

　Ｊｕｄ．、と誾は応じた。

「これは私達の敵です。──柳生様、怪け我がの方、治ち療りようをどうぞ」

「は？　怪我は、封じて……」

「──治療をどうぞ、と言っています」

　怪け我がは早めに治ち療りようすべきだ、というのが誾ぎんのポリシーだ。何しろ襲しゆう名めい者しやクラスとなると肩をぶった切られたりというのが告こく白はくタイムで普通にある。私です。だが、告こく白はくの脈みやく拍はく上じよう昇しよう中ちゆうにそんなの放ほう置ちしていると死んでしまうではありませんか。

　しかし、こちらの思いを知ってか知らずか、宗むね茂しげが笑った。

「ははは、誾さんは優しいですね」

「宗茂様、……人前で褒ほめるのはどうかと」

　柳生やぎゆう・宗むね矩のりが怪け訝げんな視線を向けてくるのは何な故ぜだろう。

　ともあれ、こちらを地面に立たせた上で、宗茂が一歩前に出た。

　森の中から銃じゆう声せいが響ひびく。だが、彼は振り向きの動どう作さでそれを回かい避ひして、

「では誾さん、柳生様、ちょっと行ってきます。適当に合わせて来て下さい」

「は？　適当って……」

　柳生・宗矩の疑問に、誾は小こ首くびを傾かしげた。

「適当とは、適当ですが……、解わかりませんか？」

　つまり、

「塩ひとつまみとか、それと同じです」

　そして誾は、少年の全身を見て、こう言った。

「さあ、どうぞ。──適当な治療を」







[image: 第五十一章『採点机上の疾走手達』]
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　宗むね茂しげは、夜の森に身を低くして跳び込みながら、自分の動きを確かめていた。

　久しぶりの、単たん体たいで出しゆつ撃げきする戦せん闘とうだ。

　敵の数が多いならば、

　……私が今、どれだけ出来るのか、幾いく度ども試せるという事ですね。

　誾ぎんもそれを解わかっていてか、こちらを援えん護ごしない。ただ自分の帰りを待っていてくれると、そう確かく信しん出来るのが嬉うれしい。

　だから行く。

　敵は二十人。やるべきは、彼らをただ倒すのではなく、

　……反応させずに倒します……！

　理由はある。

　柳生やぎゆう・宗むね矩のりと戦闘したという敵の事だ。

　誾の言う事に間違いは無い。敵は、こちらが崖がけを登って来る事までを予よ測そくしていたのだ。

「つまりそれは──」

　敵に、自分達の動きを捕ほ捉そくされてはならない。

　もし捕捉されたら、敵は何らかの迎げい撃げき準備を立てるだろう。

　だから自分達は、ここで〝戦闘〟をしてはならない。

　この場は静かに切り抜ける。

　そうやって、敵がこちらを察さつ知ちする用件を全て無む効こう化かする。それこそが、

　……〝立たち花ばな・宗茂〟ならば、出来る事です。

　宗茂は、敵集団の大外を周り、夜の底を軽く跳ちよう躍やくした。

　敵は全員が森の中に潜ひそみ、警けい戒かいをしている。

　集団が、全て外側に向いて、それぞれが銃じゆうを構えている。全員が視し界かいの一部を重ね、一人では賄まかなえない視し野やを確かく保ほしているのだ。

　だが、すでにこちらは、木々の影を上から渡り、

「と」

　敵の集団。その中央の直ちよく上じように跳んでいた。

　降りる。

　着ちやく地ち音おんを立てぬよう、宗茂は下した草くさを使った。落らつ下か地点にあった草くさ葉ばの一枚一枚に対し、順に重じゆう心しんを掛けて〝乗っていった〟のだ。

　足あし指ゆびから足首、膝ひざ、腰などの関かん節せつを用いて衝しよう撃げきを緩かん和わ。己おのれの重じゆう量りようは、果たして地面を踏むまでに搔かき消えた。

　刃やいばに乗るよりも簡単だった。

　結果。風も立てずに、宗むね茂しげは敵の中央に降りた。

　敵てき群ぐんは、皆、周囲に対して身体からだと顔を向けている。

　こちらは、その中央スポットに降りた状態。

　周りを見れば、三百六十度にあるのは、敵全ぜん員いんの座り込んだ背中ばかりだ。

　敵数は二十。中央にいるのは、四し方ほうを警けい戒かいする敵群のまとめ役だ。全員に指し示じを通つう達たつする表示枠サインフレームを手に掲かかげた男が、中ちゆう腰ごし姿し勢せいで身み構がまえている。

　隊たい長ちよう格かくだろう。

　誰だれかが何かを発見した際、そこからの通達を一いつ瞬しゆんで皆に知らせる。それが彼の仕事だ。

　その背中側に、宗茂は腰を落とした。

　さて、と宗茂は思し案あんした。ここで彼を倒すにしても、どうすべきか。

　通達が途と絶だえると他の皆に気付かれる怖おそれがある。だから彼に関しては、

　……では。

「すみません」

　中腰で横に並んで声を掛けると、相手が振り向いた。

　え？　という顔をしていたので、彼の通神用ようの表示枠を摘つまんで横に退のけておく。

　旧派カトリツク式だ。自分も昔に三征西班牙トレス・エスパニアで使っていたので仕し様ようはよく解わかる。バージョンが上がっていますね、とは思うが、操そう作さのロックはシフトの長なが押おしだろう。

　その通りだった。

　これで通達の途と絶ぜつは無くなった。ついでに手持ちの消しよう音おん術じゆつ式しきを掛けて、自分達の立てる音をシャットアウトする。

　よし、と思い、宗茂は隊長格の男に笑顔で振り向いた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　いきなり刃やいばを顔面狙ねらいで突き込まれた。
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　隊長格の男は、横にいきなり出しゆつ現げんした敵に対し、即そく座ざの攻こう撃げきをぶち込みながらこう思った。

　……大丈夫じゃねえ──！

　正直。焦あせったり、驚くよりも、何だか仕方ないな、と、そんな事を感じはした。

　しっかりと教きよう則そく通りに警戒していたのに、こんな中ちゆう枢すうに、それも音もなく飛び込まれるとは。しかもこの相手、迎げい撃げきの指示をくれた浅あさ野の・幸よし長ながから聞く限りでは、

　……立たち花ばな・宗茂……！

　三征西班牙の第一特とく務む。

　三征西班牙は副ふく長ちようが防ぼう御ぎよ系けいだ。ゆえに攻こう撃げき手しゆとしては、大罪武装ロイズモイ・オプロの使い手、八はち大だい竜りゆう王おうの一人であったこの男がメインと言われていた。

　そんな相手に、非ひ襲しゆう名めい者しやの自分が敵かなうかどうか。

　やってみなければ解わからないと、教きよう則そくには書いてある。だから、

　……やってやっか……！

　少なくとも、手を出すのは間に合った。この分だけ、確実に時間は稼かせげる。だが、

　……くそ。

　右の短たん刀とうをぶち込んだ先。視し界かいの中から立たち花ばな・宗むね茂しげの姿すがたが消えていた。

　かわされたのだ。

　しかし、それは、無む駄だではない。動かさせたという事は、タイムロスをさせたという事だ。

　襲名者相手なら、それでも充分な成果だろうか。

　隊たい長ちよう格かくの男は、自分が、少なくとも一つの仕事をした事を理解し、ある者の名を思った。

　……浅あさ野の・幸よし長なが。

　一年生襲名者だ。





●






　隊長格の男は思う。

　この慶けい長ちようの役えきには、一年生襲名者など、ただキャリアを積みに来ただけだろう、と。

　それが現状、ここまで前ぜん線せんに出る事になってしまっている。

　原因は解っている。

　自分達、先せん輩ぱい格が、敵をちゃんとシメてないからだ。だから一年生が前に出る事になる。

　……すまね。

　そんな一年生襲名者の目的は、敵の指し揮き系けい中ちゆう枢すうである大おお久く保ぼ隊たいを急きゆう襲しゆうする事。

　さっき、本ほん人にんから来た通つう達たつに拠よれば、立花・宗茂、誾ぎん、そして柳生やぎゆう・宗むね矩のりに追われているとの事だった。

　敵、大久保隊の位置は解ったらしい。

　ならばここは、自分達の出で番ばんだ。

　だけどまあ、俺おれもだらしない。

　表示枠レルネンフイグーアの通達は失われた。音も消された。皆は自分が戦せん闘とうに入った事に気付いていない。

　だが待て。俺達もベテランだ。この異い常じよう事じ態たい、多分、皆は気付く筈はずだ。気付くとも。そう、気付け。気付いて。御お願ねがいします。気付いて下さいこの野や郎ろう共ども。振り向け──！

　振り向かない。駄だ目めだ。うちの連れん中ちゆう、上うわ役やくを気き遣づかうという事を知らん。

　……だが。

　と、隊長格の男は、こう思った。皆、浅野の必ひつ死しな走りと、通達を見ているのだ。

　自分達は手て駒ごまだ。

　彼女にとっても、敵の足あし止どめ役やくとしか捉とらえられてないだろう。

　当たり前だ。夜や間かん戦せん用ように顔かお隠かくしてるし、まともに話した事も無いのだ。そんな関係で感情振れるのは、余よ程ほど戦せん場じよう慣なれしている連れん中ちゆうしかいない。

　自分達がそうだ。

　行け、襲しゆう名めい者しや。

　隊たい長ちよう格かくの男は、走り去っていった一年生の後うしろ姿すがたを思い出しながら、呟つぶやいた。

「行け」

　行けよ一年襲名者。走った結果が上う手まく行かなかったとしても、やがて君は、今俺おれ達たちが相手をしているような存在になり、俺達を守り、結果を出せるようになる。

　自分らは、彼女が必ひつ死しに走って行ったのを見ている。

　お互いの関係がどうあろうとも、必死を見せる者に味み方かたしない連中はいない。

　……だったら──。

　と、彼は前に身を振り、突き込んだ腕を後ろへの肘ひじ打うちとして放った。

　……まだ、役に立てるか？

　隊長格。少しは粘ねばりたい。しかし、

「くそ」

　後ろへの肘を放ち、振り向いたところに、敵はいなかった。

　ここまでだ。
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　宗むね茂しげは、敵の動作に鋭さを感じた。

　流石さすがは上級生のベテラン。

　……やはり羽は柴しば勢ぜいの上うわ役やく達たちは、練れん度どが違いますね。

　各かく地ちの激げき戦せんを経てきただけはある。そして、彼らの今回の役やく目めの一つは、間違いなく、下か級きゆう生せい達たち新しん人じんの教きよう導どうや、フォローなのだ。

　三征西班牙トレス・エスパニアにいたならば、ハプスブルク系けいという事で、対六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに共同戦せん線せんを張る未来もあっただろうか。

　不ふ意い打うちに近い肘打ちを回かい避ひして、宗茂は瓶かめ貫ぬきを構えた。

　敵の背後に身体からだをシフト。

　宗茂は、隊長格の肩かた関かん節せつに、背せ下したから瓶貫の刃やいばを打ち込んだ。

　骨には当てない。襲撃で倒れられると厄やつ介かいだからだ。

　貫つらぬく。すると腱けんを開かれた彼の腕が力を失い、下に揺れた。すると、

「……!?」

　声をあげようとするので、今度は背の両横よこ。脇わき下したに近いところに両側から手しゆ刀とうを入れる。

　打った。

　軽い震しん動どうだが、叫ぼうとした呼吸に合わせて打てば、

　……横おう隔かく膜まくが震えて、呼吸不ふ能のうになりますね。

　その通りになった。

　敵が声を失った。

　後は簡単だ。慌あわてて動こうとする彼の膝ひざ裏うらに刃やいばを打ち込み、膝ひざの力を抜かせて、

　……さて。

　背を摑つかんで前に押せば、相手は地面に倒れ伏す。だが、音は与えない。着ちやく地ちで行ったバランス制せい御ぎよを、摑んだ敵の背から地面に対して行い、無む音おんで制せい圧あつする。

　押さえ込んだ。

　念のため、両の腿ももの付け根を、外から一度叩たたいておく。脚きやく部ぶの腱けんの起き点てんとなるところだ。そこをポイントで打って痺しびれさせておけば、膝も抜いているので脚あしは使えない。

　肩も使えないため、四し肢しを伸ばして伏した段階でほとんどの動きが取れなくなる。

　後は敵の背中。中央に瓶かめ貫ぬきの石いし突づきを一度落おとし、肺はいの空気を表おもてに出させる。

　声を再び封じた。

　だがその時、宗むね茂しげは見た。

　隊たい長ちよう格かくの男が、押さえ込まれたまま肩かた越ごしに視線を放ったのを、だ。

　強い力を、宗茂はそこに見た。だから、

「────」

　頷うなずきもせず、宗茂は相手の延えん髄ずいに手しゆ刀とうを打ち込んだ。

　会え釈しやくも、同情も、賞しよう賛さんも何も無い。

　ただ、倒す。それこそが戦せん意いを失わぬ相手への礼れい儀ぎだ。

　敵が気を失う。それでいい。

　こうしなければいけない相手だった。それが、お互いの認にん識しきであり、最大の功く徳どくだ。

　これで敵の制圧をワンセット。

　他者を制圧する技は、誾ぎんの仕込みだ。

　かつての事。剣けん術じゆつの修しゆ行ぎよう中ちゆう、その中ちゆう期き段階において、中ちゆう途と半はん端ぱに負けるとそのまま押さえ込まれるというのが、何度も続いたのだ。

　……懐なつかしい事です。

　思いながら、宗茂は次の敵に掛かった。次からは、ただ倒す事にのみ集中し、速度を上げていこうと、そう思いながら。
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　誾は、宗茂が森の中で敵を仕し留とめていくのを数えていた。

　音や動きが解わかる訳わけではない。宗茂は体たい術じゆつの得え手てだ。特に音や動きで生まれる風を消す事においては、第一特とく務むにも引けをとらないだろう。

　だから自分が今いま数えるのは、彼の拍子タイミングだ。

　共に生活しているがゆえ、彼の体格は理解している。骨こつ格かくも、筋きん肉にくの配はい分ぶんも、だ。

　だから彼が動どう作さした時、何歩でどれだけ移動出来るか、腕がどこまで伸びるのかは、全て把は握あくが可能となっている。

　敵の前ぜん衛えいの配はい置ちから、後こう続ぞく配置の予よ測そくは大体の見けん当とうがつく。人にん数ずうも解わかっている。

　後はその中に、彼の〝尺しやく〟を入れて行く。いつもの訓くん練れんの彼の動きを重ね、掛かる時間を読んでいく。

　想そう像ぞう出来る。

　彼の動きは、自分の動きに似ているのだ。何な故ぜなら、

　……懐なつかしいものです。

　昔、こういう、個人の制せい圧あつを、たびたび宗むね茂しげに行っていたのだ。

　最初は、剣けん術じゆつの訓くん練れんだけで気き絶ぜつしていたものが、受けが出来るようになり、そこからが厄やつ介かいの時間だ。

　剣では敵かなわない、という状況が、剣では凌しのげる、となると、調子づく。

　だから相手の調子を刈かり取るために、宗茂が受けたら、そのまま組み討うちに移行した。

　欧おう州しゆうにも近きん接せつ戦せんの技わざはある。が、宗茂は新聞配はい達たつと郵ゆう送そう屋やの若者だ。

　よく投げたし、良く飛ばした。

　何しろ、うちに二度と来るな、という事を憶おぼえ込ませないといけなかった。

　でも来た。だからより一いつ層そう地面に叩たたきつけて押さえ込んだ。

　押さえ込み、「参まいった」と言わせると、その訓練は終了となる。その解りやすさが、自分にとっては気き楽らくだったのかも知れない。

　今いま思えば、早く終わらせないと危険だったのだ。自分が、長ちよう時間相あい手てに付き合うと言う事が、己おのれの緩みを認めてしまうようで。

　そのためか、当時の気分として、自分が触れるのは両の手だけというルールを決めていた。それ以外は、組み討ちでも相手に触れさせない、と。

　だが、ある時、組み討ちを入れた訓練は不ふ意いに終わった。

　押さえ込もうとしたこちらの手を、先せん手てをとった彼が握ったのだ。

　手て首くびだった。ここを摑つかまれては、手の武ぶ器きを振る事が出来なくなる。致ち命めい的だ。だが、

「────」

　あの時、逆の手で彼を地面に叩きつけた。二、三回転程ほどさせてしまったが、自分は訓練終了の礼れいもせずにその場を立ち去ってしまった。そして、屋や敷しきの裏うら手ての井い戸どで荒れた息をつき、己の鼓こ動どうを確かめながらも認めなかったものだったが、

　……未み熟じゆくです。

　あの時、手て首くびを摑つかまれた時点で、自分は彼に制せい圧あつされた事を認めなかった。

　結局、全てを認めたのは、両肩かたを落とされた時だ。

　意い地じは身体からだの中央に宿る。そして外に張るものだ。だから抵てい抗こうする事を意地を張るという。

　意地以外を切り落とされて、ようやく、外に張るものの無い自分自じ身しんだ。

　今の自分の腕では、手首は押さえがたいだろう。

　肩も取り外せてしまう。だけど、

　……身体を抱きしめるような制圧手しゆ段だんは、お互い、どこで憶おぼえたものでしょうか。

　思いつつ、誾ぎんは吐と息いき。そして、

「──治ち療りようは終わりましたか、柳生やぎゆう様さま。行きますよ」

「え？　立たち花ばな・宗むね茂しげ様が、まだ森から出て──」

「戦せん場じようは動いています。森から出て来るのを待って、労ねぎらう余よ裕ゆうはありません。宗茂様も、敵てき群ぐんを制圧したら、柳生様が追っていた相手を追つい撃げきに入ります」

　誾ぎんの見み立たてでは、宗茂はあと二人程ほど倒さないといけない。しかし、

「残りを倒している間に、私達は初しよ速そくを得ます。いいですね？　何な故ぜなら……」

　身を前にステップ。走り出しながら、誾は、ついてくる柳生・宗むね矩のりに告げた。

「今から初速を入れておかねば、宗茂様に追いつきませんよ」

　行く。

　想そう像ぞうの中では、宗茂が敵を倒し終え、走り出そうとするところだった。

　彼は、こちらに振り向いていた。笑えみの顔で、こちらを呼んでいる。

　見なくても解わかる。ずっと昔からそうだったのだ。

　かつて自分が手首をとられ背を向けて逃げ出す時も、

　……宗茂様。

　ちゃんと前を見て下さい。
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　嘉よし明あきが浦うら賀が水すい道どうの上空から見ているのは、二つの戦せん場じようだった。

　艦かん隊たい戦せんと、地ち上じよう戦せん。

　この双そうの戦場の内、自分は航こう空くう戦せんの方に出る用意がある。

　故ゆえに機きを計るため、己おのれは浦賀水道半なかばの航空戦艦上じようで待たい機き中ちゆうだ。

　九く鬼きの指し示じで何い時つでも飛び出せるように。しかし時間が過ぎていく中、嘉明は手元に広げた魔術陣マギノフイグーアから周しゆう囲い状況の把は握あくを開始した。

　……面めん倒どうな状況ね。

　敵てき航空艦隊の戦せん闘とう目的は遅ち滞たい狙ねらいだと、先さき程ほど九鬼はそう判はん断だんした。地上戦が終了するまで、自分達の航空艦隊を引きつける。そのための遅滞戦せん術じゆつだと言う事だ。

　これは、当然、考えて然しかるべき戦せん術じゆつだ。何しろ向こうは数が多く、こちらは質しつに優れる。そして鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たいで籠ろう城じようじみた防ぼう御ぎよ陣じんが張れる以上、敵は率そつ先せんした攻こう撃げきが出来ない。

　だから敵は、こちらの籠城的状況を利用しに来た。

　こっちが、前に攻めていけないのを見み越こしつつ、内側に砲ほう火かを向けさせない。

　防御を固め、地ち上じよう戦せんに向く砲ほう撃げきを、艦かん隊たい側がわで引き受ける。

　更さらには、地上戦側がわを担当する大おお久く保ぼが、地上側からの九く鬼き艦隊への砲撃禁止を交こう渉しよう内容として明めい言げんした。

　武蔵むさしの地上部ぶ隊たいは、こちらの軽けい戦せん艦かんを集しゆう弾だんからの狙そ撃げきで一いつ艦かん落おとしている。

「あれは、相当に狙撃者しや達たちが安定してないと出来ない技だから、二発目が撃うてるかはかなり謎なぞだけど……」

　だが、〝出来る〟という事を実じつ地ちで証しよう明めいされた。

　そんな連れん中ちゆうが、航こう空くう艦隊への砲撃を自ら禁ずる。

　……これは、駆かけ引きね。

　何しろ、敵がそんな態度でも、九鬼艦隊は敵てき地上部隊への砲撃を禁止していない。

　撃うって良いのだ。

　だが、撃てば、世よ論ろんが変わる。

　戦せん場じようを分けると言った無む抵てい抗こうの相手に、砲撃を叩たたき込むのだ。交渉に含まれていないとはいえ、羽は柴しば勢ぜいへのイメージは害される。特に、ここ関かん東とうは反はん羽柴の多い土地だ。必要以い上じようの嫌けん悪おを煽あおるのは避けたい。

　しかし、撃たねばならない状況も、発生するだろう。

　……地上部隊が敗はい北ぼくしかける時とか、ね。

　その際は、九鬼が自分の独どく断だんで砲撃命めい令れいを下したという、そんな手て筈はずになっている。

　これが自分達の保険であり、現状への安心を感じる後あと押おしだ。

「そこまで、こちらもぎりぎりになってきているという事だけど……」

　これが現状だ。

　湾わん岸がんに出ているこちらの艦隊で脱だつ落らくしたのは、武ぶ神しん達に落とされた三み浦うら半はん島とう側がわの戦艦達と、やはり武神隊に浦うら賀が水すい道どう上じようで落とされた艦群。

　そして先さき程ほど、敵の地上部隊に落とされた一艦だ。

　敵の航空艦隊に落とされた艦は、まだいない。

　これは、敵艦群の弾だん丸がんを、鉄甲船がほぼ全て引き受けているからだろう。

　防ぼう護ご障しよう壁へきと分ぶ厚あつい装そう甲こう。

　この二つだけで凌しのげているのは、偶ぐう然ぜんでは無い。

「──北ほう条じようを参さん戦せんさせなかった羽柴の勘かんが、正しかったのね」
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　嘉よし明あきは、北ほう条じようの戦せん力りよくを思し案あんする。

　もはや亡ぼう国こくとは言え、小お田だ原わら征せい伐ばつが談だん合ごうの相あい対たい戦せんになったため、その戦力はほぼ温おん存ぞんだ。武ぶ神しん隊たいは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに供きよう出しゆつされているが、機き鳳ほう部ぶ隊たいは生きているし、

「光こう臨りん弾だんとやらを撃うち込まれたら、鉄てつ甲こう船せんも少々ヤバかった筈はず」

　この辺り、滝たき川がわからの戦せん闘とう記録を得ていた成果というところだろう。真田さなだの忍にん者じや達たちもいろいろな情報を送ってくれたため、羽は柴しばは戦前交こう渉しようの段階で戦せん術じゆつを視し野やに入れる事が出来ている。

　問題は、今後の戦闘だろう。きっと北条の技術は、武蔵むさし側に流れるのだ。

　ふと気になって、嘉明は安土あづちへと通つう信しんを回した。

・きめえ：『竹たけ中なか』

　返答は、やや遅れた。敵の砲ほう撃げき音が一いつ斉せいに響ひびいた後、二ふた呼吸程ほどしてから、

・黒　竹：『あ、はいはい。どうしたんですか嘉明さん』

・きめえ：『……北条からの供きよう与よ品ひんとか、支配権けんにいれていたP. A. Odaとしてはどうなっているのかしら』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、そっちは丹に羽わさんの管かん轄かつですねー。ほら、丹羽さん、伊だ達ての管理なんかもする時、関かん東とう側がわの上うわ役やくやってましたから。いろいろと北条から受け取ったり、預かったりしてる筈はずですよ。三みつ成なりさんの方で必要になりましたしね』

　だとしたら、と嘉明は呟つぶやいた。

・きめえ：『北条は、丹羽先せん輩ぱいの管轄が離れた後に、新しん武ぶ装そうの開発など始めた、という事かしら？　北条はどんだけ武蔵に懸かけていたの？』

・黒　竹：『武蔵じゃなくて、北条の終わりを預けられる国、ですよー』

　だから、と竹中は言った。

・黒　竹：『本ほん命めいとして武蔵がいて、六護式仏蘭西なんかはフラれた訳わけですね』

　彼女の台詞せりふに、嘉明はややあってから頷うなずいた。

　……確かに、国家間の話となると、そのくらいの余よ裕ゆうは持っていないと駄だ目めかしらね。

　だが、と嘉明は手て元もとの魔術陣マギノフイグーアを見た。

　九く鬼きから出しゆつ撃げき準備要よう請せいが出ている。

　己おのれの出で番ばんが近いのだ。しかし、その一方で、

「地上側、どうなっているかしら」

　先さき程ほどから、後こう輩はいの中で通信の通じない者がいる。

　可か児にが教えてくれたのは、

「浅あさ野の・幸よし長なが。──地上側で、最初の決けつ着ちやくになるかもしれないわね」
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　浅あさ野のは、森の中を走っていた。

　登りの斜しや面めんだ。踏みならされていない自然の傾けい斜しやは、思った以上に脆もろい。

　身しん体たい強化の術じゆつ式しきは入れている。軽けい量りよう式しきの機き動どう殻かくも入れている。しかし、

　……辛つら──い！

　やはり、ここ一年程ほどは外での訓くん練れんも増やしてきたが、自分はインドア派だ。このような戦せん場じようで全力疾しつ走そうを続けるのは無む理りがある。

　だけど急がねばならない。

　敵。大おお久く保ぼのいる位置が解わかったのだ。

　こちらをずっと追って来ていた忍にん者じや侍ざむらい。柳生やぎゆう・宗むね矩のりは砲ほう撃げきを受け、落ちる瞬しゆん間かんに身体からだを北西に向けた。これまで彼が走ってきた軌き道どうを断だん崖がいで跳ね返すと、ほぼ等とう角かく度どで彼が最後に身を向けた方角と重なる。

　こちらを追う時、常に大久保のいる位置を意い識しきしていたのだろう。最さい短たん距離で仕し留とめ、最短距離で戻る。そういうつもりだったのに違いない。

　だから、彼がこちらを追い詰めるために速度を上げ、迫った時が、〝返し〟の地点だと浅野は読んだ。それ以上を行くと〝最短距離〟が行き過ぎると、柳生がそう判はん断だんした位置こそがターニングポイントと言う訳わけだ。

　だから、柳生が速度を上げた時、断崖に誘ゆう導どうした。

　上う手まく行った。

　自分が持つ術式が、この戦せん術じゆつに適していたせいもある。

　だが、柳生が見せた隙すきを、遠くからとはいえ、己おのれで確かく認にんしたのは失敗だった。

「まさーか、立たち花ばな・宗むねー茂しげがここで追いついてくるとーは……、ね！」

　柳生家けの次は立花家とか、無む茶ちや過ぎる。しかも、立花・宗茂が思ったより速い。森林踏とう破は経験がある事は調べておいて解っていたが、敵はこちらの予よ測そく速度を上回ってきた。

　これはいかん。

　ゆえに迎げい撃げきは、準備して貰もらっていた上級生チームに任せた。

　しかし彼らからの連れん絡らくが無い。

　……どーうなったの？

　任せたのは確かだ。だが、正直、敵を止め切れるとは思っていない。だけど、

「うん」

　敵が即そく座ざに追つい撃げきして来ない。

　彼らは、役目を果たしたのだ。

　今、追いつかれつつあるのは、自分が遅いからに過ぎない。

「うんー……！」

　全く、と浅あさ野のは思った。こんなの、自分のキャラじゃない、と。

　座ざ学がくの成せい績せきは学がく年ねん一いち番ばん。襲しゆう名めいは、成績を盾たてに上う手まく立ち回って手に入れただけだ。そして戦せん場じように来て、一年生だからバックアップに回ってキャリア積みかと思えば、

　……モロに最さい前ぜん線せんじゃなーい！

　しかしもう、託して、託されてしまったものもある。

　結果を出さないと。

　ああ、そう。酷ひどいプレッシャー。疲ひ労ろうがあって、一人で、期待は掛けられ捲まくりで、そして問題は難なん度どＳクラスで。だけど、

「うん」

　浅野は思った。こんなプレッシャーなら、いつも食らってるわ、と。
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　学年一番。M. H. R. R.神聖ローマ帝国でも同どう世せ代だいならベスト３をキープ出来る自分だ。

　学校では、友人達には何もしてないように見せかけて。

　しかし帰き宅たくすると一度はベッドの布ふ団とんに潜もぐり込んで、丸まって眠る。

　ほんの一時間半程ほどの睡すい眠みん。だけどそれが、学校より帰宅してからの自分をリセットする。

　起きたらそこは別べつ世界だ。

　神肖テレビも見ず、通神帯ネツトで友人とも話さず、ただ勉強に入る。

　大した事はしていない。

　教科書しよを、一から、今までのところまで、やり直すだけだ。

　問題が提てい示じされていたら、それを解いていく。

　記き憶おくするべきところがあれば、それを憶おぼえる。

　理解する内容があれば、そのロジックを言えるようにする。

　そんな事を、毎日続ける。するとトップが取れる。

　日々の訓くん練れんの成果だとは思う。が、これを毎日続つづける事への意味は、自分自身がよく知っている。

　何しろ、反はん復ぷくだ。

　いずれ全ての内容は記憶され、内容よりも、行為に安あん堵どを感じるようになる。

　中ちゆう毒どくと、そう言えるかもしれない。そしてそうなると、

　……暗あんー記きよねー。

　内容をどれだけ憶えていられるかが、争そう点てんだ。

　だからテスト前などは、自分との勝負になる。膨ぼう大だいな量の範はん囲いを、それ以前のものから含めて、自分が網もう羅ら出来ているのかどうか。

　一いつ箇か所しよでも忘れていれば、それは不安となるのだ。

　自分自身の今までからの、たった一つの欠けつ落らくすら赦ゆるせない。

　そんな生き方を、ずっとしてきた。

　それが襲しゆう名めい者しやの道を選んだのは、付き合いと言うべきか。もしくは、気がおかしくなったと言うべきなのだろうか。空詠みカラオケだって休日か、帰き宅たく途と中ちゆうの一時間で切り上げるような人間だというのに。だけど、

「うん」

　学校で。自分は一番だけれども。

　一番じゃない皆が、自分以上にプレッシャー食らって、それでも頑がん張ばって、人を動かし、何かを思いついていこうとするのは、何な故ぜなのか。

　否いな、と浅あさ野のは思った。

　どうせ今は一人だ。異い国こくで、夜で、森の中で、声すら置いていくような走りの最さい中ちゆうだ。

　だから、思っていい。

　布ふ団とんの中でいつも自分を囲って感じていた事を、ここでは思っていい。それは、

　……私さ……。

　浅野は思い、手を振った。敵が来ているのだ。もはや自分の位置を気付かれるとか、そんな時間帯たいではない。

　術じゆつ式しきを展てん開かいし、攻こう撃げきを放ちながら、浅野は心の中に言葉を作った。

　……私、何どー処こまでこれを続ければいいんだろ。
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　宗むね茂しげは、敵の攻撃を見た。

　夜の中を行く走りの先、自分の周囲から、いきなり弾だん丸がんが飛んできたのだ。

　……銃じゆう使つかいですか。

　思い出すのは、真田さなだ十じゆう勇ゆう士しの一人、筧かけい・十じゆう蔵ぞうの技だ。発はつ射しやした弾丸を死し角かくへと転てん送そうする技は、副ふく長ちようや第五特とく務むを苦く戦せんさせる一方で、その体たい捌さばきなども見事なものだった。

　実際、神流かんな川がわの戦たたかい以い降こう、近きん接せつ系けいの皆が横よこ方向への移い動どう方法を試し行こうしているフシがある。

　高速の摺すり足あしやクロスによるスライド。まだターンスライドまでをこなすのは難しいようだが、総そう長ちようと姉が小お田だ原わらの祭の中で結けつ構こう気き軽がるにやっていたような気がするのは勘かん違ちがいだろうか。

　……あの人達は、また、別べつ格かくですからね。

　今、自分が用いるのは、サイドステップの変へん形けいだ。

　スライド移動は、この森林と斜面では難しい。真田十勇士や忍にん者じやならばこなすだろうが、自分の方は、ステップからの後あと足あしを寄せるクロス気ぎ味みのサイドステップ。

　歩ほ数すうがやや減る代わりに、両足が一度揃そろってすれ違うため、安定した移動が可能だ。特に、上じよう半はん身しんがあまり上下しないのがいい。走りながら上半身での回かい避ひが出来るのだから。

「……っ」

　宗むね茂しげは上半身を振って敵てき弾だんの群を抜けた。

　しかし、即そく座ざに攻こう撃げきが続いた。

　また銃じゆう声せいが聞こえる。数にして六発。

　それだけではなかった。

　……お。

　僅わずかに驚いたのは、石だった。

　走る足あし下もとに、いきなり、拳こぶし大だいの石が転がってきたのだ。

　避けると歩ほ速そくが乱れる。だから宗茂はそれを踏み、

「と」

　バランスの歩ほ法ほうで、踏み越え、加か速そくした。

　直後、また、石が来た。

　それも今度は顔の高さだった。

　遠くから投げられたものではない。目の前にいきなり現れた、まるで放るような一発。

　……これは──。

　と、宗茂は思った。この石や銃じゆう弾だんこそが、敵の術じゆつ式しきによるものなのですね、と。

「柳生やぎゆう様の推すい測そく通りのようです……！」

　と、宗茂が声を作った瞬しゆん間かんだった。彼は、夜の空気に匂においが混じったのを悟さとった。

　苔こけと、木々が夜に作る静かな匂い。

　頭ず上じようだ。

　倒とう木ぼくらしき大たい木ぼくが、三本。いきなり空中に現れたのだ。

　石を眼がん前ぜんに投じ、気を寄せさせた後で、頭上からの落らつ下か物ぶつ。その大きさは、確実にこちらを潰つぶせるだけの体積を持っている。

　……用意は充分、という訳わけですか。

　と、宗茂は、敵の使用する術式を思った。

　これは確かに、宗むね矩のりからの言葉で教えて貰もらった通りの、

「位い相そう空間の展てん開かい術式……！」
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　浅あさ野のは、術式の遠えん慮りよをなくした。

　自分の用いる術式は単純だ。輸ゆ送そう艦かん用よう大型木箱コンテナ一個分の位相空間を、分ぶん割かつ展開出来るという、それだけのものだ。

　戦せん闘とう用ではない。戦闘用のものなどを取しゆ得とくしたら、最さい前ぜん線せんに回されるかもしれないではないか。無む論ろん、現状を見る限り、現実はそう甘くなかったけど、当時の自分が推すい測そく出来る範はん囲いでは、これは安全な術じゆつ式しきで有り、

　……うちの手伝いにも使えるかーなーって。

　家は果くだ物もの屋やだ。M. H. R. R.神聖ローマ帝国は結けつ構こうな肉にく食しよく文化圏けんであり、食事に偏かたよりがある。だから女性客きやくを中心として、自分の家は商売を成り立たせているのだが、

「まさか、そのたーめに使おうか、ってー術式が、こんな風ふうに役に立つとはねー……」

　大型木箱コンテナは、幅五メートル四し方ほう×二十四メートル程の規き格かくサイズ。

　それだけの位い相そう空間ならば、人によっては加か護ごとして大型契けい約やくで所有している。

　だが、自分の場合、この空間を分ぶん割かつ管理出来るようにした。それも一センチ単たん位いで、だ。

　普通の人間ならば、無意味な事だ。

　それだけ多くのものを細さい分ぶんし、詰めて輸ゆ送そうする事などないし、そもそも、莫ばく大だいな荷に量りようの把は握あくと管理が出来ない。

　でも、自分は出来る。

　この空間の中、何ど処こに何があるか、暗あん記きは充分に可能だ。

　あとは、仕込めば良い。

　銃じゆう器きを発はつ射しや寸すん前ぜん状態で詰め、準じゆん対たい艦かん砲ほうも入れる。そして追つい撃げきする相手に通つう神しんを掛けさせないよう、ジャミング術式も忘れない。後は、現地で調ちよう達たつ出来るものを適てき時じ詰め込んでいって、

　……分割で仕掛ーける！

　戦せん場じようとなるありとあらゆる場所。そして敵が来るであろう軌き道どう。足を踏み込むタイミング。身を上下させる高度。それら全てを読み、時には観察して空中や地面に仕込む。

　観かん測そく術式を収めた空間もあるのだ。

　敵は、夜の森を駆かけているつもりで、実際は、長いトンネルのような仕込みの空間を走っているに過ぎない。

　今、自分のゴールは近い。

　尾お根ねを越えた。

　一いつ瞬しゆんだけ、木々の間から房ぼう総そうの東が見えた。

　下っていく森の向こう、下には江え戸ど湾わんが広がり、上には航こう空くう艦かんの戦せん闘とうがあった。

　遙か向こうの空、白い雲のように見えるのは、武蔵むさしの艦かん尾びだろう。

　砲ほう撃げきの音が聞こえる。

　気付けば風が変わっていた。正面から来るのは尾根を上がって来る夜風だ。

　鉄の匂においがした。足あし下もと、斜面を下れば、きっと大おお久く保ぼとやらがいる。

　顔は知っている。武ぶ装そうも、戦い方も知っている。

　武ぶ器きはある。だが、背後の追つい撃げきが来ている。ゆえに、

「──どーうかな」

　目の前の斜面に倒れ込むようにして、浅あさ野のはまた走り出した。

　後ろ、追ってくる相手に、取って置きの仕込みを送る。

「頭いい人なら、驚いーてくれると、嬉うれーしいよ」
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「これは、頭を使うしかありませんね……！」

　頭ず上じようから降る大たい木ぼくに対し、宗むね茂しげがとった回かい避ひは、身体からだに頼らぬものだった。

　この敵は、自分の動きを結けつ構こうな率りつで読んでいる。

　……誾ぎんさん程ほどではありませんが……！

　そう確かく信しんして、宗茂は回避の手を放った。

　頭ず突つきであった。

　眼がん前ぜんに投じられたフェイントの石。それに、

「ぬ！」

　宗茂は、首を反そらせてのヘディングを打ち込んだ。

　三征西班牙トレス・エスパニアは、総そう長ちよう連れん合ごうが野や球きゆう部ぶ主しゆ体たいだが、民みん間かんではサッカーも優ゆう勢せいだ。宗茂も、配はい達たつ業ぎようを主としていた時期、幾いく度どか企き業ぎよう内のサッカー部に誘われている。

　結局自じ分ぶんは、授じゆ業ぎよう以外でそれに触れる事がなく、どちらかというと、剣けん術じゆつという、スポーツを三歩程飛び越えた〝ルール：殺すと勝ち〟みたいなものにハマっていったのだが、

　……ヘディングは、正面もしくは下に向けて放つ……！

　身体からだを使った授業内ない容ようは、意い外がいに憶おぼえているものだ。

　痛みと共に、石が正面に跳ねた。

　飛ぶ。

　その石に向け、宗茂は瓶かめ貫ぬきを向けた。

「飛び貫つらぬきますよ。──瓶貫」
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　瓶貫の、〝照しよう準じゆん物ぶつへの加か速そく〟が発はつ動どうした。

　宗茂は身体のバランスを合わせ、腰を前に出すようなステップを一発。

　飛んだ。

　高速の飛ひ翔しようは、僅わずか数メートル。

　長い刃やいばの槍やりは、しかし先に飛んだ石を正確に貫いた。

　そして頭ず上じようの大木の連なりは、

「────」

　背後に落ちた。

　既すでに宗むね茂しげは、前に出ている。腕を振れば、瓶かめ貫ぬきの刃やいばが石を割り落とした。

　走る。尾お根ねが近い。その向こうに行けば、

「おや」

　宗茂の眼がん前ぜんに、あるものが生じた。

　水だ。それも滴しずくや流れではなく、莫ばく大だいな、

「滝たきですか！」

　浅あさ野のが仕込んだ一発が、鉄てつ砲ぽう水みずとなって尾根から斜面にぶち込まれた。
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　浅野は、濁だく流りゆうの噴ふん出しゆつ音おんを聞いた。

　今のが、追つい撃げき対策としては最も大きな仕込みとなる一いち撃げきだ。

　各かく貨物の隙すき間ま。そのスペース全てに森の小川で汲くんだ水を圧あつ縮しゆくして収め、ぶちまける時は一いつ斉せいに傾けて放出した。

　位い相そう空間の洗せん浄じようという意味でも、充分な役になるだろう。

　無む論ろん、これで足を止める事が出来たかは、定かではない。

　しかし、やるだけの事をやったのだ。後は、

　……保もって。

　走る私の脚あしよ。敵に至るまで、止まらないで欲しい。

　いやマジに。ここで転ぶとか、勘かん弁べんして欲しい。

　でも不安だ。

　何も憶おぼえる事の無い現げん場ば。テストだって無ければ、誰だれかとの比ひ較かくがある訳わけでもないのに。

　何な故ぜ、ここまで不安で、しかし走っているのか。

「く……」

　走りが雑になったと思う。これまでは木々の枝を身のこなしで避けていたろうに。今は避けず、腕や頰ほおを引っかけている。

　気にするな。さっきまでは登りだったから、速度も遅く、避ける余よ裕ゆうがあったのだ。

　今は下り。速度重視。それに、この先には敵がいるのだ。下へ手たな回かい避ひなどもう要いらない。

「は」

　息が荒い。

　無む理りだと、浅野はふと、そう思った。

　……出ー来ないよ。

　いつも、布ふ団とんの中で思う事だ。丸まって、そして、「眠って起きたら、もうそんな事はない」と、自分に言い聞かせて一眠りするのだ。

　今は、しかし、眠る事など出来ない。ずっとずっと、目が醒さめたままの世界が、足が踏む先に地じ続つづきで広がっている。

　周囲は闇やみだ。

　不安のまま、突っ走るしかない。だけど、だからこそ、

　……駄だ目めか──なあ。

　走っている。しかし背後には、追つい撃げきの手が迫っている。

　立たち花ばな・宗むね茂しげ。

　副ふく長ちよう級きゆうの相手だ。妻つまの誾ぎんも、特とく務む級の存在。そう考えると、柳生やぎゆう・宗むね矩のりとて、暫ざん定てい襲しゆう名めいだが、実力は確かなのだ。

　そんな連れん中ちゆうに追われ、成せい績せき一番程てい度どで威い張ばってる自分が上う手まく行く筈はずがない。

　大体、今走る先に、本当に大おお久く保ぼがいるのだろうか。

　ひょっとして、位置を読み間違え、別の方向に追い込まれていないだろうか。

「は」

　息が荒い。否いな、こんな不安はこれまで何度も思った事だ。今いま更さらじゃない。

　もう、と浅あさ野のは思った。これだけ苦しくて、これだけ無ぶ様ざまで、これだけ辛つらいのに、

「どうして……」

　どうして、下っていく先に、人ひと影かげの群が見える。
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　浅野は、敵を発見した。

　見つーかった！　という歓かん喜きと共に、どうして、という思いがある。でも、どうしてかは、

　……解わかっーてる！

　私の頭が良いからだ。だから大久保隊たいを捉とらえた。だから全力の疾しつ走そうを入れる。だから身み構がまえる。だから最後の術じゆつ式しきを構える。

　……だーから……!!

　浅野は足を止めなかった。自分の術式は走りながらでも展てん開かい出来るし、足を止めて追撃や迎げい撃げきを食らうのは本ほん末まつ転てん倒とうだ。術式を展開し、走って通過する。戦せん果かは後で確かく認にんすればいい。

　距離十二メートル。背後の追撃は、

　……無ーい……！

　術式展開。空間から引き出すのは、

「準じゆん対たいー艦かん砲ほう……！」

　叫び、位い相そう空間を展開した瞬しゆん間かん。浅野は敵の姿すがたを見た。

　先さき程ほど、小こ西にしとの交こう渉しようを行った相手。極きよく東とうの夏服に軽けい装そう甲こうを重ね着た眼鏡めがねの女。

　自分よりも一個上うえの学生。

　あれが大おお久く保ぼだ。頭がいい人間が持つ空気感かんのようなものがある。更さらには、

　……何だろーね。

　どうして、自分と違って、そんな堂どう々どうとしていられる。

　虚きよ勢せいによるものではない。自然な、内側から出るような、堂どうに入いった佇たたずまい。

　自分も、来年になったら、ああなっているのだろうか。

　解わからない。

　だが、見えたのだ。自分の目もく標ひよう。だから、

　……だから……！

　浅あさ野のは、自分に対して最後の理由付けを行った。それは、

「だから、は、もーういいよ……!!」

　撃うつだけだ。

　撃った。

　砲ほう撃げきが自分を追い越すように空間を走る。

　しかしその瞬しゆん間かん。浅野は見た。自分と大久保の間に飛び込んできた小こ柄がらな影を、だ。

　柳生やぎゆう・宗むね矩のりだった。







[image: 第五十二章『狭間の見上げ者』]
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　……間に合いました……!!

　宗むね矩のりは全ぜん力りよくだった。

　自分の持じ久きゆう力りよくを、全部使つかい切るつもりで、柳生やぎゆう・宗矩はここまで突っ走って来た。

　一人ではない。

　立たち花ばな・誾ぎんは、途と中ちゆうまでの道どう中ちゆう、半はん端ぱだった治ち療りよう術じゆつ式しきを管理し、完かん治ちしてくれた。

　立花・宗むね茂しげは、敵を追つい撃げきし、そのルートを少しばかり歪ゆがめてくれた。

　後は自分だ。

　誾に、会え釈しやくだけで前に飛び出し、遠くの戦せん闘とうの音を聞いた。

　襲しゆう名めい者しやクラスが二人、援えん護ごについてくれたのだ。前回のような無ぶ様ざまは出来ない。大体、

　……御お嬢じよう様さまの前です！

　警けい護ごの第一番が、ミスなど出来る訳わけも無い。

「ああ……！」

　荒れた息で、宗矩は全身を動かした。

　ここまで来られたのには、多くの理由がある。だが、宗矩は思った。

　……だから……！

　言葉は、叫びになった。だから、という前置きを超えて、

「俺おれがやります……!!」

　振りかぶった手ての平ひらに召しよう喚かんするのは、巨きよ大だいな鉄てつ槌つい。

「〝金槌ゴールデンハンマー〟……！」

　放つ目もく標ひようも何もかも、目の前に見えている。

　後は全身で。金槌に加か速そくを叩たたき込みながら、敵の砲ほう撃げきを、

「ハンタァ──チャァンス……！」
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　火ひ花ばなのようなものを、浅あさ野のは見た。

　至し近きん。ほぼ正面で、流りゆう体たい砲ほうが迎げい撃げきされたのだ。

　……駄だー目めだ。

　以前の記録から推すい測そくするに、この敵の一いち撃げきは、こちらの一発を弾はじき切る。

　それによって生じるのは、火花と轟ごう音おんと、そして衝しよう撃げきと爆ばく圧あつだ。

　放たれた。

　生まれた衝撃よりも、爆圧に浅野は受け止められた。

　一いつ瞬しゆんで身体からだは打だ撃げきされ、機き動どう殻かくが破は損そんする。全身の各所に防ぼう護ごの術式が展開した時には、浅野は森の中を吹き飛ばされ、転がる自分を自覚した。

　だが、浅あさ野のは、確かに見ていた。

　火ひ花ばなの向こうに立った柳生やぎゆう・宗むね矩のりが、やはりこちらを見み据すえていたのを、だ。

　全身が、擦さつ過かの傷にまみれていた。

　どれだけ全ぜん力りよくでこちらを追って来たのだろうか。

　……くそ。

　思い、浅野は自分の身体からだが転がるに任せた。ただただ、最後は仰あお向むけになればいいと、そう思いながら。
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　大おお久く保ぼは、爆ばく圧あつの余よ波はで乱れた髪かみを直しながら、左手側に顔を向けた。

　そこにいるのは、膝ひざを着き、大きく息を吐ついている柳生・宗矩だ。

「柳生君」

　大久保は、は、という吐と気いきと、ひ、という呼こ気きを繰り返す背に言葉を掛ける。

「ようやったな、君、戦せん局きよくを動かしたで」

「は、……はぃっ」

「ええよ、無む理りに喋しやべらんで」

「で、でも」

　柳生が言った。上じよう半はん身しんを、大きく前に倒すように振りながら、

「御お嬢じよう様さま、場所、変えない、とか、……金槌ゴールデンハンマーの音、聞こえ……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、聞こえとったよ。ああ、間違いなく、こっちに退たい避ひしろ言うてるなあ、て」

「じゃあ……」

　どうして移動しなかった、と続く言葉に、大久保は表示枠サインフレームに書き込みしながら呟つぶやいた。

「──君、敵より先に戻ってくるやろ。だったらそのままの方がええな思うてな。そしたらその通りになったから、今、加か納のう君とちょっと笑っとったところ」

「御嬢様……」

　そのまま柳生が、前に上半身を倒した。地面についた頭と膝ひざ下したの三点で自分を支える。

　相当に疲れてはいるようだが、息は整いつつあるらしい。

　……流石さすがやなあ。

　と思った。その時だ。彼の頭の方の茂みに、不ふ意いに一つの影が来た。

「──立たち花ばな夫ふ妻さい」

　見れば、嫁よめを抱き上げた旦だん那なが、笑顔で草を踏んでやってくる。

「おや、上う手まく凌しのいだようですね」

「貴方達あなたは？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と立たち花ばな・誾ぎんが、彼の腕から降りて頷うなずいた。彼女は柳生やぎゆうを一いち瞥べつしてから、

「この少年が仕し遂とげるであろうと思っていたら、宗むね茂しげ様が波なみ乗のりを」

「いや、鉄てつ砲ぽう水みずが来た時、ふと後ろを見たら、大たい木ぼくが落らつ下かする処ところでしたので。ああ、これは、そういう風ふうにしてみるのもいいかと。──柳生様が突っ走っていくのは見ていましたからね。ここで本来の形に選手交こう代たいか、とも」

「宗茂様……、襲しゆう名めい考こう慮りよしている身で、手て柄がらを人に譲ゆずるのはやめて下さい」

　だがその御お陰かげで、こちらは一つの戦せん局きよくを確かく定ていした。

「まさか、うちの隊たいが一番手柄になるとはな」

　周囲の隊に送る通つう達たつは、柳生が成果を出したという報告だ。今の立花夫ふ妻さいの会話を聞いて、この成果には二人のアシストが強く働いたという一いつ筆ぴつも加えておく。

　そして送そう神しんを行いながら、大おお久く保ぼは言った。

「柳生君、立てるな？」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄ．」

　傍かたわらに立ち上がる。その姿すがたは、やはり相当に必ひつ死しだったのだろう、枝えだ葉はで身体からだや服を切っている。しかし、

「……君、いつの間にか背が高くなったなあ」

　自分よりも頭一つ高い。だが、眼がん前ぜんで彼は一ひと息いき入れ、

「御お嬢じよう様さま、──次は、また差が付いていますよ」

「それ、私が危険に遭あういう事やろ？　その前に何とかしてな？」

　苦く笑しようし、大久保は前を指さした。

「──前進や。ライン上の武ぶ神しん隊たいも続くから、やや突とつ出しゆつ気ぎ味みで行くで。但ただし右の空でドンパチしとる艦かん隊たいを刺し激げきせんようにな」
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　遠く、敵の一いつ隊たいが動いていく。

　その音を、浅あさ野のは、まだ落ち着かぬ息と鼓こ動どうの中で聞いていた。

　身体は仰あお向むけ。

　恐らく、左の肩を脱だつ臼きゆうした。肘ひじ辺りも折れているかも知れない。しかし身体の大だい部分が動かないのは、機き動どう殻かくのパワーアシスト加か護ごが壊こわれたからだ。

　今、ハードポイントパーツからの常じよう駐ちゆう加護が、自分の体調を整えようと必ひつ死しになっている。浅野は表示枠レルネンフイグーアを右手で操そう作さし、治ち療りよう系けいを優ゆう先せん。身しん体たい強きよう化かなどは治療などに耐えるための強化分だけを残し、鎮ちん静せい重じゆう視しにしておく。

　機動殻は駆く動どう系けいをパージ。サバイバルキットなどの仕込まれた背はい部ぶと腰よう部ぶのみを残し、自分を自由にする。

　すると、冷たさを感じた。

　装そう甲こうに締しめ付けられていた身体からだが解放されたせいだ。

　熱の溜たまったアーマーが剝はがれ、森の夜や気きに身が触れ、湿しつ度どある涼しさを肌はだが得た。

　そして一ひと息いきを入れ、浅あさ野のはようやく空を見上げた。

　夏の木々、葉は群むれが作る谷たに間まの向こうには、夜空があった。

　星の空。

　それを見上げる己おのれの耳には、遠えん雷らいのように砲ほう撃げき音おんが聞こえる。まるで祭の花はな火びのようだ。

　浅野は息をつく。冷たい空気を肺はいに入れる。すると、

「くそ」

　視し界かいが歪ゆがみ、目め尻じりから耳の方に熱のあるものが下った。

　……失敗した。

　解わかってる。この状況が何もかもの全てなのだ。

　どうして失敗したかは、自分にはよく解ってる。

「そうーよ」

　私は頭いーから。

　半はん端ぱなくいーから。

　だから今、自分が失敗した時の言いい訳わけを考えてる。布ふ団とんの中で丸まって、目を閉じて思う事を、今は目を開けて思ってる。

　足あし場ばが悪かった。

　周囲が暗かった。

　敵に追われていた。

　いろいろ、失敗に至る要よう因いんなんて思いつくだけある。そしてそれを人に話した時、理解させるだけの自信だってある。

　ゆえに失敗したって、私は自分を護まもれる。

「だけど」

　だけど何な故ぜ、悔くやしい。

　自分を護るだけの理由は充分に揃そろっている。夜の中、追つい撃げきから逃のがれながら、幾いくつも幾つも思いつき、暗あん記きしていったではないか。

　自分は、やるべき事をやった。悪いのは、状況のせいと、自分が未み熟じゆくだったからだ。

　ほら、私、自分にもちゃんと責任を認めてる。つまり私は冷静。これなら誰だれも文もん句くない。皆きっと、私に、頑がん張ばったね、って言ってくれる。

　それなのに、何故、

「くそー……、ぅ」

　何故、左腕うでが動かない。涙を拭ぬぐうのは右手だけじゃ駄だ目めだ。

「あ……」

　悔くやしい。

　思い返すのは、最後の一いつ瞬しゆん。自分の前に飛び込んで来た敵の視線だ。

　何だアイツは。私よりも成せい績せき悪わるいだろうに。私以い上じように必ひつ死しになって。でも、

「く……」

　自分は、そんな相手にだからこそ負けたのだ。

　あの時、己おのれは、敵に対してちゃんと視線を返していただろうか。

　自信が無い。

「だから……」

　と、浅あさ野のは、理由を自分の中で構こう築ちくしようとして、出来なかった。

　代わりに生まれたのは、一つの言葉だ。

「何な故ぜ」
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　浅野は問うた。

「──何故」

〝だから〟、で示せる理由ではない。それ以前の、理由を見つけるための問い掛け。

　何故、私は負けたの。

　理由は幾いくつだって返せる。だけどそうじゃない。もっと根本的な事。それに、

「何故……」

　私はこれだけ理由を得ているのに、何故泣なくのか。

　ああ、と浅野は呟つぶやいた。涙を流す目に、右の手を重ね、そしてゆっくりと離した。

　夜空が、暗い谷たに間まの向こうに見えている。

　布ふ団とんの中の真まっ暗くらとは違う。暗いが、音が有り、皆が動き、遠くが見えている。

　今になって浅野は、夏の虫が鳴いている事に気付いた。

　息と共に、長く響ひびく虫の音ねを聞いて、浅野は改めてこう思った。

　……負けたー……。

　いつもなら、あり得ない事。

「くそ」

　浅野は身を動かす。機き動どう殻かくから身体からだを剝はがし、上じよう体たいを起こす。

　酷ひどく胸が軋きしんだ。肋ろつ骨こつも折れているのか。胸きよう部ぶには麻ます酔い術じゆつ式しきの表示枠レルネンフイグーアが見える。

　しかし、

「く……」

　浅野は、身を前に倒すようにして、腰を上げた。

　近くの草を、支えにもならないのに摑つかみ、震える脚あしで立ち上がる。

　立った。

「くそ」

　涙は止まらない。これでは皆と合ごう流りゆうしても、泣き跡が残っているだろう。

　だけど浅あさ野のは構わなかった。

「何な故ぜ」

　浅野は自分に問いながら、一歩目めを踏んだ。

　何故、己おのれは、人よりも優れている部分があり、己を守る事が出来るというのに。

「何故……」

　解わからない。解らないが、これはきっと、初めて自分に抱く疑問だ。

　失敗したのに、怖こわいとか、不安とか、そういうものを超えて、辞やめようとも思わず、

「何故、悔くやしいの」

　涙を拭ぬぐい、浅野は歩き出した。

　東ひがし側がわ。尾お根ねを越えて、涙が上まるまでには海岸線せんに着くだろうか。
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　浅野・幸よし長ながの敗はい北ぼくは、大おお久く保ぼ隊たいの前進通つう達たつと共に各かく員いんに伝えられた。

　それは、武蔵むさし勢ぜいには里さと見み解放における最初の成果として。羽は柴しば勢にとっては最初の損そん害がいとして報告されたのであった。

　そして房ぼう総そう西側の浜はま辺べにて、二つの巨きよ体たいの持ち主が、それらの報告を受け取っていた。

「武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん、第六特とく務む、──直なお政まさ」

『羽柴所しよ属ぞく、──正まさ木き・時とき茂しげ』

　武ぶ神しん、地じ摺ずり・朱雀すざくの肩かた上うえに乗る直政に、対する武ぶ神しん〝信しん〟が告げた。

『すまんな。覚かく悟ごを決めるため、戦せん局きよくが推すい移いするまで待たせて』

〝信〟の外部拡かく声せい器きを通じた時茂の言葉。その内容に対し、直政は一つ頷うなずいた。

「ま、思いや事情はあるだろうさ。既すでに戦せん闘とうして熱くなってる馬ば鹿かもいるけど、アンタはそれとは違う。そういう事さね？」

『……義よし康やすとは、親しいのか？』

　言われ、直政は思った。

　……コイツ、……面めん倒どうそうな性格してないさね……？
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　直政は思う。最近、面倒そうな連れん中ちゆうとか、展開が、即そく座ざに解るようになってきたさね、と。

　正直、勘かん弁べんして欲しい。点てん蔵ぞうやトーリ、ウルキアガ達のようにスゴロク既すでにアガった上で二周しゆう目め入ってるような連れん中ちゆうとは違って、

「私は地じ味みに生きたいんだけどさ」

『だったら戦せん場じように来るな』

　それもその通りだ。

　だが、話は上う手まくずらせたらしい。ある程てい度どの飛ひ躍やくが、会話の展てん開かいを変える。この辺りのスキルも、やはり身み内うちで学んだものだ。

　……連中もなかなか役に立つ。

　と一いつ瞬しゆん思うが、よく考えたら連中が外げ道どうでなければそもそもそれでいいのだ。

　自分もまた、随ずい分ぶんと厄やつ介かいな環かん境きようにいると、直なお政まさはそう思い、

「アンタも、随分と厄介な環境にいるのさね」

『そこで戦うための覚かく悟ごは、もう決めた』

「義よし康やすと戦せん闘とうしたいと、そう思ってるかい？」

　問い掛けに、ややあってから、敵は首を横に振った。

『──言えば、長くなる』

「そうかい」

『すまん』

「謝る事じゃないさ」

　と、直政は地じ摺ずり朱雀すざくを構えた。

「やろうさね」

　視線は、〝信しん〟の背後。そこに見える飛ひ翔しよう器きに向く。

　あれは、元々、この朱雀のもの。そして、

　……もしも、あの翼つばさがあったならば……。

　直政はこう思うのだ。あの飛翔器を朱雀に着けていたならば、

　……里さと見み・義よし頼よりを、止める事が出来たろうさ。

　きっと、馬ば鹿かも、義康をからかったりしている間、ふと遠くを見るような時間を得なくて済んだ筈はずだ。

　全く。それがあってこその今で、それがあってこその馬鹿共どもで、自分だというのに、

「手が届かなかったってのは、引きずるもんさねえ」

『──そうだな』

　向こうにも、そういうものがあるのか。だったら、

「やろうさ。──ちと、今度こそ手を伸ばせるように」

　直政は、朱雀を前に出しながら、こう言った。

「両りよう翼よく、貰もらうさね」







あとがき




　そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅦ中』をお届けいたします。

　何か上巻のあとがきで次は「では下巻」みたいなこと言ってた本が最近あったと思うのですが、何ですかねあれ。俺おれだああああああああああああああ！　すみません、結けつ構こう地じ元もとに近いので氏うじテルとかどうかな、とか思いまして。でまあ、あとがきは毎まい巻かん初しよ稿こう出た辺りで書いてるんですが、当時既すでに中巻終おえて下巻を視し野やに入れていく塩あん梅ばいだったので、見事にその状況が出たというか。もしも中巻見み逃のがして下巻買かわれた方がいたら申もうし訳わけ御ご座ざいません。というかここに書いても意味無ないような気が。

　ともあれ中巻、関かん東とう解放真まっ直ただ中なかというか、今回デビュー戦な連れん中ちゆうも多いですが、自分的には夏休み前～夏休み終わりという時期だと、やはり部ぶ活かつの先せん輩ぱい達たちが引いん退たいしたりで、若わか手ての台たい頭とうや出る杭くいの打ちまくりが発生したりとか、そんなイメージを持っていたりします。

　以前にも書きましたが、戦せん国ごく時代でも初期と後期では武ぶ将しよう達たちの空気感かんがかなり違ってまして、信のぶ長ながを初期、家いえ康やすを後期とした場合、中間となる羽は柴しばの時代は、信長という戦国時代の指し針しんを見せる教きよう師しがいなくなって生じる夏休みかなあ、とか。

　羽柴達が部ぶ活動や自由行動の時代だとすると、その中で引退する者達や、昔を払ふつ拭しよくして次じ代だいを作る家康が出るのかな、と、そんな風ふうにも思ったりです。

　ともあれチャット。

「じゃあ前に続いて犯はん罪ざい自じ慢まんのコーナー行くか。前回が出しゆつ血けつネタ出たから今回はそういうの無い方向で。明るく」

『んー。東とう京きようの植しよく民みん地ちにデカい遊ゆう園えん地ちあるじゃないですか。獣けものが棲すんでるアレ』

「あるねえ」

『ありますよねえ。で、高校の時、遠えん足そくじゃないんだけど、三年生のオリエンテーションで行く事になりまして。年とし頃ごろ的に〝だりーぜ〟って空気振ふりまいてた訳ですよ』

「獣の王おう国こくで〝だりーぜ〟って、やる意味あるんですか君」

『まあそれはそれとして、園内を非モテでうろついていたら、犬が踊っていたので、皆で捕つかまえてちょうちょやって池に放り込んだら翌よく年ねんから獣の王国に行くの無しになりまして』

「何で君は数すう十じゆう文字でそんな刺し激げき的な内容を語る訳？」

　ろくな事しねえー。さて、今回のＢＧＭはDJ Norikenで「Neonlights」。ビーマニは久ひさ方かた振ぶりに曲を聴きいた気が。昔は友人が猿さるのように叩たたきまくっていたものですが。しかし今回、

「誰だれが一番自じ分ぶんを抱え込んだのか」

　という感じで。次こそは下巻、少々お待ち下さいませー。


平へい成せい二十六年二月　雪も溶けた朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ 稔みのる
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